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古 f ま 性の 活動 は、 大體 からい へば、 S 的、 依な 的であって. n-i-c.i 

した だ 乏しい ので、 1 史上に 著れ た 女性の 數は、 ^に 比して ねめ て少ぃ 。 然し ほが" 

の 女性が、 古來 種. V の 方面に 活劻 して、 另^ と t 、こ. 4%t3 ト， 3r  . 

I  -  ^子と.^ に 或は ラ， ィを 助けて、 IS 力 を 進めえ 化 を 發^ 

せしめた こと は、 見逃す ことの 出來 ない S である。 勿論 日^人の 本 はは、 ち 力と し 一」、 人 

I け 子 害む. 磨 人と しての 犠牲的 欺 身の 生活に あった こと は、 いふまで もない" ゲフし 

た 中心 f またした 外に、 或は II の 葉に 力 S して、 ： 

おひ、 文化の 逸歩に 貢 獻 した 點が少 くない。  ZI 

殊に 文學 上に 於け 4 後 は、 その 功 決して 男子に 劣る もので ない。 短詩 形と しての 和歌よ 勿き 

に 於ても、 in.  「枕 草子」 ず 始め、 愛の 

力 ^.5 流の 手に よって 成って, q る。 ^ト 裂り， vaLt ヒリ cfc: 

fir  -^./  ^タ阈 の.^ 學史丄 の 女性に 比べても、 H.4 文學 女性の 

^大 さに 充分に 誇り 得る 资 格が あると 思 ふ。  ， -V 

fsi^i. これら 文 I* 上の 女性の 功 欲が、 系铳 的に 明かに された の は、 e: 害 


ぶべき ことで ある。 本辔 は、 一方 文學 上の 女性の 功 縝を闞 明す ると 共に、 更に 進んで、 過去の 國 

文學 上に 描かれた 著名な 女性の いくつかの 姿 を 浮彫に し、 兩者 併せて、 過去の 日本 女性の 全貌 を 

，かう として 罟 る。 

れ はおに、 ，趣 乂^. a-」 なる 妤著を 公に し、 「國 文學 を！； 尺の 手に」 い. お II の 下に、 吾 

，の 祖先が 吾等に 遺して くれた 至资 であり、 貴き 遺產 である 國文學 の、 平^化と 趣味 化と を 企て、 

國文 學齊 及の 上に、 大いに 貢獻 する 所が あつたが、 其の後 更に ー厣の 研鑽 を 重ね、 本書 を 世に 玆 

るに 至った の は、 誠に 虔 祝に 堪 へない。 

君 は 一方 國文學 の 研究に 精進 を 綾 けられる と共に、 一方 女子 敎 育の 實 際に たづ さはり つ、、 日 

本 女性の 過去 及び 將來 について. 思 を 致す こと 多年、 遂に 本書 を產 むに 至った。 

K: の 意味の 國^ 文化の 建設 は、 女の 協力に よって I 兩 者の 全 的な 现 解と 信頼と によって、 

始めて 完成し 得られる との 著者の 意見に は、 全く 同感で ある。 東 K5I の 盟主と しての、 帝國の 世界 

に 於け る 地位の 向上 は、 必ずや 國民 文化 建設の 上に、 自覺 せる 女性の 助力と 協力と を俟っ こと 切 

なる ものが あらう と 思 ふ。 この 意味に 於て、 本書の 出現 は、 宽に 時宜に 適した 意義深き ものと 信 


序 


本 寄に よって- 讀 ^は汜 づ、 過去の 日本 女性の 文學 上に 於け る、 苦心と 努力と による 輝し き 業 

f . 充分に 知る 事が 出来る であらう。 そして 更に、 作品の 上に 描かれた 女生の 姿の おに、 \u 

として、 妻と して、 母と して、 誠實、 仁慈、 犠牲、 純眞、 貞淑、 義烈、 勤儉. 堅忍. 高潔、 優雅 

等の、 日本 女性 本来の 面目 を、 遣憾 なく 認識し 得る こと S 思 ふ。 そして これら 日本 女性の 過去. の 

ま^. と德 操と は、 日本 女性の 將來に 確た る 自信 を與 へ、 更に 進むべき 方向への 明確な 暗示 を與へ 

る ことで あらう とき n する o 
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木ぺは W 义學. ゲ^しての；：！ 木 ケ い 研究で あるが、 その 研究の 方面 は 二つ、 に 分れる。 一は 國文 

擧の 上に 女性が 如何に 活躍し、 如 M に^ 獻し たかと いふ 方面で. 制作 者 側から 見た 女性い 研究で 

ある。 つま. 9 各 時代の 女流 文學 者の 傳記 であり * 作品 沘評 であり、 その 功 綾 論で ある。 一 は阈文 

# の 作品の 上に 過去の 女性が 如何に 描かれて るる かとい ふ 方面で、 作品の 上に、 描き出された 女 

性の 姿の 研究で ある。 卽も *| く 女性と 書かれた 女性との 研究に よって、 過去の 日本 女性の 全貌 を 

知ら .フ とする ので *5 る 0 

2. て^-にあら ゆる 意味に 於て、 一 國 文化の 象徴で ある、 とい はれて 一つる が、 しれ は I の國の 一 

般 W 衆が、 その 時代 時代に 於て 何 を 悩み、 何 を 愦れ、 何 を 求めた か、 卽 ち.^: なる 生き方 をした 

か を * 最も 具 B 的な 姿に 於て 描き出して ゐ るからで ある。 いは ゾ 阈文學 は、 祖先が 吾々 に殘 して 

© いて くれた^ 記で あ. 5、 寫眞 であり、 或は 祖先^: 身が 描いた 自畫 像で あると 考 へる ことが 出来 

る。 それによ つて 吾々 は 、祖先の 眞の姿 —— 善悪 美醜 隠さ や 偽らざる 展の姿 を 知る ことが 出來 る。 

卽も 過去の 文學に 現れて ゐる 思想 ゃ感 SEi: 姿 を 時の 流に 沿うて 降って 來る 時、 そこに 國尺 の迪っ 


て來た 足の 跡、 心の 跡み 明確に 捕へ る ことが 出來 る。 そして その 捕へ 得た 過去の 展開 は 吾々 に 

今日 及び 將來に 生きる 正しき 道 を 懇に敎 へ て くれる。 從 つて 國文學 は國 民に とって 得難き 生命の 

^であり、 取り出しても 取り出しても 盡 きる ことなく、 絕 え ゃ國 民の 內的 生活に 反省と 刺戟と を 

與へ、 自 覺と資 任と を 感ぜし める 無盡 藏の寶 庫で ある。 

今日の R 本の 最大 急務 は、 吾が 國民 性の 本質 をよ く 理解し、 それ を 基礎と して 吾が 國^ 文化の 

振興 を はかる ことで ある。 民族的な 長所に しても、 短所に しても、 長所 は 誇張す る ことなく、  ® 

所 は隱蔽 する ことなく、 冷靜に 再吟味、 苒 認識し、 以て 今日 及び 將來 に處 する ことが、 今日 轉換 

期に 於け る 吾々 の資務 である。 余が 菲才 を かへ りみ や、 國文學 を 通して 過去の 女性の 姿 を 究めん 

とする 理 もこ、 にある。 ォ，' ルト. ホイットマン は 「今日の 社舍 をより よくす る こと は、 一に @ 

つて 女性 將來の 向上と 伸展と 活力との 如何に 存 する。」 といって ゐ るが、 全く 當來の 新しい 文化の 

創造、 新しい 社. おの 建設 は、 女性の 力に 俟っ ことなしに は 不可能で あると いふ も 過 HE ではない。 

自 

この 意味に 於て. 日本 女性の 覺醒 と自覺 とが 促されなければ ならない し、 乂 進むべき 將來 への^ 

が 明確に 示されなければ ならない。 

序 今や 吾が 國は 未曾有の 非常時 局に 直面し、 國の總 力 を あげて 東亞 新 秩序 G 建設に 向って^ 進し 

五 


つ /- ある。 この 聖業 を逑 成せし むべき 役割に 於て、 女子の 負 ふべき 袁務 は、 男子の それに 決して 

劣る もので はない。 

この 秋に あたって、 阚文學 により、 そこに 慟 ける、 又 そこに 現れた る 女性の a: の 姿 を さぐる こ 

とに よって • 過去の 日本 女性の 赤裸々 な 姿 -II 長所 も 短所 も、 善も惡 も、 奕 も 醜 も、 偽らす 飾ら 

ざる のお を さぐり 出し、 將來 への 指針と 暗示と を考 へる こと も、 亦 意義深い こと、 信す る。 

本 » 出版の 主意 も 亦 そこに 存 する。  、 

終に この 小 著 公刊 を 御 引受け 下さった 尾 髙豐作 先生、 竝， に、 御 懇篤なる 序文 をお 寄せ 下さった 

永 井一 孝 先生に， 厚く 惑 謝の 意 を 表する 次第で ある。 
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第 一 篇 「古事記」 「日本書紀」 を 通して 

見た る 古代 女性 


性 女^ 古る に^て し 通 をし 紀寄^ 日" UB 事 古 1 


二 

. 第一章 古^ 文學 の. 槪觀 

古代と いふ |flg は^: だ漠 とした 語で あるが、 こ /- にい ふ 古代と は、 國 初から 奈良 

時^の 概 8K 

時代の 末 迄 を 指す ので ある。 この 時代に は、 帝都 は 多く 大和の 地に あって、 文 

化の 中心と なって ゐ たが 故に、 また 大和時代 とも 呼ばれる。 神武 天皇 以前 は、 年 紀を詳 にし 難い 

が、 それから 後 だけで も. 千 五 百年に 近い 長年 月を經 過して るる。 

大和の 國は、 上代 帝都の 地と して まことに ふさ はしい 國 であった。 日本 武尊は 「大和 は 國の厲 

がろ ば、 た、 なつく 靑垣山 隱れる 大和し 美 はし」 とお 歌 ひに なった が、 この 御 歌の 通. 9、 東に は 

春 m . 高 から 三輪 . 初瀨の 山々、 南に は多武 • 高 取から 吉 野の 群 山、 西に は 金剛 • 葛 城から 生 

駒の 連^が、 遠く 近く 靑垣 をな して この 國 を圍ん でる る。 そして 中央の 平野 は坦々 として 廣く • 

明るい 日の 光 は 隅々 まで あまねく 照りと ほり、 地味 豊かに 氣候は 極めて 溫 和であった。 自然の 美 

を 心から 愛し、 どこまでも 快活で 明るさ を 好んだ 我が 上代 人 は、 この 理想 鄕に 皇窒を 中心. v して、 

平和な^ しい 生活 を勞 んでゐ た。 
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この頃の 國：^ 生活が 颇る 素朴 純一 であった こと は 想像に 難くない。 政治の 中心と いひ、 都と い 

• ひ、 名 は 大げさで あるが、 遷都 は 概ね 帝位 糖 承 と共にな された の を 見ても、 いかに 簡^に 行 はれ 

かゾ 分る。 都と は 宮廷の， ある 所の 意で、 多く は 丘陵 を 北に した 日 あたりの 好い 南う けの 地を趨 

んだ。 家 は黑木 作りで 蔦 ゃ籐を 以て 絜ぎ、 萱を 以て 葺ぃた 堀 立 小屋の 類であった。 人々 は 身に は 

荒 妙 をつ け、 乎に は 弓矢 を 挾んで 山野 を跋涉 した。 

か、 る 原始的 狀態 はかなり 長く 綾いた ことで あらう。 この 未開の 民 をして 文化的に：：！ I 覺 めしめ 

だの は、 外阈 文明の 輸入であった。 漢文 公行、 文字の 公行 は應神 天皇の 十五 年と いふ。 しかし 阿 

^岐* 王 仁が 傳 へ る 以前に、 私の 交通に よって 漢學が 行 はれて るた ものと 思 はれる。 佛敎リ 傳來は 

欽明 天皇の 十ミ年 とい ふ。 かくて 外阈 文化に 刺戟 せられた 國 民が、 宴樂 と狩獵 との 外に、 新来の 

文字に 對 する 好奇心 を そ、 のかされ、 國 家的觀 念の 開發 から 國 民の 自覺心 は 大いに 喚起され I 自 

國の 文化 を發展 せしめようと 努力した の も當然 のこと である。 そして 自然に 對 しても- 生活に 

對 しても 自覺 した 民族が、 國家 の經營 と 文化の 發展 とに 努力した 結果 は、 こ /- に 先 づ推古 朝の 

藝 術と なり、 更に 大 化の 改新と なり、 遂に^ く 花の 匂 ふが 如き 奈良 朝の 盛大 を 現出す るに 至つ 

こ C  . 
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この 時代 は 時^ 的に 見て 極めて 長い。 その 初期 は 文化 風俗 未だ 開けす、 思想 は 

文 A の^ * 色 

^純、 潔白、 幼稚で、 後期の 奈^ 朝に 比すれば 著しい 逕庭が ある。 その 文學は 

概して 原始的の 色彩に 富み、 純潔 素朴の 思想に 充ち、 而も 純粹 感情が 流露し、 大和民族 固有の 國 

^性 を K: 率に 文學の 上に 反映して るる。 從 つて その 作品 は 形式 も 內容も 野趣 を帶 び、 單純 素朴で 

ある 0 

我が 國には 固有の 文字と いふ ものが ながった。 從 つて 應神 天皇の 朝 漢字の 渡來 

を 見る まで は、 文學 は專ら 口から 耳へ と 語り 傳 へられた。 所謂 傳誦 文學 であつ 

て、 著しく 漂泊 性 を 持ち、 歳月の 流れに 從 つて、 その 形 も 亦 自ら 變^ せざる を 得なかった が、 新 

来の 漢字に よって 文學を 書記す る 方法が 考案され て、 所謂 記載 文學 時代に 入る と、 新しく 創作 さ 

れた 作品ば かりで なく、 傳誦 時代の 文學も 新たに 記錄 されて、 文字に よって 定 著す るに 至った。 

かく 傳誦の 文事が 筆錄 せられる やうに なった の は、 何時の 頃と も 分らない が、 推 古 天皇の 御 時に、 

ゃ德 太子の 御 撰に なった 國史 のあった こと を 思へば、 かな h4n い 時代に 溯る ことが 出来る。 かく 

て 文學は その 表出の 主耍 なる 媒介と しての 文字 を 得る ことによって、 著しく 普及 性 を 持ち 得る や 

うにな り、 急速の 展開 を 遂げる が、 それと 共に 文學 への 自覺も 次第に 喚起され、 奈良 朝の 盛時 を 
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現出す るに 至った ので ある。 

今 奈良時代の 末 迄に 制作 せられた 重な 文獻を 擧げれ ば、 史籍に は 「古事記」 「日本書紀」 地誌に 

は 諸國の 「風土記」 歌集に は 「萬 葉 集」 詩集に は 「懷風 藻」 等が ある。 なほ 次の 中古 期に 入って 

•  09 ど  X ごと  せんなよう 

^錄 せられた 「祝詞」 「壽 詞」 さて は 「宣 命」 等 も、 亦 古代 文 學の貴 直なる 資料で ある。 

第二 章 「古事記」 「日本書紀」 槪說 

一 古 S 記 

1, 卜， - , お 《» やすえろ 

,c  • 「古事記」 三 卷は太 安麻 呂の 撰で、 その 成立の 由來 について は、 序文に 委しく も 

成立  j 

えてる る。 初、 元 明 天皇より 四 代 前の 天 武 fK 皇が、 何々 氏と 言 はれる 多くの 家 

々に 持って るる 帝王の 日權、 卽ち 天 皇御卽 位の 次第、 いは^ 皇室の 系譜 血統 物語と いふべき もの 

や、 大昔より 語. o 傳 へて ゐた 神話 傳說、 卽ち 「古事記」 の 序文に いふ 所の 先代の 舊 辭本辭 など 

が、 眞 寅と 遠 ひ 虚偽が 加って るるから、 今に 及んで これ を 正さない と、 庹 實の 精神が 滅びる であ 

らう。 これらの 血統 物語 や 神話 傳說 こそ、 我が 國家 王權の 基礎 そのもの であると 思し 召され、 多 

五 
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くの 異說異 傅の あるの を 正し 、統一 して 後に 傳 へんと せられ、 非凡なる 記憶力 を 有して ゐた射 だ 稗 

ml: 體に 詔して、 これら を 誦み習 はしめ 給うた が、 御 在世中に 果す ことが 出來 なかつ おの を、 奈 

良 時代に 入って 元 明灭皇 が 御 遣 志 を ST かれ、 和 銅 四 年 九月 十八 日に 安麻 吕に 命じて * 阿禮 の^し 

た奮辭 ノ 編まし め、 功 成って 上った のが 和 銅 五 年 正月 廿 八日で ある。 

これに 就いて、 從來 阿糟は 男性で あるか 女性で あるか V- 論議され てるる。 本 居 翁 は 「古事記 傳」 

に 於て 男性 說 をと つてる るが、 平 田^ 胤 は 「古史 傳」 に 於て 女性 說を とって るる。 男と する 證の 

根據 は、 「弘仁 私記」 序に 「名 舍人姓 稗 田」 と ある-〕 舍人 といへば 男らしく、 且！； 史を 編む のは^ 

らしい とい ふので ある。 女性 說を とる 者 は * 阿體が 「新撰 姓氏 錄」 によれば、 天鈿女 尊 の 子孫 

であるから とい ふのに ある。 いづれ か斷定 は出來 ない が、 「萬 葉 集」 にも 嫗が 昔の 話 をした， も あ 

るから， 或は 女で なから うか。 又 阿禮に 誦せ しめたと いふの は、 暗誦せ しめたの か、 訓讀 せしめ 

たの か、 蹄々 の 記錄を 統一 させた のかに 就いて、 說が 分れて ゐ る。 が、 從來 「古事記」 以前 は 全く 

^钧 によって 語られた と 言 はれて るるが 、「古事記」 以前に 記錄 のあった の は、 序文 を 見ても 明か 

であるから- 阿禮が 二十 八 歳の 頃天武 帝の 詔お 奉じて、 諸種の 記錄を 統一した の を、 老年に なつ 

て 太 安麻 呂が之 を 文章と して 書き 鑌 けたので あらう。 その 時 阿禮は 六十 歲 程であった。 
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さて 然 らば、 天武 天皇 の 頃に 於て 何故 修史の 事業が 起され、 「古事記 一 が 生れる 

jnl 慕の 意義  ' J 

やうに なった ので あらう か。 それ は 一 言に していへば、 當 時に 於け る澎湃 たる 

國家的 精神、 民族意識の 產物 であると 云 ふこと が出來 る。 

我が 天孫 民族 は、 出 雲 民族 や 先住の アイヌ や、 他の 異種 族な どの 間にあって、 武力 的 或は 平和的 

な阈家 統一 の 事業 を 着々 遂行した。 そして 大體、 3S 神 垂仁兩 朝の 御代に て それが 完成され、 全 M 

的な 戰時狀 態 は 漸く 去って、 やがて 國 家の 中心としての 皇室の 御 威力が 伸長され て 行った。 その 

經過 は歷史 のよ く 示す ところで ある。 かくて 天武 天皇の 御代の 前後に は * 皇窒を 中心とする 國^ 

的 精神が 振興し、 その 當然の 結果と して こ 、に 國史編 幕の 事業が 企てられ るに 至った。 この やう 

な 時期に 際して、 皇窒 の藩碎 たる 諸 貴族と 皇室との 關係 や、 貴族 相互の 關係 を說き 起す 種々 の 記 

錄に、 矛 I ^や 誤が ある 事 は 甚だ 遣憾 でも あり、 义 天孫 民族と それに 歸 服して 日本 阈民を 構成して 

ゐる諸 民族との 關係を 合理的に 說き 明かす 爲に は、 分離した 諸 傳說を 整理し 銃 一 する 必要 も あつ 

た。 かう した 對 内的の 事情と 共に、 對 外的な 事情， 卽ち儒 敎怫敎 等 新 文化の 傳來 による 國民 思想 

の動榣 I 例へば 儒敎 と共に 浸潤し つ、 あった 支那の 易 姓 革命の 思想 等、 我が 國體と いれな 

いやうな 思想 も 傅 はり、 それらに よって 國： 思想の 動 搖を來 したので、 それらの 動 榣を鎭 め、 
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園 民の 從 ふべき 原理、 向 ふべき 目標 を 示さう として、 こ、 に國史 5 編纂が 行 はれた ので ある。 

この 意味に 於て 「古事記」 は當 時に 於け る旺ん なる 國家的 精神の 產物 であると 言 ふこと が出來 

る o 

「古事記」 は三卷 から 成って ゐる。 上卷は 神代の 卷で、 天地開闢の 雄大な 神話 を 

以て 始り、 神々 の 系譜 を 述べ、 天照大神の 稜 威と、 天孫 降臨の 偉業と を 讃美す 

るを以 つて 主眼と してる る。 中卷は 神武 天皇の 御朿 征に始 つて、 應神 天皇の 御代の 物語に 終. o、 

下卷は 仁徳 天皇から 推 古 天皇に 至る 迄の 事 を 述べ てるる。 卽ち 大體に 於て、 上卷は 神話であって t 

その 間に 神^的 傳說が 織り 交ぜて あり、 中 卷下卷 は 主と レて 歷史說 話であって、 下卷は その 終に 

近づく に從 つて、 渐く歷 史的 記述に 入って ゐる？ 

「古事記」 三卷の 全部 を 通じて、 その 主要なる 記事 は、 帝室の 日耱、 卽ち 皇位 繼 

內  容 

承の 順序で あると いっても 過言で ない。 卽ち 「古事記」 から 帝室の 日 穠に關 す 

る 部分 だけ を 引き 拔 いて 整理 すれば、 直ちに 皇室の 御 系譜が 出來 るので ある。 こ、 に 注意すべき 

は、 末子 相 絞の 盛に 行 はれて るた 當 時に 於て、 も 位 は 嫡出の 長子に 遷し、 更に 嫡出の 長 孫に 及ぼ 

す 長 系 權 承 法 を ^則と すべ きこと をカ强 く 主張し、 また 資 現して るる ことで ある。 
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次 は 先代の 舊辭 であって、 その 中. に は H< 地创 成の 神話が あり、 神 婚俥說 が あり、 英^ 神話が あり， 

征服 物語が あり、 戀愛 物語が， め. 9、 上代 民族の 農業 生活の 描寫が あり、 農民 的 情調の 豐 かな 歌^ 

が あるな ど、 素朴 純眞な 上代 人の 生活- 感覺， 氣分、 思想、 乃至 理想が 如實に 表現され てるる。 

卽ち上 卷を繙 く 時 • 我々 は 神話の 霧の 中から さし そめる 人間の 世の 曙 を 仰ぐ やうな 氣寺 がし、， 

い 祖先の 底力の ある 雄大な 合唱 を 耳に する やうな 氣持 がする が、 中 下 ニ卷に 至る に 及んで、 の 

粱は 次第に 晴れて、 はっきり とした 人間の 姿 — さまぐ の 喜び、 苦しみ、 戰ひ、 悩みに 生きる 

祖 おの 姿を见 ると 共に、 國 郡の 制定、 都市の 發達、 法律の 制定、 中央政府の 確立、 國 土の 擴大等 

國家 行政 上の、 重大な そして 活 澄な 社會 活動の 姿 を 見る 事が 出来る ので ある。 

乙 一 日本書紀 

成  立 「古事記」 と 並んで 上代の 文獻の 中に 最も 注意 さるべき は 「日本書紀」 である。 

「日本書紀」 三十 卷は、 國 初から 持統 天皇の 朝 迄の 事 を 誌し、 漢文 を 以て 辍 つて 

ある。 撰者に ついては 「 鑌日 本紀」 に 「養老 四 年 五月 癸 酉、 先是 一品 舍人 親王 奉勑修 日本 紀、 至 

是功成 * 奏上 紀 三十 卷系園 一 卷」 と あるので、 舍人 親王の 撰た る 事が 分る。 舍人 親王 は天武 帝の 

九 
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第三 皇子で、 谆仁 天皇の 父君で あり、 太 政 大臣と なられた。 また 太 朝臣 安麻 呂を 撰者の 中に 加へ 

て ある。 その 點は 「弘仁 私記」 序に、 「夫 日本書紀 者 一 品舍人 親王 從四 位下 勳五等 太 朝臣 安麻 呂等 

奉勑 所^ 也， 云々 と 記されて ある。 かくて 舍人 親王が 總裁 として 事 を 執り、 太 安麻 呂を 始め 幾多 

の學 者が 集って 之 を 編輯した ので あらう と 信ぜられ てるる。 

「日本書紀」 の 組織 を考 へて 見る と、 三十 卷の 中、 第 一 第二 は 神代 紀で あって、 第 

組 錢內容 三卷 から 第三 十 卷迄は 神武 天皇から 持統 天皇 迄の 歷史が 記して ある。 神代 紀は 

「古事記」 の上卷 よりも 遙 かに 文 學的價 値 は 劣って ゐ るが、 第三 卷卽ち 人 皇紀 以後 は、 「古事記」 が 

取 こ 天皇の 系譜 を 記した 如き 所^ 多く あるに 反して、 極めて 詳密で ある。 且 「日本書紀」 は 

「1 害 曰」 二 害 曰」 として 種々 の 記録の 說 を擧げ て、 一 つに 統一 しないと ころに、 その 歷史 として 

史責を 重んじた 貼が 見られる。 說 話の 大體の 根幹 は 「古專 記」 と同樣 であるが、 「古事記」 は 土地 

の 發展、 武力の 發揚等 を 根幹と してる るが、 「日本書紀」 はこれ と共に.、 精神的 文化的 方面、 使へ 

ば 儒 敎怫敎 の 度來、 琅 產 工業と いふ 方面に も 力 を こめて るるの は、 「古事記」 の傳說 的で あるに 比 

し，、、 本 害の 膀 史的で ある 事 を立證 する ものである。 


說概 紀甞 本日 lil 事 古 


記 お 編 i かう した 內容の 相違 は 一 に その 編纂 趣旨の 相違に よるので ある。 卽も 「古， お， 

き の 相違 は 建國の 由來、 國體の 基本 を說 き、 民族意識 を强 調して、 終始 國家 本位、 M.0 

中心で ある。 取り わけて 重要なる は、 對內 的に 國家 統治の 本道 を 示されよ うとした 事に ある 。「日 

本書 紀」 も 勿論 「古事記」 と 同様の 要素 を 含んで ゐ るので あるが、 更に これに は 他の 重要なる 目 

的が 加って ゐ る。 それ は 「古事記」 が對內 的に 國家 統一 の 基礎 概念 を 規定した に對し 「日本書紀」 

の 方 は、 それに 對 外的 意識が 加って るるとい ふ 事で ある。 「日本書紀」 は ひとり 日本 國 民に 示さう 

としたの みならす、 外國 人に 對 しても 國家的 發展の 段階 を 明かに し、 我が 民族 國 家の 佼位を 示さ 

うとした ので ある。 その 爲に、 外國 との 交涉 や、 外來 文化に 關 する 記述な ど は 注意 深く 取り扱 は 

れ てるる ので ある。 

三 記紀に 現れた る 祖先の 面影 

以上の 如く 記紀の 二 典 は、 兩 者に 一長一短 あ. 9、 それぐ の 特徵を 持って ゐ るので、 必ゃ しも 

一 を あげて 他 をお とす 事 は出來 ない。 兩者 とも いづれ も 神 典と して、 最も 貴重すべき 典籍で あり 

兩々 相俟って 國 {豕 の 本質 を 明かに する 事が 出來 るので ある。 ひとり 史書と しての みならす、 我が 


1 二 

國文 學の始 源と して、 民族精神の 故鄕 として、 先づ 文學史 思想 史の 出發を この 兩 書から 探らな け. 

^ れ ばなら ない。 

^ まことに、 記紀 二 典 こそ は、 我等 祖先の 僞ら ざる 生活の 記錄 である。 殊に 「古事記」 に は、 儒 

^ 敎怫敎 等と いふ 外^ 思想 傳來 以前の、 生れた ま、 の、 少しも まじり 氣 のない 日本人と しての 祖先 

H の 生活 狀 態が 如責に 描かれて ゐる。 

今 試みに 關東 地方の 地圖を ひらいて 見よう。 三國 山脈に 源を發 した 利根 川 は、 途中に 於て 多く 

见 の 支流 を 合せ、 躲蜓 長蛇の 如く、 關 東の 大 平野 を 流れ 流れて、 遂に 坂 東 太 郞の名 を 辱し めない や 

^ うな 大河と なり、 銑 子に 於て 太平洋に 注いで ゐる。 二 千 五 百年の 昔に 開け 始めた 我が 國の 文化 も、 

| 途中に 於て 儒教の 助け を 借り、 佛敎の 流 を 合せ、 ごく 最近に は 西洋 諸 外 國の學 問 藝術を 採り 入れ 

n て、 三 大强國 の 一 に 恥ぢざ る 優秀な 文化 を 築き上げた。 それ 故、 今日の 我が 國の 文化 を 作り上げ 

るに 役立った、 儒敎ゃ 佛敎ゃ 西洋 諸 外 國の學 問藝術 は、 利根 川に 譬へ て 見れば、 渡良瀨 川、 鬼 怒 川、 

小 貝 川 等の 支流に あたる ので ある。 そして 記紀に 現れて るる 祖先の 生活 は、 宛 も三國 山脈に 源 を 

發 したば かりの、 どの 支流の 水 を も 入れない、 谷^ を^って 流れて るる、 極く さ 、やかな 流の や 

うな ものである。 しかし その さ、 やかな 流の 中に も、 石に あた， 9 岩を碎 いて、 下流へ 下流へ と 流 
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れて 行く 強い 力が 籠って ゐる やうに、 幼稚な 祖先の 生活の 中に も、 やがて 大國 民と なるべき 立派 

な 素質が ひそんで ゐた。 よく 「三つ子の 魂 百まで」 とい ふ。 その 三つ子の 魂 I 今日の やうに 立 

派に 成長した 日本の 三つ子の 魂が よく 現れて ゐる のが、 この 記紀の 二 典で ある。 

然 らば その 三つ子の 魂 は どんな もので あったら うか。 我等の 祖先 は どんな 性質 を 持って. Q たの 

であらう か。 一 口に 言へば、 極めて 朗か な、 明るい 快活な 樂 天 的な 國 民であった。 陰餺 優柔な 所 

は 少しもな く、 常に 希望 を 持って、 自分 達の 現在の 仕事に 力の 限り 精出して 行く 努力 的な 國民 であ 

つた。 樂天 的、 光明 的、 積極的、 努力 的、 かう いふ 言葉が 吾等の 祖先 を 表す 最も 適切な 一！ 一一：： 葉で ある。 

これ は 男女 を 通じて、 共に 兌ら れる 古代人の 特色で あるが、 これより 特に 女性に ついて、 その 

生活、 思想、 地位 等に 關 する 赤裸々 な 撿討を 試みて みょう。 

100 古代 女性の 地位 

_ 「古事記」 や 「日本書紀」 に 記されて ゐる、 神話 時代に 於け る 女性 を 見る に、 その 

勇. 3  ft« 等 

地位 は 今日と 全く 異り、 男子と 對 等の 地位に 置かれて るた。 後世の 如く 男子の 

1 111 
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1 四 

爲に 彬- 迫され、 扠 a!^ される こと もなければ、 又 家に 附暴 せしめられて、 義理の 重荷に 苦しめら 

れる こと もなかった。 努女が 全く 對 等の 地位に あって， 政治 上に も 軍事上に も その カを發 揮して 

ゐ たので ある。 何等 卑下す る 所な く、 全く 朗 かで 萬 事に 鞅^して、 男子と 相 伍して 行った。 或る 

場合に は 勢 男子 を 凌 ざ、 これ を 扶養し、 支配す る關 係に あった 者 も ある。 それ 故 女 軍が 祖綠 せら. 

れ、 武器 を携へ て^子と 戰ひ、 乂 一軍の 將 として 女將 軍が 武名 を 揚げた こと も少 くない。 これ は 

全く 常時の 女子の E 格が、 男子の それに 比して 少しも 劣る ところな く、 古来の 習慣に 從 つて、 戰 

爭も 生產も その 手に 引き受け てるた のによ る もので、 記紀の 上に も、 女子が 男子と 等しく、 軍隊 

を 率 ゐて戰 場に 立ち、 若しくは 兵士と して 戰鬪に 加った 記事 は隨 所に 見る ことが 出来る。 

我が 國の始 s であらせられる 伊棼諾 尊、 伊 弊册尊 は、 殆ん ど御對 立の 位置で 國土 is 營に從 事 さ 

れ たやう であ- 9、 この 二 尊の 御子 天照大神 は、 その 御 髙德の 盛なる こと 太陽の 萬 物 を 照さざる な 

きが 如く、 遂に 高天原 を 統一 せられた。 又お 鈿女 尊 は 天 岩屋に 於て 八 百 萬の 群 神が 策の 施す ベ 

きな く、 唯 憂愁に 沈める 時、 一 婦女子の 身ながら 舞踏 以てよ く 神 怒 を 解き、 鬚髯の； t 々をして、 

ぁ め D  ，ち &た 

お 色な からしめ、 更に 天ん 衝に 於て は 容貌 魁偉の 猿田谗 命と * 堂 * 仁る 智辯を 以て 折 IS を 直 ねら 

れてゐ る。 又 天孫 降臨に 際して は、 铨部 にあたら れた 神々 の 中には * 天 鈿女命 を 始め、 石 凝 姥命等 


A 

や 
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の 女神が 他の 男 神に 肩 を 伍して ゐ るが、 これら は 諸 地方に 割據 せる 女酋 と共に、 女子の 勢力 位置 

が 男子の 下になかった こと を 物語る ものである。 

女子が 戰 場に 於て 男子と 共に 戰 闘に 從 事した 例と して、 神武 天皇が 御 東征の 時、 

女  ， 

熊 野の 嶮を 越えて 大和に 入らん とせられた 時、 八十 梟師は 女坂に 女 軍 を S き、 

男^に 男 軍 を 置いて， 天皇に 手 向 ひした。 そこで 天皇 は 椎根津 彥の計 を 用 ひて、 先づ 我が 女 軍 を B 

し、 別に 男 軍 を 敵の 背後に 送 出し、 夾擊 して 破った とい ふ 記事が 「窨 紀」 に 見えて るる。 

たけ はに a す ひこ 

叉崇神 天皇が 四 道 將軍を 派遣し 給 はんと された 時、 山城 國武埴 安 彥が叛 した。 

女将 

武垴安 彥は孝 元 天皇の 皇子であって、 祟 神 天皇の 御 叔父に 當 る大汔 命の 異母 弟 

である 。「書 紀」 によると、 その 時 彼 は その 妻 吾田 娘と 兵 を 分ち、 自分 は 山城から， 吾田 姬は難 波 

から、 並び 進んで 大和の 磯城の 宫を襲 はう とした。 そこで 天皇 は、 五十 狹芹彥 を 難 波に、 大汔命 

及び 彥國葺 命 を 山城に 派遣し、 夫々 叛軍 を邀搫 させた。 五十 狹芹彥 命 は 吾田 姬を難 波に 耍し、 大 

いに その 軍 を 攀 破し * 遂に 吾田 姬を 殺した。 次いで 武墒安 彥も誅 に 服して、 この 亂は 平定した。 

次に 女！ SS について 見る に、 神武^ 皇の御 東征の 折に は、 豐 前に 蒐狹津 比齊、 紀 

t  ft  く S と Y  U し *~ と ぺ  にい サ と ぺ 

州に 名 草 戶畔、 丹 敷 戶畔、 大和に 新 城戶畔 等の 女酋の 居た ことが 記 錄に殘 つて 

1 五 
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1 六 

かむ か し 

るる。 ^行 天皇が 熊緵 征伐に 筑 紫に 赴かれた 時には、 女 酋神夏 磯 媛が 皇軍 を 御迎へ 申した。 景行 

朝から 神 功 皇后の 頃 迄に、 九州 地方に は 有力な 女酋が 十四 人 も 居ったら しい。 特に 耶馬 蔓國 (筑 

後山 門 地方) に は 笫-ニ 世紀の 中葉に 卑彌 呼なる 女酋 があって、 非常なる 勢力 を 有し、 魏の國 と 交 

通して 居った。 卑彌呼 は 九州 南部の 熊^と 戰ひ戰 中に 殁し、 次に は 十： ニ歲 なる 少女 登岐が 女王と 

なった ので ある。 叉 常 陸地 方に も 油箧賫 命 * 寸 津毘寶 等の 女酋. か 居た。 

かく 中央に 於ても 地方に 於ても、 女性が 男性と 相 伍して 政治的 勢力 を 有して， Q たが、 政治的 方 

面と 共に 宗敎的 方面に 於ても 女性に 優越の 地位 を 占めて 居った ので ある。 

かんなぎ i- は ひひめ i- は ひ ね ぎ 

- t  d  k  [ 巫、 齋姬、 a. 彌宜は 中世まで は 多く 女であった。 天 照 大祌は 親しく- 大津； 1： を 

祭られた 事 は 申す 迄 もない ofK 鈿女 命の 子孫 は 猿 女 君と なって 神 樂の事 を 司り、 

三種 神器に 仕へ 奉る 內侍は 女性に 限られて ゐた。 伊勢神宮に は^ 鍬 入姬、 大大& 神：^ こ は 亭名城 

入姬、 熱； £ 神宫に は宫^ 姬が 初めて 齋き 奉った。 齋宫 として 仕へ まつる 者 は 凡て 皇族の 處 女に 限 

られ、 虔女は 神に 仕 ふる 淨き 者と 認められ たので ある。 神^と いふ 事 あ 子に もあった けれども 

女子に 多く 現る /- 現象であった。 

卑彌 呼. 事-鬼 逍； - Ife, 年已 長大 無， -夫婿 r 有， -男弟 " 佐 治, 國- 自爲 k 以來 • 少有， - 見者 1. 
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云々 (魏 志、 

と 記されて 居 k; 處 から 察する と- 皁彌 呼が 九州に 偉力 を 振うた の は、 軍國の 任務 を^ら 魏斷 する 

英略 勇武の^ 主たると 共に、 祭祀 を 事と し 神意 を 率 じて 民心 を收攒 する 宗敎的 君主た る 故で あつ 

たで あらう。 神 功 皇后 も 神 憑せられ て、 金銀 を 初め 目の かんぎく の珍寶 ある 新羅 國が、 it 

るで あらう との 豫言 を、 仲哀 天皇に 御告げ 申した のであった。 上古の 祌裁 政治の 時代に 於て よ、 

女性が 宗敎的 能力の 優越して 居った こと は、 其の 社會的 地位 を 高めて、 政治的 支配お たるに^ら 

しめたの であらう。 次に、 

家庭に 於 を 見る に、 「古 察 記」 では 母 を 指して 「おや」 とい ひ、 又 「おも」 と 呼んで るる。 

i  { 「おや」 は 「ぎ」 「大」 と關 係が あり、 「おも」 は 「お」 「|5」「围 など、 共通の 意味 

を 持って ゐ るので あって、 いづれ も 家庭に 於け る 最も 重き 位置 を 占める 人の 意で ある。 かやう に 

母 を 尊重した の は、 上古の 結婚 制度 は 後世と 違って、 父 は 外部から 訪れて 來る 習慣であって、 子 

女 は專ら 母の 手 一 つで 養育せられ てるた 爲で あるが、 常時 子女が 母の 手で 育まれ、 その 名 も 母が 

命じた こと は、 記紀の 隨 所に 散見す る 所で ある o 「書 紀」 の 神代 篇に、 豐玉 娘が 玉の 如き 男子 を迮 

まれた 時 も， 火 遠理命 は^に 向 ひ 「この 子 は 何と 名づ くべき や。」 と 問 はれる と、 娘 はたち どころ 

.  1 七 
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1 A 

ひこ fc けうが r>f あへ *こ と 

に 【彥波 瀲麒殮 草 葺不合 命と 申すべし。」 と 答 へられた。 叉垂仁 天皇の 御代に 於け る 悲劇の 中心 人 

物で あ.， つせられ た狹 ^ 姬が、 兄狹穗 彥を始 として 一族 從類盡 くと 共に 燒死 せんとした 時- 帝 は 使 

を 后の 許に 馳せ て 「古より 子の 名 は必ゃ 母の 命 やる も のぞ、 汝の 生める 皇子の 名 は 何と 命 やべき。」 

ほ  tt むつ わけ  ほむち わ 

と宣 給へば、 后 答へ て 「今稻 城 を燒く 折し も 炎 中に 生れ ませば、 御名 を 譽津別 (記に は^ 牟知和 

氣) と稱へ 給へ。」 と 申された とい ふ 記事が 見えて ゐ るので ある。 これら を 見ても、 生れた 子の 名 

を 母が 命す るの は、 當時 一 般の 風習で あつたと 思 はれる。 叉 記紀に 散見す る 皇子 皇女の 御名に は、 

皇后 皇妃の 里方に 因んだ ものが 多く 見う けられる。 

かやうな！ t で、 上古の 母親 は、 家庭に 於ても 後世の 父の 如き 重き 位置と 威厳と を 具へ て ゐ たので 

あるが、 他の 一 面に 於て、 慈愛に 滿 ちた 優しい 母であった 事に は變 りなかった 。「古事記」 に 大圃主 

命が、 意地の 悪い 多くの 兄弟 達に 虐待され て、 燒 石の 難に 遭 はれた 時、 天つ 神の 御敎 によって 母 

神が 赤貝の 粉 を 蛤の 水で 溶した の を、 「母の 乳汁」 として 全身に 塗られる と • 直ちに 蘇生され たと 

いふ 話が ある。 この 話 は 慈母の 乳汁に は 愛兒の 全身の 火傷 を 治す 程の 靈 力が あると 信じられて ゐ 

た 事 を 現した もので あらう。 なほこの 事件の 後に も、 大國 主命が あらゆる 危難に お 遭 ひに なった 

時、 何時も 母 神が 泣き 乍ら 尋ねて 來て 救って 居られる のであって、 我が 子の 身の上 を 日夜 守る 慈 
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母の愛が 如何にも よく 現れて, Q る。 

以上の やうに、 記紀の 神話 俥 說を 通して 眺められる 古代の 女性 は、 家庭の 主婦と して 一家の，. 

"なって よく 子女の 雲に 住 じたの み？^、 農耕 生活、 社 直活に 於ても か？ 著 

に 就き、 時として は舉 にまで 參加 して、 後世の 人 S 蠢以 上に 活躍して るた ので あ：；。 

第 四 章 古代 女性の 面影 

天照大神 大神は 生れながら にして 天の 麗質 を傭 へられ、 光華 赫耀 として 六合， -f する 

：  概が あり、 その 支配 權の 下に ある 奏 原の 諸 神 は、 皆 その 威徳に 服して、 さな 

力ら 太 場の 如く 卬ぎ^ つた。 ^^-it..  i 

き—  V 大神 はま 稼 霧織の業に 從ひ、 國民 崖の 與隆 を 計られ、 i 

中つ 阈 なる 保 食 神から 五穀の 種子 を 得て、 親ら 不毛の 也^ 遇き、 斤 胃^お 产 つか 

り i ヒき  ォ vtT^^ を^き 所謂 天 狹田及 長 田を墾 して 八 脇 

^cm ついで 靈の 14 け、 f- 口に 含んで f 采り、 H: 

とい" れて るる。 かく 平生に 於て ま f  SM.*.、  > ト  , 

I  , き I がて f ザ禾 な^ 勤勉な 神て あらせられた が、 一 旦事 ありと 見^, ま、 

S 裝 して 男た けび なさ^、 男子 も及ズ ぬ^ it 受 ea?- - ご，。 P  ！ 

f  ^{ ぬま 勇を發 揮せられ た。 御 弟 素盞嗚 尊が 父 神 伊^ 諾 尊の 命 


九 
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二 〇  ノ 

に從 はす、 根の 阈へ逐 ひ やられる 時、 父 神の 許 を 得て、 姉 神に 別れ を 告げる 爲 高天原に 大 神を訪 

とよ  • ゆ 

れる ことにな つた。 尊が 高 天 原に 上られる 時 は 「山川 悉に 動み * 國土皆 震り き」 (記) 「天に 昇. o ま 

め. Iff つ  fern 

す 時に、 淇溺と 、ろに 馕ひ， 山岳 爲に 嗚り咆 えき」 (紀) とい ふ 物凄い 有様であった ので、 大祌は 

なせの * こと  ゆ. *  ？ « 

聞き 驚かして 「我が 那勢 命の 上り 来ます 由 は、 必す善 はしき 心なら じ、 我が 國を奪 はむ と 欲 ほす 

にこ そ」 と 詔り 給 ひて、 

み A  V- ら ，よ  た i  • ほ つ  5 す 

御 を 解き 御 角^に 韆 して、 左右の 御角髮 にも、 御 St にも、 左右の 御手に も、 各 八 尺 勾^の 五百津 の美須 

i  »  そ びら  のり ゆぎ  い つ  た. S- ども  お ゆ まら 

ft 流の 珠を « 狩して、 脊には 千 入の 靱を負 ひ、 五 百 入の 靱を附 け、 亦 伊都の 竹 鈉を取 術して、 弓 腹 振 立て 

あは O き  く ゑ はら *  4t  を t けび ふ < た，  % さ 

て、 堅 庭 は 向 股に 踏な づみ、 沬雪 なす 厫 散して、 伊都の 男 建 踏 建び ズ待問 ひた ま はく、 何故 上り 來 ませる 

と 問 ひた まひき 0(記〕 

とい ふやうな 勇 壯活潑 な 有様で 對面 なされた。 然し 尊 は 異心の ない こと を 誓 はれ、 携へ 給うた 十 

握の 劍と大 神の 勾玉と を 取り 換 へて、 互に 子 を 生まん と 云 はれた。 その 誓に は、 若し 異心 あらば 

努が 生れ、 異心が なくば 女が 生れる とい ふので あった。 所が 十 握の 劍 から 生れた の は 悉く 女で あ 

つたので、 尊 は 先の^に 勝てり と 喜び 增 長され、 いつしか 誓約に 背き、 姉 君の 慘澹 たる 苦心の 結 

M.  SE くにして 緒に 就いた 高天原の 平和的 事業に 對 して、 甚だしい 亂暴 狼籍を 加へ た。 或 時 は 御 
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領の 田の 畔を 毀ち、 或 時 は 灌漑 用の 溝 を 塊め、 或 時 は 新 嘗宫の 境 內に屎 ま. o ちらして 镞域 を穢さ 

れた。 しかし 大神 は寬ぃ 慈悲と 理解の 御 心 を 以て T 屎 なす は醉 ひて 吐き 散らす とこ そ、 あが 那勢 

ところ あたら 

の 命 かくし つらめ、 叉 田の 畔 離ち 溝 塊む る は、 地 を 惜しと こそ、 あが 那 勢の 命 かくし つらめ」 と 

善意に 解して ぉ赦 しにな つたが、 尊の 亂暴は 益々 募り、 遂に 或 時 神の 牧場 を 荒し、 天 斑 馬の 皮 t 

生きながら 剝 いて、 姉 神の 機屋の 屋根から 投げ込む など /-、 狂暴の 限り を 極められた。 さすが 寬 

弘の大 神 も、 今や 憤怒の 餘天 磐戶の 中に 隱遁 されて しま はれた。 こ、 に 於て 高天原 は 忽ち 常闇と 

なり、 萬の 禍は 悉く 起った。 群祌は 大いに 驚き、 天 安河 原に 相會 して、 常世 思 翁 神 を 議長と して 

種々 評議し、 前後策 を 講じた が、 大 神に 代るべき 靈異の 統治者 は 他に 絶對に 求める ことが 出来な 

か、 つた。 そこで 常世の 長 嗚鳥を 集めて 長 鳴せ しめ、 又 手 力 雄 神 を 磐 戸の 側に 立た せ、 天兒屋 命、 

太 玉 命 は 天 香 山の 五 百箇の S 榊 を根拔 ぎに し、 上つ 枝に 八 坂 瓊の五 箇の 御統玉 を、 中つ 枝に は 

八咫鏡 を、 下つ 枝に 靑和幣 白 和幣を 懸けて、 相 共に 祈禱 をな し、 天 鈿女命 は 手に 茅 纏の, を 持ち、 

天 香 山の^ 榊 を 以て髮 となし、 蘿を 以て 手镪 となし、 火を燒 き、 槽を 伏せて その上で 舞った。 神 

神 はこれ を 見て 笑 ひどよ めいた ので、 大祌は 怪しみ 給 ひ、 磐戶を 細目に 開けて 窺 ひ 給うた 時、 ^ 

戸の 側で 待って るた 手 力 雉 神が、 大祌の 御手 をと つて 引き出し 奉り、 再び 天位に 登せ 申す ことが 

二 1 


二  二 

「 出來 に。 そこで 髙天原 は^び 明るくな つたので ある。 さう して 素 盞嗚尊 は 直ちに 之 を 捕へ て、 千 

^ 座 邇户 を 科し、 その美 ^を斷 ち、 その 手足の 爪を剝 して、 之 を 根の 國に 放逐した。 

4.0 

^ 以上の 説話より 見る 時、 大神は 女性と して 誠に 理想的で あらせられた C 平生に 於て は 勤勉な 神、 

鲁 平和な 祌 であって、 しかも 一日一^ ありと 見れば、 武装して 男た けび なされた ので ある- その 御 功 

^ 業御德 操に 於て、 女性的 優美 閑雅な 所が 有らせられ ると 同時に、 勇壯 活^な 男性的 氣質を 具備せ 

^ られ た。 世に 縻* 大神^ 祌 論が 唱 へられる 所以で、 申す も畏 けれど、 阅滿 完全に、 人と して 神と 

死 して、 男と して 女と しての 御德を 完備し 給うた ので ある。 隨 つて、 大 神が 如何に 當 時の 人望 を 集 

^ めて 居られ たかは、 天磐戶 開きの 傳說 によって 窺ぶべく、 又 如何に 社俞 統制の 才能に 惠 まれて あ 

お られ たかは、 出 雲の 國讓の 過程 を 見ても 判明す る處 である。 

日本 武 尊が 東國 平定の 途に 上られた 時、 妃弟 橘姬 もお 側近く 侍って、 御 東征の 

お供 をされ た。 駿 河の 賊を 平げ、 相模 から 上總へ 渡らう として、 船が 走 水の 海 

にさし か、 つた 時、 暴風雨が 吹き 起って、 船 は 進む こと も S くこと も出來 なくなった レ 黑雪は 隙 

なく 空 を * うて 雲 は 風 を 呼び、 風 は 雨 を 呼ぶ。 さすがに 御 心猛き 尊 も 茫然と して 運 を 天 に 任せて 

居られた。 この 時、 姬は 吃と 心 をお し靜 めて、 「今風 起り 浪 はやくして、 王 船 沈まん とす。 是 海神 
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の 心な， 9。 願 はく は 妾の 身 を 以て 王の 命を臏 ひて 海に 入らん。」 と 菅墨 八重、 皮 疊八^ 、 

を 手早く 船から 投げて、 荒れ狂 ふ 波 も 恐れす、 その上に 飛び 乘 つた。 姬は 悲痛な 聲で、 

さね さし 桕模の 小 野の 燃 ゆる 火の 火中に 立ぢて 問 ひし 君 はも 

と 尊 を 思 ふ 切々 の 御 心 を 歌 はれた J 丈な す黑髮 はさつ と 風に 亂れ て、 紅の 裾も袂 も、 白雪と 砟け 

散る 波の しぶきに 影を亂 し、 あはれ 一輪の 名花 は 波^に 消えた。 姬の心 を 神 も 感じた か、 さし も 

荒 狂 ふ浪も 次第に 鐡り、 尊の 船 は 無事に 岸に 着く ことが 出来た。 尊 は 常に 姬を あはれ と 思 召し、 

確 日 坂に 立って は、 東南の 方 を 望んで 三度 歎き、 「吾孀 はや」 と 思慕の 情 を もらされた。 

神 功 皇后の 御 事 蹬は旣 に 明 {:! であらう。 仲哀 fK 皇が熊 襲 御征の 半に 崩御 遊され 

神 功 皇后 

る や、 皇后 は 御 懊姙の 御身 を 以て.、 男々 しく も 直ちに 神意に 從 つて、 新羅 遠征 

の 御 決心 をな された。 熊^に は 鴨刖を 留めて 當 らしめ、 御身 は 男装し 舟 師を率 ゐ て、 黄 <| 白銀 を 

始め、 眼に 輝く 種々 の齊 多に ある 新羅に 向 はれた。 その 出征に 際し、 三軍に 下し 給うた 御言 葉の 

如 M に^ 壯に まし ませし こと、 

「金 鼓 節な く 旌旗亂 るれば 士卒 整 はや。 財 を 貧り て 多 慾、 私を懷 きて 內を 顧る 時 は、 必す 敵の 

爲 に拊虡 とならん。 小敵たり とも 侮る 勿れ、 大敵たり とも 屈する 勿れ。 則ち 奸 暴なる は 許す こ 

二！ 11 
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一 1 y 

I 一  に 

となく、 降服せ る もの は 殺す こと 勿れ。 勝つ 者 は必す 賞すべく、 走る 者 は必す 罪 あり。」 (窨紀 ) 

と ある。 新羅 王 は 大兵の 急に 來 つたの を 見て、 驚き 怖れ 白旗 を 擧げ、 自ら その 身を縳 つて 御船の 

前に 降参した。 皇后 は その 乞 を 許し 給 ひ、 御 矛 を 王 門の 前に 樹て、 後の世の 印と せられ、 王 は 又 

その子 微叱已 知 汲 珍 千岐を 質と し、 年毎に 金銀 綾羅 八十 艘の 朝貢 を 誓った。 皇后 は 大矢田 宿彌を 

留め、 新羅の 國を • 鎮守せ しめて 凱旋せられ たので ある。 

反 正 天皇が 崩御に なった 時、 皇太子 は 未だ 定 つて ゐ なかった。 群臣 一 同 は どの 

忍 坂 大中姬  を 

皇子 を 推戴すべき かと 評議した が、 その 選に 當られ たの は、 仁德 天皇の 皇子 雄 

あ ュ つ •<  £  4! いらつ こナ くね Q みこ 

朝 津閱稚 子 宿彌 皇子と 大草香 皇子との 御 二方であった。 取り わけ 稚子 宿彌 皇子 は 御 齢 も 高く、 

御仁 德も 深かった ので、 やがて 評議 はこの 皇子に 定 つて、 御 卽位を 願 ひ 出た。 處. か、 皇子 は 「J 如 

き はどうしても その 任で ない とば かり 御 聞き入れに ならない。 群臣 は 今更 當 惑して、 再三再四 御 

心を飜 さう としたが、 固い 御 決心 は 終に 動かす ことが 出来ない。 百官 は 帝位の 久しく 轔 しくな つ 

お S か 0 お ほな かつ ひめ 

てゐ るの を 悲しんで 何事 も 手に つかなかった。 これ を御覽 になった 皇子の 妃忍坂 大中姬 は、 滿廷 

の 歎き を 心苦しく 思 召されて、 親ら 手 洗の 水 を 捧げて (洗 手水 は大 御手 水で、 これ を 執る のは鈉 

^を 受 くる 義」 皇子の 御前に 出て、 何卒 群臣の 望 を 納れて 帝位に 卽き 給へ と 心 を 込めて 御 諫めに 
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なった。 皇子 は 尙も御 聞き入れが なく、  ^て は 後 をお 向きに なった 儘 何^も 仰せられない。 大方 

の 人なら ば、 取 付く 岛 もない この 樣に 屈しよう が、 姬の御 心に は 動かし難い 決心が あった。 水 を 

捧げた 儘惶 つて、 御 心 解け、 ずば 只 何時 迄 もとお 待ち 申し上げる。 時 は 過ぎる。 四 刻 五 刻、 折し も 

冬の さ 屮の風 は 寒く、 身の 中 は 氷で 切られる 思が する。 まして 下に 置かす 捧げて ゐら せられる。 

椀の 水 は 溢れて その 儘 腕に 凍り、 玉の 肌 も 見る/、 血の 色が 失せて 來る。 荒い 風に 當ら. や、 髙樓 

の裡 にお 育ちに なった 御身に、 どうして この 上の 御 辛抱が 出來 よう。 今 は 御 命も危 くな つた f け 

れ ども 娘の 御 胸に は 動かぬ 決心が ある。 あの 百姓の 悲しみ を 思 ひやれば、 この 身 一 つの 命 はもの 

、數 ではない。 もし 身が 死んだ 爲に 皇子の 御 心が 解ければ、 それで 我が 願 は 足りる。 只 それの 叶 

ふ 迄 はこの 儘に と、 少しも その 席 を 御 退きに ならない。 風 は 寒い。 時 は 過ぎる。 健 氣な御 心根の 

有難 さ、 その 時 皇子 はちら と 妃の御 姿 を御覽 になる と、 こ は 如何に 御顔の 色も變 つてる る。 あ， 

かく 迄 堅い 決心 かと 御 驚きに なって、 すぐ 抉け 起して、 「世 繼の事 は 容易なら ぬ 大事 故、 今日 迄 聞 

き 入れなかった が、 その 方の 様子 を 見て、 群臣の 願の 堅き を も 思 ひ 知られた。 今 は その 望 を 許す 

ぞ よ、」 V- 御 乎 をお 握りに なった。 その 時の 妃の 御喜、 すぐに 群臣 を 召して、 「皇子 は今ぞ その 請 を 

聽し 給うた。 早 玉璽 を 奉れ。」 と 仰せ 渡された。 群臣の 喜 は 又 說く迄 もない。 卽日御 位に 卽き 奉つ 
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二 六 

たのが 允恭 天皇で ある。 

I  はた ひ 

雄 略 天皇 は 御 性質^ 猛 であらせられ たが、 皇后 幡梭 姬は溫 良の 德髙 く、 常に 天 

皇の御 心 を 和げ、 又 御自身で 桑 を 採り 蠶を 養って、 人民に 模範 を 示された。 天 

皇が 曾って 山に 狩せられ た 時、 一匹の 猪が 天皇に 向って 進んで 來た。 そこで 天皇 はお 供の 者に 之 

を 射止める やうに 命ぜられ たが、 お供の 者 は 恐れて 逃げ去って しまったので、 御 自ら 弓で 突き 4- 

め、 更に 足 を 揚げて 蹴 殺された。 天皇 はお 供の 卑怯 を資 めて 之 を 殺さう とせられ たが、 皇后 は 御 

1.-::^? おして 御^めに なった ので、 御氣色 も 和ぎ •「 樂レ ぃ载、 人. は 狩して 禽歡を 得、 朕 は 狩して 

苦 苜 を 得た。」. v 仰せられ、 皇后と 御 車 を 共に して 御 還 幸に なつ た。 

it  r: .  おこし たり ちる し U さた  むろ 

、  -  ^體 灭皇 の 時、 百濟 より 上表して、 任 那の上 IV 哦、 下 移 嘛. ^陀、 牟 * の四縣 

物 Jisfe 鹿 火の 妻 

を 賜りたい と 中 出た。 同時に 哆 琍の國 守の 穗積押 山より、 この 四 縣は百 濟に近 

く 日本に 遠い から、 この 際 百濟に 賜った 方が 將來 の爲に 宜しから うと 奏聞した。 時の 首相の 位置 

にある 大 % 大伴金 村 も 亦 この 議に 賛同した ので、 天皇 は 四縣を 百濟に 賜る ことにされた。 そこで 

,  あら か ひ 

朝廷で は、 物 部 大述廳 鹿 火を宣 勅使と して、 勅命 を傳 達せし めんと し 鹿^ は 百濟の 使者の 宿れ 

る 難 波 館に 赴かん とした。 これ を 聞いた！ « 鹿 火の 妻 は 夫に 向って 、「昔 住吉明 神の 御 計に て、 金 銀 
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の國 なる 高麗、 kn 濟、 新羅、 任 那を胎 中 天皇 (應祌 天皇) にお 没け になった。 さるに よって、 神 

功 皇后 は武 內宿彌 と國钰 に 官家を 置いて 海外の 藩屛 となし、 以て 今日に 至った ものであるが、 も 

しその 地 を 割いて 他 國に賜 ふこと になる と、 本 來の區 域を紊 り* 末代まで も 非難 を 免れますまい。」 

产な 

と條 理を盡 して 諫めた。 S 鹿 火 は 妻の 言葉 は 道理と 思った が、 勅命 辭み 難く 大いに 苦悶した ので 

ある" 荽は 「それならば 病氣を 申立て/ 'この 使命 をお 斷 りなされ たがよ い。」 と 言った ので、 ^鹿 

火 は 妻の 言 ふやう に 取 計った。 朝廷で は 詮方な く、 更 めて 他人に 勅使 を 命じた ので あるが、 後に 

勾 大兄 皇子 (後の 安閑 天皇) が 「胎中 天皇の 置かれた 官 家の 國々 を、 輕々 しく 蕃國の 請に^ せて 

：ト 賜され るの は 如何にも 失態 だ。」 と 言って 前の 勅命 を 取消 さ しめられ たので ある。 

欽明 天皇の 御代に 新羅 は 勢 益 々強く、 遂に 任 那を滅 し 日本 府を 倒した。 そこで 

大葉子 

天皇 は 紀ノ男 麻呂を 遣して、 新羅 を 討た しめられ たが、 我が 軍 は 反って 新羅の 

つ *~ い キ- な 

軍に 破られ、 遂に 失敗した。 この 時從 軍の ー將 調" 伊 企 儺 は、 武運 拙く して 捕 慮と なり、 「新羅 王 

吾が 尻 を 食へ。」 と 罵って 殺され、 その子 は 父の 屍 を 抱いて 死んだ。 妻の 大葉子 も 亦 捕 へられて 悲 

しみに 堪 へす、 遙か故 鄉の釜 を 仰ぎ、 領巾を 振り、 愴 然として、 

4v  やまと 

韓國の 城の 邊に 立ちて 大葉子 は領巾 ふらす も 日本へ むきて 

二 七 


ft.  k i 弋 ん る た fl て し 通 i' し紀 ぶ ！、  H  Ud ，古 —1 


二八 

と 歌った ので、 聞く 者 皆淚を 流した とい ふ。 

か みけぬ かたな 

上ジ毛 乐ノ  ^ 舒明 天皇の 九 年、 蝦^が 叛 いて 來 朝し ない ので、 上ツ毛 野メ形 名を將 軍に 任じて 

名の 妻 征伐 させた ところ、 反って 蝦夷に 打 破られ、 這々 の體 で城壘 に遁げ 込んだ。 鈸 

は 城 をト重 二十重に 取圍 み、 軍兵 は 四散して、 城 內の兵 は殘り 少なに なって しまった。 形 名 は 採 

るべき 策略 もな く、 夜に 紛れて こっそり 垣 を 飛び越えて 逃亡しょう とした。 共に 從 軍して るた 形 

名の 妻 は、 これ を 見て 大いに 驚き、 夫を諫 ：® て 霄 ふに は 「御 先祖 は 曾って 萬 里の 波濤 を 越えて 海 

外に 使し、 勇武 絶倫、 その 威名 を內 外に 輝し、 今に 至っても 世人の 稱讃 する 所で あるが、 今贵方 

が 蝦夷に 負け、 御 退きになる と は、 誠に 卑怯 千 萬の 極みで、 祖先の 名 を 辱し むる こ  >  これ 以上の 

祺 はない。 どうか 御考へ 直して 下さい。」 と 言って 酒 をす、 めた ので、 形 名 は 之に 氣を勵 され、 大 

いに 元氣づ いて 鋅を 取って 立 出で た。 妻 は そこで 自ら 侍女 を 指揮し、 弓弦 を 鳴らし 武者 振 させ、 

外に も澤山 兵が- Q る やうに 見せた。 蝦夷 は 之 を 聞いて、 城の 兵が なほ 多い ものと 思 ひ 誤って 退 

いた。 その 中に 逃げた 兵士 も歸 つて 来たので、 形 名 は 之 を 率る て 蝦夷 を 打破った い 
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第五 章 古代の 兩性關 係 

一 戀  愛 

何れの 時代に 於ても、 戀愛 思慕の 情 は あらゆる 文學 制作の 主な 動機で あり、 文藝 I 美で あ 

る。， 本 居宣長 は、 「人の 情の 感 する こと、 戀に まさる はなし。 されば もの、 あはれ の 深く. 忍び.、 

たきす ぢは、 殊に 戀に 多くして、 神代より 代々 の 歌に も、 そのす f よめる ぞ 殊にお ほくして、 

心 ふかくす ぐれた る も、 戀の 歌に ぞ多 かりけ る。」 (玉の 小櫛卷 二) といって るるが、 お 紀歌謠 も 亦 

その 欹 はれた 思想 や 感情 等の 內容の 上より 觀 るに、 最も 優勢 を 持して るるの は戀 愛で ある。 記紀 

歜 誰の 大半 は戀 愛の 歌で あると いっても 過言で はない。 又 物語に しても、 神代 史の揷 ^こま、 0 

盞 I にしても、 大國 主命に しても、 X0f 彥が； 出 見 命に しても. 必！ I が ある。 

本筋の 物語に 於ても、 開卷第 一 の國土 生成の 段に 露骨な 描寫を 試みて るるのお 見る と、 上代に 於 

て、 興味 あ. o とせられた 物語の 題材 は 、何よりも 異性 間の 關係 であった ことが 想像され る。 その 
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三 〇 

かす 4 おとこ  したび をと こ 

記紀に 採り 入れられた 上代の 挿話、 例へば 三輪 山傳說 にしても、 春 山の 霞 壯夫秋 山の 下冰壯 夫の 

承に しても、 或は 日本 武 尊の 話に しても、 又は 「風土記」 に 載せられた 乙女の 松原で も、 比 沼 山 

の 天 女で も、 伊香 具の 漁夫で も、 趣味 ある 物語 は皆戀 物語で ある。 これらの 物語に は、 古くから 

行 はれて ゐた民 問說話 も あり、 後に なって 支那の 神仙 譚 から 改作せられ たもの も あらう が、 何れ 

も當 時の 人々 の 喜んで 談じ、 喜んで 聽 いた 物 詰の 主題が 戀 であった こと を 示す ものである。 何れ 

の 世、 何れの 國の 物語に も戀 齊譚が 多く、 叉 多少 それが 結び付けられ てるない もの はない が、 我 

が 卜： 代で は、 多くの 上代 國 民の 有って るた 胃 險譚ゃ 戰爭譚 が餘り 見えない だけに、 大抵 は純粹 な 

戀 物語に なって ゐる。 今 これらの 歌謠及 物語に よって、 古代の 兩性關 係を考 へ、 古代 女性の 赤裸 

裸な 姿 を 描き出して 見よう。 

スビ ー ドを 出して、 尖端から 尖端へ と 進んで 行く 二十世紀の 今日から 暫く 逃れ、 太古の 民の 世 

界に 思を馳 せて みる。 身に は 荒 妙の 衣 を 纏 ひ、 手に は 弓矢 をた ばさん で、 山野 を駔 廻って るた 素 

朴雉 健な 太古の 民 —— これらの 人々 は、 太古 自然の 境に 於て、 全く 大地から 生えぬ いたやうな 自 

由 自然の 生活 をして ゐ たものと 思 はれる つ 道德の 束縛 等 はもと より 受ける ことなく、 慣習の 支配 

にも 囚 はれす、 人 綺道德 の 彼岸に あって、 自 出 にの びくと 生活して るた。 そこで は 人々 は 思 ふ 
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がま、 に 振舞 ひ、 その 衷心 感^ は その 儘 保持 せられて、 何等 外面 的に 掣肘せられ ると ころがな か 

つた U 從 つて か /- る 時代に 於け る^女の 情 生活 も 亦、 自. 5 奔放な ものであった こと も、 自ら 颔け 

ると ころで ある 0  , 

文化の 進展に 伴って、 著しく 發 達した 近代 思想の 支配 を 受け、 且複雜 な社會 制度の 影響 等に よ 

つて、 極めて 功利的な 傾向 を帶 び、 理智 的な 樣々 の 技巧 を も 多く 加味され る やうに なって 來た、 

複雜 多彩な 近代の 戀 愛に 比較す ると、 古代に 行 はれた 戀愛は 頗る 單 純な ものであった。 純^、 熱 

烈、 赤裸々、 そこに は 全く 素朴な 人間性の 流露が あるの みで ある。 人 生活の 本然の 姿が、 極めて 

自由な 立場に 於て その 行爲の 上に 現れて るるので ある。 從 つて その 戀愛は 極めて 自由で あるが、 

それと 共に 著しく 本能 的であって、 性慾 を對 照と した 官能の 滿 足が 主であった。 もとよ. o 官能 以 

上の 鏺愛 がなかった とい ふので はない が、 少く とも 記紀に よると、 愛淸 よりも 性慾の 方が 强ぃ時 

代で あつたと 言 ふこと が出來 る。 

要するに 古代に 於け る戀愛 は、 人間 本然の 性に 立脚して、 何等 社會 的の 拘束 を 受ける ことなく 

道德を 越え 宗敎を 越えて、 極めて 自由に 行 はれて ゐた。 後世の 人々 が、 道德の 規範に よって 一 A 

進退 を 決した のと は、 全く 趣 を 異にして ゐ たので ある。  . 

1:1 1 
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、  三 二  、 

今 この 時代の 面影 を傯ぶ ものに、 歌 垣 又は 耀歌會 とい ふ ものが ある。 耀歌會 と 

. _言 つたの は取國 地方の 名稱 で、 都で は 歌 垣と 言って ゐ たが、 耀歌會 の 語源に つ 

いて は、 橘 守 部 は 次の 如く 論じて ゐる。 

「今の 世の 言に、 人の 互に 物 を 言 ひ、 相 議論 ふこと を掛 合と いひ、 又^ 曲な どを兩 人に て 相互に うた ふ を 

掛 合に 欲 ふとい ふ。 この 加^ 阿比の 氣阿を 約め て 加 我 比と なれば、 加 我 比 は 相互に 戀の 成り 成らざる を掛 

合ふ篯 な. 5 云々。 又 この 加 我 比 を 歌 垣と もい ふ は、 歌 加 我 比に て、 酞を 以て 互に 掛合 をす る 由な. 00 そ は 

加 我 比 を 約 めれば、 伎と なる 故に、 歌 加 我 比 を 又 約め て 歌 我 伎と は 言へ るな. 90」 ハ 鏡の ひ マき、 卷 j 一一) 

と 言って ゐ るが、 これら は 一種の 公設の 男女 交際 機關 であ. 9、 結婚の 媒介 所で ある。 春 は 花の 盛 

.S ちくら 

り、 夏 は 月の 明るき 夜半、 都で は 人の 多く 集る 市塵、 鄙で は 名高い 野 山の 程よ き 所、 或は 海邊等 

に * 若い^ 組 もの 男女が 群集 ひ、 互に 歌 を. 唱ひ 交し、 舞 ひ 戯れて 遊ぶ とい ふ 習慣で、 先づ 後世の 

盆 踊と 思へば 大差な からう。 要するに 男女 亂婚 祭の 一 種で、 男女 共婚 制の 名殘 とも 考 へられる の 

である リ 

歌坦の 記事 は 極めて 乏しい ので あるが、 「菝 日本 紀」 (卷十 一) によると、 聖武 天皇が 朱 雀！： で 御覽 

になった 湫埒 は、 E 品 以上の 男女 二百 g 十餘 人が、 長 田 王 等の 音頭で 欹を謠 ひ、 市中の 男女が こ 
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氷 を 見て 歡を盡 したと いふ 0 又 卷三卜 こ、 

齊敏 元年 二月 庚申 車 紫 §  に 行幸， 丄1月 辛 卯ぎ、 I、  ？  f  ^ 

三十 人 I に Itli こき _伤 お？  rr 文、 武、 生、 蔵 六 氏の 男女 二百 

み 欲つ 1 く、  .  fi  IIU  m 男女 相 並んで 行 を 分ち、 i 


乙女 等に^ 達 そ ひふみ ならす 西の 都 はよ ろづ 世の 宫 

其 歌 垣の 歌、 

淵 も 瀕も淸 くさやけ し はかた 川 千歳 を まちて 澄める 川 かも 

漱银に 曲折して、 袂を舉 げて飭 を 爲す。 云々 


と ある 然しな 力ん、 この^ 垣になる と、 旣： 奈良 胡ぼ矣 ぶ 3- 

ト dp.  ま {^.rai^^ 族 ひ^^と なって るて、 ？ 0^11 

想させる 程度の もので、 ：g 弋の欤 1H 一り i よ.^ t  r  .  i^-^l^l 

ぎ^ 仄^ 广の趣 は 失 はれて るるので あらう。 ところ：^  sy^  . き，， 

は、 前代の 欹垣を 想像させる こ 頃 まし、 »  °  ！  ろ 力 「萬 葉桀」 卷 九に 

る。 想像 4 严相ぞ 。歌 力 ある。 常 陸 の筑波 山で 行 はれた 敬？ だ だ 歌で あ 

^"つ レ； C む 新 波の 山の 裳^.！: まり ら り ヒ： ，5:  V  ^ を？, 

ひと  その^に 上に 誘 ひて 未通女： 由き I、  >  ♦  、3，，、r 

こ もに，. -」； 5  ミ fTMMFJTlc  ^き荬 ひ カゾふ 嬢淤. $： に 

II  、我 も 交らん 吾が， 人 も I へ この m を. つし f 神の 0Lr2p 

t 承の ^よ. 9 禁 めぬ 行蓽ぞ 今 nl のみよ 
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三 四 

目ぐ しもな 見 そ 事 もとが むな 

一年に 一度 は、 祌も 許した か 、る 歌 垣が、 全國 到る 所に 行 はれて ゐ たと 思 はれる。 この 筑波山 や 1 

肥前國 では 杵 島山、 攝^: 國 では 歌 is 一山と いふ 山 さへ あって、 特に 顯 著な ものであった らしい。 こ 

れら によって、 上古の 自由な 男女 關係を 知る 事が 出來 るが、 更に 一 二の 例 を 引いて 見よう。 

「萬 葉 集」 開卷 第一 に 次の 歌が 載って るる。 

餽 もよ 美 龍 もも 堀 串 もよ 笑 堀 串 持ち この 岡に 栾垴 ます子 家 間 かな 名乗ら さね 空見津 

大和の 國は 押な ベて 我 こそ 居れ 敷な ベて 我 こそ 居れ 我 こそ は のら じ 家 を も 名 を も 

これ は 雄 略 天皇 がさる 岡の 邊で、 若茱を 摘んで るる 少女の 愛らしき をめ で、 詠み 給うた ので， 篛 

を 持ち、 ふぐし を 持って この 岡に 茱を 摘んで るる 乙女よ、 汝が家 は いづこ か 聞か まほし い、 名の 

れ よ、 自分 はこの 國を おしなべて 支配せ る 天皇で ある ぞ、 吾 こそ は 家 を も 名 を も吿ら ぬが、 と 歌 

ひかけ 給うた ので ある。 

一 國の 元首が、 岡 邊に茱 分 摘む 少女に 對 して、 歌 ひかけ 給 ふとい ふ 一 事 を 以てしても、 如何に 

も 簡素に して 平和な 古代 社 食の 情調が^: S する。 かやう に 古代で は、 野遊び や 山 遊び * さて は 若 

茱摘 などで、 美しい 女に 出逢 ふと、 直ぐに その. 冢を問 ひ、 名 を 聞いて 交 を 求めた こと もあった の 
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である。 

記紀に 見える 活玉 依姬と 百襲姬 の傳說 も- 古代に 於け る 自由な 兩性關 係と、 その子 女の 婚 S に 

對 する 母との 關 係と を^ぶ に 十分な ものが ある。 

活 H- 依 毘資^ ^姿 端正 かりき o 是に 神壯夫 あ. 5 て、 其の mii に 比 ひ 無き が、 夜^に^, 来つ。 お 相 

^でて 共 婚^: 問に、 幾 時 も あらねば、 其の 美人 姙身 みぬ。 爾に 父母 其の i% る 事 を 怪しみて、 其の lri、 

汝. a ら姙 めり。 夫な きに 何 由に して かも 姙 身め ると 問へば、 答 曰へ けらぐ、 魔芙 しきが 夫の、 其の^ 名 も 

X  ほ さ  おめ づから 

しらぬ が、. 夜^に 來て、 住る 問に、 自然 攘 娘み ぬと いふ。 是を 以て、 其の 父母 其の 人 を 知ら まく 欲 hs て、 

むすめ ^  は、 に S-S  な  きわ す * 

女に 誨へ けらく は、 赤土 を 床 前に 散らし、， へそ 紡 麻 を 針に 莨き て、 其の 衣の 礎に 刺せと をし ふ o 故^ ゝし 

如して 旦 時に 見れば、 針 著け た. 5し 麻 は、 戶の鈎 穴より 控き 通りて、 唯殘れ るぎ は、 ?1ー がの みな .9 き o  g 

即に鈎 穴よ. 9 出し 狀を 知りて、 絲 のまに く 尋ね 行きし かば、 突 和 山に 至. o ズ祌 社に 留 にき。 故 其の 神 

の 御子な. y と は 知りぬ。 故 某の 麻の 三 勾殘れ るに 因りて、 其 地 を 美 和と は 謂 ひける o( 古事記 • 巾卷) 

名 も 知らぬ、 所 も 知らぬ、 顔 も 知らぬ、 男 を 引き入れて、 これと 契る とい ふ處 に、 常時の 兩性關 

係が よく 現れて. Q る。 


三 五 
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三 六 

二 結婚の 形式 

前述の 活玉依 姬の說 話に よっても 知られる やうに、 この頃の 男女 關係は * 多く 

呼ば ひ 

男が 女の 家に 通った。 これ を 「呼ば ひ」 とい ひ、 歌 垣の 中に 於て ^から 女に 呼 

びかけ る ことから 起った ので ある。 卽ち 呼び 誘 ふ、 或は 呼び 會 ふの 意で、 意中の 男 又は 女 を 呼び 

出して、 婚約の 申込 をなず 慣習から 起った もので あらう。 又 女子 を 探しに 行く こと を 「妻 党ぐ」 

よば ひ 

「^^ひ」 とも 一 K つた。 「古事記」 上卷 にある、 大國 主命が 高士の 國 なる 沼 河 姬を婚 に 行かれた 時に、 

互に 歌 ひ 交された とい ふ 記事 は、 よくこの 間の 消息 を 物語る ものである。 

八 千 矛の 神の みこと は 八島阈 妻 兌ぎ かね^ 遠 遠し 高 志の 國に さかし 女 を あ. 9 と^かして 

く はし 女 を ありと 間 こして さよば ひに あ hN 立た し よば ひに あり 通 はせ 太刀 が^も 未だ 解 

かやで おす ひ を も 未だ 解かねば *4 女の ぬす や 板戸 を 押 そ ぶら ひ 我が 立た せれば 引 こづら 

ひ 我が 立た せれば n.£ 山に ^は^き さ 野つ al 雉 はとよ ひ 庭つ 鳥 籙は嗆 く うれた くも 喰 

<cl は.？ -づ *- ひ 

くなる A! か 此の^ら 打 もやめ こせね いした ふや 天珑使 この 語 言 も 是をば 


係閬^ 兩の代 古 


力 やうに、 古代に 於て は、 男から 直接 女に 婚姻 を 申込む とい ふ^ 赏が存 して ゐ たので あるが、 

之に 對 して 相手方が 承諾し、 最後に その 父兄の 同意 を 乞うた やうで ある。 而 して、 右の 意味の 妻 

問 ひに 對 して、 承諾 を與 へて 成立す る 婚姻 豫約を 目 合 (めぐ あ ひ、 まぐ あ ひ) と 言った。 そのこ 

と は 「古事記」 上卷 に、  . 

「かれ (大穴 牟遲 神) 詔 命の まに くに 須佐之 男 命の 御所に まる. 9 たりし かば、 その 女須勢 理毘资 出て 见て 

E 合し ズ姙 ひまして 還り 入り ズ その 父に、 いと 麗しき 神 まゐ來 ましつ とま をした まひき o 

叉、 同じく 上卷 に、 

かれ (火 遠理 命) 璺玉 毘資奇 しと 思 ほし ズ、 出で 見て、 即ち 見ぎ でて がが して、 その 父に、 吾が 門に 遛し 

き 人い ますと ま をした まひき。 こ、 に 梅の 神 Q ら 出で 見て、 この 人 は 天津 日 高の 御子、 日 高に ませ 

りと いひて、 即ち 內に 率て 入？ H つり ズ、 美智の 皮の 疊 八重 を 敷き、 又 1^! 八重 を その上に 敷きて、 その 

上に 坐せ まつりて、 百 取の 机 代の 物 を 具へ て 御 饗して、 即も その 女 登 玉 ssfe せまつ りき。 

と あり、 叉瓊々 杵 命と 木 花 佐 久夜姬 との 問答 中に も、 同様の 意義の 目 合なる 言葉が あるに よって 

考證 せられる。 この 目 合なる 文字の 意義に ついても 種々 異說が あるが、 少 くと も此處 では、 男女 

相 許す の 私 約 を 意味す るで あらう。 

三 七 
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三 八 

かやう に 婚姻に ついては、 豫め當 事 者 同志の 合意が 存 する ことに 關 する 記事が 多く 見られる が、 

M に 婚姻が 成立す る爲に は、 父兄. Q 同意と いふ こと も 重視され た 一 つで ある。 

前述の やうに、 兩 ^關 係が 自由な もので あり、 戀 愛が 自由に 行 はれ 得る 時代に 

は、 當然の 現れと して、 自由結婚が 多く ある 害で あると 考へら れ るが、 この 時 

代の 結婚が、 父兄の 承諾 を 必要と し、 形式 を相赏 篾視 してる たの は、 一見 甚だ 意外の やうで ある 

が、 說話 によって 充分 窥 はれる ので ある。 

大 s: 主命が 根 堅 洲國に 赴い ズ、 須佐之 男 命の 女 須勢锂 娘に 逢って、 そこに 相互の 間に 戀愛關 係が 生じて 結 

婚の 許し を 乞うた 時、 須佐之 男 命 は 許容に 先だって、 大國 主命に 数度の 難行 を敢 へて せしめられ てるる。 即 

ち須勢 珲 姬は 大国 主命 を 1 目 見て 「いと 麗しき 神來 ませり」 と戀ひ 墓って 父 命の 許し を 乞うた。 處が父 命 

は 容^に 許されない。 先 づ命を 呼んで 蛇の 室 房に 入れ、 ついで 次の 夜は吳 公と 蜂の 室屋に 入れた。 しかし 

姬が 輿へ た 蛇の 比趙 (うち 振って はら ひ 除く もの) 奂 公の 比 鱧に よって その 難 を 逃れた。 次に は 鳴 鏑矢 を 

大野に 放って その 矢 を 取らし め、 命の は 入った ところに 火 を かけた。 大野 火の 燃 ゆるさ 屮に 凰が 來て 「內 

は ほらく ハ 洞穴) 外 はすぶ く (入口 は 狭い)」 と 告げた ので、 足 を 踏みなら すと、 落ち込んで 洞穴の 中に 入 

り， 野火の 雞を のがれる と共に、 矢 は 鼠が へて 来て くれた。 次に は大 室で 父の 頭の 虱 を とらせられる。 


係 K3f!i 雨の 代 古 


その 頭に は吳公 があった が、 これ も 彼の 機轉で 難なくの がれ、 最後に 姬 g つて 逢 を 試みようと した：、 

父 命 も 終に 「吾が 女 須勢埋 毘資を 嫩！！ としてよ く斶を 治めよ」 とお 許しに なった。 

これ は I の 自由に 比して、 親の 許し を 得る とい ふこと が、 相 當に蠢 されて きこと を 驚 

る もので あり、 又 之に 對 する 男女の e; 劍さを 語る 實 例で ある。 

尙 もう 一 つの 例 を 擧げて 見よう。 それ は邇々 藝 命と 木 之 花 佐 久夜姬 とで ある。 

iia 笠沙の i. に P 美人の 遇へ るに 「誰が 女ぞ」 と 問 g ひき。 fi 

く 「大山 律旯 命の 女 名 は 神 阿多 都 比 巧 亦の 名 ま if 夜 比？ と 謂し 給 ひき。 又 「汝 兄弟 f や」 

あ ひ 給へば 「1 ぎき I り」 と 答申し 給 ひき。 00i<  ipi 

と り 袷へば 「獎 まま. a さ， ノ、  if  、，、  v  s .  /,  {.?.1,»」 

- ほ if 白， V し 僕 力 父 大山 ^兌 祌ぞ. p さむ」 と 白し 給 ひき o( 古事記、 上き ノ 

股 物 かやう に靈ざ をし、 呼ば ひ をし、 男子から 求婚す ると、 女子 は 父の 同意 を 求 

ずして、 P 。^^こ、 に 正式の 雲が 行 はれる ので あるが、 その 時 女子の 方から 結婚 S 

0^  S 机 代物 鑫 つた。 これ は飮 食物 を 多く 机に 載せて 贈る ことで、 0a 

矣山 i との 時、 資 ^ 見 f 璧姬 との 時、 雄 If 赤 猪 子との 時 等に 同 f 見え 

* らく 1 般の 例であった ので あらう。 安閑 2 記に は、 ガ町 下 王が 妹 g 物と して 
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四〇 

出した の を 根臣が 途中に 於て 之 を盜ん だな どの こと を 載せて あるから、 假令百 取 机 代物で なくと 

も、 相當 貴重なる 物品 を 贈って、 今の 結婚の 如くに した ものと 思 はれる。 

結婚の 式 は、 女の 家に 於て 擧 げられ るの が齊 通であった。 そして 結婚 後 も 女 は 

結婚式 

尙 その 家に あり、 男 は 女の 家に 通 ふ 風習に なって ゐた 。この 事 は 「古事記」 中 

3 所 に 見られ る處 である ひ 

以上が 古代に 於け る 婚姻 形式の 大體 であるが、 之 を 要約す るに、 先づ 求婚 男子が 意中の女 を訪 

れて、 之 を 呼び出し、 (よば ひ) 婚約 を 求め、 (つまど ひ) 女が 承諾の 意志 を 表示す る (めぐ はす) 

ことによって- 兩者 間に 婚姻の 豫 約が 成立し、 然る 後 * 女子の 父兄の 同意 を 求める のが、 普通の 

g 序で あると 解すべき であらう。 然し、 勝 本正晃 博士 もい はれる 通り、 右の 諸 語が、 必 やし も單 

1 明確なる 意味 をお し V^Q なかった こと. 又 その 字義に ついても 疑 ある こと 等に より、 古代の 婚 

姻手铰 にっき、 常に か /- る 明確なる 階梯が 存 すると 考 へる ことに は、 多少 疑が あると 思 ふが、 如 

上の考 設 によって、 少く とも 婚姻に 關 して 女子の 意志が 尊重され たこと * 否 寧ろ 當事者 同志の 合 

意が 前提と なって 婚姻が 成立した こと は、 之 を 認めなければ ならない。 而 して、 一般に 原始 社會 

に 特有な ものと 考 へ られ てるる 掠奪 婚、 乂は 古代 バ ビ a ン に 於て 盛に 行 はれた 女 市 等に^ て 見ら 


係!"; I111M の 代 古 


れる ® 買 婚の 如き、 女子の 意志 を 全く 無視し、 女子 を 物的 視し たやうな 例^ は^ 當ら ない ので あ 

る。 かの 女子の 自由意志 を 無視し、 女子の 父兄と 直接に 取引 せらる、 が 如き 婚姻 は、 總 ての 事象 

が、 權 勢と 傳統 維持に 向けられた 武家時代に 起った ものと 考 へられる ので ある。 

以上 述べた 如く、 結婚の 形式 は相當 重んぜられて ゐ るが、 結婚 後の 夫婦生活に 於て は、 一夫 多 

妻が 公然と 認められて ゐた。 男性 は 多くの 妻 を 持つ ことが 公然と 許されて ゐ るのに 反し、 女性 は 

1 人の 夫 を 守らなければ ならない ものである とされて るた。  ， 

1 體 記紀の 數 多い 戀 物語で は、 殆んど 男性が 能動的で あり、 女性 は 受動的で ある。 この 男の 能 

動と 女の 受動と は、 その ま、 に發展 して 男女の 情 生活 を 成り立た せて るるので あるが、 その 結 菜 

^は 著しく 我儘と なり、 女 は どこ 迄 も服從 となって ゐる。 尤も 如何に 態度が 異 つて るるとい つて 

も、 男女の 情 生活が、 基調 を 官能 中心に 蹬 いてる る こと はいふ 迄 もない が、 殆んど 官能に 始終し 

たかの やうに さ へ 見える 男の 情 生活に 比する と、 女の 情 生活が より 多く 愛情に 生きた ものである 

こと は 見逃す ことが 出來 ない 。あれほど 數 多い 戀 物語の 中に、 女と いふ 女 は 如何なる 場合で も 悉く 


四 二 

「 愛情の as 資に 生きて るる。 ところが、 男の 方 は 多くの 女 を 愛する が 故に、 その 愛人 を 苦しめる 場 

古 

g 合が 少 くないの である。 か S る 中に あって、 須 勢理姬 の大國 主命に 對 する 純情 は、 上代 女性に 旣 

れ に强ぃ 貞操の 觀念 のあった こと 示す ものと して 推賞され て ゐる。 

k: 元 來大國 生命 は、 到る 所に 美しい 姬を 求めて 歩いて、 旣に 因幡の 八 上姬、 高 志の 沼河姬 等に 通 

H つた 程で あるが、 今度 は 大和に 麗しき 女 ありと 聞かして 出立 せんとした。 その 時、 須勢理 姬は大 

^ 御^ 杯 を 取らして、 立ちより さ、 げて、 

〜  八 千 矛の 神の 命 や 吾大 囪主 汝 こそ は 男に てゐ ませば 打ち 見る 島の さきざき かき 見る 磯 

^  の 岬^ち す わか 草の 妻 持たせら め 吾 はもよ 女に しあれば 汝 をき ズ 男 はなし 汝 をき ズ 夫 

マ  はなし 綾垣の ふ はやが 下に むしぶ すま 柔 やが F に 拷ぶ すま さやぐ が 下に 沬 雪の わか 

i  た v づね  たいむ &  た、 なが  』•  j 

，  やる 胸 を 栲鹏の 白き 腕 そだた き 手 抱 拱り ^玉 手 玉 手 差 «1 き 股 長に 寢を しなせ 璺御 

酒 默らせ 

と 歌って ゐ る。 どうぞ 後生です から 大和 行 だけ は 思 ひ 止って 下さいと いふので、 二人の 間の 戀の 

歡 びは^び 復 つてる る o「 吾 はもよ 女に しあれば、 汝を きて 男 はなし、 汝を きて 夫 はなし」 とい ふ 

處に、 強い 貞操 敉 念の 現れ を 見る ので ある。 


^四 fl: 兩の代 古 


尙 次の 說話 は、 女性が 生命で ある^: 操 を 疑 はれて、 身 を 以て その 疑 を 晴 した 健氣な 物語で ある。 

木 之 花 佐 久夜姬 は、 九州の 南なる 吾田の 阈の 大山 祇 命の 娘で ある。 高天原から 瓊々 杵 尊が 降臨 

された 時、 笠沙 崎で、 尊の ために 見出され、 やがて 結婚され た。 ところが 姬は 一 夜に して 懷姙 され 

たので、 尊 は 「そ は 我が 子に 非す、 必す國 っ祌の 子に こそ あらめ o」 と 言 はれた。 そこで 姬は 「吾 

が姙 める 子、 若し 國っ 神の 子なら むに は、 蓰 むこと 幸く あら じ。 若し IK っ祌の 御子に まさば、， 幸 

く あらむ。」 と^って、 產屋を 土に て 塗り 塞ぎ、 その 御殿に 火 を かけて しまった。 炎々 として 燃 ゆ 

ほてりの  ，をり の  - 

る 火の 中に、 火照 命 (海の幸 彥) 火 遠理命 (山の幸 彥) を 安々 と產 ませられ、 その 疑 は 全く 晴れた。 

身 を 犠牲に してまで も、 操の 純潔 を 示さう とした 古代 女性の この 意氣、 これ こそ は E 本 女性 

が、 とこと はに 失って はならぬ 爲實、 レ である。 

四 鈍 情  ：， 

上代 婦人の 純情 を 物語る ものと して、 狹 穗姬、 引 m 部 赤 猪 子、 松 浦 佐 用姬の あはれ にも 美しい 

物語 を 語らう。  . 

最初に、 兄 君と 夫君との 板 挾みに 惱 まされ、 遂に 胎內に 宿って 居られた 皇子 だけ をお 助けし、 

• 四 三 
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四 四 

その 身 は 兄 君に 殉ぜ られ た、 思慮 深く 聰明で、 且純眞 な 狹穗姬 の、 あはれ にも 健氣な 物語 をして、 

素朴に して、 純情なる 古代 女性の 面影 を 傯んで 見たい と 思 ふ。 

ひご ゐ， すの み こと 

垂 仁の 帝御卽 位の 二 年、 崇 神の 帝の 御庶 弟、 日子 坐 王の 女 狹穗姬 が 選ばれて 后 

狭 德娌 

位に 備. 9 給うた。 帝 は 后 を 深く 愛し 給うた ので、 后 も 亦 その 恩愛に 報い 給う 

て、 春の 如き 睦しき 御 仲は鑌 けられた。 ところが、 皇后の 御 兄 狹穗彥 王 はかね てより 野心 を 抱き、 

おんみ 

皇位 を覬ひ 奉らん とし、 后の 許に 來ト人 「卿 は 夫の 帝と 兄と いづれ を 大事と 思 ふぞ」 と 訊ねられた。 

狹秘姬 は 兄 君の 陰險 なる 企 あらうな どと は 夢にも 知らす、 且叉 面と 向って 夫が 大事と も 申されす、 

何氣 なく 「兄 君 を こそ」 レ.. 答 へられた。 狹穗彥 は 得たり 賢し と 妹 君を說 きふせ て ふに は 「容貌 

を 以て 人に 愛せられる 者 は >  色衰 ふれば 寵愛 遨らぐ は 自然の 笾理 である。 見跤 すと ころ 天下に は 

佳人 仲々 に 多く、 いづれ も 龍 愛 を 受けん と 願って るる。 卿の 寵も 何時 衰 へん も 計り 難い。 吾 若し 

天津 Hsi に 上らば、 卿と 共に 天下に 君臨し、 何時 迄 も 幸 幅 を 分けん と 思 ふ 故、 恐れ多い こと 乍 

ひも かたな 

ら、 兄の 爲、 つまり は 卿いた め、 天皇 を 害し 奉れ。」 と 一 振の 鈕 小刀 を與 へた。 后 は餘. ^の 事に 呆 

然として 育 葉 もな く、 うち S へて ゐ たが、 兒君の 決心 堅く * 諫めても とても 止み さう もない ので、 

その ま、 刀 を 受けて 衣服の 中に^し • 兎も角も その 場 は 退った。 
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か弱 さ 女性に おはします 后 は、 御 兄 君の 非道なる 頼み を 担む お 力 もな く、 まして 背の 君 を 害し 

給 ふが 如き 邪なる お 力の あるべ き 様 もな く、 た V- 迷 ひに 迷 ふば かりであった。 

程 立って、 天皇が 久 米の 卨宮に 御幸な された 時に、 皇后の 膝 を 枕に とせられ、 裟寢 をな された こ 

とがあった。 皇后 は 兄^よりの 佼頓を 果すは 今な りと 心 を 鬼に し、 日 喷隱し 持った る絲 小刀 を 取 

出した が、 忽ち 忍び 難き 悲しみに ^はれ、 不 覺の淚 はふり 落ちて、 帝の 御 面を懦 した。 帝 は 驚い 

て 目 覺め給 ひ 「われ は 今 不思議な 夢を見た。 狹穗の 方より 驟雨 沛然と して 注ぎ、 わが 面を濡 した。 

又 錦 色 をした 小 蛇、 ょぢく とわが 頸の 邊に 纏る を 見た。」 と宣 うた。 后 は 今 は 包み 粟すべき 術 も 

なく、 恐懼して 御^ を 二三 歩 退り、 流れる 淚を拭 ひも あへ す 「^1 げざれ は 帝の 御身の 上 や 如何な 

らむ。 吿 ぐれば 兄の 身 や 亡びなん。 妾が 日夜の 悶え 凝りて 御 夢に や 入りけ む。 金色の 小 蛇と ある 

は、 正しく 妾が 裀に藏 し 持てる 匕首な. 5。 雨 は卽も 妾の 淚 なり。」 と 泣く 泣く 事の 次第 を 具に 申し 

上げた。 帝 は 后の 告白 を聽 かれる と、 御腹 立斜 ならす 「憎むべき 狹穂彥 かな。」 と 怒り 給うた が、 

泣き沈む 后の 肩に 手 を やり 給 ひ、 「汝の 罪に あらす。」 と 慰め 給うた。 

かやう にして 狹穗彥 の 逆 謀 は發覺 して、 豐城入 彥の子 八 綱 田 は 帝の 命 を 奉じ、 軍 を 催して 芭ち 

に 討 手に 向った。 穗彥も 稻狨を 作って 防戰 怠りなく， 兩軍 はやが て 對陣の 形勢と なった。 狹 M 
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姬 はこの 時 御懐姙 中で あられた が、 御 自らの 吿白 によって、 肉親の 兄 を 死地に 陷れ たる を 悲しく 

思 召して、 隙 を盜み 皇居よ. 9 逃れ出で、 兄の 許に 身 を 寄せ 給うた。 

帝 は 美しき 后の 上と、 その 胎 なる 皇子の こと を覺 して、 眷戀の 情 止み難く、 八 綱 田に 命じて そ 

の 攻舉を 延期 させた。 か、 る 間に、 后 は 城 中に あって、 玉の 如き 皇子 を 擧げ給 ひ、 使 を 帝の 許に 

馳 せて 「我が 大君， 生れし 子を逭 に 皇子と 思 召さば、 收め 納れて 愛しみ 給へ、 城外に 出し 奉らん。」 

と S8 え 上げた。 帝 は 狹穗彥 を こそ 惡 しと 思 ひ 給へ、 后 を 愛しみ 給 ふこと は尙 切で あられた ので、 

軍 中から 敏捷に して 力業 强き兵 を 撰んで 「皇子 を 牧め乂 時、 后 を も 掠め取れ、 髮 にても、 手に て 

も、 衣 にても、 用捨な く摑 みて 引き 来れ。」 と 命ぜられた。 しかし、 后 は豫め この 事 ある を さとり、 

髮を 剃って W を 冠り、 手玉の 緒 も 衣 も、 古く 腐された の を 召された ので、 兵士が 摑んで 引出さう 

とした 時、 ； X は 落ち、 手玉の 緖も衣 も 切れて、 掠め取る ことが 出來 なかった。 兵 ども は 御子 だけ 

をお 供 申して 事の 由 を 帝に 奏した。 帝の 御 悲しみ は 綿々 として 盡 きない ものが あった。 八 綱 田 も 

今 はこれ 迄と 稻 城に 火 を かけて、 總攻擎 を 開始した。 狹穂彥 を 始めと して、 その 一 族 從類盡 く 城 

中に 燒死 せんとした 時、 帝 は 使 を 后の 許に 馳 せて、 「古より 子の 名 は必す 母の 命す る も のぞ、 汝の 

生める 皇子の 名 は 何と 命す ベ き c」 と宜 給へば. 后 答へ て 「今稻 城 を堯く 折し も 炎 中に 生れ ませ ズ、 
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I,  ほ. 0っ わけ 

rf 1 と稱へ 給へ。」 と 申された。 帝 は 更に 「母な き 子 を 如何に 育つ 

へき 力」 と 問 はしめ 給へば H 霧 (きっか はせ る 女 正副 二人) 

なさるべし。」 と 答 へられた。 最後  ！ i: , 

ンみづ pig よ i> 举 く  ,  f わ 力 世話 を 誰に させよう ぞ。 汝 の^め 

しみつび ぺ佩 は詳カ 解くべき。」 と 怨み 宣給 はせば、 「丹 波 彥の 女、 

き 公民 なれ、 迎 へて 使 はしめ よ。」 と 中し 畢 りて、 兄と 共 こ 燃 ゆる 炎 1" へ 兄 は" I 

う：。  J  ^！炉 りる 炎の/、 中 〈と龃 け 入らせ 耠 

以上 は 記紀に 見える 后 I 姬の 悲しき 物語で ある。 かよわい 女性ら しい、 人間 I か t の 翔 

性格 は、 素朴に して i な 古代 I 女性の 面影 を その まあへ てき 4 ふ r-ff ぶの 御 

引田 都 赤 箱 子 雄 I 皇が美 和 川の 邊に 行幸あった 時、 川邊で 衣を 洗って f 美しい 娘が あつ 

た。 層 は その 名 を I ねに なって 「今に 宮中 

との 勅命が T つ，：。.^ ：  J  •  f<f 殇 力す に^れ」 

S  辱 §1 んで、 ままと 待って 八十 年と いふ 永、 年月 を 寺 

¥ な 最早 見る 影 もない I となって、 或る日 多くの 獻 上物 I ほ 

二  び盧. 物 を持參 して 宮中に 司^し 

はもと よりお 忘れ こ，、， * つて  f  f  f ヌ羞 

Tr 产， w{7  \ 飞 IV" ナ ひ-て 一 何者 ぞ」 と 卯せら^- t 寺 * ン. '二.'  -T  ： 

uv>  ：  /  f  f もら ォナ時 し 力 じ 力と 言上す ると、 天皇よ 

大 いに あ 8! きになり、 卸^ S-M, ャっ f  ヲ產，》 

街後ナ なすって 樣々 ぁ勞 りに なった。 そして 老女の 誠の 愛情に 酬いる ため、 
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宮屮で 召使 はう とも 思 はれ たが、 餘り にも 老い 過ぎて ゐ るので、 それ もどう かと 慮られた 末. 歡 

感の趣 を 御製と して 赤 猪 子に 下賜 せられた。 

^も ろ いつかし  かし はら をと め  . 

御 諸の 嚴白 檻が 本 白 檻 か 下 ゆゆしき かも 白 揋原處 女 

わか VZ もす ばら  わ 

引田の 若 栗栖原 若く へに 率寢 てまし もの 老いに ける かも 

この 光榮に 浴して、 赤 猪 子 は 感淚に 咽びながら 恭しく 奉答 欹を 詠んだ。 

御 諸に ぎ くや^ HI! き餘し 誰に かも よらむ 祌の宫 人 

日 下 江の 入江の 蓮 花 蓮 身の 盛 人と もしろ きか も 

靑舂は 去った。 老いの 身の 詮方 もない。 赤 猪 子 は 今更 淚に 濡れながら、 恩賜の 數々 を 戴いて 故鄕 

に歸 つた o  . 

勅語 を 辱 しと 承って、 壯 ^から 八十 年 も is: 節 を 守って 一 言の 怨聲 を發 せす に 居った とい ふ 優し 

ぃ心掛 は、 如何にも 素直な 上代 人の 氣質を 表して るるる 

#< つら  さよ 

肥 前國松 浦の 縣 主の 娘 佐用姬 は、 大俘金 村の 子狹 手彥と 契り、 淺 からぬ 仲で あ 

松 浦； 甲 姬 

つたい 宜化 天皇 二 年、 新羅が 叛 いて 任 那の地 を 犯した 時、 狹手彥 は 一 方の 大將 

として 松沛渴 より 船出す る ことにな つた。 狹手彥 は 別れに臨んで 佐 用姬に 向って 「軍の 習と て 何 
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吣_:、" 死す る 力 も おれぬ C これが この 世で 相 見る 終 かも 圖られ ぬ o」 と霄 つて、 さすがの 武人 も E に 

淚を 浮べて 乘. 9 込んだ。 佐用姬 はかね て覺悟 はして ゐ たもの、、 これが 今生の 別れになる かと 思 

ふと， 胸 はり 裂ける 思 ひに 居ても 立っても 居られなかった。 殆んど 夢中で 後 を 慕 ひ、 後の 小山に 

上って 別 を 惜しみ、 夫の 名 を 呼び、 領巾打 振って 泣き 倒れ、 戀 しさ 悲し さに 遂々 その 場に 石と なつ 

てし まった。 後世 その 山 を 名 づけて 領巾振 山と いふと 俥へ てるる。 

この あはれ にも 美しい 物語 を、 萬槳人 は 次の やうに 歌って るるつ 

遠つ 人 松 浦 佐用姬 夫^に 鈉 巾^り しょ. O 負へ る 山の 名 

海原の 沖 打，、 船 を 返れと か領巾 振らし けむ 松 浦 佐用姬 

行く 船 を 振り 止み かね 如何ば かり 戀 しく ありけ む 松 浦 佐用姬 

(萬^ 集、 卷五) 

五 嫉妬 

一夫多妻 制度が 認められて、 男性が 極めて S 由な 境地に 活躍し 得た に反して、 女性 は 結婚 後の 

1 愛 範圍を 著しく 狭められて ゐ たとい ふこと は、 勢 そこに 嫉妬の 念 を 湧かし むる 一 つの 原因と な 

M 九 
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.  五 〇 

つた e 

戀 愛の 理想 は 無論 一 夫 一 婦 にある が、 「汝 こそ は 男に いませば、 打 見る 島の さき <-^、 かき 見る 

磙 のさき 落ちす、 若草の 妻 持たせら め」 (須勢 理姬) と 歌 はれて るる やうに、 一夫多妻であった 赏 

時に 於て は、 

： ，，  t  a  やち wi- き 

前^が な 乞 はさば、 立稂 稜の實 の 無け く を、 後妻が な 乞 はさば、 柃實の 多け く を、 こきた ひ ゑね 

といった 工合に * 男の 愛 は 多くの 妻の 中の 一 二の 者に 偏り 勝であった。 從 つて、 所謂 11 妬」 の 

起る の も 止む を 得ない 事であった。 男 は 情の 赴く 儘に 自由に 新しい 妻 を 次から 次へ と娶 つたが、 

女よ 「われ はもよ 女に しあれば、 汝を きて 男 はなし、 汝を きて 夫 はなし」 と、 よく 一夫 を 守り 貞 

操 を 立て通した。 それだけに 男の 愛 を 要求す る 念も强 く、 その 要求が 滿 されない 場合、 勝 氣な女 

性 は、 必然的に 嫉妬の 情 を 制する ことが 出来なかった。 大國 主命の 摘后須 勢理姬 にしても、 仁德 

天皇の 皇后 磐之拫 にしても、 允恭 天皇の 皇后 忍 坂 大中姬 にしても、 皆 この 意味に 於け る 勝 氣な女 

性と して 修 へられて るる。 又 勝 氣な氣 象で ない にしても、 女子の 男子に 對 する 愛情が 純眞 であり、 

IKg であれば ある 程、 これ を獨 占しょう とする 情念が 起る の は當然 であって、 こ、 に 愛の 反面と 

しての 嫉妬が 起る ので ある。 
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五 二 

第一章 萬 葉 集槪說 

ふぶ. ベ あ ヒー 十卷 は、 現存す る 我が 國 最古の 歌集で あると 共に、 質量の いづれ から 見ても、 永久 

に 光 輝 を 放つべき 最もす ぐれた 歌集で ある。 記紀の 歌に 端を發 した 詩歌が、 こ、 に 至って 抒情詩. 

として 行く ベ き 極點に 達した とい ふ 事が 出來 る。 わが 上代 文學 は、 此の 集 あるが 故に、 世界に 誇る 

べき 文學を 持つ、 その 質實純 美なる 作品 は、 諸外國 のい かなる 詩歌に 比しても、 劣らぬ 最高 至醇 

の 境に 入り、 長く 後代の 文學界 に範を 垂れて るる。 

撰者に ついては 古來 多くの 說が あり、 その 勅撰 か 私 撰 かに 關 しても 定說 がない 

成立、 組織 

ので あるが、 必す しも 全卷を 同一 の 撰者が 編んだ もので はなく、 大伴家 持 や 橘 

諸兄が 何等かの 形で 關 係した 歌^で あると 言 へ ようと 思 ふ。 全 一 一十 卷は 短歌 四千 百 七十 餘 首の. 外 

に、 長歌 二百 六 4. 餘 首と 旋頭歌 六十 餘 首と を 含んで ゐる。 作者 も 製作 年代 も 判らない 歌が 數 多く 

あるが、 それらの 明かな ものに 就いて 見れば、 仁德 天皇の 御代から 淳仁 天皇の 天平 寶字 三年 迄、 

約 四 世紀 半の ぉハ 牛 月に 亙って 居り、 その 中で、 天武 天皇 以前の 歌 は 少く， 主として 持統 天皇から 


淳仁 天皇 の 頃 迄 約 七十 年 の 作 を 含 んで ゐ る。 

作者の 名 は 記載され てるない 者 も 多い ので あるが、 その 明瞭な もの だけに 限つ 

作考  , 

て も、 上 は 天皇より 下 は柬北 地方の 農夫、 軍人、 少數 ながら 乞食 や 遊女に 亙る 

迄の 殆んど すべての 階級 を 含んで ゐる。 作者の 土地 も、 大和の 諸 地方 を 中心として、 陸 奥、 束國、 

北陸、 九州に 亙って、 その 土地々々 の 人の 歌が その 地へ 旅した 人 6 作と 共に 收 めら れ てるる。 こ 

の 作者の 階級 * 鄕 土の 廣範圍 な 事が、 「萬 葉 集」 の 作品 をして 後の 勅撰集の やうに 作品 を狹く 固定 

せしめないで、 多種多様の 美 を 現さし め、 その 價値 をして 藝術 的に 極めて 高い ものと した。 

その 作家の 主な もの は、 皇族で は 雄 略、 天智、 天武、 持統、 聖武の 諸 天皇、 志 貴、 大津、 弓沏、 

有 馬の 諸 皇子、 大伯、 佴 馬の 諸 皇女、 長 田、 湯 原、 市 原の !g 王 及 額 ^ほ 王。 臣下で は 柿 本人 麼、 

IruJ  二、  i  <  ,.c  ^»  t  i  r:  ►  -  »  .  ,  たけち のく ろと  かさの かな むら なかとみ の やか もり 

山奇 赤. <  大伴 旅人、 同家 持， 山上 憶 良、 高橋蟲 麿、 高市黑 人、 笠 金 村、 中 臣宅守 等の 男子、 坂 

K 上郞 女、 茅 上 女郎、 石 川郞女 等の 女子で ある。  - 

中に ついて 名 ある 者 は、 藤 原 時代の 柿 本人 磨、 奈良時代 前期の 山 部 赤 人、 山上 憶 良、 同 後期の 

m 大伴家 持 等で ある。 就中 人 麿と 赤 人と は 後世 併稱 された 歌人で、 人 麿 は 特に 長歌に 秀で、 その 熱 

說 烈な阈 家 精神 は、 祝 II 風の 雄渾 莊 重なる 格調と 相俟って、 所謂 歌聖た る 面目 を 持し、 又 傷 亡の 歌、 

♦  五三 
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五 四 

囘 顧の 歌 等 は、 いづれ も その 漲 溢せ る 感情 は 洗煉せ る 技巧と 共に 羣作 家中 獨 歩の 概が ある。 赤 人 

は 人躋に 兌る やうな 雄大 さはな く、 自然 愛に 卽 した 短歌に 秀歌 をと V- めて るる。 憶 良 は 赤 人に や 

やお だって 殁 したが、 その 晚ハ 牛は贫 困と 老病と に惱 みつ /-、 人類愛に 立脚した 歌を殘 してる る。 

家 持 は 當代棹 尾の 歌人で、 その 繊細 幽寂の 歌境 は 次代への 推移 を豫 示す る ものと して 注意され る。 

「萬 葉 集」 は 我が 國に 於け る 最古の 歌集で あり、 同時に 最大の 歌集で ある。 從っ 

て その 興味 は 限りなく 多くの 方面に 見出される が、 その 最も 主な 一 つ は、 眞情 

を^いて 現した 點 にある 。「寓 葉 集」 以前の 歌は眞 情が強く 現れて るるが、 生の ま、 投げ出された 

あらた & 

とい ふ 形で、 未だ 藝術 的に 洗煉され ない 傾が ある。 いは V- 土から 掘 出された ま、 の 粗玉の 美で あ 

る。 又 「萬 葉^」 以後の 歌 はよ く 洗煉され てはゐ るが、 內容に 生々 として 所がな く、 心に 强く感 

じない こと を、 調子の よい 美しい 言葉に 現した とい ふ 嫌が ある。 ところが 「萬 葉 集」 は 丁度 この 

二つの 中間に あって、 一方に は 舆 情が 生々 と 現れて 居りながら、 それが 生の ま、 に投 出されない 

で- 立派に 藝術 的の 洗煉が 加 へられて るる。 よく 歌 を 作る 程の 人 は、 誰でも 「萬 葉 集」 の 心を以 

て 心と すべきで あると いはれ て. Q る 。「萬 葉 集」 の 心 は、 我々 が 歌に 入る 第一歩の 心で あり、 同時 

に 最後の 心で ある。 それ 程 「萬 葉 集」 に は、 歌の 生命が 正しく、 深く、 豊かに 盛られて るる。 そ 
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の 歌の 生命と は 何で あらう か。 それ は 前に 述べた 廣情 である。 3* 實 なる 感動で ある。 歌が 厲情か 

ら 離れたら、 いかに 美辭 麗句 を 並べても、 それ は 美しく 飾りた てた 人形と 同じで ある。 いかに 美 

しくと も、 人形 を 以て 人と なすこと が出來 ないやう に、 上べ は どんなに 美しく とも， St 情の かけ 

た 歌 を 以て、 生きた 歌と する こと は 出来ない。 

「萬 葉 集」 の 歌 は、 どの 歌 をと つて みても、 實に 生々 として ゐる。 それ は 詠む 人の 心が、 ごく 自 

然に 飾^な く、 卒直に 正直に、 或は 熱烈に 生 一 本に、 純 一 に 表されて るるから である。 喜びの 敬 

は 小 躍す る やうに、 悲しみの 歌 は 心 もし ほれる やうに、 自分の 持つ 感情 を その ま、 思 ひの ま、 に 

歌 ひ あげ、 自分の 生活 を ごく 自然に 正直に 歌って るるので、 いつい かなる 時代に も、 生きと し 生 

ける 人の 心に 迫り 行く 强ぃカ を 持って るる。 そこに 「萬 葉桀」 の 歌の 尊 さが ある。 

次に 「萬 槳桀」 は、 我が 國 民の 思想、 精神の 表明の 上に 於て すぐれた 內容を 持って るる。 わが 

國 民の、 跤 も純粹 にして MM とすべき 精神が 遣憾 なく 表されて るる。 それ は 尊皇 愛國の 精神. 敬 

神崇 祖の觀 念、 或は 明朗 快活な 積極的 精神 等で あるが、 これらの 純 日本的な 道義心が、 他から 敎 

へられて 然るので はなく、 自然に 流露され、 しかも 表面的な 美しい 修飾 を もって 飾られて るるの 

ではなく、 眞 心より 發 動して ゐ るので ある。 この 意味に 於て、 「萬 葉 集」 は 日本人の 寶 典と いふ 感 

五 五 
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じが 特に 深い 歌桀 である。 

その上、 「萬 葉 集」 は 上代 國語 研究の 上に 貴重な 資料 を 提供して ゐ るし、 又 上代 文化 研究の 上に 

も缺 くべ からざる 重要な 典 ts である。 當代^ 社會狀 態、 風俗^ 惯等は 他の 史籍に も 記されて るる 

が、 本^によ つて 具體 的に 例お の 示された もの や、 本書に よって はじめて 知り 得る もの も少 くな 

い。 その他 地 现學ゃ 動植物の 如き 博物 學に關 しても、 本書に よって 知り^る 事が 多く、 宗敎 * 哲 

學的 思想 等の 精神 文化に 關 する 方面の 事 も、 本書に よって 幾多の 明かに せられる 點が ある。 およ 

そ 上代 文化に 關 する^ 般の 事物、 百科事典 的な 知識 を 本誉の 中から 引き出す 事が 出 來ノ： ので ある。 

「萬 槧槃」 こそ は、 賁に 我が 國 上代 を 研究す る 上に t 必要 缺 くべ からざる 资^ である。 

第二 章 萬 葉 女流 歌人の 本質 

日本 文學 史上に 於て、 女性 文學の 確かなる 發生 は、 萬 葉 時代に 始る とい ふこと が 出来る。 勿論 

萬 葉に 先行した 記紀の 欹謠、 及び それ を 周る 物語に 於て、 女性の 心理、 女性 特有の 感情 を 描き出 

した 場面 を 見出す の は、 さして 困難で ない こと は 前述の 如くで ある。 しかし 嚴密な 意味に 於て 考 
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へる 時、 これら は 女性 自らの 手に よって 作られた 作品で あるか 否かに ついては、 幾多の 疑問が 殘 

されて ゐる。 故に 文字通りの 女性の 作品 I 卽ち 女性 自らが、 己の 感情の 經綠を 首 ひ 出した 女性 

文學の 確かなる 發生期 は、 先 づ萬葉 時代と 目す るが 妥當 であらう と 思 ふ。 

「萬 葉 集」 の 女 歌人 は、 男 歌人 五 百 六十 一 人に 對 して 七十 一 人に 達して ゐる。 而 して これらの 女 

流 歌人の 中には、 様々 の 階級の 人々 が 網羅され てるる。 皇族 を 見ても、 齊明、 持統、 元 明、 冗 正、 

孝 謙 等の 女帝 を 初と して、 皇后で は仁德 帝の 皇后で あらせられる、 磐之姬 皇后、 天智 帝の 皇后， 

光明 皇后な どが 見え、 大伯 皇女、 伹馬 皇女， 額 田 王、 紀 女王 を 初め、 皇女 や 女王の 方々 も 多く 現 

れ てるる。 臣下に 壤 する. S 人で は、 官女と して は采女 ゃ命婦 などが あり、 又 吹 黄 刀自 や 志斐嫗 

の 如く 老女と 思 はれる もの も あるが、 多く は 娘 子、 郞女、 女郎と いふ 年若 さ を 田^せる 名の 7 に 

呼ばれて 居り、 尼 も數人 ある。 是等は 名の 見える 女 歌人で あるが、 無名の 女 歌人 も 多い ので あつ 

て、 防人 や 東の 國の耕 人の 女 や 妻、 漁師の 妻な ども 數 多く、 また 遊行 女婦も 存在して るる。 要す 

るに、 上 は 天皇 皇后 皇妃より、 下 は 防人の 妻、 商人の 妻、 はて は 麻 を 刈り ほす 柬國の 貧しき 豊婦の 

歌にまで 及んで ゐる。 而 して これら 多くの 女 歌人の 歌 を 大観す るに、 その 歌の 殆ん ど總 てが、 感 

情 生活 を對 象と した 戀 愛の 歌で あると いふ ことが 出来る。 尤も これ を 仔細に 見る と、 それらの 女 

艽七 
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五八 

歌人 は それぐ 階級 も異 つて ゐ るし、 又 境遇 も 違って ゐ るので あるから、 必ゃ しも 同一の 歌境に 

生きて ゐ たとい ふこと は出來 ない。 

t ナらを と b  '  ■'  •  / 

丈夫の 辆の 音すな り 物 部の 大ま へつぎみ 楣 たつら しも (卷 一) 

と 元 明 天皇が、 世の 事繁 きを 氣遣 はれた のに 對 して、 姉 君の 御名 部 皇女が、 

わが 大君 ものな 思 ほし 皇神 の嗣ざ て 給へ る 吾な けなく に (卷 一 ) 

と勵 まされた とい ふやうな、 特殊な 階級. の 人に よって 詠まれた 特殊の 歌境 も あるし、 

稻 つけば かヾる あが 手 を 今宵 も か 殿の わくこが とりてな げかむ (卷 十四) 

きはつく の 岡の く、 みら われ 摘め ど 籠に もみた な ふせな とつ まさね 

とい ふやうな、 階級 も 低い 東國 の田舍 女の、 素朴な 中に 純 粹な心 持が あら はれ、 耕 人と しての 面 

影 を^ば せる 歌 も ある。 

又 中には、 額 田 王の 「そこした ぬし 秋 山 われ は」 と 詠まれた 歌 を 初め、 

かりかたの^:^ 山 を 高み かも 出で こむ 月の 遲く照 るら む (卷 六、 坂上郞 女) 

ぬば 玉の 夜霧の 立ちて お ほほし く 照れる 月夜の 見れば かなし も (E) 

などの やうに、 自然 を觀 照した 淸 澄な 歌境 も ある。  > 
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然し 乍ら 、「萬 葉 集」 の 女性の 歌に は、 この 靜 かに 自然 を 観照す ると いふ 心 持に 専念し 得た もの 

は、 極めて 少ない のであって、 男性が 自然 觀 照に 優れた 歌を殘 して るるのに 對 して、 女性の 自然 

に對 する 歌 は 極めて 少ぃ。 

又 國家的 感情、 乃至 は 複雜な 社 * 的 感情 を 歌った もの を 見る に、 萬 葉 男性の 歌に か る 方面が 

相^ 多く 含まれて るるのに 對 して、 女性の 歌に は 殆んど それが 見られな いので ある。 又、 家 祖先 

等の 觀念、 神佛 天地 山川に 對 する 觀念を 歌った もの も 殆んど 見當ら ない。 大伴 坂上郞 女に 「神 を 

祭る 歌」 が あるが、 これ は 親の 如く 親しみ 思 ふ 氏の 神 を 祭って、 吾が 戀の 破れた 嘆き を訴 へた も 

ので あり、 その外の 神に よせて 詠まれた 二三 首の 歌 も、 悉く 戀の 逢瀨ゃ 成就 を 願った もので あ 

る。 怫 敎に關 しても 同様の ことが 言へ る。 

男性の 生活が 概して 公的で あり、 國 家社會 的で あ り、 しかも 積極的で あるに 反して、 女性の 生 

活は 私的で あり、 家庭的 侗 人的で あり、 しかも 沈潜 的で あると 言 はれて るるが、 この こと は、 ^ 

葉 女性に は 誠によ く當 はまる もので、 高揚した 國家的 感情、 乃至 は 複雜な 社 食 的 感情 を 歌に した 

もの は 殆んど 見當ら ない。 卽ち、 國家社 會に當 面する 女性の 强ぃ 精神 は 殆んど 現れて ゐな いので 

ある。 奈良 朝の 男の 世界で は、 國 家ゃ國 家の 政治の ために 生きた 生活が あった。 それ は 人 磨 や^ 

五 九 


ffe 女の 代 時^ 奈 るた U/C し 通を柒 r« 


六 〇 . 

持の 歌に 見える 皇室 中心の 國民 思想 を 詠んだ 歌が、 明かに 示して るる。 又奈良 朝の 男 歌人が、 强 

い 功名の 心に 生きた 趣 は、 「萬 葉 集」 の隨 所に 見えて ゐ るし、 懦怫 思想の 影響 を 多分に 受けて、 一 

種の 道義 生活 を强 調して るる 歌も少 から や ある。 かやう に複雜 多様に 亙って るる 男 歌人の 心境に 

比較して、 女 歌人の 心境 は 誠に 單純 一律な ものである。 

しかし これ は 獨り萬 葉 時代の みならす、 あらゆる 時代 を 通じて、 男性 作家に 對 する 女性 作家の 

持つ 著しい 傾向と 言 はなければ ならない。 男性に 比較して、 體驗 見聞の 乏しい 女性が、 その 創作 

の 材料、 範圍の 狭く 乏し いのも 亦 當然な ことで ある。 卷十 一 の 少女 は、 

丈夫 は 友の 騒ぎに 慰 もる 心 も あらむ 我ぞ 苦しき 

と 嘆いて ゐ るが、 旅 や 政治 や 外交 等、 外の 事件に 關 係して るる 男性に 比して， それらの 體驗を 有 

せす * 狭い 家內の 事、 戀愛 のことの みに 關 心した 當 時の 女性の 作が、 男性の 歌材 とした 旅 や 宴遊 や， 

戰等を 離れて、 相聞櫞 愛の 一方に のみ 傾注した こと は、 正に 當然 の歸 結と いふべき であらう。 

かくて 「萬 葉 集」 の 女流 歌人の 生活 は、 極めて 狹ぃ範 圉內に 極限せられ たもので， 彼等 は 外来 

文化に 眼 を 向けよう ともせ や、 社 會の樣 々の 事象に 對 しても 唯一 顧を與 へる のみで、 狹ぃ 生活の 

境地に 跼蹐 しながら、 小さい 自己の 感情の 中に 入って、 その 世界の 中に 於て、 愛人 を 慕 ひ、 夫 を 
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思 ひ、 子 を 愛しつ、 他 を 顧る 餘裕 もな く、 愛情 を 以て 生命と なし、 專ら これが ために 生きて ゐ た 

ので ある。 

然し 乍ら、 女性の 歌 は、 その やさしい 感^と 至純な 愛^と を 盛って ゐる點 に 於て * 又 5;- 性の 有 

し^ない 別の 領分 を 持って るる。 そして、 「萬 葉 集」 の 歌 を價値 づける 上に 於て、 これら 女性の 作 

が、 大きな 役割 を^ じて ゐる こと も. 亦 見逃す ことの 出來 ない 事 實 である。 人 麿の やうな 大自然 

の 征服 はなく、 惊 良の やうに 生活に 沒 入した 哲人 的の 歌はなかった が、 

いま さちに 何 を か 思 はむ うちな びき 心 は 君に よりにし もの を  阿部 郞女 

吾が ¥ は 物な おも ひそ 事し あらば 火に も 水に も われな けなく に 

思 ふに し 死にす る ものに あらませば 千度 ぞ我は 死に かへ らまし 笠女郞 

夕 間 は 道 たづ たづし 月恃 ちてい ませ 吾が 背 子 その まに も 見む  大宅女 

Is  かし U 

凡なら ばか も かもせむ を畏 みと 振りた き 袖 を 忍びた^ かも  娘 子兒島 

草枕 旅行く せな が丸寢 せば 家なる われ も 紐と かす 寢む  . 

これらの 歌 は、 如何なる 天才 歌人が あって、 どんな 歌才を 弄し 得た からと て、 男性に はの ぞく こ 

との 出來 ない 女性 獨特の 境地で ある。 

,  六 一- 
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六 二 

又 萬 葉 時代の 女性が、 そ の 心境 作品 共に 抒情詩 以外 に 出な か つたの は 、後世の 女流作家が 小說、 

日記、 隨 筆と 多方面に その 才能 を發榔 したのに 比べる と、 その 文學 活動の 範圍に 於て 遙 かに 狭い 

ものと 言 はなければ ならない。 若し 藝術 形式の 廣狹を 以て、 直ちに その 藝術 能力の 範圍を 定める 

ものと するならば、 萬 葉 時代の 女性 は、 文學 的に 劣等の 列に 置かるべき もの かも 知れない。 然る 

に 彼等 は、 活動 範圍 の狹 小であった 代りに、 その 狭い 範阖內 に 於て、 深い/,.、 深處に 到達す る こ 

とが 出來 たので ある。 いは ^生命の 祕奥 ともい ふべき 深處に 到着し 得た ので ある。 そこに 理窟 を 

絕し、 千年の 歳月 を 一 蹴して、 讚 者の 胸に 迫る 强 さが あるので ある。 

第三 章 女流 歌人の 研究 

天皇 は天智 天皇の 第二 皇女に まし まし、 天武 天皇の 皇后と なられた が、 帝の 崩 

持統 天皇 

する に 及んで 皇位に 上り 給うた。 人皇 第 四十 一 代に あたらせられる。 

春 過ぎて 夏 來る らし 白妙の 衣 ほしたり 天の 香具 山 (卷 一) 

天皇が 藤 原 c 都の ほとりから、 東に 稃 近く 立つ 香具 山の 初夏の 景色 を 見渡されて、 御心爽 かに 詠 
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み 出された 御 敬で ある。 端々 しい， f の 山景を 叙して、 白妙の fl したと ころ. H 

である。 季節の 變 化に 對 する 作者の 驚き も 看取され る。 一種の 調 極めて 朗 かに、 ifl 

え 女性の 歌と は 思 はれない 程の、 悠揚た る 格調が 具って ゐ る。 

不聽 といへ ど强 ふる 志斐 のがし ferj の ごろ 聞かす て K 戀ひ にけ り (卷 二) 

天皇が Is とい ふ 近 f 老女に 與 へられた 御 歌で ある。 こ 非常に 話 好きで、 人 を捉へ 

て は 無理に 話 を 聞かせる のが 常であった らしい。 天皇 は 常に 煩く お ぼされ たが、 それ も 暫くお 窓 

き あらせられな いと、 f たくお ぼされ ると いふ 情 I まれた ので ある。 いの 頭韻と して 三 

度 重ねた の も、 志 斐に與 へる 欹 として は 極めて 面白い。 これに 對 して 嫗ょ、 

いなといへ ど 語れ 語れと 詔ら せこ そ志斐 いは i せ 强語 りと | 一：： る 

あへ 奉って き。 ふさ はしい 謹 を 以てき へした ところに、 g 才の ひらめき も 見えて 面白 

安 FI し 我 力 大君の 夕され ば 見给 ふらし く，.^. I  trJN す、 /  h.* ゆ 

{  L. 印り くわ： s 問 ひ 袷 ふらし 祌 岳の 山のお 葉 を 今 

n" も 力 も 問 ひ 袷 はまし W 日 も^も お 合 まま ン ：rN は-  、  ， 

印 力 ^^はまし その. を ふ b さけ 見つ /- 夕され ばあや に^し 

み 明け くれば うら さび 暮らし 荒 妙の 衣の 袖 は ひる 時 もな し (卷 二) 

六 三 
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六 s: 

天武 天 皇が、 在位 十五 年に して 崩御 ましました 時、 后持統 天皇が お詠みに なった 御 歌で ある。 抽 

象 的假定 的な 悲しみ を 述べた もので なく、 大和 神 奈備の 神 岳 (雷 岳) を 中心とし、 天皇が 朝夕 御 

1K になって 慰まれ、 今 居ら るれば、 定めし 今日 も 明日 も樂 しまれる であらう ところの 祌 岳の 紅葉 

を、 今 自分 一 人で 眺め やりつ、、 朝夕 淚 にくれ ると いふ 意で、 同じ 詞ゃ 同じ 句 を 巧みに 反 饗して、 

對句 聯句の 形式のう ちに、 綿々 たる 思慕の 愦を 述べられた ところに、 誠に 純に して 深い 哀^の 妙 

味が 味 はれる。 天武 天皇への as 情 も、 その 優れた 歌 作の 御手 腕 も、 この 一首に 充分 看取し 得られ 

る 名歌で ある。 

も ゆる 火 もとりて つ、 み て 袋に はいると いはす や も 知る とい はなく も 

同じく 天武 天皇 を傯び 奉った 御 歌で ある。 當時役 小 角の 輩で、 火 を 袋に 包みな ど 怪しい 術 をな す 

ものが あった。 この 歌 は その 事 を 下に ふまへ て、 かの 燃える 火で も、 これ を 取って 裘んで 袋に 入 

れ^る とい ふで はない か。 その やうな 出来な. いやうな 事で も すれば 出來 るのに、 どうして 我が 大 

君 は 崩御に なった ので あらう か、 それが 分らない、 と 御 歎きの あぎり 宣 うたので ある。 悲しみ を 

述べさせ 袷うた 中に、 時代相の 一面 も 現れた あはれ な 御 歌で ある。 


究硏の 人 fiR  '、 


皇后 は 藤 原不比 等の 御 女で、 御 年 十六に して 聖武 天皇の 妃 となり、 天平 元年^ 

光明 皇后 

后と なられし 由 鑌紀に 見えて ゐる。 髙德の 高く * 種々 の 逸話 を 留められて- q 

るが、 歌 は^ 中 僅に 三 首を殘 すの みで ある。 

吾が 夫子と 一 一人 見 ませば 幾許 かこの 零る 雪の 懼し からまし (卷 八) 

聖武 天皇に 奉られた 御 歌で ある。 たまく 雪の おもしろく 降った 朝、 別宫 においで 遊ばされ てお 

詠みに なった もので あらう。 何處 といって 別に 飾氣 のない、 それでる て 情の 流露して ゐる御 歌 

で、 巧み を 求めない 處に 却って 深い 味 ひが ある。 そして どこか 稚拙な 尊 さがあって、 それが 今日 

の 吾々 の 胸に も 强く轡 いて 來 るので ある。 この 御 歌 を 通して 考 へられる 皇后 は、 如何にも やさし 

く溫 なしく、 そして 柔 かな 御 心の 方の やうに 思 はれる。 誠に 素直な 優に やさしき 御 心の 窺 はれる 

御作で ある。  - 

朝夥 のた なびく 田 居に 鳴く 雁 を 留め 得む かも 吾が 宿の 萩 (卷 十九) 

吉 野の 離宮に 行幸の あった 時、 皇后のお 詠み 遊され たもので ある。 折し も 秋の 頃で、 離宮の 庭に 

は 萩が 一 而に哚 いてる る。 邊 を御覽 になる とすべ て稻 田で、 朝霧の たなびい てるる 中に 雁が 鳴い 

て 渡って 行く。 わが 庭の 萩の 美し さは、 あの 鳴き 行く 雁 をと V- め 得る であらう か。 とお 詠みに な 
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つて ゐる。 雁の 聲の おもしろさ、 あの 雁 を 我が 宿に しばらくと V- めて 置きたい ものである。 とい 

ふお 歌で ある。 萩の 花の 美し さに よって、 雁 をと V- め 得ようかと 歌 はれた 處に 趣が ある。 

£ かぢ しじぬ  から  .1 は 

大船に ^楫繁 貫き 此の 吾子 を韓國 へ 遣る 齋 へ 神た ち 

皇后の 甥に あたる 藤原淸 河が、 遣^使と して 出發 せんとす るに 際して、 大和の 春 日 神社で お 祭 を 

して 一 行の 無事 を 祈られた 時、 皇后のお. 詠み 遊ばされた 裨 歌で ある。， 淸河は 天平 勝寶四 年に 出發 

したが、 途中 暴風雨に 遭って 废の 南方に 漂着し、 歸朝 する ことが 出來 やして、 遂に 彼 地に 歿した。 

大船に K; 梶を 多く 着け、 この 愛兒を 遠い 唐國へ 遣る ので ある。 神々 よ、 途中 無事で ある やう 冀く 

ば 加護 を 垂れさせ 給へ。 と いかにも 深い 心情の 躍った 御 歌で ある。 聖武 天皇が 節度 使 藤 原 宇合に 

酒 を 賜って 詠まれた、 

& すら &  お ほ 

丈夫の 行く とふ 道ぞ 凡ろ かに 念 ひて 行くな 丈夫の 伴 

とい ふ 御製と 好 一 對の御 歌で、 共に 赤子 をいた はる 大御 心の 現れた 御作で ある。 

光明 皇后と いへば、 吾々 は^ちに 藥師 寺の 吉祥天 女 を 風 ひ 出す。 その 像が 示す やうな 豐 麗 優雅 

な 御 容姿 は、 圆滿な 感情と、 ありあまった 才氣と を 物語って 餘す ところがない。 以上 三 首の 御 歌 

は、 その 才藻の 一 端 を 示す ものと して、 贵ぃ 御作で ある。  4 


あかれ さす 紫 野 ゆき 標野 ゆき 野 守 は 見す や 君が 袖 ふる 

霞 


上 右 II 弟 橘姬の 入水 (菊 池武保 筆) 

上 左 li 光明 皇后 (增 田牧山 筆) 

下 樣野行 (柳 牛 2K 億 筆) 
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I  3  E 女らしい 情熱と、 氣 高い 氣 品と を 以て、 萬 葉 女流 歌人の 代表と 稱 せられて るる 

m  1+1 ぬか だ。 お ほ ** 

額 田 王お その 傳記を 詳細に 知らう とする に は 甚だ 材料に 乏しく、 -日 本紀」 

天 武 天皇の くだりに、 「天皇 初 娶ニ鏡 王 ノ女額 田姬王 一生 二十 市 皇女 一 云々」 と あるば かりで、 事蹟が 正 

史の 上に 記されて ゐ ないから、 「萬 葉橥」 に牧 めら れた 歌に よって、 考察い 歩 を 進める より 外に 道 

がない ので ある。 

銥王を 父と し、 鏡 王女 を 姉と した 女王 は、 大和の 額 田の 里に 住んで ゐ たので この 名が あった。 

天武 天皇の 未だ 大海 人皇 子で ましました 頃、 御 寵愛 を 受けて せか 皇女 をお 生みした。 然るに どん 

な 事情が あつ， たの か II 當事 者の 間に 愛の 變化 のなかつ たこと は、 後の 贈答の 歌に よって 分る が 

I この 結婚 は 破綻して、 女王 は 大海 人皇 子の 御 兄 君に して、 當 時の 柬宮 たる、 中 大兄 皇子 (天 

智 天皇) の妃 として 宫には 入られる ことにな つた。 

大海 人皇 子の 寵を 受けて、 十 市 皇女 を 儲けた 程の 御 仲で ありながら、 天智 天皇に 召される と、 

何故 皇子の 許 を 去って、 天皇の 御 寵愛 を 受ける やうに なった ので あらう か。 そかに は 何 か 込み、 

つた 事情が 伏在して るた ことで あらう が、 この 事が 女王の 一生の 運命 を 悲痛な ものにし、 その 悲 

痛な 感情が 歌に 表現され て、 不朽な 名作と なって 現. d たので ある。 

六 七 
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六 八 

あの 悲しむべき 壬 申の 5g の 原因に ついても、 この 麗人 を 中心としての 感情の 鏈れ が、 事態 を 一 

發 深刻なら しめた 事で あらう とい はれて るるが、 戰 終って 後， 女王 は 再び 昔の 戀人 である 大海 人 

卽ち 時の 天武 帝に 召し かへ されて ノ その 宮中に 起居す る 身と なられた。 然し 後期の 御 生涯 

は、 前期の 才華 輝く ばかりの それに 比して 如何であった か、 その 終 を さぐる 史料 >と て もない ので 

ある 0 

女王の 御 歌， は、 疑問の もの も總て 入れて、 長歌 三 宵 短歌 十 首で あるが、 はっきり 殘 つて ゐ るの 

は、 長歌 三 首 短歌 九^と 見て よい。 今 それら 殘 された 數々 の 御 歌の 一首々々 を 味 ひながら、. その 

風貌に 接して 見よう。 

秋の 野の み 草 刈 き 宿れり し 兎 道の 都の 假 庵し 思 ほ ゆ (卷 一) 

女王の 「萬 葉 集」 に 於け る 最初の 御 歌で ある。 思 ひ 出す ま、 に單 純に、 面白く 樂 しかった 旅の 追 

憶 を 詠んで ゐ るので あるが、 「秋の 野の み 草 刈り葺き 宿れり し」 とい ふ 一 百 葉な ど は、 實 によく 要 を 

得て 無駄が なく、 その 光景 を 躍お たらしめ てゐ る。 澄みと ほった 秋の 萱 原の、 風の 吹く ま、 に 銀 

C 色に 光る 感覺 的な 美し さも 感ぜられる やうで ある。 

焚 田津 に船乘 りせ むと 月恃 てば 潮 も かな ひぬ 今 は 漕ぎ出で な (卷 一 ) 


究硏の 人 歌 流 女 


常時 韓 土に 事 多く、 齊明 天皇の 七^ 正月に、 天皇 親しく 御船に 乘 じて、 新羅 征伐の 途 にっか せら 

れた。 時に 額 田 王 も 供奉の 中に あった。 御船 は 途中 伢豫 の熒 田^: に 碇泊し、 石 湯の 行宮に お 止り 

になり、 やがて 御 出帆の 時と なった。 その 時の 御 歌で ある。 月明の 夜の 朗 かな 感じと、 出船の 喜 

びと を W せ 述べた もので、 技巧の 跡 は 少しもな く、 實感资 情 を その 儘 詠 じ、 單純 であるが 引きし 

まった 句法の 中に、 よく 充實 した 感情が 詠み 込まれて るる。 今 眼前の 海が 明るくな り、 彼方の 海 

上に 月が 現れて 來た。 銀 光が 波に 長く きらめき、 潮 は ひた/^ と 寄せて るる。 そして 月光に、 そ 

こに 立 並んで るる 人々 の 顔の 輝きが 見える やうで ある。 月 も 出た、 潮 もよ くな つた。 さあ 出發し 

ようとい ふので ある。 滿ち來 る 月、 さし 來る 潮、 その 氣 運に 棹 さす 征伐の 御船 出の き ほひ —— そ 

の 想の 雄渾なる、 その 調の 堂々 たる、 所謂 萬恭 歌風の 眞 髓を傳 へた ものである。 

昧酒 三輪の 山 靑丹 によし 奈 良の 山の 山の 間 ゆ ぃ隱 るまで 道の 限 いつもる までに つばら 

かこ. 見つ /- 行かむ を しば ば も 見さけ む 山 を 情なく 雪の 隱さ ふべ しゃ (卷 1 ) 

反 歉 

三輪 山 をし かも 醺 すか 雪 だに も 情 あらな む瞜さ ふべ しゃ 

女王が 住み なれた 大和 國を 後に して >  灭 智 天皇が 新しく 造營 せられた、 さ V- なみの 志賀の 都へ と 

六 九 
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七 〇 

向 は. d る 時の 作で ある。 女王の 御 住居から は 何時も 三輪 山が 見えて ゐ たので あらう。 いよ/、 旅 

立って 奈良山 を 通り過ぎ ると、 もう 三輪 山 は 見えなくなる。 故里 を 離れても、 なほ 三輪 山の 姿の 

見える 中 は、 カ强 くも あらう が、 いよく その 三輪 山 も 見え なくなって しまへば、 如何に 心細い 

ことで あらう。 それで、 すっと 見つ、 行かう と考 へて ゐ たのに、 無情に も 雲が 蔽 つてし まった の 

である。 その 折の 心の底からの 叫びが、 凝り 固って この 歌と なった。 

1 說に は、 この 歌 は 前に 述べた 如く、 女王が 大海 人皇 子との 切なる 戀を 裂かれて、 君命 も だし 

難く 近 江の 宮廷に 召されて 行く 時の、 悲痛 極り なき 御 心 を 述べられた 歌で あると いふ。 三輪 山に 

寄せる 哀切な 名残惜し さは、 必すゃ 山に のみ 寄せる 名残惜し さで はない やうに 思 はれる。 一 人の 

女性が、 何か堪 へきれ ぬ 悲痛の 心 を、 山 や 雲 を 通して 天に 訴 へて ゐるゃ うな 感を うける ので あ 

る o 

反歌に 於ても、 激切 綿々 の 情 を內 にみ なぎら し、 そして 初め 强く、 「しかも かくす か」 とい ひ、 そ 

れを 抑へ て 隠さ ふべ しゃと 結んだ この 表現の 味 ひ、 興奮の 心 を 一縷の 雲の 情に 頼んで、 はかなき 

期^に 自ら 慰める。 この 自問自答 正に 深刻と いはねば ならない。 哀切 人の 淚を さそうて 餘 ある。 

天皇 內 大臣 藤 原 朝臣に^ して、 春 山 萬 花の 艷、 秋 山 千 葉の 彩を篛 はしめ 給 ふ 時 


究硏の 人 歌 流 女 


冬 ごも hN 春 さり 來れは 咱 かざりし 鳥 も來 鳴きぬ 咲か ざ り し 花 も 咲 けれど 山 を 茂み 入りて 

も 取ら や 草深み 取りても 見す 秋 山の 木の葉 を 見ズは もみ ぢをば 取りて ぞし ぬぶ ^きをば 

置きて ぞ 歎く そこし 恨めし 秋 山 我 は (卷 1) 

春秋の 優劣 を 論す る こと は、 十 2  くから 支那に 行 はれて ゐた 詩的 遊戯であって、 我が 國 でも、 それ 

に 傚って、 歌人の 間に 厘々 試みられ たので あるが、 文獻に 見えて ゐ るの はこの 歌 を 以て 最初と す 

るので ある。 この 歌に は、 技巧の 方面に 於て、 女王の 優れた 技倆が 認められ るので あるが. 史に 

舂 秋の 優劣の 判斷に は、 作者の 優秀な 才智が 遺憾な く 現れて るる。 この 歌に も 寓意が あると いは 

れ てるる。 して みれば、 春 山 を 今 を 我が 世と 榮ぇ給 ふ天智 天皇に、 秋 山 を うら 淋しい 大海 人皇 子 

に なぞらへ ての 歌で あらう か。 

あかね さす 紫 野 ゆき 標野 ゆき 野 守 は 見す や 君が 袖 ふ る (卷 一) 

天智 天皇が、 近 江 國志賀 の 里に 都を遷 された 翌七年 五月 五日、 天皇 は 御 弟の 大海 人皇 子、 その他 

諸 王內臣 及び 群臣 を從 へて 蒲 生 野に 遊獵 せられた。 その 中に 女王 も 交って ゐ た。 か 行き かく 行く 

人の 中に 大海 人皇 子の 燃える やうな 熱い 眼 ざしが、 鋭く 女王 を 射てる た。 燃え 上る 心 を 抑へ る 術 

ないやう に、 皇子 は輕 やかな 衣の 袖 を 頻りに 振って るた or 御 心 は 嬉しい と 思 はぬ ではない が、 傍 

七 1 
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七 二 

の 人：：： が あるではありません か。」 と、 警衛の 人の 見る であらう こと を ハラ/.^^ ひつ、 皇太弟 

に ひそかに 注意せられ たのが この 歌で ある。 これに 對 して 皇子 は、 

紫のに ほ へ る 妹 をに く S あらば 人妻 ゆ ゑに われ 戀 ひめ や も (卷 一 ) 

「さばかり とがめ 給 ふな、 紫 草の 匂へ る 如く 美しい 御身 を 憎し とならば、 いかで 戀 ひむ。 御身 は 

今よ V 妻 こてお. H する もの を、 一 方なら す 思へば こそ" しか 知りつ、 も かくは 戀 ふなる を。」 と 答 

へられて ゐ る。 

吾 々は 女王の 行動に 對 して 非難め いた 批評 を 加へ る 前に、 女王の 負 はれた 大きな 運命の 痛まし 

さに、 先 づ思を 致す ので ある。 これらの 歌の 中には、 女王の 悲痛な 一生の 縮圖が 示されて ゐるゃ 

う i  2 思 は- d る。 

君 待つ と 吾が 戀ひ 居れば 我が 屋戶の 簏 動かし 秋の 風 吹く  (卷 四) 

此の 歌 は 年代 未詳で あるが、 「近 江 天皇 を 思 ひて」 と あるから は、 大體近 江の 宮廷に 入られた 後と 

解して よいと 思 ふ。 一 讀楚々 たる 戀 心に 胸 打 たれる。 調と いひ、 心と いひ、 いかにも 自然で、 少 

しもた くんだ 處が なく、 優しい しかも 迫って 來る 女心が 感じられる。 上代ぶ りのお ほら かな 中に 

として 迫る ものが ある。 ^風の 靜 かに 簾 を 動かす 音が、 まことに 間 をお いて 聞え る やうで あ 
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る。 平易に 歌 はれて ありながら、 初秋の 感覺 と， それに もつれて 醯し 出される 思慕の 愦 とが、 淡 

々と 流れて 來る 佳作で ある。 

女王 は 先に 大海 人皇 子に、 そして 今 は 天皇に 侍して ゐ る。. この 運命に 從 順な、 そして さう した 

境遇に ゐて、 やはり 純な 庹贊な 心 を 失 はない 女の 弱さ を 持って 居られた やうに 思 ふ。 一 IS 歌 を 通 

して 考 へられる 女王 は、 容姿 美しく 才ゆ 優れ、 その上. 心 やさしく 淑 かで、 遠^深い、 それでる 

て 感激 性の 純な 方であった やうに 思 はれる。 この 歌に も、 女王の 淑 かさ、 從順さ * レ ほらし さが 

よく 現れて るる。 この 歌の 如き は、 迫り 壓し來 る 力の もので はなく、 引きつけ る 力の 歌で ある。 

額 田 王の この 歌 を 見て、 御 姉^の 鏡 女王が、 

とも 

風 を だに 戀 ふる は 羡し風 を だ に來 むとし 待 たば 何 か 嘆かむ (卷 四) 

と 詠まれた。 鏡 女王 は內 大臣 藤 原 鎌足の 夫人で あつたが、 この 時 は 鎌足が 世 を 去って、 未だ 間 も 

ない 頃で あらう。 

かう してお 仕へ して ゐた 天智 天皇が 崩御 遊ばされた 時、 

か/ -ら むと 豫て 知りせば 大 御船 はてし 泊に しめ 結 はまし を (卷 11) 

と 悲痛な 聲を しぼり、 又 山 科の 御陵から 退散の 際に は、 
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やすみし し わが 大君の かしこき や 御陵つ かふる 山 科の 鏡の 山に 夜 はも 夜の ことごと 聱 

はも 日の ことごと 哭 のみ を 泣きつつ ありて や 百 磯城の 大宮人 は 去き 別れな む (卷 二〕 

と 泣き濡れて 居られる。 

天智 天皇 崩御の 後、 天武 天皇 天下の 權を 握り 給 ふに 及んで、 女王 は 再び 天皇に 召し かへ されて、 

明 香淸見 原の 宮に御 起居 遊ばされる 御身と なり、 天皇 崩^の 後 * その 正妃に まします 持統 天皇の 

御代と なる まで， 生存な されて お 歌が 殘 されて るる。 

要するに 女王の 一 生 は， 黄に 變轉 極り なき 悲痛の 一 生涯で あらせられた。 しかし その 悲痛な 中 

にあって、 女王の 欹才は 一 曆 磨かれて、 數々 の 名歌が 殘 された ので ある。 

大. 0  |  .KT 大伯 皇女 は、 非業に して 死なれた、 詩人に してし かも 武に 秀でられた、 大津皇 

子の 同 母の 姉 君で ある。 父^ は 天武 天皇で あらせられ たが、 天皇の 三年、 十四 

歳で 伊勢の 齋宫 となって 降られた C 

, あかと 會 

わが 夫 ザ を 大和へ 遣る とさ 夜更けて 曉 露に 吾が 立ち 霜れ し (卷 二) 

皇女が 伊勢の 神宮に 奉仕して おられた 時， 大津 皇子が 御 心に 思 ひ 立 たれる 事あって、 ひそかに 伊 

に. ケを お訪ねに なし， 、化 史バ てト、 和へ ぉ歸り にリる 時、 弟せ：： の 心中 を 忍 ひやら れつ、 も、 ， 
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身の上 を 案じ 給うて、 お詠みに なった ものである。 夜 はま だ 明け やらす して、 晓の 露の 漸く 降る 

頃で ある。 一人 大和に 向って 立 たれる 弟 君の 後 を 見送られて、 皇女 は 家の外に 物 思 ひに 沈んで 立 

つてお いでに なった。 弟の 身の上 を 思って、 何時 迄 立って ゐ たか 覺 えない。 ふと 氣 がっくと しつ 

とりと 曉の 露に 濡れて ゐ たので ある or 曉 露に 吾が 立ち 霑れ し」 は單 なる 說 明で なく、 悲しみ 淋し 

みの 心の こもった 詠歎で ある。 悲しい と 主 觀を現 はさす、 狀況を 述べて、 そこに 無限の 哀感 を湛 

へて るる 0 

一 一人 行け ど 行き過ぎが たき 秋 山 をい かに か 君が ひとり 越 ゆらむ (卷 二) 

二人 親しみ 合 ひ、 助け合って 行っても、 なかく 容易で ない のに、 今 弟 は 一人で あの 秋 山 を 越え 

て 行く の だ。 どうして 越える の， たらう。 いた はしい こと だ。 と、 皇子の 御出發 になった 後 を 見送 

つて、 お 姿の 見えなくなる までた つてから この 歌が 詠まれた ので あらう。 前の 歌 と共にい ひしれ 

ぬ悲 調が あふれて ゐて、 皇子の 御身の 異變 を、 豫め 感じて 居られた やうに 思 はれる。 肉 身の 愛情 

がかう した 悲歌 を うんだ ので ある。 

神風の 伊勢の 國 にも あらまし を 何し か來 けむ 君 も あらな くに (卷 二) 

大津 皇子 は 都に 歸られ ると、 御 謀叛の 罪に よって、 御成 敗 を 受け 世 を 去られた。 都で 待って るた 
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七 六 

もの は 冷い 死の 手であった。 都に 上られる と、 直ぐ 殺された ものと 思 はれる。 その後から、 皇女 

は その 事 ある を 知ら 中に 上京な された ので ある。 

見 まく 欲. o 吾が する 君 も あらな くに 何し か來 けむ 馬疲る  >  に (卷 二〕 

逢 ひたく 思 ふ 君 もお いでに ならぬ のに、 何で 伊勢の 國 から はるぐ 都まで 來 たこと であらう。 た 

ゾ馬を 疲らした に過ぎないのに —— とい ふので、 お疲れに なって 居られる の を 馬に 托して、 馬の 

方に 同情され た 耿ひ方 をな されて ゐる。 疲れて おいでにな るの は、 皇女 御自身な の だ。 然るに、 

「馬疲 る、 に」 と、 馬の 疲れ をい はれて るる 所に、 如何にも 女らしい 俊し さが こめられて ゐる。 

< ろせ 

うつ そみ の 人なる 吾 や 明日より は 一 一 上 山 を 兄弟と 吾が 見む (卷 二〕 

世に 生きて 哀れな 吾 は、 明日より あの 墓の ある 二 上 山 を、 弟と 見て 慰めと しょう、 とい ふので あ 

る。 仰げば 二 上 山は壯 高な 姿で 立って ゐる。 そこに 弟が 永久に 眠って るる。 そのみ 墓の ある 二 上 

山 を 弟と 見る と は、 何とい ふ 心細く 悲しい ことで あらう。 哀切 極り ない 作で ある。 

磯の 上に 生 ふる 馬 醉木を 手 折らめ ど 見す ベ き 君が ありと いはな くに (卷 二〕 

今し も 春の 初で ある。 磯山の 問に は、 馬醉 木が 盛に 花 をつ けて るる。 その美し い 花 を 折り もしよ 

ラが、 しかし 折った ところで、 これ を 見せて 語るべき 吾が 弟 はもう この 世の 人で はない とい ふの 
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である 0 

以上の 六 首が 皇女の 作と して、 「萬 薬 集」 に 見える 御 歌の 全部で あるが、 これら 一 聯の御 歌お は 

て も、 皇女 は 如何に 御 心の 素直な 優しい、 然も 文學的 才能 を 持った 御 方であった か V- 察せられる。 

六 首と も、 いづれ も 歌詞が 強く、 調 は 張りみ ちて るる。 それ は 非運な 御 弟に 關 した 作の み， たか 

ら、 當然 ともい へよう が、 その 堪へ 難い 悲歎 を 外面に 强く 現さす、 深く 內に湛 へて るる 所に、 そ 

の 特色が 認められ るので ある。 

大津 皇子 も 御 幼少の 時には 天智 天皇に 愛せられ、 長 じて は、 才學、 殊に 文筆、 に 秀でられた。 「詩 

賦之與 * 自 大津始 也」 と窨紀 にも 記されて ある。 

「萬 葉 集 ヒー 十卷の 中、 夫々 の 名歌 を殘 して ゐる 歌人の 中には、 異色 ある 女流 歌 

大伴坂 上郎女 

人 も 幾人 か あるが、 その 中で も 特に 光って 見える の は 、大 伴 坂上郞 女で あらう。 

郞女は 燃える やうな 情熱と， 輝く 才能と、 明るい 美貌との 持主であった。 そ， の 上、 他の 女流に 比 

ベて、 作歌の 年月が 長かった 爲も あらう が、 歌の 數も 非常に 多い ので ある。 その 點 からい つても、 

カ忭. ^人に 劣らぬ 力量 を 持って ゐ たとい ふこと が 出来る。 

郞女 は天武 天皇の 御代の 初 頃、 飛鳥 京の 片ほ とり、 佐 保 山の 麓に 生れた ので ある。 父 は 大納苜 
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大作 安麻 呂卿、 母 は 石 川 内命 婦と いふ 人で ある。 この 安麻 呂に は、 郞 女の 外に、 赤 人、 田 主、 宿 

iu^,  ^公と 叫 人の^ 子が あった。 時 は大伴 家の 全盛時代、 彼女 は その 少女 時代 を、 佐 保 川の 

流淸き ほとりに、 權貴を 誇る 贵 族の 娘と して、 美しく 豐 かに 成長した ので ある。 

郎女 は^ 初、 天武 天皇の 皇子 穗積 親王の 妃 となり、 非常に 寵愛され たらしい が、 親王 は 靈龜元 

たやに^ 去 遊され てるる。 その後、 藤 原不比 等の 第 四 子、 麻呂大 夫と 關係 のあった こと は、 その 贈 

答の 歌に よって 明かで ある。 

をと めら が 玉櫛笥 なる 玉 櫛の 神 さびけ む も 妹に 逢 はす あれば (卷 四) 

よく わたる 人 は 年に も ありと ふ を 何時の §1 にぞも 吾が 戀 ひに ける 

これら は 麻 呂が郞 女に 贈った 歌で あるが、 郞女は 之に 答へ て 次の やうに 歌って ゐる。 

佐 保 川の 小石 ふみ わた. 5 ぬば 玉の 黑 馬の 來夜は 年に も あらぬ か (卷 四) 

千^ 鳴く^ 保の 河瀨 のさ ざれ 波 止む 時 もな し 吾が 戀 ふらく は 

來 むと いふ も 來ぬ時 ある を來 じと いふ を來 むと は 待た じ來 じと いふ もの を 

千鳥 鳴く 佐 保の 河 門の 瀨を 早み 打 橋 渡す 汝が來 と 思 へ ば 

佐 保 川の 岸の 司の 柴な 刈り そね 在りつ、 も 春し 來 らば 立ち 隱る がね 
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しかし、 二人の 交情 は 永く は^かなかった。 彼女 は 程なく、 異母 兄大伴 宿奈麻 呂の荽 となって る 

お ほいつつ わお といら づめ 

る。 さう して 大嬢、 小嬸の 二人 を 生んだ。 この 關係は 何時 迄鑌 いてる たか 明かで ない が、 神 趣 年 

間の 末の 頃に は、 兄 旅人の 住 地で ある 筑 紫の 大宰 府に滯 在す る ことにな つた。 それ は 旅人 卿が 筑 

紫に 赴いて から 足掛 三年と いふに、 十一に なった 家 持 を 頭に、 三人 もの 愛兒を 遺して 妻が 亡くな 

つたので、 弱り * て s、 妹の 郞 女に 下向して くれる やうに と 頼んで 來 たからで ある。 郞女 は取敢 

へす 二人の 子供に 留守居 させ、 遙々 筑 紫まで 下り、 母の ない 三人の 子 を 世話す る ことにな つた。 

筑 紫の 旅の空で 愛妻に 死別した 旅人 卿 は、 漸く 齢 も 傾き 病氣 勝であった ので、 俄に 都懋 しく 

なって、 ^に 別れた 翌々 年の、 天平 二 年の 慕 も 押しせ まつてから、 筑紫を 引き上げて 歸京 する こ 

とに なった。 郞女も 勿論、 母な き 家 持 達の 世話 をしながら 共に 歸 つたので ある。 京に 歸 つてから 

數： の 後、 兄の 旅人 は遽に 逝去した。 これからの 彼女の 生涯 は、 淋しい 頓な いものであった らし 

い。 娘の 大孃を 甥の 家 持に 嫁せ しめて、 この 未來 ある 靑 年と 我が 愛娘との 行末 を 祝 一幅した が、 天 

平 十八 年の 秋、 家 持 は 越 中 守と して 住に 赴き、 一 二 年の 後、 大孃も 亦 夫に 從 つて 任地に 下って ゐ 

る。 彼女が 京の 淋しい 生活に 堪へ かねて、 大 嬢に 歌 を 贈った の は、 天平 勝寶ニ 年であった。 これ 

を 最後と して、 その後の 消息 は 惜しい ことに 傳 つてるな い。 
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以上の やうに • 郞 女は變 化の 多い 蕺 倖な 生涯 を迗 つてる るが、 歌人と して は 立派な 足跡 を 遺し 

てるる。 萬 紫 女流作家 として は. その 歌數の 多い こと、 その 素材の 多方面な こと 等に 於て、 正に 

^ 一  人 者で あると いはなければ ならぬ。 

先づ相 聞の 歌から 評釋を 試みて みょう。 

复 草の 綮み に^ける 姬 百合の 知らえぬ 戀は 苦しき もの を (卷 六) 

「夏の 野の 草の 繁 みの 中に^れ て^いて ゐる姬 百合の やうに、 思 ふ 人に 知られ や、 唯獨り 心の中 

でお 幕 ひ. S. して ゐ るの は • 隨分 苦しい ものです。」 とい ふの， た。 靑々 と繁 つてる る 夏野の 中に 哚ぃ 

て. Q る 赤い 娘 百合 は 作者の 象徴で ある。 娘 百合 は 花莖の 短い 可憐な 花で、 草叢に^い てるる こと 

が 多い から、 風で も 吹いて 草が 靡かない 限り * 人目に ふれる こと もない ものである。 さう した 花 

を ^喩に W ひたの も氣が 利いて るるば か. 5 でな く、 何となく 作者の 美しい 顔 や 姿まで も 想 ひ 起さ 

せる 効果が ある。 恐らく 作者の 少女 時代の 作で あらう。 

押 照る 難 波の 菅の ね もころ に 君が きこして 年 深く 1 くし 云へば a: 十 鏡 磨ぎし 心 を 許し 

てし その B の 極み 琅の共 嵌く 玉藻の かに かくに 心 は 持た す 大船の たのめる 時に ち はや 

ぶる 种 やさけ けむ うつせみの 人か禁 ふらむ 通 はしし 君も來 まさ や 玉杼の 使 も 見えす な， 5 
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ぬれば いた もす ベな み ぬば 玉の 夜 はす がらに 赤ら ひく 日 もく る /- まで ^けど も 战を なみ 

念へ ども たづ さも 知らに 手^ 女の 言 はく もしる く 手 重の 音の み^きつ、 たもと ほり おが 

使 を. 待ち やかね てむ 

反 欲 

はじめより 長く いひつ /- たのめす ばか /- るお も ひに あは まし もの か (卷^ ) 

この 歌 は >  多分 宿 奈麻呂 の It 情 を 憤った もので あらう か。 憤懣の 情が 眼に 見える やうで ある？ a; 

十 鏡 磨ぎし 心 を 許して しその 日の き はみ 浪の むた 靡く 玉藻の かに かくに 心 は 持た す 大^ 

のた のめる 時に」 の 句々 に 滲んで るる 血 を 叶： くやうな 思 ひ、 作者の 純 粹な情 熱感が 迸り 出て るる。 

あ 

人 I 'は 吾 は 死なむ よわが 背 生けり とも われに よるべ しとい ふとい はなく に (卷 四〕 

思 ひ 迫った 歌で ある。 激 切な 感情が よく 表れて ゐる。 

C つく  おも 

戀ひ鹅 ひて 逢へ る 時 だに 愛しき 言つ くして よ 長く と 念 は V- (卷 ao 

女性ら しい、 そして 愛人に 甘へ る戀 心の 現れた 歌で ある。 郞 女の 甘へ る 姿 さへ 見える やうで ある。 

靑 山を橫 ぎる 雲の , ろく 吾と 哚 まして 人に 知ら ゆな (卷 ran 

「靑 山ケ 横切る 雲」 は、 「いも じろ く」 と 言 はんがた めに 用 ひた 醫喻 的の 序詞であって. 一 首の 內容 

八 1 
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八 二 

に は 直接 關係 のない 叙景 的 要素で あるが、 この 淸く爽 けく、 そして 鮮明な しかも 快い 景を 持って 

來た ところに、 この 歌が 一段と ひきたつ てるる or 吾と 哚 まして」 に は、 作者の 嬉しく うけ 入れる 

心が 內に 籠って ゐる。 

われの みぞ 君に は戀 ふる 吾が 背 子が 戀 ふと ふこと は 言の なぐ さぞ (卷 四) 

ゝ  はね ャ .i ろ 

^はじと いひて しもの を 翼 酢 色のう つろ ひやす き 吾が 心 かも 

思 へ どもし るし もな しと 知る もの をい かに こ、 だく 吾が 戀 ひわた る 

この頃 は 千 歲ゃ往 きも 過ぎぬ ると， 吾 や 然思ふ 見 まく ほれ かも 

いづれ の 歌に も、 熱烈 至純なる 情熱の 奔騰が 見られる ので ある。 

次に 郞 女の 母性と しての 生活 を覼 いて 見よう。 彼女 は戀愛 生活に 於て は、 思 ひ 切って 開放 的な 

女性であった こと は、 その 歌の よく 示す ところで あるが、 又 一面に は、 强ぃ 母性愛の 持主で も あ 

つた。 母と して その 女の 生長 を 見守り、 愛護す る こと も 亦 厚かった ので ある。 

久方の H< の 露筘遛 きに け. o 家なる 人 も 待ち 戀ひ ぬらむ (卷 四) 

郞 女が 兄 旅人 卿に 從 つて、 筑 紫の 大宰府 に 起居した 頃、 都に 残して 置いた 娘 を 思 ひやって 詠んだ 

ものである。 tslTifi は 露から 霜に か はる 頃の こと、 秋 もや、 深くな り、 身に しむ 思 ひの いや # す 頃、 
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我が 子懷 しさの 念に かられて 詠んだ もので あらう。 

：レ： 主に 珠は 授けて かつがつ も 枕と 吾 はい ざ 二人 寢む (卷 四) 

愛娘 を 嫁がせた 母の 心 を 詠んだ ものである。 愛娘 を 玉と いひ- 婿 を 玉 主と いふ。 愛する 娘 をよ き 

婿に やった 安心 は あるが、 さて どこか 淋しい、 奪 はれた やうな 心 もないで はない、 とい ふ^^の 

複雜な 心の 動き を 歌った もので、 實に 人情の 機微に ふれた 優れた 歌で ある。 

次の 長歌 は、 跡 見 注に 滯 在して るた 時、 家に 留守居して ゐる 娘の 大 嬢に 贈った ものである。 

常世に と 吾 か 行かな くに 小金 門に 物悲しら に 思へ りし 吾が 子の 刀 S を ぬば 玉の 夜 港い は 

t 思 ふに し 吾が 身は瘦 せぬ 嘆く にし 袖 さへ ぬれぬ かくば かり もとな し戀 ひば 故郷に こ 

の 月頃 も あ. o がズ まし を 

反 歌 

朝 髮 の 思 ひみ だれて かくば かり 汝 姉が 懋 ふれ ぞ 夢に みえけ る (卷 六) 

又、 竹 田の 庄 から 大孃に 贈った 歌、 

うち 渡す 竹 田の 原に 鳴く 鶴の 間な く 時な し 吾が 戀 ふらく は (卷 四) 

早 河の 瀨に 居る 鳥の よしをな み 思 ひて あ. o し 吾が 兒 まも あはれ 

八 三 
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r>  31- 

の 如き、 或は 大 嬢が 夫 家 持の 任地. 越 中に 赴いた 後で- 都に 淋しく 取殘 されて、 

わたつみ  《 V し； b  いつ  ， 

^榊の 神 C みことの 御^ に 貯ひ おきて ^くと いふ 珠に まさ. 9 て 思へ hs し 吾が 子に は あ 

わ ど 空蝉の 相 のこと わりと ますら をの 引の まに-/ \ しな さかる 越^ を さして 道 ふ 蔦の 

別れに しょり 冲っ波 と をむ E3 引き 大船の ゆ くら ゆ くらに 面釤に もとな 見えつ /- かく 戀ひ 

ば 老づく  V」；！ が^ 盖し堪 へむ かも 

反 耿 

力く ばか h-SH ひしく あらば a; 鈸 見ぬ 日時な く あらまし もの を (卷 十. f? ン 

といった 如き、 いづれ にもく、 濃 かな 母性愛が 滲み出て ゐ るので ある。 

しかし、 彼女の 愛情 は、 異性と 我が 子と に對 しての みではなかった。 天平 七华、 永年 父の 安麻 

呂の 家に 寄寓して. Q た 新羅の 尼の 理 朝が、 遽に 病んで 死んだ。 その 時 • 母の 石 川命婦 が、 有 馬の 

沮^に 敉 養に 行って ゐ たので、 ^俵 萬 端 一人で 取り 計った 後- 長歌 を 作って その 死 を 悼み、 併せ 

て それ を 母に 通 した。 

栲 角の 靳羅 の； a ゆ 他 tin を よしと^ かし ズ 問 ひさくる 轵族 兄弟 無き 國に 渡り 來 まして 大 

<?：： の 敷きます H に 內 HZ さす 京 繁盛に 里 家 は 多に あれ ども いかさまに 思 ひけめ かも 連 も 
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なき 佐 保の 山邊に 嘆く 兒 なす 慕ひ來 まして 布 細の 家 を も 作り 荒 玉の 年の 緒 長く 住 ひつ 

のが 

、いまし しもの を 生 るれ は 死ぬ もぷ ことに 免ろ えぬ ものにし あれば 憑めり し 人の ことごと 

草枕 旅なる 問に 佐 保 川 を 朝 川 渡り 春 日 野 を 背に 見つ 足 引の 山邊を さして 暗^と 嗛 

り まし ぬれ 言 はむ 術 せむ 術 知らに 俳徊り た ゾ？！ しズ 白妙の 衣手 千 さす 嘆きつ /- 吾が 泣 

く^ 有 問 山 雲 ^棚引き 雨に 降りき や  \ 

反 歌  - 

留め 得ぬ 毒に しあれば 敷 妙の 家 ゆ は 出で ズ g 镙. o にき (卷 三) 

この 異鄕の 人の 死 を 悲しんだ 1W 槳に は、 博く 愛し、 普くい つくしむ 女性ら しい 純情が よく 見えて 

ゐる そして 終の 數 句に は、 才藻 豊かな 作者の 技倆が よく 發 揮され てるる。 

かう した 情の 歌人と しての 外に、 郞女は 叉 自然 鑑賞に 優雅な 態度 を 持って ゐた。 

ぬば 玉の 夜霧の 立ちて お ほほし く 照れる 月夜^ 見れば 悲し も (卷 六) 

渡 や^が 天地 を蔽 うてる る 夜の 光^ を 眺めて ゐ ると、 誰でも 氣の はれない 氣 分に 誘 ひ 込まれる も 

ので あるい 作者 はさう した 夜霧の 中に、 ぼんやりと 照って ゐる月 を 仰ぎ見て、 泣きたい やうな 一 

種 言 ひ 知れぬ 哀愁 を 感じた ので ある。 

. ♦  八 五 
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八 六 . 

山の端の ささら 愛^子 天の原 門 渡る 光見ら くしょし も (卷 六) 

「山の端から 出て 來た 可愛い /- ぉ月樣 が、 廣ぃ 大空 を 渡って 行く 光 を 眺めて ゐ るの は 誠に 快い も 

ので ある p」 とい ふので * 前の 歌が 夜霧の 中に おぼつかなく 照る 月に 對 する 感傷的な 氣分を 歌って 

ゐ るのに 對 して、 この 作 は 晴れ渡った 大空お 過ぎ行く 澄みき つた 月 を 眺め 入って、 微笑ましい 氣 

持で 歌った ので ある。 その外、 

際 n の 泊, の 山 は 色 づきぬ 時雨の 雨 はふり にけ らし も (卷 八) 

打ち あぐる 佐 保の 川原の 靑柳は 今は舂 ベ となりに ける かも 

よ 名 張の 猪 養の 山に ふす 鹿の 妻よ ぶこ ゑ を 聞く がと もしも 

かう した 歌な ど を 見る と、 黑人、 赤 人 等の 持って. Q る やうな 自然 を 深く 鑑賞す る 態度 は 見られな 

いが、 乂 拾て 難い 味 を 持って ゐる。 

ともあれ、 以上の 諸 歌に よっても 知られる 如く、 郞女は その 歌の その 內容の 多種多様な こと、 

長歌 を 多く ：5 たこと、 歌數の 多い ことな どに よって、 萬 葉 女流 歌人 中の 頭 梁た るに 恥お ない も 

ので ある。 

づ ぬけた a>- かな 歌才の 持主と は 認められない にしても、 わが 和歌 史上の 才嫒の 一 人と 言 はなけ 
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れ ばなら ぬ。 

大 牟 家-持 も 名に し 負 ふ 名門の 出、 しかも 眉目 美 はしく、 才藻 璺 かな 大伴. 持 は. 多，.、 の 女 

^  f 性に 取り 阖 まれて るた やうで ある。 彼の 從 妹で. 後に 正妻と なった 坂 上 大姥を 

はじめ、 やん ごとな きわたり の 方ら しい 山 口 女王、 紀 女郞、 それからお^ お^、 屮臣 女郎と 多勢 

あるが、 その 中で 最も 熱烈な 情 を披歷 して ゐ るの が、 笠 女郎で ある。 

£  ：  B 女郎の 歌 は 集中 二十 九首殘 されて ゐ るが、 すべてが 家 持に 贈る 戀 歌で • 卷 三、 

ffl  女  長〜 

四、 八に 出て るると ころ を 見る と、 家 持が まだ 地方 長官と なって、 都 を 離れない 

若年の 頃の 戀人 であらう。 しかし 後に は、 家 持と 離別して、 己の 遠い 故鄕 HI 故鄕は 古い 土地の 

意で、 奈 良に 對 して、 飛鳥、 藤 原の 地方 を 指した もの だら うか 1. に歸 つたこと は 確で ある。 その後 

の 作 口 S 力 見えない 故、 家 持との 關係は 多分 復 する ことなく、 その 土地で 世 を^った ので あらう。 

彼女の 歌 は、 全體 として 甚だ 哀愁に 充も滿 ちて ゐ る。 そ-の 戀 愛が 圓滿に ゆかなかった 爲 か- 本 

來の 性格に よる もの か 不明で あるが、 讀む者 をして、 綿々 たる 哀愁の 中に 引き込む 性質の 欹 のみ 

である。  . 

天地の 神 L こと はりな くば こそ 吾が 念 ふ 君に 逢 はや 死にせ め (卷 四) 

八 七 
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八 八 

天地の 神に 感應 がないなら、 私 は あきらめて あなたに 逢 はやに 死にます、 とい ふ 意で、 その 裏に 

は祌に 感應が ある 以上， あなたに 逢 はやに 死ぬ やうな こと は、 決してありません とい ふので ある o 

思 ひ 切った いひ 方で ある。 調の さし 迫った ところに、 熱誠と 眞情 とが 汲み 得られて、 誠に あはれ 

深い。 

わが 宿の 夕 かげ 草の 白露の 消ぬ がに もとな 思 ほ ゆる かも (卷 四) 

わが 家の 庭の、 夕 曰の ほのかな 光 を 受けて ゐる 草の、 槳 末に 宿って るる 白露 —— その 白露の やう 

に、 私 はわけ もな く 消え入って しま ひさう に 思 はれて な 力ません。 とい ふので、 女郎が 家 持を戀 

うて、 庭前の 夕闍の 中に、 草の葉 末の 白露 を 眺めながら 詠んだ もので あらう。 賴. 9 なさ、 心細 さ 

を訴 へて 繊細 巧緻、 前の 歌と 別人の 如き 感が ある。 

君に 戀 ひいた も 術な み奈良 山の 小 松が 下に 立ち 嘆きつ、 (卷 四) 

奈良 山に は 松が 多かった であらう。 その 小 松の 間に 立って、 佐 保の 里 あたりに ゐた家 持の 家 を 見 

下して 詠んだ ものら しく 思 はれる。 胸奥から 湧き出た 哀愁の 嘆聲が 人に 迫る やうで ある。 と 同時 

に、 綠の 丘の 上に 鮮 かな 紅の 裳の 裾 を， 曳 いて、 うち 沈んだ 面 持で、 松に よりか、 つて 立つ、 作者 

の 優雜な 姿が 眼前に 見える やうで ある。 
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八 百日 行く 濱の砂 も わが 戀 にあに まさら じか 沖つ お 守 (卷 四) 

多くの 日數を かけて 行く 程の、 際限 もな く 遠く^い てるる 濱邊 の眞 砂の 數も、 恐らく 自分の 戀の 

集 さに はま さるまい。 さう ではない か、 沖の 島守よ、 とい ふので、 島守に 呼びかけた やうに なつ 

てゐ る。 磯傳ひ 行く 旅の 途上に、 堪へ 難い 戀 しさの 心 を 思 ひよ そへ て 詠んだ もので あらう。 

相思 はぬ 人 を 思 ふは大 寺の 餓鬼の しりへ に額づ くごと し (卷 HI) 

佛を 拜んで こそ 利益 は あるが、 よしなき 餓鬼の 後に 禮拜 したと て 何の 益 もない。 自分 を 思って く 

れぬ 人を戀 ふの は、 丁度 娥 鬼の 後 を^き 拜む やうな もので、 何の 甲斐 もない 事 だ、 と 片戀の 苦し 

さを訴 へた 歌で ある。 餓鬼の 後 は、 勿論 家 持に あてつけ たので あらう が、 锇鬼 などの 語 を 用 ひた 

ところに、 急迫した 感情が 強く 現れて るる。 隨分思 ひきった 歌 ひ 方で ある。 

これらの 歌 を 見る と、 郞女は 家 持に 對 して、 餘 程の 愛 を 注いで ゐ たやう である。 しかし その 戀 

は 不幸に して、 遂に 成功し なかった ものと 見える。  - 

朝 ごとに 吾が 見る 屋戶の なでしこの 花に も 君 はあり こせぬ かも (卷 八) 

とい ふやうな いぢら しい 歌も殘 して ゐ る。 全く 氣の 毒な 片思 ひの 人であった やうに 思 はれる。 

わが 命の 全け む 限り 忘れめ やい や 日に 異に は 思 ひ 益す とも (卷 四〕 

八 九 
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九 〇 

夕され ば 物 思 ひま さる 見し 人の 言 問 ふ 姿 おもかげ にして (卷 四) 

以ト： 數 の 解說を 試みた やうに、 郞 女の 歌 は、 何れも 切なる 戀の 苦しみ を 歌った もので、 切 f 

憐の愦 は • 誠に 同情に 堪 へない ものが ある。 

殘 されて tQ る 歌 は、 抒情 歌ば かりで あるが、 歌人と しての 天分 技倆に 於て は、 右の 數首 によつ 

て も 知られる 通り、 女流 歌人 中 屈指の 人で あると いへ ょソ。 

さ. ち！ & みのを ど b 

天平 時代の 女流 歌人と して、 世に 高く 評價 せられる ものに i 野 茅 上 娘 子が ある。 

狭 野 茅 上嫫子 

その 馏は 全く 明かで ない。 卷 十五の 後半に は、 この 人と 中臣 朝臣 宅 守との 間に 

財 答せられ た 一 圑の 歌が 集 錄 せられて るるが、 その 內娘 子の 作 は 二十 三 首で ある。 卷 十五の 目 

錄に、 

9 シ トキ  fK シチジ -1 セ ラル  -I  キ 

中臣 朝臣 宅 守娶， 1 藏部女 嫂 狹野茅 上 娘 子 - 勅斷， | 流罪 - 配， | 越前國 1 也。 於レ是 夫婦 相 IT 嘆 易， 別雞 U 會 

各陳 n§ 情- 龄答歌 六十 三 首 

と 記されて ある。 右の 文中 「嫂」 の 一 宇に は、 頗る 問題が あるので あって. これ を 「娉」 の 誤と 

する か、 「u」 の 誤と する かによ つて、 全文の 解釋の 上に 大いに 差異 を 生じて 來 るので ある。 今假 

ち  よば 

に 「娉」 說 によって 讚んで みると、 「中臣 朝臣 宅 守 蔵 部 女に 娶 ひて 狹野茅 上 娘 子を娉 へる 時 云々」 
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となる のであって、 宅 守 は藏部 女と いふ 妻が あるのに も拘ら や、 更に 茅 上， § 子と 戀に陷 つたた め、 

重婚の 罪に 問 はれた ことになる。 しかし 今日の 學者 問で は、 「新 考」 を 初め 「孀」 說 による 人が 多 

い。 それに よれば、 茅 上 娘 子が 藏 部の 女孀 であって、 それに 通じ たがために、 宅 守が 罪に 問 はれ 

たこと になる。 藏部 は齋寮 十二 司の 一 で、 女孀は その 下较 女官、 中 臣氏は 神事 を牮 つてる たから、 

自然 齋 宮司に も 出入し， この 娘 子と 親しくな り、 その 戀 愛が 神事 を. 冒 瀆 するとい ふ 罪に 問 はれた 

もので あらう。 この 二人が 何時頃の 人であった か、 勿論 詳しく は 分らない けれども、 「繽 記」 によ 

ると * 聖武 天皇の 天 平 十二 年の 夏と、 淳仁 H< 皇の 天平 寶字七 年の 處 とに、 宅 守に 關 する 記事が 見 

えて 居り， 殊に 前者 は、 茅上郞 子との 戀愛 事件の ために、 流罪に なって 越 前にる た 宅 守が、 その 

年の 大赦に もれた 旨 を 記して あるから、 天平 十二 年 を 遡る 幾何 もない 頃に、 處 罪せられ たので あ 

らラ a 

さて 宅 守 はいよ く 配流と 定 つて、 雪 深い 越 前へ 赴かねば ならぬ ことにな つた。 奈 良の 都に 住 

む 者に とって は、 越 前 は 雪山 萬 里 を 隔てた 遠い 異國 である。 娘 子 は 悲痛な 心 その 儘 を 歌に して 宅 

守に 贈った。 

足 引の 山路 起え むと する 君 を 心に 持ちて 安け くもなし 

九 1 


性 女の 代 時^ 奈 る た 晃て し 通 を 集 葉 萬 


九 二 

君が 行く 道の 長手ケ おりた、 ね燒き 亡ぼさむ 天の 火 もが も 

郞 子の 心の 叫び はかう であった。 あはれ 天變 地異あって、 越 前の 國も、 そこへ 行く 萬 里の 道 も 滅 

び 架て よと 祈った ので ある。 熱烈 火の 如き 作で ある。 娘 子 は 天に 訴へ、 地に 叫んでも、 わが 思 ふ 

K を 都から 離したくなかった ので ある。 

吾 背 子し けだし 罷 らば 白妙の 袖 を 振ら さね 見つ、 しぬ ばむ 

奈 良の 都 を 離れて 行く 時 は、 白い 袖 を 振って 下さい。 それ を 見ながら 名殘を 惜しまう とい ふので 

ある o 

た ♦<  くしげ  を * 

この頃 は戀ひ つ 、 あらむ 玉 匝 あけ て 後より すべ なかるべし 

今 はかう して 戀 ひながら 過して 居られる でせ うが、 明けて 明日に なったら、 私 はどうす るで せう 

か、 と 嘆いて るる。 

かう した 悲しい 刖れの 中に、 宅 守が 旅立って から 幾日. 近、 江の 高 島から 娘 子の 許に 贈られた 欹 

は 悲しかった。 

塵 ひ ぢの數 にも あらぬ 吾 ゆ ゑに 思 ひわ ぶら む 妹が 悲し さ 

靑 によし 奈 良の 大路 は 行きよ けど この 山路 は 行き あしかり けり 
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うる はしと 吾が 思 ふ 妹 I ひつ， 行けば かもと な 行 I しかる 

f たる 都 大路に 比べて、 旅の 山路 は どん. fs,  o て 

二，，  ,  -ノこ 斤.，  」/,  {^ し 力ったら う o しかも 後に 娘 子を殘 して 1 

一歩 1^ に斷 腸の 思 ひがした であらう。，  ^れ ー 

畏 みと 吿ら す あ. CO をみ I の^に 立ちて 妹が 名ず つ 

勅斷 流人の 身 故 • 愼んで I しと もい はでる たが、 越路の 山上 峠で、 つ、 妹： き>  きし _ 

た。 t は 視界の 變る 所、 f して 卯れ るな，。 奪 d つ あ 力 名 を 呼ん てし まつ 

, . ^  て S れる おた 宅 守 もこ、 で 故鄕の {41- の 見納め かと © ふ 寺 • 赏 し 

み も 憚り も、 遠^も  一^. :、：、：  ；  、  -  お し 

I 一  ザ^れ て ^力 名 を 呼んで しまったで あらう。 .sys: り , 、 

ID^ii  <  .  \ ナ てあらう ^斷 の畏さ を 思 ひつ、 も、 

IV 守の 、も" 尙妹を 呼ぶ 心に 負けた ので ある.。 

配所で t 越 前の 味 I に 着いて から も、 宅 守の 心 は 5 娘 子の 上に のみ 飛んで るた。 

^妹 子 力 形見の 衣な かりせば 何物 もて か 命つ がまし 

わが 愛人の 形見の I、 唯一 つ 命の 精と して 生きて f とい ふの， ：。 

遠く あれば 一 H 1 夜 も 思 は？ あるら む ものと 思 ほし 召すな 

天地の 神な きものに あら ば こそ 吾が 思 ふ 妹に f す 死にせ め 
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性 女の 代 時^ 奈る た 見て し 通 を m あ 萬 


九 四 

逢 はむ 日 を その 日と 知ら や 常闇に 何れの 日 迄 吾れ 戀ひ 居らむ 

かう した 烈々 たる 思慕の 歌に 答へ る 娘 子の 歌 も、 亦 見る 人の 心 をも燒 きつく す ほどの 情炎に 燃え 

てるた 0 

わが 宿の 松の 葉 見つ 、 吾れ 待た む 早歸. 9 ませ 戀ひ 死なぬ 內に 

ひと  すむ 

他國は 住み 惡 しと ぞい ふ || やけく 早歸り ませ 戀ひ 死なぬ 內に 

天地の そこ ひの うらに 吾が 如く 君に 戀らむ 人 はさね あら じ 

逢 はむ 日の 形見に せよ と 手 弱 女の 思ひ亂 れて鏠 へ る衣ぞ 

それに 答へ る 宅 守の 思^の 思 ひも、 亦 情熱 をつ くして ゐる。 

愛しと 吾が 思 ふ 妹 は 山川 を 中に へ な. O て 安け くもなし 

吾が 身 こそ 關 山越えて 玆 にあれ ど 心 は 妹に 依りに しもの を 

立ち返り 哭け ども 吾れ は 効な み 思 ひ 佗 ぶれ f 寢る 夜し ぞ 多き 

さ寢る 夜 は 多く あれ ども 物 恩 はす 安く 寢る 夜は實 無き もの を 

山川 を 中に へ な. o て 遠くと も、. ：" を 近く 慰 ほせ-五 "妹 

これらの 悲歌に 對 して、 郞子も 矢 攛ぎ早 やに 次の 歌 を 送った。 
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魂 は 朝夕に 鎖 魂れ ど 吾が 胸いた I. 戀の繁 きに 

この頃 は 君 を 思 ふとす ベ もな き戀 のみし つ 、昔の みし ぞなく 

ぬば 玉の 夜 見し 君 を あくる 朝 逢 はやまに して 今 ぞく やしき 

ぁぢ， . ぬ 

味庹 野に 宿れる 君が 歸り來 む 時の むか へ をい つと か 待た む 

力う I て 愛 ノ^ 志 は、 都と 越 前と にあって 懸 ひつ^け てるた。 かくて 天平 十二 年 六月の 赛 であ 

る。 阈運 長久 を 祈られる 帝の 思 召に よって 大赦が 行 はれ、 近く 諸國の 流人 達が， 赦 されて 歸 ると 

いふ 嗥が 都の 町々 に傳 つた。 娘 子 は それ を 聞いて、 夢 かとば かり 狂喜した。 待ちに 待った その 日 

が來 た。 しかし 赦 されて 都に 歸 つた 人達 は、 下 總の國 に 流されて るた 人が 二人と、 仍 馬の 國 から 

歸 つた 男が 一 人と であった。 娘 子 は 悲し さの 餘. 9、 殆んど 死なん とした。 

歸り ける 人來れ りと いひし かば ほと ほと 死にき 君 かと 思 ひて 

が、 しかし 娘 子 は その 悲しみの 底から 起き 上った。 元来が 激しい 毅ぃ氣 性 を 持つ 彼女で ある。 自 

らは慘 めに うち ひし がれて- 細々 と 生きる 身で ありながら も、 やはり 自分 以上に 絶望的な 音、 思. 

ひに 陷 つて. Q るで あらう ところの、 愛する 人への 心づ かひ をす る だけの、 毅 さと 餘裕 とが まだ 殘 

つてる たので ある。 そこで 彼女 は、 相手 3 氣持を 引き立て ると 同時に、 自らの 悲壯な 決心 を 次の 

九 五 


性 女の 代^ 炎奈る た i て し 通 を お 


九 六 

歌に 表して ゐ る。 

わが 背 子が 歸. o 來 まさむ 時の ため 命殘 さむ 忘れ 給 ふな 

いかにもして 命 永ら へ、 今生に 於て たゾ 一 眼な- 9 とも 相 見む とい ふ 悲壯な 決心で ある。 しかし 二 

人 は その後^ ふこと が出來 たで あらう か。 文 獻に徵 すべき 何物 もない。 唯中臣 朝臣 宅 守 は、 淳仁 

天皇の 天平 S 字 七 年、 再び 朝廷に 仕へ て、 從五 位下 を 賜って ゐる。 それ 故、 赦 されて 奈 良の 都へ 

_ 織って 來 たこと は 確で ある。 しかし 天平 S 字 七 年と いへば、 娘 子が 流人 歸 るの 嗥に 狂喜した 天平 

十一 一年から 一 一十三 年の 後で ある。 それまで 娘 子 は 健在で あ- 9 得た であらう か .！ 。 

「萬 葉 集」 中 悲歌 多し といへ ども、 凡そ この 贈答の 歌 ほど 悲しき はない。 これらの 歌 を 通して 考 

へられる 娘 子 は. 決して 品格の 高い 淑女で もな く、 學問 修養 を つんだ 才嫒 でもなかった やうで あ 

る。 唯 火の 如き 情熱の 持主であった。 從 つて その 歌風 は， 悠揚 迫らない 調べの 中に、 一種の 風格 

と 情味と を 裳ね 備 へて るた 額 田 王の 歌風， 或は、 才氣縱 横 その 技巧 手腕に 於て • 題材の 廣 範な點 

に 於て、 女流 歌人 中斷然 ぬ-さんで /- ゐる大 伴 坂上郞 女い 歌と も 趣 を 異にする ものである C 大體、 

內容 形式 共に、 前 二者の 作品に 比して、 廣 さと豐 かさの 點に 於て 見劣りがする やうで ある けれど 

も、 彼女 は それに 代る に 類 稀な 情熱と 純眞 さと を 持って ゐた。 
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そこに 彼女の 歌が、 千古に 輝く 力 を 持って ゐる 所以が あるので ある。 

女郎の 傳は 明かで ない が、 僅に 殘 された 數 首の 作に よって 見ても、 萬槧女 歌人 

{ 女 都 女 P 

中の 白眉と すべき ものである。 

わが 背 子 は 物な 思 ほし 事し あらば 火に も 水に も われな けなく に (卷 S) 

萬 葉 時代に 於け る、 女性の 一 氣な 純情 を逭 接に 表現した 代表的な 歌で ある。 愛し 敬 ふ 夫の ために 

，は、 火に も 水に も 身 を 以て if やる 心 は、 やがて 日本 女性の 自らなる 眞實 心で あらう。 恰も 武人の 

君命に 對 する 覺 悟の やうな 力強 さが ある。 女性の 表現と も 思へ ぬ 程の 思 ひ 切った 叫びで ある。 

今 さらに 何 か 思 はむ う も 離き 心 は 君に よりにし もの を (卷 3) 

平明な、 而も 力の こもった 眞 情の 歌で ある。 女性の 貴い 純一 性が 直線 的に あら はされ てゐ る。 

. 吾が 背 子が 著せる 衣の 針目お ちす 入りに けらし な 吾が 心さへ (卷 四) 

あなたの 着て いらっしゃる 着物の 一針 目 毎に、 私の 熱い 情が は 入って 居ります。 とい ふので、 女 

郞が 自ら 仕立てた 着物 を、 男に 贈る 時の 歌で あらう 。「針目お ちす」 は 女性で なければ 詠み 得ない 

境地で ある。 一針 毎に 自分の 魂を鏠 ひこんだ、 全身 的な 熱烈な 戀が 痛ましい。 

S 人知らず の 歌 

九 七 


性-おの 代^ 良奈 る た II ズ じ 通 を锒^ 芘 


敷ね の n 本 に 人 一 一人 ありと し 念 は ヾ何か 嘆かむ (卷十 一 ラ 

fK にも 地に も、 唯一 人 あるの みとい ふ 女性の 嘆きで あらう。 太々 しい 歌 柄の 中に * 古人の 熱情が 

感^され る。 

剁太刀 もろ 匁の 利きに 足踏みて 死に も 死にな む 君に よりてば (卷十 一 ) 

何とい ふ 強烈な 表現で あらう。 一 ^として 緊張して ゐ ない 所 はない。 平安朝の 歌に は 到底 見られ 

ない 風格 を備へ てるる。 

事し あら は 小泊淑 山の 石 城に もこ もらば 共に な 思 ひ 吾 背 (卷 十六) 

密かに 逢って ゐた 男が、 親の 怒に ふれて 躊躇す る 心が あった 時、 女の 詠んだ ものである。 思 ひつ 

めた 男の ため， 戀 のために 殉 じた 女の 心 懐で ある。 

吾 命 は 惜しく あらす さ にづ らふ 君に よ hN てぞ長 く ほりせ し (卷 十六) 

年 永く 己を棄 てた 5R に， 今 はの 際の 息の下に 詠み かけ. て、 筢 命した と傳 へられる 草 持 氏の 女の 歌 

である。 戀に 女の 強くなる は、 萬 葉の 世 も、 淸姬の 時代 も變 りない ものである。 

馬の 昔のと V- とも すれば 松 かげに 出で 、、 ぞ見 つるけ だし 君 かと (卷十 一 ) 

戀人を 待ち かねての 女性の 作で あるが、 躍ろ 胸のと きめき さへ 聞え る やうな 歌で ある。 敦 P 純爲 
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さわやかな 歌 調で ある。 

馬 柵 越しに 麥 はむ 駒の 駡ら ゆれ.： t 猶し戀 しく 忍び 縱 なく  (卷 十二) 

^に 叱られる 己が 身 を 馬に たと へて、 それでも^ 且戀 しさが 已ま ぬと 絡 叫す る 村 乙女の 聲 である。 

東^の 女 iH 東歌 は 「萬 葉 集」 卷 十四に 集められて あるが、 歌數は 全部で 二百 三十 餘^ であ 

る。 柬阈 人の 素朴な 心情 を欹 つた^ 衆の 歌で、 作者 は 全然 未詳で あり * 民^的 

^氣の 頗る 髙 いもので ある。 

1 口に^ 歌と 稱 へて ゐ るが、 仔細に 見る と、 純粹 に朿國 人の 口から 出た ものと、 それが 幾分 京 

の 人の 口ぶ. O に 化せられて 傳 はった ものと、 更に 又 京から 赴 住した 官人 などが、 朿國 人の 口ぶ. 9 

life 或は^に 柬國の 地名 風物 を 探り 入れて 詠んだ ものと が ある。 しかし 全體を 通じて 一種の 

野趣 力 横溢し、 殊に 單純 素朴、 粗野 強直な 東阈 人の 氣分 感情の 窺 はれる ところに、 言 ひ 知れな、 

面.：： 味が， る。 . 

ま 歌 二百 三十 餘首 中、 女性の 作と 思 はれる もの は 約 七十 六 首で ある。 勿論 これ は 歌の 内 ぎ いら 

推定して 數へ擧 げた 結莱 であるが、 見方によっては、 そこに 多少の 異動 を 免れないで あらう。 そ 

して これらの 歌 は、 民 讅 に 特有な 愛 を 中心とした もので、 單 純な 野人 達の 僞 りなき^ 情の 高らか 

九九 


性々 の 代^^ 奈る た fl て し 通 を 集^^ 


1 〇〇 

な 叫び を 聞く ことが 出来る。 その 中に あっても、 無名の 田舍 女が、 純粹な 感情 を 以て ひたむきに 

詠み 出して ゐ る 歌に は、 特に 深い 味 ひ を 見出す ことが 出來 るので ある。 

^^けば 皸る 我が 手 を 今宵 も か 殿の 稚 子が とりて 嘆かむ 

終日^ #き暮 して、 そのために 皲だら けにな つた 我が 手 を 眺めて、 餘りの 見苦し さに 驚き 且 恥ら 

ひつ ゝも、 宵の 迮瀨を 面影に しての 少女の 詠歎で あらう。 つ、 まし やかな 可憐な 乙女の 感情が 生 

々と 流動し、 乙女の 脈搏 吐 息をさな がらに 聞きと り 得られる やうな 心地が する。 しかも その 牧歌 

的 生活の 片影まで がま ざぐ と 看， 取し 得られる 處に、 いひ しれぬ 面白味が ある。 

，ぎ  せ »£  たち ど なら 

^ 楊の はらろ 川 門に 汝を 待つ と 淸水は 汲ま や 立 所 平す も 

靑拗の 芽ぐんだ 川 邊に來 て、 貴方 を 待って るて、 淸水も 汲ます、 待ちくたびれて、 足で 踏んで ゐ 

る 地面の 土を搔 きなら しました。 とい ふので、 作者 は 勿論 可憐 純情の 乙女で、 水 汲に かこつけて 

河迻に 出かけて、 男の 來 るの を 待ちくたびれての 歌で あらう。 來 べき 人 は 待て ども 來 ない。 いら 

/^する やうな 退屈な やうな 所在な さ だ 0 そこの 柳に 背 を もたせて るると、 いつしか 足 は そこの 

地面の 土を搔 きなら し搔 きなら しして るる or 立ち 所 平らす も」 の 結句、 實 によく 作者の 待ち あぐ 

んでゐ る 心と 光景と を 現して ゐ る。 


究 研の 人 歌 流'、 - 


信 濃 路は+ の！！ 道 刈 株に 足 ふまし むな I 著け 我が 夫 

信 濃の 道 はま だ 新開 道 故、 木の 根が 出て るる。 それで 踏 貫なさい ますな よ、 船 を はいていら つし 

やい、 我が 夫よ、 とい ふので ある。 朴訥 粗野な リズムで は あるが、 そこに H; 情が 流露 もてる る。 

濃 やかな 愛情に 根ざした 深い 思 ひやり の 心が、 色 濃く 現されて るる。 . 恰も その 夫に 物 苜 ふ 妻の霄 

葉 を 聞き、 姿 を 見る やうな 氣 がする。 

都武 ！3; 野に 鈴が 音き こ ゆ 上 志 太の 殿の 仲 子し cL? 狩す らし も 

都 武^ 野から^ の：^ 鈴の を 聞え て來 る。 あれ は 上 志 太の 御屋敷の 若さん が、 縻狩を やって いら 

つし やる ので あらう、 とい ふので あって、 作者 は 恐らく うら 若い 志 太の 少女で あらう。 年齢 もま 

だ 若く、 初心な やさしい 乙女で はなから うか。 さりげなく 歌って ある けれども、 一 讀 して 鈴の 音 

に 聞 耳 を 立て、 ゐる 少女の 姿が 眼に ちらついて 來て なつかしい 作 だ。 

筑波嶺 の 新 桑 蠶の絹 は あれ ど 君が み 衣し あやに 著 欲し も 

筑波 山で とれる 新しい 山 繭の 絲で 織った 着物 は 持って るる けれど、 いとしい あの方の 着て いらつ 

しゃる 着物 を ほんと に 着て みたう ございまます、 とい ふので、 恐らく 東 乙女の 詠で あらう。 醇朴 

な氣 持で、 對者に ひたすら 思慕の 情 を 寄せて ゐる 可憐な 歌で ある。 

1 〇一 


性 女の 代 ti き ^ お.::. た n て し 通 を ％ir ぬ 


1〇 二 

娘と いふ 大をそ rtll の ^實 にも 來 まさぬ 君 を 子ろ 來とぞ 鳴く 

鶊と いふ 大 うそつき^ が、 本 當に來 もせぬ 君の こと を、 如何にも 本 當に來 るら しく、！ ，子ろ く/.^」 

と 鳴く * 愀 らしい rtlr たといって、 鴉に 事よ せて 、「來 3i うな もの だ」 とい ふ 催促 を 男に 訴 へて 言つ 

てゐ るので ある。 一面から 見れば 戯れに 似て、 その 戯れの 中に 親しみと 實 とが ある。 待ち きれ 

ないで 男に 送った 歌で あらう。 

^.ぉ の^ 飾 早^ を 饗すと も その 愛しき を 外に 立てめ や も 

今日は^ 飾で 採れた 早稻を 神様に 供へ る 大切な 日で- 忌み 愼 しんで 居るべき だが、 あのい としい 

人が 訪ねて 來 たのに、 どうして 外に 立た して 置け ようとい ふので、 まことに 東歌ら しい：^ 謠 風な 

感じの する 作で ある。 熱情 は 作者 を驅 つて、 神事の 日 を も 顧みる 餘裕 なから しめたの である。 

防人 は. 天智 天皇の 頃から 始り、 筑紫、 壹岐、 對馬 等に 置かれた 邊土 防衛の 兵 

士 である。 大資年 問に 至って、 諸 國の兵 士を 分遣 交番せられ たが、 奈良朝 時代 

に 至って は * 專ら 柬國の 兵士 を 遣され てるた。 卽ち遠 江 以東、 常 陸 以西の 國々 から 徵發 せられた 

兵士 達 は、 難 波から 乘 船して 九州へ 送られた ので ある。 

八十 困 は 難 波に つど ひ 船 かざり 吾が せむ 日ろ を も 人 もが も 


S 會も 

防人の 妻の 歌 


究硏の 人敢流 女 


交通の 不便な のこと、 て、 i$ 舍の 設備 もな く、 草 を 枕と し、 野に 臥し 山に 臥す こと も 多かった 

1 行の 途中の 辛苦 は、 今日の 人の 想像 も 及ばぬ ものが あつたで あらう。 上野の 防人の 一 人 は， 

我が家ろ に 行か も 人 もが 草枕 旅 は 苦しと 吿 げやら まく も (卷 二十) 

と 旅の 苦し さ を訴へ て ゐる。 

壞巾の 歌 は、 出發 前の 作と * 旅行 中の 作と、 筑 紫での 作と に 大別す る ことが 出來 るが、 いづれ 

もお 朴な おい 男子 や、 その 妻の 心 持が、 あ. 9 のま、 に 歌 はれて るる。 

今日より は 顧みなくて 大君の 醜の 御榍と 出で立つ 我 は 

一身 を 犠牲に して、 大君の 御 爲に微 々たるながら も御榍 とならう とい ふ 忠^の 情 は、 防人の 總て 

が 持って ゐた 偽らざる 心情であった であらう。 しかし 乍ら、 住み なれた 家鄕を 出て、 最愛の 妻子 

を殘 し、 懐し き 父母に 別れて、 雲 烟萬里 異鄕の 地に はるぐ 旅立た うとす るに 際して は、 丈夫と 

いへ、 ^離の 情の 誠に^へ 雞 いものが あつたで あらう。 

大君の みこと かしこみ 磯に 觸. ^仏 原 わたる 父母 をお き 

畏きゃ 命 被り 明日 ゆ. 9 や 草 か 共寢む 妹な しにして 

今日 迄 は、 父母 妻子と 共に 樂 しく 日 を 送って 來 たが、 いよく 明日から は^を 離れ、 や を 枕と し 

10 三 


ft 女の 代 時 U なる た 見 し 通 を 集^ 萬 


1〇 四 

て寢る ことで ある。 されば こそ、 

いつ 4K  あれ 

わが 妻 も擀に 書き とらむ 暇 もが 旅行く 吾 は 見つ、 しぬ ばむ 

吾が 身と 共に 妻の 繪姿を 持って行って、 常に 見る よし もがな と 願 ふに 至る ので ある。 殘 された 妻 

は 妻と して、 

おく れゐて 戀 ひば 苦し も 朝 狩の 君が lit- にもなら まし もの を 

出來る ことなら 御 弓と なって、 明暮 にお 傍 を 離れた くないと 願って るる。 又、 

草枕 旅行く 夫が 丸寢 せば 家なる 我は鈕 解か ゃ寢む  - 

と、 純情 を 傾けて ゐる。 更に 又、 

草枕 旅の 丸 寢の紐 絶えば 吾が 手と 附 けろ これの!； 持し 

と * 素朴ない ひざ まの 中に も、 やさしい 女心の 細 さ を 現して ゐ る もの も ある。 

今年 行く 新 防人の 麻 ごろ も 肩の 紕は 誰かと りみ む (卷 七) 

これ は 又 新 防人の 妻の 心づ かひで ある。 着物の 肩の よれく になった 時 は 誰が これ を 繕うて やる 

ことで あらう、 とその 身の ま は. 5 を 心細く 世話して やる 妻の 心の 微に 入った 表現で、 眞 情の 一徹 

萬 世の 後 迄 も 人の 心 を 動かす ものが ある。 


究硏の 人 歌 流 女 


赤 駒 を 山野に 放し 捕り かにて 多 摩の 横 山 歩 ゆか 遺ら む (卷 二十) 

出立の 際、 せめて 馬で と 願った もの、、 山野に 於し 飼 ひに して あるので、 捕へ かねて * 多 摩の 横 

山 を 徒歩で 越えさせ たことの 口惜し さよ、 とい ふので、 馬が 旅行の 唯一 の 便宜であった 時代に、 こ 

れを 利^す る こと も 出來 や、 せめても の 別の 心を滿 足させ 得なかった 妻の 物 足らな さで ある。 徒 

步 であの 山道 を 歩かせる ことか、 何と 情なく 申譯 ない ことかと、 詠歎 はやが て淚 となって 行く C 

*  とも 

防人に 行く は 誰が 夫と 問 ふ 人 を 見る が羡 しさ 物 思 ひもせ す 

自分の 夫が 防人と なって 出て 行く の を 見て、 路 行く 人が 何の. 4、 はりない 人事と て、 あれ は何處 

の 誰の 夫で せうな どと、 思 ひなげ に 問 ふの を 見聞きした 時の、 羡し くも 悲しい 妻の 心 持 を 歌った 

ものである。 防人に 召されて 行く 人 を 見送る とて、 人々 がう ち 群れて 行く 街路に、 その 中に 交る 

可憐な 妻の 姿が^ 髭と して 眼前に 浮ぶ やうな 氣 がする。 

中には 夫の 袖に 取り 鎚 つて、 別れ を惜ん だもの もあった であらう。 防人の 一人 はかう 歌って ゐ 

る 0 

ゥ£ら ゥれ 

道の 邊の 荊の 末に は ほ 豆のから まる 君 を 離れ か 行かむ 

如何に 別れ を 惜しんだ とて * 遂に は 別れねば ならぬ 身で ある。 せめて 姿の 見えなくなる まで 見玆 

1〇 五 


性 女の 代 時良奈 るた', i て し 通 を trt 成 


一 〇 六 

りたい。 かう した 心 持 は 次の 歌と なって 現れて ゐる。 

** な  さや 

色 ふかく 夫が 衣 は 染め まし を 御坂 廻らば ま淸 かに 見む 

足抦 のみ 坂の あの 曲 角の 處へ 行って、 袖 を 振って 下さる 時 はっきり 見える やうに、 夫の 着る^ 物 

は 色 濃く 染めて 遛か うとい ふので ある。 夫 は 夫と して、 

くまど  わ Y もこ 

^^の 隈 所に 立ちて 吾妹 子が 袖 もし ほ、 に 泣きし 思 ほ ゆ 

と 歌って ゐる。 去. 5 行く 夫に は、 袖 振る 妻の 可憐な 姿が • 眼底に 强く燒 きつけられて、 忘れる 事 

が出來 なかった であらう。 

みこと 

かう した 親しい 人々 との 惜^の 淚を はらって、 防人の 一行 は、 大君の 命 かしこみ、 邊 要の 守に 

と 出帆す るので ある。 

行 こ 先に 波な 昔 搖らひ 後方 には子 をら 妻 をら 置きて らも 來ぬ 

まなか ひ 

行 手に は 波の音 1 き 海が 待って るた。 後に は 引き留める 妻子の 面影が ちらち く。 眼 交に もとな か 

、りて 忘れ 得られぬ は、 父母の こと、 妻子の 上であった。 

防人 には子 供の あった 者 も ある。 

や^ 旅 は 旅と 思 ほど 家に して 子持ち 瘦す 我が 妻 かなし も 


究 研の 人趺^ 女 


. 母な き 子を殘 して 來た者 も ある。 

^衣 裾に とりつき 泣く 子ら を遛 きて ぞ來ぬ や 母な しにして 

男手で 育てた 子の、 衣の 裾に 取りつ いて 泣く の を ふり 切って 出て 来たので ある。 

防人の 住 期 は 三年で あつたが、 彼等 は 任地に あって、 繁劇な 軍務に 心を碎 きながら も、 絶えす 

故鄉 のこと を 思 ひ 出して ゐる。 

わが 妻 はいたく 戀 ひらし 飮む 水に 影 さ へ 見えて よに 忘られす 

常 陸 さし 行かむ 雁 もが 我が 戀を 記して 附 けて 妹に 知らせむ 

父母が 頭 かき 撫で 幸く あれと いひし 首葉ぞ 忘れ かねつる 

時々 の 花は哚 けど も 何す れぞ 母と ふ 花の 哚き 出來 すけむ 

以上で 防人の 作 を 終へ る。 こ、 に 紹介した の は、 全體の 十分の 一 にも 足らぬ 數 では あるが、 防 

人の 作が 一 團 おなして、 如何に 集中の 一 異彩 をな してる るか は、 これ だけで も 窺 ひ 知る ことが 出 

來る であらう。 上代の 我等 祖先が、 これらの 歌に 現れて るる やうな * 濃 やかな 情 性と、 忠勇な f 

念と を 持つ てるた こと を， 心から 喜ばす に まるら^ な 、 o 

一 〇 七 


性 女の 代 時 A 奈る た K し 通 を 集 葉 « 


1 〇 八 

遣 新 B 使に 關 「萬 葉 集」 卷十. E に は、 新羅への 使節が 時に つけ、 所に 從 つて 歌った 歌 百 四十 五 

する 女性 首が 殘 されて， Q る。 新羅への 使節 は、 天平 八 年 四月 任命が あつたので、 大使に 

は 阿倍 朝臣 糰麻呂 * 副使に は大伴 宿彌三 中等が 任命され て、 同年の 六月、.. 一行 は 名譽の 選任 を 光 

榮と 感激し つ、、 一葉の 片 舟に 乘 つて、 波濤 萬 里の 旅に 赴いた ので ある。 出帆 は 難 波の 御津から 

であった。 

大 伴の 御津に 船乘 りこぎ でて は いづれ の 島に いほ. 5 せむ 吾 

その 船出の 時、 親子 夫婦の 別れの 苦し さ 悲し さは、 それ こそ 聲を あげて 泣く 饗， 胸 をお さへ て 慰 

め 合 ふ 息づ かひ さ へ 聞え る やうに 思 はれる。 

君が ゆく 海邊の 宿に 霧 立た ば あが 立ち 嘆く 息と 知り ませ 

わが 夫の君よ、 君が 行き 給 ふ 海邊の 宿に 霧が 立ち こめたなら、 それ は殘 された 私が、 あなた を 思 

うて 嘆く 溜息で あると ぉ考へ 下さい まし、 とい ふので あって、 純眞 玉の 如く あはれ 深い 一首で あ 

る。 か弱い 女の 胸から 吐き出す 熱い 吐息 を、 朝の 湊に漂 ふ 霧に なぞらへ たの も、 さすがに 上代 人 

らしい 素朴で しかも 雄大な 着想で ある。 

^ 庵の 浦の 入江の 洲 為 羽ぐ くもる 君 を 離れて 戀に 死ぬべし 


究研の 人^: 流 女 


武 庵の 浦の 入江の 洲にゐ る 烏が、 親^の 羽に つ、 まれて 大事に されて るる やうに * 慈 まれて るた 

わが 夫の君に 別れて、 これから 私 は夫戀 しさの 爲に 死に さう に 思 はれます、 とい ふので あって、 

夫が 武庫の 浦 を 船出す る 際に、 妻が 夫の 胸に とりすがって、 名殘を 惜しんだ 歌で あらう。 眼前に 

睦 じく 遊んで ある 洲の烏 を 見る につけても、 あの 親鳥の やうに 自分 を 愛護して くれた 夫が、 旅立 

つた 後の 佗びし さ を 想像す ると、 立っても 居ても るら れ ない 氣 持が したので ある。 殊に 今度の 夫 

の 旅 は、 蒼海 萬 里の 波濤 を 凌いで 異國に 渡る ので あるから、 生別 やがて 死刖 とならぬ とも 限らな 

い。 さう した 場合の 妻の 心情が 切 資に歌 はれて るて 哀れで ある。 

妻 はかう いって 夫の 手 を 執った。 夫は强 ひて さりげない 顔 をしながら、 

秋 さらば 逢 ひみむ もの を 何し かも 霧に 立つ ベ く 歎きし まさむ 

わが 故に 思 ひな 瘦せそ 秋風の 吹かむ その 日 あはむ もの ゆ ゑ 

かう 慰めて、 なほ 胸の 底」 流れる 淚を とめ かねた ことで あらう。 

別れな ば うら 悲しけ む あが 衣 下に を 着 ませた ゾ に^ ふまで 

蕃 はかう して その 肌の 移り香に 夫 を 包んで、 離れ 難い 心 を こめた ので ある。 

吾妹 子が 下に も 着よ と 贈 b たる 衣の 紐 を あはれ 解かめ や も 

一 〇 九 


1 1〇 

萬 お まへ 一人 を 心に 守って 行く —— この 誓言 を 頼みに、 妻 は獨り 淋しい 留守居に ついた ので ある。 

葉 

^ かう した 悲し い^れ をして、 一行 は 旅立った ので あるが、 この 船旅 は 「秋 さらば」 再び 都へ 歸 

を  ノ 

^ つて 來る 答のと ころ、 途中 意外な 疫病が 乘 組の 人々 を 襲ったり、 海上で 烈しい 暴風に 逢ったり し 

^ たため、 辛くも 使命 を 栗して 都に 歸 つたの は 翌年 正月で、 しかも 大使の 繼麻呂 は 途中で 死に、 副 

^ 使の 三 中 も 病氣で 都に 入れす、 散々 な ことであった。 

^ なほ 以上の 外に、 天平 五 年 癸 酉、 遣唐使の 船が 難 波 を 出帆 せんとす る 時、 その 一 行に 加った 或 

代 る 少年の 母が、 その子に 贈った 長歌が ある。 

の 

L  秋 萩 を 妻 ど ふ 鹿 こそ 一子 を 持た. 5 といへ 鹿兒じ もの 吾が 一人子の 草枕 旅に し 行けば 竹 

I  1>1  し？"  いは ひべ  ゆ ふ  £ 

珠を * に 莨き 垂れ 齊瓮に 木綿 取りし でて 齋 ひつ /- 吾が 思 ふ 吾子 3* 幸く あ. o こそ 

反 砍 

たづむ も 

旅人の 宿. 9 せむ 野に お ふらば 吾が 子 はぐくめ 天の 鶴 群 

當時 幼稚な 航海の 時代に 於て、 遣旃 使に 行く^れ といへば、 殆んど 生別 卽ち 死刖 である。 この 危 

&な 

險な 旅に 一人子 を やる 母の 心中 は 如何で あったらう。 この 歌 は、 旅行く 愛子の 身の上 を 案じ 烦ふ 

女^..; 切なる 愛が、 その 荬 しい 表現と 相俟って、 汲む に盡 きせぬ 味 ひ を 見せて るる。 庹情 切々 子 
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を 思 ふ 親心の、 そ マろ に讀 者の 心に 迫って 來 るの を 覺 える。 

「萬 葉桀」 に は 遊女の 歌が かなり 多い。 遊女 は卽ち 遊行 女婦 で、 ^は國 々に 多 か 

遊女のお 

つたが、 次第に 京に 上って 來 たもの、 如くで ある。 國々 にあ 4 もの は、 國司、 

郡 司 等の 交替 •  乂は 往來の 時、 实 席に 侍って 興 を 添へ たもので ある。 

• 庭に 立ち 麻 を 刈り干しし き^ぶ 東 女 を 忘れ 給 ふな (卷 四) 

藤^，： 于 合が、 住 地 常 陸より 遷 任されて 上京す る 時、 相 親んで ゐた 常. 1 娘 子が、 別れ を 惜んで 詠ん 

だ 歌で ある。 「庭に 立ち 麻 を 刈り干し」 は その 少女の 日常の 生活で ある。 その 生活 を 序と して、 

「しき 慕ぶ」 と糗 けたので あって、 それ 程に して 頻りに 慕ふ柬 乙女 を 忘れ 給 ふな、 とい ふい ひ 方 

が^だ 率 Id であって、 栾 人の 可憐 を 思 はしめ るに 足る、 一首の 音調が つ、 ましい 廿 さがあって、 

心 を ひかれる ものが ある。 

君な くば なぞ 身よ そ はむ くしげ なる 黄, の 小 櫛 も 取らむ と 思 はす (卷 九) 

石 河 火夫が、 任を遷 されて 京に 上る 時、 播磨娘 子が 詠んだ 歌で ある。 播磨娘 子 はよ く 分らない が、 

やはり 遊行 女婦 であった と 思 はれる。 一首よ く 婦人の 露 情 を^って、 千古の 後 迄 も 人の 胸 を 打つ 

ものが ある。 

1 1 1 
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二 


大宰 帥大伴 旅人 は、 天平 二 年 十二月 大納言に 任ぜられて、 筑 紫から 奈 良へ 歸る ことにな つに。 

旅人 は 馬 を 水 城 驛に駐 めて、 人々 に 刖れを 惜しんだ。 見送りに 橥 つた 府 吏の 中に、 遊行 女 婦兒島 

も 交って るた。 兒島は 群集の 中から、 

お ほ 

凡なら ばか も かもせむ を畏 みと 振りた き 袖 をし ぬび たる かも (卷 六) 

なめし 

大和 路は 雲隱 りたり 然れ ども わが 振る 袖 を 無 禮と思 ふな 

とい ふ 二 首の 歌 を 贈って、 つ、 ましい 哀惜 思慕の 情 を 示した。 刖れ 行く 人の 地位、 身分 * 場合 を 

思った、 いぢら しく も 可憐な 歌 だ。 旅人 はこれ に 答へ て、 

ますら をと 思へ る 我 や 水 莖の水 城の 上に 淚拭 はむ (卷 六) 

と 歌って ゐる 0 

天平 八^- &、 新羅に 使す る 人々 が、 ^前國 拍^に 船 泊した 夜、 旅情 を 歌った 歌の 中に、 その 地 

の 娘 子で あらう、 一 首 萬綠叢 中の 紅 一 點を なして るる。 

天地の 祌を こひつ 待た むは ゃ來 ませ 君 待た ばくる しも (卷 十五) 

同じ 時、 船が 竹 敷い 浦に 泊って、 人々 が 心 を 述べた 十八 首の 中に、 娘 子 玉槻の 歌が 二 首 ある。 

(卷 十五) 


く 


黄葉の 散ら ふ 山邊ゅ こぐ 鉛のに ほひに めで、 出で、 來 にけ. 
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, 竹 敷の 藻な びかし 漕ぎ出な む^が 御船 を 何時と か 待た む 

又 左大臣 橘 家の 使^ 田邊 .1 麻呂 が、 都から 來 たの を、 越 中 守 大伴家 持が 布 勢 水 海に 案內 し、 舟 遊 

はこし 

をした 時、 遊行 女 婦土師 が 一 首 を 詠んで 興 を 添へ た。 

垂姬の 浦 を 漕ぎつ、 今日の 日は樂 しく 遊べ 言 ひ 糠ぎ にせむ (卷 十八) 

叉、 葛城王 が 陸 奥に 遣 はされ た 時に、 國 司の 饗應の 手順が 遲れ たので、 王 は 非常に 不與 で、 ^を 

上げようと もされなかった。 その 時、 前の 釆 女が 杯 を 捧げつ、、 

あさか 山 かげ さ へ 見 ゆる 山の 井の 淺き心 を 吾が 思 はなく に (卷 十六) 

と 歌った ので、 王の 御 心もう ち 解けて、 宴 飮に 興ぜられ たとい ふので ある。 

以上 は いづれ も 名 もな き 遊行 女婦の 歌で あるが、 これら を 通して 見る に、 當 時の 遊女 は、 もと 

よ. O 牢し いもので あつたに 遠 ひない が、 その 中には、 才藻 あり、 品位あって、 士 人の 問に 伍して 

恥し くない 敎養を 持った ものが 少 くなかった やうで ある。 

物 ま g こ 現 「萬 槳桀」 に 詠まれた 女性に、 愛情の 奇 しき 運命に 逢着して、 うら 若い 身 を. ft 

S た 女性 ら 殺した 一 群の 虚 女が ある。 

葛 飾の 庹^ の 娘 子、 葦屋の 蒐原處 女、 耳 梨の 鬉兒、 大和の^ 兒等 がそれ である。 これら は いづ 
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れも、 二人 乂は 二人 以上の おに 思 はれた 處 女が、 いづれ にも 貞操 を とげる ことが 出來 ない のを悲 

しんで， 純な 處 女心から 終に 身 を 投げる とい ふ、 傷まし ぃ戀の 悲劇 を 取扱った ものである。 

^^の 乎兒奈 は 可憐な 美少女であった。 その 望月の ごとみ ち 足りた 天成の美し さと 優し さと は、 

火に 入る 夏の 虫の ごと 多くの 人の 慕 ふ 所と なった が、 心 弱い 彼女 は、 人々 の 好意に 報いる ことの 

出来ない の を 悲しんで、 ^間の 入江に 身を投じて、 美しい 花の 姿 を浪に まかせ、 短い 生涯 を 我と 

自ら 斷 つてし まった ので ある。 

ち ね をと こ  ， 

せ お^^ 女 は、 壯士 と^ 奈比^ 士 との 二人に 錢ひ^ はれた が、 ： 人に 操 を 立てる こと 

の 出来ない の を 悲し A で、 葺屋の 浦に 寄せる 波に 身 を 投げた。 その 死 を 夢に 見て、 智扠壯 士もそ 

の 後 を 追った ので、 宇 奈比壯 士も天 を 仰いで 共に 死んだ。 親戚の 者 は その あはれ さ を 悼んで、 處 

ケ 塚お 中に 作り、 男 塚を兩 側に 作って、 亡き 三人の 後 を 弔った とい ふので ある。 

搂兒は 二人の 男に 懋^ されて、 いづれ の 男に もより 難き を 悲しんで 死んだ ので、 二人の 男は悲 

し A で 一 竹 づ  >  の 歌 を 詠，" だ。 

紫：： 几 は 一  二人の^ に戀^ された が、 同じく 悲しんで 死んで 了った ので、 三人の 男 は それ  < --に 追 

い 歌 を 詠んだ とい ふので ある。 
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これらの 處 女の 惱んだ 惱 みは 、「萬 澳桀」 以前に はま だ 現れて るない ので ある。 愛 が 水， ほ 的 肉 

體的 である ことから、 精神的 情緒 的で ある ことへの 展開と 見るべき である。 これが 一 歩 進展す る 

と、 平安時代の 少女の 有った やうな- 情趣 的な 愛情が 現れる ので ある。 そして それが 鏈れた 場合 

の 淸箅に は、 「かしらお ろし」 とい ふこと が 行 はれて、 自殺と いふ やうな 殺伐な ことが 見えな くな 

る。 いづれ も 純情の 行動で あるが、 萬 薬 時代 は、 殺伐で、 然し 眞摯 で、 可憐で、 而も 強さが あり、 

只管に 洗煉され た 弱さ を 感ぜし める ものと 比べ て、 著しい 相違が 認められる。 

第 ra 章 萬 葉 女性の 一生 一 、 . 

以上、 上 は 天皇 皇后より、 下 は 農婦 遊行 女婦の 歌に 至る 迄 * 萬 葉 女流作家の 代表的な 作品に つ 

いて、 評釋を 試みた ので あるが、 今 これら 作家の 作品 を 通して、 萬 葉 時代の 女性の 逍 つた 「女の 

一 生」 について 考へ て 見よう。 

いづ^の 時代に 於ても、 女性の 迎る道 は. 處女、 妻、 母の 三階 段で あるが、 萬 紫 女性 も 亦 *  0 

愛 生活に 始まって、 結婚に よって 妻と しての 生活と なり、 更に 母と しての 生活に 至る 過程 は、 都 
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•1 一 六 

會に 於け る贵 族の 女性 も、 田 舍の耕 人の 女 も 同じ ことであった。 

萬 葉 女 歌人の 歌の 大部分 は、 相聞戀 情の 歌で ある こと は 前に 述べた。 而 して、 男性の 歌に 比し 

て 女 歌人の 歌 は、 純粹 なる 感情の^-接 的な 表現に 於て、 優れた 特色 を 持って ゐる こと も、 前に 述 

ベた。 尤も 一 概に戀 愛の 歌と いっても、 歌人の それぐ に應 じて、 內 容の異 つて ゐる こと はいふ 迄 

もない〕 卽ち處 女で ある 場合に は、 主として その 愛人に 逢 はんとす る 憧憬の 歌が 多く、 妻で ある 

場合に は、 寧ろ 逢った 後の^れ の 歌 や、 夫に 對 する 別離の 情 を 歌った ものが 多い ので ある。 ， 

先 づ萬葉 女性の 處女 としての 戀愛 生活 を 見る に、 そこに は 戀人を 待つ 張り切った 心 持、 或は 戀 

人と 逢った 瞬間の^ び、 或は 裏切られた 悲痛， 片思 ひの 切な さ， 又は 別離の 情 等、 直接 胸から 胸 

に 感じられる 歌が^ 珠の 如く 輝いて ゐる。 

君に 戀 ひいた もす ベな み榴 山の 小 松が 下に 立ち 嘆きつ、 (卷 四)  笠女郞 

馬の 苷 のと ヾ とも すれば 松 かげに 出で、 ぞ見 つるけ だし 君 かと (卷十 一 ) 讀 人知ら す 

^揚 のはらろ 川 門」 汝を 待つ と 淸水は 汲ます 立 所 平す も (卷 十四)  東  歌 

これら は いづれ も、 純な 乙女心の、 逢瀨を 待つ 焦慮の 心で ある。 しかし かう して 戀ひ戀 うて 逢う 

たと ころで、 初心な 乙女心 は胸內 のす ベ て を 語りつ くせる もので ない。 
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あ ひ 兒れ ば面隱 さる、 ものから につぎ て 見 まくの ほしき 君 かも (卷十 一 ) 

可憐な 姿が 目に 見える やうで ある。 

思 ふ 人 こむ と 知りせば 八重む ぐらお ほへ る 庭に 玉 敷か まし を (卷十 一 ) 

これに は 突然 訪ねられた 喜びが 言外に あふれて るる。 しかし 待て ど 暮らせ ど、 待つ 人の 姿 を 見せ 

ない こと も ある C 

來 むと いふ も 來ぬ時 ある を來 じと いふ を來 むと は 待た じ來 じと いふ もの を (卷 g:) 坂 上^ 女 

は、 來 ない？； へ の 恨み言で ある。 

しかし 逢へば 又す ぐ 別れねば ならぬ。 人目 を 避けての 逢瀨は 短い。 さ：： i ズ こそ、 

う も 

^ひ戀 ひて 逢へ る 時 だに 愛 はしき 首つ くして よ 長く と 思 は y  ( 卷 H)  坂 上お 女 

の やうな 可憐な 歌と もなる。 

かくして 戀 情の 高 翊の 赴く や、 身 も 命 も 捨て、 顧みざる 熱烈 至純な 叫と なって 行く。 

直に 逢 ひて 見てば のみこ そた まき はる 命に 向 ふ 吾が 戀 止まめ c 卷 2:)  中^ 女郎 

^太刀 も 不^の 銃き に 足 ふみて 死に も 死にな む 君に よりてば (卷十 一 ) 

かに かくに 物 は 念 はや 飛^ 人の 打つ 墨繩の たヾ 一 道に (卷十 一 ) 

I 1 七 
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敷 島の 大和の 國に人 ふたり ありと し 思 は マ 何 か 歎 かむ (卷 十三) 

なかく に 死なば 安け む 君が 目 を 見や 久 ならば 術な かるべし (卷 十七) 平 群女郞 

しかし、 叉、 

この 世に は 人 11! 一：： 繁み來 む 世に も あはむ 吾 背 子 今なら すと も (卷 S)  高 田 女王 

人 (.：1 を繁 みこち たみ あは ざ， 9 き 心 ある ごとな 思 ひ 吾が 背 (卷 四)  高 田 女王 

と、 「垣總 なす 人 言」 を 悼る 心境にまで 達して ゐる もの も ある。 尤も それ も、 

我が 背 子 しとげむ とい は V- 人 言 は繁く ありと もいで、 あは まし を (卷 四) 高 田 女王 

と、 相手の 純情の ために は、 人 EG 關を 破っても 悔いない 情熱の 所持者で ある。 

なほこ、 に 注目すべき は * 少女の 戀^, に對 する 母親の 位置で ある。 萬 葉 時代 は 現代と 異， り、 父 

母^ 居の 時代で ある。 父が 母の 許へ 通った ので ある」 かやう に 父が 母の 許へ 通って 行く やうな 習 

俗の 時代に は、 子供の 教養に 最も 關 係の 深いの は 母で ある。 母の 眼の みが 彼等の 全 行動 を 監視し、 

時には 安全な 防波堤の 役目 も すれば、 時にはうる さくつ きまと ふ 妨害 者の 役割 をも演 やる ので あ 

る。 母の 慈愛の もとに 靜 かに 生活した 「うな ゐ はなり」 の あどけなき 頃 も 過ぎて I 戀に 目 覺 めて 

來ろ やうになる と、 母の 目 を 忍んで 異性 刀 愛に 向って 行く C 
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たらち ねの 母に しらえ やわが 持た る 心 は よしゑ 君が まに まに (卷 十三〕 

I. 母に 知らせない 心 を、 あなたに 一 切お 任せし ます。」 と、 母よりも 異性に 心 ひかれて 行く。 そし 

て ある 場合に は、 男の 心 を 親んで 母に 背く こと さ へあった。 

铰河 0 海お しべ に 生 ふる 濱 つ， /らい まし を賴み 母に たが ひぬ (卷十 W) 

铰 河の 海の 磯邊の 濱^ の やうに、 何時 迄 も 絡えない とい ふ あなたの 言葉 を 信じて、 母に 背いて し 

まった とい ふので ある。 

靈し合 は V- 相寢む もの を 小山 田の 鹿 猪 田 禁る如 母し 守らす も (卷 十二) 

筑^ 嶺の m 面此 面に 守 部す ゑ 母し 守れ ど 魂ぞ逯 ひける (卷 十四) 

の 二 首 は、 共に 母が 女 を 守って るる こと を 示して るる。 しかし、 

足 引 G 山澤 ゑぐ を 摘み 行かむ 日に だに も 逢 はむ 母は責 むと も (卷 十四) 

と、 たと へ 母に實 めら れ ようと も 逢 はう とい ふ、 切迫した 感情 をぶ ちまけ てるる もの も ある。 又， 

玉 垂の小 簾の 隙に 入 b 通 ひ 来ぬ 垂^ 棂の 母が 問 はさば 風と 申さむ (卷十 一) 

LC. 母に g つてまで 逢 はう とする もの も ある。 

たらち ねの 母に 障らば い たづら にい まし も われ も 事 成る ベ しゃ (卷十 一 ) 
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たらち ねの 母に 中 さば 君 も 吾 も 逢 ふと はなしに 年ぞ經 ぬべ き (卷十 一 ) 

これら は、 母に 知られたなら、 二人の 逢 瀨は斷 たれる であらう と、 二人の 一! 愛 遂行に あたって 母 

が 如何に 邪魔物で あるか を、 逆にい つたので ある。 

ころ 

誰ぞ この 吾が 屋戶 に來 喚ぶ たらち ねの 母に 噴ば え 物 思 ふ 吾 を (卷十 一 ) 

母に 叱 資されて るる 折も折、 當の 男が 訪ねて 來てゝ 自分 を 呼んで ゐ るの を 咎めた 歌で あるが、. 

こ  わぎも こ 

汝が 母に 噴ら れ吾は 行く 靑 雲の 出で 來 吾妹 子 相 見て 行かむ (卷 十四) 

は. いよく 母に 咎められ、 逢 ふ 瀨を斷 たれた 時の 男の 歌で、 前の 歌の 「逢 ふと はなしに 年ぞへ 

ぬべき」 とい ふ 女の 心配が^ 實 となって あら はれた ので ある。 

かやう に 「萬 葉^」 の 中には、 若い 女が 戀愛 について、 その 母親 を 憚り 怖れた 歌が なかく 多 

いので あるが、 しかし 若い 女性に とって、 母親 はか /- る こわい もの だけだった わけで なく、 後世 

の ほに、 賴る ベく 親しむべき ものであった こと は、  • 

たらち ねの 母が 手離れ かくば かり 術な きこと は 未だせ なくに 

と、 戀の^ 綻 に^^して、 方法に 迷 ふや、 その 慈母の 手の 溫さを 思 ひ 起して、 懐 しんだ ことな ど 

で 知られる。 
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次に 妻と しての 生活の 上に 現れる- 夫への 愛の 感情 を 見る に、 その 感^の 表出に 於て， 戀愛感 

情と 餘り 相違ない の を 感じる。 これ は 一面に 於て， 結婚した 後 も 同棲し ないで、 夫が 妻の 許 〈通 

つて 行く とい ふやうな 場合が、 多かった 爲 であらう。 

わが 背 子 は いづく 行 くらむ おきつ 藻の 名 張の 山 を 今 曰か 越 ゆらむ (卷 一) 常 麻^ 妻 

わが 背 子 は 物な 思 ほし 事し^-らば 火に も 水に も われな けなく に (卷 SJ)  安部 女郞 

な 思 ひそと 人 はいふと も 逢 はむ 時 何時と 知りて かわが 戀ひ ざら む  人 麿^ 

あ ひだな く戀 ふれに か あらむ 草枕 旅なる 君が 夢にも 見 ゆる (卷 s:〕  佐 伯^ 人お 

吾 背 子が 歸り來 まさむ 時の ため 命の こさむ 忘れ 袷 ふな (卷 十五)  茅上郞 子 


.ら に は、 いづれ も 夫 を 思 ふ 3g 情が 現れて ゐて、 一種の 嚴肅な 生活 を さへ 形成して ゐ るので 


ある- 


なほ 夫婦の 愛情の 瀵 かに 現れた ものに 次の 歌が ある- 

づ 


か ち 


つぎね ふ 山城 路を 人夫の 馬より 行く に おの 夫の 徒步 よ. 5 行けば 見る ごとに i のみし 泣か 

ゆ 、そこ 思 ふに 心しいた し たらち ねの 母が 形見と わが 持た る ま そ 筠： 

め もちて 馬 買へ わが 夫 


あきつ 钹布 負 ひ 並 


二 


性 女の 代 時 A 奈る に^てし ilH  r%h お 


1 ニニ 

わびしい W 舍 おの 門 を、 貧しい 旅商人 は 今 旅立た うとして ゐる。 送り出し たの は うら 若い 妻で、 

あ まつば  ひれ  • ， 

その 乎に は 古い 鏡と、 蜻蛉 羽の やうな 薄い 領布と を 捧げて、 夫に 渡さう として ゐる。 夫 は 妻の、.^ 

は 嬉しい と 思 ひながら も •  • 

馬 買 へ ば 妹 徒歩なら む よしゑ やし 石 はふむ とも 我 は 一 一人 行かむ (卷 十三) 

と 詠んで 「それに は 及ばぬ、 よしや 石 は 踏んでも 二人で 踏まう」 と 答へ てゐ る。 後代の 山 内 ー豐 

の 妻が、 鈸 lii から 黄金 を 取 出して、 夫の 爲に馬 を 買 はう といった 話と 好 一 對 なうる はしい 物語で 

ある。 ^の 露 心、 夫の やさしい 心、 相 並べて 共に、 我國 上代の 民の 淳朴な 情 をし のぶこと が出來 

る 0 

かう した 妻と しての 生活から 母と なる 時. 女性の 愛情 は 子 へ の 愛と なって 現れる ので あるが、 

母と しての 生活の 見られる 歌 は、 餘り 多くない。 中で も 坂上郞 女の 歌に は、 前述の 如く 母性愛の 

強く 現れた ものが 多い。 故鄕 なる 娘の 大 嬢に 贈った 長歌、 都より 越 中へ と 贈った 長歌 等に は、 し 

み じみと した 親心が 感じられ るので ある。 更に 叉 遣^使の 母の 詠んだ、 

たづむ & 

旅人の 涫り せむ 野に 霜 降らば 吾が 子 はぐくめ 天の 鶴 群 

に は、 子 を 思 ふ 母の 情が いかにも 强 く现れ てるて、 その 至純 熱烈な 母性愛の 前に は、 額きたい や 


生— の 14 ム ， ,丈 


，フ に蜀ふ 0 

以上 概観した やうに、 娘、 妻、 母の 生活 を 通じて 常に 見られる もの は、 愛人、 夫、 子に 對 する 

愛の 感情で ある。 卽も 娘と して は 愛人に、 妻と して は 夫に、 母と しそ は 子に 捧 ザら X た 愛の 感设 

である。 而 して、 多少の 例外 を 除いて、 その 愛愦は 常に 至純で あ 力、 可憐で あり、 而も 美 く。 

この 點 よりして、 「萬 葉 集」 に 見えた 奈良時代の 女性 は、 愛淸を 以て 全 生命と し、 專^ こ 匕が ため 

に 生きて ゐ たかの 觀が ある。 隨 つて、 その 愛情 は どこまでも 摯で あ. 9* 純潔であって、 全人格 

的に なされた ので ある。 所謂 「まこと」 の 心 を 以てな された。 この 「まこと」 の 心 こそ、 ^葉 女 

流 歌人の 感情 生活の 核心 をな す ものであって、 そこに 我が 上下 三千 戟を 通じて、 まことに 得 i、 

錄ぃ 心境が 見られる ので ある。 
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平安朝 文學を 通して 見 穴る 女性 


女る た 見て し 通 を ゃ夂朝 安平 


1 二 六 

第一章 平安時代の 槪觀 

桓武 天皇が 平安京に 都 を奐め 給うた の は、 延曆 十三 年、 紀元 一四 五 四 年で ある。 それより 源頓 - 

朝が 鎌^に ^府を 開いた 建久 元年、 紀元 一 八 五 〇 年 迄， 約 四百 年 を 平安時代と いふ。 是は 政治 上 

でんる が、 乂文 ，^に 於ても かやうな 一時期 を剡 し. はか やうな 名稱を 用 ひる 事が 一般に 

認められて ゐる。 

人類に 限らす あらゆる 生物の 生活 は、 之 を繞る 環境に よって 支配され る C 總 ての 思想 * 總 ての  1 

蕖術 は、 その 生活と 離れて 存在し ない。 故に 平安朝の 文學を 研究す るに 常っても • その 背景と な 

るべ き 時代の 相 を 研究す る 事は缺 くべ からざる ことで ある。 

日本 武^ は、 「大和 は國 の眞秀 ろば、 た、 なつく 靑垣山 こもれる 大和し うる はし」 

平  安  卞 

と 大和の 地 を 讃美し. て 居られる が、 靑坦 山に 圍 まれて ゐ ると はいふ もの、、 平 

野の 坦々 と 開けた 大和の 國に 較べ ると、 平安京の 地勢 は 遙に變 化に 富んで るる。 

蒲 W 着て 寢 たる 姿とう たはれ た 東 山 三十 六峯 が、 優美な 曲線 を 描く 背後に は、 比 叙が 眉に せま 
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これに 對 して、 北に は 鞍馬、 贵船、 高 雄の 翠 IE が 波濤の 如く 聳え 立ち、 西に 連る 愛宕、 組の 

山々 は、 その 間 を 縫って 流れる 賀茂、 髙野、 大堰の 諸 川と 共に、 桓武 天皇の 御 首 槳 通り * 全く 山 

河 襟帶の 自然の 城 をな してる る。 一 體に山 は 紫に 水は淸 く， 水 蒸氣の 多い 爲に、 朝夕の 趣 四季の 

眺めに 變化 があって、 舂の霞 秋の 時雨の 趣 はいふまで もな く、 花に、 月に、 雪に、 夫々 綺の 如き 

詩 Q 如き 趣 を 見せて ゐる。 まことに 京の 山水 は 生きた 藝術 そのもの である。 かう した 自然の^ 味 

は、 審美 意識に 富んだ 京の 貴族 を 動かし、 その 詩興 を そ、 ら すに は をかなかった。 そこに 文藝勃 

興の 一 因が ある。 

次に 政治 方面より 見る に、 この 時代に 至って、 外韓地 は旣に 問題外に 置かれ、 

政治的 狀態 

新羅との 外交 關係は 殆んど 絡え、 渤 海との 交通 は 行 はれて ゐ るが、 それ は交聘 

と、 進物 贈答との 名義の 下に、 多少の 貿易 を營 むの か、 但し は 習慣 上の 禮 問に 過ぎす、 文化の 採 

訪と 奢侈！： g 輸入 を 目的と して ゐた 遣^使 すら  >  文德 天皇 以後 は 行 はれな くな つた。 

中 紫 以後の 唐は殆 んど國 家と しての 勢力が なく、 半島の 新羅 も 漸く 衰運に 向って るて、 列國は 

いづれ も 政治的に 頹 壌の 時期に 入って ゐた。 それ 故 我が 國は外 國に對 して 國家的 活動 をな すべき 

ことが なく、 從 つて 對外關 係に 刺戟せられ て、 國家^ 營の 策を講 やる やうな こと は 毫もなかった。 

一 二 七 


る た ^て し迎 を^ 力: 'ゆお2 T- 


1 二八 

乂 f 安 朝の 初 迄、 散々 束國を 侵した 蝦夷 は * 名將坂 上田 村 麿 等の 力に よって 漸く 鎭定 せられ、 

國內 略々 平定し、 當 時の 政府が しなければ ならない と考 へる 事業 はも はや 何もな くな つた。 それ 

故 建 國以來 幾多の 辛い 經驗を 味 得した 昔 は 忘れ去られ、 武具 は 徒らに 粧 飾に 供せられ る に 至った。 

政府に 車 業がなければ * 政府 を 形づくつ てるる 貴族 官僚 は、. 政治的に その 力 を 用 ひる 場所が な 

く、 從 つて， 業 欲 もな く、 活動の：^ も 起らぬ。 彼等の 仕事 は、 唯 政府が 存立 するとい ふこと を、 

具體 的に 示す ために 行. はれる 種々 の遴 式の みで ある。 儀式 は赏 務に關 係の ない 點に 於て、 一種の 

遊戯で ある。 かくして 贲 族の 「あそび」 の 生活が 出現す る。 彼等の 政務と いふの は、 要するに 煩 

璜な俵 糠 に 過ぎなかった。 その 煩瑰 さは、 彼等に 暇が あれば ある 程發 達する わけで、 終に は儀禮 

そのものが、 複雜な 「あそび」 にまで 變形 しにと いってよ い。 しかも その 俵禮に は、 更に 詩歌 管 

絃 などの 純然たる 「あそび」 が附隨 する。 かやうな 次第で、 朝廷の 公務 は 「あそび」 と 化し、 宫 

廷は货 族の 「あそび 場所」 と 化した ので ある。 

當 時の 贵 族の 生活ぶ り、 これ は 「源氏物語」 などに 資 によく 活寫 されて るる C 

貴族の 生活 

今一 つの 例と して、 紅葉 賀の華 かに も 風流な 模様 を 引いて 見よう。 

行幸に は 子た ちな ど、 世に 殘る 人な く 仕う まつ. 5 险 へり。 き 宮も おはします。 例の 樂の^ ども^ T きめぐ 
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b て、 ^士髙 麁と遨 したる 舞 ども 種 多 か. 00 樂の聲 鼓の 音 世を饗 かす o( 中略) 垣 代な ど、 殿上人も^ ドん 

も 心殊 なりと 世の 人に 思 はれた る、 有職の 限り 整へ させ 給へ. 50 宰相 二人、 左衞 門^、 右銜 門お、 ナェ. lr- の 

樂 のこと 行 ふ。 舞の 師 どもな ど、 世に なべ ズなら ぬ をと りつ.，、 おのく 籠りる ズ な ひ^びけ る。 木 高き 

お葉の 膝に 四十 人の 垣 代、 いひ 知らす 吹きた てた る 物の 音 どもに あ ひたる 松風、 まことの 深山お ろしと W 

えて 吹 迷 ひ、 いろくに 散. 5 かふ 木の葉の 巾よ hs、 靑海 波の 輝き 出で たる さ.^、 いと 恐し きまで も ゆ。 ^ 

頭の あ^いたう 散. 5 過ぎて、 顔のに ほひに けおされ たる 心地 すれば、 御前なる 菊 を 折りて、 左大將 V1W しか 

へ 給 ふ。 日暮れ か、 る ほどに、 けしきば かりう ち 時雨れ て、 空の 景色 さへ 見知り 顔なる に、 さるい み じき 

姿に、 菊い ろ- ,\， フ つろ ひえなら ぬを插 頭して、 今日は またな き 手を盡 したる 入 綾の ほど、 そ v, ろ， く、 

この 世の こと、 も 资ぇゃ o 物見 知る まじき 下人な どの、 木の 下、 岩 隱れ、 山の 木の葉に 埋もれた る さへ、 

少し 物の 心 知る は^ 落しけ り。 (紅葉 贺の 卷〕 

花の 实の 際な ども、 「日い とよく^ れて、 空の 氣色、 鳥の 聲も 心地 よげ なる に、 たち 上達部よ 

り はじめて、 その 道の はみ な探頌 たま はりて 文 作. o 給 ふ」 にぎぐ しさ、 その 夜に \ つての： f^s 

の 趣の 深さ は 一 通りの ものではなかった。 しかも 宴 はつれば、 その 翌日 あらためて 後实 のこと あ 

り その後 宴に もまた 音樂 が、 むしろ 「昨日の 事より.^ なまめかしう、 おもしろく  - 奏せられる。 

ニー  九 
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そして それ も乂 深^まで 繽 くので ある。 宴の 行 はれる 日の 前に、 試 樂が行 はれた こと はいふまで 

もない が、 その 試樂が 極めて 大が、 りな もので、 宴の 當 日の それと 變る ところはなかった。 

かう して 威儀 正しい 公事 や、 .5^ 深い 行事、 乃至 佛事 供養 等の 如き も， 舞樂遊 宴の 機^に 利用 

され、 文 學も亦 遊戯 化されて、 詩 合、 繪合 等が 盛に 行 はれた。 

かくて 平安朝 四百 年の 文化 は、， 山紫水明の 京の 都に、 太平に 馴れ、 意志と 理智 とを缺 き、 感情 

にの み 偏した 大宫 人に よって、 溫 和に、 軟弱に、 優艷に 育まれた。 宮廷 をめ ぐる 公卿 は、 連日 速 

夜 太平の 恶を樂 しんで、 春の 朝 >  秋の 夕、 自然の 風物に SEf して、 心行く まで 繊縦 微妙な 思 を 寄せ、 

悲窖哀 樂の情 を 歌に 托して 我 を 忘れて ゐ たつ 花 を 眺め、 月に 歌 ひ、 詩歌 管絃、 鞠、 小 弓の 遊、 歌 

合、 输 合の 樂 しみ、 歌 ふ • 舞 ふ， 奏でる. 聽 く、， 遊ぶ、 實に のどかな 悠揚た る 歡樂の 日々 であつ 

た。 服装と いひ、 建築と いひ、 ^內の 調度と いひ、 賁用を 目的と した もの はなく、 美と 調和と が 

その 制作の 標準であった。 白扮 • 頰紅、 黛、 鐵漿 による 化粧、 十二 單衣、 五つ 重、 七つ 重の 服装、 

四季の 色彩の 限り をつ くした るが 如き 襲 色， 染色の 色目 |—， 例へば 春 は 紅梅 * 柳、 樱、 夏 は 卯の 

花 • 躑^ 秋 は获， 女郞花 • 白菊 * 黄菊、 紅葉、 冬 は 朽葉 色， 松 等、 又 出 衣出挂 等の 色彩の 對比、 

香壺、 火 取、 硯莒 >  草子 莒、 00. 泔杯 >  茵、 衣架、 厨子、 几帳 等の窒 內 調度、 さて は寢殿 造の 
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內 部に 於け る 彫刻、 蒔繪， 螺鈿の 装飾.^ 糸 毛、 榕榔 毛、 網 代 等の 牛^ 及 輿 等、 いづれ も 目 をう ば 

ふば か. 9 華美 絢爛 を 極めた ものであった。 かくして 人々 の 心 持 も、 殺伐 は 忌まれ、 腕力 は卑 めら 

れ， 極端 は廢 せられ、 勇猛 菜 敢の風 も 亦 喜ばれ や、 「あて」 に、 「めやすく」、 上品で 奥行 かしく、 设 

笑で やさしく ある ことのみ が 理想と されて ゐた。 

然し 乍ら、 表面 華 かに、 遲々 たる 舂 色の 如き 優美なる 色彩 を 以て 蔽 はれて ゐた贵 族の 坐活 も、 

一歩 裏面に 立ち入って 見る と、 そこに は、 文學的 社交 生活から 生す ると ころの 弊害の 山積して る 

るの を 見 Q がす こと は出來 なかった。 蓋 し 文 學藝術 を 通しての 男女 交際 は、 必然 そこに 戀 愛の 相 

互 發生を 防ぐ わけに は ゆかなかった。 その上 常時の 性的 道德 は、 殆ん ど壌廢 的に 近かった ので、 

坊も女 も戀愛 生活に 於て は、 極めて 不索 束な 我儘に 過ぎた 態度 を 執る やうに なって るた。 それが 

ため 淫^なる 風習 を招來 し、 醜い 情事が 屢 々演出 さる、 に 至った ので ある。 

當 時に 於け る贵 族の 戀愛. それ は 本質に 於て は、 勿論 現代人の それと 同じ ものであるに 相 遠な 

いが、 一面から 見る と、 總 てが 趣味 的の 戀愛 であり、 社交的の 戀 愛であった とい ふこと が出來 る。 

女に とって は必 すし もさう でない もの もあった らうが、 男に とって は殆 んど總 てが 趣味. 的の もの， 

社交的の， ものと して 取扱 はれて ゐた。 社會 制度 や 結婚 制度が 然 らしめ たと はいふ もの s、  0^0 
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1 三 二 

出 に 求め、 自由に^ てること は 容易い H 常 茶釵の 事であった。 歡樂 に喜悅 する 若い 男女に とって 

は. 歌合 ゃ繪 合、 圍^ 雙六 を^ぶ 間に も" 自由に 戀 愛の 成立す る 機會は 至る所に 見出され たので 

ある。 さう して 彼等 は、 それ を 反^し 自資 する 良心 を 持って るなかった のみなら す、 彼等の 中に 

は、 自己の 戀愛を 喜んで 吿白 する 風 さへ あつたの である。 和 泉 式部の 「和 泉 式部 日記」 がその 一 

例で あるが、 淸少納 言の 「枕 草子」 にも さう した 事 實を敢 へて 隱さ うと もしなかった。 

然し 乍ら、 この 社交的 戀 愛の 謎が 解けて、 行く末 遠くと 賴んだ 夢が 覺 めた 時、 無限の 悲しい 淋 

しい 遝命を 托する もの は、 どうしても やはり 宗敎の 世界であった 。「源氏物語」 の 女性の 中、 藤壺 

や、 * 蟬ゃ， 朧パ 夜內侍 や、 女三宮 や， 浮 舟の 如き、 そのうら 若い 日の、 ^も 華 かに 見えた 美し 

い 婦人 逑は、 皆 淋しい 尼僧と して 後半生 をみ 佛に 捧げて 一 0 る。 紫 式部 も、 「蜻蛉 日記」 の 著者 も、 

「更极 日記」 の 著者 も、 いづれ もこの 宗教と 現赏 との 間 を 彷徨す る 淋しい 心境 を、 如 貧に 夫々 記 

錄に 留めて ゐ る。 この 思潮 はやが て 平家 時代に 入って 一 曆ぬ 厚と なつ， た or 平家物語」 に 描き出さ 

れた佛 御前 や • 小督の 局、 横^, 建^ 門院な どが 皆 その美し い 例で ある。 

乂^ 族の 生活 は、 一面に 於て 權カ 追求の 暗鬪史 たるの 觀 があった。 外交 上の 難事 件 もな く * 著 

しい 內亂 もな く、 格別 彼等 を 刺^す る ことがない- 个靜な 時代に 當 つて は、 毎日 遊戟- ニ昧の 生活 を 
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途る 外に、 自己の 榮華を 熱 求す る 心が 絶え t 燃えて ゐた。 それ は j 面 彼等が 15- 富なる 生活 を 維， 

して 行く に は、 櫂 勢 ある 地位 を 得なければ ならぬ 點 もあって、 闢白や 左右 大臣の 地位 は、 何時も 

烈しい 銃^ を 以て 獲^す る やうに なり、 獨 りさう した 重要な 地位の みならす、 大納曾 中 納-〉 ：；： の 地 

せめ 

位さへ も 暗鬪の 目標と なった。 かくして、 兄弟 桕閱ぎ 朋友 相 ゆ^ 醜を敢 へて してまで- 權 力に 

執し 榮 華に 憧れた ので ある。 卽ち 彼等 は 宮廷 を 唯 一 の 世界と して、 官位の 榮 達と 權 力の 把握と い 

ふ っ^」 に 向って 突進し、 それ を 獲得 せんとして あせり、 爭ひ、 閱 くので あった。 而 して 一 方に 

於て は、 甘き 苦き 樣々 の戀を 味って、 或は 喜び、 或は 悲しみ， 或は 悶え- 或は はかなみ つ /-、 そ 

の戀の 世界に 彷徨して. Q たので ある。 「望と 戀」 これ こそ は、 宮廷 を 唯一 の舞蠆 とし • 優麗 典雅な 

る 有閑 生活に、 雲の上 近く 侍 ふ 光榮を 喜びつ、、 我が 世の 舂を讃 へて るた 平安 貴族の 奏でた 一大 

交^ 樂 であった。 

,  かやう に 平安朝の 文化 は 華と 榮 えたが、 その 文化 は 總て贲 族社會 の 文化で あつ 

地方の 狀況 

て、 一般 民衆 はおよ そ 文化の 光から 緣遠 いものであった。 京都で は 公卿 贵紳悉 

く 夢の やうな 生活 をして るた が、 足 一度 地方に 出づれ ば、 そ G 反對に 全く 疲弊して ゐた。 都に は 

S 八" 繪 合の 畲を 中心に、 聖代 謳歌の 聲が 聞え て、 花の 宴， 月見の 龠、 管 絃の集 ひな どの 隆盛 は. 
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-4.^ い^が 何時も 奍の やうな 氣 分に 包まれて ゐる こと を 思 はせ たが、 他面に 於て は 地方に 大亂の 

徴候が あり、 都鄙 至る 處に 盗賊が 跋 息して るた。 所謂 樱か ざしての 貴族 社會 から、 一度 眼 を轉じ 

て 地方 を 見る と、 そこに は 至る 處に 海賊の 跋扈が あり、 群 盜の潢 行が あった。 その上 地方に は、 

豊 民の m 地 を 強制的に 抡 施せし める 寺院の 暴投、 林野 を 擅 有して 飽 くこと なき 國 司の 私曲が あつ 

た。 それ 故 農民の 疲勞 困^ は その 極に 達し、 地方の 荒涼たる 有様 は 「昌平」 など、 いふ 言葉と は 

全く 緣の 遠い ものであった。 

第一 一章 文學の 特色- 

以上の やうに、 山紫水明の 京の 樂 土に、 生活の 苦しみ 知らぬ 多情 多感の 王孫 公子に よって 育ま 

れた 平安朝 文 舉が、 あくまでも 貴族的で あり、 靜止 的で あり、 女性的で あり、 優 突 婉艷 であった 

こと は、 自ら 額け ると ころで ある。 しかし その反面に は、 短所と してな よ/ \- と 弱々 しく、 織 ii 

柔弱の 風の あった こと も 否む こと は出來 ない。 卽ち 平安時代の 文學 は、 華麗 絢爛な 情感の 輝き は 

まぶしい ほどで あるが、 その反面 優柔 繊弱に 流れ 過ぎ、 思想の 眾調 にして 變 化に 乏しい 憾みが あ 


るので ある。 この 長所と 短所と を 合せた ところに 平 安朗.^ 學の 特色が ある。 

t 十：：， ズ學に 見えた 素朴 雄 健の 趣 は 今や 消えて、 新に 生れ 出で たもの は、 正に 優美で あり. 繊細 

^ であった C 而ぎ、 に 一つ 注意すべき は、 その 震 繊細の 中に- 1 脈の 悲哀 I の囊の 浸み^ 

つて ゐ たこと である。 

奈良時代に 隆盛 を 極めた 邠敎 は、 平安 奠都 後 は 京都に 榮ぇ、 宫廷 をめ ぐる 大宮人の 間に は、 も 

敎^ 想 はくまな く浸澗 して ゐた。 その 怫敎の 感化に よって、 人々 は先づ この 世 は假の 宿り、 はか 

- なきもの、 思 ふに まかせぬ ものと 敎 へられて るた。 そして その ト；、 この 思想 を赏 際に 示す やうな 

察 柄が その 生活の 上に 次々 と 起って 來 た。 藤 原氏專 横の 時代に は， 榮 華の 道 は 極めて 限られて g 

り、 功名 を 立てる 舞臺も 極めて 少 かった。 幸運と 陰謀と 情實 とに よって、 僅に その 狹ぃ範 圚^. で跺 

き？ て. Q たのが、 當 時の狀 態であった。 そして. それらに よ I 禁沈 q 激し さ、 或は 權嘗 

文 得る ための 嫉視 排斥. 或は 親子. 兄弟、 叔甥等 肉親の 間の 醜い 爭、 さう した もの は、 自然に 人々 

^ の 胸に、 この 世の はかな さ、 醜 さ を 強く 感ぜし めた。 それと 共に- 榮 華の 生活 を 送る 人々 も、 「歡 

特 樂 極って 哀愁 多し」 の 言葉 迎り、 歡樂の 後に 來る 倦怠と 物 足らな さ、 或は 享樂 淫縻の y; 中に あつ 

色 て、 ふと^ 已を 反^した 時に 起る 一種の 物淋し さ、 さう した ものが 一 つに なって、 この 時代の 人々 
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の 生活に は、 華 かな 中に も、 常に 一種の 昏ぃ 物淋し さがつ きまと つて ゐ た。 享樂 生活の 蔭に 始終 

淚 つきせ や、 とも すれば 物 思 ひ 勝の ことが 多かった。 

この 華 かな 中に 漂 ふ 一 種い ものさびし さ！ それ は • と ある 大きな 寺院の 春の 夕 ぐれ、 入相の 

鍾の 音に、 哚き亂 れた樱 の 花の 一片 ニ片 が、 音 もな く 散る の を 眺める やうな 趣で あるが、 この 華 

魇と 哀愁との 交錯した 趣が、 平安時代の 人々 の 心の中に 流れて ゐた 特殊な 氣分 であり、 更に 平安 

朝 文學の 中に^ ふ 一 種 獨特の 趣で ある。 嫋々 として 絶 ゆるが 如く 絶えざる が 如き 繊細 流麗の 文體 

を もって 綴られた、 「^氏 物語」 を 中心とする 諸 物語、 及び 女流 日記の 類に 共通なる 情緒 は、 實に 

閱け 行く^の^ しさで あると 同時に、 その 底 を 深く 流れて るる もの は、 實に 暮れ行く 夕 空の もの 

さびしき 趣で ある。 

文皋の 展開の 上から 見れば、 當代は 凡そ 三 期に 分つ ことが 出来る。 前期 は 平安 

文學の 展開 

奐 都の 當 初から 酲醐 天皇の 延喜頃 迄の 百數十 年間で、 嵯蛾 天皇の 弘仁頃 を 中心 

とする 前半期 は * 漢文 學の 隆盛に 1; せられて、 阈文學 は 一時 影 を 潜めた が、 後半期に 入り、 主と 

して 日本的 自$- と 假名 文 宇の 弘 通と によって 再び 勃興し はじめ、 先づ 和歌 は 「十 ：！ 今 集」 の 編纂と 

なって この^。 を ^ いたが、 他方 「竹 取 物語」 「伊勢 物語」 が、 夫々 假作 物語、 歌 物語と して 相 前 
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後して 現れ、 次期に 於け る 物^ 文學發 達の 前奏曲 をな した。 

中期 は 醍醐 灭皇 から 白 河 ：大 皇の 御代に 至る 約 二百 年間で、 道 長 時代 を その 中心とする。 この 期 

は 王朝 文化の 爛熟期で あるが、 文學^ 上で も 黄金時代で、 その 中心 をな す もの は 物語であった。 

「源氏物語」 は黉 にこの 物語 文 學の 完成 を 示す 逸品であった。 和歌 は 概ね 前期 を踏駿 したに 過ぎな 

かった が、 隨筆 では 「枕 草子」 が 出て、 一 源氏物語」 と共に 中古 文 學の最 髙峯を 示し、 燦然と して 

後代 を 光 被して ゐ る」 

後期 は 所謂 院政 時代から 平家 時代 を 包容して、 鳥 羽 天皇から 後鳥羽 天皇の 治世の 初年 迄の 約 KH 

ハ キ^で、 舊 文學衰 へて しかも 新文學 なほ 興らす、 殊に 物語 文學 はた V- 强弩の 末 勢 を 保ち • 微に欹 

は 多少の 新味 を帶 びて 漸次 活氣を 見せ、 「千載 集」 の 如き 特色 ある 歜笫が 現れ、 やがて 「新 古今 集」 

の 生れる 素地 を 作った。 

第三 章 女流 文學 隆盛の 原因  • 
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平安朝 四百 年の 政治 を 左右し、 I： お を 率 ゐ て 日本 國を 荷った もの は、 いふまで 

藤 原 氏と 宫廷 

もな く 藤 原 氏の 一 門で ある。 十：： 來 政治 上に 格別の 勢力 もなかつ たこの 一 門が、 

鎌足に 至って 急に 名聲を あげ、 次で 皇窒 との 姻戚 關係を 生やる に 至る や、 その 威望 は 宛 も 旭日の 

fK に 昇る が 如く、 遂に は 人 も なげなる 潜 越 過分の 振舞 を もな すに 至った。 

こ の 世 をば 我が 世と ぞ思ふ 望月 のかけ たる ことのな しと 思へば 

と ある 御堂 關白道 長の 詠に よっても、 藤 原 氏の 勢力の 大體を 察知す る ことが 出來 るが、 藤 原 氏 は 

遂に 「藤氏に 非 ざれば 人に 非 や」 とまで 豪語し、 藤 原の 姓 を 名のる に 非 ざれば、 如何に 才幹 技倆 

ある も、 髙位 高官に 就く こと は出來 なかった。 

初、 藤 原 氏の 他 族 排斥 は、 橘 氏、 菅原 氏、 或は 在 原 氏な ととの 間に 行 はれた が、 藤 原 氏が 全く 

勝利者と なって、 その 一 門が 政權を 左右す るに 至る や、 遂に は 一 門 同族の 間に 政治的 晤鬪を 繰 返 

すに 至った。 所謂 同族 相討ち、 叔甥相 嫉視し、 兄弟 墻に阅 ぐの 醜 を：： S やる に 至った ので ある。 か 

くて 名聞 利 慾の ために は、 骨肉の 愛情 も 無視され、 唯 徒に 醜い 利己 主 ST 自我 主義が 跳梁す るの 

みとな つた。 而も その， 鬪は、 男性的な 資力に よる 堂々 たる 鬪 ゆ ではなくて、 實に 女性的に して 

陰險 ひる 嫉視と 中傷に よ つての み 行 はれる 卑劣な 爭 であつ た。 釜し 當時 人臣と し て 何人も 憧憬し 
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たの は、 攝政關 白の 地位で あらう。 藤 原 良 房が 一 度 皇室の 外戚と なり、 捣 政の 地位 を 占めてから 

は、 誰もが 第二の 良 房た らんこと を 熱^した。 それが ため、 藤 原 氏 一 門 は 女 を 後宮に 入れ 奉. o, 

外戚と して 攝關の 地位に 起つ 場合の 光榮を 熱心に,^ 求した 。そこで 彼等 は 女 を 儲ける こと を爭 ひ、 

而も 女 を 美しく 立派に 育て あげて、 他 曰の 榮 進に 資せん こと を はかった ので ある。 蓋し 政榴の 爭 

奪 は、 後宮に 勢 を 確立す る ことによって 決定した からで あらう。 こ 、に 於て 藤 原 氏 一 族 は、 女 を 

女御^ 衣に 入れ 奉り、 更に 中宮に 進め 參ら せる ために は、 あらゆる 競 爭を敢 へて した。 それが た 

めに は、 同族の 者が 互に 詐略を 用 ひて、 互に 醜惡 なる 鬪爭 を鑌 けたので ある。 關白兼 通 は 弟^^ 

と， ひ、 道隆、 道滎， 道 長 も 亦 骨肉 相 食む の 醜 を 演じた。 

かくの 如く 藤 原 氏 は 女 を 宮中に 入れ、 それによ つて 己の 榮達を はからん とした 爲、 出來 うる だ 

け 女子の 容姿 をつ くろ ひ、 才藝を 磨き、 且 その 周圍 を.？. 能 ふ 限り 美しく 華 かに 整へ る 必要が あつ 

た。 一 體 平安朝 歷 代の 天 皇には 文雅の 嗜に 長ぜ させ 給 ふ 方が 多かった。 殊に 一條 天皇 は 在位 二十 

五 年に 及び、 宽弘八 年 三十 ニ歲を 以て 崩 ぜられ たが、 文 藝に對 して 深い 興味 を 有せられ、 神樂歌 

の 散佚す るの を 惜しんで 三十 八 曲 を 定められた 程で あり、 又絲 竹の 枝に も 精通して をら れた。 當 

時 知名の 詩人、 文人、 美術家、 學者 等が^ 出した の は、 一 に 天皇が 藝 術に 共 ^せらる、 ことが 深 

H  二 九 
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かった からで ある。 

iK 皇の 御代に、 中將^ 方. 卿が 一時の 感^に 激して、 藤 原 行成 卿の 冠 を 打 落した ことがある。 行 

成 は 少しも 騷が す、 笄を取 出して 冠 を 直した。 天皇 は 御簾の 隙から これ を御覽 遊され て、 「行成 は 

心 優なる^ である。 黄 方 は 陸 奥の 歌枕兑 て參 れ。」 と-て 睦 奥へ 遣され たとい ふこと である。 左遷の 

人に 對 して 歌枕 兌て 參れ との 仰， なんとい ふ宽弘 優雅な 御言 葉で あらう。 

上の 好む 所 下 之に 傚 ふの 一 W 葉に 背かす、 か、 る 1K 皇の 風化 は 自然に 後宫 にも 及んだ。 かくして 

後宮の 主たるべき 女性 は、 「大 鏡」 や 「枕 子」 は 見える 宣耀 殿の 女御の 受けられた やうな、 特^ 

な藝術 敎育を 受ける 必耍ゲ あつたの である。 

衬 上の 御- お.、 宣 « 殿の 女御と 聞え ける は、 小 一條の 左大： ni 殿の 御 女に おはし ましければ、 誰か は 知. 9 問え 

* さらむ 。まだ 姬君 にお はしける 時、 父 大臣の 敎へ 聞え させ 袷 ひける は、 1 つに は 御手 を 習 ひ 袷へ、 次に は 

きんの 御 琴 を、 いかで 人に ひきま さらむ とお ぼせ、 さて 古今の 馱 二十 卷を、 皆う かべ させ 給 はむ を、 0M, 

間に はさせ たま へ となむ 間え させ 給 ひける o( 枕 草子〕 

しかし かやうな 習字、 昔樂、 和歌 等 は、 ひとり 後宮の 妃 にと y まらす、 當 時に 於て は、 總ー」 の 貴 

婦人に 通 やる 必須な 敎養の 課目であった。 而 して、 か、 る妤學 の 風 は、 やがて 滿廷の 子女 を風饶 
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して. 後宮に 分 餺 せる 彼女 逹も、 常に 相對 立す る ものに 向って 自ら 敎養を 怠ら や、 博 機智、 

心ば への 總 てに 於て、 些も 他に 遜色 を 兌せ ないやう に 努力した。 一 條 天皇 皇后 定 子の 方の 許に は， 

一 枕 草子」 の 淸少納 言 ゃ馬內 侍が 女官と なって 居り、 中宫彰 子の 方の 許に は 「源氏物語」 の 紫 式 

部 や 和 泉 式部、 伊勢大輔、 出羽辨 等が 奉仕して ゐた。 かくして 後宮 は敎 養豐， かな 才女、 天才 藜 術 

家 を 集めた 樂阗の やうな 觀を呈 し、 こ 、 に名實 共に 美の 殿堂が 貲 現せら る /- に 至った ので ある C 

こ、 に 於て、 藤 原 氏の 採った 後宮 政策 は、 間接的に 宮廷の 女性 文 學を發 生せ しむる 原因と なり、 

後宫は 文學の 淵叢、 女^ は 文 界の粹 となり、 彩 華 爛漫たる 女流 文學 時代 はこ S に 現出し、 巾帼ぶ 

流に してよ く有髯 男子 をして 後に 瞠若たら しむる 者も繽 出す るに 至った，. 

されば 當 時に 於て は、 才學 ある 女子 は 好んで 宮： H せんと 願った。 後 は哎； ^に 

{S 廷 と女子 

とって は、 美の みに 充 たされた 世界であった。 宫仕、 それ は當 時の うら 若い 女 

性に とって は、 何よりの 憧れの 對 象であった。 されば 後宮に 行 はれる 行箏 は、 彼等 女性に とって 

は 誠に 詩の 如く、 繪の 如く 美しく めでたい ものであった らしい or 枕 草子」 に- 

淑景 舍束宫 に まる. 5 給 ふ ほどの 事な ど、 いかが はめで たからぬ ことなし (中略) 北に 少しよ り ズ南 向に て 

おはす。 お 梅 ども あまた^く^ くて、 濃き あやの 御衣、 すこし あかき 葆枋 の！！ 物の 巷、 ，威莨 の 闳玟の わか 
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やかなる 御衣^り ズ、 扇 をつ とさし K し 袷へ り。 いといみ じげ に めでたく 美しと 見え 給 ふ o( 屮略) 翁に か 

きたる やうに 美しげ にて 居させ 給へ るに、 宫 いと やすらかに 今少しお となび させ 給へ る 御け しきの、 おの 

御衣に 匂 ひ 合 はせ 給 ひて、 なほた ぐ ひ はいかで かと 見えさせ 袷 ふ。 

と あるが 如き は それで ある。 又 宮廷の 有樣を 垣間見て は、 

女官な どの 行きち が ひたる こそ を かし けれ、 いかば か. 5 なる 人、 九重 を かく 立ちなら すらむ。 

と ゆかしが. 9、 物見 車の 立ちなら ぶと ころに、 

よき 所の 御 車、 人 だま ひ 引き 績 きて 多く 來るを 何處に 立た むと 見る ほどに、 御前 どもた 下. 5 に 下りて、 

たて 車 ども をた マ のけに のけさせ ズ、 人 だま ひつ V- きて 立てる こそい とめで たけれ。 

と、 人 も なげなる 權 家の 椅暴を 讃美して ゐる。 义關白 道隆が 伊周に 杏 を とらせる を 見て は、 

まづ あなめ でた、 大納言ば か. 5 の 人に、 沓を とらせ 耠 ふよと 見 ゆ。 

と、 淸少 納 首 は 「枕 草子」 に 感歎して るるが、 これら は 正に 當 時に 於け る 一般の 人々 の、 宮廷 讃美 

の 思想 を 代表した ものと 見る 事が 出来る C それ 故 女で も 「さるべ からむ 人の 女な ど は； 宮廷 生活 

•* 「さし 交ら は^、 ぼの 中の 有 樣をも 見せ 習 はさま ほしう、 內侍な ど にても、 しばし あらせば や 

とこそ^ ゆれ」 とい ひ、 一千 歲も あらま ほしき」 美の 殿堂に 立ち交る 我が身の 幸 輻 を 誇って るる。 
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そしてな まなかに ii 生活 を 得て 滿 足して f 人 は 「いぶせく あな づら はし 4 ひやら る」 と、 

やしんで きので ある。 而 して、 その 宫 仕に 於て は、 主の 宫が 貴ければ 貴い 程、 11-^ 

に、 詩に 歌に、 殿上人 上達部との 薄に 忙しかった。 彼女 達 は、 殿上人 達が 有 明の 露^ こま 

る も 高風 有， ニ聲秋 この 趣味 も 解せば、 「蕃 花時 續下」 と 書いて、 末 は 如何にと 差 出さ…， 文 

S して、 一草の 庵 を 誰か 訪ねむ」 と 薄墨の 色 ほのかに 書き送って、 殿上人 を アツと 言 ませ？ 

も 持ち合せて き。 かやう に 相手の 出 樣に應 じて、 何時 如何な 4 合に も蠢 のお 來る 機？：； 敎 

ずが 耍 求され てるた ので ある。 そして 主の 宫に とって は、 上達部 殿上人に もて まや 

を 感服させる ほどの 女房 I く 持って f こと は、 自分の 名聲 をい よく 添へ る こと： な，； " 

方で は 主の 宫の御 威勢が 大きければ 大きい ほど、 nfik  f づけら れ もす 

るので あった 0  〜 一 

" 榮華 物語」 か V やく 藤壺 の卷 に、 

大 殿の 姬君 十二に ならせ 給へば、 年のう もに 御 霧ず て、 やがて 內に 参らせ 給 はむ と^せ 給 ふ。 よろ 

つし つくさせ 給へ り (巾 略〕 長 保 元年 十 一 月  一 B のこと なり 。 女燈 十 人、 童 六 人、 下 仕 六 人ず。 、 み 

じく 透り 調べさせ 給へ るに、 やん ごとな きをぶ 更 こも、 ま 卜、 WA^iJ/r^  、 . 

ズ も..， ZS す Ml お 3 おのむ すめと いへ ど、 * に 交ら ひつ 
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るく、 なり 立ち^: げ ならぬ をば あへ て 仕う まつらせ 給 ふべき にも あらや o 物 きら、 かに、 なりいで よき を 

選らせ 給へ. 00 

これ は 道 長の 姬、 後の 上 束 門院 彰 子の 方の 入內の 有様で あるが、 如何に 附添ふ 女房に 注意した か 

く 窺 はれる ので ある。 女房の 敎養 程度の 如何が その 主の 宫の 盛衰にまで 關 係が あると された、 當 

時の 女房の 位置と いふ ものが これで 分る 事と 思 ふ。 

さて それならば、 當 時の 女性の 憧れの 的であった 宮中に、 宮仕 する 女性 達 は、 ー體 どんな 階級 

の 人々 であったら うか。 中には 建禮 門院 右 京大 夫の 如き 沒落 貴族の 女 (藤 原 伊行の 女) 二 條院讖 

岐の 如き 新興 武士の 子女 (源賴 政の 女) もあった けれど、 最も 多かった の は、 所謂 受領 階級の 子 

女であった。 卽ち 平民 將菽 と货族 階級との 中^に ある 第二 階級、 官位で いへば 男子 は 概ね 地方 官 

になり、 京官 として 榮逹 しても、 辛うじて 四 位 • に 叙せられ るか 叙せられ ぬかの 問に あり、 到底 上 

卿 格に はなれな いとい ふ^ 級に 生れた 子女であった。 平安朝 初期の 小 野 小町に しても、 伊勢に し 

て も、 中期の 右大將 ^綱の 母， 馬 內侍， 淸 少納苜 、 紫 式部， 赤染衞 門， 和 泉 式部， 大貳 三位、 菅， 

原 孝^の 女に しても、 悉く この 第三階級に 生れた 婦人 達であった ので ある。 「源氏物語」 帚 木の 卷 
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々银 とい ひて、 人の 國 のこと にか、 づ らひ螫 みて、 品 定まりた る 巾に も、 又き ざみ あ ズ、 中の 品 のけし 

うは あらぬ、 揮り 出で つべき 頃 ほひな. 90 なまく の 上達部よ. 5 は、 非 参議の Hw 位 どもの 世の « え：：！：^ 

しからす、 ものの 根ざし 賤 しからぬ が、 安らかに 身 を もてなし 振舞 ひたる、 いと か はら かなり や 。家の i 

に 足らぬ 寧な ど はたな かるめる ま、 に、 省か 中 眩き まで もて かし づける 女な どの、 貶しめ 難，、 生 ひ 出ブる 

も 数多 あるべし。 宫 仕へ に 出で立 もて、 思 ひかけ ぬ 幸 ひ 取り出 づる例 ども 多 かりかし。 

と ある やうに、 この 受領 階級 は宫位 こそ 藤 原 氏な どの 笫 一 階級に 及ば t 常に それに 豫 ^してる 

たが、 當時 地方 官の 物質的 收入は i>: 富であった から、 その 點で 餘裕を 持った 階級で あり、 又 第一 

階^^ 二階 鈸を 通じて 學問藝 術 宗敎を 尊重した 時代に、 殊に この 階級の 子 は- 仕官の ，资 各と し 

て 蓽問を 修めなければ ならなかった から、 併せて 知識階級 でもあった。 學問 上の 專門 家は大 S こ 

の階釵 から 出た。 當時 大學は 第一 ^級の 子弟 も學ん だが、 この 階 被の 子^が 學 生の 大多數 を .1Z め 

て ゐた。 かう した 男子の 好學の 風に つれて、 女子 も亦兢 つて 髙等敎 育 を 修めた ので ある。 

女』. と 敎. 養 平安朝 贵 族の 敎宵目 襟が、 漢學と 詩歌 管絃と 書道と 有識 故實 とに あった こと は、 

當 時の 文學の 記載から 充分に 察せられる 處 である o「 わざとの 御 學問は 然る もの 

にて、 琴曲の 音に も 雲居 を ひ マ かし」 「いと あはれ なる 句 を 作. り 給へ る」 を 高麗 人の 扣人 から 愛で 
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や られ たの は 光源氏の 幼時であった" 「わざとの 學問」 は漢學 であ. 9， 「句」 は 聯句で ある。 「朝 は書傳 

I を諫み 次に 手跡 を學 び、 其の後に 諸 遊戯 を 許す。」 と 「九 條殿 遣誡」 にあり 「宇津 保 物語」 俊 蔭の 

文 

^ おに も. 琴 を彈^ 文 を 誦す」 とも 見えて ゐる 0 吉田彔 好の 「徒然 草」 の屮 にも、 平安時代に 做つ 

^ て、 簡明に 男子の 學 ぶべ、 き敎養 の範圍 を、 

^  あ h- たきこと は、 まことし き 文の 道、 作文、 和歌、 管絃の 道、 また 有職に 公事の かた、 人の 鑑 ならむ こそ 

る  いみ じかる ぺけれ o 手なん ど 拙から す はし. 5 がき、 聲を かしく 拍手と り、 いたまし うする ものから、 下戶 

女  - 

性  ならぬ こそ 男 はよ けれ。 

と說 いてる る。 右の 中飮 酒の 項 を 除いて 見れば、 前記の 五 科に 一 致す るので ある。 

さて 次に 女子の 敎養 について V- あるが、 以上の 五 科 Hi のうち、 漢文 こそ は學ぶ 者は少 かった で 

あらう が、 習 宇、 琴、 歌な ど は その 敎 養の 重な ものであった こと は、 「蜻蛉 日記」 の 「小さき 人に 

は P 習 歌よ みな ど敎 へ」 (下の 上) や 「枕 草子」 の宣燔 殿の 女御の 例な どで も 充分 窺 ひ 得られる。 

尙 「今昔 物語」 卷 十三から 例證 して 見よう。 

今昔、 西 ノ京ニ 住 ム人有 ケリ、 品 不晈ヌ 人 也、 一人 ノ 女子 有 リ、 其ノ 女子 形貌 端正-一 シテ 心性 柔和 也、 然 

レバ 父母 此ヲ愛 シテ、 年 十 四 歳 許 ニ成ル 二手 ヲ書ク 事 人 ニ朥テ 和 酞ヲ讀 事 並 ビガ タシ。 亦 管 絃ノ方 二心 ヲ 


附ぶ1に、!«隆ゃ文流女 


^テ^ リ^ズ ル事極 メテ^ レリ o 

「枕^ 子」 の 例 は 村 上 天皇の 御 時宣耀 殿の 女御に なられた 小 一 條 左大臣 師 尹の 娘で あり、 右の 例 

は 中流の. WW の 娘の 例で あるから、 上 は 貴族から 下 は 市井の 庶民に 至る 迄、 ほ V- 女子 は 右の 三 科 

を 主として 學 んでゐ たこと が推斷 される。 而 して 右の 三 科 は 平安時代 女子の 正 科で あ. o、 一般的 

敎費 であるが、 尙 この 外に、 偶人の 趣味な り 嗜好な り、 或は 境遇な， 9 の 差に よって、 或は 输迸 を 

學ズ/ 或は 乎藝 を學 ぶこと も あり、 怫 學を學 ぶこと もあった T 更級 日記」 に は 「この頃の 世の 人 

は 卜 七 八より こそ 經讀み 行 を も すれ」 と ある。 勿論 女子 は 以上の 外に、 女子 特有の 機 織、 染色、 

裁^ を學ぶ 風習であって、 貴族 出の 女で も 熱心に 學ん だ。 貴族の 妻妾で も、 夫の 着物 は 妻妾 自ら 

裁缝 する 習 はしで、 時として は 機 織 >  染色まで も 妻が 行った。 妻が 自ら 色 を 染める 歌 は 「萬 薬^」 

にも 多い or 源氏物^」 帚 木の 卷 にも、 裁鏠、 染色が 巧みで 、「立 田 姬と言 はむ にもつき なから す、 

棚 機の 手に も 劣る まじく」 と 賞 めら れた女 もあった or 落 窪 物語」 の 女 主人公 は糰 母に 虐 侍された 

が， 裁縫に 巧であった から、 遂に 太 政 大臣の 北方にまで 出世した。 これほ^ 裁縫が 女子に 大切な 

敎養 であった ので ある。 

そして これらの 敎^ は、 多く は その 家庭に あって 積まれた ので ある。 男子に はいくつ かの 官立 
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の 大學、 國學が あり、 义^ 者の 私塾の やうな もの もあって、 自由に 門 を 出て 學 ぶこと が出來 たが、 

今の やうな 女學 校の 制度の なかった 當 時の 女子 は、 一 人々 々家庭に 於て 學ば なければ ならな かつ 

た。 それ は 今日の 女學 校で 學 ぶより は 困難の 多かった ことで あらう が、 しかし <fr 日の 一般の 家庭 

よりも、 この 附 扱の 當 時の 家庭 は、 色々 の條 件が よかった やうに 想 はれる。 第一 親兄弟 自ら 敎 育が 

あって、 舉^^ 術の 愤： g と 必要と を 知り、 同時に 好學の 大勢に 促されて、 女子の 敎育 を獎勵 し、 父 

兄が 自ら 敎へ もした" 紫 式部 は 兄惟規 が父爲 時から 漢籍 を學ぶ 傍に 侍して これ を聽 き、 兄よりも 

よく 記惊 したと いふ。 「源氏物語」 で、 明 石 は 父 源氏から、 雲井 雁 は 祖母の 大宮 から、 宇治の 姬宮 

達 は 父 八の 富から、 「宇津 保 物語」 で、 俊 蔭の 女 は その 父から、 「落 窪 物語」 の 落 窪の 君 は 母から そ 

れぐ昔 樂ゃ書 ^學ん でる ろが、 これら は 正に 當 時の 上流の 家庭が 寫實 されて ゐ るので あらう。 

以上が 平安朝 女性の 教養の 大體に ついて ゾ あるが、 與謝野 晶子 氏 はこれ につ い て 、「彼女 等の 學 

んだ科 =1 の數 は、 決して 今の 女學 校の 科目の 數に 劣ら や、 その 敎 育の 質の 高さに 於て、 今の 女子 

大學 以上 だ， V 思 ひます o」 と 述べ て 居られる。 そして 更に、 「人々 は當 時の この 階級 を 漫然と 想像し 

て、 冇閑^ 殺であった やうに 思 ふでせ うが、 それだけの 複雜な 敎育を 家庭です るに は、 非常に 周 

倒な 用 意 を もってせられ、 ぶらくして 暮らす やうな 弛緩した 生活はなかった のです。 法 華經ゃ 


因 涼の^^ 璆玄流 女 


般ぉ經 を 幾 部も寫 すと いふ やうな 修業 さへ、 若い 女子 もした のです o」 と、 九 百年 前の 平安 女性の 

精祌 生活 を 懐 しんで ゐる。 

彩 華 爛漫たる 女流 文學降 盛の 背後に は、 かう した 女性の 敎養 のあった こと を 忘れて はならない，' 

かう した 敎宵 によって 高められ、 深められた 處 から、 幾多の 傑れた 作品が 生れ 出た ので ある。 

以上に 於て、 女流 文學 隆盛の 社會的 原因に ついて 述べた が、 今一 つ こ に文學 

假名の 發明 

的 原因と して 注目され なければ ならない ことがある 。それ は 假名の 發 明で ある。 

漢字 を 用 ひて 國語を 表記す る 方法 は、 旣に 奈良時代に 於て 案出され て、 所謂 萬澳 假名と して 弘通 

して ゐ たが、 表音文字で ない こと、 字 割の 多い こと、 は、 種々 の點に 於て 不便 を 感ぜし めた。 然 

るに 何時の 頃から か、 漢字の 草體、 或は 漢字の 點割を 省いて 略字 を 作る ことが 行 はれ 始め、 遂に 之 

を 極 庇に^ 略して 簡易な 表音文字 を 作. 9 上げる に 至った 。かう して 出來 上った 新字が 假名で ある o 

これに は片 假名 平 假名の 一 一種が あつ て、 いづれ も 長い 年月に 亙って 漸次 考察され て來 たもので あ 

つて、 その 成立 を 見る に 至った の は、 平安時代の 初期に 壩 して ゐる。 この 新字の 出現 は、 我が 文 

化 史上^も 注意すべき 事贲の 一 つであって、 その 習得の 容易と、 使用の 便利との 爲に、 文學 者、 

特に 女流作家の 間に^ 速に 弘 通し、 文學の 展開の 上に 一新紀元 を 劃す るに 至った ので ある。 勿論 

.  1 四 九 
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この 假名 も その 初めに 於て、 漢文 學を 以て 文學の 正道と 考 へて るた 當 時の 人々 に は、 なほ 蔑^せ 

ら るべ きものであった こと は、 「土 佐 日記」 その他の 物語 日記に 發見 すると ころで ある。 貫 之 は 「土 

佐 日記」 の卷 頭に 「BR もすな る 日記 を 女 もして みむと てす るな， oi と 述べて ゐる パ、 こ 1 ま當寺 

の 日記 はすべ て 漢文で 書くべき ものと されて ゐ たので、 女性に 假 託して 書いた ものである。 又 

「淤氏 物語」^ 合の 卷に 「草の 手に 假名の 所々 書き まぜて、 まほの 委しき 日記に は あらや、 あまれ 

なる 歌な ども まじれる」 と ある 如く、 漢文の 日記 は 本式と され、 假名の 日記 は 略式の ものと され 

た。 か、 る 時代で あつたが ために、 男性 は 未だ 假名 文字 を 用 ひる こと を 潔、 しとし なかった。 然る 

に當 時の 女性 は荬敢 にこれ を驅 使して、 當 時の 男性 作家の 達し 得ない 所にまで 文學を 引き上げて、 

文檀の 靱權を 握る に 至った ので ある。 

第 四 章 紫 式部と 源氏物語 

I 紫 式部 
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紫 式部の 家 は、 閑院 左大臣 冬嗣六 男の 良 門 を 遠祖と する 名門であった。 の 

家  ^ 

中には、 文人 歌人と して 名 ある 者が 少く なく、 曾祖父^ 輔は 堤中納 と稱 せら 

れ、 延^ 時代に 歌人と して 令名 あり、 家桀 一 卷を殘 して るる。 祖父の 雅 £、 その 弟淸 正、 叔父の 

爲朝等 は、 皆 優れた 歌人で、 その 歌 は 「拾 遣^」 以下の 勅撰集に 載せられ てるる。 父 爲時は 歌人 

としてよ. o は、 寧ろ 詩文に 長 じ、 又 懦學の 造詣が 深く、 當 時の 碛學文 章 博士 菅 原文 時に 學んで 文 

名 一世に 高く、 その 作詩 は 「本朝 麗藻 集」 に 數十首 載せられ てるる。 又 兄 惟規も 歌人と して 有名 

で、 如何にも 文人 的 熱情に 燃えた 風流 人であった。 母 は 右 馬頭 藤原爲 信の 女で、 冬嗣の 一 男 長 良 

を 遠祖と する 名家で あり、 式部の 家系と は、 遠く その 祖を 同じく してる る。 定めて 優秀であった 

,JT うこと は 想像せられ るが、 その 事蹐に 至って は、 湮滅して 全然 傳 つてるな いのは 殘念 である。 

同胞 は 「尊卑 分脈」 及び 「紫 式部 歌集」 を 綜合す るに、 兄 三人と、 少く とも 一 人の 姉が あったら 

しい。 そして、 この 長兄と 次兄と は官に 仕へ、 三 兄 は 出家して 阿闍 梨と なった。 

以上 判明して るる 所の みに よっても、 式部 は 名門の 末葉と して、 自ら 氣 品の 高い ものが あ. 9* 

父祖 累代 文人と しての 血液が 濃厚に 流れて ゐて、 傳統 的に 文學的 素質 を、 多分に 傳 承して るた で 

あらう ことが 推測さ^-る。 

1 五 1 
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式部の 生年 は、 未だ 明かに されて るない。 圆融 IK 皇天 元元 年に 生れた ので あら 

閱  歷 

. うとす る說 (紫 七 論) と、 同 天皇 犬延 三， 年と する 說 とが あるが、 式部に は 兄 

と 姉が あった こと は 確で あるから、 今 それらと 父爲 時との 年齢 關 係から 考 へて みると、 前 說が有 

力ら しく 思 はれる。 

式部の 幼年時代の ことに ついては、 「紫 式部 日記」 に、 兄 惟規が 「史 記」 を學 習す るの を 傍で 聞 

き 習って、 兄よりも 早く 覺ぇ、 よく 記憶して ゐ たので、 父爲 時が 「口惜しう、 をの こに て 持たら 

ぬ こそ 幸 ひなか. 5 けれ」 と歆 息した とい. ふこと を 、自ら 書いて ゐる ことが 殘 つてる る だけで ある。 

これ は 固より 一場の 斷篇 に過ぎないが、 これによ つて 見ても、 幼年時代から 旣に秀 れた頭 腦の持 

主であった ことが 知られる。 叉 これによ つて、 家庭に 於て 相當 早くから 敎養 をう けた こと も、 推 

測され るので ある。 式部。 父 g 兄弟に は、 文 S. に 秀れた 人が 多く、 遺傳 として 文人の 素質 を惠ま 

れ てるた こと は 旣に說 いたが、 その 家庭 內に 溢れて るた 文藝的 雰圍氣 が、 式部の 敎 養に 少 から ざ 

る 影響 を與へ たこと も、 見の がす こと は出來 ない。 か， T て 式部 は 和漢の 文學、 儒佛の ニ敎に 精通 

する に 至った が、 外に 和歌、 管 絃* 殊に 箏曲、 香道， 緣晝 等に 堪能で あり、 又是 等の 諸 近に 關し 

て、 ー雙眼 を^へ てゐ たこと は 「源氏物語」 を 通して よく 知られる ところで ある。 これら も、 そ 
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の 家庭の 感化が 大いに 影響した であらう こと は、 明かな ことで ある。  . 

かやう にして、 その 學 問に 對 する 造詣 は、 幼少の 時から 深かった が、 敏り 深い 彼女 は、 あら ゆ 

る 櫞會に 於て、 世俗の 話 题に耳 を 傾け、 眼に 觸れる 誉籍は 直ちに これ を繙 き、 有職 故實」 至る 迄 

通ぜざ る 所 はな か つ たと 思 はれる。 

又 式部 は、 幼時 何れ かの 宫か 公家へ 仕へ たこと であらう とい はれて るるが、 十九 歳の 時、 越 前 

守と なった 父爲 時に 伴 はれて その 任地に 赴き， 翌年 迄 逗留した もの 、如くで、 家桀 にこの 間に 詠 

ん だものと 思 はれる 歌が 數首 ある。 しかし、 越 前への 旅 を、 式部 は餘り 好まなかった であらう。 

途中 都を戀 しがり、 道中の 難儀 を こぼして るる。 

み をの 海に 綱 ひく 民の 隙 もな くた ちる につけて 都戀 しも (近 江に て) 

越 前に 於ても、 式部 は その 地に 居る を 好ま や、 何時も 都を篛 つてる たらしい。 

長德 三年の 秋 頃に は、 父の 任滿 つる を 待ち かねて、 一人 都へ 歸 つて るる。 

式部と- 後に 夫と なった 藤原宣 孝との 戀愛關 係が 始 つたの は、 彼女が 越 前から 歸 つた、 翌長德 

四 年の、 彼女が 二十 一歳の 舂 頃からで あらう。 式部 は 初めのう ち は、 宣 孝の 熱烈な 求愛に も拘ら 

す、 容易に これ を 受け 納れ ようと はしなかった。 それに は 種々 の 理由が あつたで あらう。 性咯の 

I 五三 
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桕遠、 年齢の 差、 又宜 孝に 他に 二三の 妻妾が あった 事な ども 數へ擧 げられ ようい しかし 兩 者の 關 

係 も、 その 年が 暮れ、 やがて 長 保 元年になる と 漸く 接近し、 秋に は 結婚す るに 至った。 この頃 宣 

孝 は TO: 十 餘歲， 式部 は 二十 二 歳 位であった。 妻と しての 式部 は、 時として は、 世の常の 妻が さう 

であった やうに、 夫の 夜 離れ を 歎つ こと もあった であらう が、 宣 孝の 愛 をう けて、 概して 平和な 

生活 を 送った と 思 はれる。 それ は 夫の 死後、 夫 を傯ぶ 情の 綿々 として 盡きゃ *  ^え や 哀愁に 包ま 

れ てるた 式部であった ことによって 知られる。 二人の 間に、 女 賢 子が 生れた の は、 長 保 二 年の こ 

とであった。 この 賢 子 は 後冷泉 天皇の 御 乳母 越後の 辨と ある 人で、 後に 正三位 太 宰大甙 高 階 成 章 

に 嫁して から- 大甙 三位と 改めた。 しかし、 式部の 結婚 生徒 は餘 りに も獰 いものであった。 結婚 

の翌々 年、 長 保 三年 四月 二十 五日に は、 最早 夫宜 孝に 死刖 しなければ ならなかった。 

宣 孝の 死 は、 式部に とって は 非常な 打擊 であった。 その 結婚 生活が 幸福であった， たけに、 その 

淋し？ は乂 深く 切なる ものが あった。 本 來の內 氣な氣 質と 相須 つて、 世の 無常 を感 する こと も、 

殊に 痛切な ものが あった やうで ある。 

世の はかなき をな げく ころ、 陸 奧に名 ある 所々 かいたる を 見て、 塩 釜の 浦 

見し 人の 煙と なりし. 夕より 名 もむ つま じき 鹽 釜の 浦 
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と啖 き、 乂み ど， 9 兒の生 ひ 先 を氣づ かって、 

世 を 常な しな ど 思 ふ 人の、 を さなき 人の なやみけ るに、 から 竹と いふ 物の 羝 にさした る、 女房の 新. o 

ける を 見ズ、 

若 竹の 生 ひ 行く先 を 祈る かなこの 世 をう しと 思 ふ ものから 

など、 悲歎に くれたの である。 これが 式部の 二十 四 歳の 頃であった。 人の 世の あまりの はかな さ 

に 式部 は 幾度 かこの 世 を 拾て ようとした。 しかし 賴. o ない 可憐な 幼兒を 見る 時、 子の ために は 

雄々 しく 生きねば ならぬ と 決心した。 

そして、 この 淋し さ 額り なさ を脫れ るた め、 式部 はふと 一 つの 物語 を 書き上げようと 思 ひ 立つ 

た。 世の中の 樣々 の 人物、 樣々 の 事件 を 描いて、 自分の 心の底 深く 沈み 動いて， Q る. もの を、 書き 

表さう と 思 ひ 立った。 そして、 父な き 子 を 守. o 育てながら、 靜 かに 筆 を 運んだ ので ある。 こ^が 

「源氏物語」 である。 かう して、 寬弘四 年 十二月 末、 三十 歳で 上 東門 院彰 子の 方に 宫 仕す るまで 

の、 凡そ 六ケ年 問の 靠婦 生活の 間に、 この 物語の 大部分 は 書かれた ので ある。 愛の 細やかで あつ 

た夫宣 孝に 死別して、 滿し 難き 人生の 淋し さ >  饌さを 痛感した 式部 は、 その あはれ に镌き 人生の 

姿 を、 自分と 共に ある 平安 貴族の 生活の 上に、 細やかに 深く 微妙に 描き出さう としたの であらう。 

1 五 W 
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さう して、 飽迄 もつ、 まし やかな、 眞 isE! な * 同情と 理解の ある 眼で、 自分の 周圍を 見廻して、 

書くべき 材料 を 捜し出し たので あらう。 かくして 「源氏物語」 け 書かれる やうに なった ので ある 

が、 寬弘五 年の 頃に は、 少く とも その ある 部分 は 世に 流布して ゐ たこと は、 「紫 式部 日記」 寬弘五 

年の 條 によって 推定され る。 

宮仕 後、 式部 は 一條 天皇、 中 宫彰子 及 道 長 夫妻 かち はかなり 愛され、 又 同輩 毀 上人から は 

敬の^ を 以て 眺められ たこと は、 日記の 示す-ところで あるが、 式部 は宮 仕に 出る こと は、 餘り好 

まなかった らしい。 夫に 別れてから、 殊に 引き 餹り 勝であった 彼女 は、 他の 多くの 女性が 理想と 

した- 華 かな 宮廷 生活 を 迗る氣 に はなれなかった ので あらう。 進んで 宮 仕の 如き 一種 社交的 氣分 

の澳 厚な 環境に 入って 行けない 氣 持であった こと は、 家集に、 

はじめ ズ內 わたり を 見る にも、 物の あはれ なれば 

身の 憂さ は 心のう ちに した ひきて 今 九重に 思 ひみ だる、  . 

と あるので も、 察する ことが 出来る。 日記に、 

S き 世の 慰めに は、 か /- る 御前 を こそ たづね 參 るべ けれど、 うつし 心 をば ひきたが へ、 たと しへ なく、 よ 

ろづ 忘る /- にも かつ は あやしき (究弘 五 年の 秋) 
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叉、 

目に 見や あさまし きもの は、 人の 心な. 9 ければ、 今より 後のお もな さは、 た V- なれに なれす. ぎ、 ひたお も 

てに ならむ も、 こと やすし かしと、 身の 有様の 夢の やうに もお も ひつ y けられて、 (同年の 冬) . 

など、 あって、 多少 宮 仕の 爲に心 を 慰められた やうに も兑 える が、 總 じて 彼女が 豫 想して ゐた如 

く、 宫仕 生活 は 彼女の 寂寥と 苦惱を 取り去って 吳れる ものではなかった。 又 宮廷 生活に 於け る 皮 

女の人^ が髙 まるに つれて、 同輩の 嫉妬 や 敵愾心が、 相當 式部 を惱 した こと も 事賁 である。 

宽弘五 年 四月 十三 日、 中 宫彰子 は 御 懊姙御 修法の ため、 土 御門 殿へ 出御な される。 式部 もこれ 

に從 つて、 土 御門 殿に 出て 三十 講に 列席した or 紫 式部 日記」 はこの 頃から 書かれて ある。 屮宮の 

御產が 近づく に從 つて、 人々 は その 準備に 忙殺された。 この頃の 式部 はま だ 新参者であった。 九 

月 十一 日 後一 條 天皇が 御 降誕に なり、 九月 十五 日 道 長の 御產 養の 日に は、 式部 は 祝 歌 を 詠んで. Q 

る。 十月 十六 日の 行幸に 次いで、 十 一 月 一 日に は若宫 (後 一 條 天皇) の 御 五十 日の 祝 镞が行 はれ、 

その 日の 宴に 醉づた 藤 原 公住が 「あな かしこ、 この わたりに 若紫 やさぶ らふ o」 と、 式部に 戯^ か 

けた 話 は 有名で ある。 この 記事から 考 へて 見ても、 「源氏物語」 は、 この頃す でに W 常廣汎 な範圍 

に 流 巧され てるた ものと 思 はれる。 十 一 月 十七 日に は、 內^ に 歸られ る 中宮に 從 つて 宮廷に 移つ 

1 五 七 
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た。 十二月 二十 九日に は、 去年 始めて 宫 仕に 出た 時の 事を囘 想して、 現在に 及んで ゐる。 

お 弘六年 正 H 三日、 若宮の 御 戴 餅の 事が あった。 「源氏物語」 が、 お前に あるの を 見て、 歌 ひ 挑 

んで來 た 道 長と 歌の 贈答 をして るるの は、 この頃の 事で あらう。 

すきものと 名に したてれば 見る 人の 折らです ぐる は あ もじと ぞ思ふ 

とい ふの が 道 長の 歌で ある。 これに 對 して 式部 は、 

人に まだ 折られぬ もの を 誰か このす きも のぞと は 口なら しけむ 

「めざましう」 と 返歌して るる。 道 長の 餘 りの 戯 11曰 であった 爲 でも あらう が、 この 歌に は 身の 潔 

白 を 強く 主張した 彼女の 心が よまれる と 思 ふ。 

又 この 年の 夏. 御堂 殿で 式部が 渡 殿に 寢た 夜、 ほと/ \ と 局の 戶を 叩く 者が あった。 恐し さに 

返箏 もなくて ゐた ところ、 翌朝 道- 长 から 歌が あった。 

よもすがらく ひなよ. o けにな くな くぞ まきの 戶 口にた /- きわび つ る 

しかし、 式部 は、 

た， ゝ ならす とば かりた 、 くく ひな ゆ ゑ あけて はいかに くやしから まし 

と 答へ たのみで、 道お， レ^ 惑に は從 はなかった。 
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この 道お と 式部との 關 係に ついては、 これら 日記の 贈答 歌 を 中心に して、 種々 の 揣麼^ 測が な 

されて ゐる。 或る^ はこの 日記に ある 程度の ものと して 「その^: 節た ふとむ ベ し。 あはれ むべ し。」 

(紫 家 七 論) とし、 或る 者 は 更に 想像 を 加へ て、 「道 長の 妾」 と 見なす もの さへ ある， (尊卑 分脈に 引 

く 所の 或 本) 或は さまでな くと も、 式部の 女性と しての 心理に つき 入って 評 を 加へ 「言葉で ない 

言葉で、 道畏を 誘 ふ ものがなかった かも 頗る 疑 ひなき を 得ない。」 (源氏物語 新 研究) とい ふ 說も出 

てゐる o 

しかし、 日記に 現れた ところに よって は、 兩 者の 間が 何處迄 進展して る たかは、 知.， - 得ない の 

である。 式部が 當 代の 權勢者 たる 道 長の 一顧 を 得た こと は、 その 動機が 如何なる 點 にあった にせ 

よ、 女性の 身と して、 流石に 榮卷の 感に打 たれた こと は事實 であらう が、 火の ない 所に は 煙 は 立 

たぬ の 道理から、 「御堂 關白妾 云々」 と、 定めし 幾分の 關係 はあった らうと 說く說 は、 餘 りに 穿ち 

過ぎた 跪說 であらう。 式部が 道 長に 許さなかった 理由に 至って は、 固より 何等 知る 由 もない が、 

藤 岡 博士の 「國 文學 全史」 に 「式部が その 夫 を 重ね ざ b し は、 後 も 遂げざる 契に 捨てられ 一て、 世 

の 物 笑 ひとな らん 事 を-恐. るれば なり。 節義よりも 深慮な. 50」 と ある は、 蓋し その K; 相に 解れた 雷 

であらう。 想 ふに、 式部の 容色 はさまで 拔 群と いふ 程で もない らしく、 早晚 破鏡の 嘆 を 啣 つ こと 

1 ^九 


rt 女 る た ^て し 通 を^ a ゆ^ 平 


一 六 〇 

は、 當 時の 幾多の 例 を 見ても 明かで あるから、 寧ろ 世人の 嘲笑 を 招かぬ を 以て、 勝れ. 9 とした 彼 

女の 深瓛 がかくせ しめたの であらう。 

宽弘七 年 正月 十五 日に は、 二宮^ 朱 雀 帝の 御 五十 日の 祝儀が あった。 現存の 「紫 式部 日記」 は 

この 日の 記事で 終って るる。 

宽弘八 年 二月 一日、 父 爲時は 越後 守に 任ら ぜれ、 四月 頃 赴任した。 IM 年 六月 二十 二  n に は、 一條 

天皇が 崩御 あらせられた。 一 條院の 法事の 過ぎた 後、 枇杷 殿に 移られる 中宮に 式部 も從 つたが、 

この 時に 詠んだ 哀傷の 歌が、 「榮華 物語」 岩 蔭の 卷に 載って るる。 長 和 元年 二月 十四 H に は、 中宫 

彰子 は御歲 二十 五に て皇 后宮に 上らせられ， 式部 は續 いて これに 出仕した。 とはいへ、 寬弘八 年 

の 秋に は 父 爲時を その 任國 越後に 送り、 長 和 一 一年に は 更に 父 を 訪れる 兄 惟規を 越後 國に 送るな ど、 

まことに ^虛な 淋しい 日々 を 過して. Q た。 而 して 長 和 三年に は、 兄 惟規は 越後で 歿し * 遣 骨と な 

つて、 任期の 滿 たない うちに 官を辭 した 父に 守られて、 都に 歸 つて 來た。 兄" 遣 骨 を迎 へて、 式 

部 は どんなに 悲歎の 淚 にくれ たこと であらう。 かう した 重なる 傷心に、 式部 は 四 年の 半 頃から と 

かく 藥 餌に 親しむ 身. 》 なり、 しみぐ と 物 思 ふことの 多い 病 勝ちの 日が 績 いた。 

六月ば かり 撫子の 花 を ^ て 
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垣根 あれ 寂し さまさる 床 夏に 露お きそ はむ 秋まで は 見 じ 

物 や 思 ふと 人のと ひた まへ る 返琪、 九月つ ごもり 

花 S 葉 分の 風 やなに にかく かれ ゆく 野 遂にき えと まるらん 

^に は、 病ま やるせない 心境が 窺 はれる。 かう した 悲歎と 磨との 中に、 そ 

五 年の 春 かに 世を辭 した ものと 思 はれる 。出生 をぎ  ^  f 翌 

. ^  &き をヌー X ー兀 年と 假定 して 數 へて みると、 そ のぞま 三 

十八 歲の暮 か、 三十 九 歳の 春と いふ ことになる。  あ.^ 一一 

性  格 紫 TH あの人 物に ついては、 古來 幾多の 說が なされて るる。 「やまと こま以 え > 

なく、 才德舊 の 賢婦 なり。」 とい ふ 「紫 家 七 論」 (安藤 義) の說 は、 少しく 成 

負の 弓 倒しの 感が あるが、 芳賀矢 一 博士 は 「國 文學史 概論」 の 中に 次の 如く 述べて to 

^^tirf  iif い？、  f 舅な If のます。 I 

^^  ！ 『蒙 七 論』 を 作り、 菜 紫 式部 は 貞淑 温良の 婦人と して、 殆んど I 婦人の . 

模範と 目 せらる に 至れる ま、 t^  J;  -  」R- ヰお ノの 

の 浮華の 風を備 へす、 桌節を 守. 5 し點 まあり しょる ベ オ^  、  a  H-B の女浐 

>-35.  、  ありし なる へ けれと も、 日記の 一 節 人の 韪ロ をい ふべ からすと、 

ふ 口の 下に、 直ちに 同^ を 貶^して ilpssA-iso なき.， . t,， 

お 評  一 a が院中 將を はじめて、 和 泉 式部、 § 從等を i せる こ 
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と 最も 茶し。 而 して 自己の 高慢 は 亦 其の上に 躍如た. 9。 決し ズ 完全なる 人格と 稱 すべから ざる は、 この 書 

に 於て 認む べし。 年 山 先人 爲 主よ. 9 崇拜の 極に 達せし は、 笑 ふべき 過誤な. 9 とい ふべ し OJ 

と 篤 倒 的貶踩 をな し、 手 塚 昇 氏 も 亦 これに 同意して、 「源氏物語 新 研究」 に 偽善 的 似而非 謙遜 家と 

魅しめ て- Q る。 しかし これらの 說は、 爲 章の 說の 過褒に 過ぎた ると 同じく、 又餘 りに かたよれる 

所論と 言 ふべ きで あらう。 

卽ち 式部の 人物に つ いて は、 古く 爲 章の 「紫 家 七 論」 出で、 その 學德 性行 を稱揚 する に 及んで、 

殆んど 典型的な Jar 操 堅固の 賢 婦人と せられて、 定說 となった かの 觀が あつたが、 近代に 及んで は、 

式部の 性格が 一 餍 深刻に 觀察檢 討 せらる、 に 及んで、 人間 式部の 全貌 を 白日の 下に 昆 るの 感じ を 

受ける に 至った。 

式部が 決して 凡^の 婦人でなかった 事 は、 我が 國の 國寶 とまで 言 はれて ゐる 「源氏物語」 を大 

成した、 その 才と 意志の 强 固さから でも 容易に 斷定 される ので あるが、 圓滿 無碍、 完全 無 缺の代 

表 的 婦人と して 崇める こと も、 亦當を 得て るまい と 思 ふ。 

式部 は 確かに 敎 f おある^^な ^人であった。 しかし 乍ら、 一面 又 かなり 複雜な 心の 生涯 を 生き 

て ゐ たやう である。 この 點が 式部の 性格に ついて 樣々 な 意見が 行 はれる 听以 であらう と 思 はれる。 
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式部の 性格 を考 へて 見る に、 先づ 第一 反省 的で あると いふ ことが 著しく 感じられる。 彼女 は 常 

に 自己に 對 して >  嚴 正な 批判 を 加へ る こと を 怠らなかった。 このために、 彼女 は 何時も 自己 を 忘 

却す る ことはなかった。 勿論 他人の 言動 も 直ちに 眼 にもつき、 かなり 峻烈な 批評 を も 加へ やにお 

かないが、 同時に 以て 自己 を 批判し、 反^ する こと を 忘れる やうな ことはなかった。 中宫彰 子が 

後 1 條帝を 生み 奉る 折 なぞに、 女房 達が あさまし くくれ まど ふ を 見て 「ましてい かなり けん」 と 

己の 姿 を かへ りみ てるる。 又 月明る き 夜、 中宮に 參る 時、 體裁も かま はす 騷ざ 立て、 車に 乘る女 

房 達の 無作法 を 眼に して は、 「我がう しろ を 見る 人はづ かし，、 も 思 ひ 知ら るれ」 と 直ちにう つして 

以て 自己 を 顧る のであった。 かう した 反省 的な 態度 は、 人との 交際に 於ても， 淡白に 振舞 ふこと 

が出來 す、 常に 消極的な 態度し かと. 9 得ない こと は、 今日の 社會 にもよ く 見る ところで あるが、 

式部に もさう した 傾向.，.. 多分に あった ものと 思 はれる。 日記に 同僚の 女房が 式部 を 評した 首 を戟 

せて、  ，，  、 

いと に 恥 かしく、 人に 見えに くげに、 そば そばし きさまして、 物語 好み、 よしめ き、 欲が ちに、 人 を 人 

ともお も はす、 ねたげ に、 見お とさむ ものと なむ、 皆 人々 いひ 思 ひつ /- にくしみし を、 見る に は あやしき 

までお いら かに、 こと 人 かとな むお ぼ ゆる。 
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と あり、 乂 中宮の 言と して、 

いとうち とけて は 見え じと なむお も ひし かど、 人より けに むつまじうな. o にたる こそ、 

と あるな どに よって 兑て も、 式部に は 一 面 親しみ 難い 點が あると、 一 般に 認められて ゐた 事. は 確 

かな やうで ある。  • 

又 かう した 反お 的な 消極的 態度 は、 勢 ひ 身 を 持す るに 謙抑 主義 をと る やうになる。 

すべて 心に 知れら むこと を も、 知ら や 顔に もズ なし、 言 はま ほしから むこと を も、 一 つ 二つの ふし は 過す 

ベくな む あんべ か. 9 ける。  ， 

と 帚 木卷の 女性 觀の 中に も 述べて るるが、 式部 自身 も、 幼く して 兄の 學習 する 「史 記」 を 橫合か 

,  しり ゥ ごと 

ら^き 覺 えたり、 「なで ふ 女が SSH 首 は讓 まむ 一 と 後 首い はれても、 古 厨子から 引出して 靝んだ hN、 

門^に 「樂 府」 を 教授し 奉ったり しながら、 その 學才を 「故里の 女の 前にて だに つ、 み」 「一とい 

ふ 文字 >v たに 書き 渡さす」 「御 屏風の 上に 書きた る 事 を だに 讀 まぬ 顔 をし」 門院へ の 御 教授 も、 「人 

の 侍 はぬ もの ひまひまに」 申 上げて 「 隱し」 てゐ たとい ふ 日記の 記述 を 見ても 謙抑の ほどが よく 

知られよう。 

しかし かう した 謙抑 主義の 反面に、 式部 は 一 西 多少の ュ ー モア を 持って るた ことにつ いて、 池 田 
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飽鑑氏 は 次の 如く 首って ゐる。 「辨の 宰相の 香： 寢 して ゐ るの を 『输に 寄き たる もの 、姬^ の 心地す 

れば、 ロ锒を 引き やりて、 物語の 女の 心地 もし 給へ るかな』 (日記) と 3! いてる る あ^り、 華 かで 

はない が、 どこか 淚ぐ ましくなる やうな 愼ま しゃかな うかれが ある」 と。 又 氏 は S 一；： 葉 をつ いで、 

「しかし^ 面 優しい 式部に も、 自尊心 を 守らん とする. 反抗的 精神の あった こと は 否まれない 。『人 

の 巾に まじりて は、 いはま ほしき こと も 侍れ ど、 いで やとお も ほえ、 心う まじき 人に は、 いひて 

やくな かるべし。 物 もどき うちし、 我 はと S3 へる 人の 前にて は、 うるさければ、 ものい ふこと も 

物 愛く 侍る』 (日記) など 言 はんとす る 自己 を 持ちなが^、 相手 を輕視 して ゐる 傾が ある。」 

この 自尊心に ついては、 少女 時代に 「史 記」 を 兄より 早く 暗記した 爲 父から 賞め られ たと か、 

1 條 天皇から 「源氏物語」 について、 「この 人 は 日本 紀を こそよ みたま ふべ けれ、 誠に ざえ あるべ 

し。」 と 賞め られ たこと など を、 得意 を こめて 書いて ゐる ところな どに 充分う か V- はれる。 これ は 

一見 謙抑 主義と 矛盾す るかの やうに 見える が、 一面 彼女が、 やはり 眞の 人間、 生きて るる 女、 そ 

して 自信の 强ぃ藝 術 的 天才であった こと を 語る ものである。 

以上 式部の 性格に ついては、 色々 な觀點 から 眺める ことが 出來 るが、 要するに、 「源氏物語」 及 

「紫 式部 日記」 を 通して 見られる 式部 は、 旣に島 津久基 氏 も 言 はれる 通. 5、 「聰明な 悟性と 豊かな 
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^念と、 S な 意志み 持主で あり、 人生 を 深く 廣く 裏の 裹ま でも 見 透し 味って るる 苦勞人 であ. 9、 

人生 批評家で あり、 人生 鑑賞 家で ある。 自己批判 は嚴 正で、. I 無論 外部の 些細な 點 にも 冷徹な 

觀^ 批評 を 怠らない が、 同時に 移して 以て 自己 を 反省し、 他人 を 理解す る 氣持は 充分 持って ゐ る 

人^味の^ かな女 性」 であった やうに 思 はれる。 

^  is  c 式部の 赏名は 明かで ない が、 紫 式部と いふ 名の 謂れ も 亦 明かで ない。 「河 海抄」 

紫式郜 の名號 

の說 によれば、 式部 は 始^ 藤 式部と いった。 これ は 女房の 呼名で あるから、 宮 

仕 をし ない 間 はかくの 如き 名はなかった 事と 思 はれる。 宫中 生活 をして 賜 はる 名 は 大抵 父兄の 姓 

や 官位よ hs その 名 をと つた。 彼女 は 藤 原 氏で あり、 且 兄の 惟規は 式部 丞 (後に 藏人 となる) であ 

つたから、 藤 式部と 言った ので あらう。 而 して 藤 式部が 紫 式部と なった に 就いては、 古來 幾多の 

説が あるが、 「袋 草紙」 卷 四に、 

紫 式部 云 名 有-三 說 1 1_此 物語 紫卷 作-; 甚深 I 故 得 一一 此名？ 1 一條 院御 乳母 之 子 也。 而上東 門院 令 "レフ 奉トテ 吾ュ 

カリ ノ物ナ リア ハ レト思 食 セト令 レ申給 故 有 ニ此名 一武 蔵野義 也。 

とめり。 「河 海抄」 に は、 

1 部の 中に 紫の 上の 事 をす ぐれて 書きた る 故に、 藤 式部の 名 を あらためて 紫 式部と 號 せられけ. 5。 一說に 
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云 藤 式部の 名咪玄 ならす とて 後に 藤の 花の 色の ゆか. 9 にあら ためらる、 と^ふ o( 淸铺^ 臣の說 也- 

凡そ 古 來の說 はこの 四つに 盡 きる。 なほ 近來に 至って、 「紫 式部 は 紫 野 雲 林 貼の ほとりに 

住みし ゆき 名なる べし。」 とい ふ犛秀 氏の 說が ある。 それぐ 理由 は あるが、 現在の 研究^ 

國 では、 「紫の 上 云々」 の 第三 說が 有力に 行 はれて るる。 

二 源氏 物 語 

著作の 動 著作の 動機に ついては 古 來俥說 が ある。 

「無名 草子」 に、 大齋院 (村 上帝 十宮 選子內 親王) が上柬 門院 彰子こ 何か^し、 

SI はない か 4 ねられた。 そこで 門院が 式部に 命じて 作らせた のが この I であると いふ。 

「河 海抄」 では 更に これ I 衍 して、 式部 は 上 東 門院の 命 を 受け、 石山 寺に I を こめた。 折 柄 

八月 十五夜 Q 具し く、 式部 は それ 直て I のよ り來 る まに、 f に t 大般 遠の 料， 

請 ひ 受けて、 先づ疆 明 石から 寄き 始めた。 i 須 磨の 卷に は、 「今宵 は十袅 なりけ り。」 と 

も 書かれて るる。 と說 いまろ。 この 說は覆 多く 行 はれて、 室町 時代 以後に、 源氏の 研究 零 

ぶ說 i げな VQ はない 位で ま。 石山 寺で は 源氏の 間 I けて、 式部の 用 ひたとい ふ 机 墨 

1 六 七 
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1 六 八 

の 類から 式部 自筆の 須 磨の 卷 まで も展覽 する が、 人 r それ を 信す る もの は 誰もるまい。 

蓋し 源氏 著作の 動機 は、 畏保 三年 四月、 式部が 夫宣 孝に 死別して、 そ^ろに 人生の 無常に 憂愁 

を 感じ、 それが 式部の 藝術的 感興 を 刺戟した もので あらう と 思 はれる。 卽ち 夫に 對 する 飽かぬ 別 

れの 淋しい 心、 亡夫に 對 すろ 痛々 しい 追憶の 心が、 安住の 隱家を 求めん として、 この 物語に 着手 

せしめる やうに なった ので あらう。 その 體驗 によって 得た、 人生の 深い 味 は ひに 對 する 愛着の 情 

が、 自ら 彼女 をして 物語の 創作に 向 はしめ たこと であらう。 桐壺の 更衣の 死と、 それに 對 する 桐 

壺の 帝の^ 愁は、 夫宣 孝の 死 と^れに 對 する 式部の 憂愁の 反映で はなから うか。 なほ 桐壺 の卷 の、 

父の 大納言 亡くな. 9 て、 母 北の方な むいに しへの 人の 由 あるに て、 親う ち 具し、 さしあたりて 世のお ぼえ 

花やかなる 御 方々 にも 劣らす、 何事の 儀式 を ももて なし 給 ひけれ ど、 取 立て /- はか- 4\ しき 御 後見し なけ 

れば、 事と ある 時 は、 なほ 據り 所な く 心細げ な. 50 

この 一 節を讀 むと、 夫宣 孝に 死別して 後に 殘 された 一 人 娘大貳 三位 を、 女の手 一 つで も h,- 立て 

て 行かう と、 賴 りない 中に も 雄々 しく 決意し 賓 行して 居りながら も、 はかぐ しき 後見な き 身に 

は、 とも すれば 頓り なさに、 人知れぬ 淚を 拭った であらう 作者の 姿が しのばれる やうな 氣がす る。 

素 村 は いづれ も ありふれた 世上の 事件で ある けれども、 作者 式部の 實感 が、 まざ，./^ と 胸に 迫つ 
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て來る やうな 氣 がする。 

：: 取 初 はかう した 動機で 書き出された にしても、 境遇が 變り、 痛ましい 追憶の 傷 も 次第に 癒える 

につれ て、 创 作の 興味 や 平生 抱懐す る 人生に 對 する 持論 も 加って、 次々 に 書き 綾 けられた もので 

あらう と 思 はれる。 從 つて 創作の 時機 も、 夫宣 孝に 死別して から、 寬弘四 年の 末、 式部が 宫 仕す 

る 迄の、 ^ils 代の 約 五六 年の 間に、 その 大部分 は 創作され たもので あらう とい ふの が定說 とな 

つて ゐる o 

「源氏物語」 はや 者の 如问 なる 抱負の 下に 作られた か、 卽も その 著作の 主意 は 如 

作者の 抱負 

何なる ものであった かに ついては、 古來 g 說紛々 たる ものが あり、 何れの 寸" に 

も 殆んど 論じて るない もの はない 程で ある。 「源 語 奥旨」 の 著者 近 藤 芳樹の 如く 「王室の 衰微 を 凝 

ふる 大志」 からこの 物語 を 作った と、 式部 を 慷慨の 烈婦と 判定した 奇拔な 意見 も あれば * 「伊勢 物 

語 直 子 問」 の 著者 荷 田 舂滿の 如く 「好色 不義の 作物 語」 とい ひ、 又 「好色 淫亂、 不義 非禮を 書き 

たる 書 なれば、 父子 君臣 同座して 其の ロ釋を 聞きに くき ものな り。」 (安齋 隨筆) と、 前 と 正反對 

の 意見 を 立て/ -ゐる もの も ある。 然し 乍ら * 古 諸； Si を 大^ すれば、 略々 次の 如く 三種 類に 分 たれ 

る。 卽ち、 

I 六 九 
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1 七 〇 

1 、 佛敎 的に £會 する もの 

二、 懾 敎 的に 解 釋 する もの 

三、 史的 作意と 判斷 する もの 

大^ 右の 如くで ある。 

古く 銶^ 時代の ものと いはれ る 「無名 草子」 は、 怫敎的 兌 地から 源氏 を 見た ものであるが、 そ 

の 中に、 

さても この 源氏物^ 作り出し たる ことこ そ、 思へば-/^ この 世 1 つなら や 珍ら かにお ぼ ゆれ。 誠に 佛に申 

精 ひた .5 ける しるしに やと こそ^ ゆれ。 それよ. 9 後の 物語 は、 思へ ど- (^易 か. 5 ぬべき ものな. 50 これ を 

才^! にて 作らむ に、 濂 氏に まさ. 9 たらむ 事 を 作り出す 人 ありな む や。 僅に うつぼ、 竹 取、 住吉 などば か. 5 

を 物^と て 見け む 心地、 さばかり に 作. 933 でけ む。 凡夫の 仕業と も覺 えぬ 事な. 5。 

などの 霄 葉が 見える。  - 

江戸時代に 出た 熊澤蕃 山の 「源氏 外傳」 は、 儒教的 解釋を 施せる うちの 重な も Q であって、 源 

氏 は 上代の 美風 を說 き、 人情 を 描き、 風化 を 基と せる がその 本意であって、 風敎 政道に 便 ある も 

のとして, Q る o 
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安藤 爲 章の 「紫 家 七 論」 もこの 流 を 汲む もので、 その 「作者の 本意」 の條に は、 次の 如く 述べ 

てゐる 0 

この 物 mi^ ら 人情 世 璁を畫 いて、 上中下の 風儀 用^ をし めし、 事を好 色に 寄せ ズ荬 刺を詞 に 現さす、 見る 

人 をし ズ よしを 定めしむ。 大旨は 婦人の 爲 に諷諫 すと いへ ども、 .0 ら 男の 戒 ともなる こと 多し (中略) 勉 

語 をす ベて 作. 9 事との みい ふべ からす o みな 其 世に あ. 5 し 人の 上 を 述べて、 黼善 慜惡を 含みた hvo 此の 本 

意 を 知らす して、 誨淫の 書との み 見る^ は 無 下の 事な. 50 又詞 花言葉の み を 弄ぶ 人 は、 劍の 利鈍 を 言 はす 

して、 た V- 柄 室の 飾り を 論す るが 如し …… 云々 

これ は懦 敎道德 とい ふ嚴 重な 規範に よって、 それと や、 も すれば 矛盾す る この 物語に、 道徳的 

の 意味 を與 へようと した 苦しい 說明 である。  . 

然るに、 本居宣 長の 「玉の 小 櫛」 出づ るに 及んで、 從來 の怫敎 又は 儒敎に 偏した 僻見 は 見^に 

破碎 され、 「源氏物語」 の 本質 腐髓 は、 確實に 把握 さる、 に 至った。 宣 長の 評論の 根據は 所謂 「も 

の、 あはれ」 にあり、 「源氏物語」 の 本旨 は、 「愛情の 種々 相 を 描いて、 人々 に 『もの、 あはれ』 を 

知らせん とする ものである。」 と 論斷 してる る or 小 櫛」. の 論 は、 決して 單に 「もの、 あはれ」 論の 

一語 を 以て 蔽 ひつく される 底の もので はなく、 もっと 複雜な 深み を 持つ 立派な 小說 論で あり、 色 

1 七 1 
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一 七 二 

々火 切な 問题を 含む、 堂々 たる 文藝 批評 論で あるが、 その 卷ー 「お ほむね」、 卷ニ 「なほお ほむね」 

の 二 個所に 亙って、 引例 璺富 所論 正確に、 諄々 として 叉 堂々 と 論陣 を はり、 從 前の 儒 怫に偏 倚し 

た 僻見 を 打破して、 よく 「源氏物語」 の 眞髓を 俥へ てゐ る。 

宜長は 先づ、 「もの、 あはれ」 の 意義から 說き 起して^ るが、 卷ニ 「なほお ほむね」 の 中に 次の 

如く 述べて るる。 

は 何事に まれ、 铬ゃ べき 事に 當. 5 て、 感す べき 心 を 知りて 感 やる を、 もの /- あはれ を 知る と 言 ふ を、 必 

ゃ慼 すべき 事に 赏 りても、 心 動かす^ やる 事 無き を、 もの、 あはれ 知らす とい ひ、 心なき 人と は 言 ふなり。 

物の^へ ある 人 は、 感ゃ べき 事に は、 自ら 感ぜで は あらぬ 業なる に、 さも あらぬ は、 何とも ^ひわく 方な 

くて、 必ゃ感 すべき 心 を 知らねば ぞ かし。 

まこと 

と 論じて ゐる。 卽ち宜 長の 解す る 「もの、 あはれ」 は、 「人の 心の 眞實」 を 根元と する 純正な 感^ 

であって、 單 なる 喜 怒 哀樂の 自然 的 感情で はない。 寧ろ 或る 程度に 自然 的 感情 を 克服した、 寬ぃ 

S かな 人間的 感情で ある。 複雜な 人間 關係 を、 た V- 表面的で なく、 底の 底まで も 立 入って 深く 眛 

はう， V する、 寬ぃ豐 かな 同情と 理解の 心で ある。 而も それが 外面に 表れる 場合に は、 複雜な 相 を 

とる ので あるが、 大 as に 於て 「感傷」 「感動」 「同情」 「人情」 一. 風雅 心」 「趣味 性」 「美 を 愛する 心」 一詩 を 
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解す る 心」 といった やうな 語で 言 ひ あら はせ るので ある。 そして その いづ I にも^ り、 、づ れ，, 

も 含む といへ よう。 そして 「源氏物^- ま、 

殊に 人の 惑すべき 事の 限. 9 を^々 書き表して、 あはれ を 見せた る ものな り。 

と 言って. Q る。 そして、 この 「もの、 あはれ」 の、 最も 深く、  S も s:、 綾 も 細.^ こ 見 l:Q.、 

コ？  3  .  {  ii  え { 王 ノォ. 7 ひ 力 

戀愛 である。 それ 故 「源氏物語」 が戀愛 を 主 想と してる るの は、 このため であると 說 いてる る。 

人の 情の 感 やる こと 戀に まさる はなし。 されば もの、 あはれ の 深く、 忍びが たきす おは、 殊に K こ， さくし 

< 神代より 世々 の 歌に も、 そのす ぢを よめる ぞ 殊に 多くして、 心 ふかく すぐれたる も、 戀の 歌に ぞ多. 

ける。 又 今の 世の 賤 山が つの 歌 ふ 歌に いたる まで、 戀 のす おなる が 多 かる も、 おの づ からの 事に して、 i 

の 情の まことな. 5。 さて 懋 につけて は、 その さまに したが ひて、 うきこと も、 かなしき こと も、 恨めしき 

こと も はら だ、 しき こと も、 おかしき こと も、 うれしき こと も ある わざに て、 さま，^ に 人の、 いのお.；；' 

るす ぢは、 お ほかた 懋の 中に と. o ぐしたり。 かくて この 物語 は、 世の中の もの、 あはれ のかぎ り を誉き あ 

つめて、 よむ 人 を 深く 感ぜし めむ と 作れる ものなる を、 この 戀の すぢ ならでは、 人の 情の さま.^ とこ ま 

かなる 有さ ま、 もの、 あはれ のす ぐれて 深き ところの 味 ひはノ あら はしが たき 故に、 珠 にこの す^を f ね 

と 多く ものして、 戀 する 人の さま/ 1\ につけて、 なす わざ 思 ふ 心の、 と. にあ よれなる^ を、 、と』 

いと もこ まやかに 書き あら はして、 もの y- あはれ をつ くして せ：. 90   

一 七三 
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源氏の！^ の 上に て、 空蝉の 君の こと、 朧月夜の 君の こと、 藤^ 中宮の ことな どの 如し o 戀の 中に も、 さや 

うの わ. 5 なく あなが もなる すぢに は、 今一 際 もの /- あはれ の 深き こと ある 故に、 こと 更に 道ならぬ 戀をも 

ffl き 出て、 その 間の 深き あはれ を 見せた る ものな. 50 

など は、 特に^ 難き 珠玉の 文字で ある。 

なほ 現代に 至って * 藤！： 作太郞 博士 は、 その 名著 「國 文學 全史、 平安朝 篇」 の 中に、 「源氏物語し 

の 本意 は 「婦人の 評論に あり。」 と 言って 居られる。 卽ち、 

著者が 深く 慷^の 態度 進 止に 注意して、 自ら その 見聞 を犟 にせる は、 紫 式部 日記 これ を證 す。 著者 は觀察 

を钕 み、 考祭を 重ね、 こ /- に 一 篇 偉大の 小說を 作， 5 ズ、 婦人に 對 する 意見 を發 表せ. 5。 

と說 いて 居る。. そして、 博士に 親しく 敎を 受けられた 吉澤義 則 博士 も、 その 說を うけて、 

源氏 はお 人 を 中心に した 人生 K 察と、 當然 それに 伴 はなければ ならぬ 批判と が 目的であった。 即ち 式部が 

この 物^ を 省かう とした ほ 的 は、 婦人 を 中心とした 人生 を 批判した いためで あり、 その 批判 を發 表する 樣 

式と して 物語 を 選んだ ので ある。 

と 述べ て 居られる の も 注目す ベ き 所論で ある。 
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次に 「源氏物語」 の文學 として 優れた 點 について V- あるが、 これにつ いて、 .N 

交 耍的ほ 値 

長 は 同じく 「玉の 小 櫛」 の 中に 論じ 盡 してる る。 

ふ"：：^ の 言 ふ 所を搔 いつまんで 一一 H ふなら ば、 源氏 は 空前に して 恐らく 絶後の、 日本に も 支那に も 

ない 大 傑作で、 在來の 物語に 描かれた 人物が^ 型 的な のに 反して、 男女 各 その 侗性を 充分に 害 

き 分け、 在来の 物語が 事件 趣向の 奇を 狙った のに 對 して、 人情 を寫 し、 平凡 自然の 事柄 を^した 

中に、 漢文 等の 粗^な 形式的 文章で なく、 細 々と 人の 心の奥まで 殘 りなく 描き出して ゐる のが、 

その 特色で あると いふので ある。 

從來の 評 家が、 源氏 は 敎訓を 目標と して 書かれた とか、 敎 理を說 かんがた めに 綴られた とかい 

ふ 功利的な 見方 を說 破して、 源氏の 主 情文學 としての 價値、 藝術 作品と しての 眞價を 高揚して、 

「もの ゝ あはれ」 を寫し 出した 物語 詩、 戀 愛の 種々 相 を 描破した 彩色 畫、 人生 を 如實に 映し 取った 

明鏡で あると 論斷 した 宣 長の 論 說は、 言 葉 こそ 古 けれ、 誠に 時代 を 超越した 卓見で あると いはな 

ければ ならぬ。 

さて かく その 藝術 的價値 を賞讃 されて るる 1 源氏物語」 は、 作者の 如何なる 見 

式部の 物語 觀  ： 、 

識 によって 作られた もので あらう か。 「整の 卷」 より 式部が 物語の 本質 を譎 じた 
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1 說を 引いて、 作者の 物語 觀を檢 討して みょう。 

(物 ^は) 神代よ. 9 世に ある こと を 記しお きけ るなん な. 50 日本 紀など はた y 片 そば ぞ かし。 これらに こ 

そ 道々 しく 委しき 事 は あらめ、 その 人の 上と V- あ. 9 のま /- に 言 ひ 出 づる ことこ そな けれ、 善き も惡 しき も 

世に^る 人ゲの 有様の、 見る にも あかす 聞く にも あまる こと を、 後の世に も 言ひ傳 へさせ まほし きふし ぶ 

し を、 心に 籠め がたくて 言 ひお き 始めた るな.. 9。 善き さまに 言 ふとて は、 善き 事の 限， 9 を遝り 出で、 人に 隨 

はむ と^は、 また^しき 樣の 珍ら しき こと を 取り集め たる、 皆 かた^' につけて、 この 世の 外なら すかし。 

これ は 竹 取 その他 從來の 物語に 對 する 解 釋 であるが、 無論 作者 自身の 作品に も 適用す ベ きもの 

である。 卽ち 物語と いふ もの は、 神代の 昔より 世の中に あった 事 を 記して おいた ものである。 歷 

史な どと いふ もの は、 その 最大なる 日本 紀で すらが、 唯 僅に 一 部分の 片側 を 記した に過ぎないの 

で、 物^ どもに こそ、 人の 世の 眞の 姿、 人の 心の奥底、 卽ち人 ^道の 人 II 道た る 所以の いはれ、 

消息が 委しく 書いて あると いふので ある。  、 

こ/ -14  ■ 「祌代 より 世に ある^」 と 言った の は、 人々 が 互に 相愛し、 相樂 しみ、 相 悲しむ 情い 生 

活、 愛の 生活 *  K 愚 あらゆる 人々 が これが 爲に 生き、 これが 爲に 死んだ ところの 生活、 人間 あつ 

て 以來、 そして あらん 限り、 彼等 總 ての 最大の 興味 を 引くべき、 親子 夫婦、 兄^ 朋友 相 親しみ、 
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相い つくしむ 情愛の 生活で ある。 この 情の 生活 を 歷史の やうに 表面的 抽^的で なく、 具體 的に^ 

しく、 目に 兑ぇ： 斗に 間え る やうに 描いた のが 物語で あると いふので ある。 卽ち 人間の 外的 生活 を 

記錄 した 疋 おに 對し、 その 裏 を 綴る 內面 生活の、 捨て 難く 默し 難い 味を傳 へる のが 物語 だとい ふ 

見解で ある。 ネ拔な 見識で はない か。 しかも これが 架空の 議論で なく、 此の 宣言 通り、 或は それ 

以上の 物語と して 「源氏物語」 ^り 上げた ので ある。 

さて 「源氏物語】 は 以上の 如き 作者の 優れた 見識の 下に 作られた ので あるが、 旣に宣 長が 逍破 

した 如く、 一種の^ 赏小說 である 。「おどろ/^ しき さまの 事」 もな く 「初より 終りまで た V- よの 

つねの、 なだらかなる 事」 を 描け る寫 赏小說 である。 宮廷 生活 を 中心とせる 平安 世相の 縮圆 であ 

り、 活寫 である。 卷を 開けば そこに 現れる の は; ながらの 御 道 殿 時代、 宮廷 を 中心とした、 華 

かな、 しかも 淋しい 贵 族の 情趣 生活 • 場面 は 時には 织磨、 時には 宇治と、 多少の 變化は あるが、 

大鸱に 於て 京洛の 地 を 出です、 悠揚た る 平安 城裡 は、 この 物語の 背景と して 鮮明に 描き出され、 

帝 城を訪 る、 季折々 の 風物 は 巨細に 寫 されて、 かの 人事と この 自然と は、 渾和 融合され て、 王 

朝 時代 0 大宮人の 體驗を 如實に 物語って るる。 式部 自身の 霄 葉で 言 へ ば、 

「善き も惡 しき も、 世に 經る 人の 有樣 の、 見る にも あか や、 11 くにも^る^ を、 後に も 言 ひ ほへ させ まほ 
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しき 節々 を、 心に 铯め 難くて、 言 ひお き 始め」 

た 「この 世の 外ならぬ」 實 人生の 描寫 である。 しかし 式部の 寫し 出した 人生 は、 社會 は、 彼女の 

I ^聞した 世界の その ま /- の 世界ではなかった。 善惡 につけて 世間の 人の 有様の 中で、 見る にも あ 

かや 聞く にも あまる^ を、 後の世に 傳 へさせ まほし く を 執った とい ふ處 に、 描寫の 素材が 現實 

の 事實の 上に 立って ゐる事 は 明かで ある。 卽ち 個々 の 場面 や、 侗々 の 性格 や、 個々 の 葛藤 や、 個 

個の 境遇 等に は、 夫々 モデルが あるで あらう が、 現實 その ま 、の 事 實小說 ではない。 

「その 人の 上と て、 あ. 9 のま /- に 言 ひ出づ る ことこ そな けれ」 

と斷っ てゐる 上に、 

「善き さまに 言 ふと V- は、 善き ことの 限. 5 をえ. 9 出で、 人に したが はむ とて は、 又 S しき さまの 珍ら しき 

事 を 取 h 集めた る」 

と 述べて ゐ る やうに、 現 黄 その ま、 の 姿ではなくて、 現實の 上に 感動せられ たもので あって、 「枕 

草子.！ にい ふ 「えりいで たもの」 を 描く ので ある。 卽ち 善き 事 を 描く 時には 善き 事 を 特にえ. o 出 

し、 反 封に 悪しき 事 を 描く に は、 悪しき 樣の 珍ら しい 事 を 描く のであって、 現資 そのもの 、中の 

特殊な 感動され た 事 を 描く ので ある。 それによ つて、 現 紫 そのものに 全く 無關 係の もので ない が 
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この 世なら ぬ ものが 現れる ので ある。 卽ち 光源氏の 如き 人物 は、 これ を 分解 すれば、 全然 架^の 

人物で な，、、 現赏の 上に 存す るので あるが、 現資の 中から え. 9 出で たもので あって、 現黉 その ま 

まの 人物で はない ので ある。 

卽ち 源氏 は、 一 面に 於て は 女 を 漁って 歩く 犬の 漁色家であった。 か /- る 漁色 は * 一夫多妻の 當 

時の 世態と して は、 むしろ 當然な 事と して 行 はれて ゐ たのであって、 そこに 平安 世相に 卽 した 現 

實の 姿が ある。 しかし 源氏に 於て 注意し なければ ならな いのは、 彼の 持つ あらゆる 女に 對 する 溫 

情で ある。 彼 は 一 度 關係を 結んだ 女 は、 それが 如何なる 缺點を 有して ゐ たにせ よ、 見捨てる 事な 

く、 又 その 長所 を も 同時に 見出して、 末長く 精祌 的に も 物質的に も 好意 を 示して ゐる 。「普賢 菩薩 

の乘 物」 と 問 違 へられる 程の 醜い 末 摘 花で も、 たゾ 一度の 契で 素氣 なく 自分から 逃げ 隱れた 本： 蟬 

でも、 最後 はや はり 源氏が 同情の 念 を 以て 引取った。 

要するに、 源氏の 女達に 對 する 温か さと 優し さ、 その， 女の 自分に 與 へた 最上の もの を 何時 迄 も 

忘れ^す に、 女 を 愛し 慈しんで 行かう とする 態度 は、 當 時の 他の 漁色家に 見られない 長所で あり 

美點 であった。 當 時の 男 は、 一度 女の 無上の 愛 を 得て 後 は、 とも すれば その 態度が 冷淡と な. 9、 

他の 美しい 花に と 浮れ歩く 蝶の 如き 輕薄 さが 多かった。 この 故に、 思慮深い 女 は、 男の^ 赏の愛 
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^徹底的に 認める 迄 は、 我が 前に 膝 まづ かせて やまなかった ので ある。 かくて 當 代の ズ til- つて 

理想的の 男子 は、 絶世の 美男子で あり、 4 越した 才學藝 能 を 持ち， 女に 對 する 魅力に 富む と共に、 

何よ. o も 心の 溫さ、 女に 對 する ^實 の、 而 して 變ら ざる 愛情が 必要で あつたので ある。 源氏の 君 

は、 この 點に 於て 當代 理想の 男子であった。 この 源氏の 君の 對 異性 態度 は、 或 意味で、 時代の 男 

性に 投げた 作者の 皮肉と もい へよう が、 一面 作者の 異性に 向って、 最も^ ましく 思って めた 重要 

な骷 であった らうと 思 ふ。 この 意味で、 源氏の 君 こそ は、 紫 式部が 求めて ゐた 理想的 人物であった 

といへ よう。 式部 はかく 源氏の 君に 於て 理想的 男子 を 描き、 更に それに 配す るに、 理想的 女性 紫 

の 上 を 以てした。 それ 故 源氏の 君 も 紫の 上 も、 作者に よって かなり 理想化され てるる。 しかし そ 

れ と共に、 そこに 幾多の 人間的 凡人 的の 煩悶 をと.. r なって るるので あって、 決して 單 なる 非人 間 

的 理想化 された 人物と はなって るない ので ある。 そこに は 脈々 たる 血の通った 人^の 姿が 認めら 

れる" 卽ち 理想的 人物 を 描きながら、 平凡なる 人 問 的 精神 活動 を 逸しなかった ところに、 「善き こ 

との 限り をえ.^ 出で、」 描き 乍ら も、 I. この 世の 外ならぬ」 實 人生 を描寫 せんとす る 作者の 物語に 

對 する 本質 覜が窥 はれる ので ある。 この 理想と 現資 とが 微妙に 融和す る處 に、 「源氏物語" が 優れ 

ト 小說 であると 共に、 一面 理想 小說 であると 稱 せられる 所以が あるので ある。 
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三 式部の 女性 觀 II 雨 夜の 品定め を 主と したる II 

「源氏物語」 は、 式部が 己の 周圑に 「ある」 現實の 世界 を 描く と共に、 「あらま ほしき」 理想の 世 

界をも 描いた、 理想的 寫 實小說 である こと は、 已に 論じた ところで ある。 而も、 その^ 想と 現^ 

とが 微妙に 融和 混合す ると ころに * 又： 源氏の すぐれた 一 面が あるので ある。 

この 「あらま ほしき」 世界 を 希求す る 心の 現れの 一 つと して、 作者 は 作 中の 人物に 假 托して、 

® 々自己の 意見 を 述べて ゐる。 假 托して と つて は餘 りに 功利的 過ぎる が、 やはり 充分 意識して 

論じさせ 語らせて るる 場合が 少 くない。 それ は、 物語 論 (螢卷 ) 技藝論 (帚 木 卷.. 音 樂論 (若菜 

下卷) 妻室 論 (帚 木卷) 婦人 論、 女性 觀 (帚 木、 螢卷) 子女 敎育論 (笾卷 ) 男性 批評 (帯 木卷) 

等 種々 の 興味深き 所論と して 表れて るるので あるが、 中に も妻窒 論、 婦人 論 は 最も 興味深く、  a 

最も 苷遍妥 當性を 有する 所論と し て 、 古來評 家の 注目 を ひ いて 來 たので ある。 

旣に 述べた 如く、 藤 岡 博士 は 「源氏物語の 主意 は 婦人の 評論に あり。」 と 述べて るるし、 その 衣 

鉢を榴 がれた 吉澤 博士 も 「源氏物語 は 婦人 を 中心とした 人生の 觀 察と、 當然 それに 伴 はなければ 

ならぬ 批判が 目的であった。」 と 論じて 居られる が、 更に 博士 は、 
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「式部 は その 日記の 中に、 淸少納 言、 和 泉 式部、 赤染衞 門 等の^ 僚 その他 を、 痛快に しかし 正嗨 にこき おろ 

して ゐ るが、 慽み 深い 式部 をして かう した 激^な 批評 を敢 へて せしめた の は、 その 婦人の 觀 察に 持って ゐ 

た與 味が、 おさへ きれない 衝 励が、 知ら 中く 式部 を驩 つて、 そこまで 筆 を 運ばせた と解釋 しなければ な 

ら ぬと 思 ふ。 この 式部の 興味が 雨 夜の 品定めと なり、 更に 『源氏物語』 一 篇 となった ので ある。 婦人 觀察 

に對 する 式部の 興咏は それほどに 深い もので あり、 强 いものであった o 然も 當時 にあって は、 みち / \ し 

き赛、 理^が ましき 事 は、 か. 5 そめに も 婦人の 口に 上すべき ものではなかった。 人生 批評な ど は 婦人の 暧氣 

にも 出すべき^ 代ではなかった ので ある。 さう した 女 は 鬼よ hs も 恐ろし がられた 時代であった こと は、 雨 

夜の 品定め 中の 博士の 女の 記述に よっても 察せられ るので ある。 けれども 式部 は、 婦人 を 中心とした 人生 

の 道が 說き たかった。 そこで 式部 は、 その 批判 を资 表する 樣式 として、 當 時に 於て 婦人に 許された、 唯 1 

の 言論 發 表の 様式で ある 物語 を 選んだ ので ある。 このま 味に 於て 『源氏物語. I は 1 種の 方便 小說 である。 

た V- その 51! された^ 生活が 餘. 9 に 巧妙に 描かれて ある 爲に、 方便 小說 と觀 被され ないで 今日に 及んで るる 

ので ある。 また それが 式部の 窆 む 所で もあった であらう o けれども 行爲の 1 つ 一 つに 批判 を 加へ て， ある 點 

に 明らかに 式部の 目 ざして ゐた意 B の存 する 事 を、 見の がす 事 は 出来ない ので ある OJ 云々 

と 述べ て罟ら れる。 

而し てこの 婦人 論の 中^ をな す ものが^ 木卷 Q 雨 夜の 品定めで あるが、 令 この 品定め を屮 心と 
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して * 式部の 抱いて ゐた 婦人 論、 女性 觀を さぐって 見たい と 思 ふ。 

品定め は、 深い 人生 鑑賞 家で あると 同時に、 腐 I な 人生 批評家で あり、 博い 人^愛の 所持者で 

ある 式部が、 その 類な き觀照 眼と 深い 思索と を 以て 描き出した 源氏 五十 四帖の 序と も 言 はるべき 

j もので あり、 叉 周到な 用意の 下に 婦人の 種々 相 を 描き出し、 索いて は 彼女の 女性 觀を 述べる に 至 

つた 女性に ついての 總論 とも 言 ふべき ものである。 實 にこ、 に 論じた こと は、 後 に^れ C 來る凼 

ての 卷々 と關係 深く、 渾 然とした 黎 がり をな す ものであって、 或る 意味に 於て、 「源氏物^  - 全爵 

は、 雨 夜の 品定めの 延長で あり * その 小說的 展開で あると も考 へられる ので ある。 その 內容に は、 

婦人 論、 戀愛 論、 情 育 論、 音樂 論、 和歌 論、 處 世論 等 を 織り 混ぜて ゐ るが、 中に も 婦人 論 は品定 

めの 中樞 をな す もので、 その 精密 周到 さは、 驚歎に 値する ものが あるが、 その 所論の 妥當正 H な 

るに 至って は、 九 百年 後の 我々 をして 尙 充分に 共鳴 同感の 念 を 起さし める ものが 少くな い C 

品定め は 光源氏 十七 歳の 夏の 夜の 事で、 宮中の 御物 忌に 於け る 源氏の 御 %1 所 を 舞臺 として、 

源氏 及 その 本妻 葵の 上の 兄に あたる 頭 中將、 通人の 馬 守 及 藤 式部 等が 集って、 外で は 朝から 降り 

綾いて るる 雨が、 しとく と 草木 を 濡らす、 如何にも しめ やかな 殿上の 宵に、 つれづれなる ま /- 

に夜更 くる 迄 互に 話に 花 を^ かせる ので ある。 
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自分の 本妻に 滿 足して 居ない 源氏 及^ 中將 に、 境遇の 似て ゐる故 もあった らう、 お 互に 心 許し 

た 友であった。 その上 好色 道の 仲 問>  否競爭 者で あり、 いづれ も 北の方 を 外にして 餘所 歩きに 忙 

しい 人 * であった。 今宵 は 源氏の 宿^所に 於て、 御^子の 中" 戀文を 見たい 等と 互に 遠慮なく 話 

し 合って、 遂に 一部の 文 を 見せられる 處に、 品定め を 引き起すべき 端緒が 現れる。 先づ、 

女の これ はし も 難つ くま じき は 難く も あるかな とやう ^なむ 見 給 へる。 

と 難癖の ない 女 は 求め 難い ものであると 歎.^ を もらす の をき つかけ に、 頭 中將の 女人 觀が始 る。 

「唯 表面 だけのお 世辭 愛： t で、 手 もす らく 一通り は 書け ると か、 その 時々 の 應待も 旨く 呑み 

込んで、 調チを 合せる とかい ふだけ なら、 それ 相當 かな. 9 にやれ るの が澤山 ある やうに 思 ひます 

が、 それ だってい ざ その 點を 審赉の 目安に 嚴選 する 段になる と、 大抵 は 怪しくな つて、 合格 保證 

附と いふの は 滅多にない ものです よ。」 

かう して 頭 中將の 完全 女性 物色 難に 品定めの 端緒 は 開かれた。 折 もよ く 左 馬頭と 藤 式部が 連れ 

立って 鉀物 忌の 笳 りに 上って 來た。 これが 义當 世斯の 道の 玄人で、 辯 は 達者、 素敵に 話せる 方な 

ので、 話の 花 は 益々^ かう とする。 やがて 通人 馬 守が 中 將の話 を讓り 受けて 谄々 と 辯 じ 立てる の 

である。 
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人の 種 姓 を 上流 中流 下流と に 分けて 見る。 上流に 生れた 女 は 多くの 人々 からちゃ ほや 洪 めら れ 

て、 缺點 があって も 人 にっかす、 非常にす ぐれて 見える。 又 下曆附 級の 人 は 格別 は 意 もされない 

か^ 問題に ならない。 中流 階 殺の 女 は その 各々 の 性質 • 主義、 藝能、 容姿の 程も傯 ばれて、 その 

善し 惡 しが 注目され、 多くの 人々 に ゆかしく 思 はれる。 上流の 女 はたと へ うちあ ひて すぐれてる 

て も、 あたり 前の こと、 驚き もしない し、 又 そんな 上の 上の 女 等 は 「なにがしの 及ぶべき 程なら 

ねば」 とて、 上流 下曆の 婦人 を 措いて、 中流の 婦人 を 問題と した。 その 中流に 壩する 者に. も、 な 

b 上り 者、 元は 高い 身分であって 今 は 零落した 者、 受領で 暮 しのよ い 者、 非 參議の 四 位 あたりの 

者 等 あると、 痒い 所に 手の 屆，、 やうな 分析が 試みられて 行く。 そして これらの 受领 階級の 女な ど 

は、 家の 慕し も 豊か だから、 思 ふ 存分 眩しい 程に 磨き上げ るので、 宮中 奉公に 出して 思 ひがけぬ 

幸運の 主になる 例も少 くない。 さて、 

大方の 世に つけ ^見る には笤 なき も、 わが 賴 むべき を 選ばむ に、 多 かる 中に もえな む 思ひ定 むま じか. 5 け 

る o 

單に 一 侗の 女性と して 觀 るに は 結構 無難で も、 い^ 自分の ものと しょうと y; 劍に搜 してみ ると、 

數 多い 中に も、 これ はと 思 ふ 女 はるない ものである。 されば とて * 女 は 男が 國 家の 柱石と なって 
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働く 如く * 否 それに も增 して 家の 中の 獨裁 政治 を やらなければ ならない の だから * よく 選ばな け 

れ ばなら ぬ。 しかし 「と あれば か /- り」 こ、 が 善ければ あそこが 惡し、 一 つ 叶へば 一 つが 足らす、 

帶に 短し 禅に 長し で、 曲り なりに もこの 程度で 我授 の出來 ると いった 人す ら少 いもので ある。 ^ 

段す きぐし い 遊戯 氣 分から、 あ /- でもない かう でもない と、 いつ 迄 も 選り好み をす る わけで は 

ない が、 兎に角 これから 一生 苦樂を 共に しょうと いふ 妻であって みれば、 同じ ことなら 自分で 骨 

を 折って 缺點を 矯正せ すに 濟む やうな、 稍々 理想に 近い 女が 若し や. Q るので はない かと、 最初 か 

ら嚴 選す るので 愈々 決定が むつ かしい。 しかし 必ずしも 自分で 滿 足して るるとい ふので はなく と 

も、 何も 緣 あっての 事と、 馴れ初めの 昔 を 忘れ やに 辛抱して るる 男 は、 細君 孝行と 感心に 見え， 

かう して 捨てられす にる る 女に しても が、 あれで やはり 何處か 善い 處が あるの だら うと、 世間 體 

もよ からう とい ふ もの だ。 それ 故 思 ふやう になら なくと も、 諦めて 連れ添う たがよ いと、 理想 は 

高く 揭げる けれども、 その 理想 は 仲々 資現 する 事 は 出来ない から、 ある 程度で 滿足 するがよいと 

いふ、 一種の 諦めに 近い 思想 を 現して ゐる。 又 理想と 現實 との ある 程度までの 妥協と も 見られる 

と 同時に、 世の中 は 萬 事 不如意で ある。 充ち 足. o ない ものであると いふ 一種の 歎息 もふく まれて 

ゐる。 評論 は 益々 細くな つて 行く。 
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美しい 女で、 非常に 上お ぶって、 つ、 まし やかな しなく した 樣子 をして、 誠に 女らし、 女 だ 

と 港 へば * さう いふ 女 はと もす ると 餘 りに センチメンタルで、 下手に ぉ气ズ け h つて 甘つ これ 

放題の 我 俊、 全く どうに も 手に おへす、 ^更 悔ん でも 後の祭、 何とい つても これが 女性 通有の 

初に 上げなければ ならない 缺 ii である。  . 

さて 又 一家の 主婦と して は、 祈 節の 風流お はなく ともよい やうな もの だが、 さりと て餘 りに 型 

通りの 世話女房 式で、 明けても 暮れても 甲斐々々 しいお さんどん 姿で、 額髮を 耳に はさみ、 夫に 

對 する まめ やかな 後^に は 乎ぬ か. o はない が、 世間の 出來 事の 話 相手 も出來 す、 勤めから 歸 つた 

夫の： g 色で その 日の^ 持 を 察する デリカ シィ もな し 「公私の 人の たゾ すま ひ、 善き 惡 しき 事の 目 

にもと まる 有様 を」 聞き わけて 理解して くれる 才量 もない 悲し さ、 夫た る もの 私憤 公 愤の數 々匈 

一 つ に^んで おけない 事 も隨分 多い の を- 妻に 話した とて 何に ならう と、 思 はや 懂を 向いて SEia 

の j つも もらす と、 「何事 ぞと あはつ かに 仰ぎ. Q たらむ」 誠に 「如何 は 口惜し からぬ」 である。 

is^ 「ひたぶ きに 兒 めきて 柔 かなら む 入 を、 とかくつ くろ ひて はな どか 見 ざら む。 、レ もとな く 

とも 直し 所 あるべし。」 と 子供ら しい 柔 かな女 性に 目 をむ ける。 しかし か、 る 女 は、 ^かにつ けて 

g りに ならない。 柔順 そのもの は 嬉しい が、 何となく 物足りない。 夫に 食 ひつく 心配 はない が 夫 
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を 支へ る 力 は 弱い。 男に 引 きづら れて 生きて 行く のが 全 生命で、 夫の 代理な ど 夢にも 望まれない。 

切 守 も 安心して 托されな. い。 反對 にしつ かり 者 は、 心 づきない 時 も あるが、 折節に つけて 旨 くや 

つての ける 事 も あると、 彼此 比較 を 綾け、 決し かねて. 流石 物 定めの 博士 馬 守 も 困り 拔 いてし ま 

ふ。 そして その 歎息の 末、 

し！^  かたち 

今 はた ゾ品 にも よら じ、 容貌 をば 更に も 言 はじ、 いと 口惜しく 拗けが ましき おぼえた になく は、 た マ 51 へ 

に 物 に^かなる 心のお もむ きなら む 寄が をぞ、 つ ひの 賴 所に は 思 ひ 置く ベ か. 5 ける。 餘. 5 の ゆ ゑよ し 

心ば せ 打 添へ たらむ をば 苕 びに 思 ひ、 少し 後れた る 方 あらむ を も、 强 ちに 求め 加へ じ、 後 やすく 長閑け き 

斫だ に强 くば、 うはべ の 情 はおの づか らもて つけつ ベ き 業 を や。 

如何に 求めても 際限がない と斷 念した 擧 句に、 種 姓 (階 綏) を 否定し ， 容貌 を 否定し、 才藝そ 

の 他の 諸^ 質 を 否定して、 た V- ひとへ に 「もの まめ やかに 靜か なる 心のお もむ き」 とい ふ 性質 を 

ぬき 出して ゐ る。 この 性質 さへ あれば 何も いらぬ 。「專 心 夫 大事に 仕へ て くれる やさしい 氣立」 「實 

直で 靜か な氣 立」 これ さへ 確かり して るれば、 これが 先天的な 性質で あるから、 うはべ の 技巧、 表 

面の 情味の 如き は、 自らに つける 事が 出來 るので ある。 女性と して 誰でも 持って るなければ なら 

ぬ^な 的リ かう した ±:- れ さへ 慌へ てるたならば、 それで 滿足 すべきで、 それ 以外い 藝能 などのう 
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も 添うて ゐ るの は" これ は 意外の 掴り 出し物 を兑 つけたと 思 ふべき であると いふ。 

これが 雨 夜の 品定めの 中心で あり、 最後の 歸結 であり- 式部の 結局 首 ひたい 處 であり、 式部の 

女性 観で あつたと 思 はれる。 何よりも 人間の 本質、 人格 基礎になる 處を 大切に する 考 である。 

そして この 論 を 基と して、 签々 分析 比較 を繽 けて 行く ので ある。 馬 守 は 「靜 かなる 心のお もむ 

き」 に 反する 二つの 性質 を擧げ て、 これ を 明瞭に してる る。 

1、 强ぃ 嫉妬 を 心に 包んで、 山里 や 世 離れた 海岸に 隱れ たり、 又お だ てられる と 尼に もな. o か 

ねない 女 

二、 放任主義の 女 

前者 は 强ぃ狹 い 愛、 後者 は廣ぃ 弱い 愛、 この 二つ を擧げ て， その どちらも いけない と 諄々 と說ぃ 

てるる 0 

第一 一寸の 事に 物怨じ をして 尼に なったり、 遁れ たりす る 事 は、 自分と しても 不幸な 事で あり、 

桕 手に 對 しても 氣の 毒な ことで ある。 夫婦の ^ とい ふ もの は、 

薪し くも 善くも 相 添 ひて、 と あらむ 折 も か/, らむ きざみ も、 見過し たらむ 屮 こそ、. 契 深く あはれ ならめ。 

どうせお 互に 缺點 のない 者 は 望まれな いもの、 我慢して 添うて ゐ る 方が あはれ であると いふので 
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める o 

次に あまり 放任主義に してお くの も、 黎 がぬ 舟が 波に 任せて あちこち 浮き. 漂 ふ 如くに、 男 は r 輕 

き 方に 思 ひなして」 浮氣 をして 歩く ものであるから、 

すべて 萬の 事な だら かに、 怨す べき 事 をば 見知れる 様に ほのめかし、 恨む ベから む 節 を も 憎から すかす め 

なさば、 それにつ けズ あはれ もま さ. 5 ぬべ し。 多く は 我が 心も^ る 人から 冶. o もす./ し。 

というて、 餘り 放任に ならぬ 様よ い 程に 嫉妬 も 必要で あると して、 夫君 操縱 法、 夫婦生活の 妙諦 

ともい ふべき もの を敎へ てる〜。 

次に 風變 りな 特殊の 才藝の ある 様な 女よりも、 素直な 優しい 女の 方に やはり 心が 引かれる とい 

つ こ、 

手 を 書きた るに も、 深き 事はなくて、 此處彼 處點 長に 走り^ き、 そこ はかと なく 氣 色ば める は、 打 見る に 

かど-/ \ しく^ 色 立 もたれ ど、 なほ まことの すぢ 铀 やかに 害き たる は、 うはべ の 筆 消えて 見 ゆれ ど、 4r 二 

度 取り 並べて 見れば、 狳實 になむ 寄りけ る。 はかなき 事 だに かく こそ 侍れ、 まして 人の 心の、 時に あた. o 

氣 色ば めら む、 見る目の 情 をば、 ぇ賴 むま じく 思ひ耠 へて 侍. 00 

と、 人間の 心情の 中柩 ともい ふべき もの、、 ^储贲 直なる こと を 要求して ゐる。 
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以上で 抽泶 的な 論議 を 終へ、 馬 守 は 更に 進んで、 それらの 觀念 を樣々 の稃 度に 混 有して ゐる具 

^的な 女の 經驗談 に 進んで 行く。 今迄 を 品定めの 總論 として、 いよく これから 品定 各論に うつ 

るので ある 0 

1、 まめ やかな 方面に かけて は 中分ない が、 非常に 嫉妬深い 女 (指 喰の 女) - 

二， 各種の 藝 能が 勝れて はるる が、 まめ やかで なく 色好みの 女 (木枯 の 女) 

前者 は その まめ やかな 性質から、 夫の 意に は 「つゆ にても 遠 ふこと はなく もがな」 と、 「無き 手 

を 出し、 後れた る 筋の 心 をも獍 口惜しく は 見え じと 思 ひ はげみつ、」 努めて はるる が * 嫉妬の 焰 

を 胸に 包んで 世 を 早くした。 只 嫉妬の ー點 あるの みで、 遂に つれな き關 係に なった ので ある。 後 

巷 は 一寸 は 心が ひかれる が、 心 を かけて 深く 頼むべき ではなかった ので ある。 次に、 

コ 一、 頭 中將が どんなつ らい 事 も、 表面に は 出さ やに、 靜 かな 心に 忍んで、 決して 嫉妬 をし なか 

つた 弱々 しい 女の 例と して、 夕顔の 囘顧 をして るる。 

「親 もな くいと 心細げ にて、 この 人 こそ はと 事に つれて 思へ る さま もらう たげ」 に、 餘 りに^ か 

な^ 質な のに 氣を 許して、 杜 絡え 豚に なって ゐる 中に、 本妻の 方から 威嚇され て、 行方 も 知れな 

くな つてし まった。 
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一九二  - 

あよ e と ひし 程に、 煩 はしげ に 怨み まつ はす 氣色 見え まし かば、 かく も あく がら ざら まし、 こよな きと 

だえ S かす さるものに しなして、 長く 見る 樣も 侍りな まし。 

と、 夕顔に 對 する 盡 きざる 戀 慕と、 いひ 知れぬ 愛着と に顏を 曇らす ので ある。 最後に、 

四、 藤 式部が き 女の こと を 話す ことによって 品定めの 座談 會は 終る ことになる。 

「ざえ のぎな まくの 博士 恥し く、 すべ て 口 あかす ベ くな む 侍ら ざ.^ し」 とい ふ實に 珍しい 女性 

で、 消息文 も S; 名で 書く とい ふ。 然し こんな 女 は 全く 興 ざめ てし まふと 笑殺し 去る 6 である。 

かく 色々 な 女性 を擧げ て、 理想的な もの を 追求して るる 氣 持が 現れて るるが、 求めても く 矢 

張充ち 足らぬ 世の中で ある 。「と あれば か、. o」 な く 人選の 困難な 事に 困窮して、 

、，， づ飞 と^に 思 ひ 定め やな. 5 ぬる こそ 世の中 や。 只 かく ぞと hN»,s.\ にくらべ 苦し かるべき。 この さま/^ 

のよ き 限. o をと り 具し、 雑す ベ きく さは ひ まぜぬ 人 は いづこに か あらむ。 

と、 歎息 を^して ゐる。 一 つよい 處が あると 思へば 他方に 障りが ある。 實に 定め 難き が 浮世で 

ある。 

かく 色々 な 性質 を 取り-出して 考- へ、 现 f ，的な もの を 見出さう としても 困難な 事と なり、 結局 は 

馬 守が 求め 出した 人と して 0 本質， 卽 ち 「偏に もの まめ やかなる 心のお もむ き」 に 到達す るので 
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ある。 今 I じ來 つたこと も、 只 この J によって 一 括され るに 至った もので、 この、 いが^;. 

夜 品定めに 述べたい 根本的な 思想であった らうと 思 はかる。  r 

尙品 定めに ついて <i として 思ひ當 つた 三の 事に ついて 述べて みょう。 

(一) 卷を跟 じて 浪漫的 傾向の 上に 立って るるとい ふこと  • - 

hull 體を 通じて 至 4 に 見出される。 卽ち 「あく がれ」 —完全なる ものへ 

1g と 追求と である。 この 心が、 式部に 分析す 41 目覺 めしめ た。 f ゆる も？；； 

投げ かけて 缺陷を 見出し、 缺陷 なきもの へと 無限に 進んで 行く ので ある。 しかし 「あく，^^ 

〃專" 求めても、 S と 妻と は 合致す る 事 は 出来ない。 そこに 一 つの 惱 みが あり、 

力 ありお 燥 か ある c 然し m 可.^ I  き 

fi? 求め 得ない もの はどうす る 事 も粜 ない r 式部 は そ 

び 凄 を 勿！ k よく 自認して， q る。 最後に は あら a るト； た 勺ぶ ) ！ 

o  >  f  i も ぶら りる タ面纩 一お 次 的な もの を 否定して 「隔 にも^ まめ 

M に 離 かなる 心の おもむき」 さへ あれば よいと いふ。 「しづかなる 心の おもむき-とま、 そ 蜜 

情" 持つ S しい 靜 けさ： る。 これが 人間 力 I ひ 求め， 鍵 的 I の^ 

に 見出された： jg 論で ある。  ー 惠 

(二) この 品定め は 式部の 人となりより 流れ 5- たもので、：^ つて： し.？  t5 

お. *C=G/ も b  T  5% つ て これ は 又よ く 式部 自らの 人と 
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な. 5 を 示して, Q る。 

この 香 を 女誡の 書の 如く ー百 ふ學 も ある。 しかし 式部に か、 る氣 持が 動いて ゐ たか 否か は 解し か 

ねる が、 その 様に 解され なく もない と 思 ふ。 彼女 は 品定めに 於て、 「あだ/^ しき こと」 「さが.：，， き 

こと」 「しふね きこと f 等 を 頻りに 誡 めて るる 様に 見え、 まめ やかなる を 一 赉 たのみに して ゐ るが、 

彼女 自身 は 如何なる 女性であった か。 その 性格に ついては 旣に檢 討した 處 であるが、 謙遜で あり 

物事に 控へ 目で つ、 まし やかであった こと は 充分 知られる ので ある。 彼女が 品定めに 於て、 木枯 

の 女の 如き あだく しき を惡ん だの も、 その 點 から 頷かれる と 思 ふ。 伹し 「紫 家 七 論」 の 所說に 

就いては、 近時 反對の 見方 もされて るる 事 は 前述の 如くで、 その 婦德を 疑 ひ、 又 似而非 謹慎と 見 

る 人 もないで はない が、 それらの 說も必 やし も妥當 と は 認め難い。 固より 爲章 0 如く、 儒家の 道 

德を 以て 式部 を 律して 稱譖 する 蓽は、 時代 を考 へぬ 說 であるが、 只 時流に あって^も 思慮 深く、 

且^ 愼な 女性であった らしい こと は 是認せ ねばならな いつ 罾へ 式部 論の 歸結が 如何に あらう とも、 

もの まめ やかで 靜か なる 心の おもむきに 惯^ を 認め、 かく あらむ と 望み、 かく あらむ と 努めてる 

た 事 は 明かで ある。 卽も雨 夜の 品定めの 論 結が、 よし 萬 一 式部 自身の 相で ない にしても， 彼女 自 

身が^ む听の 相で あり、 その 點に 於て あくまで 式部の 人となり を 示して るるとい ふ 事が 出來 よう。 
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四 物 詰に 描かれた 女性 群 

吉 澤篛则 博士 は 「源氏物語 は 婦人 を 中 ふとした 人生の 魏きと、 I 

I, il - 一.  ， ナノ^^ f 察と 當然 それに 伴 はなければ ならぬ 

批ずム てあつた。」 と 述べて 居られる が、 この 物語に 現れて くる 女性 は、 I, ま、 一一"、 , 

^  u^fii. 直-? て は i、  ii が どい， Is まに 至る 

迄ぜ？ lg 十 人の 多き に 上って き。 而も その 各が、 それぐ 特異の 侗性| つて、 - 

面 場面に 庭 じて、 役割 を^して るるので ある。 

これらの 女性に ついて、 「源氏の 女性」 の 著者 は、 • . 

「源氏物語の 中に 描かれて f 数多の 女性の 中から、 どの  一 Am  m 

h る 女性の、 0a やに 個々 の 女性の もつ 色彩、 f  ？ の 一 から 十まで 等しい 女性 を 見 

出す こと あしい とし ズも、 その 容姿 か、 性情 か、 身分 糞 かの II の 似通 ふ 女性 意 ひ 出す 事ま决 し 

m 勿論、 慕と 云 ひ、 衣服と いひ、 S 他の あらゆる 風俗、 S は、 著しい ■ の f  、 現代 

に 至る 年月の 問に 見せて f けれど、 人間の 本質 や、 女性の 本質と いふ もの は、 iff  H 

l もなら な V のと 見える。 そ の§ に、 驚 物語の 中の 女性の I 感情 は、 すべ？ S 現代の 女性の 
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胸に i! き 傳 つて 來る。 この 物^に 現れて 来る 女性 を、 繪に 描かれた 姬君か 何 ぞの樣 に、 千篇一律の 個性 も 

取 柄 もない 女性の 様に 考 へた. 5、 或は 明け 慕れ 相 聞 歌の 應答を 事と して、 一生 を たわいなく 過す 女性ば か 

b の^に 考へ るの は 全く 當ら ない OJ 

と 述べて 居られる が、 誠に 肯綮に 價 する 文 宇で あると 思 ふ。 なほこれ によって， 見ても、 紫 式部が 

同性に 對 して、 如何に 盡 きざる 興味と 關 心と を 持って る たかを 知る ことが 出來 るし、 又 式部が 作 

家と して、 如何にす ぐれた 乎 腕力 量 を 有して ゐ たかを 察知す る ことが 出來 よう。 

さて、 これら 百花^ 亂の花 苑を思 はせ る やうな きらびやかな 女性 群 を 大^して みると. 大體、 

源氏 をめ ぐる 女性 • 夕霧 柏木 を 中心とする 女性、 及び 宇治 卷薰 君匂宫 をめ ぐる 女性の 三 群と する 

ことが 出來 るい 

あさが ほ 

源氏 をめ ぐる 女性に しても、 藤壺、 紫の 上 を はじめ ， 葵の 上、 明 石の 上、 签蟫の 君、 槿の姬 君、 

六 條剁息 所、 朧月夜 內侍、 末 橘 花の 君 等 十五 六 人の 多き に 及んで なる。 これら 多くの 女性に つい 

て、 悉く 詳細に 說 くこと は、 もとより 紙數の 許す ところでな いが、 令 は その 代表的な もの 二三に 

ついて 述べて みょう。 

女御； 史衣 あまた さ ぶら ひけるな かに、 帝の 御 恩寵 を 一身に 集めた 桐壺の 更衣 こそ は、 げに めで 
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たきことの 極みであった。 されお 數 多の 人の 妬みの 積， n の 病に、 なよ くと われ かの 氣 色に 里- ト 

りなされ たが、 やがて 草葉に 置く 朝露の ごとく、 はかなく あ ひ はてな された。 更衣 逝去 後の 帝の 

御 歎き は、 見 奉る 人 さ へ いたいたしく 心苦しい ものであった。 その 歎き を 慰め 奉る よすがに もと、 

懇望され て宮 仕した のが 藤 壺の宫 である。 げに 怪しき まで 亡き 更衣に 覺ぇ 給へ る 御 容貌 有様、 帝 

の 御 心 もお のづ から 移らうて、 こよな く 思し 慰む もこと わりに、 光教と 相 並んで 輝く 宫と 御覺ぇ 

もとり だ-りながら、 光 君と， の はかなき 事の あやまり も * それが 世に；！ れ 出です に すんだ ゾ けに、 

1 入 世 を 悶え 通して、 遂に 怫 門に 歸 せられた その 苦しい 御 生活 は、 あまりにいた はしく、 のがれ 

がたい 宿命の 程に、 却って 限りない 同情 を 寄せざる を 得ない ので ある。 女御 は荬 しく、 心 弱 かり 

し 女性の 代表で ある。 數 多い 女性の 中で. 源氏の 眞の 配偶で^ り、 こよな き 半身で あつたの は、 

勿論 紫の 上で は あるが * 源氏の 心の中に 久遠の 女性と して、 常に 刻みつ けられて ゐ たの はこの 藤 

壺の 女御で あみ。 

葵の 上 は、 源氏の 初 元 結からの 妻で ある。 源氏に は 四 歳の 年長で あり、. 葵の 上 自身 は それ を 恥 

わりて はゐ たが、 さう いふ こと は 夫婦 愛の 上に 大した 問題ではなかった。 結婚 後 十 年 を經て 漸く 一 

子 夕霧 を 舉げ、 やがて あへ なく 死に 行く まで、 嘗て 夫 を 快く 迎 へた ことなく、 一度 も 笑顔 を 見せ 
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た 例がない。 たま/^ いふ 事と て は 「問 はぬ はつらき もの にゃあ るら む」 などい ふ あてこすりば 

かりであった。 その 犯し難い；^ 品と 落 付きと、 どこか 冷然と 見える 位に 整った 容姿の 美し さと、 

1 分の 隙 も 見せない 態度の 美し さ 等 は、 深窓の 中に 世間 を 知ら やに 育った 上流の 婦人に よく ある 

一 の 型で は あるが. その あまりに 端麗な 人間味の ない 性格 は、 到底 源氏に 氣に 入るべく もなかつ 

た。 まことに 「繪 に靈 きたる 物の 姬君」 の 如き 葵の 上の 態度 は、 源氏に とって はこよ なく 物 足ら 

ぬ. JB. の、 一 つであった。 

い. 費の 上 は 源氏が その 生涯 を 通じて 最も 深く 愛した 女性であった。 葵の 上 も、 女 三の 宫 も- ある 

棒き に は歷 とした 源氏の 北方で あつたが、 眞の 意味で 源氏の 妻に なり 得た 女性 は 紫の 上であった。 

紫の 上 は 源氏の 生命で あり、 魂を摑 める 生きた 妻であった。 

紫の 上 は 藤壺の 女御の 御 兄 式部 卿宫の 女で ある。 母 は宫の 正室でなかった ので、 紫の 上 は 父君 

と共に 住んだ ことはなかった。 母の 死後 は 母方の 祖母に 育てられ、 北山の 某 寺に 祖母と 共に 籠つ 

てるた。 その 童女の 頃に • 源氏に 兑 初められ たので ある。 源氏 は 種々 に 手を盡 して、 辛うじて 童 

女^ 紫の 上 を 一 一條 院に迎 へ 入れる ことが 出來 仁。 それ は 永久に 自分の ものに はなり さう にも 見え 

ない 藤壺の 代りで も あり、 そして 又 幼い 0; から 自分の 好みに 合 ふやう に敎 育しょう とい ふ 計畫で 
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もあった。 さう して まだ 十七 八の 源氏 は、 紫の 上の 父と も 母と も師 とも 友と もな つて、 その 成長. を 

r ん守. o 乍ら、 思 ふが ま、 の 養育 をした ので ある。 この 計晝は 紫の 上の すぐれた 素質と、 源氏の 敎 

育 的 才能に よってい み じく も 完成され た。 源氏の 一言一行 は盡く 紫の 上に 反映し、 源氏の すぐれ 

た 知識 才藝 は、 馀す ところな く 紫の 上に 植ゑ つけられた。 その 容貌 風姿 は 「春の 曙の 霞 の^より 

おもしろき 様樱 のさき 亂れ たる」 を 見る やうな 匂 はし さで、 その 人となり は、 「かど/^ し 

う、 らうく じう」 (幻 卷) 無 邪氣で 柔和で、 しかも その 中に 自らなる 氣 品も備 つてる た。 全身の 

愛 を 源氏に 捧げ、 且 努めて 自己 を 謙虚に 保ち、 他人 をい つも 理解し ようとし、 同情し 愛しようと 

し、 決して 源氏の 行動 を 束縛せ や、 寧ろ 自分の 愛 を 讓. 9 分けて、 源氏の 他の 愛人 達に も 自由の 時 

を 許して やりたい 寛容な 心に ならう ともし、 明 石の 上の 生んだ 姬を 手許に 引取って、 自分の 子と 

して 養育し、 叉 その 母君と も. 仲よ く 融け 合 ひ 親しまう とし、 或は 義理 を辨 じて 女 三の 宫を 見舞 は 

せに 自分から 源氏 を勸 めて 出して すら やったり する 一 面に は- 「怨 すべ き 事 をば 見知れる さまに 仄 

めかし、 恨む ベから む 節 を も 憎から やかす め」 などして、 源氏の 浮 氣を柔 かに 封 じる とい ふ 風で 

あった。 されば 源氏 も、 「樣々 なる 人の 有 樣を見 集め 給 ふま、 に、 取り集め 足ら ひたる 事 は 誠に 類 

あら じ」 (若柒 下卷) 「などて 萬 づの事 ありと も、 又 人 をば 並べて みるべき ぞ」 (若茱 上卷) と、 露赏 
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思 ひ 入って るた ので ある。 又、 「すべて 何事に つけても、 もどかしく たど/ \« しき 事 まじらす、 有 - 

難き 人の 御有樣 なれば」 (若 茱下卷 )> い. とかく 具し ぬる 人 は、 世に 久しから ぬ 例 も あなる を」 と、 

源氏 も心密 に^ 懼 する 程の 完全な I 殆ど 人間以上の  < ^として 寫 して ある。 

古來、 紫の 上 を 以て、 「源氏物語」 作者の 理想 を 如實に 描き 示さう として 創出した 女性と 目 せら 

れてゐ る。 それ は 誤で はなから う or 源氏物語」 の 一 名 を 「紫の 物語」 と 呼ばれる の も (更級 日記) 

これが 爲 である。 公任 卿が 「若紫 やさぶ らふ」 と戯 語した の も (日記) 紫の 上の 生 ひ 立ちに 關聯 

して 作者に 呼びかけ たので ある。 其 作者 藤 式部の 女房 名が 紫 式部と 變 つたの も、 この 物語の 主人 

公た る 紫の 上の 名に 基因 するとい ふ 「河 海抄」 の說も 恐らく 正しいで あらう。 耍す るに 紫の 上 は 

紫 式部が かく ありたい と 願って ゐる 理想の 女性 を 描いた ものである。 

源氏の 君の すき 心 は， 蓬生の 中に 閉 G こめられ てるる 末 摘 花 を も 見過ぐ v 事 は 出来なかった。 

居 丈の 高く 小 背 長な その 姿 は、 まづ 源氏の 心 を はっと させた ので あるが、 更に 驚かした の は御晷 

である。 普燹 菩薩の 乘物も 思 ひ 出される 程 あさましく 高く のびら かな、 而も 先の 方 は 垂れて 色づ 

いて るるとい ふ 珍ら しい A ；、 數へ たてれば 醜い 事 だらけの その 容貌 はま だし も、 家の 锭 から 身の 

もてなし、 振舞 心 構へ に 至る まで、 一切 萬 事が 鄙びて 古めかしく、 歌 をよ みかけられて は、 むむ 
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と 口ごもる だけで、 漸く ひねり 出した 苦呤 も、 只 「から ごろ も」 の 五 文字に 耱 はれた 同じ 趣味の 

歌ば かりで ある。 源氏 は 苦笑しながら も、 自分なら ぬ 人 は 片時 も 見て ゐる事 は 出来まい と、 我な 

がら わが 心 長さに 驚歎しながら も 何時 迄 も 眼 を かけて やった。 その 接觸の 動機 は 好奇心と 空想と 

がその 大部分 を 占めて るた ので あるが、 幻滅の 哀愁 をそゾ ろに 感じた 後 は、 却って 篇の 愤 に轉 

化して、 須 磨か^ 歸 つてから も、 化物 屋敷の やうな 蓬生の 宿 を 通りすがりに 思 ひ 出して 訪れた 以 

後 は、 遂に 引と つて 扶持して やった ので ある。 

「宇^ 十帖」 は、 宇治 八 宫の姬 君、 大君、 中 君、 浮 舟と いふ 美しく 清らかな 三人の 娘 君達が、 匂 

官、 薰 君と いふ 才色兼備の 貴公子の 思慕の 對 象と なられて、 夢み、 喜び、 悲しまれた、 惱 ましく 

も はかなき 靑 圖譜 である。 その 三人の 中で、 最も 悲しい 宿命に 生きねば ならなかった のが 浮 舟 

である。 

源氏の 息 薰君 は、 亡き 戀人 宇治の 大君 を 慕 ふ餘. り、 今 は 友 匂宮の 妻と なって るる 中 君に しきり 

に 思 を 寄せた が、 中 君 は それに 對 して、 姉 君に よく 似て るる 異腹の 妹の 話 をした。 四月の 末、 薰 

君 は 所用あって 宇治 を 訪ねた。 そこで 中 將の君 腹の 姬君 II 浮 舟の 姿 を 垣間見た が、 それ は 宇治 

の 大君に そっくり であった。 黧 君の 胸 は、 どうして 人 r 迄 この 樣な人 を 知らなかった のかと、 懋慕 
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の 想に 燃えた。 その後^: 舟の 母中將 は、 中 君に 浮 舟の こと を 頼んで るる 所に、 薰 君も來 合せ、 そ 

の 立派な 姿 を 見て、 萬 事 を 中 君に 托した。 或 日 匂宫は 西の 對に 見馴れぬ 姬がゐ るの を 怪しみ * そ 

の 部屋に 忍んで 心 を 打 あけた が、 浮 舟 は 中 君の 事 を 思って 胸 をいた めた。 その後、 薰君は 思 ひ 通 

り、 浮 舟 を 宇治の 御堂の 近くに 住ま はせ て • 幸 輻な日 を 送る やうに なった が、 一方 匂 宮も、 かの 

夜 ほのかに 見た 浮 舟の こと を 忘れなかった。 匂 宫は浮 舟が 今 は薰の ものと なって るる こと を 知る 

と、 遂に 一夜 蒸に 装うて 女に 近づき、 一夜の 契 を 交して しまった。 この 事が あってから、 浮 舟の 

女心 は、 俄に 我と 贲 めら れ、 悶え はじめねば ならなかった。 薰 君の 淋しい まめ やか さに 見馴れた 

のに 比べて、 戀の 相手に は * はでに 快活な 宫が 珍しく、 そして 一段と 美しくて、 女の 心 をと るに 

も 手 惯れた 様子に、 知らず /-、 惹 きつけられる 心、 今まで 賴 もしく 世話して くれてる る、 縻^ で 

まじめで 親切. な 熏 君への 恩と 義理と 情愛と、 もし かひよ つと この 過失 を 知られで もしたら とい ふ 

恐し さ 恥し さ、 それから 姉の 中 君へ 對 しての 氣 荥 ね、 罪深 さ、 しかし 弱い 意志の、 しかも 自分 か 

らも あだつ ぼい うき. くした 心 持の ないで はない 彼女 は、 匂 宮の愛 も 嬉しく、 亦薰の 君の 情も捨 

てがたく、 心 二つ を 身 一 つに 定め 兼ねて、 ^しく 惱み 苦しむ のであった。 その 惱 みの はて は、 進 

退撻 つて 遂に 死 を 決する やうに なった。 或 朝 宇治の 山莊 では 浮 舟が ゐな いので 大騷 ぎと なり、 浮 
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子 草枕と 言納 少^ 


舟の この頃の ^悶の 事情 を 知る 人々 は、 遺された 品々 によって、 泣く く ^俵 を 行った。 しかし 

浮 舟 は 死んで はゐ なかった ので ある。 投身しょう として、 森 蔭で うち 倒れて- Q た 彼女 は、 横 川の 

僧都に たすけられて 速れ 歸られ たが、 宿命の 恐し さに 戰く 彼女 は、 遂に 無理に 願って 尼に なって 

しまった。 この 事 はいつ か薰の 耳に は 入った。 驚き 且 喜んだ 熏は、 浮 舟の 弟 小 君 を 使に 浮 舟の 下 

にやった。 しかし 今は總 てを識 め、 罪深い 身 を 法の 世に 住み 逋さ うと 願 ふ 浮 舟 は、 燃 ゆる 思慕の 

心 を 押へ て T お 人 遠 ひで ございませう。」 とすげ なく 歸 すので あった。 千 萬 無量の 思 ひ ケ淚 にの み 

こんで —— o 甄に もまる y, 川柳の それに も 似た 浮 舟の はかない 運命 は その後 どうな つたで あらう 

か。 戀路 をつな ぐ 「夢の 浮 橋」 は それで 杜 絡え てるる。 薰の 君の 物惱 しき 動榣 のうちに、 £ 十四 

帖の大 幕は靜 かに 下されて るるので ある。 

, 第五 章 淸少納 言と 枕 草子 

一 溥少納 言 

一 10 ま 


性 女る た 51 てし 通な， 學夂^ 安平 


二 〇 四 

淸.. W 納言 は淸原 元輔の 女で ある。 この 淸原家 は天武 天 皇 より 出た 名門で、 彼の 

閱  歷 

「日本 紀」 の 撰者と して 有名な 舍人 親王 は、 その 始祖に あらせられる。 親王から 

四 代 目 通 雄の 時に 始めて 淸 原の 姓 を 賜 はり、 コ不六 歌仙の 一人に して 「古今 集」 の 撰者の 深 養父 

は、 賁に その 孫に あたる。 この 深 養父の 孫が 卽ち淸 少納言 の 父元輔 であって、 天曆 中には 和歌 所 

寄 人となり T 萬 薬 集」 に訓點 をつ け 、「後 撰 和歌 集」 を 撰び、 村 上 天 皇天 曆五 年に は 所謂 梨 壺の： A 

人の 一 人に 列し、 天 元中從 五位 上に 進み、 寬和ニ 年 肥 後 守に 任ぜられ、 正曆 元年 六月 八十 三 歳の 

髙齢を 以て 卒去した ので ある。 その 高齢に あやからん として、 當 時出產 のあった 贲 族の 家庭で は、 

元輔に 詠歌 を 請うて その 長久 を 祝うた との 事で ある。 

たらち ね も 皆ながら へて 住吉の 二葉の 松の 千代 を こそ 見め 

田截 の， 子の 雲井に 遊ぶ 齢 こそ 空に 知らる ， ものに はあり けれ 

は その 祝 歌の 一 つで ある。 その他 「百 人 一 首」 に、、 

w の 夜 はま だ 宵ながら 明けぬ る を 雲の いづこに 月 宿 るら む  深 養父 

ちぎりき なかた みに 袖 をし ぼり つ /- 末の 松 山 波- - さじと は  元  輔 

の 欲の 載せられて あるの は、 人の よく 知る 處 である。 


子 草枕と 言納少 滴 


淸少納 の事躋 について は、 その 本名 を 始めと して 生 殁の年 R:H 等 一切 不詳で ある。 乂 その 幼 

少の 頃の 事跋も 基 だ 明かで ない。 「女房 作者 部類」 六に 「淸 少納 ー百 七歲 にして 手 をよ く 書き、 十： 二 

歳に して 令 義斛を 講じ、 卄歳 にして 歌人の 間と なれり。」 と あるが、 盡 くこれ を 信じ 得ない にして 

も、 若年の 頃より すでに 才智に すぐれ、 その 銳鋒を 現して るた ことが 知られる。 又 「枕 草子」 に 

ある 「まかりぬ る もよ し. 一 の 逸話 も、 彼女の 才能 を 物語る に 充分で ある。 . 

それ は 彼女が 二十歳 前後の 或 日の 事であった。 小石 川に 八， 講 があって、 彼女 も說敎 を聽 問に 參 

つてる たが、 中途 所用が あって 歸 らうと し 巾 時、 花 山中 納 か 「まかりぬ る もよ し」 と 呼びかけ 

たの を * 彼女 は 「さ 言 ふ 君 も 五 千 人の 中には 入らせ 給 はぬ 樣も あら じ。」 と 答へ たとい ふこと であ 

る。 これ は 或日釋 尊が 說敎し 給 ふに、 五 千 人の 聽衆 一 時に 法 座 を 退きた る も、 如 來は之 を 制し 給 

はや、 「退く も 亦 佳 矢」 と 仰せられ たとい ふこと が、 法華經 方便 品の 中に あるので、 中納言 はこれ 

をと つて 「まかりぬ る もよ し」 と 言った ので ある。 それに 對 して 淸少は 「君 も 五 千 人中の 一 人な 

らす や。」 と應酬 したので、 彼女の 博識に して 當意卽 妙の 機才 は、 旣 にこの 頃から 現れ、 秀才 兒の 

名 は 早くよ. o 知られて ゐ たものと 思 はれる。  • 

淸少納 言が どうして 宮仕 をす る やうに なつ たかは 明かで ない が、 多分 深 養父、 元輔 等の 歌の 方の 

二 〇 五 


rk 女る た 見て し 通 を 學文^ 安平 


二 〇 六 

交友 關 係から、 時の 權 門の 中の 關白 家に その 才學を 知られ、 その上 父元輔 死後の 女ば かりの 淋し 

い 生活が 同情 を惹 いて、 中の 關白 家から 進めた 中宮の 光タ- 添へ る爲 めに、 引かれて 1  呂 中に 入った 

ものであ^ うとい はれて ゐる。 ^によると. 一 條 帝の 正曆 元年、 帝 十 一 歳に あらせられる 年の 正 

月に、 藤 原道隆 の女定 子の 方が 十五 歲 にして 入內 せられた。 而 して 二月に は 女御と なり、 十月に 

中宮と ならせられた。 この 年の 五月に 道 隆が關 となり、 同じく この 年に 淸少 納-言 の 父 元 輔が八 

十三 歲で殁 くな つて ゐる。 而 して 淸少納 言の 初宮 仕が 翌々 正曆 三年 頃 I 天皇 十三 歳、 中宮 十七 

歳の 年であった らしい の を 合せて 考へ ると、 恐らく 關 白道隆 が、 - 父 を 喪った 遣 孤の 才女 を 救 ひ 上 

げ、 同時に 之 を 利用して、 我が 娘の 中宮に 光 を 添 へ 、かねて 我が家に 重み を 加 へ ようとして 彼女 を 

I* げたので あらう。 草子の 中の 記事に よれば、 宫仕を はじめた 頃 は、 「身の ほど 年に は あはす かた 

はらいたし」 ともい ひ、 「わか、 らん 人 はたさ もえ かくま じき ことの さまに や」 と いふ 反省 も あり、 

「いと さ だすぎ ふるぶ るし き 人の」 とい ふ氣 おくれ もあった。 これらに よって 察する に、 旣に 三十 

g 近くに もな つて ゐた かと 想像され るので ある。 なほ その 初の 頃の こと を、 草子の 中に 自ら 次の 

やうに ほして ゐる o 

宮 に はじめて ま. 9 たる 頃、 物の 恥 かしき こと 數 知らす、 淚 も 藩ち ぬべ ければ、 夜々 參りて 三尺の 御 几帳の 

「. 


子 草枕と 言納 少淸 


後に さぶ らふに、 欲な ど 取り出で て^せ させ 給 ふだに、 手も^ 差し出 だす まじう わ. o なし OT 是 はと あり、 

彼 はか/ -.90」 など 宣 はする に、 髙 杯に まゐ. 9 たるお ほとの 油 なれば、 焚の すぢ など も、 なか-/ \谌 より は 

顯證に 見えて まば ゆ けれど、 念じて 見な どす。 いと つめたき^ なれば、 さし 出 ださせね へる 御手の ゎづ か 

に^ゅる が、 いみ じうに ほひた る 薄紅 梅なる は、 ^りなく めでたしと、 見知らぬ さとび 心 もに は、 いか V- 

は- 力 /- る 人 こそ、 世に おはし けれと、 棵 かる、 まで ぞ まもり 參ら する。 堯に はとくな ど 念ゲる Z-OT 葛 城 

の 神 もしば し OJ など 仰せら る /- を、 いかで 筋 かひ ズも 御宽 ぜられ むと て 臥し たれば、 御 格子 もま ゐらす o 

な-; T4 チリて、 「これ はなた せ 給へ OJ とい ふ を、 女房 聞きて はなつ を 「待て」 など 仰せら るれば 「お り まほし 

うなり ぬらむ o さば はや、 - とて 「夜 さ. o はとく、 - と 仰せら る o 

後に なって、 男 まさりの 氣 $5, を發 揮して、 男 を 男と も 思 はない ゃラな 振舞 をした 淸少 納^ も、 

宮 仕の 初に はこん な 初心な つ /- まし やかな 所があった ので ある。 宫 仕の 數年 以前に、 「五 千 人の 中 

に は」 の 名言 を 吐いて 朝紳を 驚かした 才嫒 にも、 九重の 雲 深い あたり は、 流石に いひ 知れぬ 一種 

の 神 祕的烕 一 感ぜす に は 居られなかった ことで あらう。 從 つて、 主 殿 司 や 女官で も、 半； ii 半 人 

の やうな 氣 がして 、「いかばかりなる 人」 (二 段、 白馬の 頃) と、 嘗て その^ 報 を荬 んでゐ たが、 こ 

んな刖 天地に、 現在 自分が 奉仕す る ことと なって は、 かねて 覺 悟の 前で は あるが、 見る もの 問く 

二 〇 七 


性 女る た ^ てし 通 を 學文^ 安平 


二 〇 八 

もの 觸れる もの、 一 々尖- 9 切った 神 經ケ- 刺戟して 「物の 羞 しき 事數 知ら や」 レ 感激に 淚も こぼれ 

はにかみや 

て來 るので あったらう。 し.^ この 羞恥 屋も 間もなく 宮中 生活に 馴れて、 やがて 宮廷の 男女 を片 

端 力ら 翻弄す る 皮 肉屋と なった ので ある。 そして その 間 始終 これ を 御し、 これ を 懐け、 これ を 養 

つて、 同心 同 味の 友に 作り上げられ たの は 中宮であった。 淸少納 言 も亦宫 仕の 初 以來、 常に 變る 

ことなく 中 宫に盡 し、 同時に 中の 關白 家に 盡 した。 彼女が 才氣に 住せて 高貴の 公卿 殿上人 を 飜に计 

する 問に も、 中の 關白 一家に 對 して は、 常に 謹慎 恭敬 G 態度 を 取って ゐ たやう に 見える。 

淸 少納苜 は 草子の 中で、 鶯と いふ 鳥が よく 下民の 草屋の 庭な どで 鳴く くせに、 內 裏の 御苑で 鳴 

かないの がに くらしい。 私が 宮 仕の 十 年間に * 曾って 一度 も 御苑に その 聲 のす るの を 聞いた こと 

がない と 言 つて ゐる所 を 見る と、 彼女の 宫仕は 凡そ 前後 十 年に 亙った ので あらう e 而 して 長 保 二 

年の 十二月に 皇后が かくれ^せられた 頃 迄 宮中に ゐた 事が 「榮華 物語」 に 出て ゐる 所.：， 見る と、 

彼女の 宮中 生活 は 凡そのと ころ、 正曆 三年 前後から、 長 保 二三 年の 頃に 及んだ ものと^て 大差が 

なから うと 思 ばれる。 この 十 年の 間に、 中の 關白ー 家、 從 つて 中宮の 御身の 上に^ くべき 浮沈が 

あった。 勿^ 淸少の 宵 仕の 初の 頃 は、 中宮  一^に は榮 堪 の 日々 が 緩いて るた。 

—— と ある 春の 一 日、 盛りの 櫻の 大技が あ をき 瓶に 活けられて、 淸 涼^の 高關の もとに こぼれ 


子 草枕と^ 納少 済 


哚 いてる た。 ぉ宠 時- 上の 御 局に は 天皇 皇后 さし 並び 給 ひ、 皇后の 御 兄 大納霄 伊周 公が 祗候 なさ 

れてゐ た。 その 御 有樣は 「た マ 何事もなく、 よろ づに 目出度き を、 侍 ふ 人 もお も ふこと なき 、い 地 

する」 のであった。 時に？^ 公よ、 

月 も H も か はり 行け ども ひさに ふるみむ ろの 山のと こ宫所 ％ 幼 撰 集) 

とい ふ 十 " 歌 を ゆるやかに 呤じ 出された C 淸少は 感歎の あまりに、 「げ にぞ 千と せ も あらま ほしげ な 

る 御 ありさまなる や」 と考 へられた。 そこへ 天皇の 仰 言で、 彼女に 砚を おすらせ になった。 そし 

て 白紙 を 賜 ふと、 御 側の 女房 達に、 今す ぐと 覺 えて ゐる 古歌 を 一 つ 二つ 書け とて、 ぉ喾 かせに な 

つた。 彼女に 思 ひ， 出す ま、 に、 

年 ふれば よは ひ は 老いぬ しか は あれ ど 

「花 をし 見れば 物 思 ひもな し」 と いふの を、 丁度 斤に あは ォ て , 

君 をし 見れば 物 思 ひもな し 

と 記し 奉った ので ある —— o  i 

然るに、 長德 元年 (天 皇 十七 歳、 中宮 二十歳) に關白 道隆が 薨去した。 これに 弒 いて 同族の， W 

に * 暫く 勢力 爭 の晤鬪 があって、 やがて 道隆の 弟の 道 長が 關白 となり、 これと 同時に 道^方. 诉 


性 女る た ^て し 通 を mi 钥安ヤ 


.  二 一〇 . ： 

謂 御堂 關白 家の 勢力が 隆々 として 上って 來た。 これ を 見て 道隧の 子の 伊周、 隆 家が 勢力 を 报囘し 

ようと あせる 中に、 先帝に 對 する 不敬 事件が 突發 し、 それが 因と なって、 やがて 兄弟 共に 都 を 追 

はれて 配流の 身と なった。 その 原因に ついては、 誤って 花 山 法皇の 從 者に 弓 を 引いた とい ふ 事 も 

ある。 呪咀 をした とい ふか ども ある。 しかし 何處 迄が 事資 であるか 誰に 分らう。 耍す るに 力と 力 

との 爭で、 力の 强ぃ 者が 弱い者 を 負かした とい ふに 過 ざない。 

ともあれ、 かくの 如くに して、 中 宫は變 り 菜て た 生家の 有様に 絡 望して、 手づ から 御 鋏 もて 尼 

となられ たので ある。 その後 長 德ニ年 (中宮 二十 一 歲) に、 中宮が 皇女 (修 子內 親王) を產 ませ 

られ た御悅 びの 爲に、 伊周. 隆 家の 兄弟が 許されて 都に 召し 還され、 又 長 保 元年 (中宮 二十 四 歳) 

に 一 宮敎钹 親王 を產 ませられてから、 帝の 中宮に 對 する 御 待遇が 一 段 厚くな つたが、 その 間に も 

道 長 方の！.： 迫が 段.^ 加って 來て、 悲しい 事が 年と 共に 多くな. 9、 殊に 長 保 元年に 道 長の 女彰子 

(上 束 門院) の 方が 十二 歳で \内 されてから は、 一 曆世を 狭く 感ぜられる やうに なった。 その 巾 

に彰 子の 方が 中宫 となると 同時に、 中宮が 皇后と ならせられ、 同じ年の 十二月 十五 日に 第二 皇女 

^子內 親王 を產 ませられた が、 翌日 遂に 歸らぬ 人と ならせられた。 

夜もすがら 契りし こと を 忘れす は戀 ひむ 淚の 色ぞ ゆかしき 


子 草枕と 言钠 少^ 


知る 人 もな き 別路に 今 はとて 心細く も 急ぎ 立つ かな 

烟とも 雷と もなら ぬ 身なりと も 草澳の 露 を それと 眺めよ 

などい ふ 淋しい 怨めしげ な 歌 を 御 帳の 鈕に 結びつけな どして —— 0 

この 榮祜十 年の 問. 淸少納 言 は 常に 變る ことなく 中宮に 仕へ た。 たまに は 御堂 關 白 家に 內 避し 

てゐ ると いふ^な ど 立てられて、 里 邸に 遠慮した こと， <0 あつたが、 中宮の 優しい 機轉の 利いた 招 - 

請 は、 やがて 彼女 を 宮中に 呼び 戾し、 彼女 をして 更に 深く 中宮に 傾倒せ しめたの である。 

^時 中宮の 左右に は、 宰相の 中納 言の 君 等 新時代の 教育 を 受けた 名家の 才媛 も 多かった け 

れど、 に 中宮の 話 相手と なる の は、 淸少納 首 を 措いて 他に はなかった。 彼女 は 中宮の 絡 對の信 

任と 愛顧と を專ら にし * 彼女 も 亦 中宮の 人となり を J く 崇敬し * 十 年 榮枯を 共に し， 互に 知り合 

ひ 信じ 合 ひ、 慰め 合ひ樂 しみ 合うて、 變ら ない 知遇の 生活が 繽 けられた ので ある。 

中宮 は 道 降 を 父と し、 高 內侍を 母と せられた が" その 素質に は 母方の 血 を 多くう けた。 內侍の 

父成忠 は、 博 學高才 を 以て 當時 .is 名 をと V- ろかした 人で あり、 長兄 積善 は 詩人と して、 又 「本朝 

澀 藻 梁」 の 撰者と して 世に 聞え、 次兄 淸昭は 歌人と して 有名で あり、 內侍 自身 も 亦學識 ！ ：3! 富で、 

その上 能文 逮 筆の 才女であった。 か /- る 素質 をう けつぎ、 その 家庭に 敎 育をラ けた 中宮 は、 和漢 

ニニ  . 


t';: 女る たもてし 通 を *r  , 


一二 一 一 

の^に よく 通せられ、 才學に 於て は 淸少の 如き 悍馬 を もよ く 御す る 資格 を 有せられ、 その上 美し 

い 容色と、 心の 寬ぃ物 俊し ぃ徳と を 具 へられて ゐた。 吾々 は 「枕 草子.！ の 中に、 人間の 心の 隅々 

まで も 見渡しつ、、 微笑みながら それ を 見守って るる やうな、 心の 寬ぃ、 賢い、 敏感な、 そして 

心 俊し い 中宮の 御 姿 を 見出す ので ある。 中宮 は淸少 のす ぐれた 才能と、 臨機 應變の 心に くい 

ばかりの 機钾 と、 さつば.^ した 性格と を この 上 もな く 愛され、 相識る 十 年、 その 間 常に 齢 を 忘れ、 

地位 を 忘れて、 君 とか 主從 とかい ふ 堅苦しい 隔を 取り去つ て、 よく 自分 を 知る 親しい 友と して、 

互に 交った ので ある。 二人の 君臣 は、 やがて 朋友で あり、 姉妹で あり、 同時に 愛人で あつたので 

ある 0 

かく 知遇 をう けた 皇后が、 不遇のう ちに 世 を 空しく せられた 後 は、 欝々 として 里に 籠り、 敢へ 

て 他に 出仕しょう としなかった or 扶桑 拾 葉 集 作者 系圖」 に 「淸少 納言初 仕 皇后 定子後 爲上東 門院 

侍女 云 *」 と あり、 堺本 「枕 草子」 の 奥 書に、 「深 養父 孫 元 輔の御 娘に て、 上 東 門院に 供せ しと ぞ 

云々」 とあって、 上柬 門院に も 仕へ たやう にも 見える が、 これ は 誤で あらう とい ふの が、 今日の 

定說 となって ゐる。 而 して 皇后 崩粧 後の 少納 言の 動靜 について は 一 切 不明で あるが、 「古事 談」 に、 

淸少納 ？"：^ 落の 後、 尼と なって 住んで ゐた 所、 若い 殹 上人^も が 通り か、 つて、 「淸 少納首 も ひ 
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どく 漭 ちぶれ たぢ やない か。」 とい ふと、 鬼女の やうな 面相の 淸少納 首が、 簾 を かきあげて、 「駿馬 

をお つた 人の ある こと を 知らぬ か o」 と駕 つたと いふ 說 話が 殘 されて るる 。「無名 草子」 に 「は 

か はかし きょす がな どもな か hs ける にや、 めのと の 子な りけ る 者に ぐして、 はるかなる 田 舍にま 

かりて 云々」 と ある 。「はるかなる」 と あるの は、 加 藤ー兀 位の 說の やうに、 文の 修飾で、 や は. 5 京 

近いと いふ 意味で あらう とい はれて ゐる 。「綾 千載 槳」 に、 

老の後 こもりる て 伃， o ける を、 人の 尋ね まう で來. o ければ 

とふ 人に ありと はえ こそい ひ 出で ね われ や はわれと おどろかれつ、 

と あり、 新 古今 集」 に 「元輔 がむ かし 住みけ る 家の かたはらに、 淸少納 言が 住みけ る ころ 云々」 

と あるの は、 やはり 皇后 崩粧 後の ことで あらう から、 これによ つて 考へ ると、 晚年は 出家して 都 

近い 處に 住んで るたら しい。 

ト の^した 處 について は、 一 說に讃 岐象頭 山の 鐘樓の 傍に 古墳が あると もい はれ、 叉 近 江に あ 

ると も、 阿波 國撫整 郡に 五輪の塔が あると もい はれて るる。 この 外 恐らく 各地に 淸少納 首の sja 

とい ふ ものが あるに は 違 ひない が、 歿した 場所 は.、 その 年月と 共に、 今もって はっき， o 分らない 

ので ある 0 

二 1 三 
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二 一 四 

淸 少納赏 は才學 機智 共に すぐれた 博覽强 記の 婦人であった こと は 、「枕^ 子」 を 

人  物 

見る 誰もが 驚歎す る處 である。 彼女 は 「突 記」 「漢書」 「蒙 求」 「文選」 「白 氏 文集」 

等 常時 舶來の 支那の 文學書 は、 悉く 之を讀 破して ゐ たらしい。 草子の 中には、 或は 于定國 の 故事 

を 引き、 或は 孟嘗 君の 故事 を 含ませ、 或は 九 品蓮臺 云々 と 法華經 G 詞を用 ひ、 或は 香爐峯 の 雪 • 

魔 山の 夜雨 等 漢籍の 故事 詞章 を 自由に 驅 使し、 その 當意卽 妙、 機智 縱橫 にして 臨機 應變の 安常な 

る は、 誠に 彼女が 烯に 見る 才女であった こと を 思 はせ るに 充分で ある。 叉 彼女が 叫納言 と稱 せら 

.si た 源 俊賢、 藤 ^公任、 同行 成， 同 齊信等 を 始めと して • 當 時の 著名なる 貴紳と 交り、 堂々 とし 

て 縱撗の 奇才 を發 揮した 事 は、 「枕 草子」 の 至る所に 見えて るる 處 であるが、 「悅 目抄」 「公任 集」 「實 

方 朝臣 桀」 「和 泉 式部 集」 「赤 染衞 集」 等に も、 その 交友の 歌が 數 多く 載せられて ある。 

かやう に 彼女 は、 和漢の 學に 通じた 才氣 煥發の 才媛で あつたが、 一 面に 勝 氣な强 情な 性格 を 持 

ち、 自恃の 念に 富んだ 女であった。 從 つて 自己 を 中心とする 記述に は、 學才を 街 ふ 自讃が 多く、 

又 人 jBj や^ 物の 觀 察に は 機智の ひらめきが あり、 奇警な 着眼が あるが、 生 G や 方弘の やうな 無才 

a ^の 人 を 揶揄 嘲^す る やうな 鵜^な 點 があった。 然し その 半面に は、 屢々 幼兒の 可憐な 動作に 

心 を 索 かれ、 犬 猫 Q やうな 弱い者に は 同情 を 寄せる 程の 女らしい 感情 もあった ので あるつ 「とく ゆ 
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力し きもの」 の 中に、  . 

人の I みたる、 男、 女、 疾く  ほし。 よき 人 はさら なり。 えせもの、 fifu, 

とい ふの が ある。 子 俳が 生れた の を、 男 か 女 か 早く 聞きたい とい ふの は、 f^a 

味 を 含んだ 一 般の 人間的な 情で あり、  I 

いかなら むと f 見て、 恐ろしと 胸つ ぶる.， に、 ことに も あらす と 合せな どした るいと うれし。 

恐し い 何 だお になって 爲樣 のない 夢 直て 心配して きと、 な あにえ ま 何でも ミと 雀、， 

夢 合せ をして くれる と、 まあよ かった^お , 

<  J 力 \ ナ 1- お を あて あろす とい ふなと も， まこと こ 幼、 dr^ 

の 心理で ある。  i 

「淸 少納言 は^ 等の 柒ぃ齒 み も 寺 こ M-  >  3  :o こ， 33  )? 

f きひ も 》>f ろ も： な 力った た マ 男 まさりの 理窟 屋で， 裏 もな く 表 もな、、 

見た ま、 の單 純な 性格の 持主であった 。いやう  >  c:l 

- $ ズ妆 aT を 3々w く 又 同： のない 辛辣 よせ. ぜ 

家で あると いひ、 乂 好，^ さ缺 if 擧げ 一」 嘲笑す る 皮 肉屋で t とい ふの よ、 M の兩面を 

？用 f 缺 いた 見方と いふべき であらう。 I 彼女 は囊 好き II では 又  一 S 

純 卒直で、 無 邪氣な if あった やうに I はれる。 まづぃ f 無理に 作って は 負け 嫌 ひの 氣 

ifillft 與に乘 つて は 無 震に 人の f 害って、 人に 設っ たと 

二 1 五 


性 女る た^てし 通 をな 安平 


二 1 六 ： 

同じ 决點が 自分に あるの も 意に 介し ないやうな 點 もあった が、 決して 憎むべき 人で はなく、 腹の 

底からの 皮 肉屋で なく、 又 奥底の ある 人ではなかった やうに 思 はれる。 むしろ 趣味の 高い、 わか 

りの よい 氣 のおけ ない 稗； S 滿々 の 正直者だった かもしれ ない。 しかし 克己 復禮の 道德屋 ではな か 

つたの だ。 いは V- 餘 りに 單純卒 S で、 苦勞 のし 足りない とい ふ讒 はまぬ かれない 人であった。 I 

れ故、 思った こと を 思った 通り 述べる が、 たヾ 述べる だけで、 前後の 矛盾 撞着な どに は 殆んど 介 

意し なかった ので ある。 よく 引かれる 文で あるが、 紫 式部 は その 日記の 中に、 

*r  i んな 

宵少 納.； 一； j こそ、 し. L-.cs 潁 にいみ じうし 侍りけ る 人、 さばか. しだち、 眞字 害き ちらして 侍る ほど も、 よ 

く 見れば まだいと 堪へ ぬ こと 多 か. 9 …… 云々 

と 批評して ゐる。 卽ち淸 少納苜 こそ は、 高馊 もき な氣 取った 顔 をして るる 人で ある。 女 相 應の假 

名 寄き でな く、 上手 を 板り ま はして 漢字 を 書き ちらす 小面 憎さ， しかもよ く./^ 見る と、 どうも 

やはり まづぃ 所が かなり あると いふので ある。 しかし、 これ は 和 泉 式部な どに 下した 批評と 合せ 

て考 へる と、 やはり 式部の 女らしい 嫉妬 心の 雜 つた 競爭 意識から 出た 評語で あらう と 思 はれる。 

た V- こ /- に 注意すべき は、 淸少は 明るい 朗 かな 人で はあった が、 決して 暖ぃ 入ではなかった と 

いふ ことで ある。 自分から 大きな 博い 愛に 環境 を 抱擁して 行く とい ふ 人ではなかった。 例へば、 
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-カ たはら いたき もの I として、 「鼓4ム らこ 5f こ匚、 ^  ^z.. -. , 

」 て -^i  、-も r る 巧 にて 下衆と もの ざれ か はした る」 と 共 こ 「甘げ， * 

"乳き ざれが 心地に かなしと f まに、 うつくしみ 遊ばし、 これが 聲 S 似に 5" ひける 

まど f たる」 と數 へた 如き を 見る と、 彼女が いかに 子 を 季^の 心 や 蓮に 對ずま す 

at これ は その子が， であり、 その 母が 賤 しかった 故に * 美 まめめ づる 

に f な 心に、 同感す る 事が 出來 なかった であらう が、 ミ にも 淸少の 性格の 冷た さの 一面が 現 

れてゐ る やうに 思 はれる。 しかしながら、 かくの 如 I 徹は、 彼女 をして 單なる享 囊 ともなら 

しめす 又戀 愛の 如きに 於て さへ、 我 を 忘れて それに 溺れる ことなから しめ、 又 一切の I から 

も 超越せ しめた。 彼女 はあくまで も 自己の 奥深く、 理智の 明珠を藏 して 营 されす、 ま 

れ なかった。 

然るに、 「駕 物語」 i し 5 へられる 紫 式部 は、 t しい 女で ある。 すべてが 智 的で ある し 

i より は 情 的で ある。 思 ふに 式部 は あらゆる 事象に 對 して 無限の 同情| ち、 豊かな そして 聲 

力な 禱を 抱い またに 相違ない。 それ 故 我々 がか の 物語 基んで 先づ f るの は. 作 者の 內容 

にぬ する I 批判と いふ 點で な、 作に 同化され る 一種の 柔 かい 温かい 氣分 であり、 雲 I の 

篇 である。 fssi そこに 現れ f の はさながら の 御堂 殿 時代、 宮廷 を 中心とした 

二 1 七 
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華 かなし かも 淋しい 贵 族の 情趣 生活が、 璺け くも 靜 かに 人生に 見入って るる 作者の 胸臆の 淨か な 

美しい 设に とけこんだ ま /-、 或は^ 卷 となって 表れ" 或は 詩と なって 流れて ゐる。 

然るに、 「枕 草子」 に 見えて ゐる 世界 は • 全然 これと 反對の 傾向 を 持って ゐる。 草子に 於て 作者 

の 感興お 動かした 主題の 性質の 多，、 は、 深い 人生の 観照から 來 たもので もな く、 又 深い 學 問の 研 

鎮 から 出た もので もない。 いは マ 一 つの 「機智」 によって キャッチされ、 且 生かされた 人生の 片 

瞵、 又は 筝 問の 斷片 である。 これら は 決して 反省と 思索との 中から にじみ 出た もので なく、 むし 

ろ 非常に 動き 易く 敏活な 才氣 によって 摑 まれた ものである。 この 動き 易い 才氣 は、 彼女 をして 靜 

かな 落ちついた 思索に 沈潜す る こと を 許さなかった。 おっと 靜 かにう つり 行く 世相 を 凝視し、 そ 

の 中に 詩を兑 出し • 生の 意義 を發 見す る こと を 許さなかった。 それ 故 * 彼女 は 多くの 女流が 物語 

に ゆき、 歌に ゆき、 日記に ゆく の を 冷 かに 見やって、 彼女 獨自の 世界 —— 隨 筆に 赴いた ので ある。 

「枕 草子， にも 歌 は ある。 しかし これ を 十 年の 宫中 生活の 歌と 見る と、 如何にも それ は 貧しい。 

それに 又 その 歌 は、 全部 挨拶 贈答の 歌で ある。 作歌 愁を 起して、 獨. 9 靜 かに 詠んだ 歌 は 一首 もな 

い。 多く は 才氣と 口拍子と で 作った もので、 感情で 歌った もの は 一首 もない。 「世に あ ふ 坂の 關は 

ゆるさ じ」 の 雞の成 昔 は 著名 だが、 それ は頓 才と學 問との 融合で 出來 たもので ある。 
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.  一一 枕 草子 

储^  | 年 「枕 草子」 の 出來た 年月に ついては、 草子の 最後の 一節に、 左 中 將源經 房 卿が ま 

〜 だ 伊勢 守と 首 はれた 時に、 自分の 家 を 訪ねられた 事が ある， その 折に この 筆す 

さみ を 見つけ 出し- 持って 歸 つて 久しくして 返された。 それから、 この 草子が 流布され たので あ 

ると いふ 事が 書いて ある。 經 房が 伊勢. 守に なった の は、 長德 元年 (淸少 が宫 仕して よ， リ四五 年 目) 

であるが、 この 草子の 中には 長德三 四 年、 ，f 皇后 晷後 二三 年の 事が 書いて あるので、 この 草 

子 は 多分 長德 元年の 少し 前、 正 曆の末 頃から 長 保の 三 四 年に 至る 八 九 年の 間に 出來 たもので あら 

うとい ふこと になって ゐる。 長 保 三年 は 紫 式部が 夫 を 失った 年で、 それから 三 四 年の 問に 「源氏 

物語」 を 書いた とい ふこと であるから、 丁度 淸少納 言が 「枕 草子」 を 書き上げた 時分 ビ、 紫 式部 

力 「源氏物語」 を 書き 始めた ので あらう。 國文學 を 飾る ニ大 雄篇が、 十 年 前後の 間に 相 接して お 

來 たの は、 誠に 面. «1 いこと である。 

「枕 草子」 の 名の 起り は、 これ もこの 草子の 最後の 一節の 記事に よった ので あると いふ。 或き 中 

宮の御 兄の 內 大臣 伊周 公が、 中宮に 御 冊子 を獻 上された。 淸少は 一 種の 趣味 狂で、 荣こ羝 ゆき、 

二 1 九 
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a. 好き、 手 習 好きであった 。腹が立って むしゃ く.， ^やして 生きて ゐた くもない、 どうで も なれと い 

ふやうな 時で も、 綺麗な 紙 や 良い 筆 を 手に入れ ると、 すぐに 氣が變 つて、 「やつば り 生きて 居て よ 

かった o」 と 思 ふとい ふ 女で あるい 中宮 は それ を 知って 仰せられ たので あらう or これに 何 を 書か ま 

し。」 と 仰し やる と、 淸少は 「枕に こそ はし 侍らめ。」 と 答へ た 。「枕の やうに 身 を 離さす、 座右に 控 

へて、 思 ひ 出 を 書く 備忘 帳に 致し ませう o」 とい ふ 意味で ある。 そこで 中宮 は 「さば 得よ。」 とその 

冊子 を 洧少に 賜った。 喜んだ 淸少は 「目に 見え 心に 思 ふ 事 を • 入 や は 見む とするとて * つれ <^ 

なる 里 居の ほど」 に 書き あつめた とい ふので ある。 勿論 この 名 は 筆者が 自ら 命じた ので はない。 

古く は 「淸 少納言 記」 とも、 「淸 少納言 枕 草子」 とも 呼ばれた ので ある。 

「枕 草子」 は、 淸少納 Is が宮 仕して るた 時に、 見聞した 人事、 又は 自然の 風光、 或 

內  容 

は 感興 追憶な ど を、 筆に 庄 せて 錯雜 混淆して 一 篇 とした 隨筆 である。 しかし 見 

樣 によって は、 、王觀 的な 日記に 對 する 客觀的 傾向 を帶 びた 日記と 見る こと も出來 る。 尤も その 記 

述は 年月 を 追った もので なく、 思 ひ 出した ま、 に 記した ので、 執筆の 年代 も 一 樣 ではない が、 內 

容 によって 剁斷 すれば、 大部分 は 擎 者が 約 十 年の 宮 仕の 間に 記し、 又 宮廷 を 退いた 後に も宫 中生 

活. ビ囘 想して 書きつ いた ものであると 思 はれる。 巾に は 宮廷 奉仕 以前の 記事 も雜 つてる るが、 記 
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-事の  も 多い  のは^  德 年間で ある。 

I は 凡 |百餘 段の 長疆さ 震から 成って f が、 S0nif 「もの 

は， つくし」 である。 「もの は.. つくし」 に は、 「山 は」 「海 は」 「家 は」 の やうに、 單に 物の 名 を 列舉 した 

ものと、 「すさまじき あ」 「心 ゆく もの」 「，つつく しきもの」 の やうに、 i^a^ 

を 類 に 列記した ものと あるが、 量に 於て この 草子の 三分の 一 を 占めて るるの みならす、 そ 

の 鋭敏なる 觀察、 羅 なる 用筆 は、 その 奇警なる 批 f 相俟って、 § この 草子 を 代表す る 文 宇 

と i べきで t。 その他 年中行事 II 活に關 する もの も あり、 貴 f 會ゃ文 SB の 物. ふ 

も あり、 過去の 追憶 や 現在の 功名， ああ、 何れも fK 禀の、 i 力と i 眼と I て、 if 

を 試みて f ので ある。 唯 その 霞が、 感覺 的に 事物の 外面 を 撫でる に留 つて、 S に 入らす、 

洞察に 及んで るない から、 事物 を 描いて その 眞實に 滲透し ない 憾みが あるが、 そのき 能よ 資こ洋 

を拔 いて^ 刺淸 新で ある。 

而し てこの 鋭敏なる 感覺 は、 色彩、 光線、 音の 觀 察に 異常に デリ ケ ー トで、 而も 鈦、^ &を 5 

揮して るる。 この I の 中で も、 色彩に 對 する 官能が 特に 秀で， f やうで ある。 これ ま 時代 人 

に 共通して るた ところの ものであるが、 その 中で も淸少 S は、 やはり 獨自の 境地 を 持った 色彩 
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鑑貨 家であった。 草木で も、 人物で も、 之 を描寫 する のに 先づ、 そして 最も 細かに 眼に つくの は、 

その 花 葉の 色、 着物の 色 合であった やうで ある。 一 例 を 引けば、 「扇の 骨 は」 と あると ころに、 「あ を 

色 は 赤き， 紫 はみ^り」 と 言って ゐる など は、 いかにも 色の 配合に 關 する 的確な 考を 示して ゐ る。 

扇 (蝙幅 扇) の い 地 紙に は 赤い 色の 骨が 似合 はしく * 紫の 地羝に は綠の 色の 骨が ふさ はしい と 

いふので あって、 巧に 對照 美の 骨髓を 道破して ゐ る。 さう いふ 色彩の 好み は 左の 短い 文章の 上に 

も 表現せられ てるる。 

指贫 は、 紫の 漉き、 萠黄、 夏 は 二 藍、 いと 暑き ころ 夏虫の 色した るは凉 しげな り。 狩 衣 は、 香染の 薄き、 

白 きふく さ、 赤色 o( 下略〕 単衣 は、 白き、 日の 装束の 舡の 単衣、 铀な どかり そめに 着た る はよ し (下略) 

下 K は、 冬 はつ /- じ、 かいね. 5 かさね。 夏 は 二 藍、 しらが さね。 女のう は 着 は、 薄色、 葡萄 染 (下略) 色 

躭は、 白き、 紫、 赤き (下略) 火桶 は、 赤色、 靑色 (下略) 

その他 自然美に 於け る 色彩の 觀察 として、 卷 頭に 春の 曙 を 叙して 「やうく しろくな り ゆく 山ぎ 

はすこし あかりて- 紫 だち たる 雲の ほそくた なびきた る」 とい ひ、 暮色 を 記して 「入り はてぬ る 

山ぎ はに 光の なほと ま. 5 て、 明う 見 ゆるに、 薄 黄ばみた る 雲の たなびき たる」 とい ひ、 秋の 野の 

寂し さ を 叙して、 r 秋の 野のお しなべ たる を かし さは 遛 こそ あれ、 穗 さきの 蘇枋 にいと 濃き が、 朝 
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霧に ぬれてう ん醣 きたる ばか.^ の 物 や は ある」 とい ひ、 梨の 花に ついて 「花びらの はしに、 を か 

しき 匂 ひこ そ 心 もとな くつき ためれ」 と 幻の やうな はかない 色彩 を も 敏感に 捕 へ てるる ので ある。 

なほ 自然と 人事との 調和した 情景と して、 「雪 高く 降りて +も なほ 降る に、 五位 も 四 位 も 色うる は 

しう 若 やかなる が  紫の 指贳も 雪に はえて、 濃 さまさり たる を 着て、 あこめ の 紅なら や はお ど 

ろ <x» しき 山吹 を 出してから かさ を さした る」 美し さ を 描いて ゐ る。 

• 次に 自然の 光線に 對 する 描 寫 であるが、 「三月 三日 はう らくとの どかに 照りた る」 「うら/ \- と 

のどかなる 日の けしきな どい み じう を かしきに」 等 うら/ \ -と照 .9 たる 日光 を 叙して、 ^^にる 

春色 を 描いて ゐ る もの も あるが、 淸少の 最も 得意と する 處は、 月の 光で ある。 淸少は 作 中に 「す 

ベ て 月影 は 如何なる 所 にても あはれ な， 9。」 と 述懐して ゐ るが、 「有 明の 月の ありつ 、もとう ちい ひ 

さして のぞきた る髮 のか しらに もより 來す、 五寸 ばかり さがりて、 火と もした る やうなる：！： い 光」 

「夜 ふけて 月の まどよりも りたり しに、 人の 臥したり しど もが、 衣の 上に 白うて うつりな どした 

りし こそ、 いみ じう あはれ とおぼえ しか。 さやうな る 祈ぞ人 歌よ むかし。」 等 は黉に 月光の 描寫と 

して 出色の ものである。 なほ 光線の 描寫 として 「お ほと なぶら はま るら で、 長す びつ にいと 多く 

おこした る 火の 光に、 御 几帳の 紐の いと 滟ゃ かに 見え、 御簾の 招 額の あげたる 鈎の き はや かなる 
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も， け ざ やかに 見 ゆ。」 とい ふ 精緻な S- つき はどうで あらう か。 

叉 昔 に^する セ ン スも 鋭敏で あつたつ 「冬の 夜い み じう 寒き に * おも ふ 人と うづ もれ 臥して 聞く 

に、 銃の 昔の、 たヾ もの、 底なる やうに 聞 ゆるい と を かし。」 「物のう しろ 障子な どへ だて 、聞く に 

おもの まゐる ほどに や、^ 匙な ど 取り まぜて なりたる を かし。」 「夜いた く 更けて …… 人々 皆寢 ぬる 

後、 外の 方に 殿上人な どに 物い ふ、 奥に 碁石の 笥に 入る、 音 あまた、 び 聞 ゆる、 いと 心に くし。」 

更に 昔よりも  一^ か ぼ そいね 「かたはらに いとよく 鳴る 琵琶の を かしげな るが ある を、 物語の ひ 

ま/^ に、 ね もた て ゃ爪彈 きに かき 嗚 らした る こそ を かし けれ。」 に 至って は、 最もよ く淸 少の特 

色を發 揮した る ものと いへ よう。  . 

「枕 草子」 の 文 學的匱 値の 一 半 は、 又 その 文章に ある。 その 記述の 中には 「雪の 

山」 や 「積善 寺の 供養」 の やうに 數千語 を 連ねた もの も あるが， 概ね 短篇で あ 

つて、 中には 數語 又は ニー 行で 盡 きて るる もの も ある。 或は 簡 勁に、 或は 繊細に， 題材に 從 つて 變 

化する の はいふ 迄 もない が、 主として 暗示 的 印象的の 筆法 を 用 ひて、 含蓄に 富み 餘韻 を， M め、 よ 

く 人の 4 &府ニ 徹する 力 を 具 へ て -Q る。 而 して その 簡潔なる もの も、 一 句に してよ く複雜 なる 淸趣 

を 描 ^ したと ころが 多く、 例へば 「月 は 有 明、 朿 の-山の端に 細う 出づる ほど あはれ なり。」 とい ふ 
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^きで、 その 簡潔の 極に 達した もの は、 r 檢扇 は- 無紋， 唐繪」 とい ふやう に、 た y. 名詞が 舉 げら 

れてゐ るば かりで ある。 又 稍 長い 叙事文 を 兄る と、 秩序が 整然とし てるて 冗溲 がな く、 巧みに 省 

略 法 を^ ひて、 簡勁 にして 流遝 である。 

なほ 着眼 C 螫拔な こと は、 例へば 「あてなる もの」 に 「うつくし き^の 14^ くひた る」 を擧 

げ、 「きょしと 見 ゆる もの」 に 「水 を 物に 入る、 1 鋭」 を擧げ 「うつくしき もの」 こ 「二つぶ いり 

ちご  U  »  --^ 

なる 兒 の- 急ぎ 這 ひ來る 道に、 いと 小さき 塵な どの ありけ る を、 n ざと に 見つけて、 、と を >  ノ 

げ なるおよ びに とらへ て、 大人な どに 見せた る」 を 擧げ、 「むつ かしげなる もの」 に 「猫の 耳の 內」 

ゃ擧げ てるる 如きで ある 3 

第 六 章 紫 式部と 淸少納 言の 比較 

さて 以上の 如く、 「源氏物語」 と 「枕 草子」 と は、 我が 國 女流 文學 中の 最大 傑作- ^文 ゆ 中の 双 

璧 ともい ふべき ものである。 從 つて その 作者た る 紫 式部と 淸少納 首と は、 多くの 女流 文學者 中に 

あって、 明星の 如くに 輝いて. Q る。 もし 紫 式部 を 明の 明星に 譬 へるなら、 淸少納 言 は 宵の明星に 
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饕 へよう か。 同じく 明星で も、 明と 宵との 違 ひの ある 如く、 式部と 淸少と は、 同じ 時代に 生れ， 

同じ 朝廷に 仕へ ながら、 性質から 物の 觀方、 著作の 内容から 文章の 調子に 至る 迄、 盡く正 反對な 

相違 をな して- Q る。 

紫 式部が やさしく 愼み 深く、 圆 滿 冷 靜に、 その上 夫に 對 しても ^淑 溫雅、 まことに 女らしい 女 

とい はれる のに 對し、 淸少納 t 口 は その 性質 熱し 易く 感じ 易く、 才氣 縱橫、 明朗 活潑 にして 多分に 

性的 傾向 を 持って るる。 それ 故 式部が 人 をた て已を 抑へ、 溢る、 ばかりの 才學を 深く 藏 して、 

外に 現さう としない のに 對し * 淸少は 好んで 自己の 學識を 外に 現し、 才能 を 誇らう とし >  或 時 は 

^を やりこめて^々 としてる たこと も ある。 

從 つて その 著す 所の 作 も 著しく 異 つて ゐる。 「源氏物語」 が 主 尾 一貫した 物語に、 優美 婉曲の 筆 

を 川 ひ、 人生の 秘奥 人情の 機微 を 描き、 SS 者 をして 深く 人の 世の あはれ を 感ぜし める 一 篇の 物語 

詩 を 形づくって るるに 對 し. 「枕 草子」 は 何等の 袓掭 もな く、 隨筆 風な 斷片的 短文の 中に、 簡潔 明 

快な 文章 を 以て、 宮廷 生活に 於け る 己の 見聞 感想、 自然 笑の M 髓 など を 精細 緻密に 寫し 出して、 

流る、 如き 文章の 美し さはない が、 簡明な 筆致 はよ くその 情景 を とらへ、 銳敏 な觀察 はよ く 物の 

核心 をつ かみ、 時には 寸鐵 よく 人の 胸 を 射す が 如き 鋭い 趣 を 持って ゐる。 一 は 堂々 たる 長篇の 大小 
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說、 一 は 小冊の 短篇 隨箪 集、 量に 於て は 「枕 草子」 は 「源氏物語」 の 七 八 分の 一 に 通ぎ M- 、 ； 、 

「枕 草子」 の 憤 値 は その 質に ある or 源氏物語」 が滿々 と湛 へて その 大を 誇る 湖水であるなら ば、 

「枕 草子」 は淸冽 掬すべき 溪 流で みる。 壓し 迫る が 如き 雄大 さは 無くと も、 彼に なき 芳醇 快適な 

香味が ある。 「枕 草子.： を 以て、 左右な く 「源氏物語」 の 上に 置かん こと は 躊躇され る ことで は あ 

る 力、 然も これ を 以て かれに 劣って るる ものと 斷定 する 事 は出來 ない。 かれと これと は、 そ I ぞ 

れに 特色 を 持った 不朽の 生命 ある 雙美の 傑作と いふべき であらう、 

第 七 章 日記 文學と 女性 . •  . 、 

物語 文學と 並んで、 平安朝 文學の 一 要素 をな す もの は 日記 文學 である。 しかも 日記 文學の 作者 

は 概ね 女性であって、 こ、 にも 平安 女性の 活躍 を 眺める ことが 出来る。 日記の 魁で ある 「土^日 

記」 の 作者 は紀賈 之で あるが、 その後に 出た 「蜻蛉 日記」 を 始めと して、 「和 朵 式部 H 記/紫 式部 

H 記」 「更釵 日記」 「成尋 阿 闍梨母 集」 「讃岐 典侍 日記」 等 は、 皆 女性の 乎に なった ものである。 これ 

ら女 性に よって 作られた 日記 文學 が、 實に 平安 文學の 一 つの 大きな 特色 をな してる るので あるが、 
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何故かく 多數の 日記が この 時代！ r 作られ. にので あ^う か。 それ を說く 前に、 日記が 企 盛 を 極めた 

と 見て よい 平安時代の 中期 後期と いふ 時代が 如何なる 時代であった かを考 へなければ ならない。 

ギ安遜 都以來 次第に 生長して 來た藤 原 氏 を 中心とする 文化が、 道 長の 時に 至って その 頂 點に達 

した 時には、 已 にこの 藤 原 氏に 代る ベ き 新しい 勢力 を 持つ もの I 武士が 地方に 確乎たる 地盤 を 

持って ゐ た。 それに も か、 はらす、 形 だけ 整って 內容 のく づれ はじめた 藤 原 氏 を 中心とする 人々 

は. 新しい 飛躍 もな し 得 や、 なしく づ しに 無聊な 不安な 日 を 送らねば ならなかった。 人々 は 飽滿し 

きった 現 紫に 滿足 する こと も 出來 なかった が、 さりと て 明日 へ の 出發を 新に するとい ふ審も 勿論 

出來 なかった 。そこに 爲す こと もな き 倦怠 を 如何にもて あまし たかは 、想像 以上の ものが あったら 

うと 思 はれる。 殊に 後宮の 女性 を 中心とする 嫉妬と 陰謀の 宮廷 生活に は、 年中行事と 遊戯と 社交 

とよ. 5 外に は 何物 もなかった。 すべ て は 概念の 形骸で、 何等 新しい 精神の 顯現 はみ とめられない。 

ブル ジョァ 文化 はかくして 次第に 爛熟し、 铋 敗し、 人心 を 統率す る 權威を 失 ひ、 大ぃ なる 倦怠 を 

招く の や あるが、 その 混亂の 半ばに 於て、 全 一なる 魂の 原鄉 に復歸 せんとす る 詩的 憧憬が 生れて 

お： c 

この 自然 的铳： t の 萌芽 は、 先づ 第一 に後宫 天才の 間に 認められる。 一は 我に 沈潜し、 我 を內省 
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批判す る哲學 的 思尜の 態度で めり、 二 は 形式的 因襲 的 文化に 對し、 自我の 解放 を 求める 憧慠 的- 

浪&的 態度で ある。 前 奢 は 諸家の 日記 隨维を もって 代表せられ、 後者 は 式部 集に 於け る和枭 式部 

の 抒情 的、 戀愛的 生活で あり、 「源氏物語」 に 於け る 紫 式部の 理想 生活で あり、 「更級 日記」 に 於け 

る 孝^ 女の 夢幻 的 美化の 生活で ある。 これら は いづれ も 崩 壌の 半ばに ある 舊 文化 を 包む 不活潑 な 

姑 患に 堪 へないで、 より 新しい 戀 愛>  より 新しい 規範、 より 新しい 原理 を 求める 焦^と 苦悩の 所 

產 である。 かくして； 4. 安 朝 宮廷 女流 日記 文學は 生れた ので あるが、 吾々 は これらの 日記 を 通して 

平安 女性の 內面 生活に 端的に 躍り込む ことが 出來 るので ある。 

卽ち 「和 式部 日記」 に 於て は、 熱烈 奔放な 戀愛 生活 を 見る ことが 出來 る。 そこに は 女性に 於 

ける 情熱と、 媚と、 純 篛 と、 可憐と、 娼婦 的なる ものと が大 謄に吿 白され てるる。 

「崎蛉 日記」 に は 妻と しての 生活 を 中心とした 女性 生活 を 見る 事が 出來 るつこの 日記の 著者 は， 

家庭に 於け る 愛の 破綻の 苦悩 を 率直に 吿 白し、 女性に 於け る 嫉妬と、 執拗と、 母性 的なる ものと 

の 一面 を 勇敢に 表現して るる。 そこに は處 女から 妻へ. 妻から 母へ とうつ り 行く 女性い いたまし 

い 懊惱の 叫びが ある。  . 

又 「紫 式郃 日記」 に は 夫 を 失った^ 婦の 寂寥 を感 する 事が 出來 るし、 「更釵 日記」 にめ て は、 お 夕 

ニニ 九 ， 
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多き 少女の 時代から、 妻と なり 夫に 刖れる 迄の 約 四十 年の 長い 女性 生活 を 見る 事が 出來 る。 そこ 

に は 腐敗と 倦怠の 生活に 堪へ られ ないで、 積極的に 夢幻に 生きよう とし、 生活 を 美化し、 魔 化し 

ようとす る 神秘的、 象徴的 傾向が 見える。 

更に 「成 尊 阿闍梨 母桀」 は、 八十 歳の 老母が、 入宋 する 我が 子 を 思慕す る淚 の記錄 であって、 

そこに は 熱烈なる 母性愛 を 感得す る ことが 出來 るので ある。 

今 それらの 一 つ 一 つに ついて 簡單な 解說を 試み 乍ら、 平安 女性の 迎 つた 內面 生活の 跡 を 考察し 

てみ ょラ。 

かげら ふ  とも ゃナ 

「赌蛉 曰 記」 三 卷は藤 原 倫 寧の 女の 著で ある。 倫 寧の 女 は、 藤^ 荥 家の 妻と なつ 

靖牷 日記 

て、 右 大將道 綱 を 生んだ 人で あるが、 その 名は傳 つてるな い。 系圖 によると、 冬 

嗣の流 を 汲む 家柄で あ. 9、 兄弟に は 四納苜 の 一人で 有名な 歌人い 長 能が ある or 尊卑 分脈」 に 「本 

朝 第一 美人 三人 也」 と 記して るるの は俗說 であるが、 才色 象 備の貞 淑な 婦人であった 事 は、 此の 

日記の 記事に よっても 明かで ある。 又當 時世に 知られた 歌人であった 事 は 、「枕 草子」 にも この 作 

者の 歃を あげて 赏极 し、 「大 鏡」 卷 五太 政 大臣 荥 家の 條 にも、 

この 母君き はめた る 和瞅の 上手に おはしければ • この K の 通 はせ 給 ひける ほどの こと 歌な ど^ 3 きあつめ 
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て、 かげらう の 日記と 名 づけて 世に ひろめ 給へ bo 

と 云って るる。 又 淸輔の 「袋 草紙」 卷 三に は、 郭公の 秀歌 五 首 也と して、 貫 之、 公忠、 ^盛、 實 

方 等の 歌と 共に、 道 綱 母の 歌 を あげてる るし， 勅撰集に も隨分 多く この 人の 歌が を さめられて 

ゐ る o 

日記 は、 主として 夫^ 家との 間の 家庭生活 を 記した もので、 天曆 八年荥 家が 二十 六 歳の 頃 通 ひ 

はじめてから、 道 綱 を 生み、 天 延ニ年 兼 家が 四十 六 歳になる 頃までの 二十 一年間の 記錄 である。 

平安時代の 結婚 生活 は、 夫が 妻の 許に 通 ふため、 一旦 契が 結ばれてから は、 女の 立場と いふ も 

の は、 非常に 受動的な 賴 りない ものに なって しま ふので あった。 たと へ 夫の 足が 遠の いても * 椟 

極 的に それ を 自分の 方へ 向ける こと は 難しかった。 一夫多妻であった 當時 では、 權 門の 出で ある 

妻に 愛が 集つ， て、 勢力の ない 家の 出で ある 妻 は、 夫の 離れ 行く の を 常に 悲しむ のであった。 荥家 

にも 多くの 妻が あった。 殊に 仲 正の 女の 腹に は 道隆、 道 兼， 道 長 等の 子 を 得て 勢力が あつたが、 

倫 寧の 女で ある この 日記の 著者に は、 道 綱が あつたの みで 勢力 もなかった。 その上- 兼 家 は 快活 

な 信仰な どのない 人物で あり、 從 つて 感情に 粗い 所が あるのに 反して、 道 綱の 母 はあくまで. も、 

腭 面目な、 沈み 勝な 信仰深いと いふ 性格で、 その 性格の 相違から も 夫婦の 愛は簿 くな つて 行った 
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と 思 はれる。 さう した 方面から 生れる 家庭生活の 淋し？ と惱 みが、 主として この 日記に 書かれて 

ゐる。 而も 彼女 は w 淑 なつ、 まし やかな 性格の 上に、 怫 敎に對 する 信仰心 も 深かった ため、 その 

H おはしめ やかな 娓 率な 氣 分が あふれて， Q る。 

なほこの 日記の 题名 は、 

「亡く 年月 はつ もれ ども、 思 ふやう にも あらぬ 身 を^けば、 聲 あらたなる も よろこばしから す。 なほ もの 

はかなき を 思へば、 あるかな きかの 心地す る o 蜻^の： n 記と いふべ し OJ 

と あるに もとづい てるる o 

〔梗概〕 夢の やうな 懋愛が 深まって、 彼等の 結婚の 戍 立した の は 天曆八 年の 秋の 頃で ある。 I® した 最 

初の 生活 は、 至極 平和な 幸^な ものであった o ところが、 結婚 後 間もなく、 彼女の 父 は 遠く 陸 奥 1： に 赴任 

する ことにな つたので、 彼女 は それにつ いて 小さい 胸 を 痛めた。 とい ふの は、 兼 家と 接近して まだ 間 もな 

い |» の 事で あるから、 何日 秋の la の やうに 忘れ 捨てられる かもしれ ない と 心 を 痛めた ので ある。 幸 ひ 心配 

した 粍の こと もな く、 父が 陸 奥へ 出かけてから も、 兼 家 は 始終 彼女の 許へ 通 ひ、 熱い 心 を 示して くれた。 

ほっと 小さい 胸 をな で 下した が、 時々 訪ね \ 、来る ことが 遠の くと 「もう 捨てられ るので はなから うか、 飽 

かれた ので はなから ラか o」 と 淋しく 思 ふこと さへ あった。 
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その 年 も 明けて 彼女が 姙娠 すると、 兼^ は 限りなく 喜んで、 色々 と 親切に 世話 をして くれた。 やがて 健 

かな 男子が 生れた。 それが^ 綱で ある。 この 目出度い 出來 事に よって、 彼女 は 1 時 明い 氣！^ になり * 喜び 

に 浸った が、 その 幸福な 時 も 束の間、 兼 家の 訪れて 來る足 は 間もなく 杜耙 えがち にな. 9、 昔 ほどの 愛愤を 

示さな くな つた。 

それ は 九月の 頃の ある 日の ことで ある。 兼 家の 出た あと、 何 心なく 筘の中 を 手 まさぐ りに あけて：^ ると、 

そこに 思 ひがけな く 見出され たの は、 兼 家が 他の 女の もとに 送らう として かくして 置いたら しい 81 想 文で 

ある。 その^の 失望と、 驚きと、 嫉妬と は、 彼女の 全生涯に 互る 深刻な 惱 みのいた ましい 誕生であった。 

十月 晦 のこと である。 三 夜ば かり ひきつ V- いて 兼 家の^えない 時が あった。 純な 女性に あり 蟓ちな 無 邪 

氣な 嫉妬 は、 男の 秘密 を あばき 出さない ではす まされなくなる o そっと 人 をつ けて さぐらせて 見る と、 男 

は ある 町の 小路の かくし 女の 所に 泊った とい ふ。 それから 二三 02 ばか h- の 後に、 嘵方 になって しきりに 門 

をた /- くもの が ある。 さう だな と 思 ひながら、 若い 女性ら しい 嫉妬と 片意地と から、 彼女 はどうしても 門 

を あけようと しないので、 兼 家 はやむ を 樽す 歸 つて 行く ので あるが、 女 は 片意地の 後の 寂黎 に堪へ かねて、 

きつ 、ひとりぬ る 夜の 明くる 間 はいかに 久しき ものと か は 知る 

とい ふ 哀訴の 怨言 を 送らないで はるら れ なかった。 か-つして 兼 家の 心 は、 次第に 彼女から 雉れ てれく の ♦ で 

あつたが、 時には 彼女の 家の 前 を 通. 5 乍ら も * 寄らぬ こと もあった OT こんな ことなら、 いっそ 綺癍 に^れ 
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てし まひたい o」 と閟ぇ 乍ら も、 Q 分から 進んで 兼 家と 別れる 心 持に はま だ なれなかった。 

それにつ けても、 彼女に とって 1 番カ となった の は 1 子 道 31 であった。 その 愛らしい 様子 を 見る と、 い 

つも 恝め られ、 カづ けられた。 次第に 四つ W つに なって、 內裏 交. 9 が 出來 るの を 見る につけ、 有力な 後 接 

者が 欲しい と、 子 煩憐な 心に は 胸 一 ぱいになる 折 も 多かった o 

その 頃 彼女の 母が 世 を 去った ので、 ひどく 力 を 落し、 しばらく 山寺に 餽 つて 子の 道辋と 1 緖に暮 した。 

さうな ると、 兼 家 は 又 彼女 を懷 しみ、 山寺へ S 々訪ねて 來 たけれ ど、 少しの いさか ひがあって からまた 來 

なくなった. o した o 

二 5：： ； おいうちに 、も 流れて、 ^^は 十お^ になった。 その^ 彼女 はと かく 病^ 勝ちで、 ほ を 

はかなみ 尼と ならう とまで 思った けれども、 子の 愛に ひかされて それ も出來 なかった。 が、 心銪 さや 不安 

は容 おに 去らす、 「私の 亡き後 もど ラぞ道 網 を 可愛がって 下さい o」 とい ふ 手紙 を誊 き、 それ を溟 のうちに そ 

つと 席衹の 底に 入れたり した。 その 中に 道 綱 は 十六 歳と なって 元服した o 淋し さの 中に も 大きな 喜びで あ 

つた。 それにし ズも^ ^の 將來を 深く 考へ ると、 彼女 は乂： になり、 その上 兼 家の 心 持が 始終 變 るので、 

心細い 日 を 重ねて. Q た。 二月の 間 兼 家が 来ない ので 今 はと あきらめて、 偏に 佛の 御手に すがり 精進 を繽け 

ズゐ た。 その 時 兼 宋から 手紙が 來ズ、 「ひどく 御無沙汰 をして. Q るので 1 度 訪ねたい OJ とい ふ 旨が 寄いて あ 

つた けれども、 彼女 は佛 にお 仕へ して. Q る S 中 だからといって 来訪 を斷 つた。 そし ズ一 時、 西 山の 喰 瀧の 
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a にある 寺に 餽る ことにした。 もう 兼 家に 見捨てられ たの も じ やうな 生活 を績 けて， Q るのに へられな 

くなら、 一切 世の中から かけ 離れたら、 せめて 少し は 平 靜な心 を 保てようと 思った からで ある。 

初夏の 山寺 は靑 葉に 包まれて、 見る目 もす がくしい 快い 眺めであった。 しかし、 憂 持つ 身に ま 先立つ も 

のは溟 である。 夫 兼 家と 共に 訪れた 樂 しい 昔の 記憶が 胸に よみが へ つて は、 心 は 悲しみに 痛む のであった 0 

やっと 身 を 起し ズ 初夜の 勤 をして るると、 夜遲く 大門の 方が 急に 駿 しく、 木の間に 灯が ちらく もえる。 

彔家が 訪ね ズ來 たので ある o 兼 家 は 彼女に 向 ひ、 都に 歸る こと をし きりに す、 めた。 けれども 彼女の 決^よ 

固かった 。「どんな ことがあっても 都へ は歸. o ません o」 と 思 ひつめ、 「折角です が、 どうぞ これ だけ はお 許し 

下さい。」 と 詫びた。 兼 家 はな ほ 强く歸 京 をす、 めた が、 道 綱の ことな どを考 へる と、 都に 歸る気 こ， まなれ 

なかった。 兼 家 は 仕方なく 山寺 を 去る ことにして 車に 乗った o その 音が 次第に 遠ざかつ ズ行 くの を^く と、 

彼女 はた まら なくなって 泣きく づれ るの だった。 

山寺に 镰 つて 佛に 仕へ てるる うちに、 京の 叔母 や、 任國 から 歸 つた 父な どが 訪ねて 來た o 兼 家 も 亦 時々 

山寺へ 車 を 寄せて、 根氣 よく 都へ 歸る こと をす 、めた。 女心の さすがに 弱く、 人々 の 情 を 思 ふと 可 時^も 

山寺に ゐ たくない が、 また 都で は、 彼女 はもう 尼に なって しまったと 噂 をして, Q る こと を ほの いに 聞き、 

SS るに も歸れ ないやうな 氣 がした。 唯 道 親が 山寺へ 来^から、 次第に 元氣 なくなって 瘦せズ 行く 姿 を 見る 

と、 f ^ のために は、 や は. 5 都が よいと 思 ひ、 それに aw 世 をす るに は、 山寺に 銪 つてる ると 1« 事不都 a の 

二三 五 
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多い こと も 知らぬ ではない。 しかし 歸 つてよ い 事 も あれば、 j«s い 事 も ある。 退いて よいの か 進んで よいの 

か、 ひとり それ を 定め かねて ひどく 心が 亂れ た。 しかし 浮世の 絆に ひかされて 1 度 は 都に 歸 つたが、 思 は 

しい ことが なく、 すべて 失望に 近く 終った とい ふので 翠を擱 いてる る。 

以上の やうに 「蜻蛉 口 記」 は 貞淑 溫 良な 一女 性. I- 道 綱の 母の、 愛と 憎しみ、 惱みと 嫉妬の 二 

十一 年間の 多雞な 家庭生活の 記錄 であるし 戀 愛に 失敗し、 結婚に 破れた 彼女 は、 愛、 にくしみ、 嫉 

妬、 怨恨、 焦燥、 反抗な ど、 樣々 の 心の 苦しみ を體驗 する ので あるが、 つ ひに は 超 人間的な 實在 

の 力に 賴ら うとして、 なほ を こに 安住す る こと を 得す、 最後に 一 子 道 網に 對 する 母性愛に 目覺め 

て、 長， 、緩いた 胸中の 苦惱 から 脫脚 する ことが 出來 るので ある。 卽ち、 彼女の 半生の 苦惱 は、 最 

筏に 「母性」 なる もの、 發見 によって、 はじめて 「愛」 に 救 はれる に 至る ので あるが、 これ は單 

に 道 網の 母 一 侗 人の 體 験に 止まらす、 平安朝の 女性の 一 生 を具體 的に 物語って くれてる る やうな 

氣 がする ので ある。 否 平安朝の 女性の みに 止まら 中、 それ 以來 今日に 至る 迄， この 日記に あら は 

れてゐ る やうな 生活の 經路を 繰返して るる 女性が、 如何に 多い ことで あらう か。 「靖蛉 日記. 一 の惱 

みこ そ は、 女性の 永遠の 惱み であると いふ こと も 出来る。 この 意味に 於て、 「蟥蛉 日記」 は， 今日 

の 吾 * にも、 樣 々の 興味と IL" 示と を與へ て くれる 人生 記錄 であると いふ ことが 出來 る。 
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和 泉 式部の 俥 記 は、 平安朝の 他の 女流作家と 同様に 殆んど 不明であって、 式部 

和 泉 式 都 日記 

傳の 研究 は、 考證 に始り 考證に 終る 有様で ある。 

式部 は大江 雅致の 女で あると いはれ てるる。 雅致 は 正 四 位下 木工 頭 越 前 守に 迄 至り、 道 長に そ 

の赏カ を 認められた 人で ある。 母 は 冷泉 院 皇后 昌子內 親王の 御^ 母 介 內侍平 保衡の 女で あると 歌 

仙傳に 見えて るる。 式部に 「はらから」 のあった こと は、 その 家集に よって 知られる。 それ も 二 

人 以上あった らしい。 殊に 妹の 一 人が 赤染衞 門の 息の 愛人であった こと は • 赤染衞 門^に よって 

明かで ある。 

式部 は 直 女 時代 及び それ 以後 を， 多くの 受領 階級の 女の 如く、 母の 仕へ て ゐる昌 子の 宮に 過し 

たらしい。 昌子內 轵王は 勅撰 歌人で あらせられ たが、 式部 も 亦 その 感化 を 受けて、 早く 歌人と し 

て 名聲が あり、 加 ふるに 美貌の 持主で、 多くの 與 性の 注視の 的であった こと は、 

わが 宿の 櫻 は 甲斐 もなかり けり 女主 人 がら こそ 人 も 見に 來れ 

め 歌に よっても よく 知られる 所で ある。 

長 じて 和焱守 橘 道 貞の妻 となって、 一子 小 式部 を あげた。 式部が 和 泉と 呼ばれる の もこの ため 

である。 

二三 七 


tt- 女る た 見て し 通 を 學文朝 安平 


ニー-八 

岩躑脚 折り もて ぞ みる 良人が 着し 紅染の 衣に 似 たれば 

の 歌 は、 道^ が 和朵に 赴任した 後、 京に 留 つてる て、 良人 戀 しさの 念に 堪 へやして 詠んだ ものと 

雷 はれて るるが、 華麗な 中に 强ぃ 情熱の こめられた 可憐な 歌で ある。 この 歌 は當時 も隨分 人口に 

膾炙した らしく、 淸少納 言 も 「折り もて ぞ みると 詠まれた る 流石に を かし」 とその 友の 才を讃 へ 

てるる。 しかし 夫の 後 を 追って 和 泉に 下った こと は、 「後 拾 遣 集」 九 旅に、 

和來 へ 下り 侍. o ける による 郡 鳥の ほのかに なきければ よみ 侍. 5 ける 

ことと はヾ ありの まに まに 都 rtt 都の こと ケ 我に 聞かせよ 

と あるのに よって 知られる。 しかし 田舍の 生活 は 彼女に むかなかった と 見えて、 苒び 誘惑 多き 都 

に歸 つた。 それから 花山院 や， 藤 原 公任の 家な どの 歌會に 出席した りして 日を迗 つて ゐた。 美貌 

で 才藻の ある 式部の 周 園に は、 異性が 多かった であらう が、 やがて 洽泉院 の 第三 皇子 彈正 宮爲尊 

親-王 をお 慕 ひ 申す 仲と なった。 

しかし、 この 宫は長 保 四 年 六月、 疫病が 天下に 暴威 を 逞しく して 物騒し い 頃、 終に 瘍を發 して 

菟ぜ られ た。 

かひなくて さすがに $8 えぬ 命 かな 心 を 玉の 紡に しょらねば 
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寢覺 めする.^ を 吹きと ほす 風の 音 を ま 曰 は 袖の よそに き、 けむ 

かう して 式部 は宫の 薨去 を 心から 悼んで ゐる。 彈芷宮 に 死^して、 式部 は 「夢よりも はかなき 世 

の 中 を， きつ、 明し 暮し」 (日記) こ、 しばらく 獨 居の 生活 を鑌 けて るた。 その 獨居 生活 中に も、 

艷 しい 情事 は 絡え や、 源雅通 その他の 人々 とも 關係 があった らしい こと は、 歌集の 示す ところで 

ある。 やがて 長 保な 年 四月 十日 餘 りの 頃に 至り， 宫の同 母 弟 太宰帥 宫敦道 親王と 契が 結ばる に 

至った。 もの 問の 事情 を 記した ものが、 「^枭 式部 3 記」 ー卷 である。 

しかし 式部と 宮 との 仲 は、 式部が 身分の 賤 しい 女で あり、 放縱 である 爲， 周圍の 反對を 受けね 

ばなら なかった。 宫 は周圍 への 反抗と、 源 少將雅 通 や、 治 部 卿 俊賢 その他 式部に 群る す^ 人から 

隔離して その 愛を獨 占しょう として、 遂に その 年の 十一 一月 十八 日、 式部 を その 宫に伴 はれた ので、 

正妃は 止む を 得す、 翌寬弘 元年 正月、 御 姉 東宮 妃絨 子の 宫の勸 めに 從ひ、 兄弟に 伴 はれ、 南院 を 

出て 小 一 條の 祖母の 許へ か へ られ た。 

道^と G 關係 は、 この 長 保 五 年末 頃 は 全く 絶えて しまった らしい。 夫 大江匡 衡に從 つて 尾 張に 

在阈 して ゐ た 赤 染衞門 は- 式部の 親友と して 親ら 書 を 寄せて 式部 を 諫める 所があった。 

みちさ だ 去 hN ズ後、 帥の 宮に參 りぬ と 聞き ズ 

二三 九 


tt  Jc る た 兌て し 通 を ゆ 文 朝 安平 


一一 S 

う つろ はで 暫 ししの だの 森を昆 よか へ .5 も？ V する くやの うら 風 

これに 對 して 式部 は、 

秋風 はす ごく 吹く ともく すの 葉の うらみ 顏には 見え じと ぞ思ふ 

と 答 へて るる 0 

しかし 帥宫 との はかなき 交り も 長く は 綾かなかった。 寬弘四 年 十月 二日、 宫は薨 ぜられ た。 宫の 

お 去 は 式部に とって は 大きな 精神的 打擊 であった。 藝術 趣味 も豐 かで、 その 愛情 も 熱烈であった 

親王に 全心 を 捧げて tQ た 式部に とって は、 その 薨去 を 悼む 思 ひも 亦 痛切であった。 式部 は 思ひ亂 

れて、 幾多の 哀傷の 歌 を 詠んで るる。 

すて はてむ と 思 ふさへ こそ 悲し けれ 君に なれに し 我が身と 思へば 

つれぐ と 空 ぞ兑ら る 、 思 ふ 人 天 降り 來む ものなら なくに 

ぬけ や 鳴け 我が 諸聲に 呼子爲 呼ば マ應 へて 歸 h. 來 ばかり 

やがて 一 年の 喪 を 過して、 寬弘六 年の 葵祭に ちかい 頃 * 中宮 彰 子に 出仕した。 式部が 藤 原 保 品 

に 再嫁した の は それから 間もなく である。 保 Ha は已 にこの 頃 五十 餘 歳であった。 二人の 結婚が 如 

何に して 成立し たかは 不明で あるが、 外部 G- 强制 * 又は 物質的 好條 件が 俘った 爲 でも あらう か。 
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しかし 一方で は、 式部 も 己の 年齢 を 顧みる 時、 そ マろ に 淋しくな るので 「誘 ふ 水」 に 引かれた の 

かもしれ ない。 寬仁 m 年 正月、 保 昌は丹 後 守と なった。 式部が 夫れ に從 つて 任國丹 後に 下った こ 

と は、 かの 有名な 大 江山の 歌の 傳說 によって あまねく 世に 知られて ゐる。 丹 後に 下る に 際し、 上 

束 門院よ b は^と 歌と を 餞別に 賜り、 道 長から は 「尼に なりな むと いひし は 如何」 とから か はれ 

たが、 式部 は 中宮に 對 して は 「思 ひ 立つ 空 こそな けれ」 とお 答へ 申し上げ、 道 長に は、 

あまぶ ねに 乘り ぞ烦 らふ 與 謝の 海に 生 ひや はすら む 君 をみ るめ は 

といら へた。 

翌 * 年 丹 後よ. o 歸 京して、 上粲 門院に は 練 糸を獻 り、 

白糸の くる ほどまでに 外にても 戀に命 を かけて へ しなり 

とい ふ 歌 を 添へ たのであった。 それから 間もなく、 萬 壽ニ年 十一月、 小 式部 內 侍が 左 兵 衞の子 を 

産んで 歿した。 小 式部の 死 は 母 式部に とって は、 彈 正宮、 帥 宫の死 以上の 大打犖 であった らうと 

思 はれる。 式部が 悲歎に くれた 様 は 次の 歌に よって 想像、 れる。 

內 侍のう せた る ころ^の ふ. 5 てき ズ きえ ぬれば 

などて 君むな しき 空に 消えに けむ あは 雪に， たも ふれば ふる 世に 

二 四 1 


女る た^て し 通 を 平 文^^- 'ひ 


二 四 二 

つねに もた. o し 手ば こ をお たぎに 誦柽 にせさす とズ かきつくる 

I 鲁 

こ ひわぶ ときく にだに きけ 錶の音 にう ち 忘らる、 時の 間ぞ なき (以上 式部 粲) 

小 式部な くな りて よみ 俸り ける 

あ ひに あ ひて 物 思ふ舂 はか ひもな し 花 も 霞 も 目に したたねば (玉 葉 集) 

小 式部 內 侍う せズ 後、 上京 門院よ. 5 年 ごろ 賜 は. 5 ける きぬ をな き 跡に も 遣したり ける に、 小 式部 內侍 

丄 かきつけられ たる を 見て よめる 

もろともに 苔の 下に は 朽ち やして 埋もれぬ 名 をみ るぞ かなしき (金 葉 集) 

以上の 歌 を 見る と、 式部 母子の 愛情が いかに 濃 かであった かく 知られる。 今 は 亡き 小 式部が 形 

見の 衣、 手箱な ど を 見て は、 母 式部 は 眞に斷 陽の 思 ひがあった ことで あ、 らう。 なほ 小 式部が 殘し 

た 若君 達 をし のんで、 

と ->  めお きて たれ を あはれ と ふら *6 子 は i6 さるら む 子 は is さりけ. o 

とうた つた 心中 を 察すれば • そ V- ろ に淚を 禁じ 得ない or 小 式部 は 親の 自分と その子と を留 お い 

て 遠く 逝って しまったの であるが、 その 留めた 人の 中で 誰 を あはれ と^ふので あらう か。 自分 は 

子の 事で あるから 小 式部 を 思 ふので あるが、 小 式部 は 自分の 子で あるから、 叉 その子 を 思 ふので 
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あらう。 すな はち 小 式部 は 自分の 子の 方を锐 の 自分よりも あはれ と 思 ふで あらう。 まことに . J を 

^ふ 心 は、 親 を 思 ふ 心よりも 勝って るるので ある。 自分に は 小 式部 ほ^ 深/、 思 はれる もの はない。」 

とい ふ 稅雜な 心理 を 詠み 出して， 亡き 式部 を 悼む 痛切な 心^ 歌った ので ある。 子 はま さるら む」 

と 推測し 了って、 反轉 して 自己の 所懐 を 突如と して 述べた ところに. 嘆き も あり、 淚も あり、 し 

かも 力 力 ある- 

小 式部の 死 以後 は 式部の 晚年 時代で ある C 晚 年の 藜 を 知るべき 何らの 確かな 资料 とてもない。 

唯晚 年い 傅說 について は、 出家 說と 遊行 說 との 二つが あるが * その いづれ を 取る ベ きかと いふに、 

恐らく 出^ 說 をと るべ きで あらう。 晚年 出家して 淸少納 -ic と 交友の 厚かった こと は 和 泉 式部 桀に 

見えて みる。 そして 長 元年^に 七十 位で 殁 したで あらう とい はれて ゐる。 

『和 泉 式部 日記』 は 一名 を 「和 泉 式部 物語」 と 呼ばれて るる。 その 內容は その 日 その 日の 事 を 記 

し 留めた のでな く、  者 自らが^ 三人 稱で 記した 感情 生活の 記述で あるから、 一名 を 物^の 名で 

呼ばれた ので ある ^し、 文^よりも 寧ろ 和歌 を 主として るる 點 から 言へば、 歌 日記と いひ 得る 

ので ある。 

この 笫 三人 稱で 書かれて るるとい ふこと は、 作者が 和枭 式部で ある.^ かの 疑の 種と もな つて 

一 1BI 
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ゐる。 しかし これが 式部の 作で あらう と 推定され る 理由に ついて、 池 田 鼸鑑氏 は 次の 如く 述べて 

ゐ る。 「先づ 日記の 中に 引かれた 歌が、 式部 自身の 歌で ある ことが 明瞭で ある こと、 次に^ 三人 稱 

で喾 いて は あるが、 自叙 的の もので、 和歌 を もとにして 後人が 小說的 構想の もとに 寄いた ものと は 

思 はれない こと、. 第三に 文章 も 古雅で、 決して 平安朝 以後の ものと は 思 はれない こと 等で ある。」 

と。 反設の あがらない 限り、 和 泉 式部の 作と 推定して よから うと 思 ふ。 

この 日記に 記す 所 は、 長 保 五 年 四月 十日 あまり、 帥 宫敦道 親王が 和 泉 式部の 家を訪 はれて、 和 

歌の 贈答の ある 所から 筆 を 起し、 寬弘四 年 一月の 頃、 式部が 親王の 家に 至る あたりまで ニケ 年に 

亙る ことが 香 かれて ゐ る。 

長 保 四 年 六月、 式部 は彈正 宫爲尊 親王に 先立 たれて、 夢よりも はかない 世の中 を 歎き わびつ、 

何す となく 一 年 は 過ぎて、 また 四月 十日ば かりとな つた。 植 込の 樹々 も 暗欝に 生ひ繁 つて ゆく。 

鎵先 をな がめ てみ ると、 築 土の 上の 草の みどりで あるの も、 他人 は それほど 目に とめない の を、 

式部 はと. o わけ 哀れに ながめて、 そこ はかと ない 深い 物 思 ひに ふけって るる 時、 近い 透 垣の もと 

に 人の け は ひがす るので、 誰か しらと 思ふラ ちに、 つと 出て 来たの を 見る と 故宫に 仕へ てるた 小舍 

人 直であった。 過ぎ去った 昔が なつかしく いろく 訊ねて みると、 宫の 薨去 後山 寺な どに あるき 
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ま はって ゐ たが， 今 は 御 弟 宮の敦 道 親王に お 仕へ して るるとい ふ。 さう して 今日は 親王から 式部 

への 橘の 花の 枝 を 托されて 來 たのであった。 式部 はつ まらない こと だと 思った が、 宫の 好意 も默 

しがた く  • 

かをる 杳を よそ ふるより は ほと、 ぎす 聞かば や： M じ 雙 やした ると 

とい ふ 歌 を 書いて 持た してやった。 さう して この 歌が 緣 になって、 終に 帥宫と 式部との 間 は 給ば 

れた。 宮は 二十 三のお 若い、 ひたぶ るな 心で 式部 を 愛せられ、 物議 を 憚らす、 その 年の 十二月 十 

八日 南院 にお 迎へ になった。 それ は 式部に は 源 少將雅 通 や、 治 部 卿 俊賢 その他す きごと する 人 多 

いとき， かれ、 その 愛を獨 占しょう とな さっての 企であった。 そこで 正妃は 止む を 得す 翌年 正月、 

御 姉^ 宮妃絨 子の 勸 めに 從ひ、 兄弟に 伴 はれ、 南院を 出て 小 一條の 祖母の 許に 歸られ た。 式部の 

南院 入り は 式部に とって 決して 好ましい 事で はなく、 世 を 遁れて 「巌の 中」 にも 住みたい ので あ 

るが、 唯 「宿世」 に 任せた もので あつたと 自ら 言って ゐ る。 

以上の やうに 「和 泉 式部 日記」 は、 長 保 五 年 四月 十日 あまりに、 宮 から 橘の 枝 を 賜った ことに 

筆 を 起し、 寬仁五 年 正月 式部が 南 院に迎 へられる： a; に 終って ゐ る。 文章 は 時に 優滟の 趣がないで 

もない が、 概ね 率直に 腐 情 を 表現した ものである。 しかし この 日記の 見るべき 所 は、 文章に あら 
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やして、 その 和歌に あるので ある。 熱情 的な 作者が、 現實的 生活の 中に 美的 情趣 を 求めた 心境 は 

窺 はれる けれ^も、 その 弒狻 的な 愛慾 生活 は、 いかに 男女 關 係が 寛大な 時代であった といへ、 世 

の 非難 をう ける のも當 然と 思 はれる。 しかし、 それだけに 又 • 眞實の 人生に ふれて ゐる點 も あ 

るので ある C 

「紫 式部 日記」 は 紫 式部が 夫宜 孝に 死別して 後、 上^ 門院に 仕へ てゐた 頃の 日記 

紫式郜 日記 

であるが、 その 內容は 二つの 部分から 成立して ゐ るり その 笫 一 は 純粹な 日記 文 

であり、 その^ 二 は 消息文で ある。 消息文の 混入に ついては、 はじめ 「紫 女 手簡」 の 著者 木 村 架 

空 氏に よって 論證 せられた が、 後 「紫 式部 日記 精 解」 の 荖者關 根 正直 博士に よって、 更に 考設確 

定 せられ- 今 はも 早 や 疑 ふべき 餘 地の 存じない ところで あらう。 卽 ち關极 博士 は 「紫 式部 日記 精 

解」 の 總說の 中に、 中 根香亭 翁が 著者に 語った 說 として、 「寬弘 六 年 正月 三日の 次に、 同 翬{ 呂人を 

評し、 自己の 所懐 を 漏せ る數節 は、 必す 式部より 他人に 送りた る 消息文なる べし。 元來 この 日記 

は 敉卞卷 め. 5 けむ を、 式部 その 中より 數節を 抄出し、 別に 彼の 消 森 文 を 添へ て 他に 寄せた る もの 

ならむ。」 とい ふ說を 引き、 更に 木 村 架空 氏が その 編著 「紫 女 手簡， 一 中に、 中 根 翁の 此の 意見に 基 

づ いて • この 日記 は抄錄 でな く 脫？！ S であって、 消， 总文は 式部が その 女に 與へ たもので あると する 
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說を揭 げた 後、 次の 如き 意^ を 述べて 居られる。 

そもそも 此の 畨抄錄 か脫漏 か。 按 ふに 日記の 名 あれ ども、 B 次 を遂 うて^し 行きた る ものなら す。 或 

時に^と. - たる も あり. 後 H に 追お したる 所 も あ. 5 し 短篇 塔册に 過ぎざる べし。 元來 数十 卷を簠 ねたる も 

のなら ば、 今少し は 殘れる 都 分 も 、他 省に 引用せられ たる 文句な ども あるべき に、 聊 もさる ことなき にて 

^すべし 。彼の 消息文 はた 別に 寫し傳 へたる もの、、 日記の 中に さしはさまれ たる S こ-、 彼ぶ ここ こお 傅 

し、 いつしか 本文と 共に 寫し とられて、 一 つに 緣られ たる ものと 見 ゆ。 

この 考察の 正否 はもと よ. -速斷 は出來 ない が、 少く とも 原本が 今の 通りの ものでなかった こと 

は 想像に 難くない。 かなり ひどい 散佚が あつたで あらう こと は 想像が 出來 るので ある。 

次に その 內容 について 見る に、 日記の 部分 は、 寬弘五 年 七月、 秋の 土 御門 殿の 情趣に 筆 を 起し、 

常時の 道 長 邸の 樣を 記し パ 次に 中宮 御產の 模様、 御產 後の 儀式 等に ついて 述べ、 更に 交友の こと， 

道 長の こと、 ^節 その他の 公事の 事な ど 記し、 翌六年 正月の 御戴釙 のこと、 翌七. 年 正：：：： の 公事 節 

三宮御 五十 ほの 御 の 事な どが 細かに 記されて るる。 所謂 消息 W 部分 は、 同僚 宮女を 批評し、 

齋宮の 中將、 和 泉 式部- 赤染衞 門、 淸 少納霄 、 左 衢門內 侍 等に 及び、 處世 又は 藝 術の 諸問題に つ 

いて、 敎訓を 述べた ものである。 

二  wr 七 


tt 女る た^てに に i' や 丈 幼つ:、 r- 


二 四 八 

以上の やうに、 この 日記に は、 當 時に 於け る 公事 節會の 模様、 服装 調度な どが、 精到な 觀 察に 

よって 記述され てゐ るので、 文明 史、 風俗 史、 或は 有職 故赏等 を 研究す る 者に は 好 资料を 提供して 

るるので あるが、 彼女 は 軍に 客観的に これら 宮廷 生活 を觀 察する ばかりでなく、 それに 對 する 主 

觀を敍 して ゐ るので、 全 J! に 一 種い ふべ からざる 人生 そのもの /- 哀愁が 漂って るるので ある。 g 

ち、 この 日記に よって 味 はれる 所 は、 夫 を 失った 女性の 人生に 對 する 寂寥で ある。 夫に 死 刖れて 

から 間もなくの H 記で あるた め も あらう が、 こ、 に 現れた 式部 は、 過去に 於け る 夫の 愛の 中に 生 

きて 居った やうに 思 はれる。 華 かな 宮廷 生活の 問に あって、 靜 かに 過去の 家庭生活 を 思 ひやり、 

何となく 哀愁に ひたって- Q たやうな 式部の 姿が よく 表れて るる。 

次に 人物評 論に ついて みるに、 その 忌憚な き 批評 は 容姿 性格 才藝 にまで 及んで 居る のであって、 

多くの 女房の 面目が ありあり と 想像せられ る。 併し 和 泉 式部、 江 侍從、 淸少納 言な どの 文才に as 

して 加へ た 批評と、 自己に 關 する 記述と を對 比する 時には、 筆者の 性^も 亦讀 者の 眼前に 躍如た 

る ものが あるので ある。 歌人と して 令名 ある 和朵 式部 を 評して は、 「はづ かしげの 歌よ みやと は覺 

え 侍らす」 と 難 じ、 或は 才學を 以て 著れ た 淸少： fis を 論じて は 、「した，. o 顔に いみ じう 侍りけ. 0 人」 

などと 篤って. Q ると 同時に、 交友に 對 する 自己の^ 度を^ 明して、 
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-尤に ま 力せ つべき 事 を さへ、 わが 仕 ふ 人の H に 憚り、 心に つ む o まして、 人の. 巾に まじりて ま、 、ま 

な" ま-ほし きこと も 侍れ ど、 いで やとお ぼえ、 心う まじき 人に は、 いひて やくな かるべし o 物 もどき うちし、 

われ はと 思へ る 人の 前にて は、 うるさければ、 ものい ふこと も 物-憂く 侍る 。- 

「をの こだに、 ざえ がりぬ る 人 は、 いかに ぞゃ、 はなやかなら やの み 侍る める よと、 やう やう 人の いふ も 

聞きと めて 後、 一 とい ふ 文， 5 を だに、 書き わたして 侍ら や。」 

「か、 る こと C さえが るとの 評) 照き 侍. 5 しかば、 いかに 人も傳 へき、 ズに くむら むと、 はづ かし さに、 

御 屏^の 力みに かきたる こと を だに、 讀ま ぬが ほ をし りし OJ 

など S 言って ゐる。 是 等の 言 を 以て、 一部の 評者の 如く、 悉く 冷酷 陰險 なる 虛僞的 性格の 發 露と 

のみ Pi ふ は 飴り に 早計の 論と 思 ふので ある。 何と なれば、 是 等の 言 を 載せて るる 侗處 が、 子女へ 

の 私信と も 見ら るべき 疑の ある ことで ある。 若し 某して 子女への 內訓 であると すれば、 自己の； 《? 

圍同 K に對 して 忌憚な き觀察 批評 を 試み、 以て 子女の 處 世上の 敎訓 とな さしむ るが 如き は、 公開 

を^ 想せ ざる 私信に 於て は、 往々 にして あ. o 得る 事で、 聖賢に 非ざる 限り、 か、 る 事 を 取り 上ゲ 

て 手 ひどく 非難す るに も當 もない と 思 ふ。 要するに この 日記 は、 紫 式部の 閱歷、 言行、 性格 等の 

研究資料 として 極めて 贲 重なる 文献で ある。 

二  b: 九 
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二 五 〇 

文章 は 元より 洗煉 推敲 を 極めて、 「源氏物語」 に は 比すべき もので はない が、 自然と 人事の 融合 

した 叙窜に はす ぐれた 所が ある。 

秋の け は ひの 立つ ま 、 に、 土 御門 殿の 有^い はむかた なく を かし。 池の わたりの 棺 ども 遣 水の ほとりの 草 

むら、 おのが じし 色 づき わた. ^つ、、 お ほかたい 空も^ なる にも ズ はやされて、 不斷 の御讀 經の聲 にあ は 

れまさ り は. 00 

開卷 第一、 秋の 土 御門 殿の 情趣お 述べた 一 節で あるが、 自然に 對 する 作者の 愛が * 如何に 深く 

朗 かに 澄みき つてる るか を 示す 美しい 一 節で ある。 

「和 泉 式部 日記/紫 式部 日記」 にや、 遲れて 「更級 日記」 が ある。 著者 は ^原 孝 

更鈸 日記 

^の 女で ある。 

系阖 によれば、 彼女の 父方 は si! 原 道^の 系統で、 代々 學 者の 家で あり、 兄 定義の 如き も 大學頭 

文^博士と なった 人で あ >0 など、 父方に-は 畢 問に 秀でた 人が 多かった。 又 母方 を兒 るに、 母の 兄 

弟の 中には、 右 大將道 網の 母 は 「蜻蛉 日記」 の 作者で あり、 長 能 は 「拾 遣桀」 以下の 作者で ある 

など、 歌才 文才 を 以て 聞え た 人々 が 多かった。 かくの 如く、 彼女 は その 天分に 於て， 又 その 環境 

に 於て、 文學 的に は 極めて 惠 まれた 運命に おかれた ので ある-" 
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この 孝^い 女 は、 極めて 溫顺 な、 常に 處 女の やうな 心 を 以て、 憧れ を 抱いて 居った 女性と 思 は 

れる。 彼女の 父孝標 が上總 介と なって 任に 赴く 時、 伴 はれて 上總に 下り、 こ、 に 四 年の 春秋 を 送 

つた。 靜 かな 田舍の 朝夕、 母 や 姉の M かせる 物語に 耳 傾けた 彼の 女 は、 幼く して 旣に 夢見る こと 

の 多い 少女であった。 寛仁 四 年の 九月、 十三の 歳、 都に 歸る 父と 共に 柬を 後に したので あるが、 

この 日記 は その 時分から 擎を 起して ゐる。 幼き 被 女が 憧れに 充 たされて、 富士山 を 眺め、 京に 接 

し、 而も その 夢と 憧れと がー つ 一 つ 破れて 行く 心 持が、 つ、 ましく 描かれて ゐる。 朿路 をの ぼる 

道々、 或は まの の 長の 昔の 跡の 門柱^ 河 中に 見て、 人の 世の 榮祜 盛袞を 嘆き、 武藏 野の 原の 竹 芝 

寺の 故 第 を 聞き、 在 五 中將の 「いざ 一一！！ Ir?!: はむ」 と 詠 じて 都 をな つかしんだ あす だ 川を澳 り、 ^土 

が 原に 大和撫子 の^き 殘 つてる るの を 見て 打 興じ、 足 柄 山に 遊女の 歌 を 聞き、 富 土の 山の 煙を眺 

めつ、、 田 子の 浦 を 船で 渡り、 富士川の ほとりで 里人の 奇 しき 物語 を 聞き、 濱 名の 撟、 八橋、 鳴 

海^、 墨 俣、 野 上な ど 打 過ぎて、 雪降り 荒れ まど ふ 程に 不 破の 關、 厚見の 山 を 物の 興 もなくて 打 

越え、 近 江の 國の息 長と いふ 人の 家に 滯在 する こと 四 五 &、 時雨 霰の 降る 中 を 漸く 粟津に たどり 

つき、 師走 二日 夕 慕 方 京に 入り、 一 條院の 皇女 修子內 親王の 御所なる 三 條の宫 の 西の 邊に 落涪ぃ 

た or 更欲 日記」 の 一段 はこの 旅日記 を 以て 終る ので ある。 後、 人に 勸 めら れて、 關白賴 通の 髙倉 

二  f  • 
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二 五 二 

殿なる 祐子內 親王の 許に 宫 仕した こと も あり、 三十 を 過ぎて 橘 俊 通の 妻と なって、 仲 俊と いふ 子 

を 儲けた が、 五十 一 才 にして 夫に 死別れ てるる。 日記 は その 頃で 終って るるが、 恐らく 夫に 死別 

れた 後、 愛愁と 寂^との なかに、 靜 かに 過去の 自己 を 顧み、 なつかしい 追憶 を その 筆端に たどつ 

たもので あらう。 謂 はば 吿白 小說、 乃至 心境 小說 とも 稱 すべき ものである。 

彼女の 周圃を 見る と、 父 孝 標は宫 吏と して 順調で なく、 とかく 不遇の 中に 世 を 終った やうで あ 

る。 その上 赏母は 先妻で あつたので あるが、 離別され て、 上總へ 行く 時 は繼母 と共にあった。 然 

るに この 糨母も 都へ 歸 つて^も なく 離緣 されて、 又 以前の 實母 と共に 住む やうに なった。 かやう 

に 父母の 關係は II 滿で なく、 その 影に いつも 薄暗い 氣 分が 流れて るた。 彼女 は 父母から 盲目的な 

愛 を 受けた が、 暖ぃ 理解に は缺 けて るた やうに 思 はれる。 宫仕 もした が、 自分 を 一 日 も 側から 離 

したくない 古風な 不遇な 父の 爲に， それ も數 ヶ月で 退いて るる。 彼女の 結婚 生活 も 亦 幸福で なか 

つた やうで ある o 

かやう にこの 著者の 生活 は、 家庭的に は 不幸な ものであった が、 このま /- な. らぬ 生活の 苦しみ 

の 中から、 その 文學的 素質 は  一^ 磨かれ、 光 を 放って 行った ので ある。 そして 彼女 はかう した 不 

通た 現實 生活 を 送って 居り 乍^も、 心 は 常に 苦しい 現實の 生活から 通れて、 よりよ き 世界に 憧れ 
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てるた。 この 愤れの 心 は、 先づ 物語の 世界への 思慕と なり- 物語の 世界から 更に 宗教の 世界へ と 

進んで ゐる。 

彼女 は田舍 にあって、 物語 を讀 まう として、 藥師怫 一作って、 早く 都に 上らせて 物語 を讀 むこ 

との 出來る やうに と 祈願して るる。 

あづまお の 道の はてよりも、 なほ 奥 かたに 生 ひ 出で たる 人、 いかばかり か は あやし かりけ む を. いかに 思 

ひ はじめけ る ことに か、 世の中に 物語と いふ もの/. あんなる を、 いかで 見ば やと 思 ひつ、、 つれづれなる 

ひるま、 よ ひるな どに、 姉 ままはは などの やうの 人々 の、 その物 語、 かの 物語、 ひかる^ 氏の ある やうな 

ど、 ところどころ 語る を 聞く に、 いと ヾ ゆかし さまされ ど、 わが 思 ふま、 に、 そらにい かで かお ぼえ 语ら 

む。 いみ じく 心 もとな きま /- に、 等身に 薬師 佛を 作りて、. 手 を あら ひな どして、 人 まに みそかに 入りつ、、 

「京に とく あげ 給 ひて、 物語の 多く 候なる、 あるかぎ 見せ 給へ」 と 身 をす て、 祈. 5 申す O 

この やうな 物語への 憧れ は、 やがて 京に 上って、 田舍の 叔母の 土產 として 「源氏物語」 を 手に 

する や、 寮^ ひね もす 夜 は よもすがら 讀み 耽り、 后の 位 も 何に か はせんと- 唯 物語の 世界 こ 入る 

ことのみ を樂 しみに して. Q た。 そして、 物語の 中の 「浮 舟」 を 愛し 喜び 、「浮 舟」 の やうな 境遇に 

我が身 を 置きたい と 憧れて, Q た。 
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物^に ある 光源氏な どの やうに おはせ む 人 を、 年に 1 度び に ズも通 はし 來 りて、 浮 舟の 女 君の やうに、 山 

里に かくしす ゑら れて、 花弒薬 月 を 眺めて、 いと 心細げ にて、 めでた からむ 御文な ど を、 時々 まち 見な 

どこ そせ め o 

かう して 自ら を 物語の 主人公に なぞらへ、 少女ら しい I？ 憐な 空想 を以 つて 自ら を 包み、 獨りむ 

やみに 悅に 入って 微笑む ことがあった。 又、 

われ はこの ごろ わろ きぞ かし、 さか .5 になら ば、 かたち も 限， 9 なくよ く、 髮も いみ じく 長くな りなむ、 光 

の沲 氏の 夕 ®、 字 治の 大將の 浮 舟の 女 君の やうに こそ あらめ o 

と、 突し い、 そして はかない 希望に ひたり、 己が 胸に 問ひ且 答へ て、 限りなき 喜びに ひたる ので 

あった。 -  一 

ところが 宫仕 をす る やうに なり， 物語の 中に 描かれて ゐる 美しい 生活 を實 際に 生活す る やうに 

なり、 美しく 想像して ゐた 生活と 遠って、 棕々 の はかない 醜い 現賁 の出來 事に いくつ. V 出合 ふや 

うになる と、 愦れの 心も^ 第に 消え失せて 行く ので ある。 

光る 瀕氏 ばかりの 人 はこの 世に おはしけ り や は。 蒸 大將の 宇治に かくしす ゑ 給 ふべき もな き 世な bo あな 

もい ぐる ほし o いかによ くな かりけ る 心な bo 


til 女と 學文記 日 


かやう に、 物語に 攛れて そこに 安住の 境地 を 求めた 可憐な 少女 は、 月日 立つ につれ て 次第に 現 

赏 へ と 眼 を さまして 行く ので あるが、 そこに 又 生活の 矛盾 を しみじみと 感じないで はるら れなく 

なった。 つまり、 現賁は 夢の やうに 華 かな 美しい ことば かりではなかった。 そこに はいくつ もの 

幻滅の 悲哀が あった。 そして その 悲哀 も、 彼女の 幻想が 美しかった だけに、 1»! 大きい もので あ 

つたで あらう と 思 はれる。 そして その 悲哀 を 味 はった 心に 甦って 來た もの は >  宗教の 生活、 信仰 

の 生活であった。 そして 最後に は 「昔から つまらない 物語 や、 歌の ことば かりに 心 をむ けないで、 

夜^ 怫の 勤行 をしたならば、 こんな 夢の やうな はかない 世に も 出合はなかった であらう。」 と つ 

てゐる やうに、 物語の 世界から 離れて 宗敎の 世界に は 入って ゐ るので ある。 

そして、 天 喜 三年 十月 十三 日の 夜の 夢に、 庭に 阿 彌陀怫 の 降られた 夢を見て、 迷へ る 心が はつ 

きりした 道に 達した と 思 はれる。 御怫は 蓮華の 座の 上に 立ち 給 ひ、 金色に 光り輝き， 片手 は擴げ 

たやう で、 今 片方 は 印 を 作り 給 ひ、 それが 霧 一重 を 隔てた やうで、 誠に 寂光淨 土の 壯厳 を呈 して 

るる。 彼女 は溫ぃ 慈悲の 光に 浴して、 身 も 心も淨 めら れ、 疑な く佛の 世界に^ かれる やうに 棼く 

思 はれた ので ある。 

かくて、 苦しい 現黉の 世界から 文學の 世界に 憧れ、 觅に 宗教 的な 信仰の 世界に は 入った のが、 

1  一 5  f 


女る た^て し 通 i' ゆ 文^ぶ や : 


. ,  二 五六 

著者の 心境の 展開であった やうに 思 はれる が、 「更級 日記」 が 永久に 吾々 の 魂 を ふるはせる 强ぃ魅 

力 は、 作 中の 至る所に 見える、 ある 和 かな 憧れで ある。 夢幻への 思慕で ある。 そして、 そこから 

生れる 女性ら しい 靜かな 口 マ ン チックな 情調で あ. 9、 氣分 である。 

「更釵 日記」 に 次いで 現れた の は 「讃岐 典侍 日記」 (二 卷) である。 作者 を 沖の 石 

MB 岐， 侍 日 S 

の讃岐 (源 頼 政の 女) とする 說は 時代が 合 はない から， 藤原顯 綱い 女.， へす る說 

に從 ふべき である。 顯綱は 道 綱の 孫で、 其の 女なる 摯者 は、 堀 河 天皇の 御 乳母 を 勤めた 伊豫 三位 

兼 子で、 後に 典侍， となり、 天皇の 崩御の 後に は 鳥 羽 天皇に 仕へ 奉った。 (最近 玉 井 幸 助 氏 は 作者 を 

ft 子の 妹 長子と する 說を發 表せられた。 長子 も 堀 河 天皇に 仕へ、 後 更に 鳥 羽 天皇に も 奉仕した の 

であって、 日記の 內容と 符合す るので ある。) 

上 卷は嘉 承 二 年 ( 一 七 六 七) 六月 二十日 頃から 堀 河 天皇が 御惱み 遊ばされた 事に 筆 を 起し、 七 

月 十九 日 遂に 崩御になる まで、 作者が 親しく 御 介抱 申し上げた 事 を こまぐ と 記し 奉って るる。 , 

御惱 みの 御 痛 はしい 御 様子、 作者の 愿 心、 作者 を 頼みに 思 召された 事 • 作者 を 勞らせ 給 ふ 事、 さ 

て は 御 加持 御 讀經の 事、 御覺^ の 事、 御讓 位の 事、 御 受戎の 事、 御 臨終の 事、 上下 慟哭の 専、 御 

JSK 御賓 «s 渡 御 の 事 等 を 始め、 院 中に みなぎる 不安の 筌氣 が、 自ら 文面に 躍如と してる て、 恐懼 


は 女と 學 文お 日 


に堪 へない 0 が 多い。 下卷は 十月 再び 鳥 羽 天皇に 奉仕した 事から 筆 を 起し、 十二月 一 曰の 御卽 位、 

翌年 十一月の 大蒈 含に 至る 迄、 月 を 追うて 奉仕の 事 を 記し、 新 帝の 御 あどけなき 御 様子と、 折に 

ふれて 催される 先帝 御 道 慕の 事で 滿 されて. Q る。 終 は | 日 一文 を閉ぢ て、 更に 十月 十^日 奋隆 寺に 

詣 でた 事 を 書き 添 へ て るる。 

この 日記の 中心的 存在 は、 一見 作者で ある やうに 見える が、 實は堀 河 帝で ある， 烏 3 帝 こ 奉仕す 

る やうに なつてから も、 鳥 羽 帝 を 通じて 堀 河 帝の 御 事 を 記す とい ふやう になって るる o 何 かきつ 

かけが あると、 直ちに それが 先帝と 結びついて しま ふので ある。 或 時、 鳥 羽 帝のお 相手をし てる 

た 時の 事 「抱いて 障子の 搶を 見せて」 と 言 はれた ので、 朝餉の 障子の 繪 など を 御覧に 入れて るる 

中に、 夜の 御寢の 壁に 先帝の 御 好みに なった 笛の 譜が あった。 不圖昔 を 思 ひ 出して 悲しく、 つ、 

淚が 出て 袖 を 顔に おしあてた。 それ を 帝が 不思議 相に 御覧になる ので- おしらせ しまいと 思って 

も氣 ない i な樣 子で 欠 仲して 「まあ こんな 風に 淚が 出ました o」 と 申し上げ ると、 「皆 知って るるん 

だよ 」 と 仰せになる ので、 何とい ふこと なしに 忝くな つて、 「どんな 風に 御存じな のです かコ」 と 申 

I 上げる と 「ほ 文字の. o 文字 (堀) の 事 を 思 ひ 出したん だら う o」 とおつ しゃつ ニ0 私が： JW 河^ 刀 

御^ を 思 ひ 出して 泣いた の だとよ く 御存じに なって るるの だと 思 ふと ほ^-ゑま^た。 と 自分で 書 

二 五 七 


T't 女 る た もズ し 通 を 學文朝 安で 


二. 五八 

いて ゐる^ では あるが、 これな どに よっても、 如何に 堀 河 帝 を 忘れる 事が 出來 なかった かべ 分る 

ので ある。 

全篇 これ 悲歎の 記錄 であると 苜 つて 差 支へ ない。 悲歎 は 上下 萬 民に 共通の 事で あるが、 た^ 作 

者に 於て は 「聲 たてられぬ」 程 切なる ものが あつたの である。 それ 故、 作者の 嚴肅 なる 感情 は 全 

篇に 漲って 居ち、 深刻なる 點 について は、 他の 日記 類に 見られな いものが ある。 しかし、 全體の 

ぉ述が や S 冗沒 で、 表現 上の 技巧に も 物 足らない 點が あり、 文學的 價條は 他の 日記 類に 比して 劣 

つ てるる と 言 はなければ ならない。 

『成 尋阿闍 梨 母 集」 は， 成 尋阿閎 梨の 母が 書いた 家集で ある。 成尋 阿闍 梨の 嫁 記 

成蓴阿 ほ^ ,_朱 も、 その 母の 傳記 もこの 集 以外に 分って ゐる事 は 極めて 僅かで ある。 成尋 阿閣 

梨よ * 姓 は 藤 原 氏と いふ だけで 詳細 は 不明で ある。 寬弘長 和の 頃 生れ * 密敎を 受け、 延久 K 年 渡 

宋 し、 天 台に 登り、 五 台に 遊び、 汴 京に 入 り、 太平 與！ の 傳法院 に 館した。 翌年 大早 あり、 神 

宗の勅 を^ じて 祈 雨の 密法 を修 し、 大いに 雨ふり、 ために 善慧 大師の 猇を 賜り、 宋に 於て 寂した。 

母の W 記に 關 する 事 は. 勅撰集に のって るる 我 子 渡宋の 別れ を 悲しむ 歌が あるば かりで、 詳しい 

蔡に史 に 分って ゐ ない C 


性 女と や 文 記 日 


この 集 は 「成尋 阿 閣お母 日記」 ともい はれて るるが、. 名^と して は 日記と 稱 する 方が 適當 いと 

思 はれる。 仉し、 平安時代の 女流 日記 は、 或る 事件が 起って から、 數 ヶ月 又は 數年數 十 年の 後に、 

往時 を囘 想して 書き記した ものが 多い が、 この 日記 も その 選に もれない ものである。 

內容 は、 延久 年中 阿闍 梨が 「^に 五台山と いふ 所に 文珠 のお はし ましけ る あとの ゆかしく 拜ま 

まほし く」 思って 入宋 し、 後に 殘 つた 母が 年 八十 を 過ぎて、 吾が 子に 別れた 悲歎 を攒々 とおした 

ものである。 

た 力き も，., や l-き も、 は y- のこ をお も ふこ /- ろざし は、 ち、 に はこと なる ものな bo よらの， フちこ c、  > 

の くるしう. おきふし もやす うせね ど、 我 身よ く あらむ とおぼえす、 これ を 見る めより はじめて、 人よ. 9 

よくて あれ 力し と 思 ひねん じて、 うまる  >  おりの くるし さも もの やまお； V* ゆる。 

げに子 を 思 ふ 母の 心 は、 何時に 變らぬ 人間性の 至情で ある。 まして かう して 慈んだ 我が 子が す 

げ なく 老いた る 自分 を 蹬 いて 渡宋の 決意 をして 行って しまったの である。 身 は宗敎 に關係 ある も 

のとい へ、 如何なる a: でも これ を 悲します に は 居られない であらう。 老母の 思慕の 愦は、 やがて 

^！閱 I の入宋 を怳 めしく さへ 思 ふやう になり、 入宋を 思 ひとまら せなかつ たこと を 後 每 し、 よて 

は 身 0 老. i お を 歎じ、 長命 をう とましく 思 ひ、 寧ろ 死が 願 はしい こと を糗々 と 述べ、 ^迦傳 や 三 ：5- 

二 五 九 


性 女る た^て し 通 を 平 文 籾 安平 


二 六 〇 

入道の 話 を 思うて 我が身に よそへ、 西の 空 を 眺めて は 心 を 痛め、 折 ふしの 草木 鳥蟲を 眺めても、 

常に 眼が 淚で ふさがる こと を 述べて るる。 すべて は 年老いた 母の、 淚 脆い 感情で 滿 されて るる 

が、 母と しての 悲しい 思 荔の愦 を 克明に 描き、 端的に 母性愛 を 強調して ゐ る 點は、 この 時代の 作 

品. として は 注目すべき 1 つで ある。 

第 八 章 女流 歌人の 群 . ， ♦ 

宫廷を 中心とする 女流の 文 藝 が、 吹く 花よりも うる はしく 榮 えた 時代に、 なつかしい 作家、 美 

しい 作品 は 夜^の 星の やうに 輝いて るるが、 和歌の 方面に 於ても、 前後 四百 年の 間に は、 小 野 小町、 

伊勢、 和 泉 式部 等の 如き 幾多の 傑れた 歌人が 輩出して ゐる。 殊に 和 泉 式部の 如き は、 平安 歌人の 中 

で、 その 純粹 さに 於て 業 平と 相 比すべき 歌人で あるが、 その他の 歌人に 於ても * 男子の 歌に 對し 

て^ 色 を 見ない ものが 多く、 寧ろ 男子に まさる 業 鎮を殘 して るると さへ 言 ひうる ので ある。 この 

時代に どれ 程の 女流 歌人が あつたか は、 到底 明確に 知.^ 得ない が、 勅撰 作^ 部類に よると • 八 代 集 

の 女流 歌人 は 約 三百 六十 人に 達する とい はれて ゐる。 其の 中 古 今 集に 始めて 名の 見える もの】 一六、 


群 o 人酞ぉ i 女 


筏 视染八 〇、 拾 遣 集 四 四、 後 拾遺 集 八 四、 金 薬 集 四 八、 詞花集  一 ：r 一、 千載 第三 三、 新 古今 集 三 三 

とい ふ數 であるが、 新 古今 集 を 除いても 猶ー 一 百 三十 人と いふ 多數 になる。 

其の 中、 古今 集 以後の 勅撰集 を 通じて、 五 首 以上の 歌 を 採られて るる 者 を舉げ ると、 


古 

後 


今 

撰 


拾遺 集 


後 拾 遠 

內侍、 下野， 

金 葉 

BS 白 家 三 河 _ 


集 小 野 小町、 伊勢、 閑院 

集 中務、 本院 侍從、 右近、 土 佐、 俊 子 

和 泉 式部 >  赤染衞 門、 齋宫 女御， 馬內 侍、 右 大將道 綱 母、 選子內 親王、 三條院 

女 藏人左 近、 小馬 命婦 

相椟、 伊勢大輔， 小辨， 康資王 母、 大貳 三位、 周 防 內侍， 辨 乳母、 紫 式部， 上 

東 門院， 祐子內 親王 家 紀伊、 出 羽辨、 淸少納 言、 江 侍從、 加 賀左衞 門、 小 式部 

東 三 條院， 一 條院皇 后宮、 右大臣 北方、 上 東門 院中將 

待 賢 門院 堀川、 京 極 關白家 肥 後、 一 一條 太 皇太后 大贰、 堀川 院 中宮 上總、 郁芳 院 

安藝、 花園 左大臣 家 小犬 進、 前齋宫 河內、 ニ條太 皇太后 宫攝津 法 性 寺 入道 前 

皇后 宮美 濃， 前 齋宮內 侍、 花園 左大臣 家 越後 


集 


集 


二 六 


til 女る た！ I てし 通 を 巧 文 籾 安平 


二 六 二 

式子內 親王、 ニ條院 讃岐、 殷富 門院 大輔、 皇太后 宫小 侍從、 宜秋 門院 丹 後、 上 

チ 0 集 

西 門院 兵衞 *  二 條院內 侍 三 河、 成尋 法師 母、 皇嘉 門院 刖當、 八 條院六 條， 六條 

宜旨。 

等で ある。 チ これらの 女流 歌人の 中 * 主な ものに ついて 簡略に 述べる こと、 する。 

有智子 内親王 は蜣峨 帝の 皇女に まします。 営 時 は 漢學の 全盛時代で、 嵯哦帝 を 

有 MV 子 內 親王 

始めと して 源弘 以下の 皇子 も 皆 詩文 をよ くしたり 然し 漢學は ひとり 男子の 獨占 

する 慮であって、 婦人に して 漢詩 文を讀 むこと は、 女子に して 英學 を學 ぶことの 忌避され た 明治 

初年の 如く、 いむべき こと、 されて ゐた。 卽ち 舶載の 知識の 門への 出入 を、 女性 は 固く 禁止され て 

るた のが、 平安朝 初期の 社會狀 態であった ので ある。 か、 る 時代に あって、 內 親王 は 夙に 經史 を涉 

獵 し- 滎 ねて 詩文 をよ くし 「本朝 女中 無雙之 秀才」 (本朝 一人 一首) と枨獎 され 給うた 方で ある。 

然し 乍ら 全べ 孤立した 天^であって * 當 代に 並ぶ ものな く、 その後 を糙ぐ ほどの 閨秀 は 更に 存し 

なかった。 

弘仁： 兀年御 歲叫歲 にして 加 茂^ 院 となられ たが、 同 十四 年 二月、 帝 は 此齋院 "花の 实に 行幸 あ 

つて、 これに^した 文人に 春 日 山 莊の詩 を 作らせ、 各 韻 を 探ら しめられ 仁 事が あった。 其 時內親 


女 

の 

群 


王は塘 光行 蒼の 文字 を 得られた が、 元より 文辭 思想^く が 如き 才女で あらせられ たから、 ？; 

筆 を 採って、 


タビ ル 

一 降 


お  1 l*a 

お i9 


寂々 幽牀 水樹袅 山舆 

栖レ林 孤 爲 識， - 春 澤- 隱 I 澗 0 花 ^日 ^ 

枭聲近 報 初 雷 響 


山 色 高晴暮 雨 行 

ヌ チ ヘン 

生涯 何以 答， | 弯 蒼, 


從レ此 更知 恩顧 渥 

陚 せられた。 天皇 は歎稱 せられて 「忝 じけ なく 文章 を 以て 邦家 を 著 はす。 榮樂を 將て^ 花に 負 

く 莫れ。 卽今 長へ に 抱く 幽貞の 志。 無事 終に 須 らく 年 華を玆 るべ し o」 と 御製 を 賜 ひ、 三 品に 叙し、 

又 文人 を 召す 料と して、 封 戶百戶 を 賜った とい ふ。 時に 正に 芳紀 十七。 天 長 八 年 二十 五 歳に して 

齋 院を辭 して 嵯峨の 西莊に 居られた。 承 和 4. 四 年 十月 四十 一歳に して 薨 やる や、 遣^して 雜を 薄 

くし 葬 使 を 受けなかった。 

小町 は 「古今 集」 の 撰 進よりも 早く、 ほ 觀 期の 歌人で、 平安朝 女流 歌人と して 

の先驅 をな す ものであるが、 その 傳記は 明かで ない。 その 生涯 は在該 紫 平と 司 

じ やうに、 ^しく 傅說 化されて、 根據 とすべき 定說は 未だない やうで ある。 小町の 俥 記に ついて 

二 六 S 


小 野 小町 


女 るた^て し 通 を' "*v 义剁 安平 


二 六 四 

深く いはう とすれば、 勢 ひ 傳說を 語らねば ならない。 それほどに 彼女に 關 して は紛々 たる 說が行 

はれて ゐて、 その 歸趨 を辨ゃ るに 困難な 程で ある。 

小 野 氏 系 21 は 多少の 相違が あるが、 大體 次の やうに 見えて ゐる。 

葛 絃，， 道 風 


敏^ 天皇 I 春 m 皇子— 妹 子 王， i 人 —毛 野.） 永 見 I 峯守 II  一， I 女子 

I— 篁 —— 一 

一 女子 (小町) 

しかし この^^ は 架して 信す ベ きか 否か は 疑 はしい。 小町の 一 一字 は 後人の 書き • 入れ かと も 云 は 

れてゐ るが、 本 居 內遠は 小 野 小町の 考に 於て 「これ 誠の 傳 にや」 と 述べて るて、 後世 これによ る 

ものが 多い。 「大 日本史」 松 これによ つて 「その 所 出 本末 を審 かにせ す。 或は 曰 ふ參議 篁の 孫、 父 

は 良^」 と 述べて るる。 或は 家系 を 記さす 單に 「出 羽の 郡 司の 女」 と ある ものが かなり 多い。 或 

は乂 小町に は數 人あって、 その 中で も 良 實の娘 は 其の 名が 高かった から、 遂に 一 人の こと .に なつ 

て 仕舞った とも 言って^ る。 或は 良黉の 養女で あると いふ 說も ある。 

「玉 造 小町 壯袞 寄」 中の 小町 は、 天成の美 人で、 父母の 跪 愛 を 受け、 榮華 を盡し * 王妃と なるこ 

と を 理想と して、 多く^ 求婚 を 斥けた。 然るに 父母 兄弟に 死別して 俄に 零落し、 或る 獵師に 嫁し 

て 一 子 を 儲けた が、 夫 や 子に 先立 たれ、 見る 影 もない 乞食と なって 路頭に 匍匐し、 心中た ゾ諸婶 
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の 救濟を 願った とい ふので ある C 

鉸 近に 於て、 黑岩淚 香 氏 は 小 野 小町 論に 於て、 次の 如き 極めて 創見に 富んだ 考證 をして るる。 

「小町 は 本名 比 右姬、 出 羽の 圃の少 野 族の 出で、 出 羽の 羽-司の 女 (弘仁 三年 以後に 生れた) である。 十三 

瞿に 5 と共に 采女 となつ 5 廷に 仕へ、 姊は小 野の 町と いはれ、 ^これと K 別し VI 小町と 呼ば 

れ てるた。 仁 明 天皇から 光孝 天皇の 頃まで るた 人で ある。 絶世の 美人であって、 三千の 粉^も ために 顔色 

なき 觀が あった。 が、 小町 は 志操 堅固で、 自ら 持す る處が 高く しズ 多くの 人の いひよ るの を さけ ズ、 ひた 

すらに、 正 良 親王、 後の 仁 明 天皇 を 甚ひ牽 つたが、 藤 原 氏の ためにお けられ、 比^山の 趲小 T の莊こ 住ん 

でるた。 再び 宮仕 する 機いたら す、 嘉鲜 三年 仁 明 天皇 はお かくれに なった ので、 寺 まるり などに H を 送つ 

てるた。 ^殺 喜 郡 井手 村に 住んで 六十 七 歳に て 歿した。 それ は 天 麼七年 か 仁 和 元年ら しい。 骸は 井手 寺に 

葬った。」 

とい ふので ある。 

彼女に 就いての 先人の 觀汸を 一括して みると、 多く は 烈女、 貞女、 節婦と いふ カテゴリ ー の 女 

性と して とりあつか はれて るる やうで ある。 傳說 的な 彼女 を靦 つて みても、 あるひ は 神 朿苑の 雨 

乞 ひ 1 あると か、 或は 大友黑 主の 一 件 だと か、. 深 草 少將の 百夜 通 ひで あると か、 一 に 彼女 を 人間 
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以上の ものにしよう とする 形跡が 見える。 しかし * 後 撰 集 (雜 四) の 歌の 作者に、 小町の 孫と み 

えてる るのに よると、 小町 には子が あったら しく、 親 房の 古今 集 序 註に 「大江 惟章が 妻と なりし 

時 心 か はりして 藤 原 朝 行が に 成る 時」 とみえて るる。 その外、 

秋の 夜 も 名のみ な hs けり 逢 ふとい へば 事ぞ ともなく あけぬ る もの を (古今 集戀 三) 

などの 歌 を 見ても、 明かに 男に 逢った 歌で ある。 小町^ 女說も * 俄に 信 をお きにくい。 勿論、 引 

く 手 あまたの 男 を 斥けた とい ふ 歌 も あるが、 さう いふ 折 もあった とい ふ 位に 過 ざぬ では ある ま 

、 p  o 

I 力 

一方 馱人 としての 小町 は、 ^秀、 遍照、 躬恒. 業 平、 安倍 淸行、 小 野^ 樹等 多くの 歌人と 歌 を 

£ 答して をり、 その 中には 戀愛關 係の あった 者 も ある ことが 想像され T 小町 集」 によれば、 或る 

高せ の 方， C 關 係が^ つた ことが 分る。 

家集に 小町 桀が あり、 勅撰 桀に 入って るる 欹は、 古今 集 十七、 後 撰 集 四、 新 古今 集 以下 凡そ 四 

十二、 合計 凡そ 六十 二 宵、 私 撰 集に 入る もの は 新撰 和歌 集 五 • その他 傳說 的に 小町の 歌と されて 

ゐ る ものが 數首 ある。 

小町の 歌風に ついて 紀貰之 は 「古今 集」 の 序に 「あはれ なるやう にて 强 からす。 いはば よき 女 
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の惱 める ところ あるに 似た b、 つよから ぬ は 女の 歌 なれば なるべし」 と 述べて るるが- これ は， 

括 的で は あるが、 婉柔 繊弱な. 小町の 歌風 を 評して 誠に 適^で あると 思 ふ。 その 歌風 は 業 平に 似て 

情熱 的で は あるが、 稍々 拔巧 的であって、 優邇 にして 哀婉の 趣に 富み、 どの 歌に も 女性ら しい 俊 

しみが 流れて ゐる。 その 題材 は 主として 戀 愛の 世^で ある。 而も それ は 多く 感傷的な 悲觀 的な も 

のであって、 戀 愛の 勝利よりも 寧ろ 破滅 を 歌 ひ、 戀 愛の 歡 喜よりも 寧ろ 悲哀 を 歌った 歌が 多い。 

思 ひつ 、 ぬれば や 人の 見え つら ひ 夢と 知りせば さめ ざら まし を 

思 ひお も ひして 接た からか、 戀し いひと が 夢に 見えた ので あらう。 あのと き 夢と 知ったなら * 

めやに ゐ たで も あらう に —— とい ふ 意味で、 女の 心の 優し さ 美し さ を あら はして 餘 がない。 こ 

の 一 首 も 貫 之の 所謂 「あはれ なるやう にて 强 からぬ」 趣の よく 見える 欹 である。 表現の 上から い 

ふと 決して そんなに 弱々 しい 表現で もな ささう だが、 內 容自體 にな まめかし さがめ り、 そのな ま 

めかし さのうち に、 もの、 あはれ を^ はせ てるる。 

うた、 寢に戀 しき 人 を 見て しょり 夢て ふ もの は 頼み そめて き 

糠み にもなら ぬ 夢 をせ めての 賴 みとす ると いふ 處に儍 さが ある。 いかにも 相手に 夢より 外 こ， 會ふ 

よし もない はかない 戀 であった ことが 察せられる。 又、 

二 六 七 
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いとせ めて 戀 しき 時 はう ば 玉の よるの 衣 を か へして ぞ ぬる 

も 同じく 夢 を 歌って るる。 

現に はさ もこ そ あらめ 夢に さ へ 人目 を 守る と 見る がわび しさ 

限. o なき 思の ま、 に 夜 も來む 夢路 を さ へ に 人 は 咎め じ 

夢路に は 足 を やすめす 通へ ども 現に 一 目 見し こと も あらす 

も 同様で ある。 はかない もの を 頓む心 はまこと にあ はれで ある or 萬 紫 集」 に 見える やうな- 大膽 

な 告白で はない が、 や はら かな 表現の 中に 女性ら しい 深い 感情が こめられて ゐる。 これらに よつ 

て みれば、 小町に もま ならぬ 戀が 多かった と 思 はれる。 多くの 男に 慕 はれて、 高く 矜持して る 

たとい ふ傅說 は、 これらに よって 破られ さう である。 

色 見えで うつら ふ もの は 世の中の 人の 心の 花に ぞ ありけ る 

草木の 花 は、 色變 つてう つり 行く 様が よく 見える が、 變る姿 も 見せないで * 何時の^にか 知らな 

いうちに 變 つてし まふの は 人の 心で ある。 まことに 人 は 花よりも 頓み雞 いもので ある。 と 思 ふ 人 

に^ W られに 時の 賴 りない 心 を 歌った もので あらう か。 哀昔 まことに 同情に 價 する ものが ある。 

花の 色 はう つりに けりない たづら に 我が身 世に ふるなが めせし まに 
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樂 しみに？ わびて き f 花 は、 降りつ マく 1 に、 心 ゆく ばかりみ る 時 もなくて、 ほ 分の むだ 

に 年 をと つたこと を 歎いて f 中に、 早く もず 方に なって 了った。 とい ふので、 「ながめ」 にヨ 

雨」 を かけ、 「經 る」 に 「降る」 を かけた 繊細な 技巧の 見える 歌で ある。  ♦ 

わび ぬれば 身 を 浮 草の根 をた えて 誘 ふ 水 あらば いなむ とぞ おも ふ 

「古 I」 のこ G 歌の 端詞に 「文 趣秀が is になり て、 あがた 兑に はえいで 立た ややと、 

„ ひやれ りけ る 返， によめ る」 と ある。 文 屋の康 秀が掾 になって 三 河に 下る のに、 田舍 ^ 物に ま 

お出でにならぬ かとい つて 來 たので 續 したので あるが、 何となく 哀れな 歌で t。 さすがに 都 

で榮 えた ものが If 出來 ない。 されば といって、 都の 伦住 もつ らいと 思 ふが. さて 行かう か 

行く ま，， 力、 どうした もので あらう と 按じて、 行く とも 行かぬ とも 決着せ ぬ 返事 をした ところが、 

女らしい S 趣 を遣憾 なく あら はして、 味甚. だ饒 かなものが ある。 ， . 

小町 物の 謠曲 小町に 關 して は、 古來 種々 の說 話傳說 等の 非常に 多い こと は • 前述の 如くで あ 

るが、 これら を 敷衍して、 誘 曲の 材料と なった もの も少 くない。 1^1 

れた 小町" § 七 小町と して. 草子 洗 小町、 通 小町. 卒都婆 小町、 關寺 小町、 還 小町、 雨 乞 

^ 淸水 小町 等で ある。 勿論 その S は傳奇 的な I で. 小町の 雷 的 研究の 材料と する こと 

1: 六 九 
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は出來 ない が、 たヾ これによ つて、 小町が 如何に 疑問の 女性と して、 多くの 問題 を 後の世に 投げ 

かけて るる か を 知る 一 斑と もなる ので ある。 

小町- v 並んで 宽 平より 延 喜へ かけての 女流 歌人に 伊勢が ある。 父の 藤原繼 蔭が 

伊  0 

伊勢 守 在任中に 生れた ので その 名 を 得たら しい。 數奇な 運命 を迪 つた 女性で、 

なかつ か V 

始め 教慶 親王に 愛せられて 中 務の君 を 生み、 次いで 藤 原 仲 平と 契った が 棄られ て 五條に 詫 居した。 

その 心の 傷 手を餒 やすため 大和 を經 巡って るる 間に、 やがて 七條の 后に 召されて 宫仕 へした。 そ 

の 皇后が 菟 じた 後 は、 これまでお 仕へ してる た 官女 達 は、 或は 髮を 下し、 或は 御 暇 を 願 ひ、 皆 散 

々と 刖れ 分れて、 さし も 華 かであった 宫の中 は 昔に 變る さびしい 様と なった 時、 或 人が 伊勢の 安 

否 を 問うて やる と、 その 答 は、 只、 

沖つ 浪 荒れの みま さる宫 の內 に、 年經て 住みし 伊勢の 海女 も、 舟 流した る 心地して、 よらむ 方な く 悲しき 

に、 «s 色のお は、 我等が なかの 時雨に て、 秋の 舡 葉と 人 * は、 己が もり.， *\ 別れな ば、 たのむ 蔭な くな 

り はて、、 とまる ものと は 花す /- き、 君な き 庭に 群れ 立ちて、 空 を 招かば 初 雁の、 喰き わた. 9 つ 、よそに 

こそみ め o 

とあった。 これ を as き傳 へた 人々 は、 その 哀れ 深い 言葉に 心中の 悲し さ を 思 ひやって $! 淚を 流し 


n':) 人 歌 流 女 


たとい ふ" や 力て 宇多 天皇の 寵を 受けて 女御と なった。 そして 行 明 親王 を 生み 奉り、 我が身の 幸 

驕を 喜んだ 甲斐 もな く、 親王 は 八つに て^じ 給 ひ、 ついで 天皇 も 退位 遊ばし、 自分 も 暇 を 賜って 

： さび 五條に 閑居した。 宮中 を 出よう ヒ した 時、 弘徽 殿の 壁に、 

別 るれ ど あ ひも をし まぬ 百 敷 を 見 ざら むことの なに か 悲しき 

と IS きつけた こと は 有名で ある。 

伊勢 は 速呤を 以て 聞え てるた。 IS: 風の 歌 を 命ぜられる や 咄嗟に 擎を 執って、 

散り 散ら や 聞か まほし きに 故里の 花見て か へ る 人 も あはな む 

と詞 じて 人々 を 驚かした。 且 その ij. 蹟も亦 道 風に も 劣らぬ とさへ 思 はれた とい ふ 事で ある。 紀貫 

之 は 遲吟の 人で あつたが、 貫 之に 誹へ た 歌が^に あはぬ 時 は、 伊勢に 依頼せ よと 時の 人が 云った 

とい ふ C 

なに は渴 短き 遨の ふしの まも はで この 世 を 過して よと や 

も 才^と 技巧の 見える 伊勢の 特色お よく 發 揮した 歌で ある。 なほ、 梅の 木の 傍の 竹の子 を抽 かう 

として、 

竹の子に 散り かからな む 梅の 花 雪の 中の を 掘る と 見る ベ く 

二 七 1 
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と 詠み、 家 を袞 るに 當 つて、 

飛鳥 川 淵に も あらぬ わが 宿 も 世に 變り ゆく ものに ぞ あ- 9 ける 

と 詠んだ 如き は、 いづれ も その 天分の 豐 かなる を 示す ものである。 

中務は 伊^が 敦度 親王に 寵 せられた 時に 出來た 女で ある。 伊勢に 次いで 歌の 名 

中  務 

があった。 伊勢の 生んだ 御子が なくなられ たと 同じく、 中 務の子 も 早く 死んだ o 

そのために 柬 山に ig つて、 . 

さけばら る 吹かねば 戀し 山樱思 ひたえ せぬ 花のう へ かな 

と、 花に 事寄せて 我が 子の 死 を 悲しんで るる。 表面 は 花， 裏面 は 子、 よく 寄 托し、 よく 譬喩し、 

しかも 一 意 十分に 透徹して るると ころ は 凡手で ない。 

忘られて しばし まどろむ ほど もがない つか は 君 を 夢なら で 見む 

これ も 同じ 時の 欹 である。 素^な 詠みぶ りの 中に 沁々 とした 哀愁が 湛 へられて ゐる。 

下く  V- る 水に 秋 こそ 通 ふらしむ すぶ 糸の 乎 さ へ 涼しき 

晚夏 の欹 であるが、 整調 もよ く、 意義も^ かで、 に稳當 な 作で ある。 

都人 まつらむ もの を 逢^の 關 まで 來ぬ とつげ ややら まし 
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-源信 明 朝臣、 陸 奥 守に てま かりけ るに 伴 ひて、 任お て、 のぼ. o 侍る とて、 逢坂の 關 にて よみ^ 

むける」 とい ふ 端詞が 「玉 葉桀」 に 見えて るる。 この 歌 は 「大 鏡」 に は 「みやこに はま つらむ も 

の を」 となって 載って ゐ るが、 同 寄に よると 繁樹の 妻の 仕へ た 北の方が 中務 であると いふ ことに 

なって るる。 次の 歌 は 倩 明に 贈った 歌で ある。 

さやかに も 見る ベ きもの を われ はた V- 淚に くもる 折ぞ多 かる 

總 じて 中 務の歌 は溫雅 である。 そして 風颉の 高い ものが 多い。 伊勢の 子た るに 恥お ない 歌人で あ 

る o 

nits 和 京 式部の 傳記 は、 旣に 「和 泉 式部 日記」 の條に 於て 述べて あるので， こ、 で 

和淥 式郜 

は 直ちに 歌人， v しての 式部に ついて 說 くこと にす る。 歌人と しての 式部の 名聲 

は、 その 存生 當時旣 に 時代の 先達 藤 原 公任に 認められて ゐ たが、 令樣 歌に さへ 「和歌に すぐれて 

めでたき は、 人 丸， 赤 人、 小 野 小町、 躬恒、 貫 之、 壬 生 忠岑、 遍照、 道 命、 和 泉 式部」 と謠 はれ、 

勅撰集に 採られて るる 歌 救から 言っても、 第一流の 歌人であった 。紫 式部 は その 日記の 中に、 和 

^式部の 文才 ケ 描げ て 歌才を 貶して るるが、 この 評は當 つてる ると いひ 難く、 むしろ 平安朝 女流 

歌人 中で は、 彼女 を 以て 等に 推すべき である。 勿論 多作 家の 通弊と して 凡作 も少 くないが、 

二 七三 
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二 七 四 

技巧に すぐれ、 強烈 純粹な 情熱の 流露した 佳作の 甚だ 多い こと は、 王朝 女流 歌人 中での 異数と い 

ふべき である。 されば 明治に 至って は、 藤 岡 博士  (平安朝 文 學史) により、 業 平、 西 行と 共に、 

平安朝の 三 大歌 人とまで 評價 せられる に 至つ た。 

式部の 性格 は^^ 奔放で、 感情の 赴く ま、 に 行動した こと は、 その 一生の 經歷 がよく 物語って 

ゐる。 しかし その 天賦の 豐 富なる 感情 は， あく 迄 も 純 y; であり 明澄で ある。 その 何物 を も -ii 倒し 

なければ 止まない 强烈な 熱情 は、 他に 求める こと を 得ない ものである。 式部が 愛人に 贈り、 又 我 

が 子 小 式部に ついて 詠んだ 歌 は、 いづれ も 露 率で 情熱の こもらざる はない。 從 つて 表現 は 端的で 

あり、 直線 的で あり、 盛られた 感情 は 生新で あり、 赤裸々 であり、 遣憾 なく 3典 情が 流露して ゐ る。 

これ を 小町に 比する と、 小町に は 心情の 弱々 しさが あり、 自己の 感情 を 貫かう とする 所が 現れて 

ゐな いが、 和 泉 式部に は 奔放な 情熱の ま、 に 進まう とする 所が ある。 

人の 身 も戀に はかへ っ芨蟲 の あら はに 燃 ゆと 見えぬ ばか. 9 ぞ 

戀 のために は 人 は 身 を 捨て、 しま ふ。 丁度 夏 蟲が 火に 飛び込んで 命 を 失 ふやう に、 た ゾ蟲の やう 

にあら はに 燃える と 見えない だけで、 蔭で は 身 もこげ る 程に 燃えて るるとい ふので ある。 

ともかくも いは V- なべて になり ぬべ し 昔に 泣きて こそ 見せ まほし けれ 
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此の 歌に は 「歎く こと ありと 聞きて 人の 如何なる 事 ぞと問 ひたる に」 とい ふ 題 首が ついて るる〕 

まことに の 悲しみ は、 言葉で いふべ く あまりに 微妙で あり、 あまりに 幽奥 である。 それ 故、 ど 

んな 悲痛な 心 持で 極度に 歎き 沈んで ゐ るかと いふ こと は、 唯 「わつ」 と悲 泣して お見せす るより 

外 はない とい ふので ある。 人の いはう としてい ひ 得ない 處を よく 道破した 歌で、 こ /- にも 彼女の 

才氣を 見る 事が 出来る。 

黑髮の 亂れも 知らす 打 臥せば 先づ かき やりし 人ぞ戀 しき 

哀れに も 聽 ゆなる かな 鸱の瀧 は淚の 落つ るなる ベ し 

物 を 思 へ ば 澤の螢 も 我が身よ b あくが れ出づ る珠 かとぞ 見る 

これら は 第 一 の 夫道貞 に 刖れた 後の 歌で あると いはれ てるる が、 いづれ も 奔放な 情熱 を 歌 ひなが 

ら、 底に 一 脈の 哀愁 を湛へ てるる。 多情多恨の 天性 を 持ち、 その 一 生 を 次から 次へ と 男性 を 求め 

乍ら、 或は 不滿に 終り 或は 死训 して、 結局 自らの 情熱 を 以て 自ら を燒 いたで あら- 「彼女に は、 當 

然愛 愁い 悲愁 を 歌った 歌が 多かった。 その 愛慾に 關 する 歌 は、 戀 の歡莴 を 高らかに 歌った もの は 

絕 無であって、 多く は哀怨 悲愁の 物惱 ましく あはれ な 歌で ある。 これ は戀 ならぬ 歌に も、 腋^ 的 

哀偽 的な 歌が 多い のと 共に、 式部 集の 一大 特色で ある。 

二 七 五  . 
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二 七 六  ， 

しのぶべ き 人 もな き 身 は ある 時に あはれ あはれ とい ひやお かまし 

孤獨を 歎き、 知己の ない の を 歎く 哀愁が、 奔放に 歇 はれて るる。 

あしび きの 山 ほと /- ぎす 我れ ならば 今 泣きぬ ベ き 心地 こそ すれ 

五月雨の 降る タ暮 の悒 な 中で. 戀の はかな さ を 思 ひ、 人生の 寂し さ を 思うて、 孤獨の 哀愁に ひ 

たって. Q る 作者の 面影が しのばれる。 ー體燃 ゆる 情熱に 身 を まかせた 詩人， 肌の 式部に は- 人の 世. 

の 寂し さは かな さ を感ゃ る こと も 人 一 倍 烈しく 强 かった ことで あらう。 

こよ ひさ へ あらば かく こそお も ほえめ けふ暮 .d ぬ 間の 命と もがな 

ゆ ふぐれ は物ぞ 悲しき 鐘の音 を 明日 も 聞く ベ き 身と し 知らねば 

の やうな 歌も少 くない。 まして 晚 年の 作 かと 思 はれる 詠に は、 隨分 寂し さうな のが ある。 

かぞ ふれば 年の のこり もなか hN けり 老いぬ るば かり 悲しき はなし  * 

年末に 際して、 今更に 人生の 老を {HI 覺 して 悲しんだ 作で ある。 お f め ま、 に 詠んで、 切々 と 

しご 人の 胸に 迫る 悲痛の 聲が ある。 

以上の 外、 七卷 を繙 くと、 その 波 «| 重 墨の 生涯と、 多彩 多角な 性格と が、 珠玉の やうな 作 

品と なって « 然と 輝いて るる。 
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要するに、 式部 は 熱情 情痴の 詩人であった。 愛慾の 權化 ともい ふべき 生涯 を 送った 人であった 3 

男女 關 係が 如何に 寬大な 時代であった とはいへ、 好色者た る 非難 は 避ける ことの 出來 ない ところ 

である。 しかし 乍ら、 式部の 生涯の 行動 を、 浮華 淫蕩の 一 語 を 以て 評し 去る こと は、 餘 りに 早計 

ではない かと 思 ふ。 彼女の 全集 を通讀 して 見る と、 式部 は 身 を 持ちく すす こと を 決して 肯定して 

ゐ るので はない。 さう いふ 運命と 境遇と を 悲しみ、 常に 人知れ す 自責の 念に 打 たれて るる 趣が 見 

える。 又 離^ 後の 道 W を 愛慕し、 薨去 後の 敦道 親王 を 追慕す る 諸 作 を 見ても、 作者の 純情 は 充分 

に. P り 得る ので ある。 

式部が 男から 男への 旅を繽 けたの は事實 である。 しかし 彼女に して 見れば • 絡え や 何物 かにし 

つかりと 鎚 つてるな ければ、 心の 落 付き を 得られなかった ので はなから うか。 自ら 進んで 男から 

男へ 巡 禮を鑌 けたので はなく、 常に^ 資 なる もの を 求めて、 絡え や あがいて tQ た 一 個の 人生の 求 

道 者ではなかった らう か。 然 らば 式部の 求めて るた 眞實と は 何であった か。 それ は 恐らく 實の 

® であった であらう。 しかも その 理想 は、 あやにく にも 次々 に 失 はれ、 或は 破れて 行った ので あ 

る。 その 悲痛な 體験 こそ は、 彼女の 藝 術の 原動力で あるが、 かく 考 へて 来る 時、 男から 男へ 凝の 

放浪 を けた 式部 も、 決して 戀の豚 利 者で はなく、 一生涯 理想の 戀を 求め、 理想の 配偶者 を 求め， 

二 七 七 
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二 七 八 

而も それが 得られす * 不滿、 寂寥、 悔恨のう ちに、 人生 を 惱み鑌 けた 戀の 敗者と もい ふ 事が 出來 る。 

彼女 こそ は 餌 赏の戀 を 求めて、 無限の 戀 愛巡蹬 をつ V- けた 一個の ロマ ンチ ストで あつたの である。 

和枭 式部が 橘道貞 との 間に 儲けた のが 小 式部 內侍 である。 母と 同じく 上 東 門院 

,%< え 都- 『侍 

に 仕へ、 道 長の 子、 ニ條 關白敎 道に 愛せられて、 一男 を 儲けた。 出家して 靜圓 

と稱 する のが 其の 子で ある。 曾て 敎 道が 永らく 病氣 をした のに、 彼女が 一 度 も 見舞はなかった と 

いふので、 病氣が 治って から その 事 をせ める と、 彼女 は、 

死ぬ ばか. 5 歎きに こそ は 歎きし が 行きて 問 ふべ き 身に しあらねば 

とい ふ 歌 を 以て 答へ た。 敎道 もこの 當意卽 妙の 歌に 心中の わ だか まりを 解いた とい^ ことで ある。 

敎逍の 外に 頭 中 將藤原 公成に も 愛されて I 男 を 儲けた。 出家して 賴 仁と 稱 する のが その子で ある。 

內侍 はと かく 病弱な た を やめで、 美人 薄命の 例に： S れゃ、 母を殘 して 先立って 了った が、 「古今 著 

聞 集」 に は 彼女に ついて 次の やうな 逸話が 載せられて ゐる。 

和^ 式部が 女 小 式部. SI 侍、 こ 3 世なら やわ づら ひけり。 かぎ. 5 にな りて、 人の 顔な ども 見知らぬ 程に なり 

て^した りければ、 和汆 式部 傍に そ ひるて、 額 をお さへ て 泣きけ るに、 目 をゎづ かに 見 あげて、 母が^ を 

つく  》 ^と B? て 息の したに、 
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い 力に せむ 行く ぺ きかた もお も ほえす 親に さきだつ 遒を しらね V* 

と^. 5 はてた る にて いひければ、 天井の 上に、 あくび さして や あらむ と覺 ゆる^に てあら あは 1レ，、 ひ 

てけ り o さて 身の 暖さ もさめ てよ ろしくな hs てけ り o 

又 母が 丹 後に 下って rQ る 時、 偶々 京で 歌合が 催される ことにな つて、 人々 はどうい ふ 歌 を 乍ら 

うかと 工夫 を こらして るた。 彼女 は 母が 老練な 歌人で あるから、 母に 代作して 莨 ふか、 添^して 

莨 ふか だら うと 邪推した 中納首 藤 原定頓 は、 彼女の 局に 来て 「今度の 歌合の 歌 はどうされ ます か、 

丹 後に 使 を 出された ことで せう が、 使は歸 つて 來 ました か。 使が 歸 るまで は 心配で せう つ」 などと 

戯言 を 言って 立ち去らう とすると、 彼女 は 定頓の 袖 を 捕へ て、 

人 江山い く 野の 道の 遠ければ まだ 踏み もみす 天の 橋 立  - 

とい ふ卽 席の 歌 を よんで、 定頓を あっとい はせ た 0 

赤染衞 3 和焱 式部と 並び 稱 せられ、 その 俊 劣の 判 斷に惑 はしめ たものに 赤染衞 門が ある o 

衞門は 赤染時 用の 子で、 時 用が 右衞 門の 志 尉であった からかく 呼ばれた。 然し 

「袋 3 子.」 に は、 箕は平 兼 盛の 女で あると 說 いて ある。 卽ち、 母が 彔 盛と 離別 後間 もな く 生れた ので， 

焚 盛 は 吾 ョ として 引取らう としたと 記して あるが、 これ は 歌人と しての 荥盛 につな がり を 付けよ 

二 七 九 
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二八 〇 . 

うとした ので あらう。 

たかち か 

長 じて 名 儒大江 匡. 衡に 嫁して、 擧 周と 江 侍從と を產ん だ。 擧周は 詩文に 長 じ、 柬 宫學士 となり、 

大學頭 式部 權大輔 に 累進した 人で あり、 江 侍從は 女流 歌人と して その 名 を 知られて ゐる。 初め 上 

m 門院の 御 母 倫 子に 仕へ てるた が、 その 關 係から やがて 上朿 門院に も 仕へ たものと 思 はれる。 夫 

匡衡 と共に その 任地 尾^ や 丹 後に も 下った こと も ある。 

越え はてば 都 も 遠くな りぬ ベ し關の 夕風し ばし 凉まむ 

匡 銜は正 曆中尾 張權^ となった。 衞門は それに 伴 はれて 都 を 出た。 この 歌 は 「七月つ いたちの 頃 

わ h なう^ かりし かば、 ^坂の 關 にて 淸 水の もとにて」. 詠まれた ものである。 然るに 匡 衡は後 丹 

後 守と な. o 長 和 元年に はなくな つてし まった。 衞 門の 悲しみ はまこと に甚 しかった。 

君と こそ 春來る こと も 待 たれし が 梅 も 櫻 も 誰と か はみ む 

夫に 刖れた 後 は、 梅が 吹いた、 櫻が 吹いた と 人の いふの もた V- く 悲しかった。 

あさ 日 さす 山 下つ ゆの 消 ゆる 問 もみし ほどよ. 5 は 久し かりけ り 

山 かげの 露 を 見ても、 それより 夢い 契であった やうに 思 はれた ので ある。 その外、 

淚 のみし ぐる y- やどの 梢に は 外より さきに 紅葉し にけ hs 
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去年の 春ち りに し 花 はさきに けり あはれ 刖 のか、 らまし かば 

ひとり こそ 荒れ ゆく 床 はなげき つれ 主な き 宿 はまた も あれけ. o 

等^々 の 悲歌 は 「後 拾 SS 集」 「家集」 等に 多く 殘 されて るる。 

1 子舉 周が 和 泉 守に 住 じた 時 も 同行して 下った。 任 果て S 上る 時- 擧 周が 不思議な 病に 犯され 

て 今 は危く 見えた。 人々 は 住吉祌 社の 祟で あらう と 言った ので、 三 首の 歌 を 添へ て幣を 奉り、 我 

がな を 以て 之に 代らう と 祈願した 

か はらむ と 祈る 心 は をし からで さても 別れむ こと ぞ 悲しき 

は その 中の 一首で ある。 すると その 夜白髮 の 翁が あら はれて、 幣を 取る と 見えて 病が 癒えた。 舉 

周 は 我が身が 助っても 身代りに なって は 不孝になる とて、 元の 如く 我が 命 を 失 ひ 給へ と 祈願して、 

母子共に 無事で あつたと いふ 傳說が ある 0( 今昔 物語、 古今 著 聞 集) この 傳說の 虞 偽 はしば らく 昔い 

て も、 この 歌 は 36情 が 溢れて おの づ から 優秀な ものと なって ゐる。 又 夫 匡衡の 在世 屮、 藤 原 公任 

が 中納霄 を辭 する に當. o、 紀齊 名、 大江以 言 をして その 辭表を 草せ しめたが、 その 意に 副 はすし 

て 医 衡 に依囉 した。 衞門は 夫に 勸 めて 言った。 公任 は 自ら 持す る 事が 高い。 故に その 辭 表に は 門 

地の 髙 きを 述べ、 暗に 官位^ 進む こと 遲 きを 書くべき であると。 そこで 匡衡は 妻の 云 ふ 通. 9、 「臣 

二八 1 
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はん 代 大政 大臣 嫡 s; 也、 亡祖忠 仁。 云え」 と滔々 と 門地の 高き を 書き立て、 その後に 公任 卿 S 身 

分の 沈淪 した 趣 を 述べた 處、 案の 通り 非常に 公任 S 感歎 を 博し、 その 文を辭 表と したと いふ。 

やすら はで 瘕 なまし もの を 小夜 ふけて かたぶく までの 月 を 見し かな 

此は 道隘に 愛せられた 妹に 代って 詠んだ 歌で ある。  - 

ふめば をし ふまで は 行かむ 方 もな し心づ くしの 山 櫻 かな 

この 歌 も 前者と 同じく 人口に 膾炙され てるる が、 流麗 平靜、 よく 衞 門の 特色 を發 揮した 歌で ある o 

1ST 大江 医衡の 妻で あ. 9、 且 一代の 硖學匡 房の 曾祖母であった 彼女 は、 當 時の 他の 才媛より 

は、 その 家庭生活に 於て はるかに 幸福であった らしい。 その上 性質 も 亦 ^和で あつたと 見えて、 

彼女の 作 は 一 體 に溫雅 であり、 整齊 である。 奇拔な 語 もな く輕 妙な 調 もない。， 故に 時には 極めて 

平板に 見え、 單 調に 思 はれる こ.^ も あるが 、その^ 健 雅馴な 歌風 は、 又 誠に 愛すべ きものが ある。 

衞 門が 歌い 贈答 をした 女性に は、 淸少納 言、 伊勢大輔、 辨內 侍が ある。 和 泉 式部と は 子の 擧周 

が 式部の 妹に 通って ゐた關 係 もあって、 特に 親しかった やうで、 式部が 夫 道 貞の許 を 去って 敦道 

親王に 心 を 寄せた 時. 諫ぃ歌 を 送って 式部の 反 雀 を 促した こと は 前述の 如くで ある。 當時 にあつ 

て 衞門は 歌人と して 和枭 式部と 並び 稱 せられ、 時には 式部 を^す る 程の 世評 をと つて ゐた。 しか 
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しその 黄 力から 云って は • 到底 式部に 及ぶべく もない。 然し 衛 門が 比較的 好評で あつたの は 「無 

名抄」 に、 

人 は 仕業 はぬ しの ある 世に は その 人 がらに よりて 劣 り ある^-あ bo 欲の 方 は 式部 双な き 上手 なれ ど、 

身の 搣舞 もてなしの 心用ゐ などの 赤 染には 及び 雛 かりけ るに や。 か、 れば 其の 時 は、 人 ざまに もて 消 たれ 

て、 歌の 方 も 思 ふ ほど 用 ゐられ ね ど、 まことの 上手 なれば 秀歌 も 多く、. 事に^ れつ 、ひまな くよ みおく ほ 

ど摺锒 どもに も 数多く 入る こそ。 

と 述べて ゐ る 如く、 その 生活 態度 や 性格が、 式部に 比較して はるかに 貞淑 is® であった のによ る 

もので あらう。  ) 

齋宮 女御 は醍蝴 天皇の 御 孫で、 直 明 親王の 御子で ある。 徽子 女王と 申し、 承 平 六 

齋宮 女御 

^齋 宫 となられ、 元曆 元年 村 上 天皇の 女御と なられた が、 赍宮 女御 桀が ある。 

「松風 入 衣 琴 に、 

琴の 音に 峰の 松風 通 ふらし いづれ の をよ. 5 しらべ そめけ む 

は 殊に 知られて るる。 しかし それよりも、 村 上 天皇が 久しく 御 出に ならなかった 頃、 女御が 琴 を 

おかしく 御殫 きになつ たので、 急いで 御出でが あつたが、 女御 は 傍に 人 ある こと も 知らぬ 額で、 

•  二べ 三 
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猶御彈 きになる。 それ を 御 聞き、 になる と、 

さらぬ だに あやしき ほどの 夕 ぐれに 获 ふく 風のお とぞ きこ ゆる 

とい ふ 御 歌であった とい ふ 話 は、 露に 興趣 深い 逸事で ある。 

村 上帝の 御 時、 淸凉 殿の 御前の 梅樹が 枯れた ので、 帝 はこれ に 代るべき もの を 

紀內侍 

；  と 思 召して、 諸方 を 探が させられた。 その 內に 西の 京の さる 所に、 見事な 紅梅が 

あると 申した 者が あつたので、 さらば それ をと 人 を 遣 はされ た。 見れば 餘り 富めり とも 見えぬ 家 

の 庭の 中に、 枝 振 面. s い 梅が 時 を 得 麵に哚 いてる る。 御 使の 者 はこれ こそ 御 申 付の ものと、 直ちに 

掘. 5 にか、 ると  >  一人の 姿 美しい 女房が 立ち 出で /-、 その 樹だけ はと 掘る 事 を 担んだ 。御 使の 者 

はしかぐ の譯で 帝の 召される と 申す と、 女^ は 今更に 詮方な く 心よ く 仰せに 從 つたが、 いざ 運 

び 去る となった 時、 一片の 紙 を 枝に 結んで、 見馴れた 樹の 掘り 去られた 庭 をい と 悲しげに 眺めて 

-Q た" 御 使の 者 は 直ちに その 樹を 禁中に 運んで 帝の 御覽に 入れた。 成程 聞きし に 勝る 名木に 御喜 

も 深く、 尙 その 樣 を御燹 じて、 端な くも 先き の 紙片が 御 目に とまった。 あれ は 何ぞと 召して ぉ讀 

みになる と、 

勅 なれば いと も かしこし^の 宿 はとと は  >- 如何が 答 へ む 


群の 人 耿流女 


と 一首の 歌が 記して ある。 帝 は その やさしき 心に 感じさせ 給 ひ、 如何なる 人の 宿 かと 人 をして 名 

を 問 は しめられ ると、 紀 之の 女紀內 侍の 家と 知れた。 帝 はか ほどまで 愛した もの をと、 八 ソぉ に 

御 後悔 遊ばされ たとい ふ。 

； . 伊勢大輔 も 上 東 門院に 仕へ た 才女の 一 人で、 三十 六 歌仙の 中に 數へ られ てるる。 

伊 »R 大輔 

父は大 中臣輔 親で、 輔 親が 伊勢の 祭主で あり、 神祇官の 大副 (大輔 ) であった 

ので かう 呼ばれて ゐる。 曾祖父 賴基、 祖父 能宜、 父輔 親等 は 累代 歌人と して 知られた 人で、 わけ 

て も 能宣は 「後 撰 集」 の 撰者と して 名高い。 大輔の 中宮 彰 子に 召された の は 寬弘五 年の 卷 であら 

うり 出仕した ばかりの 頃、 奈 良から 佾 都が 八重 櫻 を 進上した 時、 「今年のと 入れ 人 は 今參. o ぞ。」 

と 言って 紫 式部が 大輔に 譲った。 すると、 傍から 道 長が 「たゾ に はと. 5 人れ ぬ もの を」 と 言った 

ので、 

いにしへ の奈 良の 都の 八重 櫻 今日 九重に に ほひぬ るかな 

と 詠 じて 一 座の 人々 を 驚歎 させた。 それによ つて 歌ん としての 名 は 一 段と 高まった。 

紫 式部が 淸 水に 籠って ゐる 時、 一 ^ になって 院 のおん ために 御 あかし を 奉った。 式部から 「& 

ともしび  ，ぎ * 

ざし 君に */- ぐる^ 火のお なじ 光に あ ふが 嬉しき」 と榕の 葉に 書いて 來た。 大輔 は、 

二八 五 
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いにしへ の 契もう れ し^がため おなじ 光に かげ をなら ベ て 

と 答へ た。 同じ 時 同じ 人と 松の 雪に 寄せて、 露の命の 獰さを 述べた 贈答 も ある。 和. お 式部が 出仕 

したの は、 大輔 より 一 年 程 後であった。 その 始めての 夜、 中宮から 「逢 ひても のな どい へ 」 と 仰 

首が あって、 二人 はお 互に 年來 心に かけて るた 事 を、 夜 一夜 語り明かした。 大輔 から、 

思 はむ と 思 ひし 人と 思 ひしに 思 ひし かど もお も ほえし かな 

> -豫て 思って ゐ たことの 滿 たされた の を 喜んで やる と、 「翁 を 我 思 は ざり せば 我 を 君お も はむ とし 

も 思 はまし や は」 と 返しが あった。 

大輔 け髙^ 成 順の 妻と なった が、 思 はしくな くて^れ、 成 順 は 石山に 簏 つた。 そして、 

「久しう おとし 侍ら ざり ければ」 

みるめ こそ あ ふみのう みに かたから め 吹き だに 通へ 滋贺の 浦風 

の 歌 を 贈って ゐる。 後 成 順が 出家した 時 麻の 衣 を 贈って、 

け ふとし も 思 ひや はせ し 麻 ごろ もな みだの 玉の かゝ るべ しと は 

め c と 

と 詠 じた。 その 歿後 經供養 をした 時の 詠 も 遣って るる。 白 河 天皇が 御 降誕に なった 時、 傅 もっと 

めて るる。 


■ 
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作品 は 後 拾遺^の 廿七首 を 始め、 £ 十一 首が 勅撰集に 採錄 されて るる。 外に 家集が ある。 才情 

流る、 如しと いはれ てるる が、 和 泉、 赤染 に比べ て は 一 霉を輸 してる る 頓才 機智の 作の 多い こと 

は 「八重 樱」 の 歌に 於ても その 一端 を 知り 得る ので あるが、 或 人が 茄子 を 猿に 造って 枯れた 木の 

枝に つけて 「思 はざる 事の さま かな もとな すび 枯木の 枝に ならむ ものと は」 といった のに 答へ て、 

めら しゃ 枯木の 枝の もと なすびつ くらざる に はいかで なりけ む 

と 詠んだ とい ふ 話 や、 また 人の 「人の 世 も 我 世 もけ ふか あすか 川」 といった のに 「水の あわより 

げにぞ はかなき」 とつけ たな ど， 皆大輔 の頓才 機智の 凡なら ぬ を 示す 逸話で ある。 

大甙 三位 は 藤 原宜孝 の 女で、 母 は 紫 式部で ある。 太 宰大甙 高 階 成 章の 妻と なり、 

大^ 三位 

後冷泉 帝の 御^ 母であった。 「狹衣 物語」 の 作者と 稱 せられる が 疑 はしい。 

お^ 山 猪 名の 笹原 風 吹けば いで そよ 人 を 忘れ や はする 

しさのう きに まぎる y ものなら ば また 再びと 君 を 見 まし や 

など は 人口に 膾炙した 歌で あるが、 

梅の 花何匄 ふらむ 見る 人の 色 を も 香 を も 忘れぬ る 世に 

は、 奉仕して ゐ た上柬 門院が 遁世 せられた 春、 庭前の 紅梅 を 見て、 昔ながら の 梅の 花に つけても、 

二八 七 . 
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にも 「相 模は赤 染衞門 紫 式部な どと ともに 古に 恥ぢぬ 歌よ みなり」 と 仰せられて るる。 

恨み わび ほさぬ 袖 だに ある もの を 戀に朽 もな む 名 こそ をし けれ 

は 永 承 六 年內^ 歌合の 歌で ある。 

きかで ただ 寢な まし もの を 時鳥な かな かなり や 夜半の 一 聲 

見 わたせば 波の しら ゆ ふかけ てけ り 卯の 花^ける 玉 川の 里 

院の露 も淚 もと. S まらで 恨む る 風の こ ゑ ぞ殘れ る  ， 

第三 首 は 「風從 昨夜 聲彌 怨、 露 及 明朝 淚不 禁」 の 句に よった ものであるが、 凝滞の 跡 を 留めぬ 所 

に 手腕が 見られる。 


第 四 編 鎌 倉 文學を 通して 見た る 女性 
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： a の 外戚と して 思 ふこと 遂げざる なく. 世 を わがものと 振舞った 平家 一門の 榮華 も、 僅に 二 

十 年に して、 西 海の 波の 底に もろく も 沈み はて、 しまった。 驕る 平家 を 減して 之に 代った 源氏の 

大將賴 朝が、 大 磐石と 据 ゑた 鎌 倉 幕府 も、 僅 三代 二十 八 年に して 源氏の 血統 は 絡え てし まった。 

しかも 粗^と いひ、 蜇 朝と いひ、 その 最後^ 何と 悲慘な こと！ 更に 承 久の變 に 及んで は、 後 鳥 

羽、 土 御門、 順 德の三 上皇 は、 異鄕の 地に 心ならぬ わびしい 幾年 月 を 過 させ 給 ひ、 しかも 淚を呑 

んで その 地に 崩御 遊され てゐ る。 文永弘 安の 元寇 は， 誠に 國 家に とって 前古 未曾有の 一大 察、 上 

下 老幼 國 を 舉げて 之に あたり、 幸に ja- 退す る こと を 得て、 心からなる 歡呼 の聲を あげた。 この 壯 

烈な 勝鬨の 響が 未だ 津々 浦々 に 消え も 終らぬ うちに、 勤 儉尙武 の 礎の 上に 建てられた 鎌 倉 幕府 は 

倒れて、 柱石た る 執 檨北條 氏 は 滅びる ことになる。 

述べ 来れば、 まことに 目まぐるしい 事件の 連 緩で ある。 それ 故人々 は、 老若 5R 女、 貴賤 贫富を 

問 はす、 動擠と 不安の 落 付かない 心 を 以て、 朝夕 を 送り 迎 へねば ならなかった。 

從 つて 皋問 文藝は 自然に 衰^に 向 ひ、 た V- 過去の 文 學を模 做す るに 留 つて ゐ た。 

文 0  4 色 

_  そして、 この間に あって 僅に 文 學界を 維持し、 新 文學を 樹立す るに 力あった の 

は 佾侶逑 である。 それ 故 この 時代の 文學に は、 概ね 宗敎的 色彩が 濃く、 平安時代の 文學に 見る や 


Klft の 代 時^ 嫌 


うな 情趣 本位。 遊戯的 氣分 は殆ん どなく、 ほ、^ にして 切^ リる 欣求^土 の 思想と、^ 现的 * お^り 

の 傾向と を豐 かに 持って るる。 この やうな 內 容の變 化に つれて、 その 文體も 亦、 平安時代の 後期 

から 發^ した 剛健 莊 重なる 和漢 混淆 體が 完成され、 内容 形式 共に 獨特の 鎌 倉 文學を 形づくって 

ゐ る o 

平安朝の 大宮人の 手に よって 作り上げられた 公卿 文化が、 花鳥風月と 想 愛と を 基調と した 劳 S 

生活の 中に 磨 ひ 上げられ、 繊細 華麗な のに 對 して、 新與 階級た る 武家の 手に よって 作り上げられ 

た 武家 文化 は. 弓馬 刀搶を 事と する 剛健 生活の 中に 生れ 出た、 荒削りの、 線の 太い、 輪廍の 大き 

い 素朴 雄 健な ものであった。  . 

文學は 偽らざる 時代の 姿の 反映で ある。 平安時代の 物語 小說 は、 壯麗な 平安 城裡を 背景と し、 

そこに 繰り ひろげられた、 多情 多感な 王孫 公子の 風流と 戀 愛の 情趣 生活 を 描き出せ るに 反し、 ^ 

食 時 がに 作られた 物語 は， 兵馬 劍戟の 間に 躍る 健く も 勇ましき 武人の 合戰 記で ある。 この 戰場こ 

於け る^ 人の 華 かな 合戰 記と、 それにと もな ふ 哀別 雜 苦の 悲しみと を 巧みに 組み合せ、 之 を^く 

に陰隳 沈痛な 厭世的 思想 を 以てし" 時代の 姿 を さながらに 描き出した のが、 この 時代の 軍記物^ 

である 0 
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和歌 は 此の 時代の 初 、後.：；！ 羽 天皇 及び その 院政の 頃が 一 番 盛んであって、 當 時の 

藤 原定家 以下の 諸 名家に 勅して 撰せ しめられた 「新 古今 和歌 桀」 を 始めと して、 

末 薬までに は 九 度の 勅撰集が 現れた が、 前期の 末から 出て 來た 新舊ニ 派の 举論 は、 愈々 激烈 化し、 

歌道の 生命 を 稀 it ならしめ て 行った。 此の 時代の 文學の 特色 は、 隨筆 としての 「方丈 記」、. 紀行文 

としての r 十六夜 3! 記」 r 朿關 紀行」 等の 上に も 味 はれる が、 特によ く 代表せられ る もの は 「保 元 

物語」 「平 治 物語」 「平家物語」 「源平 盛衰 記」 等の 軍記物語 である。 猞又 「石淸 水物 語」 「荅の 衣」 等 

の 小說、 「水鏡」 等の 歷史 物語、 說話文 學 としての 「十 訓抄」 「古今 著 聞 集」 等も數 へられる？ 漢詩 

文に 於て は 特に 見るべき ものな く、 記錄 、律令、 消息文 等と して、 特有な 和 臭 を帶 び， 日本化せ 

られ た^ 文 を 生じた ばかりで ある。 

前代 平安時代 は、 宮廷 女流が、 物語に 日記に 詩歌に その 活躍 を恣 にし、 所謂 女流 

ャ 充文學 

作家の 黄金時代 を 現出し、 女性が 文學の あらゆる 方面に それぐ 個性 を 鮮明に 

狻^ した 作品 を 多く 出した ので あるが、 鎌倉時代に 至って は、 前述の 如き 社 會狀態 は 女性の 社會 

的 進出 を 抑へ、 従って 女流 文學 はいたく 衰微した。 平安時代に 於て は、 女性が 根本的に 解放され 

てゐ なくと も、 少く とも その 情 楮の 世界に 於て 解放され て niu り、 而も その K する 階铰 が文學 の 中 
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心地 蒂 であった ところに、 女流作^^ 出の 因， S はあった ので あるが、 鎌な 時代に 入る と、 文學 一 

般 か 往時の 盛況 を 見せなかった 上に、 貴族 社會 はすで に沒落 沈滞の 時期に 入って、 美しい 花 を^ 

かせる 溫^ でな くな つて^り、 その 社会 3 に 隳 する 人々 も、 もはや その 氣カを 持ち 得なかった ので あ 

る。 かくて 女流 文學は 袞微 し、 女性 作家 は 物語 その他の 世界から 姿を消して、 僅かに 歌人と して、 

叉 日記の 作家と してお して ゐ るの みで ある。 卽ち 日記と して は、 「十六夜 日記」 や 「中 務內： S3 記」 

「辨內 侍 日記」 等が あるが、 中古の 日記の やうな 個性 味 は 乏しい。 「十六夜 日記」 に は 母性と しての 

愛が 見られ、 子の 愛の ために ははる  < (-錄 倉へ 下る 所に は、 新時代の 女性の 面 影が 現れて. Q るが、 

屮十 2 の 日記の やうな 個性的 描寫は 多く 見られな いので ある。 

歌人と して は、 「新 古今 集」 の 女流 歌人と して、 式子內 親王、 俊 成 卿 女、 宮內卿 等が あり、 玉 葉、 風 

雅桀に 於て は 永！ i 門院、 篤？^ 雅子 その他 數 多の， 女流 歌人の 名が 數 へられる。 新 古今 時代の 女流 

歌人の 敬 は、 俊 成の 幽玄 體を 中心として、 溫雅な 中に 靜 寂な 情趣 をた V- よはせ てるる。 式 子內親 

王の 歌な どに はよ くその 趣が 現れて るる。 また 「建禮 門院 右京 太夫 集」 に は、 平氏 滅亡に 際して 

の 悲痛なる 境遇から 來た 心境が よくうた はれて ゐる。 玉 葉、 風雅 集の 女 歌人 は、 寫赏 的の 立場 をと 

.9、 その 中に 新しい 感覺を もらう とした ことが 見られる。 これ は爲粲 によって 唱 へられた 傾向で 

二 九 七 
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あるが、 玉粱、 風 維 巣の 代表的 女性 歌人と いふべき、 さ； i 門院の 御 歌な どに はこの 傾向が 著しい。 

かやう に 和歌 史の 上で はす ぐれた 女性 作家 を 出して ゐ るので あるが、 文^史 を 通じて は、 女性 

が 活動した 時期と は 一一 H ふこと が 出来ない ので ある。 

第二 章 曰 記 文學と 女性 

阿佛尼と 十六夜 日記 

阿佛尼の 傳記は 1 明かで はない が、 現に 見る 事の 出來る 资料ケ 綜合して 考 へて 

阿佛尼 

見る と、 左衞門 尉平 度綮の 養女で、 若い 頃に 安嘉 門院に 仕へ て 右衛門佐と 呼ば 

れた。 その 頃戀 人に 忘れられた 恨めし さに、 髮を 切って 西 山の 知る ベの 尼の 許に 住み、 更に 愛宕 

の 逢に 移り、 後 また 都の 家に 歸 つた。 その 年の 冬、 愛宕から 歸 京して なほ 凝欝 であった 頃、 莠父 

の 度 繁が濱 松から 上京し、 E 舍住ひ をす、 めた ので、 作 はれて 濱 松に 下った が、 問 もな く 彼女 を 

幼少から 養育した 老人が 重病と いふので また 京に 歸 つた C その 後奈良の 法 華 寺に 入り * 後 又 松 尾 

の慶政 上人の 許に 居た が、 癍山院 G 後宮 大 Is に 典侍に 召されて 「源氏物語」 の^^ をした。 それ 
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は g| 長 四な 年^の^で ある。 それから 暫くして 定覺 律師 を 生んだ。 お 覺が 生れる 前に 一 男 一 女が 

あつたが、 これら： 二人の 父 は 不明で ある。 この 「源氏物語」 書寫の 頃から 爲^ と 親しくな り、 や 

がて^と なり、 弘長 三年に 爲 家の 子 爲相を 生み、 次で 三年 目の 文 永 二 年に 為守 を 生んだ。 建 治- 兀 

年に 阿佛^ は爲 家に 後れ、 十三 歲の爲 相と 十 一 歳の 爲守を 抱へ て 寡婦と なった。 そして 爲 家が 生 

前に 爲 相に 傳 へる こと を遺苜 してお いた 播 磨の 細 川の 庄を、 爲 相の 義兄 爲 氏が 押領 したと いふの 

で、 その 訴訟の 爲に、 建 治 三年 十 n 十六 日 帝都 を 立って 鎌 倉に 下り. 足 かけ 四 年 滞在して ゐ たが、 

嬢し い 判決 も 聞かす に 弘安六 年 旅寓に 客死した。 然し その後 爲相 もまた 鎌^に 下って、 この 訴訟 

は 結 ：5 彼の 勝と なった。 

阿佛尼の 作と して 確認され てゐる ものに 「十六夜 日記」 が あり、 その外 安嘉門 

院四條 百 首、 權大納 iM 爲家卿 五 七 願文、 勅撰集 中の 四十 四 首の 和歌、 夫 木抄中 

の 五十 三 首の 和歌 等 も 阿佛尼の 作で ある こと は 疑 を 要しない。 外に 「夜の 鶴」 「^母の 文」 「轉^ 記」 

の 三つ は、 疑の 眼 を もって 見られて はるる が、 鹰 偽の 決定的 斷案を 下し 得る 資料に 缺 けて ゐる爲 

に、 今日で は 阿佛尼の 作と して 推斷 されて ゐる。 

二 九九 
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本書 は 阿佛尼が 關朿へ 下った 時の 紀行文で ある。 彼女が 女性の 身 を. 以て 異境の 

十六 在日 記 

. 空に 志した の は、 止み難い 悲憤の 愦を 晴らさん が爲 であった。 我が 子に 對 する 

純愛の^ 情と、 本來 具有して ゐた男 まさりの 勝氣と は、 彼女 をして この 旅立ら を 決意せ しむる に 

至った 動力で は あるが、 その 根柢に は 忌む ベ き 家督 爭 ひが 横た はって るた。 

爲家 の^は 祖父 俊 成 C 代から 和歌 を 以て 宫屮に 仕へ 、斯道の 名門と して 閗 えてる た 家柄で ある。 

殊に 父^^の 如き は -、 定家を 難 ぜん 輩 は 冥加 も ある 可ら や。 ^を 蒙るべき 事な り。」 とまで 崇めら 

れ、 その 稱^ の聲は 一世に 喧しかった。 この 藤 原 家に は、 俊 成の 頃から 播磨國 細 川 庄と近 江國小 

野庄 とが、 ^地と して 代 * 傳 はって るた。 阿： が爲 家の 室と なった 時には * 爲 家に は 先妻 宇都 

宮賴 綱の 女 やその 他の 女との 問に， 旣に爲 氏、 爲敎、 爲 顯、 源 承、 慶融、 隆俊 及び 女. 大納言 典 

侍が あった。 阿 W 尼に 爲桕が 生れた の は、 爲家 六十 七歲 で、 長男の 爲氏 はこの 時 四十 ニ歲 であつ 

た。 爲相 についで 爲 守が 生れ、 その 速 子に 紀內 侍が あって、 その 家庭 は相當 複雜を 極めてる た。 

设初^ 家 が 年 五十 九で 出^した 折 • 細川庄 は當然 長子 爲 氏に 讓っ たものと 想像され る。 勿論 此 

時爲枳 はま だ 生れて るなかった。 その後 十九 年 を 經て爲 家の 死ぬ 時、 彼 は 遣 言して 當時 十三に な 

る爲 相に 細 川 庄を與 へたので ある。 然るに 爲氏 はこの 遺.；： 一 1： に 背いて 所領の 分割 を^ 行し ない。 兹 
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に 領地の， が 起った。 阿佛尼 はこの 訴訟の 爲 遠く 鎌 倉に 下った ので ある。 その 時の 紀行文が この 

「十六夜 日記」 である。 

さて その 內容 は、 誰も 認める 如く 四つの 段から 成立って るる。 第一 段 は 序で、 鎌^ 下りの 理. a 

と 出立 前の 事 がらが 書いて ある or 昔 壁の 中よ b 求め 出で たりけ む ふみの 名 をば、 令の 世の 人の子 

は ゆめば か. 9 も 身の上の こと /- は 知ら ざり けりな」 と、 劈頭 先づ爲 氏が 亡父の 遣 命に 背く こと を锥 

じ、 「道 を 助けよ 子 を はぐくめ、 後の世 を もとへ とて 深き 契 を 結びお かれし 細 川の 流 も 故な くせき 

とめられ しかば、 あとと ふ 法の 燈も、 道 を 守り 家 を 助けむ^ 子の 命 も、 もろともに 消え を やふ^ 

月 を經」 て は、 「をし からぬ 身 一 つば やすく 思 ひす つれ ども、 子 を 思 ふ 心の 闇 はな ほ 忍びが たく、 

道 を か へりみ る 恨み はやらむ かたなく」 「ゆく りなく いざよ ふ 月に さそ はれて いでな む」 と 決心し 

たこと を 述べ、 幼き 爲相、 爲守 等と 別れ を惜 み、 父祖の 遺著に 奧 書して 殘し、 彼等の 異父 姉紀內 

侍に 子等の 後見 を 托したり して ゐる。 殊に 五 人の子との 訣別の 一 齣 は、 綿々 の 情を盡 して. Q るが、 

この 序の 部分に 感じられ るの は、 緊張した 筆力で あり、 ひたむきな 心情で ある C こ /- に は 阿佛尼 

の 生命が 打ち こまれ、， 阿佛尼の 情熱 化した 精神の 力. が 波打 つてる る。 

第二^ は、 「粟田口と いふ 所よ. 5 車 はかへ しつ」 に はじ， まって、 十月 十六 日 (建 治 三年) に 京 を 

三 〇1 


性 女る た 51 てし 通 をお 文 食 嫌 


き 二 

出て、 同月 二十 九日に 鎌 倉に 着く までの 十四日 問の 旅の 記錄 である。 その 旅程 は 「東關 紀行」 の 

旅と 同じく、 不 破の 關を 越えて 美 濃 路を迪 り、 濱名湖 口 を 渡ら やに 湖北 を迂囘 し、 「足 柄 は 道 遠し」 

とて 「箱 极路 にか、」 つて 鎌 倉に 着く ので あるが、 その 地勢 形勝 を 叙して、 簡明なる 間に 所々 旅情 

をのべ、 怨恨の 念 を 洩らし、 子 を 思 ふ 親の 心を寫 せる うちに、 深い 趣 を 味 ふこと が出來 る。 

第三 段 は 鎌^ 到着 後， 翌年 (弘 安元 年) 八月 二日 迄 約十侗 月間に 京都の 知人と 往復した 手紙、 

特に 附 答の 和欹を 主として 記した もので、 その 中に 自ら 鎌 倉に 於け る 阿佛尼の 様子が 窺 はれる。 

鎌 <5 では：！：： 影の 谷に 宿り を 求めた が， 「浦 近き 山 もとにて 風い と 荒く」 「山寺の 傍 なれば のどかに す 

ごくて、 浪の音 、 松の 風た えす」 旅愁 を そ、 る こと 切なる 住居であった。 かくて 都からの 消息 を 

せめても の 慰めと して、 焦慮の 中に 幕府の 裁斷を 待って ゐ たが、 折からの 非常時に、 事件の 進涉も 

意の 如くなら ない 中に 年を越え た。 翌年 三月に は 瘧を病 A だが、 御讀經 のしる しに 病 は 癒えた。 

八月に は 京なる 子ども 等から 歌 を 寄せて 批點を 求めて 來た。 爲 相からの 五十 首の 旅の 歌の 中に、 

か. 9 そめの 草い 枕の 夜な/^ を 思 ひやる にも 袖ぞ！ »け き 

LO ある 傍に 小さく、 

秋 ふかき 草の 枕に 我ぞ 泣く ふりすて 、來 しす V- むしの 音 を 
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と き 添へ た 母、 もの やさし さ。 爲守 から も 三十 首 を 寄せて 「これに 點ぁ ひて、 あしから むこと 細 

かにし るした ベ 」 といって 來 たのに も淚ぐ まれる 。「これ も 旅の 歌に はこな た を 思 ひて よみたり け 

.5 と兑 ゆ。 下りし ほどの 日記 を この 人々 の 許へ 造したり し をよ まれた. o けるな め. 0  0」 など raa ふ。. 

これで 見る と、 日記 はま づ 旅の 記が 書かれて、 束なる 愛兒の もとへ 送られた らしい。 鎌倉滯 在中 

の 京との 消息 は、 その後 折に ふれて 整理され たもの らしい。 

^四 段、 最後の 長歌 は， 阿佛尼が 訴訟の 勝利 を 鎌 倉 八幡に 祈願した もので、 さすがに 聚爭 多年 

朱 解決のま^-拾 てられて ある 焦燥 を 歌 ひ、 爲政 者の 怠慢 を 非難し、 わが 方に 有利な 判決 あらむ こ 

と を 希つ て ゐる。 

文章 は 平安朝 式の 假名 文で は あるが、 「蜻蛉 日記」 や 「紫 式部 日記」 と は 大いに その 趣 を^; にし 

てるる。 かれが 冗漫 軟弱の 風 あるに 對し、 これ は 假名 文と して は 著しく 簡潔で あ.^、 率直で あり、 

平明で ある。 

平安朝の 女流が、 何^も、 「さるべ き 宿世」 と觀 じて、 悲しい 境遇に も あきらめの 心 を もって つ ， 

ましく 處 したのに 對し、 これ は 現 實に强 く 生きん がた めに、 飽くまで も戰 はう とする 心で ある。 

文章が 平安朝 式で ありながら、 しかも 簡潔で 近代的 趣 致の どことなく 感ぜられ るの は、 この 心の 
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所^で あるから である。 

要するに、 「十六夜 日記」 は、 作品と しての 憤 値 はさまで 高い もので はない が、 子 を 思 ふ 心の 閬 

に、 苦しみ 且闘ふ 女性の 偽 ましい 表白に は 心 をう たれる ものが ある。 

は その 女紀內 侍に 與へ たものと 傳 へられて ゐ るが、 まづ 二十に もなら ぬ 少女な 

巩 母の 文 

がら も、 K 明な ふ を 見込んで よろ づ 申し送る とて、 內 侍の 自尊心に 訴へ、 次に、 

まづた V- 人 は 心に て 候な hNO いかにみ めかたもう つくしく、 うきよに ならびなく きこえ 候へ 共、 心さ だま 

らす、 うつ /- とし *<> 候 はねば、 い たづら ごとに て 候ぞ。 御 心に 心 を そへ て、 いかに あらま ほしく おぼしめ 

し疾御 事に V* 候と も、 をの づ から 世に もれ W し V- 人のに くみそし.^ ぬべ からむ こと > どば ふるま はせ おはし 

まし まじく 候 ぞ0 

とて、 挤祌 修養の 笫 一 なる を說 き， それよ. 5 書、 欹、 繪. 琴， ^仕. 住居、 佛事等 を 述べ、 

ほね をば うづめ ども、 名 は うづます と 申ぞ かし、 なから む 後のう き 名 をば、 ^'の はぢ よりも 心う かるべき 

と 思 S し 接へ o 

と、 人 は 一代 名 は 末代と 內侍 s 自重 を 望み • 最後に 怫の笾 に ^進の 耍を說 いて ゐ る。 
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辨內侍 は 土 佐^:; 開祖で、 且^ 名な 歌人で ある 藤^: の 女で、 後深^！ い- 

辩內侍 日記 

內 侍であった。 信 實は父 際お と共に 歌人と して 名が あり、 似艙の 名手と して 知 

られ てるる。 「水 蛙 眼目」 (頓 阿) に、 信實の 女子 三人 共 歌人で ある こと を 述べ 「辨內 侍 は 老の後 尼 

になり て、 阪 本の 北に 仰 木と いふ 所に こもり ゐて 侍りけ り。 龜山院 きこしめして、 七夕 御會の 時 

題 をつ か はされ ければ、 七夕 衣に、 秋 來ても 露お く 袖の せば ければ たなばた つめに 何 を かさまし、 

とよみて はべりけ る を * げ にさ こそと あはれ がられお はしまして、 つねに 御と ぶら ひな ど 侍りけ 

るよ し. 仰 木に 行宣 法師と て ふるき ものの 侍りし が 語 中り き。」 と 書いて ある。 「辨內 侍 日記」 (一 ー卷) 

は 一 名 を 「後 深院辨 侍桀」 又は 「辨內 ^：寬 元 記」 と 呼ばれて るる。 上 卷には 寬元四 年 正：：：： 二十 九 

日に， 富 小路 殿で 後 峰哦院 が御讓 位に なった 事から、 後深草 天皇の 建 長 元年 九月に 至る までの 事 

を 記し、 下卷に は、 建 長 元年 十一月 冷泉 殿で 行 はれた 五節に 始 つて、 建 長 四 年 十月. H 二日 迄^ 事 

を 記して 居る。 此の 日記 は辨內 侍の 和歌と その 詞 喾 と を 基に して、 後の. ^が ©: き 上げたら しいと 

もい はれて るる か、 現存の ものに は 文章に 錯簡脫 落が 多く、 又 年月 や 事資の 誤も少 くない。 

作者 は才氣 煥發の 人で、 此の 點に 於て 淸少 納莒を 聯想す る or 枕 草子」 に 餅 粥の 日の 尻 打の こと 

が 面. S く 書いて あるが、 此の 日記に も 頭 中將爲 氏の 尻 を 打た うと 女 ^ どもが 大童になって 立騷ぃ 

三 〇 五 
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た 様子 を 面白く 書いて ゐ る。 また 建 長 二 年の 秋の こと、 御所に は 人も少 くて 淋しかった 或 日、 當 

時 八 歳の 御 幼 帝 は 御 つれづれ のす さびに、 面 を 作って 人々 を を どせ と 仰せになる。 內侍は 鬼の 面 

を かぶって 袴 を 胸まで 接き あげ、 濃い 單衣を 頭から かぶって 臺盤 所の 戸口に 立って ゐた。 さあ 大 

變、 鬼が 出に とい ふので^ 盤 所の 者 どもが 弓 を 持って 走って 來る。 此の 騷 ぎに 鬼の 方が 怖 氣づぃ 

て 逃げ出す 途端に、 溝に 陷 つて 笑 はれた とい ふやうな 無 邪 氣な話 も 書いて ある。 

要するに、 この 日記 は、 いかにも 少女ら しい 素直な 魂の 表現で ある。 その 心境 は、 苦惱 をへ て 

來た 個性に 比べて、 や、 深刻 味 を かく かも 知れない が、 無邪氣 であ， 9、 正^で あ り>  淡白で あり、 

快活で あり、 そして 乙女ら しい 一 種の 若さが ある。 それ 故、 池 田 龜鑑氏 は 「日記の 本文 を 熟讀す 

るに、 着眼の 焦點 とい ひ、 叙述の 態度と いひ、 そこに は靑 春の 若々 しさ は 見えても、 中年 女の 惱 

みは 如何にしても 見る ことが 出來 ないから、 多分 十七 八 歲 頃に 出仕した もので あらう o」 と 言って 

居られる が、 害 中には 殆んど 陰 s な 签氣 はなく、 後宮の 才嫒 を取卷 いた 陽氣な 場面が 次 か 次へ と 

現れて 来る。 池 田 氏が 「微笑の 文學」 とい はれた の は 誠に 適切ない ひ 方で あるじ 

內侍 は藤展 永輕の 女で、 伏 見 IK 皇が 舂宮 であった 頃から 仕へ た。 その 宮廷 生活 

中 務內侍 日記 

は、 後宇多 天皇の 建 治から 伏 見 天皇の 正應の 頃に 及んで るる こと は、 日記に よ 
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つて 知られる が、 それ以^の 明細な 閲歷は 知る 事 は 出来ない。 

日記 は、 弘安 三年 伏 見院の 御^ 法の ことから 始まり、 正應 五^病 重く して にさが つた 迄の 事 

をのせ て ある。 主として 宮廷の 公事に 關 する 記述で 「辨內 侍 日記」 より 筆づ かひが 詳密で ある。 

作者 はや、 老境に 入り、 且 病弱な 人であった やうに 思 はれる。 日記の 胃 頭に、 

い たづら に 明し くらす 春秋 は、 た マ 羊の 步 みなる 心地して、 末の 露 もとの 苇に、 後れ 先 だつ 例の^な き 世 

を、 且思 ひながら も、 ^達の 緣には 進ま や、 皆 生々 世々 に 迷 ひぬべき 人間の 八苦なる ぞ あさましき。 

と はしがき を 書いて るるが、 日記の 全體が 此の 心 持で 彩られて ゐる。 種々 な體驗 をした 中年者の 

心の 悩み を 想へ たとい ふ 趣が 一 卷を 貫いて ゐ るので あって、 そこに は 現 實と现 想との 矛诏に 泣く 

中年の 婦人の 淋しき 苦悩が あり、 焦慮が ある。 

耍 する にこの 日記 は 作者の 內面 生活の 苦悩から 生れ 出た 作品であって、 樣々 の 人間苦に 遭遇し 

て、 もがき あえぎながら * しかもな ほどうす る こと も出來 ない 沈痛な 人生 苦の 1 面 を 示して くれ 

るので あって、 一 種 陰 森な 瞑想 的な 表現の 文學 とい ふこと が出來 る。 

lllo 七 
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第三 章 女流 歌人 

建 遭 nn 院 建禮 門院 右 京大 夫 は、 その 名の 示す ごとく、 「平家物語」 の 女 主人公 中宮 建禮門 

右 r  3  m 院に 仕へ て、 平家 沒 落の 哀史に その 生涯 を綠り 込んだ 薄命の 女 歌人で ある。 由 

來我が 國 の歷史 の 中で、 平家の 盛袞の 一 幕 ほど 詩的な 時代 はない。 右京 大§ その 運命 を 平家の 

盛衰-つ 共に してる るが、 その 閱歷は 「平家物語」 にも 「源平 盛衰 記」 にも 現れて るない。 又 その 

歌 は 「新 古今 集」 にも 戟 つて 居ない。 その 爲に餘 り 人に 知られて 居ない ので ある。 彼女 は 能書の 

^として 代々 その gco 高い 世^ 寺 家に 生れ、 「源氏物語」 の 最初の 註 「源氏 釋」 の 著者で あり、 「山 

路の 露」 の 作者に 擬 せられて るる 藤 原 伊行 を 父と し. 千載 新 勅撰の 作者^ 經を 兄と した。 母 は 笛 

の 名人 大神^ 政の 女で， 琴の 名人で 夕霧と 云って るた。 甥の 行 能 も 亦 歌の 上手で ある。 かやう に 

藝術 的お 養に 惠 まれた 環境に 生 ひ 立った 彼女 は、 やがて 宮中に 上って、 時の帝なる 高 倉 天皇の 中 

宫^ 禮 門院に 仕へ たので ある。 彼女の 宫廷 生活 は、 彼女に とって は 一 生の 春であった。 而し てこ 

の宮让 つ. に、 小 松 內大ほ 重 盛の 次男で、 かの 三位 中將維 盛の 弟なる 右近の 中將资 盛に 想 はれた 


ので ある。 しかも 樂 しく はた 悲しい 物 思 ひに 沈んだ 日 も 多かった。 か、 る^に 世 は 戰亂の 巷と な 

つて、 驕る 平^は 滅亡の 淵に 沈み、 遂に 元膀ニ 年の 壇の 浦の 戰に は、 その 愛人の 死 を さへ 聞かね 

ばなら なかった。 彼女の 悲しむべき 生涯の 閱歷 は、 こ、 に その 絶頂に 達した ので ある。 それから 

以後， 大原 山の 奥深く 建禮 門院 をお 訪ねした 事 もあった。 又、 叙 山の 麓 坂 本に 资 盛の 遺 兒を 見る 

ベく さまよったり などして、 幾年 かの 後. 再び 宮仕 する 身^な つた。 かくて 變り はてた 大內 山の 

うちにあって、 その かみの ことども 思 ひ 出で つ、、 永の 顷に 至る まで 齢 を 保って ゐ たものと 思 

はれる。  - 

彼の 集 は、 その 晚 年に 時の 歌壇の 巨匠 藤原定 家が、 「新 勅撰集」 を 撰ぶべき 勅命 をう け、 その 料 

にとの もとめに よって、 忘れ 難く 覺 ゆる ことども を 思 ひ出づ る ま  >  に 書きと V- めた. S が 記されて 

ある。 家の 集と は 云 ひながら、 その 詞書 をた どると、 まさに これ 一 自叙 傳を 成して 居って、 その 

女 美しく 憐れな 閱歷 が、 美しく 又 哀れな 筆で 記されて ある。 

流 歌 數は約 ニ^ 首、 ほ V 作 年代順に 編 次され てるる。 卷 初の 部分 は、 比較的 ゆったり とした 調の 

歌 歌が 多く • 建禮 門院に 奉仕 中、 重 盛 * 時忠、 成 親の 妻、 知 盛、 忠度、 通 盛， 維 盛、 资 盛との 交渉 

ノ や 贈答の 歌な どが 昆 える。 

一一 5 九 
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彼女の 追惊 はま づ承安 四 年の 舂に はじまる。 

"へぉ院 の 御 位の 顷、 承 安四 年な どい ひし 年に や、 正月 一日中 宫の御 方へ 內 のうへ わたらせ 給へ りし 御 引 直 

衣の 御 姿、 宫の御 もの /- ぐ 召したり し 御 さまな どの、 いっと 申しながら 目 も あやに 見えさせ 給 ひし を、 も 

の ゝ ほと. o より 《33參\ら せて 心に ms ひし こと 

雲の上に か  > る 月日の 光兒る 身の ちぎり さ へ うれしと ぞ思ふ 

その 頃 は 平氏の 世の 盛り、 一門の 公達 は- やがて 來む沒 落の 悲運 を 知らす、 嘗ての 藤氏 華 かな 

りし 頃に も 似て、 堂上に 花 を 競うて ゐ た 時で ある。 若い 男女の^に は、 甘美な 戀愛 がさ、 やき 交 

された であらう。 若く して 美しかった 彼女 を繞 つて、 どれ だけの 公子 達が いひよ つたこと か。 彼 

女が 戀 せじと 心 一 つに 思 ひきめた の も、 さう した 男 達の 心の つれな さ をい くら も兒 てゐ たからの 

ことであった らうが、 その 堅い 心の 戶も、 新 三位 屮將资 盛の 切なる 求愛の 前に は 開かれす には^ 

なかった。 

W となく も^  くこ どに 心う ちゃ. 5 てす ぐし つ /- 、 なべての 人の やうに は あら じと 思 ひし を、 朝夕 女 どち の 

うに- 5 じ b ゐて見 A は. す 人 あまた ありし うちに、 と り わきて といく いひし を、 ある まじき こと やと  <； の 

こと を 見 W きズも 思 ひし かど、 契と かや はの がれ 雜 くて …… 


人欲 流 女 


互に 想 ひ 想 はる、 身と なった。 しかも 「思 ひの 外に 物 思 はしき 事」 などあって、 樣々 に 思 ひ亂れ 

る 事 も 多かった。 

散らすな よ 散りな ばいかに つらから し 忍ぶ の 山の 忍ぶ まの 葉 

の やうな 少女ら しい 歌 も あるが * 

夕日う つる 木す ゑの 色の しぐ る、 に、.：" もやが てかき くらす.^ な 

もの 思へば 心の 春 も 知らぬ 身に なに 鶯の つげに 來 つらむ 

の 如き あはれ な 歌 も ある。 彼女が 資盛を 思 ふ 心 は 常に 淚ぐ ましい 厲 心から 出て, Q たが、 资盛 はと 

かく 花に 戯れる 胡蝶の 如き 浮かれ 心であった。 それ 故 「人の 心 思 ふやう に^な かりし かば- すべ 

て 知られす 知らぬ 昔に なし はて、 あらむ」 と 思へ ど、 

. つねよりも 面影に 立つ ゆ ふべ かな 令 やかぎ りと 思 ひなる にも 

よし さらば さて やまば やと Ha ふより、 レょ わさの.,^ たま さるい な 

淸く忘 れて 昔の 心に かへ らうと 思へば、 あやにく に その 人の 面影 は 常よりも 深く 胸に 刻まれ、 心 

弱さ 一 入 まさり、 とかく 物 を 思うて 泣き あかせば • 花 s の 枕 紙 は 淚に色 あせて ゐ る。 

初の ほど は、 人に 知られたならば、 如何に 恥し からう と、 つ、 む 心に 色 々と 思 ひ惱ん だが、 今 

三 1 1 
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は 我が 心 一 つに 包み かねて 親しい 友に、 

さきの 世の 契に まくるなら ひ をも^ はさり とも 思 ひ 知 るら む 

と 一 lie ひお くる。 かくて、 彼女の 物 思 ひ は 日と 共に 增す ばかりであった。 祈から 資 盛に は 正妻が 定 

る 事に なった。 かねて 豫 期した ことながら、 さすがに 心細 さの 堪 へがたくて、 馴れし 枕の 傍に 硯 

の ある を 引きよ せ、 

誰が 香に 思 ひう つると 忘るな よ 夜な夜な 馴れし 枕ば かり は 

と 寄き つけて 見る。 妬ます 恨ま や、 せめて 此の 枕ば かり は 忘れ 給 ふなと 願 ふ 心の、 いかに やさし 

い 事で あらう。 その 時资 盛の 返し は， 

、い に も 袖 に も あま るう つ り 秀 を 枕に の み やちぎ りお く ベ き 

とい ふうれ しい ものであった。 しかし 資 盛に 正妻が 定まった 後 は • 昔 通りの 交は續 かなくな つ 

す 

かう して 物惱 ましい 中に も樂 しい 日 を 送って るた 右 京大 夫の 前に、 終に 平家！^ 亡と いふ 悲劇の 

幕 は 切って 落された ので ある" 榮 華の 春 は壽 永の 兵火に 亂 されて、 平家の 一門 は 蒼惶として 西 海 

に 走る ことにな つた。 


B 永 元 1- などの 頃、 世の さわぎ は、 夢と も 幻と も哀 とも II： ともす ベて，/ \ いふべき き はに もな A りし 

が、 よろ づ いかな りしと だに 思 ひわ かれ や。 中々 思 ひも 出で じとの みぞ 今まで も覺 ゆる。 見し 人々 の 

都 別る Z- と閒 きし 秋 ざまの ことと かくい ひても 思 ひても、 心 も 言^も S ばれす o ま ことの 際 は、 我 も 

人 も かねてい つと 知る 人な かりし かば、 ただ 言 はむ 方な き 夢との みぞ. 近く も 遠く も 见閗く 人み な 迷 

はれし。  つく-^ と 思 ひつ づけて 胸に も あまれば、 佛に むかひ 奉りて、 泣き暮す よ ほかの こと 

なし。 され どげ に 命 はかぎ. IT. あるの みに あらす、 さま かふる こと だに 心に まかせで  

又た めしたぐ ひも 知らぬ^き こと を 見ても さて ある 身 ぞうと ましき 

资盛は 無論 一 族と 共に 西に 下った。 

いづこに ていかなる 事 を 思 ひつ 、 今宵の 月に 袖し ぼ るら む 

月明き 今^:、 今 は 何處の 土地に 如何なる 事 を 思 ひながら 嘆いて るる ことで あらう。 雲の た V- やま 

女 ひ、 風の 昔に つけても、 思 ひ やられる の は 愛する 人の 身の上で ある。 しかし その 中に、 

恐ろしき 武士 どもい くら も 下 *00 何かと 聞く にもい かなる こと を 何時 聞かむ と 悲しう 心う く、 泣く 

く ほたる 夢に つねに E しま、 の 直 衣 姿に て、 風の 夥しく 吹く 所に、 いと 物 思 はしげ にう ちな がめ ズ 

あると 見て、 さわぐ 心に さめた る 心地い ふべき かたなし。 唯今 もげに さズ もや あるら むと 思 ひやら 

三 1 三 
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れて 

浪 風の あらき 騒 ざに たヾ よ ひて さ こそ はやす き 空な かるらめ 

と 思 ひ やられた。 やがて 资 盛の 叔父なる 重 衡は捕 はれて 東へ 下る とい ふ 噂 を 聞いたり、 又资 盛の 

兄なる 維 盛が 熊 野の 浦で 入水した とい ふ 事 も 聞いた。 そして 最後に 悲しい 便 は 都に ある 大 夫の 許 

に 届けられ たので ある。 平家 滅亡の 最後の 幕 は 開かれて 资盛も 壇の 浦の 藻屑と 消えた。 かねて 一 

度 はかう いふ 便 を M くで あらう と覺悟 はして ゐ たもの、、 尙 その 悲しい 便 を 聞いて は、 悲し さの 

餘心も ぼんやり として、 數 日問寢 ての みくらして 泣いて ゐた。 

ためしな く か 、 る 別れに なほと まる 面影ば かり 身に 添 ふ ぞうき 

いかで 今 は 甲斐な き 事 をな げか やて 物忘れす る 心に もがな 

かば かりの 思 ひに 堪へ てつれ もな く 翁ながら ふる 玉の 緖も 浚し 

など 切々 として 胸 をう-つ あはれ な 歌 をうた つた。 又 ある 時 は、 形見の 消息の 反故 を かき 集め、 そ 

れを 料紙に すかせ、 s ら經文 を 書き、 その 背面に 地藏六 饅 を ゑが き 奉って 故人の 魂 を 供養した が、 

それ は、 「人め つ、 ましければ、 疎き 人に も 知らせす、 心 一 つに」 なされた 營 であった。 又 見る と 

もな く 目に ふれた 亡き人の 筆の あとに、 


悲し さはいと v, もよ ほす 水 莖の跡 はな かく 消えぬ とぞ おも ふ 

と 紅淚 をし ぼる こと も あ つ た o 

忘れが たき ほ 送る ま、 に、 或 時 は 北山なる 亡き人の 別 莊を訪 ひ、 又 或 時 は 煙と なった 平家の あ 

址に まさめて、 暫し懷 古の 淚に 咽べ た。 かくて 一 曰、 大 原の 奥深く 寂 i に 謹 門院 を訪ひ 

奉る ことにな つた。 

女院大 原に おはします とば かり はず i ら すれ ど、 さるべき 人： られて はまきべき やう もなか 

ho を、 深き 心 を しるべに て わりな く たづね ま f に、 やうく 近づく まに m 路 の けしきより まづ 

、 淚は先 だち ていふ 方な きに、 f のさ ま 御す まひ 事 がら、 すべて 目 も あてられす 昔の 御ず さま 見 

ま.？ せ. さらむ だに、 大方 S がら いや 事 もな のめなら む。 まして 夢現と もい ふかた なし。 秋 深き 

, 山お ろし 近き 棺に ひぎ あ ひズ、 S 水の 音， つれ、 鹿の 聲、 虫の 音 いづく もの 事 なれ ど、 ためしな き 

女 悲しさず。 都ぞ 春の f たち かさねて さ ぶら ひし 人々 六十 餘人 f しか ど、 4? , さまに" はへ た 

流 る 墨染の 姿して、 はっかに 115 人ば かり ぞ さむら はる ，o その 人々 にも、 さても やとば かり ぞ われ も 

酜  人 もい ひ 出で た hs し。 むせぶ 滾 にお ぼ ほれて、 言 もつ V, けら 1 や o  、 

今や 夢 昔 や 夢と まど はれて い かにお もへ どう つ 、 ともなき 
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あ ふぎ 兌し 昔の 雲の上の 月 か 、るみ 山の かげ ぞ 悲しき 

見る 物 聞く 事す ベて 淚の 種で ある。 夜 深き 冬の 黑ぃ 空に 大きな 星が 一面に 光. り 輝く を 見ても、 亡 

き 人の 魂で はない かと 怪しい 心 もちが する。 日吉の 山路に 吹き 散る 雪の 面白き 景色 を 見て は、 見 

せば やと 思 ふ 人の なきが 悲しく、 志賀 の浦邊 にさす らうて は、 その 浪 風に 戀 しき 人の 沈んだ 海 を 

思 ひやり、 時 を 問いて は 死 出の 山路の たよりなつ かしく、 春の 小鳥の 歌 を 聞いて は 「晴れた る 

空 も かきく らしつ、」 と悲 まれる。 

かやうな 年月 を这る 彼女 は、 姿 こそ 變 へぬ けれど、 心 は 旣に世 を 拾て 菜て 、るた ので ある。 然 

るに 「さるべき 人 々さ. 9 がた くい ひ はから ふこと ありて、 思 ひの 外に」 再び 宫仕 する 身と なった。 

此の 後 彼の 女 は 一生 を宫 仕で 終へ たやう であるが、 その 間に 於て 見聞く 事が、 又す ベて 昔の 人 を 

思 ひ 出す 種であった。 彼女 は その 人 を 呼ぶ に 「さめやらぬ 夢と 思 ふ 人」 「はかな かりし 人」， とかく 

物 を 思 はせ し 人」 などい ろくの 言 葉 を 用 ひて るる。 何れも 彼女の 胸に 深く 刻まれた 资 盛の 姿で 

ある 

以上 は 右 京大 夫 集の ごく あらまし を 語った に過ぎないが、 右 京大 夫の 一生 は * 實に 「平家物語」 

十餘 とも 言 ふべき ものである。 その 歌 三な 餘^: は、 何れも 平家 時代の 女性に 通じた 悲痛 


の 整で ある。 右 京大 夫の 悲しみの 歌 は、 た-の 歌も^ 沈痛 を 極めた もので * その^に して 切なる 情 

は、 平安時代の 才女の 間に は 到底 求められない ものである。 

一：. 式子內 is 王 式子內 親王 は 王朝の 末期、 爛熟せ る 王朝 文化が 源 乎 武士の 馬蹄に 踏み荒される 

頃、 後白河 院の 皇女と して 生れ 給うた。 御 母君 は 大納： K 藤原季 成の 女、 高 食 三 

位 局 成 子の 方で あ. る。 母系 はすべ て 文雅 I にす ぐれ、 公實、 責行. 公敎、 實房 等の 如き は、 い 

， づれも 有數の 勅撰 椠の 作者で あるが、 內 親王 も 亦 天 性の^ 質に めぐまれ、 並ぶ ものな き當時 女流 

の笫 一 人 者で あらせられた。 然し 乍ら その 御 華 かなる ベ き 御 生涯 も、 時流の 前に は あまりに も， 

痛 はしい 限りであった。、 

. 內 親王 はニ條 天皇 (御 兄) の 平 治 元年 十月、 賀 茂齋院 となられ たが、 高 倉 天皇の 嘉應 元年 七月 

病 を 以て 退 下せられ；^ それより 後 は、 淸 くもつ、 ましい 獨 身の 生活 を 送らせられ、 ひたすら 御， お 

女 懷 や-歌に 托せられ てるた ので あるが、 源平 ゅ亂 による 世相の 推移、 公家より 武家へ と 移り行く 世 

流 の 相 は、 內 親王の 御身に も、 時運に 殉じ袷 ふ 御 血緣の 方々 を、 次々 へと 見つめて 居らなければ な 

歌 ら なかった。 保 元の 亂に引 綾く 平 治の 亂は、 御 父お 御 幽閉の 悲運 さへ も 生み出し たので あるが. 

やがて 御 叔父 崇德院 や、 御 兄 以仁 王、 圓恵法 親王 • さて は 御 甥安德 天皇に 至る 迄、 相次いで 悲壯 

三 一 七 


ttic る た ^て し 通 を や 文^ m 


三 一 八 

な憐牲 となられ た。 その 二三 十 歳に 亙る 御成 年期の 精神 は、 生々 として 「千載 集」 或は 御^ 集の 

中に 寫 されて ゐ る。 ついで 賴 朝が 鎌 倉に 幕府 を 開いた 建久 三年に は、 後白河 法皇の 崩御が あった。 

內親王 は その 遣 領大炊 御 門院 を 受けて 移り 住まれた が、 こ 、 は當時 歌人と して 時め く 良經の 嘗て 

の邱 宅であった ので 「古里の 春 を 忘れぬ 八重 樱 これ やみし 世に か はら ざるら む」 と 述懐せられ て 

るる。 御^ 姉 殷富 門院の 御 出家 もこの 年で ある。 

かく 痛ましき 時流の 犠牲^と して、 わびしき 日々 を迗 つて 居られた が、 苟 酷な 運命の 魔手 は尙 

も その 笞を綏 めようと もせ や、 思 ひがけない 疑は內 親王の 御身に 投げ かけられた。 鏠倉 からの 使 

が^した 知らせ は、 藏人； i 粲仲、 僧歡 心の 陰謀 事件に、 內親王 も 御關り あらせられ るとの 恐し い 

HE 紫で ある。 何たる 暴 51! それが 武家の 專橫に 出た 策に 過 ざない 事 は 明白に 分って， q た。 しか 

し內 親王 はこの^ 命に 逆 はう と はされ なかった。 そして 御 姉 殷富 門院と 同じく みぐ し を 下し、 承 

如法と 猇 せられた。 正 治 二 年、 髙倉院 (御 弟) の 孫 皇子 ノ 後の 順 德 天皇 I 時に 四歲) を 御 猶子と せ 

られ たが、 その 前年^より 病が 重って、 翌 三年 正月 二十 五日に 薨 ぜられ た。 その 病狀の 委曲 は、 

内 親王に 親交あった 藤原定 家の 「明月 記」 につく されて ゐる。 あの 一 代の 傑作 正 治 初 度 百 首 は * 

この 大患の^ 二 年 目の 八月、 や、 小崁を 得られた 問の 御作で、 その 御疲勞 による か、 作り 終へ て 


定 家に お示しに なった 二三 曰 後より 又々 御發 熱- 遂に 薨ぜ られ たので ある。 その 百 首 中の、 

あかと *9 

^の ゆ ふっけ^ ぞ あはれ なるな がきね ぶり を 思 ふ 枕に 

あ ともなき 庭の 淺 茅に 結 ぼ ほれ 露 0 底なる 松蟲 のこ ゑ 

などの 御 歌を拜 謹して、 その 詞 句の 間にう か V- はれる 病床の 御 生活と、 淋しき 御 一 生と を 想 ふと 

き、 到底 淚 なしに は 鑑賞 申し上げられな いので ある。 

內 親王の 御 歌に は、 初め 神に 仕 へられ、 後に 剃髮 してお 過し なされた その 御 生涯に ふさ はしい、 

つ、 まし やかな 氣禀と 品位が あり、 更に 繊細な 感情と 洗煉され た 技巧と が ある。 そして それが^ 

綜 して 洵に 微妙な 格調の 癸し さ をな して るる or 後爲 羽院御 ロ傳」 に は、 

ちかき 世に よりて は、 大炊 御門 前 齊院、 故屮御 門 攝政、 吉水 僧正 これら 殊勝 也 o 齊院は 殊に もみ もみと 

ある^に よまれき。 

女 と ある。 この 御 評に ある 「もみ もみと」 は、 恐らく 織 細 巧緻な 技巧 を 用 ひながら、 氣品 ある 御 歌 

流 を 成し 給 ふた 內 親王の 歌風 を 指して 仰せられ たので あらう。 

砍  山 深み 春と も 知らぬ 松の 戶 にたえ だえ か、 る 雪の 玉 水 

山 ふかく 閑居した 身の、 雪 どけの 水に よって 舂 の 音 づれを 聞く とい ふ、 さびしい 中に 情趣の 深い 
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境地で ある。 霄 薬の 表に は、 遇い 山家の 春と、 庵の 木戶の あたりと、 キラく する 玉 水と が 描か 

れ てはゐ るが、 しかも 歌全體 として 感受す る もの は、 かう した 世界の 中に、 靜 かに それ をな がめ 

てゐる 女性の 姿で ある。 神に 仕へ た 美しい 皇女^ 面影 は、 この 一首に 髴 として 想像され る感が 

ある o 

はかなくて 過き にし 方を數 ふれば 花に ものお も ふ 春ぞ經 にけ る 

夢の 如き 過去の 忘却のう ちに、 花に 心を盡 くした 春の あはれ の 記念の みが 殘る よしを 述べた、 い 

かに も 女 歌人ら しい 優しい 心境で ある。 

花 は 散り その 色と なくなが むれば むなしき 签に舂 雨ぞ ふる 

花 は 散" はてた、 それと はなしに 茫然とう ち 眺めて. Q ると、 何の 色彩 もな くむな しい^に しと 

くと 养 雨が 降って ゐる。 花でなくて 春雨が …… 。 しづかな 哀傷で ある。 春の くれ 方の さびしく 

も 美しい おもむきが しんみ. o と.^ れ る。 

玉の 絡よ 絶えな ばた えね ながらへば 忍ぶ る ことのよ わり もぞ する 

懋 愛に 命 を かけた 情熱 を 詠 じた 御 歌で ある 。「百 人 一 首 にある 有名な 御 歌で あるが、 その外 戀の 

歌と して、 


わすれて はう ちな げ^る、 夕 かな 我の み 知りて すぐる 月日 を 

わが 戀 はしる 人 もな しせく 床の なみだ もらすな つげの 小 枕 

などが ある。 對^ をな す具體 的事實 について は 勿論 知る 由 もない が、 かの 讅曲 「定 家」 にも ある 

やうに、 內 親王に 關 する 戀愛說 話 も 存在す る 程で、 何等かの 事 實が存 した かもしれ ない。 その 御 

身分から 申せば、 極めて 自由 を束縳 せられて ゐ たので、 外見 は 極めて 単調な 御 生活で あっても、 

心の 內で はかう した 御 歌 その ま、 の 氣持を 味 はれた ことがない と は 申せない。 

新 古今 集 時代の^ 表 的 女流 歌人の 一 人と して 異彩 を 放つ 俊 成 卿 女 は， 源 通 具の 

室、 卽ち 具定の 母で ある。 出家して 中院禪 尼、 蜣峨禪 尼， 越部禪 尼な ど、 呼ば 

れた 以外に は餘り 知られす、 古 來俊成 卿 女と 呼ばれ、 「尊卑 分脈」 「御子 左絮 系圖」 等に も 俊 成の 女 

となって 居り、 一般に その 儘 信ぜられて ゐ たが、 最近に 至って、 それ は 誤で、 賁は俊 成の 孫で あ 

女 る ことが 明かに なった。 

流 若 狄守忠 親の 女 は、 もと 藤 原 爲隆の 妻で、 隆信を 生んだ。 ところが 爲隆に 死に別れ たので、 俊 

眯 成の 後妻と なって、 定家ゃ 家 成な ど を 生んだ。 四十 歲餘 になっても 子供の なかった 佼成は 非常に 

人 喜んだ。 併し 俊 成に は 女の子がなかった ので、 もの 足らな く 思って ゐた ところが、 爲隆 との 問に 
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生れた 降 信が 才能が あつたので 、へ 俊 成 は 愛して ゐ たが、 隆 信に は 女の子が あった。 卽ち俊 成の 妻 

の 孫 女で ある。 この 孫 女が 非常に 才藻 13! かであった ので， 俊 成 は 殊の外 鎵 愛した。 そして 俊 成が 

出家して 釋 阿と 名前 を變 へてから は、 その 孫 を 養女と した。 これが 俊 成 女と して 知られて るる 有 

名な 女 歌人で ある。 

彼女 は 成人の 後 源 通 具の 妻と なって 一 男 一 女 を 生んだ。 通 具 は 新 古今 集 撰者の 一 人で あり， 且 

名門であった ので、 その 點 では 非常に 幸 幅な 結婚と いふべき であった が、 間もなく 夫 通 具 は 他の 

權勢 ある 女房と 婚し、 彼女 を 省みない やうに なった。 彼女の 否運 はこれ から 訪れた ので ある。 そ 

こで 彼女 は 押 小路の 家に、 心變 りした 夫 を 恨みつ、 佗しい 月日 を 送って るた が、 遂に 意 を 決して、 

女房と して ^^御所に 奉仕す る ことにな つた or 明月 記」 によると、 彼女が 院に 召された の も、 歌藝 

によっての やうで^ るが、 歌人と して 世に 知られる やうに なった の はこの 前後からの ことで、 爾 

後 二十 年 近くの 間 行 はれた 歌合な どに は、 殆んど 名 を 列して ゐな いこと はない。 歌 作者と して 最 

も 油の のった 時代で ある。 然し 乍ら この 華 かなるべき 女官 生活、 歌人 生活の かげに は、 女と して， 

妻と して、 母と して 堪へ雞 ぃ悲愤 怨恨の やるせな さがあった こと、 思 ふ。 

むさし 野の^の ゆか h に^く 雉子 春 はむかし のつ まなら ね ども 


の 歌 は、 この頃の 作者の 心境 を 詠んだ もので あらう。 夫 に^れ、 生みの 子 を殘 して 女せ 生活 をし 

て 居り 乍ら、 子 ゆ ゑの 情愛に 心が 引かれて、 春 野に 嗚 くき V- すの 思 ひで あると いふので、 母と し 

ての 作者の 痛切な 悲哀 を 歌った ものである。 

歌人と しての 經歷を 見る に、 建 仁 元年の 「千 五百番 歌合」 に 加 へられ- 其の後 林 M の 御 歌传に 

も 召される こ？ 厘々 であった らしい。 建 仁 二 年の 十酋 歌合. 建 仁 三年 歌合 等に 作者と して 列り、 

同 三年 俊 成 九十 贺の殍 風 歌に、 . 

秋 をへ て やどりし 水 0 こ ほれる を ひかりに みがく 冬の 夜の 月  、 

の 秀歌 を 遣して るる。 その 翌年、 俊 成の 歿後、 彼女の 運命 は 寧ろ 不遇に 傾いて 行った。 「新 古今 桀」 

の 編お により、 その 歌人 的 地位 は 確立され にが、 實父隆 信 はついで 世 を 去り、 建 保 三年 五 首 歌合 

の 中に ある 「行路 秋」 と 題され た、 

女  蟲の昔 も わが 身 ひとつの 秋風に つゆ わけ わぶ る をのの^ 原 

流 とい ふ^は、 常時の 彼女の 簿 命 を 表象した ものの 如く 感ぜられる。 安貞 元年 通 具に 死^し、 ^喜 

酞 中 W 家して 尼と なった。 暫く 母の 墓所で ある 嗟 哦の中 野 附近に ゐ たと 思 はれる。 ^峨^ 尼と か 中 

き 

人 野禪 尼と かいはれ るの はこの 故で あらう。 かくて 後 越 部鄉に 赴き、 建 長 六 年 歿した。 
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彼女の 作 は 「新 古今 集」 以下の 勅撰集に 百餘 首が 入り、 群 書類 從所收 「俊 成 卿 女 集」 に は 二百 

四十 餘 首が あつめられ、 他に 歌合 等に ある もの を 加 へ ると 約 五 百 七十 首傳 へ られ てるる。 

その 歌風に ついては 源 通 光が 「續 歌仙 落窨」 ^中に、 

風龃 こまやかに 面白き さまな. 5、 萩 をみ なへ し 花 さきみだれ たる 野 邊の夕 ぐれに、 蟲の音 をき くと やい ふ 

ベから む。 

と 評して るるの は、 よく 卿 女の 歌風 を 理解した 言で あるが、 その 歌 は優艷 である。 一 口に 優艷と 

いふが、 單 なる 優滟 でな く、 上品な 沈！！ の ある 趣で あり、 華麗で なく 優美で ある。 優艷な 情趣 を 

女性的 繊細 美 を 以て 表現して るるの が 彼女の 歌と いふ ことが 出来る。 なほ 鴨 長 明の 「無明 抄」 に、 

人々 の羝. 5 しは^ 成 卿の 女 は、 晴の 歌よ まんと て は、 まづ かねて もろもろの 集 どもく. 9 かへ しょく-/^ 

la て、 思 ふば かり 見 終り ぬれば とりお きて、 火 かすかに 灯し、 人 音な くして あんじけ る。 

と あるが、 これ は 彼女の 歌風 を 知る 上に、 誠に 面 s ぃ記錄 であると 思 ふ。 

風 かよ ふ寢 ざめ の 袖の 花の香に かをる 枕の 春の 夜の 夢 

美しい 春 夜の 夢と、 ねざめの 床に 通 ふ 花の香、 その 中に ゐ る 麗人、 すべて これ 優美 艷麗の 情趣で 

ある。 


いその かみ ふるの わさ 田 を 打 か へ し 恨み かねた る 春の くれ かな 

うらがれて 下葉 色づく あき 萩の 露ち る 風に 鶉な くな り 

すま § や 天と ぶ 雲の 跡 晴れて 波より 出づ る 秋の 月 かげ 

缵岐は 平淸盛 を討滅 しょうとして 敗れ、 遂に 平等 院に自 匁した 源 三位 賴政を 父 

一 一條 院讚岐 

として 生れた。 母 は 束 四郞源 忠淸の 女で、 兄に 伊豆守 仲 綱が あり- 從 姉妹に 宜 

秋院丹 後が ある。 父 賴政は 武略 を 以て 知られて るるが、 和歌 をよ くし、 風流の 才に 富んで るた。 

近衞 天皇の 御惱の 種であった 怪岛鵷 を 退治して 恩賞に ぁづ かった こと は、 餘. 9 に 有名で あるが、 

「上るべき たよりなければ 木の本に 椎 (叫 位) を 拾 ひて 世 を 渡る かな」 と 詠んで 三位 を 賜った こと 

も 人の よく 知る 處 である。 兄 仲 綱 も 亦 歌人と してす ぐれた 人であった。 かう した 環境に 人と 爲っ 

た讚岐 が、 才媛と して 世に出た の も 偶然で はない。 ニ條 天皇に 御 仕へ したの は、 何時から であつ 

女 たかく はしい 事 は 分らない が、 家集 を 見る と、 ニ條 天皇の 御製に 對 して 御 答へ 申し上げた 讚岐の 

流 歌が 所々 に 見えて ゐて、 御 信任の 厚かった ことが 知られる C 

酞  ニ條^ 御 時 月の あか 5 りけ る 夜、 終夜 南 殿の 花御覽 じて 嘵ち かくな りて さとへ 出て、 次の 日 まるら せ 

/  たりし 

三 二 五 


ft 女る た n て し^を ゆ 文 xr^ 


濯 六 

花なら や H も 見 をき し 雲の上に 心ば かり は 出す と を しれ 

御返し 

出で しょり 空に 知. 9 にき 花の 色 も 月 も、 いに 人， 9 ぬ 君と ま 

花の 盛に、 心なら や 里へ. H でしに まるら せけ る 

あか やして 雲井の 花に めか るれば 心 空なる^ の夕暮 

御返し  - 

い つ とても 雲る の 櫻な かりせば 心 そらなる こと は あら じな 

ニ條 天皇の 崩御の 後に、 建久六 年の 頃に は 中宮に も 奉仕して ゐ たやう である。 なほ 「玉 葉 集」 に 

ある 善 信 法師との 應答 歌に よると、 讖岐 が^ 勢に 所領が あった こと、 その 所領に ついて 問題が 起 

つたので、 京都から 銶倉に 下り、 源赏 朝に 訴へ たこと などが 分る。 

ニ倏 院の廣 呔、 伊勢. K にしる 所 侍りけ るに、 わ づらひ あるに よ. o ズ、 鎌^ 右大臣に 愁 へむ とて、 ぁづ 

まに くだ. 5 侍りけ るに、 ほ V- の ごとくな. 9 て、 歸 hN のぼりければ 申しつ か はしける 善 is ま 師 

兮 はた.、 のいた マ の 橘のと だえ し を 踏み Q しても 渡る 1^ 哉 

S し  ニ倏^ 讚-お 


朽ちぬ ベ きいた V- の 橋の はし 造り 思 ふま、 にも 度し つるかな 

諧岐の 歌 は 「二 條院諧 岐桀」 として 一 百 首の 歌が 集められて るるが、 土 御門 天皇の 建 仁 元^に 

は、 定家、 i> 雅經、 有 家 等碩學 名流の 問に 伍して 千 五百番 歌合に 列し、 女流 歌人と してお 闘 

し、 或は 民 部 卿家經 房の 歌合に も 出 座し、 正 治！ 一年 院五百 首に も 出 詠して るる 。「讃岐 桀 1 の 歌 は、 

平明 流暢で 着想に 巧な 歌が 多く、 抒情 味は豐 かであって、 純 叙景 歌 は あま h 見えない が、 「新 古今 

集」 や 千 五 百 # 歌合に 入った もの は、 家集の 歌に 較べる と、 一段と 微妙 巧緻なる ものと なって 

るる o 

山.； 咼み嶺 の 嵐に 散る 花の 月に 天 ぎる あけがたの 筌 

あとた えて 淺 茅が すゑと なりに けり 頼めし やどの 庭の 白露 

など は 繊細 巧緻、 よく 後期の 作風 を 代表す る ものである。 

なほ 諧岐は 或る時 「石に 寄す る戀 といへ る 心 を」 とい ふ题 で、 

^か 袖 は 潮干に 見えぬ 沖の 石の 人 こそ 知らね かはく まもな し 

とい ふ 歌 を^ じ、 これが 世 問に ひろまって 絶^と して 賞 讚され 「沖の 石の 讃岐」 とい ふ 與 名 を 得 

たと 傳 へられて ゐ る。 
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三 二八 

待 锊の小 侍從と は、 元は 阿波 局と いって、 高 倉 院の御 位の 時、 宫 仕して ゐ た 女 

^  * め かたち 

房で ある。 眉目 姿 人に 勝れ 心 優しき 女性であった ので、 主上の 御 慈み も 深く、 

心 通 はす 大宮人 も數 多くあった。 中で も德大 寺贲定 卿 は 特別の 御 執心で、 常々 御 忍びで 小 侍從の 

許へ 通って 居られた。 嘗て 皇后より、 「待.^ と 後 朝と 何れ か あはれ まさる」 と 問 はれて、 

待つ 宵に 更け 行く 鐘の^ 聞けば 歸る 朝の 鳥 はもの か は 

と 詠 じて、 「待 宵の 侍從」 と 呼ばれて るた。 間もなく 平家の 人々 は 新 都 を 福 原に 遷し、 德大 寺左大 

將！^ え 卿 も 新しい 都へ 住居 を遷 してし ま はれた が、 舊都を 傯ぶ情 は 待脊戀 しさの 思 ひと 共に 日に 

日に 深くな. 9 まさり、 遂に 八月 十五 日の 夜、 福 原より 上り 給うた。 ところが、 

何事 も 皆變. o 栗て、 稀に 殘る家 は、 門前 草深く して 庭上露 滋し、 蓬が 杣淺 茅が 原、 鳥の 臥戶 と荒枭 て、、 

虫 5 聲々 怨みつ 、、 货菊 紫^の 野^と ぞ 成に ける。 今故鄉 の名殘 とて は、 近衞 河原の 大宫 ばか. 9 ぞま しま 

しける。 大將 御所へ^ り、 先隨身 を 以ズ、 惣門を 叩 せら るれば、 內 より 女の 聲 にて、 誰ぞゃ 蓬生の 打 掃 

ふ 人 もな き 所に と笤 むれば、 是は^ 屎ょ 大將 殿の 御上り 候と 申す。 左 候 は V- 、惣 門 は 翁の さ、 れて 候ぞ、 

柬の小 SZ より 入らせ 拾へ と 申ければ、 大將 さらばと ズ、 東の 小 EZ より^られ ける o 大宫は 御 徒然に、 昔 を 

や 思 召 出させ 絵 ひけむ、 南^の 御 格子 開 させ、 御琵 お^され ける 所へ、 大將 つと 參られ たれば、 暂く 御^ 


^を さしおかせ 給 ひズ、 ^かや 現 か、 是へ くと ぞ 仰せけ る。 待 宵の 小 侍從と 申す 女房 も、 此 御所に ぞ候 

はれけ る。 大將 この 女房 を 呼 出て 昔 今の 物語 共し ir 乂後、 小夜 も 漸く 更 行けば、 舊き 都の 荒行く を、 今様 

にこそう たはれ に けれ o 

おさ 都 を來て 見れば、 淺 茅が 原と ぞ 荒れに ける。 月の 光 は 隅なくて、 秋風の みぞ ftR に はしむ 

とおし 返しく 三^ 歌 ひ 澄され たりければ、 大宫を 始め 奉て、 御所 中の 女房 達、 皆 袖 をぞ濡 されけ る o さる 

程に 夜 も 漸く 明 行けば、 大將嗞 申つ /-、 顦 原へ ぞ 歸られ ける 。供に 候 ふ 蔵人 を 召て、 侍從が 何と 思 やらん、 

^りに 名 殘惜げ に 見えつ るに、 汝歸て 兎も角も 言て こよと 宣 へば、 蔵人 走り 歸り、 畏て、 是 は大將 殿の 申 

せと 候と て、 

物 か はと 君が 言 ひけん 鳥の 音の 今朝し もな どか 悲し かるらん 

女厉と hs あへ や、 

待 たばこ そ 更け 行く 鐘 も つらから め歸る 朝の 鳥の 音 ぞうき 

/、 銥人迮 り歸 りて、 此由 申たり ければ、 さズ こそ 汝 をば 幾し たれと て、 大將大 に 感ぜられけ. 90 それよ. 5 し 

てこ そ、 物 か はの！^ 人と は 召れ け hNO 

酞 

人 彼女の 歌 は、 群 書類 從所牧 「小 侍 從桀」 に は、 百 二十 一首の 作を牧 め、 ^に 勅撰集に ない もの 三 
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待 宵の 小 侍從と は、 元は 阿波 局と いって、 高 倉 院の御 位の 時、 宫 仕して るた 女 

房で ある。 眉目 姿 人に 勝れ 心 優しき 女性であった ので、 主上の 御 慈み も 深く、 

心 通 はす 大宮人 も數 多くあった。 中で も德大 寺赏定 卿 は 特別の 御 執心で、 常々 御 忍びで 小 侍從の 

許へ 通って 居られた。 嘗て 皇后より、 「待 宵と 後 朝と 何れ か あはれ まさる」 と 問 はれて、 

待つ 宵に 更け 行く 鑌の聲 聞けば 歸る 朝の 鳥 はもの か は 

と 詠 じて、 「待 宵の 侍從」 と 呼ばれて るた。 間もなく 平家の 人々 は 新 都 を 幅 原に 遷し、 德大 寺左大 

將赏定 卿 も 新しい 都へ 住居 を遷 してし ま はれた が、 舊都を 傯ぶ情 は 待脊戀 しさの 思 ひと 共に 日に 

日に 深くな り まさり、 遂に 八月 十五 日の 夜、 一幅 原より 上り 給うた。 ところが、 

何事 も scuh- 果て、 稀に 殘る家 は、 門前 草深く して 庭 上 露 滋し、 蓬が 杣浼 茅が 原、 鳥の 臥戶 と荒枭 て、、 

虫の 聲々 怨みつ /-、 货菊紫 翻の 野 迻とぞ 成に ける。 今故镩 の名殘 とて は、 近衞 河原の 大宫 ばか. 9 ぞま しま 

しける。 大將 御所へ 多り、 先 隨身を W ズ、 惣門を 叩 せら るれば、 內 より 女の 聲 にズ、 誰ぞゃ 蓬生の 1K 打 掃 

ふ 人 もな き 所に と笤 むれば、 是は^ 原よ. 5 大將 殿の 御上り 候と 申す。 左 候 はゾ、 惣 門は鎗 のさ S れて 候ぞ、 

束の 小 RZ より 入らせ 耠 へと 申ければ、 大將 さらばと て、 東の 小 門より^ら れ ける。 大宫は 御 徒然に、 ^を 

や 思 召 出させ 袷 ひけむ、 南. S の 御 格子 開 させ、 御 琵^^され ける 所へ、 大將 っと娄 られ たれば、 暫く 御琵 


琶 を さしおかせ 給 ひて、 萝 かや 現 か、 是 へく とぞ 仰せけ る。 待 宵の 小 侍從と 申す 女 ほ も、 此 御所に ぞ候 

はれけ る。 大將 この 女房 を 呼 出 \ に 昔 今の 物語 共し^ ズ後、 小夜 も 漸く 更 行けば、 藩き 都の 荒行く を、 今様 

にこそう たはれ に けれ o 

^き 郤を來 て 見れば、 淺茅 が^と ぞ 荒れに ける。 月の 光 は 隅なくて、 秋風の みぞ 身に はしむ 

とおし 返しく 一 チヅ；！ 歌 ひ^された. 9 ければ、 大宫を 始め 奉て、 御所 中の 女房 達、 皆 袖 をぞ潘 されけ る o さる 

程に 夜 も 漸く 明 行けば、 大將暇 申つ /-、  ； iisi へぞ 歸られ ける 。供に 候 ふ 蔵人 を 召て、 侍從が 何と 思 やらん、 

餘 りに 名 殘惜げ に 見えつ るに、 汝歸て 兎も角も 言て こよと 宜 へば、 蔵人 走り 歸. 9、 畏て、 是 は大將 殿の 申 

せと 睽 とて、 

物 か はと 君が t ほひ けん 鳥の 音の 今朝し もな どか 悲し かるらん 

女房と hs あへ す、 

待 たばこ そ 更け 行く 鐘 も つらから め歸る 朝の 鳥の 音 ぞうき 

蔵人 迮り歸 りて、 此由 申たり ければ、 さズ こそ 汝 をば 遮し たれと て、 大將大 に 感ぜられけ. 9。 それよ りし 

てこ そ、 物 か はの 硗 人と は 召れ け. 90 

酞 

人 彼女の 歌 は、 群 書類 從所牧 「小 侍 從桀」 に は、 百 二十 一首の 作を牧 め、 ^に 勅撰集に ない もの 三 
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十三 首を附 戦して ある。 源顿政 >  源 雅資、 平經盛 等との 交涉を 示す 數 多い 作が あり、 殊に 賴 政と 

の懸愛 生活 を 語る ー聯の 贈答 は、 頼 政の 家集に も 載って ゐて、 對 照して 見る と 興味深い ものが 

める 0 

歌風 は、 修辭 技巧 を こらした 時流と や、 異り、 腐 率な 情が 詞 となって • 自ら 淸 新な 調 をな して 

るる 趣が あるが、 「待つ 宵」 の 歌の やうな 巧な 言 ひざ まよりも、 寧ろ 情感の 發 露した 點に 特徴が あ 

る やうに は A る 0 

朝 ごとに か はる 鏡の かげ 見れば 思 はぬ かげの かひ もな きかな 

石淸水 淸.？ 流の 末 々に 我の みに ご る 名 をす  >  がば や 

上に は 吟詠 を 好ませら るゝ 後鳥羽 上皇が おはし まし、 下に は 俊 成、 定家、 家隆 

などの 名匠が 犟 出して、 互に 錦 心絨 膨を鬪 はし、 瑰麗 な辭句 をつ かって 幽玄の 

親 を 讒 ひ、 所！ i 新 古今 風の 一 體を 詠み 出で た 時代に は、 歌道 は實に その 極 盛に 達して、 和歌 所の 

設置され たの もこの 頃で ある。 從 つて、 勅命で 歌合の j 人に でも 選ばれた 者の 名譽は どれ 程で あ 

つた か、 今から は考も 及ばない ことで あらう。 建 仁 元年、 千 五 百番の 歌合の 催された 時， 世に 許 

された 歌道の 達人 どもの 中に、 未だ 年若い 宮內 卿が、 後 烏 羽院の 仰せに よって、 特に その 人數に 


加 はる^が 出來 た。 

院 の上宣 ふやう、 

「こたみ は 皆 世に 許た るふる き 道の もの どもな bo 宫內鄉 はま だし かるべ けれども、 けしう は あらやと 

見 ゆめれば なむ o 構へ てまろ が^ 起す ばか. 5、 よき 歌つ かう まつれ OJ 

とお ほせら る 、に、 面う ち 赤め て 一浪ぐ みて 候 ひける けしき、 限. 9 なきす きの 程 も あはれ にぞ 見えけ る o さ 

て その 御 百！ ju の 歌、 いづれ もとり- *\ なる 中、. 

瑰 く^き 野 邊の綠 の 若草に あとまで S ^ゆる 雪の むら 消え 

草の 綠 のこき うすき 色に て、 去年の ふる If の 遝く疾 く 消えけ る 程 を 推し はかりた る 心ば えな ど、 まだし か 

らむ人 は 思 ひよ hs がた くや o この 人年經 るまで あらまし かば、 げに いかばかり 目に 見えぬ 鬼神 を も 勁し な 

ましに、 若くて 亡せ にしい といと ほしく あたらしく なむ o( ほ-鏡) 

女 その 作 は 「新 古今 集」 (十五 $::) の 外、 諸 勅撰 桀 にも 多く 採られて. Q る。 

流  柴の戶 を さす や 日 か. げ の名殘 なく 春 くれ か 、 る 山の端の 雲 

欲 いよ/ \-卷 は 限. 9、 ことに その 日 も 夕べと なった。 柴の 戶を閉 して 笾か うと 見る と、 入日の 光 も 

人 消えぐ となって、 山の端に 雲の 色 も 心細う 縻 いて るる。 今年の 春 も 遂に 終と なった。 無限の 寂 

三 三 1 
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三 三 二 

しみ、 無限の 恨み、 餘韻 また 絶えむ として 絕 えぬ 感が ある。 

花 さそ ふ 比 良の 山風 吹 きに け り 漕 ざ ゆく. 舟の あと 見 ゆるまで 

鏡の 如き 水面、 なべて 落花の た V よふ 中 を、 舟が あとつ けて 行く とい ふ、 湖上の 靜 かに 美しい 景 

色を努 館たら しめる。 

心 ある を じ まの 海 士の袂 かな 月 やどれと は ぬれぬ ものから 

「海邊 の 月」 とい ふこと を、 八月 十五夜の 和歌 所の 歌合に 詠んだ ものであるが、 白波の 花と 碎け 

ると ころに、 月光 を 浴びて 立つ 海 士の姿 も 相 像され て、 趣向の-つちに 印象の 鮮 かさ を 含んだ 非凡 

な 作で ある。 宫廷女 歌人の 美しい 想像 も傯 ばれる。 

CUV  r 丹 後 は 源 三位 頼 政の 弟 頼 行の 女で ある， 後鳥羽院の 中宮 宜秋 門院に 比 へた。 -建 

宜^  SL 院丹接 

仁 二 年の 新宫撰 歌合、 或は 元 文 詩歌 合 等に、 宫內卿 や 俊 成 女と 相 伍して 秀歌 を 

残して ゐる。 新宮撰 歌合の 際 「海逡 秋 月」 とい ふ 題で、 

忘れ じな 難 波の-秋の 夜半の 月 こと 浦に すむ 月 は 見る とも 

と 詠んで、 判者 佼成 卿から 「こと 浦に すむ めづ らしく を かし」 と賞讃 され、 それより 「こと 浦の 

丹 後」 と 呼ばれる やうに なった。 


作品 は 「千載 集」 「新 古今 集」 「新 勅撰集」 等に 採られて るる C  . 

山里 は 世のう きよりも 往み わびぬ ことの 外なる 峯の 嵐に 

袖のう へ の淚 ぞい ま はつら からぬ 人に 知らる ゝ はじめと 思 へ ば 

永 福 門院 は 西 園 寺 大納^ 實 兼の 第一 女で、 名を鎿 子と 呼ばれた。 © は內 大臣 通 

i 福 ar> 院 

成の 女顯 子で あろ。 正應 元年 六月 八日、 時の帝 伏 見 天皇の 女御と して 入內 し、 

同 八月 二十日、 御 年 十八 歳 を 以て 中宮に 立 たれた。 當時 ときめく 大相 國の姬 君と して、 御 入內の 

行列の 美しかった 事 は、 「壻 鏡」 の 作者の 筆に よって 殘り な，、 -寫し 出されて るる。 

^廂の 御^にた てまつ. 5 て、 上達部 十 人、 殿上人 十餘 人、 本 所の 前驄 二十 人、 つい 松と もして 御 車の 左右 

に 侍 ふ。 出 車 十輛、 ；… (中略) わら は 下 仕、 御雜仕 はした ものに 至る 迄、 髮 かたちめ やすく、 親う ち 具し、 

少しも かた ほなる なく 整 へられた. 5。 

女 然し 門院に は 御子がなかった ので、 經 氏の 宰相の 女經 子が 生み 奉った 若宮 (後に 後伏見 天皇) を 

流 御子と して 養 ひ 給うた。 永 仁 六 年 七月に は 天皇 は 位 を 親王に 譲って 太 上 天皇と なり、 中宮 も その 

^ 八 巧^; II： 院と猇 せられた。 

人 門院 は 和歌 を 善くし、 嘉元ニ 年 七月、 後深草 天皇の 崩御 を 以て 大喪に 服され た 時、 
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思 は ざり し ふぢの 袂の 秋の 露 かかる 契の あはれ をぞ 知る 

と 詠まれた。 法皇 は 伏 見 上皇に 遣 詔して、 愛 琴 「玉章」 など を 門院に 讓られ たので、 上皇 は それ 

を 門院に 俥へ、 

玉章 のぞの 玉の 褚の たえし より 今 はかた みのね にぞ 泣かる、 

と 詠み 添 へられ， 門院 は、 

いにしへ を かくる 淚 の玉づ さの かたみの 聲に 音をぞ 添へ ぬる 

と 御返しが あった。 

かくて 門院 は 正 和 五 年、 御 年 四十 六 歳 を 以て 落飾 遊され、 與國 三年 七十 二 歳の 長壽を 保って 薨 

ぜられ た。 そ 年 は 天下 は亂れ 果て、 都 大路 は 坂 束 武士の 馬蹄の 塵 を 蒙り、 月 卿 雲 容の金 殿 玉 

樓は 東國 武士 Q 土足に 荒され、 世の 亂れ、 政治の 葛藤の 間に 悲喜 さまぐ の 波 を 潜 ぐられ た。. 

歌人と しての 門院 は、 天皇が ニ條爲 氏、 爲世 等の 舊調を 好ます、 專ら 京極爲 兼の 新調 を 善 ばれ 

たので、 門院 も 同じく この 風に 親しみ、 その 作品 は淸 新^ 麗の 趣が あり、 健 かな 自然 描お に 秀で 

、ゐ る。 その 自然 を描寫 する 態度 は、 仲び くと 素直で、 第一 に 感ぜられ るの は、 對象 に對 する 

然焚 な 見方で ある。 然も その後に 潜 ひ 澄んだ 靜かな 境地 を 見の がす こと は出來 ない。 


人 歌 流 女 


山風の 吹き わたる かときく 程に 檜 原に 雨の か S. るな. o け. o 

ざっと 昔が して 來た。 また 山風が 吹いて 來 たかと 思 ふと、 山の 檜 原に 雨 が あたって 音を立て、 ゐ 

るので あった —— 、 山の 靜 かな 中に 眺めた 自然 觀 照の たしか さが 見られる。 

花の 上に しばし 移ろ ふゆ ふ づく日 入る ともなし に 影き えに けり 

花の 上に 入日の 光が うつって るる。 その 中 ふと 氣づ くと、 入日 はもう 山の端に 入って しまって， 

その 夕 映の 光 も 消えて しまった —— 、 ほんの しばらくの 間の 出來 事、 靜 中の 動と もい ふべき 夕ぐ 

れの ある 情景 を 巧に とらへ て- Q るが、 「入る ともなし に 影き えに けり」 は、 よく 自然 を 凝視して、 

その S; 箕を つかんで るる。 

ま はぎ 散る 庭の 秋風 身にしみて 夕日の 影ぞ かべに 消え 行く 

秋の 夕日の 壁に うつって るた のが 消えて 行く とい ふ 所に、 わびしい 秋の 愦緖が 感ぜられ るが、 そ 

こに は 近代的 感覺荧 がた ゾ よってる る。 

むら 雀 こ ゑす る 竹に うつる 日の 影 こそ 秋の色に なり ぬれ 

竹林に 深く さし 透った 日の 光に、 幽かに 漂うて ゐる 秋の 氣分 を感 すると は， 何とい ふ 繊細な 感受 

性で あらう。 季節， の 自然 的 推移 を、 敏く しかも 靜 かに 見守られた 御 歌で ある。 
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あれぬ 日の 夕べの 签は のどかに て 柳の 末 も 春 近く 見 ゆ , 

これ も 亦 作者い 感受性の たしか さ を 語る 作で ある。 冬 も 終りに 近づいて 春來 らんと する 頃、 ふと 

氣づ いてみ ると、 柳の 枝な どま だ 小さい 芽 を ふかぬな がらに、 何となく 枝に はりが 見えて、 枯木 

に生氣 がつ いて ゐる のが 分る。 殊にの どかな 日な ど は —— 、 作者の 觀 照の たしか さは それ を とら 

へ たので あろ。 

第 四 章 軍記物語に 現れた る 女性 

•  軍  S 一。 お l』a 

王朝の 盛時 花と 榮ぇ た^ 族 文化 は、 その 末期に 爛熟の 頂點に 達し、 やがて 衰へ はじめ、 外観の 

美し さは 保ち 乍ら も、 その 精神 は潑 刺さ を 失 ひ-四海の 波 はな ほ靜 かに 見えた が、 天 の 一 方に は 一 

II の黑蜇 が 現れ、 今にも 急 雨が SU うて 來る やうな 不安な 氣 分が 漲って るた。 やがて その 黑雲 は滿 

灭を 覆うて * いよく 暴 雨 は 沛然と して 至り、 世 は 平和の 天地から 大動亂 の 巷と なり、 安らか さ 


性 女る たれ 現に^^ お 草 


を 貪って るる 人々 は 太平の 夢 を 破られ、 その 動亂ゅ 闘に 驚きの 目 を 見 はった。 この 時に 當 つて、 

榮 華の 夢に 耽り、 優美 柔弱 を 誇って るた 公卿 達 は、 狼狽して 爲す ところ を 知らす、 その 細腕に は 

この 動 亂を鈸 める こと はもと より 出來 す、 ひたすら 武士の 鎧の 袖に すがって 救助 を 求めた。 こ、 

に 於て、 武士 は 今まで 公卿の 從者 として、 お供で あり 侍 ひで あつたが、 漸く その 寅 力と 使命と を 

0 覺 して、 多年の 問 鍛へ來 つた 鐵腕を 振って 中央に 活動し、 時代の， 花形 役者と なり、 5 &亂 を^め 

紛爭を 解決した。 これら 公卿の 沒 落から 新興 武士 階 釵の與 起より 活躍に 至る 歷 史上の 事踅を 基と 

して、 更に それ を 作者の 脚色に より、 理想化し 筌 想 化した のが、 この 時代の 軍記物語 である。 

保 元 平 治の 亂 から 源平 時代に かけての 約 三十 年間 は、 まことに 鬪戰 と爭亂 の動榣 時代であった。 

これらの 勇壯 なる 戰鬪 と、 それに 伴 ふ 哀別 離苦の 悲しみと を 巧に 組み合せ、 而も それ を 描く に、 

力強い 文體と 優雅な 文 體とを 入り 交らせ. 剛健 悲壯 なる 輪廓のう ちに 優麗 高雅なる^ 味 をた、 へ , 

或は 强く 或は 俊し，、、 明暗 二つの 姿 を 描き 乍ら、 そこに 偽らざる 人生の 相 を 示さ ラ としたの が 軍 

記 物語で ある。 

それ 故 軍記物語 は、 決して 合 戰描寫 に 始終して ゐる もので なく 、「力」 と 並んで 「愛」 を 強調し、 

體 讚して 乃る。 そして この 愛 は 義理と 結び付いて- 君臣 親子 夫婦の 間に 強烈 豊潤に 發 動し、 深刻 

1 二三 七 
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三  一二 八 

なる 閊戰の 叙^と 梠對： S- して それ を 和げ、 そこに 一 脈の 優しく 明るく 淸ぃ 情調 風味 を！！ して ゐる 

ので ある。 卽ち 殺伐 陰慘 なる 合戰 記の 中に、 優美 可憐なる 情話 を隨 所に さしはさんで、 「雄々 しさ」 

と 「もの、 あはれ」 「力」 と 一 愛」 の兩 要素 を、 或は 對抗 させ、 或は 混^させ、 一種の 對照美 を あ， 

ら はしながら、 ゆ 岡と 愛慾の 人 問 生活 そのもの を 描いて るる。 而も、 この爭 鬪と 愛慾の 交錯^る 

人生 そのもの を統 一 する もの は、 現世 無常、 欣求淨 土の 佛敎 思想で ある。 それ 故、 戰亂の 世界 を 

a? した この 軍記物語に は、 痛快 豪 壯 の 場面 も 多々 あるが、 それらの 底に は 常に 悲観的な 悲哀 無常 

の ai 氣が 流れて ゐる。  ,  .1 

二 保 元、 a- 治の 女性 

「保 元 物語」 と 「平 治 物語」 と は、 二つと も 體裁も 內容も 文章 も大變 似て るる。 作者と 考 へられ 

る 人に、 葉 窒時長 、 中原 師梁、 ：源喩 僧正の！ 二人が ある。 しかし、 何 か 有力な 材料で も 出ない 限り 

は、 作者に ついて 確定した 意見 を 立てる こと はむ づ かしく * 現在で は 作者未詳と いふより 外 は 

ない o  . 

「保 元 物語」 は 三十 七 段に 分れ. 保. 兀の亂 を 中心に、 前後 二十 八 年に 亙る^ 變を 記して ある。 「平 
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治 物；？； I」 は、 保 元三 年 八月、 後白河 天皇の 御 誘 位に 始り、 正 治 元年 正：：：：、 賴朝が 歿する 迄、 約 叫 

十 一 年 問に 起った 事件 を 物語って ゐ るが、 特に 詳しく述べて あるの は、 倩賴、 篛 朝が 兵 を 擧げて 

以後、 赘 朝が 殺された 後、 遺 兒の處 分に 至る 迄の 二 ヶ月ば かりの ほで ある。 

軍記物語 は 何處迄 も 軍記物語 である。 作者の ほ 的 は、 當 時の 花形 役者た る 源平 二 氏の 消^ を 記す 

にある。 それ 故 女性に 關 する 記裹は 頗る 少ぃ。 殊に 保 元 平 治 は、 軍 物語が 主要な 記事であって、 

時に. 个安 朝の 物^の 餘波 として^ 的 記述が あるに しても、 それ は曉 天 の 星の 如，、、 光 は 誠に 淡い 

ものである。 

「ぽ-: 兀 物^」 に 現れた 女性と して 見るべき も §、 爲義の 北の方 だけで ある。 卷 三に 「爲笾 の 北 

の 方 身 を 投げ 給 ふ 事」 の 一 條が ある。 爲義は 一 收 地に 塗れて 七條朱 雀の 露と 消え、 六條 堀川の^ 

所に あった、 乙 若 (十三) 趨ぉ (十一) 鶴 若 (九つ) 天 王 (七つ) の 四 人の子が、 母の 物 詣に出 

た 留守 の^に 捕 へられて、 船 岡 山で 殺されて しまった。 物詣の 歸途、 これ を 知った 母が、 この 俊 

をめ く 生き延びて. 爲篛 入道の 妻が….： と 生 恥 さらす の も 恥 かしい。 されば とて 出家して みて 

も 幼い 子供 等 を 見る と、 殺された 愛兒 の^ど もが 思 ひ 出されて 念 沸の 障になる。 とい ふので 桂 河 

へ 身 を 投げた とい ふ 悲しい 一 篇の 物語で ある。 

三 三 九 
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r ャ 籾べ 皤 へま。 りつる も、 判 ^や 子供の 爲ぞ かし、 氏神に てお はし ませば、 憑み を 懸けて ぞまゐ .5 しに 皆 

々失せぬ らん o 神なら ぬ 身の 悲し さよ。 か 、るべ しと 忠 ひなば、 なに か は 物へ 參 るべき、 今朝し も 彼^に 

添 はすして、 最後の 姿 を 今一 目 見 ざ. 5 しことの 悔しさよ o 夜べ 此 等が 面々 に、 我等 も來ら むと いひし を、 

^々に、 0 し V、 寢入. 5 たる 間に、 贤顏 に詣で たれば、 定めて 7 向したら ば、 口々 に 恨みん こと、 いか V- 

と 答へ ましと、 今迄 も 案じた るに * いかに 大 菩薩の を かしく 思 召しつ らん。 せめて は 1 人な りと も 具した 

らズ、 終に は 失 はる /- とも、 今迄 は 身に 添へ てまし 。夢にも かく 知るならば、 なにし に 八幡へ 参るべき、 

妾 小 供に 打も^ れて、 舟 岡と かへ 行き、 失せに し 4 つ 所に て 兎も角もなる ならば、 かほ どに 物 は 思 はじ OJ 

と 思 ひこ がれて お 絡す るので ある。 これらの 言動に よって 知られる 爲義の 北の方 は、 全く 平安朝 

時代の 女であって、 そこに 武士 的 女性の 面影 を 見出す こと は出來 ない。 畢竟 平安朝 式の 情の 女で 

あって、 意志の 人ではなかった ので ある。 

然るに 「平 治 物語」 の源篛 朝の 女に 於て、 始めて 武士 的 女性の 出現 を 見る ので ある。 いは ビ義 

朝の 女 は、 鎌 食 女性の 先驩 をな す ものと 言 ふこと が 出来よう。 . 

義 朝の 女は義 朝と 江 口の 君との 問に 出来た 女で ある。 義 朝が 六 波羅の 合戰に 敗れ、 落ちの びん 

とした 時、 彼女 は 都に 殘 されて 六 條堀河 館に るた けれども、 父 義朝は 居な くな つた 後の 不憫 さ を 
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見 かねて、 之 をな きものに して その 苦しみ を 除いて やらう と、 その 役 一 鎌 田 政 家に 命じた。 政 家 

は 好まぬ ところながら、 君命 もだしがたく 淚を 乔んで その 館に 向った。 

鞭 を 麟げて 六條堀 河の 宿所に 馳せ來 .9 て^ければ、 軍に 恐れて 人 1 人 もな きに、 持佛 堂の 方に 人 音し け 

れば、 行きて 見る に、 姬君佛 前に 經打讀 みズ おはしけ るが、 政 家 を御荧 じて 「さて そ も 軍 は 如何に」 と 

ra ひ 給へば 「頭 殿 (^朝) は 打 負けさせ 給 ひズ、 東國の 方へ 御 落ち 候 ふが、 娘 君の 御 事 をのみ 悲しみ 進 

ら させ 給 ひ 候 ふ OJ と 申せば、 「さて は 我等 も ロハ 今 敵に 搜 出され、 是 こそ^ 朝の 娘よ など 沙汰せられ、 沁 を 

1 ん こそ 心- & けれ o あはれ^き も 卑しき も、 女の 身^ 悲 じか. o ける こと はなし o 兵 衞佐殿 は 十三にな^ 

ども、 男 なれば 軍に 出で、 御供 申し 候ふぞ かし。 わら は 十四に なれ ども、 女の 身と て殘脔 かれ、 我が身 

か« ね 

の 恥 を 見る のみなら す、 父の 骸を穢 さん ことこ そ 悲し けれ。 兵 衞先我 を 殺して、 頭 殿の 冕參に 入れよ OJ 

と ロ說き 拾へば 「頭 殿 もこの 仰に て 候 ふ OJ と 思せば 「さズ 嬉しき 事 かな o」 とて、 御 經を卷 納め、 佛 前に 

向 ひ 手 を 合せ、 念怫 申させ 給へば、 政 家つ と參り 殺し 奉らん とすれ ども、 御 產屋の 中より 抱き 取. 5 奉. 5 

し 養 君に て、 今まで 有 立て 進ら せ たれば、 いかで か哀 にな かるべき、 滾 に昏れ て、 刀の 立 所も覺 え やし 

て 泣 きゐた bo  00 「敵 や 近付く らん。 疾 くく OJ と勸め 給へば、 力なく 三 刀 刺して 御 首 を 取 り、 御 死 

骹ハ i ば 深く 收めズ 馳歸. 5、 頭 殿の 見參に 入れた. 9 ければ、 只 1 目 御 寛じズ 涙に 咽び 給 ひけ.. TSO 
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三 四 二 

何とい ふ 健^ さで あらう。 十四の 少女に して 男 も 及ばぬ 落 付きと 雄々 しさ、 これ こそ 確に 薪 i-^ 

の 女で ある。 情念 偏重の 平安時代に は 到底 見る 事の 出來 なかった 雄々 しい 姿で ある。 

敗 殘の將 ^朝 は、 尾 張の 國野 間に 長 田 父子に 迎 へられた が、 間もなく その 兇^に 斃れ た。 錄田 

政^も 殺された。 政 家の 妻 は 長 S 忠致の 女で あるが、 夫が 父の 手に 斃れ たと 聞いて、 

「我 は 女の 身 なれ ども、 全く 二心 は 無き もの を、 如何に 恨し く 思 ひ 給 ふらん o 親子の 中と 申せ ども、 我 も 

さ こそ 思 ひ^れ。 飽かぬ 中には 今日 旣に 別れぬ。 情なき 親子 添 ふなら ば、 又も 憂 目をや 見ん やらん o 同じ 

迸に 俱し 給へ OJ 

とて、 しばらく は淚 にくれ てるた が、 やがて 夫の 刀 を拔く 儘に、 胸元に 差當 て、 俯伏し 様に 伏し、 

c:^ して 相^て n。 しかし それ は 取り 亂 しての. nz 殺で はない。 義理， v 貞節との ために 自ら 匁に 伏 

したので ある。 武將の 妻と して、 男子 も 及ばぬ 決行で ある。 

乂、 延 森が 生んだ 姬 君の 夜叉 御前 は、 賴 朝が 捕 へられて 都へ 上った と 聞き、 

「我 も義 朝の 子 なれば、 女子な hN とも、 終に はよ も 助けられ じ。 一 人々々 失 はれん よ- 5 は 佐 殿と 同道に こ 

そせ め^なら め OJ とて、 伏 沈み 給 ひける を、 大炊延 ^色" に 慰めて 取 留め 奉りけ り o その 瀨過 ざければ、 

さ. o ともと 思 ひ、 心 緩し ける にや、 二 a; 十一 日の 夜、 夜义 剁.； S 只 1 人靑 墓の 宿 を 出で、 遙隔 りたる 杭^ 川 


性 女る たれ 現に ^物 記ず: 


に 身. を 投げて こそ 失せ 給へ。 十 1 鼓と ぞ 聞え し。 武士の 子 はな どか 幼き 女子 も猛 かるらん とて、 袞， 5 &さ 

ぬお もなかり け. 90 

僅か 十一 の 少女に して この 態度、 箕 にこれ も 亦 武士 的氣 質の あら はれで あらう。 

次に 「平 治 物語」 に は 常 磐 御前の 話が 出て るる。 常 磐 は九條 院の雜 仕、 義 朝の 妾と なって、 今 若 

乙 若、 牛 若の 三 子 を あげたが、 義 朝が 尾 張に 刺された 後， 女の 身に は 詮方な く  * 忘れ形見の 三兒 

を 抱いて 「身 一 つ だに 隱し 難き に、 三人の 子供 を 引 具して 誰か は暫 宿すべき」 と 途方に くれた。 さ 

うして ひそかに 京 をの がれて 伏 見なる 伯母 の^に 行かん とした。 けれども 「習 はぬ 旅の 朝立ちに、 

メ  ぎ 5 ら 

露と^-ふ 我が 淚、 袂も袖 もし ほる. /- ばか. o、」 であった が、 殊に 「二月 十日の 事 なれば、 餘恋猶 烈し 

ナも 

く、  -M に 氷る 笾 芝の 氷に 足 は 破れつ、、 血に 染む 衣の 裳、 子故餘 所の 袖 さへ 萎る、」 程であった。 

然るに 淸盛は 常 磐の 行衞を たづ ねんた め、 遂に 常 磐の 母 を E として 六 波羅に 捕へ たので ある。 し 

かし 潢 盛の 前に 召し出された 母親 は、 

「我 六十に 餘る 身の 命、 今日明日 も 知らぬ 老の身 を 惜しみて、 未だ 通なる 孫 共の 命 をば いかで 失 ひ 侍る 

べき なれば、 知- 9 た. 9 とも 申す まじ。 まして 知らぬ 行末、 何とか 申し 候 はん OJ  . 

と^ 然と 言 ひ 放って ゐる。 健氣な 老女 は、 行 先 長い 孫の 身の上 を 思うて は、 よし 彼等の 居所 を 知 

11 一四 三 
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つて ゐても • 決して 口外すまい。 にと ひ 我が身 は 如何なる 攻苦 にあっても、 孫 や 我が 子 常 磐の 安 

泰 をよ からう とい ふ 男々 しい 決心 を あら はして ゐ るので ある。 然るに 紫 磐 は 母の 苦難 を 看過す る 

ことが 出来す、 六波羅 に自訴 して 出て、 

「* はもと よ. o 科な き 身に て 侍れば、 御 释し候 ふべ し。 子供の 命 を 助け 給 はんと も 申し 候 はす。 1 紺の 

U 'こ 住.^、 同じ 流 を^る も此世 1 つの ことなら や。 あはれ 高き も 卑しき も 親の 子 を 思 ふ 習 こそ 皆 さ こそ 

侍らめ o 妾 この 子ども を 失 ひて は、 甲斐な き 命 片時 も堪 へて あるべき とも 覺ぇ 侍らねば、 先 づ妾を 失 は 

せ 袷ひズ 後、 子ども をば 兎も角も 御 計 ひ 候へ。」 

と^くく 淸 盛に 訴 へたので ある。 淸盛は 之を憐 み、 且つ その 容色 を 愛して 三 子の 死を宥 さう と 

思った。 一族の 者^ は 皆 これに 反對 したので あるが、 已に賴 朝 を 許して あるの だから、 その 弟に 

常る 此 等の 幼兒を 許す の は 當然 だと 云って 三兒を 殺さす、 常 磐 ケ納れ て 之に 和し、 一 女 を 生ます 

に 至った とい はれて ゐる。 

三 卒家 物語の 女性 


tt- 女る たれ 現に^ 物^で 


平家物語 平^ 一代の 榮 華の 華 かさと、 沒 落の 哀れ さと を 美しく 謠 つた 「平家物^」 は、 

概  說 車 記 物語 中の 第一と いはれ、 同時に 鎌 含 時代 文 學の隨 一に 舉 げられ、 日本 文舉 

C おも キ； な 代表作の 一 に數 へられて ゐる。 

作^: について は 諸說が あり、 保 元 平 治と 同じく 葉窒 大納言 時 長と いひ、 或は 信 濃 前 司 行^と も 

いひ、 その他 ^ 原 爲* おの 名 も あげられて ゐ るが、 いづれ と はっき. 9 定める こと は出來 ない。 唯佾 

侶の 手に なり、 謠 物と して 多くの 人 * の 手に よって、 次々 と改删 もされ、 增補 もされた もので あ 

らう o  , 

之 を 內容の 上から 見る と、 二 大部分に 分つ ことが 出来る。 前半 は 平氏の 隆盛 期で、 強烈な 自我 

を あくまでも 押し通さう とした 淸 盛の 思 ふが ま、 の 振舞と、 その 一門が 權 勢に 驕 つて、 平氏に 非 

ざれば 人に 非す とまで 豪語して、 天下の 政令 を 一 手に 掌握した 榮華 陶醉の 記錄、 後半 は、 さし もに 

誇った 平氏の 一 族 も 、豪放なる 新與 源氏の 彈カ ある 壓 迫に 堪へ かねて、 遂に 悄然と して 都 を 通れて 

西 海に 漂 ひ、 八島植 浦の 戰に 苦戰 を繽 け、 遂に 海底の 藻屑 ヒ 消え果てる 迄の、 慌し くも 哀れな 沒 

^の 記錄 である。 

まことに 平家 一門の 榮華 は、 いみ じく も 華 かなものであった。 平安朝 四百 年に 於け る 藤 原 氏の 

三 四 五 
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榮華を 煎じつ めても • これ 程で はなから うと 思 はれる 程の 豪勢 さであった。 然るに 盛者 必 袞の理 

に？ i れす、 流石に 猛き 入^相 國も、 恐し い 熱病に か、 り、 風の 前の 塵の 如くに はかなく 悶死す る 

と- 天下の 形： 努は 忽ち 急變 して- 二十 年間 艤 り を 極めた 平家 一門 も、 今 は や の^ 地の 極みに も 身 

を mi く 所がな く、 慌 しく 朿 西に漯 泊の 菜 は、 終に 一門 を あげて 西 海の 波の 底に 沈み はて、 男子た 

る 以上 は 如何に 幼く とも 探し出されて、 むごたら しく 殺されて しま ひ、 最後に 一 人 はかなき 露の 

かんば * 

命 をながら へて、 淋しい 日 を 送って^ た 入道 相 國 の 御 女建禮 門院 も、 花の 顏未 だ衰 へさせ 給 はぬ 

1 一 十九の うら 若き 御身 を 以て 出家し 給 ひ、 洛 北大 原の 奥の 寂光院 にわび しき 幾舂秋 を 送り 迎 へ て、 

はかなく も あ ひ はて 給 ふこと になる。 その 一 代 0 與亡 起伏、 榮枯 盛袞の 有様 は， 何と あわた V- し 

く、 はかなく.、 めまぐるしい ものであった であらう。 その 榮枯 盛衰の 事賁 その ま /- が 旣に絡 好の 

戯曲 をな して ゐる。 作者 は その上に、 更に 多分の 空想 を 配して、 これ を ー曆釗 化し 詩 化して、 榮 

枯 常なく^ 袞牮を 反す やうな、 哀れに はかなく 痛ましい 人生の 相 を 如實に 現して るる。 

翁 語 こ 現 「平家物語の 女性 は」 と 問 はれた 時、 誰し も 先 づ小督 、横^と 卽答 する であらう。 

かた 女性 乂纹 王、 小 宰相、 千 手、 巳、 靜をも 思 ひ 出す であらう。 殊に 大原 御幸の 女院を 

欽慕し ない 人 はありますまい C 試みに 「平家物語」 の；： 3 次 を 兌れば、 そこに は 女性の 名 や、 女性 


性 女る たれ 現に^ H^fi' 卓 


係の 事件 を题 目に して ゐる のが 十數章 もめり、 女 院の御 爲には 特に 一 卷が 設けられて さ へ ある。 

これら 物 詰に 現れた 女性 は、 多く は 平家の 一 門であって、 殆ん ど總て 平安朝 式の 色彩 を帶 びて 居 

り， 而も それ は 急 角度に 降下す る 悲しい 運命に 引摺 られ、 境遇の 逆轉 によって 捲き 起された、 は 

かなき 愛の 破綻， 主從、 親子、 兄" HT 夫婦の 問に おける 哀別 離苦， 一家 一族の 分散 流離な ど、 さ 

まぐな 苦しい 現 貪に 痛めつ けられ、 もがきつ、 淪 減の 淵に 沈んで 行く のであって、 殆ん ど總て 

が、 はかない 殉情的 薄命 者の 面目 を 具へ てるる。 妓 王と いひ、 二 代 后と いひ、 葵の 前と いひ- 小 

^とい ひ、 維 盛の 北の方と いひ、 小 宰相と いひ、 內 裏の 女房と いひ、 千 手と いひ、 橫 笛と いひ、 

いづれ も 皆 この 例に もれぬ^ 命の 女性た ちな ので ある。 もとより その 頒ち 得た 運命の さまざま は 

とりどりに 異 つて はるる が、 あの やさし を 命の、 なさけ を 命のと でもい ふべき、 王朝 式の 女性の 

面影 は、 その いづれ にも 通じて、 あり/.^ とこれ を 見る ことが 出來 るので ある。 

そして 又、 この 物語に 描かれた 蒲 命の 佳人の 多く は、 やがて は 浮世の 醜 さ 锣さを 厭 ひ、 彌陀の 

淨 土の 美し さに 憧れて- 墨染の 衣に 佛の道 をた どる 者が 多い。 

「耽 簡糈 舍の鑌 の^、 諸行無常の S めり、 沙羅双樹の 花の 色、 盛者 必衰の 理を 現す。 UK れる * 久しから す o 

唯 春の 夜の^の 如し。」 

三 四 七 
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三 四 八 

これ は 此の 物^の 最初に き 出された 名文.？ であるが、 この 一 文 は 最後の 灌 頂の 卷 • 「小 原 御幸」 

の建糟 門院 を 結ぶ i. 皆 往生の 素懐 を 遂げけ ると ぞ閗 えし」 と相對 して、 全篇 を 貫いて るる 根本 思 

想であって、 之 を 見ても、 この 物語が 如何に 怫敎 思想の 影響 を 受け、 讀む人 をして そ V- ろに 哀愁の 

念 を 湧かし むる 悲釗的 傾向 を帶 びた もので あるか を 窺 ふ 事が 出來 るので ある。 然し 此の 哀愁の 色 

の 濃厚で あつたの は、 單 にこの 物語の みに 現れた 傾向で はなく、 事贲に 於て 平安朝 最盛期から 一 

轉 した 當 時の 時代 的 風潮であって、 これ は佛敎 思想の 影響に よる 世相の 變化 でなければ ならない。 

この 意味に 於て、 「平家物語」 に 描かれた 薄命の 女性 達 は、 急 角度に 降下す る 悲しい 運命に も だ 

える あはれ な 姿と いひ、 現世の はかな さを來 世に 求める 欣求淨 土の 宗敎的 心情と いひ、 いづれ も 

時代の 姿 公、 最もよ く 身に 現して るる 時代 的 女性と いふ ことが 出来よう。 

妓て破 女 +^ 1 門の 榮枯の 因緣を さながら 己が 身に 受けて、 當時 fK 下 を 掌に 弄び、 單純 

と 佛ぁ前 で 無頓着な 太 政 入道 淸 盛の 寵愛 を 一身に 集めた 妓王は 、とおと いふ， y 拍手の 娘 

に 生れて、 その 頃 京 中に 閜 えの 高い 白 拍手であった。 これが ために 妹の 妓女も 一方なら す 世に も 

て はやされ、 母 刀自 も 毎 H: 百 石 百 貫の 仕送り を 受けて、 京 中の 白 拍手の 羡望の 的と なった.. -榮華 

を^め た その 幸 は * 京 中の 白 拍手が、 妓 王い r 妓」 の 字 を 名に 附 けて、 あやかる やうに 願った と 
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云 ふ 程で ある。 

ところが 三年ば かり 經 つて 後 * 加賀 から 佛と いふ，： II 拍手が 都に 現れ、 その 評判 を 一 身に 集める 

ことと なった。 佻 は 「我れ 天下に 弄ば る、 と雖 も、 當時 めでたう 榮 えさせ 給 ふ 平家 太 政の 入道 殿 

に 召されぬ ことこ そ 本意な けれ o」 とて 西 八條の 館に 推參 した。 淸盛は 之 を 聞いて 大いに 怒り、 "十 

々追 ひ 返させた が、 妓 王の 情 あると りなし によって、 御前に 1 さし 舞 ふこと になった。 

その 歌に、 

君 を 始めて 見る 時 は 千代 も經 ぬべ し 姬小松 

御前の 池なる _s 岡に 鶴 こそ 群れて 遊ぶ めれ 

. み <0 かたち 

とあった が、 怫 御前 は、 固より 天の 成せる 麗質、 眉目 姿 世に すぐれ、 聲も よく、 節 も 上手で あつ 

たから、 舞 も 見事に 舞 ひすました。 淸盛は 今 はすつ か.^ 怫に心 を 奪 はれて、 その 俊 御殿に 留め； T6 

うとした。 佛 御前 は 驚いて、 自分 を 取な して くれた 情 ある 妓 王に 對 しても 心苦しく、 只管 暇 を 願 

つたが、 一 徹な 入道 は 却って 妓 王に 暇 を 出して しまった。 妓王は 今 は 仕方なく、 泣く く 障子に 

1 首の 歌 を 書き残して 館 を 去った。 

萌え出 づる も枯る /- も 同じ 野 邊の草 いづれ か 秋に あはで 菜つ ベ き 

三 四 九 
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翌年の 春に なって 、淸 盛から 妓王 の 許 へ 使者が あつ た 。怫 御前 が餘り につれ ぐに：^ える から、 參 

つて 今様 を も 歌 ひ、 舞な ど を も 舞うて 慰めよ との 御綻 である。 妓 王は餘 りの 事に とかくの 返事に も 

及ばす、 只 泣く ばかりであった。 その 間に も淸 盛から は 再三の 催促で ある。 これ を 聞いて 母 刀自 

は姣 王に 細々 と 事理 を說 いて 論した ので、 妓王も 切なる 母の 勸めも だし 難く、 泣く く 西， 八條殿 

に 伺候した。 やがて 今様 を 一 さし 舞 ふとて、 

佛も昔 は 凡夫な り 我^も 終に は佛な h-  . 

何れも 佛忤 具せ る 身 を隔 つるの みこ そ 悲し けれ 

と 身 を 託ちながら 御前 を 退出して、 世 を はかなみ、 遂に は嵯哦 野の 奥なる 山里に 柴の庵 を 結び、 1 1 

十一 歲で 尼と なった。 妹い 妓女も 姉の 後を慕って 十九 歳で 剃髮 し. 母 も 亦 二人の 娘の 後 を 追うて 

出^し、 母子 三人 一 つの 庵に 行 ひす まし、 只管 後世 を 願って 念怫 三昧に 日を这 つてる た。 

かくて^ 遇ぎ 5 たけぬ。 秋の 初 風 吹き ぬれば、 星 合の 空 をな がめ つ、、 天の 戶 わたる 梶の 葉に 思 ふこと 

く 頃 なれ や、 夕 = の^の 西の 山の端に か /- る を 見ても、 日の 入. 5 給 ふ 所 は 西方 淨士 にこ そ あんなれ、 い 

つか 我等 も かしこに 生れて、 も 思 はで 遴 さんや らんと、 過ぎに し 方の： まきこと ども 思 ひつ ヾ けて、 た V 

つきせ C5 もの は溟 なり o 


れ 女 ひたれ^;: お 物 i?d?ft 


と、 寂しく^ すその 柴折戶 を ほと くと 叩く ものが ある。 絡え て 尋ねる 人 もない 庵に、 讚で あら 

うと 窺 ふと、 紛ふ 方な き^ 御前であった。 怫 御前 は 此の 朝淸 盛の 邸 を脫け 出し、 妓王 母子の 行 ひ 

すます 庵， で 慕って 尋ねた のであった。 驚いて 事の. S を たづね る妓 王に 答へ て 彼女 は、 

「まことに つく. ^もの を 案 やれば、 娑婆の 榮華は 夢の 夢、 樂 はて、 何 かせん。 1 旦の^ 華に ほこって 後 

世 を 知らざる ことの 悲し さに、 今朝 まぎれ 出で、 かくな.^ ズ こそ 參 りたれ。 かくな りたる 卜； は：： c ごろの 科 

は ゆした まへ o  ^さんと だに 宣 はば、 諸共に 念佛 して 一 つ 蓮の 身と ならん。 それに も 心行か T ば是 よ. 5 何 

所へ も 迷 ひ 行き、 如何なる 苔の 莛 松が 根に も^れ 伏し、 命の あらん 限り 念佛 して 往生の 素懷 をと げんと 思 

ふな. 90 」 

とさめ < ^と搔 きロ說 くので あった。 やがて 祇 王も淚 おさへ て， 

「わごせ に は 恨 もな く欽 きもな し。 今年 はわ づ かに 十七に こそな りし 人の それ 程までに 稷士を 厭 ひ、 や 土 

を^ はん と^ひ 入り 給 ふこ そ 誠の 大道と こそ はお ぼえ 侍ら ひし か、 うれし かりけ る 善 智^ | かな。 いざ ？s 共 

に顾 はん。 」 

とて、 叫 人 は 一 つ 庵に 住んで • 朝夕 共に 怫 前に 香 花 を 供へ て、 他念な く 祈願 を 捧げて 後世 を 願つ 

てゐ たが、 やがて 呰極樂 往生の 素 懷を玆 げたと いふ ことで ある。 

量 1 


ft. 女る た^てし iil?^ 夂 な;! 


■1 

小督も 「平家物語」 に 描、 かれた 可憐な 女性で ある。 高 倉 天皇 はは じめ 葵の 前と 

h  哲 

いふ 女房 を 寵愛せられ たが、 世の 聞え を 憚って 御 側に 召されす、 獨り物 思 ひに 

沈んで 居られた。 そして ある 時、 

忍 ぶれ ど 色に 出に けり 我が 戀は物 や 思 ふと 人の 問 ふまで 

と 辔 いて 葵の 前に 賜った。 葵の 前 はこれ を 受取って 懐に 入れ、 顔 うちあから めた が、 間もなく 病 

氣に櫬 つてう ち 臥す こと 五六 日で はかなくな つてし まった つ 天皇 はいたく 戀 慕の 情に 沈ませられ、 

御惱 みとて 供御 も 召されない 有樣 なので、 中宫の 御 はから ひで 小督 とい ふ 女房 を參ら せた。 小督 

は樱町 屮納首 の 女で、 禁中 第一 の 美人と いはれ た 上、 琴の 雙び なき 名手で もあった。 冷泉 大納言 

隆房が 少將ぃ 頃 • 彼女に 思 を 寄せ、 その 情に ほ だされて 彼女 も. 1 いて ゐた。 しかし、 天皇に 召さ 

れ てから は 少將， か 如何に 言 寄っても 聽か なかった ので、 少將は 生きて 人戀 ふより はいつ そ 死んで 

了 はう と 迄 思 ひ 焦れた。 これ を 聞いた 淸盛 入道 は • 

「中宮 も 御 女 (倚 盛の 女、 逑ぬ 門 烷) 冷 汆の少 將も又 婿な- 90 小籽に 二人の 婿 とられて は 世の中よ かる まじ o」 

と 激怒した ので、 彼女 はお それ をな し、 「我が身の 上 はとに も かくに もな りなん。 君の 御た め 御 心 

苦しと 思 ひて」 或 夜 ひそかに 內裘を 紛れ 出て、 行方 知れす となって しまった。 天皇 はいたく 嘆かせ 
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おひ 大弼 仲國に 命じて、 その 行方 を 探させられた。 仲國は 仰せ かしこみ、 寮の 御 為に 跨って、 

この 月の 夜に 必中 彈 かん 琴の 昔 を たづね て、 明月に 鞭 を あげて 蜣哦の £ぐ と^  、ご。 

小 鹿な くこの 山里と 詠 じけん 嵯峨の あた. 9 の 秋 w 比、 さ こそ は あはれ にも 覺 えけ め。 片打戶 したる 家 を I 

つけ ズは、 この 內 にも 坐す らんと、 ひかへ く 聞 けれども 琴 ひく 所 はな か. O けり 。御堂な どへ も 参り 哈、 

る こと もやと、 釋迦堂 を 始め ズ堂々 見 ま はれ ども、 小督に 似た る 女房 もなかり けり。 かく ズ缻 山の あた. 5 

近く 松の 一 村め る 所に、 幽かに 琴ぞ閗 えけ る。 峯の崴 か 松風 か、 尋 ぬる 人の 琴の 音 か、 铯束 なく は 思へ ど 

も、 駒 を 早め ズ 行く 程に、 片折戶 したる 內に琴 をぞ彈 きす まされた る O 控え ズ之 をき.， ければ、 少しも ま 

がう ベう もな く 小^ 殿の つま 音な. 50 樂は何 ぞと閗 ければ、 夫 を 想うて 戀 ふとい ふ、 想 夫^と いふ 樂な. 5 

けり。 仲阈 されば こそ 君の 御 事 思 ひ 出で まるら せて、 樂 こそ 多 けれ この 粱を彈 き 袷 ふことの 極し さよと S 

ひ、 腰よ b 横笛ぬ き 出し、 ちっと 喰いて 門 を ほと く敲 けば 琴 を はやが て彈き 止み 給 ひぬ o 

仲國 はいろ/ \ 慰めて その 返事 を 君に 捧げ、 改めて 又 小督を 召す 使 を やった。 ト督は 再び 主上 こ 

仕へ て姬^ さへ もうけられ たが、 心なき 淸盛 のために 遠ざけられ、 又嵯峨 野の 奥に 清き 尼^の 生 

活に 入る こと、 なつ ijo 

三 五三 
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一 1.1 5 

小审桕 は 藤原範 方の 女で、 上 西 門院に 仕 ふる 麗人であった。 十六の 歲、 女院に 

小 宰相 

供奉して 花見に 行った 時， 同じく 供奉して ゐた 三位 平 通 盛に 見 染められて、 

吹きお くる 風の たより を兒 てし より 雲^の 月に 物お も ふかな 

の 歌 を 贈られた が • その 儘 返歌 もせす 徒らに 三年 を 過した。 その^ 歌に 文に 思 ひの 數々 は 贈られ 

だま づ _a  I 

たが、 Hi 章の 數 のみ 積って 一 向に 靡く 氣色 さへ なかった。 ある 日 彼女が 宮中に 參る 途中、 乘 つて 

ゐた 車の 中へ 戀文を 投げられた が、 都 大路の 人繁き 中お 棄 てること もなら す、 袴の 腰に 挾んで ゐ 

たの を 御前で 取 落した。 女院 がそれ を 開けて 御覽 遊ばす と、 綺爐の 香 深く 筆の 運び も 世の常なら 

ぬ 有様で、 「あまりに 人の 心强 きもな かく 嬉しくて」 など 細々 と 書いて、 - 

わが 戀は細 谷川の 丸木橋 ふみか へ されて ぬる、 袖 かな 

と 添へ てあつた。 女院は 「是は 逢 はぬ を 恨みた る 文 や。 あまり 人の 心强 きも 中々 兮は怨 となんな 

る 者 を」 と 御 自ら 筆と つて、 

たヾ 賴め細 谷川の 丸木^ ふ み 返し て は 落ち ざらめ や は 

と 認めて 通 盛に つか はし、 女院の はから ひに よって 二人 は 夫婦と なった。 妹脊 の契淺 から ゃ暮し 

て ゐ たと ころ、 通 盛 は 一 の 谷の 戰に 出て 戰死 をした。 彼女 も、 
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南無^ 方極樂 a 界の敛 .M-^ 陀 如來、 本願 あやまた や、 あかで 別れし いもせ の 仲ら ひ、 必ゃ 一 つ 蓮に、 

と 念じつ、、 姙娠の 身 を 屋敷に 渡る 船中 i ら 身を投じて 夫の 跡 を 追うた ので ある。 

母の 女 打 粉き、 傍 を搜れ 共お はせ ざ .5 ければ、 唯 あれよ あれよ とめ きれけ る o 人数 多 下. 9 て 取上^ら 

•  かづ 

んと しけれ 共、 さらぬ だに 春の 夜 は 習に 霰む もの なれば、 四方の 村 雲 浮かれ 來て、 潜け 共 潜け 共 月 臟にズ 

見え 袷 はす。 迤 かに 程 經て後 取 上舉. 5 たり けれども、 早 この 世に なき 人となり 給 ひぬ。 白 袴に 睐 K の 二つ 

衣 著 給へ り。 髮も袴 もし ほ たれて、 取 上 けれども S. 裴ぞ なき o 乳母の 女房 手に 手 を 取組み、 顔に 顔 押^て、 

など ゃ是 程に 思 召 立つ 事なら ば、 妾 を も 千尋の 底 迄 も 引 こそ 具せ させ 給 ふべ けれ。 恨し う も 唯一 人 留めさ 

せ 給 ふ もの 哉。 さる. にても 今 一 度 物 仰せられて、 妾に 間 させ 給へ とて、 ^え^れ けれども、 早 此^に 亡、 

と 成 給 ひぬ る 上 は、 一 言の 返事に 及 給 はや o 緣に通 ひつる 息 もはや 絶^ぬ o 去 程に 春の 夜の 月も^ 井に 傾 

き、 «5 める 空 も 明け 行けば、 名 殘は盡 せす 思へ 共、 さズ しも あるべき 事なら ねば、 浮 もや 上. 9 給 ふと、 故 三 

位 殿の^ 背 長の 一 頜殘 たる を 引 捱 奉り、 終に 海に ぞ 沈めけ る。 乳母の 女房、 今 は 後帟ら じと 较 いて 海に 入 

らんと しける を、 人々 取 留めければ、 力 及ばす、 せめての 心の 在れ やさに や、 手づ から 髮を はさみ 下し、 

故 三位 殿の 御 弟中納 言^: 師忠 快に 剃らせ 奉り、 泣々 戒を 保て、 主の 後世 をぞ弔 ひける。 昔より 男に 後る /- 

類 多し といへ 共、 ^を 替 ふる は 常の 習、 身 を投 ぐる 迄 は 有難き ためしな. 5。 

三 五 五 


性 女る た^て し^を^ 文な鏘 


三 五六 

み め かたち 

千 乎 は 手 越の 長者の 女、 賴 朝に 仕へ た 侍女で、 目 姿 心 様 優に わりな き 者で あつ 

千  手 

た。 嘉永； 二 年、 捕 はれの 身と^ つて 鎌 倉に 下った 平重衡 は、 ェ藤宗 茂の もとに 

預けられた。 宗茂は 情 ある 者であった ので、 重衡を 様々 にいた はった。 賴朝も 亦 重 衡の心 を 慰め 

る爲 に、 千 手の 前 を 遺して いた はらせた。 重 衡は千 手の 前 を 通じて、 出家したい 由 を 頼 朝に 乞う 

たが、 頼 朝 は 私の 敵なら ば ともかく、 朝敵と して 預 つたので あるから、 叶 ふまい とて 許さなかった。 

その 夕、 雨が 少しく 降って 物淋しき 折節、 千 手の 前 は 琵琶、 琴 を 持たせて 參 つた。 宗茂は 家の 子 

郎^ 十餘 人と 共に 重 衡に酒 をす、 め、 千 手の 前が 酌 をした が、 重 衡は興 なげに 見える ので、 宗茂 

の勸 めで 千 乎の 前が 朗詠な マ 様な ど を. 謠ひ、 又 琴を彈 じて 與を 添へ た。 重衡も 漸く 興に 乘 つて 自ら 

琵苞 をと つて 彈 じた。 かくて 夜 もやう く 更け 心 も 澄んで 來た 時、 重衡は 「東 固に も 斯様な 優美 

な 人が あらう と は 思 ひ よらなかった。 何 をで ももう 一 聲」 と 所望した ので、 千 手 は 、一， 一 樹の 蔭に 

^り あ ひ、 同じ 流 をむ すぶ も、 皆是れ 先 世の 契り」 とい ふ 白拍子 歌 を 誠に 面白う 歌 ひ、 重衡 も、 

「炝^ うして 數行芘 氏が 淚」 とい ふ 朗詠 をした。 この 朗詠 は、 楚の項 羽が 漢の 高祖に 敗れ， 最愛の 

妃^ 氏と^ れ ねばならなく なった 時、 燈の 暗くなる 儘に^ 氏が 心細 さに 淚を 流した 趣 を 作った 朗 

詠で、 m; 衡が 自分と 千 手と を 之に 擬し たもので あった。 その 中 夜が 明けた ので、 千 手の 前が 歸っ 


Hi 女る たれ 巧に, 悟 物 記 m 


て來 ると、 賴朝 は、 

「平家の 人々 は、 この 二三. 年 は 合戦の 外 他事め るまい と 思った のに、 さても 三位 中將の 琵琶の 發音、 期 詠 

の 口す さみ も 夜もすがら 立閗 したが、 極に やさしい 人であった o」 

と 感歎した。 その後 千 手 は、 重衡が 南都で 斬られた と 聞いて、 その 夜の 事が 物 思の 種と なった が、 

やがて 樣を かへ 濃き 墨染 に粱れ 果て、 信 濃阈善 光寺に 行 ひ 澄して、 重衡の 後世 菩提 を 弔った の は 

哀れであった。 

«  笛 横笛 は建禮 門院に 仕へ た雜 司の 一 人であった。 齋藤瀧 口 時 頓は西 八條の 花見の 

实に 「雲 を，^ ゾめ、 雲 をめ ぐらす」 横笛の 妙なる 舞の 手 振 を 見て より、 その 突 

しい 姿に いたく 心 をう ば はれて、 妻に 貰 ひ 受けよう としたが、 武骨 一 邊の父 は 到底 許すべく もな 

かった。 そこで 時賴 は、 

- 「老少不定の 境 はた マ 石火の 光に 異ら す。 夢幻の 世の中に、 みにくき もの を 见ズ何 か はせん. おも はしき 

者 見ん とすれば 父の 命に 背く に 似たり o しか じ 憂世 を 厭 ひま ことの 道に 入りなん o」 

と、 遂げざる 戀を はかなんで- あたら 十九の 男盛り を 蜣哦の 奥 往生 院に 捨て、 朝夕 行 ひす まし 

てるた o 

三 五 七 


女る た^てし 通 を ゆ 义^^ 


三 五 八 

^笛 はこの 由 公 撙 へきいて、 我 を こそ 捨てめ、 樣を かへ けんことの 恨めし さよ。 たと ひ 世 をば そむく とも 

など か はかくと 知らせ ざらん。 人 こそ 心強く とも 尋ねて 恨みん と 思 ひつ、、 ある 暮 方に 都 をいで、 嵯峨の 

，富ら ぎ 

方へ ぞ あく がれけ る。 比 は 二  十日 あまりの ことなれば、 梅津の 里の 朝風に、 餘 所の 匂 もな つかしく、 大 

井の 河の R: 钐も、 S にこめて 朧 なり o 一  方なら ぬ 憐れ さも、 誰 故と こそ 思 ひけめ 。往生 院と閗 きつれ ども 

定かに いづれ の坊 とも 知ら * されば、 こ /- にさ まよ ひ、 かしこに たヾ やみ、 ^ねかぬ るぞ 無情なる。 

やう やく 住み 荒した 佾 房に 念誦 G- 聲 がした の を、 瀧 口が 聲と 聞き 澄して 「御 様の 變り はてお はす： 

らん を も * 見 もし 見ぇ參 らせんが 爲に、 わら はこ そ 是迄參 て 候へ。」 とお 供の 女房 をして 吿げさ 

せた。 

滁リ 入^ 胸 打 藪ぎ、 ^まし さに 障子の tg より 視 きて 見れば、 裾 は翥、 袖 は 淚に打 萎れつ、、 少し 瘐 せた 

る弒 ばせ、 誠に^ ね 兼た る 有榇、 

は 如何なる 大^ I、 いお も 心 弱うな りぬべき ほどで あつたが、 瀧 口 は 人 を 出して 「全く 是に はさる 人 

なし， 若し 門逮ひ にても 候らん. 一 と 言 はせ たので 、横笛 は 情なう 恨めしげ に淚を 抑へ て 立 去った。 

その後 瀧 口 は 同^の 佾に 語って いふに は、 

「By も 世に W かにて、 念佛の 障碍 は 候 はね 共、 あか で^れし 女に この 住お を 見えて 候へば、 たと ひ 一^ は 
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心强 くと も、 又も 慕 ふ 事 あらば 心 も 劲き候 はん OJ 

と 嵯峨を 出で 高 野に 上り、 淸淨心 院に行 澄して、 未， た 三十に もなら ざるに 老^ 姿に 瘦せ袞 へ て、^ 

野の 聖と あがめられた。 横馆は 「やがて 様 を かへ、 奈 良の 法 華 寺に ありけ るが、 思 ひの つもりに 

や 遂に はかなく」 (平家) なった ともい ひ、 「桂 川の 水上 大 井川の 早瀬 御幸の 橋の もとに ゆき、 かづ 

. きたりけ る 朽葉 色の 衣 をば 柳の 朶 にぬ ざ かけ、 思 ふこと ども 書きつ けて 同じ 枝に 結びが き、 歳 十 

七と 申す に 川の みく づと」 (盛衰 記) なった ともい はれて ゐる。 

建禮 門院 平德子 は、 時め く 入道 相國淸 盛の 長女と して 生れ、 榮枯 の變轉 あわた 

建 镗鬥院 

> しき 一 生 を 送られた ので あるが、 その 一 生 は 全く 平氏 一 門の 盛衰と 歩 を 一 に 

されて ゐ るので あって、 平氏 一門の 榮 華と 沒 落と を 述べた 平家 全曲の 趣 は、 女院の 一代の 經^ 中 

に 明かに 見る 事が 出來 るので ある。 女院は 十五の 舂、 玉の輿に 乘 つて 入 內 なされ、 高 倉 帝の 女御 

となり、 やがて その 翌年に は 中宮と なられた。 淸盛は 外戚と して 早く 皇子 御 陣 誕を 願った の もも 

つと もの 事で あるが、 「平家物語」 に は 「此御 娘 后に 立せ 給 ひし かば、 入道 相國 夫婦 共に、 哀れ 如 

何にもして^ 子 御 誕生 あれ かし、 位に 卽 奉りて 外祖父 外祖母と 仰せられ むと 願 はれけ る。」 としる 

し、 更に 緞^に 月詣を さへ 始め 仁と 記して ある。 されば 治 承 二 年 中宮 御懐姙 より 御產 まで、 平氏 一 
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門の 騷ざは 一 通りではなかった。 中宮 は 六波羅 池の 殿に 居られた が、 天皇に は 使 を 四十 一 社 七十 

四 寺に 使 はされ、 僭 侶 及び 陰陽 博士 を 禁中に 召されて 安産 を 祈られ 、中宮 も 亦 使を淸 水、 平野、 日吉 

へつ か はされ た。 法皇 は 自ら 產窒に 臨んで 千 手經を 誦せられた。 なほ 天下に は 大赦の 令が 發 せら 

れた。 かくて 安德 天皇が 生れ 給うた ので あるが、 平氏 一門の 榮華 は安德 天皇の 御 降誕 御卽 位に 至 

つて、 その 頂上に 達し、 一族 は 宮廷に 出入して、 かっての 藤 原 氏の 如く 遊興に ふけ， 9、 建禮 門院 

を 中心として、 華 かな 生活 は鉸 けられて るた。 然るに 盛者 必袞 の理に 漏れす、 さし もに 誇った 平 

氏の 榮華も 束の間、 脔永ニ 年の 秋に は旣に 落日の 悲運 をう けて、 悄然と して 西 海に 漂 ひ、 やがて 

壞の 浦の 戰に 門院 は 主上の 跡 を 追 ひ 奉って、 波の 下なる 都に 住ま はれよう としたが、 源氏の 兵に 

よ. 5 助け上げられ、 やがて 都へ か へられる ことにな つた。 女院 はこ、 に その 背景た りし 平氏 一 門 

を 失 はれ、 高 倉 天皇 はすで に 養 和 元年に 崩せられ、 京 は安德 天皇 御 西 下の 後 は 後鳥羽 天皇の 踐祚 

となって ゐて、 京 へ かへ られて も 其 身 を 入れ 給 ふ 所な く、 やがて 東 山の 麓吉 田の あたりなる わびし 

き佾 房に 入らせられる 事に なった。 この 偺房 はもと 奈^ 法 師の坊で、 住み 荒して 年 久しい 所で あ 

つたから、 簾 絶え 閨 あら はで、 雨風 も 入る が 儘なる 所であった。 花 は 色々 に 匂 ひ はする が、 主と 頼 

む 人 もな く、 =： は 夜な/ \ さし 入る けれど、 眺めて 明す 主 もなかった。 昔 は 玉の躉 を瑩き 錦の 帳 
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に まと はれて 明し 管せ 袷うた 身が、 今 は？ ズ々 にも |れ艰 て 給うて、 あさましげ なる 5 

坊に 入らせず た 御 心の I は、 推し f  l はれの 極みであった。 かくて 女院 は. 文 I 年 だ 

月 一日 御 落飾 遊され たが、 その 頃の もの あはれ に 互ら せらる、 御 心 をう つし 奉れ， ま、 . 

女院は 桃李の 御 被な ほ 拳 かに、 i の 御 形 もい まだ 衰 へさ I はね ども、 置の f 附 けても 何 かませ 

させ 給 ふべき なれば、 遂に 御 f かへ させ 給 ひさり。 浮世 をい とひ、 § 道に 入らせ 給へ ども、 御， 

更につ きせ t 人々 今 はかくと て 海に I し 有様、 先帝 二位 殿の 御 厘、 ひしと 御身に 添 ひて、 如何なら 

ん 世に 忘る べしと も 思し 召さねば、 S 命 何し に 今までながら へて、 t  |目を 見る らんと て、 J せ 

き あへ させ 給 はす、 f の I なれ ども、 明し かねさせ 給 ひ？、 おの づか f ち まどろませ 給 はね， ま、 

昔の こと をば 夢に だに も 御^ ぜす、 壁： そ ひナ ん笺レ りきり さ、 -、 ：、 ： 

it. そむけん 歿 /の 燈の影 力す 力に、 よもすがら 窓う つ 暗き 雨の^ ぞ 

^た 力り ける。 上 陽 人が 上番に f られ たりけ ん悲 も、 是には 過ぎ じと 見えし。 昔 を 忍ぶ f なれと や、 

故の 主 S し械 f きたり けん 花 橘の 風な つかしく、 軒 近く f ける に、 山 時鳥の §、 暴 音づれ て1 

.5 ければ 女院 ふるき ことなれ ども、 思し召し 出で て 御硯の 蓋に かく ぞ 遊され ける o 

ま 公花 たちばなの 香 をと めて なく は 昔の 人ぞこ ひしき 

かくて 吉 S の 里に もの あはれ なる 朝夕 を 送られた ので あるが、 「この 御 住居 も 翁 都 近くて、 玉 鉢の 
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道行 人の 人目 も繁 ければ、 露の 御 命の 風 を 待たん 程、 薆き事 聞かぬ 深き 山の 奧の奧 へ も 入な ば 

や。」 と、 やがて 大原 山の 奧寂 光院に 移り 住ませ 給 ふこと になった。 その 寂光院 は、 

舊ぅ造 hN なせる 糸 水木 立、 由 ある さまの 所な り。 甍 破れて は^ 不斷の 香 をた き、 扉お もて は 月 常住の 燈を 

か/' ぐと も、 かやう のと ころ を や 申すべき。 庭の 若草 茂り 合 ひ、 靑柳絲 をみ だりつ、、 池の 浮 草 波 問に 漂 

ひ、 餽 を さらす かと あやまた る。 屮 島の 松に かかれる 藤 波の、 裘 紫に さける 色、 靑葉 まぢ りの 遲櫻、 初花 

よ. 5 も 珍ら しぐ、 岸の 山吹 さき 亂れ、 八重 立つ 雪の 絶 間より、 山 郭公の 1 聲も、 君の 御幸 を 待ち 嫫な. 9。 

ぬ^い 垆^巧； の 山、 紛を かくと も 及びが たし o さて 女 院の御 庵室 を 御 * あるに、 軒に は 萬勒嫫 は ひか/ -り、 

.£ す h ケ * 

忍 まぢ の萱 草、 杉の I* 目 もま ばらにて、 時雨 も 霜 も罱く ftS も、 拽る 月影に 爭 ひて、 たまるべし とも 見え ざ 

りけ. 5。 後 は 山、 前 は 野 邊、 いざさ 小^に 風噪 ぎ、 世に立たぬ 身の 習と て、 憂 節しげ き 竹 柱、 都の 方の 言 

爰て 

傅 は、 問^に 結へ る^ 垣 や、 僅に 言 問 ふ ものと ズは、 嶺に木 傳ふ狻 の聲、 眩が 爪 木の 斧の 音、 是 等が 訪れ 

ならでは、 嗨 の 葛靑 葛、 來る人 稀なる 所な- 50 

か、 る 所に 住居して 佗しき 餘生を 送られた ので あるが、 周 圍に侍 ふ 人 とても 「都で 春の 錦 をた ち 

かさねてし 人々 六十 餘人 ありし かど、 み わする /- さまに おとろ へ はてた る すみぞめの 姿に て、 わ 

づ かに 三 四 人ば かり ぞさ ぶら はる /-」 (建禮 門院 右 京大 夫 柒) のみであった。 かくて 念掷 三昧の 生 


；；; ； に^しく^;^ を 送らせ 給 ふ 中に、 御^ 氣に なられて 打 臥し 給うた が、 日顷 から 思 ひ 設けられ たこ 

となれば、 御怫 像の 御 乎に 懸けられた 五色の 絲を控 へ 持 たれながら、 必ゃ來 迎引攝 し 給へ と 御 祈 

念あって 御念 怫を唱 へられ、 その 御聲の やうく 弱らせ 給うた 時、 西に 紫雲た なびき、 異^ 室に 

滿ち、 音樂 空に 聞え、 建 久ニ年 二月 中旬と いふ 時、 遂に 往生の 素懐 を 遂げ？ せられた ので ある。 

>  四 罩記 物語と 武士 的 女性 

武士道と 錄道 頓朝は 平氏 を 減して 兵馬の 大權を 握る に 及んで， 鎌 倉に 幕府 を 開き、 武家政治 

を斷 行す るに 至った が、 その 開 創に 當 つて は、 藤 原 氏、 平氏の 锾 轍に 鑑みて、 

^ 公家 主義 を廢 して， 武家 主義 を 以て 諸般の 振 肅を圖 つた。 卽ち藤 原 氏の 衰運 も 平家の 滅亡 も、 い 

ま つれ も 優^ 惰弱に 流れ、 浮華 放縱に 溺れての 結朵 である こと を 痛感し、 常に 家人 を戒 飾して 華^ 

^ 柔弱の 風 を 却け、 武藝を 修めて 心^の 鍛 鍊を獎 め、 锊實 剛健 * 儉素 勤勉 を美德 とし、 禮镞廉 恥 を 

g 重んじ 卑怯 未練 を 戒め、 自ら 率先して 武士道 的 精神の 鼓吹に 努めた。 それ 故當 時の 武士 階釵 は、 

Z 己の 死生 0 巷 を馳驅 した 際の 體驗 と、 此の 鎌 倉 幕府の 政策と に 加へ て、 當時 武人に 入り 易った 禪 

^ 宗の 影響 等に よって、 大いに 武士道の 扳作を 見る に 至った。 
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さて 武ヒ^ の笫 一^的 要素 は、 忠節の 精祌、 卽ち 犠牲的 精祌 である こと は 云 ふまで もない が、 

次で 武^の 精祌が 不可 缺な ものと して 養成され たの は理 の當然 である。 尙 此の 外に 前述の 如き 種 

々の 道德 が^ 養され たが、 か、 る 思想 は 自然の 勢と して、 武家 社會 のみなら す、 その 圈內 に屬す 

る 者に 對 してまで も摻 透し、 感化 を 及ぼす に 至った。 されば 當 時に 於け る 武士階級の 女性 は、 こ 

の 武士 的牧 養の 感化の 下に、 意志的、 倫理的、 道徳的な、 ある 鞏固な 精神 を 以て 生 ひ 育つ やうに 

なって、 平安時代の iiE 念 一 點 張りの 女性と は 著しく 趣 を 異にする に 至った。 

かくて 銶倉 武士が 铙牲的 精神に 富み、 忠節の 精神に 生きた 如くに、 當 代の 女性 もっとに その 感 

化 を^り、 武士道に 對 して 婦道 を 完成し、 ^操 観念に 富み、 節 以て 夫に 仕へ、 時には 一死 以て 

その 裟に殉 する の 男；^ を 持す ると 共に、 家庭に 於け る 母性 を自覺 し、 その 夫 を 助け 子を勵 して、 

武人の 面 H を 損せし めない 様に 努む ると いふ 意志的 女性が^ 出す るに 至った ので ある。 

今 その 1 班 を 云へば、 吉野 山の 峯の 白雪 を 踏み分けて 入りに し 人の 後を戀 うて、 烈々 たる 思慕 

の 情 を 示した 靜 御前の 節操、 或は 曾 我 十郞祐 成の 妾 虎が、 夫祐 成が. 14 懐 を 遂げて 誅 せられてから 

は、 その 跡 を 慕 ひ、 亡夫の 三 七 fn の 忌 辰 を迎 へ、 ^根 山で 佛 事を修 し、 終って 出家 を 遂げ、 信 濃 

W 善 光寺に 赴き、 その 菩提 を ^はんとす るに 至った 如き， 假令身 は 藝を資 る 白拍子と 雖も、 武士 
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の^に 生きる 時、 その 心 は 雄々 しい 限りであった。 

又、 富士の 狩で 親 家が 鹿 を 射た ので、 顿朝は 喜びの 餘り * 梶 原景季 をして 政 子に 報ぜし めた 處、 

政 子 は、 武將の 嫡嗣と して 鹿 を燧 たと C 何も 珍しく はない、 當り 前で はない かと 云っての けた 稜 

々たる 氣 骨、^ は 巴 御前が 木酋義 仲に 粟津に 侍し、 鎌 倉 武士 をして 後へ に^ 若たら しめた 如き、 ー 

乃至 は 城 小 太郞资 盛が 叛亂を 企てた 時、 姨 母であった 板 額 御前が 勇戰 ^闘して 敵を惱 まし、 遂に 

その 捕 へられる に 及んで 资 盛の 軍が^ えたと いふが 如き、 勇猛 某敢な 女性の 楚出 は、 営 代 女性の 

優れた 一面 を表现 して ゐる ものである。 この 自力 的武斷 釣な 精神 は、 平安朝 女性の 他力 的^ 世 的 

な 思想と は、 月铤雪 泥の 差 を 示す ものであって、 こ、 に 時代相の 一面 を まざく と 見る 事が 出來 

るので ある。 

かくて 鎌倉時代の 女性 は、 他の 點は 1=  く 措き、 良 節の 精神に 富み、 自力 的 武斷的 意志的な 雄々 

しい 性格の 持主であった 點に 於て、 歷 史上 最も 生彩 を 放つ ものであると いふ ことが 出來 よう。 

平家 は 壇の 浦の ー戰 によって 完全に 减び盡 きて、 世 は 源氏の 旗 風に^ き、 顿朝 

靜御な 

の 勢望 は w 海に 輝いた が、 彼 は その 弟^ 經を 忌み嫌 ひ、 あら ゆろ 方法 を 設けて 

これ を 失 i; せしめよ うとした。 そこへ 梶原景 時の 讒苢 があって、 賴 朝の 猜疑 ほ 極度に^ら れて、 
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"源氏の ^興に 辛苦の 限， 9 を 嘗めつ ぐして 來た 兄と 弟 は • 全く 仇敵の やうに なった。 そして その 架 

は、 義經 は兄賴 朝の ために 官位 を剝 奪され、 武名 嘖々 たりし その 榮譽も 今は签 しく、 草の 搖 ぎに 

も 心 をと める 一 落人と なり 果て /-、 僅かの 恩顧 ある 士に 護ら れ、 都 を 去らねば なら なくなった。 

昨日に 變る 落人の 身と なった 義經 は、 西國へ 落ちて 後途を 計らん としたが、 大物 浦の 風波に 船 は 

破られ、 止むな くそ こから 吉 野へ 逃れた。 藜々 たる その 主從 一群の 中には 愛妾 靜も 交って るた。 

都に 春 は來れ ども、 吉野は 未だ 冬 筏る。 いはん や 年の 暮 なれば、 谷の 小川 も つら /- ゐズ、 1 方なら ぬ 山な 

れ ども、 判官 あかぬ 名殘を 捨て かねて、 靜をこ /- まで 具せられ た. 9 ける。 (義經 記) 

しかし 落人の 身と なって なほ 愛妾 を 伴 ふこと は、 生死 を 共に する 家臣の 手前 を 憚って か、 吉 野の 

奥深く 杉の 埂と云 ふ 所で、 つ ひに 靜 にも 暇 を與 へようと した。 死なば 諸共に と 思った 靜も、 正 

妻の 身に 在らねば、 ^經が 事 を 分けての 離別の 言葉に うな づ いて、 はかなく も袂を 別った ので 

ある 0 

今 は 何と 思 ふと も、 留 るべき にあら やとて、 是非 を 二つに 分けけ. 50 判官 思 ひ 切. 9 給 ふ 時 は 靜思ひ 切らす o 

^^ひ 切る 時 は 判官 思 ひ 切り 給 はす。 互に 行き もやら す、 歸りて は；， 仃き、 行き ズは歸 りし 袷 ひけ. 5。 蜂に 

上. O 谷に 下. 5 ズ行き 袷 ふ 程に、 姿の a え 袷 ふ 程 は、 靜 はる.. ^と 見送りけ bo  (義經 記) 
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かくて 悲しい 離^ をした ので あるが、 靜を 守る ためにと 伴に つけられた ft 人の 雜色 は、 かへ つて 

^經 が靜に 贈った 財资を 悉く 奪って 逃げ失せた。 雪 深い 山中にた^ 1 人 さ迷って るた 靜は、 つ ひ 

に惡惯 どもの 手に 捕 はれて、 鎌^へ 送られる ことにな つた。 

母 磯の 1： 師 と共に 鎌^ へ 送られた 靜は、 やが て賴 朝の 家人から 篛 經 の行衞 につ いて 訊問され た。 

しかし 靜 がそれ を 知る わけもなく、. 又 知って るても 答へ る わけ もなかった。 再三の 訊問に も、 た 

V- よ、 と 泣き ぬれながら 手痛く 打ち消す ばかりであった。 賴朝は 之 を 聞いて、 「靜 可憐に 見 ゆれ ど 

も心强 し。 靜钊官 の 子 を 宿して るるとの 事 なれば、 捤原預 つて 出產を 待ち、 女子なら ば 母に 與へ、 

子なら ば 取って 失へ- 思慮 深き 靜なれ ば、 出生の 男の子 助けん こと 心 もとな し。」 と 命じた ので あ 

る。 生れた 子 が^の 子で あれば 殺される とい ふ 宜吿の 下に、 出産の RC を 待つ 靜の心 は どんなに 悲 

しかった であらう。 靜は、 母の f_i 師も ろと に、 ひたすらに 生れ 出づる 子が 女 なれ かしと 祈った。 

かう した 不安な 日 を 重ねてる るう もに、 偶々 鎌 倉 八幡宮 奏樂の 舞に、 靜は 無理に 召し出されて 

舞 ふこと になった C 靜は 「たと ひ 身 は 卑しき ものな りと も、 判官 殿の 寵愛 を 受けた る 身の、 今更 

讅 人の 前に 歌舞の 姿 を 晒さん や。」 >容 易に 聽き 入れなかった が、 頼 朝の たっての 命に、 捕 はれの 

身の さまで 担む こと も 出來 す、 遂に 決心して 鶴 岡の 社 前に 美しい 舞の 袖 を かへ す こと、 なった。 
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源氏の 再興に 辛苦の 限り を 嘗めつ ぐして 來た 兄と 弟 は • 全く 仇敵の やうに なった。 そして その 菜 

は、 義經 は兄賴 朝の ために 官位 を剝 奪され、 武名 噴々 たりし その 榮譽も 今は筌 しく、 草の 榷 ぎに 

も 心 をと める 一 落人と なり 果て、、 僅かの 恩顧 ある 士に 護ら れ、 都 を 去らねば ならな くな つた。 

昨日に 變る 落人の 身と なった 義經 は、 西國へ 落ちて 後途を 計らん としたが、 大物 浦の 風波に 船 は 

Ji&f  AC  Jtf  <  ^  c^,f  ^  き メす ミー 今 G、3 多 I 君 c-TT»«»i ま. §*Jwi ぜ. 二 1 1 えす- 

都に 春 は來れ ども、 吉野は 未だ 冬 籠る o いはん や 年の 暮 なれば、 谷の 小川 も つら /- ゐズ、 1 方なら ぬ 山な 

れ ども、 判官 あかぬ 名殘 を捨ズ かねて、 靜を こ、 まで 具せられ た. 9 ける。 (義經 記) 

しかし 落人の 身と なって なほ 愛妾 を 伴 ふこと は、 生死 を 共に する 家臣の 手前 を 憚って か、 吉 野の 

奥深く 杉の 壇と 云 ふ 所で、 つ ひに 靜 にも 暇を與 へようと した。 死なば 諸共に と 思った 靜も、 正 

の 身に 在らねば、 義經が 事 を 分けての 離別の 言葉に うな づ いて、 はかなく も袂を 別った ので 

ふと も、 留 るべき にあら やとて、 是非 を 二つに 分けけ り。 判官 思 ひ 切り 給 ふ 時 は 靜思ひ 切らす o 

は 判官 思 ひ 切り 給 はす。 互に 行き もやら す、 歸. 5 て は 行き、 行き ズは歸 りし 給 ひけ. 5。 峰に 

< き 袷 ふ 程に、 姿の a え 袷 ふ 程 は、 靜 はる-^ と 見送りけ り。 (義經 記) 


かくて 悲しい 離刖 をした ので あるが、 靜を 守る ためにと 伴に つけられた a 人の 雑色 は、 かへ つて 

渥が 靜に 贈った 財笾を 悉く 奪って 逃げ失せた。 雪 深い 山中に た ，>1 人 さ迷って るた 靜は、 つ ひ 

どもの 手に 捕 はれて、 鎌 倉へ 送られる ことにな つた。 

？師 と共に 鎌 倉へ 送られた 靜は、 やがて 顿 朝の 家人から 義經 の行衞 について 訊問され た。 

r それ を 知る わけもなく、. 又 知って ゐても 答へ る わけ もなかった。 再三の 訊問に も、 た 

一れ ながら 手痛く 打ち消す ばかりであった。 賴朝は 之 を 聞いて T 靜 可憐に 見 ゆれ ど 

子 を 宿して るるとの 事 なれば、 梶原預 つて 出產を 待ち、 女子なら ば 母に 與へ、 

^^^^？靜 なれば、 出生の 男の子 助けん こと 心 もとな し。」 と 命じた ので あ 

あれば 殺される とい ふ 宜吿の 下に、 出 產の日 を 待つ 靜の心 は どんなに 悲 

の^ 師 もろと に、 ひたすらに 生れ 出づる 子が 女 なれ かしと 祈った。 

てるる うちに、 偶々 鎌 倉 八幡宮 奏樂の 舞に、 靜は 無理に 召し出されて 

^^「たと ひ 身 は 卑しき ものな りと も、 判官 殿の 寵愛 を 受けた る， 付の、 今更 

を K さんや。， T- 容^に 聽き 入れなかった が、 頼 朝の たっての 命に、 捕 はれの 

さ，  出來 す、 遂に 決心して 鶴 岡の 社 前に 美しい 舞の 袖 を かへ す こと、 なった。 
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白 小袖 一 篾 ねに、 唐 綾の 紅色 華 かなる を 上に ひき 重ねて * 雪白の 袴 踏みし だき、 わりびし 鏠 つた 

る 水 干に、 ぬば 王の 髮ぉ 後に 束ね、 剁官戀 しの 歎きに やせた る 面に、 ー沫の 哀愁 を 漂 はした 姿 は、 

雨に なやめる 芙蓉の 如く、 楚々 として 氣 高く 美しかった。 やがて ェ藤祐 經が鼓 を 打ち、 畠 山重忠 

が 銅 拍子 を 執り， 「しんむ しゃう」 とい ふ 祕曲を 舞った が、 その 終りに、 

吉野 山峯の 白雪 ふみ 分けて 入りに し 人の あと ぞ戀 しき 

と 三度 繰返して 夫 を^ぶ 情を訴 へ、 更に 又、  - 

しづ や しづ しづの 小田卷 くち か へ し 昔 を 今にな すよ しもが な 

と、 哀切の 聲に 無^の 恨 を こめて、 離^の 悲し さに 咽び泣いた。 滿座は 動， 榣 した。 

「何たる 扳 舞ぞ。 鎌 倉 殿の 御前に て、 御 敵 判官に 切なる 情 を 寄す ると は！」 

しかし その 騷然 たる 非難の どよめき もやが て靜 まって 行った 靜の 至情に 打 たれた ので ある。 

別離 Q 悲哀 を 綿々 たる 情 絡に 寄せ、 今 は 行方 も 知らぬ その 人 を 追慕し、 過ぎに し 方 を囘 想して や 

まない 哀切 極まりなき 悲戀の 情 は、 並居る 人々 の 心 を 打ち、 人々 は 感動し 寂と して 一語 も發 する 

もの もなかった。 

しかし、 簾 中の 親 朝 は 色 をな して 赫怒した 。「かの 白拍子 あくまで 不敵な り。 錄 倉の 御代 萬. 歳 を 
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^ふべき に、 昔 を 今に 返して 判せ の 世と ならむ こと を 祈る と は、 w$ ぞ！」 . 

と、 激怒して 嚴^ に處 しょうと したので あるが、 御 臺政子 は、 靜が簿 幸 を あはれんで、 

「君 流ス となり ズ豆 州に いまし 耠 ふころ、 吾に 芳契 あ. 9 と 雖も翁 君に 相 順し、 暗夜に 迷 ひ 深-. g を 凌いで 》a 

の 所に 到れり。 亦 石 橘の 戦場に 出で 給 ふの 時、 猫り 伊豆山に 殘 留しズ 君の 存亡 を 知らす、 日夜 魂 を^せ. 5。 

その 愁を論 すれば 靜の 心の 如し o  ^州 多年の 誼 を 忘れ 慕せ ざれば 貞女の 姿に 非す。 枉げ て^ 翫し袷 ふべ 

し。」 (吾妻 銪卷 六) 

と 輯朝を 宥め 賺 したので あった。 

かくて 鎌^に 逗留す る こと 半歲餘 りに して、 玉の 如き 男子 を 出産した が、 不幸 それが 男子と 名の 

ついた だけに、 幕吏の ために 奪 はれて 殺されて しまった。 靜の 悲しみ は どんなであった であらう o 

その後 靜 親子 は、 身の 暇 を 賜うて、 恐し き 鎌 倉 を 後に 京に 還る ことが 出 來た。 そして、 嵯 蛾 の 

鵜 山の 邊に 淋しく 住み、 あけくれ 亡き 夫の 後世 を 弔って、 二十 七の 花の 盛りに 獰 くな つたと いは 

れ てるる。 

靜は 藝を资 る 白拍子で ある。 しかし、 その 義 經に對 する 烈々 たる 節操 は、 壯絕を 極めてる る。 

銶食殿 を 前にして その 心の 丈 を 云 ひ 得. に、 その 心の 强 さと 鈸 さと は、 武士 的 女性の 典型と いへ よ 

三 六 九 


く 
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三 七 〇 

う 0 

旭將 軍木會 II 仲に は、 四天王と いって 樋 口 次郞絷 光、 其の 弟 今 井 兼 平、 根 井 幸 

巴^"  1 

親、 楣親忠 の 四 人の 勇 將 があった。 この 中 兼 光、 兼 平の 二人 は 共に 信 濃 權守中 

ig 兼 遠の 息であった。 義 仲に 寵愛され た 巴 御前 は實 にこの 滎 平の 妹で ある。 

義仲は 頼 朝と 共に 以仁 王の 令！ Sh を 奉じて 兵 を 擧げ、 北陸 道より 速戰速 勝、 平家 は戰 はすして 西 

海に 走り、 篛仲は 遂に 鎮 朝に^ だって 京都に 入り、 從五 位下と なって 京師 守衛の 任に 就いた。 さ 

れ ど田舍 武士の 糟に 疎く、 朝廷の 忌諱に 觸れ、 あはれ 逆徒の 汚名 を 着て、 宇治川に 鎌 倉 方の 追手 

を對 へねば ならなかった。. しかし 旣に袞 運に 向って ゐた木 曾 方 は、 此の 一 戰に 脆く も 大半の 勢 を 

失 ひ、 この^ 都に 居た 義仲 は、 倉： S として 六條 河原に 戰陣を 敷き、 此處で 篛經の 軍 を對へ 討った 

が、 全^ 遂に 泔滅 して、 義仲は 命から ぐ大津 に 向けて 落ちて 行った。 時に 從ふ者 只 六騎。 いづ 

れも物 具 はう も 破れ、 髯は のびに のびて、 昨日に 變る 落人の 姿であった が、 その 中に 只 一騎、 額 

色^ 瓏 として 月 を 欺く 異様の 風 態の 者が あった。 それが 巴で ある。  - 

巴 は 色白く 髮長 く、 容銷 誠に 美麗 なれ ど、 幼少の 頃から 力 優れ 剛の者で あつたので • 義仲も 深 

くこれ を 愛し、 a 頓 みとした。 されば +度も 多くの 者、 落ち 失せ 討 たれた 中に、 六騎の 中まで も 
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生き 殘り、 最後のお 供 せんとつ き從 つたので ある。 

巴 は 都 を 出で ける 時 は、 紺 杓お に 千鳥の 鏺直垂 を 著たり ける が、 閼 寺の 合戦に は 紫隔子 を蛾忖 けたる K 垂 

に 菊閉滋 くし ズ、 萠黄絲 威の 腹卷に 袖付けて、 五 枚 冑の緒 をし め、 三尺 五寸の 太刀に、 二十 W 指いた る& 

羽の 矢の 射殘 したる を 負 ひ、 ず： 籐の 弓に せき 弦 かけ、 連錢 葦毛の 馬に 金遨 輪の 鞍^き ズぞ乘 h- たりけ る。 

七 駒が 先陣に 進みて 打ちけ るが、 何とか 思 ひけん ®c を脫 ぎ、 長に 餘 る黑髮 を 後へ さと 打 越して、 ® に 天 冠 

を當 ズ、 白 打 出の^,^ きて、 MB も 形 も 優な りけ. 5。 歲は 一; 十八と かや。 爱に遠 江^の 住人 內田 三郎 泶吉 

を名乘 つて、 三十 騎の 勢に ズ巴 女に 行蠹 うた. 00 內 田 敵 を見ズ 、「天 晴 武者の 形氣 哉、 但女か 意^^なし」 o と 

ぞ問 ひける。 郞等 よく-/ \ 見て 女 也と 答 ふ。 內 田聞敢 す、 「さる. 害 あらん。 木 曾 殿に は 葵、 巴と て、 二人の 

女將軍 あり。 葵 は 去年の 春礪並 山の 戦に 打 たれぬ。 巴 は 未だ 在りと 閗く o 是は强 弓！？ 兵、 あきま を數 ふる 

上手、 あ を ft み 金 を 延べた る 城な りと も、 巴が 向 ふに は 落ちす とい ふ 事な し o さる 薛者と 聞 召して、 ^な 

殿 彼女 相 構へ ズ虑 にして 進ら すべき. Q 仰 を 蒙. 5 た. 50 巴 は 荒馬 乘の 大力、 尋常の 者に 非 やと く。 如何す 

ベ き OJ と 思 ひ 炬 ひける が、 耶等 共に 云 ふ樣は 「女强 しとい ふと も、 百 人が 力に よも 過ぎし o 家吉は 六十 人が 

力 あ り、 殿^ 三十 餘人、 旣. に 百 人に あまれり o 殿原 左右よ 寄せて 左右の 手 を 引 張れ、 家吉 中より 寄せて 

など か 巴 を 取ら ざらん o」 と 云 ひける が、 內田乂 思 返す 樣、 「まてく 皙く、 槿 花の 朝に^ きて 夕に 萎む だに 

三 七 1 
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三 七 二 

も、 已が硗 は 有る， 物 を 八十 九十に て 死なん 命 も、 二十 三十に て 亡びん 命 も 同じ^、 女 程の 者に 組む とて、 

兎^: 計 ごと を 出しけ るよ と、 殊に 後陣に 控 へたる 甲斐の 一 條の思 はんこと こそ 恥し けれ。 殿原 一 人 も^ふ 

ベから す o 家吉 一 人 打 向うて 巴が 頸と らん o」 と 云 ひければ、 三十 餘騎の 郎等 は、 日本 第一 に 聞え たる 怖し 

きものに 取組む まじき 事を悅 びて、 尤々 と 云 ひければ、 內田只 1 人 駒 を 早めて 進む 處に、 巴是を 見て 先 敵 

あ^つか 

を^め た. 5 けり 。「天 1W 武 * の 貌哉。 柬國に は 小山 宇都宫 歟、 千^足 利歟、 三 浦 鎌な 歟、 蒼な 誰 人ぞ、 かく 

問 ふ は 木^ 殿の 乳母 子に 中 三 權頭兼 遠が 娘に 巴と 云 ふ 女 也 0 主の 遣の 惜しければ、 向後 を 見ん とて 御供 侍 

る OJ と 云 ふ 。「傑 食 殿^ 仰 を 荣り勢 多の 手の 4$ に 進る は、 ^江國 の 住人 內田三 郞家士 co」 と 名乗. o て 進みけ 

KVO 巴 は 一陣に 進む は I! の 者、 大將 単に 非 やと も、 物 具の 乇の 面白き に、 ぎ 並て 組み、 しゃ 首ね ぢ 切って 

軍神に 祭らん と ひける こそ 連 か. 5 けれ、 手 網 かいく. 5 步せ 出す o され ども 內 田が 弓 を 引か ざれば 女 も 矢 

をば 射 ざ. O け. 9。 互に 情 を. N て たれば、 內田 太刀 を拔 かざれば、 女 も 太刀に 手 を 懸けす。 主 は 急ぎたり 馬 

は 早り た hxo 巴內 田お の 頭 を抨 並べ、 燈 とく 蹴 合する かとする 程に、 寄 合せ 互に 音 を 揚げ、 鎧の 袖 を 引 

建へ、 えたり やおうと ぞ 組んだ. 5 け. 90 聞 ゆる 沛艾の 名-おなれ ども、 大力が 組合 ひたれば、 二 匹の 馬 は 中 

に^って 勒 かす、 內田 勝負 を 人に 見せん と 思 ひける にや、 弓手 を 後へ 指 廻し、 女が 黑髮三 匝にから まへ て 

腰刀 を拔 出し 中に て 首 を か/ -ん とす。 女是を 見て、 「汝 は內田 三耶三 左衞 門と こそ 名乗りつ も、 正な？ 今の 

；: ss、 內 W にあら す、 その 手の 郯筝 か c」 と 問 ひければ、 內田 「我が身 こそ 大將 よ、 耶等に は 非 t が 跡 
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何に。」 と 申せば， 女 答へ ズ 云く 「女に 組 む^の 男が、 中に て 刀 を拔き 目に 見す る 樣ゃは 有るべき、 第ま 敏 

によって 振舞 ふべ し。 故^も 知らぬ 內田哉 OJ とて 拳 を 握. 5、 刀持ちた る锊 のか/ をした、 か 打つ o 餘， y 

に 强く打 たれて 把る 刀 を 打 落さる C 「や をれ 家吉 よ、 日本一と 聞え たる 木 曾の 山里に 住みた る 者 也、 我 を 軍 

の 師と^め。」 とて、 弓手の 肘 を 指 出し、 甲の^ 顏取 詰めて、 鞍の 前輪に 攻 付けつ/ -內 青に 手 を 入れて、 七 

寸 五分の 腰刀 を议 出し、 引 あ ふの けて 首 を 搔く。 刀 も 究竟の 刀 也。 水を扳 くよ. 9 も尙 安し。 ち に乘 直り 一 

あ ふり あ ふり たれば、 身^ は 下へ ぞ 落ちに け. 9。 (源平 盛袞 記) 

かくして、 六十 人力の 剛の者 內 田家 吉は 遂に 巴に 噎 された。 やがて 巴 は その 首 を 持って、 ^ゆ^ 

資撿に 供へ た。 義仲 はしばし 憮然と して 居られた が、 やがて 巴に 向って、 坂 東に 聞え わたった 勇 

士も、 一 女子の 乎に 死す かと 思へば、 我 も 亦、 何人の 手に 死す るか 知られぬ 運命。 後 ほ 世の 人 か 

ら、 篛 仲は设 後の 際まで も 女子 を 連れて 居った とい はれて は、 我が 武名の 疵 となる 故、 そなた は 

この 場よ b 何處 へ なりと 落ち延び よと 懇ろ に說き 論した。 巴 は 死なば 共に と 頻りに 希つ たけ. si ど 

も、 篛 仲の 名 折になる とい はれて、 重ねて 强 ひる こと も出來 す、 身 を 裂れ る 思を殘 して、 生國さ 

して 立ち去り、 尼と なって 仲の 跡 を 弔った。 
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鎌 倉の 女性の 中で、 誰し もが 先づ 第一 に 指 を 屈する の は、 賴 朝の 妻 政 子で あら 

北^ 攻子 

う。 我が 國の 武士道が 賴朝 によって 建設され たと 同時に、 日本 婦道の 基礎 を 創 

設し たもの は 政 子で あると いふと も 過言で は あるまい。 政 子 は 頼 朝の 妻と して 內 助の 功多く、 共 

の 子 頼 家 等の 敎育 にも 細い 注意 を拂 ひ、 賴 朝の 死後 或 時 は 父 北條時 政と、 或 時は義 時と 力 を 協せ 

て 遺^ を 守り、 資朝殁 後 は 簾 中に あって、 諸 國武將 の 取締 * 京都 公卿の 監視 等 を 怠らす、 政務 を 

その 手 一 つで 捌いて、 所謂 尼將 軍と 稱 せられた 稀に 見る 女丈夫であった。 「吾妻 鏡」 は 神 功 皇后の 

再生 せられて、 我國を 擁護し 給へ るに 似る とい ひ、 「愚 管抄」 は 女人 入 眼の 日本 國と 評して るる。 

政 子 は 北條時 政の 長女で、 容姿 人に 優れて 美しく、 天 性 剛毅に して 果斷に 富み、 父 時 政の 寵愛 

も 一 入 厚かった。 i が 配謫 せられて 北條 家に 身 を 寄せた 頃、 賴 朝の 意に 適った 政 子 は、 頼 朝の 

人となり を兑 極めて 自ら 斷ゃ ると ころがあった。 父 時 政も賴 朝の 家柄と いひ、 人物と いひ、 よく 

知って ゐる ところから して、 つ ひに 兩 人の 請 を 聞き 容れる やうに なった。 しかし 乍ら、 頼 朝 はい 

つまで も 流人の 生活に 滿 足し、 政 子と 安閑 仁る 夫婦生活 を 送つ てるる 程 世の中 は 平和で はな かつ 

た。 源 三位 賴 政の 舉 兵に ついで、 各地に 於け る 源氏 は 旗 あげの 準備に 忙しく、 以仁 王の 今-旨 は處 

* 方々 の 源氏に 下され、 賴朝も 亦拜受 した。 彼 は 遂に 伊豆に 兵 を 擧げ、 韮 山城の 攻， に 成功した 


1* 女る たれ 現に 語 物 記^: 


が、 石橋 山の 敗戰、 房總 への 逃避と なり、 政 子の 苦難 は 並々 でなかった。 賴朝が 上 總下總 武^^ 

地 を 從へ鎌 食に 入る 頃から、 政 子 も 漸く 鎌 倉に 落着く ことが 出来た。 後頓 朝が 征夷 大將^ となり、 

鎌 倉で暮 す やうに なって からの 政 子 は、 主として 家庭 を 守， 9、 其の 子の 敎 育に 專 心し、 一門の 奢 

侈 を 戒め、 遊惰 を 抑へ る ことにつ とめた ので ある。 

政 子^ 頓 朝との 問に 頼 家、 實 朝の】 一 子を擧 げたが、 この 一 一子の 敎 育に ついては、 母と して 歉身的 

の 努力 を拂 つてる る。 蒈 て頓 家が 未だ 若年の 頃、 父賴 朝に 從. ひ 富士山 麓へ 狩に 赴いた ことがある。 

その 時大鹿 一頭 を 見事に 射止めた とのこと で、 賴朝は 非常に 喜んで、 直ちに この 由 を 政 子に 傳へ 

た。 すると 政 子 は武府 統領の 嫡子が 狩 場で 璲物を 仕 止める 位の こと は當然 であると いって、 その 

使 を あまり 喜ばなかった と傳 へられて ゐ る。 

正 治尤年 正月、 賴朝 がその 業 未だ 半ばに して 薨ゃる や、 政 子 は 四十 三 歳で 落飾した が、 一 一 代將軍 

賴家 は武府 統理の 器で なく、 形勢 は 俄然 一 變 して 政 子が 政治家と して 登場す るに 至った。 頼 家 は 

十^ 歲で將 軍職に 就いた が、 客氣 多く、 ま、 常 Jg を 逸する ものが あつたので、 政 子 は 早く もこの 

年の 四月 十二 日、 訴訟事件 について 將 軍の 專決を 停止し、 以後 北條時 政、 同義 時、 大. 江 廣元等 十 

三人の 合議に よって 裁決す る ことに 定めた。 その 七月、 頼 家が 安達景盛の 妾 を 奪 ひ、 更に^ 盛 を 
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殺さん と 謀って 大^ を 招かん とした 時、 政 子 は 百方 親 家 をな だめて 思 ひ 止. まらせ たが、 この 時 彼 

女が 頼. 冢に傳 へさせた 霄 葉の 中に、 「景盛 は 先君 賴朝 憐^の 人で ある。 若し 罪科 あらば 我 早く 尋ね 

成敗す るで あらう、 事 を 究め や 誅戮を 加へ る 如き は、 後悔 を 招く ことで ある 云々 j と 諫めたい ふこ 

とが 「吾妻 鏡」 に 見えて ゐ るが、 罪科 あらば 我 早く 成敗 せんと は、 政 子が 將 軍の 母た ると 共に、 

政治 上の 資權 をす でに 握って るた ことの 證左 である 建 仁 三年の 秋- 頓 家の 病 は 次第に 重くな つ 

たので， 遂に 彼 を 後して 弟の 千幡 (寅 朝) を 將軍 とした。 賴 家に は 一幡と いふ 子が あつたが、 そ 

の 母 は 比 企 能 員の 女であった ので、 比 企 氏の 勢力 增大を 恐れて この 擧に 及んだ ので ある。 賴.^ 能 員 

は 大いに 愤^ し、 北條 氏^ 滅を 策した が、 政 子 時 政 等 は 機先 を 制して 比 企 氏を仆 し、 一幡 また 死 

し、 賴家は 落飾して 伊豆に 幽せられ、 後 殺された。 こ、 に 於て 實朝 十二 歳に して 將 軍職 を 篛ぎ、 北 

條氏は 依然 將軍 G 戚里 たる 地位 を 保持し，  一 I その 權威 を增 大した。 やがて、 時 政 Q 後妻 牧の方 

とい ふの が、 責朝を 暗殺して 女 婼平賀 朝雅を 立てようと いふ 陰謀 を 企てた。 彼女 は. 牧の方 を 父 時 

政と 共に 北條に 幽し、 所謂 大義 親を滅 すの 策 を 立てた。 所が 承久 元年に、 實朝は 鶴 岡 八 皤の社 前 

に 於て、 賴家の 子の 公 暧の爲 に 暗殺され ると いふ 容易なら ざる 事件が 起った。 しかし 彼女 は 京都 

より 藤-原 道家の 子の ニ歲 になる のを迎 へて « 銅と して、 幕^の 秩序 は 少しも a れる ことなく、 事 
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變 後の 始末 は逍憾 なき 迄に 廻らされ てるた。 幕府で は、 新 主の 幼稚な 間 は 尼將^ 垂旃の 政で ある 

こと を宜 示し、 今まで 裘 面で 活動して るた 彼女が、 これから は 表面の 尼將 おとなって 權威を ふる 

ふこと、 なった ので ある。 やがて 承^め 亂 起り、 承久 三年に は 公武の 二 大勢 力 は 旗鼓 の^に その 

資力 を爭 ふこと になった。 けれども 彼女 はこの 期に 及んで 決して 狼狽し なかった。 義 fcb、 泰き、 

時 房 等の 一族 や、 廣： 兀 などの 謀臣 を 一 座に 集めて 軍議 を 凝して ゐる 所へ、 政 子は縻 然として 铵か 

に； I！  一口 ひ 放った G 

一 n 本 一州の 中に、 女^の 目 出た き 例に は、 この 尼 を こそ 申す なれ ども、 尼稃 に^ w〕 ひし たるま 世 こ あら 

じ。. 故賴朝 公に 逢 ひ 初め 参らせし 時 は、 世に なき 振舞 するとて 親に も 疎み 惡 まれ、 その後 平家の 軍 始ま. 9 

しかば、 手 を 撣， 9 心 を碎 きて 年が 程 は 打ち暮 し、 平家 亡び ズは世 治まる かと 思 ふ 所に、 大姬 君に おくれて 同 

じ 道に と 悲しく 思 ひながら、 刀 日 を 重ねし 間に 故 殿に 後れ 牵る o 左衞 門 僭 (賴耒 ) いまだ 幼稚 なれば、 見 

立て 參 らせんと せし かど も、 乂 督^に さへ 遲 れズ、 誰を賴 むかた もな く、 镞食 中に 恨めし からぬ 人 もな く、 

忍 ひ 沈みし を 故 右大將 ず： 朝 公、 人と な hN 世に も靜 かに 侍りし に、 思 ひの 外の こと ありて 大臣^ 失せ 45 ふ。 

是 こそ 浮世の 鑑な れ。 何に 命を存 へて か、 る 難に たへ ぬらん。 いかなる 潲河 にも 身 を 投げば やと 思 ひ 立 も 

しも、 權 太夫義 時が 様々 申す こと ありて、 三代 將軍の 御 あと を 誰か 弔 ひ 奉るべき と 思 ひし 程に、 今日まで 
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空しく ら へて、 か、 る こと を 見閗 くこ そかな しけれ。 日本 國の傳 達、 昔 は 三年の 大赉 とし ズ 一期の 大事 

と 出立ち、 郎從 一族まで こ/ -を晴 と 上りし も、 カ盡 ぬれば、 下向に は 徒 跣に て歸 りけ る を、 故 殿 あはれ み 

袷 ひ、 六 ヶ月に 約め、 分際に 應 じて 諸人の 助 を 計ら ひお かせ 給 ひ、 今 は いづれ も榮耀 にお はすらん。 よろ 

づ につけて 情深き 御 恩 を 忘れて 京方へ 參 らんと も、 又 留まりて 味方に 奉公 仕らん とも、 只今 確かに 承れ。」 

(北 條九代 記) 

と、 ^を 分けて 義理と 人情の 兩 方面から 縷々 と 述べた ので、 並み ゐる 武士 は 皆 衣の 袖 をし ぼり、 

「拙き^ ^さへ も 人の 恩 は 忘れ やと こそ 承れ。 況して 代々 御 恩 深く 荥 りし 我等、 此の度 罷り 向 ひ 候 都お 枕 

に、 « を 禁中に 晒さん とこ そ 存じ 候へ。 誰々 も 1 人と して この 志 を 背く もの は 候 はや。 御 心安く 思 召し 候 

、 c  I 

< し 

と、 命に 應 ぜんこと を 誓った ので ある。 

承久 の變亂 一過して 銥<« 幂府の 礎 は 全く 成った。 尼將 軍の 政治 は 至公至平であって、 その 方針 

は 幕府 创業の 精神と 全く 一致して をり、 見る 所 は 頗る 廣く、 心 を 傾ける ところ は國 家全體 であつ 

て、 その 北條 氏に 對 する 態度に は 兎角の 批評 はあって も、 全く 稀に 見る 大器であった こと は. 諸種 

の 記錄が これ を設 して ゐる。 
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後堀河 天皇の 嘉祿 元年 六十 九歲を 以て 死した が、 民 部 大夫行 盛 を はじめ 膂 恩お 懐うて 出^した 

ものが 多かった。 實に鎌 倉の 女性と して 偉大なる 典型で あると いってよ からう つ (吾妻 鏡、 大日 本 

史、 ^管 抄) 

W 賴 朝の 長女 大姬公 は、 ^て 政略結婚の 爲に、 木せ 義 仲の 嫡子 志 水 冠者 義 高の 夫 

大姬公 

人と なった が、 やがて 頼朝義 仲の 不和から、 壽永 三年 四月. 義髙は その 犠牲と 

なクて 無 殘な设 後 を 遂げた。 姬は それ を 漏れ聞いて、 愁歎の 餘り漿 水 さて 斷 つて、 只管 亡夫の 冥 

竊を 祈り、 健康 も 勝れす 味氣 無き 年月 を 送って るた。 「吾妻 鏡」 に は その 狀を寫 して、 

志 水 殿 有事 之 後、 御 悲歎 之 故、 追 日 御 憔悴、 不ぃ堪 ，1 斷金之 志 1 殆爲， 1 沈 石 之 思- 給歟、 且賁女 之 

操行、 衆人 所 美談 也 , 

と 見えて ゐ る。 そこで » の 政 子 は 心配して、 親族で ある 一 條髙 能に 再嫁 させ、 心氣を 一 轉 させよ 

うと 內々 取 計らった が、 姬君は 斷然之 を 担み、 たって と 云 ふなら ば、 寧ろ 身 を 深淵に 沈めたい と 

云って、 亡夫 を锶ぶ 情が 益々 深かった ので、 賴朝は 再嫁させる こと を斷 念し、 人 をして 陳謝 さ 

せた。 
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錄^ 時代に は 地^と して 社會的 地歩 を 占めた 婦人が 少 くなかった。 當埒の 地頭 

地頭と 女性 

は、 後世の 地頭と は 趣 を 異にし、 土地 を 所有し、 土地 を 支配す る 力 を備 へ、 財政 

S 務の 方に 携 つた ものである。 叉 地頭の 監視 を 受けつ、 土地 を 有する 本 所た る 婦人 もあった。 m 

へば 承 久の亂 の 起る 誘 si の 一 つ を 作った とい はれる ところの 龜 菊と いふ 婦人 は、 攝津國 長柄 • 倉 

橘の 莊^ の 持主で めった。 又 蒙古 來寇の 時、 肥 後 北山 室の 地頭に 眞 阿と いふ 尼が あった。 文， 水 十 

1 年 蒙古の 來 寇を举 退した 後、 鎌 倉の 幕府 は、 逆に 此方から 兵 を 出して 朝鮮 卽^ 高麗 を 征伐し よ 

うとす る 計 g を 立て、 九州の 諸 大名から 兵を徴 したので ある。 その 時 肥 後 北山 窒の 地頭であった 

M 阿ヒ いふ 尼 は练婦 であった が、 女の. 身で あるた め 自ら 出征す る ことが 出來す 、 老後の 力と 頼む 

子息 三郞 光重、 聲久 保ニ郞 公保 を 差 出して、 夜 を 以て 日に 穰 いで 馳 せ參ぜ しめます と 申出た こと 

が ある C 

かやう に 婦人です らもよ く 時代 を 理解し、 進んで 國 家の 爲に カを盡 さう とする やうな、 社龠的 

の 大きな 思想 を 持ち 埒 たので ある。 況んゃ 彼の 「吾妻 鏡」 や 「太平 記」 を繙 くと、 婦人に して 地 

頭で あり、 或は 本 所で あり、 社 食 的に 色 * 仕事 をした 寧琦が 齢から す ある。 
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第 一 章 室町 時代の 槪觀 ， 

窒町 時代と いへば、 普通 足 利 義滿が 京都 室町に 幕府 を 開いて から、 足 利 氏が 減び 織 田 信 長が 天 

下を統 一 する 迄 を 指す ので あるが、 こ、 では 廣義に 解して， 吉野朝 時代から 窒町 幕府 時代 を經 て、 

安土桃山時代に 至る 迄 前後 一 一 百 七十 年間 を 包括して 考 へる。 

この 時代 は戰亂 相次ぎ、 國 史上 空前の 暗黑 時代であった。 後醍醐 天皇の 建武 中興の 御 偉業 は 一 

度 成った が、 それ も 束の間で、 天下 は 再び 武家で ある 足 利 氏の 手に 歸し、 義滿義 政の 滎 華の 世 を 

現出して、 暫く 無事 平穏な 日が 鑌く かと 思 ふうち、 やがて 應 仁の 大亂が 起り、 安土桃山時代に 至 

る 迄 • 天下 は 全く 戰亂の 中に 沒 してし まった。 花の 都 は 動亂の 巷と 變り、 數十 囘の爭 奪 戰が行 は 

れ、 榮烤 華美 を 盡 した 伽藍 殿堂 も、 重寶 も、 藝 術.^ 或は 踏みに じられ- 或は 燒 失せられて、 さ 

しも 華美 を盡 した 玉 妙の 都 は、 見る 影 もない 荒野と 化して しまった。 

汝ゃ 知る 都 は 野 逯の夕 雲雀 あがる を 見ても 落つ る淚は 

これ は應仁 G 亂の 後、 飯尾汔 六左衞 門が 都の 荒廢を 歎いて 詠んだ 歌で ある。 


觀^ の 代 時 町^ 


かやう に 動亂と 紛糾の 世の中であった から、 文學 も從 つて 袞微 し、 時には S 山 

文學の 特色 

佾侶 によって 僅に 命脈 を 保って ゐる やうな みぢ めな 狀 態い 時 もめった。 然し 乍 

ら、 文 學の芽 はかう した 動亂の 中に も 除々 に萠ぇ 出で、、 種々 の 方面に 時代精神 を 現した 作品 を 相 

當に殘 してる る。 譎 曲が 作られ、 狂言が 生れ、 連歌が 新興し， 世相 を 正^に 反映した お伽草子が 

作られるな ど、 注目すべき もの も相當 ある。 しかも これらの 作品 は、 何れも 次に 來る 江戶 時代 文 

學の源 をな して ゐろ點 に 於て、 注目すべき ものが ある。 卽ち讅 曲 狂言が 江戶 時代の 潸 劇の 源と な 

り >  連歌から 俳句 川柳が 生れ、 お伽草子 は 絢爛 を 極めた 江戸時代の 小 說の魁 をな す ものである。 

つまり 百花 絢爛たる 江 戶文學 の 源 は， かう した 戰亂の 世に 除々 に 培 はれて るた ので ある。 かく 考 

へて 來 ると， この 時代の 文學 は、 暗黑 時代な どと は 云へ ない 特殊の 意義が 考 へられる ので ある。 

女流 文學は 前代に 引 綾いて 益々 衰微し、 女性 作家の 出現 は、 篸々 たる こと 誠に 

暧天の 星の 如き 有様で ある。 これ は 全く 時代の 然 らしむ る 所であって、 また 止 

む を 得ない ことし 思 ふ。 唯 「玉 葉 集」 の 歌人と して 、宮廷 后妃 皇女 及び その 女房 達、 公卿 殿上人の 

0, 娘、 妻 等 十 數人を 擧げる ことが 出來 るが、 その 作品 は 又文學 的に 高い 價攸 をお くこと は出來 

ぷ r  0 

す •  L 
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唯 この 中に あって 美 濃の 人 小 野お 通が 十二 段 草子 を 作り、 淨 瑠璃の 源 を 開いた とい はれて ゐた 

が、 最近 諸家の 研究に よると、 十二 段 草子 はお 通の 作で ない ことが 明かに された。 かうな ると、 

女流 文 舉界は 益々 寂寥 を 加へ るので ある。 

, 第二 章 吉野 朝の 女流 歌人 

後醍醐 天皇に よって 企てられた 公家 一 統の御 政治 は、 北條 氏の 滅亡に よって めでたく 實 現せら 

れた。 しかし その 輝し い 中興の 帝業 も、 やがて はかなき 夢と 消えて >  延元 元年に は 天皇 はじめお 

卿 雲 客 は、 幾重の 雲路を 分けて * 吉 野の 奥に 移り 住ま はれねば ならなかった。 それより 後 醍蝴、 

後村上、 お^" 後！ i 山の 御 四 代の 天皇 は、 南風 兢 はぬ 旦暮 を • 雲 深き 吉 野の 奥に 逡られ たので あ 

る C この間の いたましき^: 消息 は、 「新 葉 和歌 集」 によって 最も 切實に 知る ことが 出來 る。 

「新 葉 和歌 集」 は、 後酲醐 天皇の 皇子 宗良 親王の 編綦 された ものである。 親王が 諸 國轉戰 の 後、 

齢 七十に 餘り、 多少の 落 付き を 得られてから- 吉野朝 君臣の 歌の 空しく 深山 木の 露と 消え はて、 

了 ふこと を惜 まれて 編まれた もので、 -ぉ慶 天皇の 弘和 元年 十 一 一月 三日に 奏上 せられて ゐろ。 


入 歌 流 女の 朝野 Ji' 


吉野朝 御 膝 代の 御^ 接 は、. 今； 史屮 上げる まで もな く、 一  日 も 早く 四海の 浪を鎭 めて、 國內を 安 

^にせん との 思 召に 終始一^ 遊され、 日夜 を惱 ませ 給うた 御蓽 と拜 察される。 叉 親王の 御 方 

々は、 尊き 御身 を 以て、 西に 柬に 征討の 軍 を 起して 王事に 盡し給 ひ、 具に 艱苦 を 嘗め 給 ひ、 諸 ほ 

も 亦 奉公の 至誠、 _#國 の 熱情 を 傾けて 王 車に 盡瘁 し、 四方に 流浪して 世路の 辛酸 を 嘗めた ので あ 

る。 されば 「新 葉 集」 は 他の 勅撰集と は 趣 を 異にし、 御歷 代の 忝く 尊き 御 叙璲、 親王の 御 方々 の 

御 艱苦の 程 を傯び 奉る ことが 出來、 又 諸臣の 慷慨 悲憤の 熱情 を 窺 ふこと が出來 るい 

歌 は 千 四百 餘首、 二十 卷 になって ゐ るが、 その 歌人 は 吉野四 天皇 を 始め 奉. 9、 皇族 及 その 公卿 

を 主として， Q る。 女流 歌人と して は、 宮廷 后妃 皇女 及 その 女房 達、 公卿 殿上人の 母、 娘、 妻 等 十 

數人 を^げ る ことが 出来る が、 その 中で 新 待 賢 門院、 嘉喜 門院、 新宜陽 門院な ど は 脬れた 歌人で 

ある 0 

新待赞 門院 は 後醍醐 天皇の 妃で、 御名 は廉 子、 藤 原 公^の 女で あらせら る。 才 

«s 寺较 up 院 

色 荥備の 故 を 以て、 天皇の 御 寵愛 を 専らに し 給うた こと は 「太平 記」 卷 一 に 次 

の 如く 述べ てるる レ 

君 1 度 御 s ぜられ て、 他に異 る 御 « あり。 三千の 羝愛 一身に 在. 5 しかば、 六 宫の粉 篛は顏 色 無き が 如く 
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fo すべて 三 夫人 九极 二十 七の 世婦、 八十 一 の 女御、 曁後宫 の 奕 人、 樂^ の妓 女と 云へ ども、 天子 顧 

WIV にち 

眄の御 心を附 けられす。 啻に 殊^ 尤 態の 翊能是 を 致す のみに 非 や、 蓋し 善 巧 便侫^ 疔 に 先て、 奇を爭 ひ 

てぐ loi 

しかば、 花の 下の 春の 浚、 月の 前の 秋の 宴、 駕 すれば 辇を 共に し、 幸 すれば 席を專 にし 給 ふ。 

： 兀德！  二 年に 從 三位に 叙せられ、 元弘ニ 年、 天， M 隱岐御 遷^に 際して は、 只 一人の 女性と して 供奉 

申し上げ、 道 巾の 困難より 島中の 艱難 を 共に めつ くされ、 心 を こめて お 仕へ 申された。 亂 平ぎ 

て 御 遨幸後 は、 威權 益々 加った" 

，； 一 口野 朝と なつてから は、 うら 寂しい 行宮に まめく しく 奉仕され た。 後醍醐 皇 崩^の 後 は、 

御腹なる 義良 親王が 後村上 天皇と して 立 たれた が、 之に 奉仕して 正 平 十九 年 五十 九歲を 以て 病殁 

された。 

欹は 「新 葉 集」 に 十九 首收錄 せられて るるが、 後醍醐 天皇 崩御の 後に 作られた ものに 哀 深い 歌 

力 多 》*  — 

み 吉野は 見し にも あらや あれに け h- あだなる 花 はな ほ殘れ ども 

この 敬に は 「つ はもの、 亂 によりて、 吉 野の 行宮 を も 改められて、 次の 年の 舂、 塔 尾の 御陵に 詣 

で 拾 はむ とて、 かの 山に 登らせ 袷 ひける に、 藏王堂 を 初めて、 さならぬ 坊舍 ども 、 皆 煙と なりに 


人歌沆 なの 朝野^ 


けれど、 御^の 花 許り は 昔に か はら ヤ^き て， よろ づ哀 に覺ぇ 給 ひければ、 一 房 折りて」 お. H お 

王に 跗られ た 枝に 添 へ られ たとい ふ 詞 書が あって、 

へ， みても ^ほ ゆる かなお くれに し 君が みかげ や 花に 添 ふらむ 

とい ふ 親王の；^ 歌 も 出て るる。 

九重の HI のうて な も 夢 なれ や 苔の 下にし 教 をお もへ ば 

引きつれし 百の 司の 一 人， たに 今 はっかへ ぬ道ぞ かなしき 

寂し さもつ ひの すみかと 思 ふに は心ぞ とまる 系の 松風  , Z 

これら もや は. 5、 同じ 天皇， 御陵に 詣 でられた 折の 歌で あるが、 門院に とって は、 ； 1： 去. o まして 

後の 吉 野の 里 は、 如何に 悲しい 思 ひ 出の 數々 に滿 されて ゐ たこと であらう。 なま、 

今日は はや 荻の 上 葉に 音た て 、昨日に も 似ぬ 秋の 初 風 

^竹の いくよも あら じ もの 故に 身のう きふし は 歎 かや もがな 

なと は、 七のと まる 作で ある o 

S  ？  ]  S 門院 は 後 付 上 天皇の 女御で あらせられ るが、 その 性 氏に つ、.. ては詳 でな、， ■。 「た 

嘉喜 門院 

日本史」 に は その 所 生を詳 にせ や、 閥. n^^c 女レ- して あろが、 ^朝^ 德錄ー 
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には^ 隧子、 藤 原弒忠 の 女と なって ゐる、 長 慶灭皇 及び 後龜山 天皇 は その 御所 生で ある。 後村上 

天皇 は、 延： 兀四年 八月 十五 日 後醍搠 天皇の 禪を 受け、 同 十月 吉野 行宮に 於て 卽位 なされた が、 そ 

の 御一^の 間 は 終始 南朝の 興 ii に 力めら れ、 行宮 も 亦 或は 賀名 生に、 或は 天 野 金剛 寺に 轉々 し、 

具に^ 苦 を^め 給うた。 門院 は 幼少よ. 5 琵琶と 和歌の 名手と して 知られて ゐ たが、 御多雞 なる 天 

皇の御 傍に 日夜 奉仕して、 琵琶に 歌に 厲心 こめて 叙 慮 を 慰め 奉った ので ある。 然るに 天皇 は 在位 

二十 九 年、 正， 平 二十 三年 三月 十一 日、 攝難 住吉 行宮に 於て 崩御 遊され た。 門院 は、 

かき くらす 淚 ときく に いと >  また ほさぬ 块を ぬらし そ へぬ る 

かたみと て 手 折る 櫻の 花 だに も 散りて あとな き色ぞ かなしき 

せき あへ ぬ 淚の程 をお も ひ 知れお なじ 眺めの 秋の 夕 ぐれ 

と、 天皇 追慕の 悲歌 を 詠って 居られる が、 それより 後 門院 はたえて 御み づ から 琵琶 を彈ぜ られる 

ことがなかった。 ところが、 たまく 天 校 三^ 七月 七日、 吉 野の 行宮に 於て 樂を 催され、 その 夜 

長慶 fK 皇が 頻りに 請 はれた ので、 門院 は 一 たび これ を彈 ぜられ た。 天 泉 は 御 感慨 極って、 

かくての み斷 えす きかば やその かみの 秋お も ほ ゆる 峰の 松風 

と 御製 あり、 門院 はこれ に 和して、 


人 歌 流 女の 朝野— 与 


あはれ とも 君ぞき y- ける 今 はは や 吹 さ 絶えぬ ベ き 峰の 松風 

と 詠 ぜられ たつ 宗 良-鋭 王が 「新 葉染」 を 撰ばれた 時、 和歌 を 門院に 乞うた ので、 大納苜 货爲 をし 

て 百 餘首を 認めて 贈られた ところ、 親王 は 特に 「この 松風の 御 贈答 まめ やかに， 目を駭 かし、 心 

を まど はし 候 ひぬ る。 代々 の 集に も、 恐らく はか、 るた くひ ぞ少く 候 はむ すらむ と覺 えさせお は 

しまし^。」 と 消息せられ てるる。 その 作歌 を 集めた もの は 「嘉喜 門院 集」 である。 

樱花 さきてと く 散るなら ひこ そ 我が身の 春の ものお も ひなれ 

尋ねつ 、わけ 入る ま、 に哚く 花の 匂 も ふかしみ よしの、 奥 

內 親王 は 後醍醐 天皇の 皇女、 新 待 賢 門院 藤原廉 子の 御腹で、 元弘 三年 十二月 二 

ェ 111 

十八 日、 伊勢 齋宮 にト定 せられ、 野宫に 入られた。 專ら 潔齋の 問に、 夢に 嗞齿 

を 得 て 百 首の 歌 を 詠 じて 大神宮に 上った。 

五十鈴川 たのむ 心 は 濁らぬ をな ど 渡る 瀨の なほ 淀 むらむ 

は その 一 で、 「新 葉 集」 に 見える ものである。 當時 天下が 亂れ て、 人心の 不安 動搖に 苦しむ の を 歎 

かれた ので あらう。 延元四 年、 後醍画 天皇 は 吉野宫 に 崩御 遊ばされ、 後村上 天皇の 踐祚 があった 

が、 內 親王 は遙 かに 吉 野の 宫を 望んで、 
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名に しお ふ 花の 便に ことよせて 尋ね やせ ましみ よしのの 山 

と 詠せられ た。 正 平 七 年 二月の 頃に は、 吉 野の 御 父君の 塔 尾 陵に 詣 でて、 

哚く 花の ちる 別れに は あは じと てま だしき ほど を 尋ねて ぞ みる 

と 詠 ぜられ た。 その後 落飾して 保安 寺に 人り、 專ら怫 門に 歸 せられた。 TS! 親王の 歌 は 多く 「新 葉 

集」 「新 千載 集」 に 見えて るる。 初め 齋宫 として 神に 仕 へら， れ、 後剃髮 せられた 御 境遇 は、 式子內 

親王に よく 似て ゐ る。 歌 も何處 かその 面影 を傳 へて るる やうな 所 も 見える が、 淋しい 御 生涯で あ 

つたから か、 いづれ も 感懐 を 漏らされ たもので ない もの はない。 

たちのぼる 煙の 末 をよ そに 兌ば さびし かるべ き 柴の庵 かな 

遙 かなる ふもと を こめて 立 つ きりの 上.， よ. 9 出づる 山の はの 月 

何 をして 過ぎつ るかた の 月日 ぞ とさら に 驚く 年の くれ かな 

以上の 後 官の方 * を 外にして、 女流作家 は. なほ 十餘 人を數 へ. るが、 特に 抽で /- 目立つ の • は、 權 

中納 經 ^^と、 右近 犬 將ぉ親 母と である。 いづれ の 歌 も、 女性ら し，、 素^ さ を 持って るた こと 

が 感ぜられる と共に、 その子 息 達が 保秀な 歌人と なった 因由 も 自ら 察せられる ものが ある。 

^が あたり 幾重の 雷か隔 つらむ 伊 駒の 山の 五月雨の 比  經高母 
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吹き送る- M の 末の 浮 雷 やと をち の 里に またし ぐるら む  同 

見し 人の なきが 數 そふ 春 を 經て花 も あだなる 世 を や 知る、 JT む  長^^ 

何なら ぬ 草木の 色 も あはれ な. o 思 ある 身の 夕 暮の空  M 

第三 章 小 野お 通と 十二 段 草子 

お 通の 父系 は諸說 あるが、 美 濃國の 北部 を 頷して ゐた小 野 政秀の 女と いふの が事寳 らしい。 そ 

の 經歷も 所 傅區々 で、. 甚だ 明かで ない。 或は 幼に して 孤と なり、 京都に 行き、 後 IJ- 臣 氏の 臣翘川 氏 

に 嫁し、 琴瑟 和せ すして 離別した が、 家康 その 名聞 を 聞いて 駿府に 招き、 婦女に 禮 式を敎 へしめ 

たとい ふ。 秀忠の 女 千姫が 秀頓に 嫁す るに 從 つて 大阪に 赴き、 城 中に 留 つて 淀 君の 信任 を 得た。 

後廣瀨 某に 嫁して 女 を 生む" 寬永 八年殁 したと 傳 へられて るるが、 年 齡葬地 等は詳 でない。 或は 

織 田 信 長に 仕へ たと もい はれて ゐる。 

「十二 段 草子. 一は 淨 瑠璃 姬 物語 * 淨 瑠璃 御前 十二 段 等の 名に よって 呼ばれて るるが、 源 義經を 主 

人 公と して、 三 河 矢矧の 長者の 娘淨 瑠璃 姬 のこと を 脚色した ものである。 淨 瑠璃 節の 名 はこれ を 

三 九 一 


rt 女る たもて し 通 を 乎 文 町 室 


三 九 二 

翳る 曲節から 出た ので ある。 淨 瑠璃 本の 嚆矢 であるが、 果してお 通の 作で あるか 疑問に なって ゐ 

た。 然るに 今日で は 諸家の 研究に より、 窒町 中期の 作で あると は 推定され るが、 作者 はお 通で な 

いこと は 明かに されて るる。 

第 四 章， 太平 記に 現れた る 女性 

太 F 記と 平家 「太平 記， 一 四十 卷は、 一 言に して 言へ ば 南朝の 哀史で あり、 S" 倉 幕府の 滅亡 

物語の さ t の 比お か，" 足 料 幕府の 開設に I る、 所謂 南北朝時代 を 舞蠆 とする 戰記 物語で ある。 

<:3 時 G 世相が、 すでに 複雜 紛糾して、 殺伐 陰慘 な氣 分に 支配され てるた ので、 之 を あの 華 かな 源 

平時 代を裒 した 「平家物語」 「源平 盛衰 記」 に比べる と、 詩的の 趣味が 乏しく、 全體 としての 統一 

を缺 いてる る。 卽ち 右の 二 書が、 源平の 興亡 を 記し、 殊に 哀婉を 極めた 平家の 沒落を 歌って、 悲 

痛な 中に 詩的な 美し さ を 見せて るるのに 對 して、 「太平 記」 は、 その 描く 所の 時代が、 殺伐 陰慘な 

戰亂 時代， ぃ爲 でも あらう が、 全體 として 散文的で、 夢幻 的な 美し さに 缺 けて るる。 然し 「平家」 

「盛 袞記」 は、 勤王 思想 や 勤王 運動の ことに は殆 んど觸 れてゐ ない が、 「太平 記」 は 勤王 問題が 中 
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心で あり、 全文の 基調と なって、 正 成、 義貞等 南朝の 忠臣の^ 鬪ゃ戰 死に 對 して 萬 斛の淚 を はら 

ひ、 無上の 感慨 を もらして ゐる。 要するに. 「太平 記」 は 「平家物語」 に 見る やうな 統一 渾 成の 妙 

味 や、 優^ 流麗の 詩 味 は 乏しい けれども、 時代 的の 色彩が 添って、 深刻な 人生の 相 を 現し、 剛壯 

堅赏 なる 國民 性情 を發掷 して、 飽くまでも^ 性的、 意志的、 道德、 的の 傾向 を帶 びて るる。 

從っ てこ、 に 描かれて ゐる 女性 も、 「平家物語」 の 女性と は 自ら 趣 を 異にして るる。 「平家物語」 

は、 優 突 柔弱なる 平安朝 貴族の 風を範 として 學んだ 平家の 一 族 を 中心として 叙寫 せられて るる だ 

けに、 その 中に 現れた 女性の 性格 も 亦 殆んど 平安朝 式の 色彩 を帶 びて るる。 維 盛の 北の方、 小宰 

相の 局、 內裏 女房 (重衡 の)、 重衡の 北の方、 横笛、 忠 盛の 女房、 待 宵の 小 侍從、 宫 腹の 女房 (^- 

慶の) 等 いづれ もやさし を 命の g 趣 本位の 女性で ある。 唯妓 王、 妓女 >  怫 御前、 千 手前、 ^御前 

などの やうな 遊女に は、 却って 意氣 あり 張 ある 新時代の 風格 を帶 びて るる ものが あるし、 又 武士 

の 妻妾に は、 巴 御前の やうな 勇敢な 女性 も 見えて るるが、 「平家物語」 に は、 武士 的 精神の 發 露し 

た 女性 は、 未だ 一 人 も 見當ら ない。 概してい ふと、 舊 思想に 支配せられ、 情愛 を 生命と して ゐる 

ものが 大部分 を 占め、 作者 も 亦 これに 對 して 滿 腔の 同情 を 注いで るる。 

然るに 「太平 記」 の 方になる と、 民 部 卿； 二位 局、 一宮 御 息 所、 左 衞門佐 局、 勾當 内侍、 基久の 

n 一九！ 二 
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11 一九 四 

娘 等、 平安朝 式の 女性 を 主 村と した 情話 も 見えて. Q るが、 此 等の 話 は、 大抵 作者が 架 構 潤色した 

もので、 その 描寫の 態度 も 同情が なく、 頗る 冷淡な のが 常で ある。 そして 作者が 好んで 寫 して ゐ 

るの は、 理^に 富んだ 贤婦 か、 さもな くば、 ^：烈 なる 武士道 的の 婦人で ある。 

武士 的 良妻賢母の 典型的 女性と して は、 先づ第 一 に 楠 正 成の 夫人 久子を 擧げな 

楠 正 行の 母 

ければ ならない。 久 子が 夫の 死後よ くその 子 正 行を敎 養して、 父の 遣 業 をつ が 

せた こと は、. 普く 知られて ゐる 所で あるが、 「太平 記 の 中より その 一節 を 引用す る C 

^氏 鯽 楠が 首 を 召されて、 朝家 私 日 久しく 相 馴れし 舊 好の 程 も 不便な り。 跡の 妻子 共、 今一度 空しき 貌 

を も、 さ こそ 見た く 思 ふらめ とズ、 遣 跡へ 送られけ る 情の 程 こそ 有難 けれ。 楠が 後室、 子息 正 行 是を見 

て、 判官 今度 兵 庫へ 立 もし 時、 樣々 申し S きし^ 共 多 かる 上、 今度の 合戦に 必や 討死すべし とて、 正 行 

を 留め^き しかば、 出で し を 限りの 別な りと は、 兼ねてより 思 ひ 設けた る 事 なれ ども、 貌を 見れば それ 

ながら、 目銮ゥ 色铤 じて、 铤り はてた る 首 を 見る に、 悲しみの 心 胸に 滿 ちて、 歎きの 泪 せき 敢 す。 今年 

十 一 歲 にな. 5 ける 帶刀、 父が 首の 生きたり し 時に も 似ぬ 有樣、 母が 歎きの せん 方 も なげなる 樣を 見て、 

流る/ -泪を 袖に 押へ ズ、 持怫 堂の 方へ 行きけ る を、 母 怪しく 思 ひて、 則ち 妻、 戶の 方よ hs 行きて 見れば、 

父が 兵 庫へ 向 ふとき、 形見に 留めし 菊 水の 刀 を 右の 手へ 拔持 ちて、 袴の 腰 を 押し さげて、 自害 を せんと 
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ぞ 仕^たり ける。 母 念ぎ 走^つ ズ、 正 行が 小 腕に 取附 いて、 泪を梳 して 申しけ る は、 「栴桉 は 二葉より 劳 

しとい へ bo 汝を さなく とも、 父が 子なら ば、 是 程の 理に迷 ふべ しゃ。 小心に も 能々^ の榇を 思う ズみ 

よかし o 故 判せ が 兵 庫に 向 ひし 時、 汝を樓 井の^よ. 9 返し 留めし 寨は * 全く 跡 を^ はれん 爲に 非す o 腹 

を 切れと て殘し S きしに も 非す o 我縱運 命^き ズ 戦場に 命 を 失 ふ 共、 お 何く にも 御^ 有りと 承らば、 死 

殘 りたらん 一 族 若 黨共を も 抉 捋し蹬 き、 今一度 軍 を 起し、 御 敵を诚 して、 君が 御代に も 立 進ら せよ と 云 

a きし *s な. 9。 其の 遠 言 具に 間き て、 我に も^りし 者が、 何の 程に 忘れけ る ぞゃ。 かく ズは 父が 名 を 失 

ひ はて、 君の 御用に 合 進ら せん 事 有るべし 共 « えす o」 と 泣々 諫 留め ズ、 拔 きたる 刀 を^ ひとれば、 正 行 

腹 を^ 得す、 趨 盤の 上より 泣 倒れ、 母と 共に ぞ 歎きけ る。 其の後より は、 正 行、 父の 遣 言、 母の 敎訓、 

心に 染み、 盱に銘 じつ、、 或 時 は 意， 部 共 を 打倒し、 首 を 取る 真似 をし ズ、 「是は 朝敵の 首 を 取る 也」 と 云 

ひ、 或 時 は 竹爲に 鞭を當 て、 r 將軍 を追懸 奉る」 なんど 云 ひて、 はかなき 手す さみに 至る 迄 も、 唯 此の 

事 をのみ 業と せる、 心の中 こそ 悲し けれ o( 卷 十六 正 成 首 送 ニ故鄕 一事〕 

この 母に して この 子 あ， 9、 楠 氏 二世の 忠烈 は、 この 夫人 ありて 史上の 花と 哚 いてる るので ある。 

瓜 生保 は吉野 朝の 忠臣 脇屋義 治の 部下で、 四 人の 弟と 共に 新田 義 貞を拨 ける た 

A セ ぷ r\ 巧 

めに 金ケ 崎に 赴いた が、 武運 拙く 弟義鑑 と共に 討死した。 殘 つた 三人が やっと 

兵 を まとめて 歸 つて 來 たが、 その 時の 母の 態度 はまこと に 健氣な ものであった。 

：  三 九 五 
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u る 

さる^に、 敗軍の 兵共杣 山へ 歸 りければ、 手 負 死人の 數を 註す に、 里 見伊贺 守、 瓜 生 兄弟、 甥の 七郎が 

外、 ^^する もの 五十 三人、 創 を 被る 者 五百餘 人な り0 子 は 父に 別れ、 弟 は 兄に 後れて、 啼哭 する 聲家 

々に滿 ち滿 ちた bo され ども 瓜 生 判^: が 老母の 尼 公有り ける が、 敢て悲 める 氣色 もな し o 此の 尼 公、 大 

將義 治の 前に 袤って、 「此度 敦賀へ 向う ズ候者 共が 不资 にズ こそ、 里 見 殿 を 討た せ 進ら せて 候へ。 さ こそ 

無念に 思 召され 候ら めと、 御 心中 推量. 9 進ら せて 候。 但し 是を 見ながら、 判官 兄弟、 何れも 恙なく して 

ばし 蹄り 參 りて 候 はヾ、 如何に 今一 入うた てし さも 遣 方な く 候 ふべき に、 判官が 伯父 甥 三人の 者、 里 見 

欺の 御供 申し、 残りの 弟 三人 は、 大將の 御 爲に生 殘.^ て 候へば、 歎の 中の 悅 とこそ^ えて 候へ。 元來、 

上の 御 ^ に、 此の 1 大事 を 思 立 候 ひぬ る 上 は、 百 千の ®! 子が 討 たれ 候 共、 歎くべき にて は 候 はす。」 と 泯 

を 流して 申しつ、、 C ら 酌つ， - 取って、 1^ を 進め 奉. 5 ければ、 機 を 失へ る 軍勢 も、 別 を 歎く 者 共 も、 愁 

を 忘れて^ をな す OC 卷 十八、 瓜 生 判官 老母の 事) 

敗北の 悲しみ、 死別の 淚に 一 座 はと かく 濕 りが ちで あつたが、 老母が 雄々 しき 一 言に、 女々 しき 

欽きは 弓矢の 祌 にも 恐れ ありと、 城 中 再び 勇し く鸾ひ 起った ので ある。 

5.1  L; 」 正中 十 年、 足 利^ 冬 南朝に 味方して 東 寺に 據 つた 時、 寄 手の 將軍尊 氏の 勢 旗色 

^^五郎の 母 

甚だ 振 はや、 時に^ ばれて 後お に 向った のは那 須^ 郞 である。 智勇す ぐれた 五 
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郞に は、 敵と 味方 c: 勝敗 は 火 を 見る より 明かで あつたが、 素より 猛き 武士の 身、 討死 は ^悟の 前 • 

た V- 心に か、 る は故鄕 なる 老母の 事、 それとなく 別れの- 信 を 送った。 

那領は 此の 合戦に 打 出で ける 始、 故鄉の 老母の 許へ 人 を 下し ズ 「今度の 合戦に^ し 討死 仕らば、 親に 先 

&もひ r 

立つ 身と なつ ズ、 草の 搔 苔の 下まで も、 御 歎 あらん を見苯 らんす る 事 こそ、 想像 も 悲しく 存 候へ o」 と ゆ 

逍 した. 5 ければ、 老母 泣々 委細に 返^ を 書いて 申 送. 5 ける は 「古よ. O 今に 至る まで、 武士の 家に 生る、 

人、 名 を 惜しみて 命 を 惜します、 皆是、 妻子に 名殘を 慕 ひ、 父母に 別 を 悲しむ といへ 共、 家 を 思 ひ 嘲 を 

* こな fk 

恥づる 故に、 惜し かるべき 命を捨 つる 者 也。 始め 身體髮 腐 を 我に 受け ズ殘 ひ^ら ざ. 5 しかば、 其の 孝.， し 

に顯 はれぬ。 今 又 身 を 立て、 道 を 行 ひて、 名 を 後の世に^ ぐる は、 是 孝の 終 たるべし。 されば、 今 Q 度 

合戦に、 相 構へ て 身命 を輕ん じズ、 先祖の 名 を 失 ふべ からす 。是は 元曆の 古、 翁 龃那须 與ー荧 高、 八 島 

の 合戦の 時、 扇 を 射て 名を撝 げたり し 時の 母 衣 也 OJ とて 薄紅の 母 衣 を、 錦の 袋に 入れて ぞ 送りたり W る。 

の 4. 

さらで たに、 戦場に 莅みズ いつも 命 を^ん やる 那須 五郎が、 老母に 勸 めら れズ、 彌$ 氣を勵 ましけ る。 

(卷 二十 三、 束 軍事) 

やがて 將 軍より 特刖の 選拔。 これ さへ 武士の 面目で あるに * 今 又 母の この官 葉、 今 は 何 を か 思 ひ 

I  >  そ W ひ 

澄くべき とて、 兄弟 三人、 一族 三十 六騎、 背面に 傷 は 一筋 もな く、 物の 見事に 戰死を 遂げた。 

三 九 七 
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元弘の 時、 北條 方の 淡 河 右京亮 時 治 は、 北陸の 押へ となって 越 前の 牛 原に 出 陣 

淡 iF 時 合 の 妻 

した。 一度 六 波羅の 敗報 來 つてより は、 四面の 楚 歌は增 すば かり、 殊に 平 泉 寺 

の 衆徒が、 得たり 額に 犇々 と 牛 原に 攻寄 する 軍勢 は 雲霞の やう。 時 治 もはや 最後な りと、 殘れる 

征矢の 數を遨 し、 さて その 妻 を 招いて、 

「二人の 子供 は 男子 なれば、 稚し とも 敵よ も 命 を 助け じ. と^ゅる 間、 冥途の 旅に 伴 ふべ し。 御 事 は 女性 

にて おは すれば、 縱敵 かくと 知る とも、 命 を 失ひ泰 るまでの 事 は 非 じ、 さても この 世にながら へ 給 は^ 

如何なる 人に も 相 馴れて、 ^を 慰む 便に 附き 給ぶべし。 亡き 跡 迄 も 心安くて おは せん を こそ、 草の 陰、 

苔の 下まで もうれ しく 思 ふべ けれ OJ 

と泪の 中に かき 口 說て閗 えければ、 女房い と忮 みて、 

「水に 住む^、 梁に 巢くふ 燕 も、 ^を か はす 契 を 忘れす。 況ゃ相 馴れ 進せ て、 覺ぇゃ 通ぎ ぬる 十年餘 り 

の 袖の 下に、 二人の 子供 を そだ ズ、、 千代 もと 祈りし 甲斐 もな く、 御身 は 今秋の 霜の 下に 伏し、 小き 者 

共 は 朝の 笫に 先立て、 消え はズ なん 後の 悲を堪 へ 忍び ズは、 時の 問 もながら ふべき 我が身 かや、 とても 

^に堪 かねば、 生き ズ あるべき 命なら す o  32 じく は 思 ふ 人と 共に はかなくな b て、 埋 れん 苔の 下まで も 

JS 穴の 焚 を 忘れ じ OJ 
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と泪の 床に 伏 沈む。 さる 程に、 防 矢 射つ る 郎等 共、 已に皆 討た れズ、 衆徒 箱の 渡 を 打^え、 後の 山へ^ 

ると 問えければ、 五と 六と に 成け る 幼き 人 を、 镫^^ に 入れて、 乳母 二人に 前後 を舁 せ、 嫌 食 河の 淵に 

沈めと て、 遙 かに 見送りて 立 たれば、 母 儀の 女房 も、 ^じく 其 淵に 身 を 沈めん と、 唐櫬の 緒に 取附 いて 

步み 行く、 心の中 こそ 悲し けれ o 街槠を 岸の 上に 舁据 ゑズ、 蓋 を 開け たれば、 二人の 幼き 人頹 を^ 粱げ 

「是 はなう 母御、 何く へ 行き 給 ふぞ。 母御の 徒歩に ズ步 ませ 給 ふが、 御 痛 はしく 候。 是に 乘らせ 給へ o」 

と 何 心も^- げに 戯れければ、 母上 流る、 泪を 押へ て、 

「此河 は 極樂淨 土の 八 劝德 池と て、 幼き 者の 生れて、 遊び 戯る、 所 也。 我が 如く 念佛 して 此河の 巾へ 

" 枕 まれよ OJ 

と敎 へければ、 二人の 幼き 人々、 母と 共に 手 を 合せ、 念佛 高らかに 唱 へて、 西に 向って 座した る を、 二 

人の 乳母 1 人づ、 搔 抱いて、 碧潭の 底へ 飛 入りければ、 母上 も錢 いて 身 を 投げて、 ^じ^に ぞ 沈まれけ 

る o 

其の 波紋の 未だ 消え果てぬ 頃、 時 治 も 亦 陣中に 討死 を 遂げた。 

六波羅 滅亡の 時、 越 中に 官軍 を 防ぎし 大將 は、 名 越 遠 江 守 時 有、 弟の 修现兗 有 

名 越 時 有の 妻 

公、 甥の 兵庳 助^ 茂の 三人であった。 旗色 一 つで 西叉柬 する の は 何處も 同じ 雑 

三 九九 


は 女 る た 钆—c し 逝 を ゆ 文 町 室 


四 〇〇 

兵の 習、 此處も 亦 其の 數に 漏れす、 二 塚の 城 中に 殘るは 僅か 百足ら や、 時し も 寄せ 來る攻 太鼓- 

時 有 等 三人 は、 なまじいの 合戰に 一人 にても 生 擒られ て は 末世の 恥辱" 女房 は 船に て 落し、 我等 

は 城 を 枕に 自害 せんと、 評議 はこ、 に 一 決した。 

遠 江 守の 女房 は、 偕老の 契 を 結び ズ、 今年 二十 一年に なれば、 恩愛の 懷の內 に、 二人の 男子 を そだてた 

bo 兄 は 九、 弟 は 七に ぞ成 ける。 修理 亮有 公が 女房 は.、 相 馴れて 已に 三年に 餘 りけ るが、 唯なら ぬ 身に 

成つ ズ、 早 R: 比 過ぎに け. 50 兵 庫 助^ 持が 女房 は、 此 四 五日 前に、 京より 迎 へたり ける 上臈 女房に てぞ 

有け る。 其^ 舡顔翠 黛の 世に 類 無き 有樣、 ほのかに 見初めし 珠 簾の 隙 も あらば と 心に 懸けて、 三年 餘戀 

« かくて ^て ，  r す々  b づ^ 

^せし が、 兎角 方 使を遝 らして 偷 出して ぞ迎 へたり ける o 語 ひ^ ズ あに 昨日 今日の 程 なれば、 逢に I" ん 

と^ 來 し^も 今 は 惜しまれ ける。 

さる 程に、 敵の 早 寄來る やらん 0 馬 煙の 東西に^ て 見え 候と S げば、 女房 幼き 人々 は、 泣々 皆 船に 取乘 

つて、 返の 沖に ^出す。 うらめしの 迫 風 や、 しばし もやまで、 行人 を 波路 遙 かに 吹き送る。 情なの 引潮 

や、 立 も らで、 SB 船 を沛 より 外に 誘らん。 彼 松 浦 佐用姬 が、 玉 島山に ひれふり て、 沖 行 船 を 招きし も 

今の 哀れに 知られた. 50 水 手榭を かいて、 船 を 溟間に 差 留め たれば、 一人の 女房 は、 二人の 子 を 左右の 

お に 抱き、 二人の 女房 は、 手に 手 を 取組んで、 ^じく 身 をぞ投 たりけ る" 釭の 衣锋き 袴の 0: 溟に淳 ひし 
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は、 + -ni 田の 河水に、 藩 isl たる 如くに きたる が、 業る 滔に 紛^、  m 

てし 後、 城に 殘留 たる 人々、 上下 七十 九 人、 同時に 腹を搔 切て、 兵火の 底に ぞ燒 死け る。 

住介貞 俊の 妻 北條髙 時誅に 服して、 王政； たび 復古と なり- 世 は 泰平 を 謳歌した が、 玆に^ 

れ をと V- めた の は、 北條の 家臣 佐 介 W 俊の 身の上で ある。 貞俊は 文武の^: す 

ぐれし 武士、 さるに、 主 高 時の 覺ぇ よから や、 金剛 山の 寄 手の 陣に ありながら、 ^々として 樂ま 

^力った 折から 主上より 御 味方し 奉るべき 綸^が あつたので、 俊 は 仰せ 畏み 直ちに 都： 馳せ 

上った 然し 一度 我が 名に 染めし 賊徒の 汚れ を 拭 ふの 櫞 さへ なく、 今 は 早 命 旦夕に Q つた。 

. とても 心の 留る 浮世なら ねば、 命 I と は 思ね ども、 故鄉 に捨？ し 妻子 共の 行末、 何ともき かで 死な 

ん する 事の、 餘. 。 に 心に， ければ、 最後の 十 念勸 めけ る聖に 附ズ、 年来 身 を 放た f ける 腰の 刀 を、 

S 人の 許より 乞 出し ズ、 故鄉の 妻子 の^へ ぞ 送け る。 聖是を 請 取って、 其 行末 を^ね 申すべし と 領狀し 

ければ、 31  く 喜びて、 敷 皮の. h に 居直って、 一 首の 歌 を 詠 じ、 十 念 高らかに 唱 へて、.^ に？ そ 

打た せけ る。 

皆 人の 世に ある 時 は 数なら で： まに はもれ ぬ 我 身なりけ. 9 

I 見の 刀と、 S が 最後の 薯 たりけ る 小袖と を 持て、 f  I  -  I 彼女 房 を 雷し、 是を與 へ 

B0 一 
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ければ、 ^ケ、 S も あへ す、 唯淚の 床に 伏 沈みて、 悲に堪 兼た る氣 色に 見えけ なが、 側なる 硯を引 寄て、 

形見の 小袖の 捿に、 

雅見 よと 信 を 人の 留めけ ん堪て あるべ き 命なら ぬに 

と^: 附、 記念の 小 柚 を 引か づき、 其 刀 を 胸に つき 立て、 忽に はかなく 成に け. 90 

辨の內 侍 は、 後醍^^ 皇の 股肱の 臣 として、 北條 のために 横死 を 遂げ-今 も 「太 

平 記」 中の 卷 として 知られて るる 朿 下りの 一 條に、 讀者の 哀感 を そ /- ろ 俊 基 

卿の 忘れが たみで ある。 父に 似て 才學 あり、 和歌の 道に も 秀れ、 國 歩 艱難の 時 南朝の 帝へ 宫 仕し 

たが、 世 は 刈菰. v 亂れて 主上 は 行方 定めぬ 御 さすら ひ、 かくても 內侍は 父の 志 を 思 ひ、 何處 まで 

も 御供と、 遂に 吉 野の 山 深く 分け入った。 

歌 s« よりも 軍書に かなし 吉野 山、 吉 野の 奥の 行宮に * 暗き 影お ふ 南朝の 御 末の 程 は御齑 しかつ 

た。 一夜 愛 を拂ひ 給ふ爲 御酒 一献と、 中納 言隆资 卿 • 洞 院資世 卿 を 初め 數多^ うて、 さ、 やかな 

御酒 实 があった。 御 土器 を 持 出づる 役の 辨の內 侍 は、 いかなる はづ みに か、 御前に て 御 土器 を 取 

^落して 庹 二つに 割って しまった。 折も折と て 龍 顔 は 見る く 曇った。 はっとした 內侍 は、 おの 

が 過ちに 平伏して ゐ たが、 暫くして 面 を 上げる と， おそる く、 
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さ かづ きの 割れ て ぞ出づ る 雲の上 

と 申し上げた。 帝は內 侍の 卽 妙に 御 氣色を 和 げられ、 「誰ぞ 下の句 をつ けよ」 と 仰せられ たので、 

宗房 卿が、  、 

星の くら ゐの ひかり そ へ ば や 

と 奏する と， 主上 はいよ、 與ぜ させ 給 ひ、 夜の 更 くるまで 御酒 傾けられた * ふと 山 ftl の聲 がき こ 

えたので 隆资 卿、 

くわん 幸と なく ゃ吉 野の 山 烏 かしら も，：：： しお もしろ のよ や 

と 詠 じて、 感興 はいよ く 加った とい ふ。 

お 師直は 彼女の 姿 色 をき いて、 腹臣の 者に 命じ、 途に之 をお びき 出して 奪 はんとした。 折も折、 

楠 正 行 は 之に 出 舎 ひ、 奪 ひ 返して 共に 行宮に 伴 ふと、 深く 鲶念 あらせられて ゐ た 後村上 天皇 は、 

殊の外に 御歡 びあって 「正 行な かりせば、 いと 口 をし からまし を， よくこ そ 計 ひつれ。」 とて、 內 

侍 を 正 行に 賜る ことにな つた。 正 行 は 聖恩の 忝 さに 感泣した が、 戰雲 急を吿 ぐる 折から • 家庭 を 

作る 氣持 など は 少しもなかった。 そこで、 歌 一首 を 作って お 答に 替 へた。 

とても 世に 長 らふべ くも あらぬ 身の か. o の 契 をい かで 結ばむ  . 
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やがて 正 行 は、 四條 啜に 高師 直の 大 fal. を 迎へ黎 つて、 花々 しく 戰死を 遂げた。 內侍 はたと ひ妹齊 

の 契 は 結ばす とも、 正 行 は 勅命に 依って、 自分の 良人と 定められた 人で ある。 此の 人なら で、 再 

び 何人に か 見えん と、 黑髮を 剪り 落し、 正 行の 菩提 を 弔 ふべ ぐ、 大和 國龍 門の 里に、 一生 を 行 ひ 

泣して 送った。 

以上 は 「太平 記」 に 描かれた 武士 的 女性の 重な ものであるが、 いづれ も 武士道 精神の 感化 を受 

けて、 理義に 富み、 良婦 烈女の 面目が 躍如と して 現れて るる。 

かやう に 「太平 記」 の 作者 は、 武士 的 女性に 對 して、 萬 腔の 同情 讃美の 情 を 以て、 その 德行を 讚 

美 力説して ゐ るが、 一面 又 女子 を 卑しみ、 之 を 以て 禍亂の 根源と 見做し、 或は 信頼し 難い ものと 

し、 戀愛 など を 罪悪 視 する 傾向の 著しい こと は 注目すべき である。 一 體 この 戀愛 否定の 精神 は、 

ひとり 「太平 記」 のみに 限ら や、 窒町期 を 通じての 時代思潮であって、 戰 場に 馳驅 する 武士に と 

つて は、 恐るべき は 女で あり、 戀 である。 それ 故謠 曲に 於ても 、女 は 五 障 三從の 罪業 深い もので 

あると いひ、 戀 に惱ん だもの は、 すべて 死後 地獄 道に 墜ち ると 說 いて ゐる。 「太平 記」 にも その 傾 

向が 著しく 看取され る。 

土 岐頼員 がお 謀 を その 妻に もらした ところから、 遂に その 身を滅 し、 一族の 災禍 を 招いた とい 
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ふ 次^ を 記して、 女性 を 信頼した 輕卒 を資 めて るる。 

み めかたち 

六波羅 奉行 齋藤太 郞左衞 門 利 行の 女 は、 眉目 姿 も 美しく、 才智の 秀でた 賢 女であって、 左 近 蔵 

人 土 岐賴員 に 嫁し I 伉麗 いと 睦まじかった。 正中 元年 後醍醐 天皇 鎌 倉を滅 すの 御 計螯を 廻らし、 

密に重 賞 を 以て 武勇の 士を 募られた が、 頼 員 も 亦 之に 歡を 通じた。 或 夜の 寢 物語に、 之 を 愛する 

妻に^ すと、 妻の 配慮 は 一方ならず、 胸の 中で とつお いつ、 歆慮 不幸に 不首尾に 終らば、 夫の 死 

は 必定、 若し 又 鎌倉滅 ぶる 時 は 我が 親類 は 全 減で ある。 いざ 父に 之 を 語り、 夫に 返り忠 を說 いて 

貰へば、 夫 も 無事 親類 も 無事と、 直に 父を訪 うて 之 を吿げ ると、 利 行 は 大いに 殺いて、 直 様賴員 

の 邸に 龃 けつけ、 か、 る 無謀の 擧を行 ふ は、 石 を 抱いて 淵に 入る 類と、 只管 利害 を說き 込む と、 

頼 員 は 無明の 醉の覺 むる が 如く、 同族 頼滎多 治見國 長の 勸 める ま、 に、 つい 承諾した ばかり、 身 

に禍の 及ばぬ やう、 然るべ く 御 取 計 ひ をと 悔悟の 色 を 見せた ので、 利 行 は 直ちに 之 を 六 波 羅に密 

吿し、 賴定 と國 長に U 時 を 過 さす 追手 を 向けられ、 事 は未發 に、 敗れて しまったの である。 

大塔宫 が 流罪に 處 せられ 給うた の は、 足 利 尊 氏が、 宫の襥 母た る 准 后に 取り入って、 宫 のこと 

を 帝に 謙 奏した のによ る ものと し、 驄姬の 故事 を 引いて、 「牝雞 ^する は 家の 盡 くる 相な り、 と 古 

资の 云し 言の 末、 げ にもと 思 ひ 知られたり。」 と 婦人の 干涉が 禍亂を 招く 基で ある こと を 痛論して 

§:〇 五 


tt.ic るた 見て し 逋をゃ 文 町 室 


S5 六 
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义^ 訪三郞 盛 高 は、 左 近大夫 入道の 命に より 「時 至りぬ と 見ん 時、 再び 大軍を 起して 素 懷を遂 

げ V- ため、 一 度 は 齙 毒 を 落さん とした 時 「女性 は淺 はかな もの 故、 信用し 雞 きもの」 として、 

龜 惠 の 母が 熱望した にも拘らず、 その 眞の 事情 を 打明けなかった。 

乂加 茂の 神主が 屢々 改 袖せられ て 世の 物議 を 醸した の は、 基久の 娘に 原因して るるとい ふ 次第 

を 論じ、 鹽谷 判官が 一身 一家 を滅 したの も、 その 妻の 美貌に 原因して るる 次第 を 記して、 戀 愛の 

谢す 結果の 恐る ベ き 次^ を 論じて るる。 

これらの 例によって、 「太平 記」 の 作者が、 武士道 又は 儒敎 的の 思想に 支配 せられて ゐる點 が 多 

く、 女性 乂は懸 愛に 對 して 同情 を缺 いてる るか ゾ 知り 得る ので ある。 

第五 章. 曾 我物 語に 現れた る 女性 

「背 我物 語」 はいふまで もな く、 曾 我 兄弟の 仇 討に ついて、 その 顛末 を 記した 文學 である。 そ 

の^:^: 及び^られ た 時代に つ いて は 異說が ある， が、 佛敎に 直接 か  >  はりの ある 人の 作と 見られ、 
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大髖 鎌倉時代の 末 か、 南北朝の 初に 作られた ものと いはれ てゐ る。 物^と しての 性質 は、 戰ぉ物 

譜の 系統に 恩す るが、 「義經 記」 と共に、 英雄 崇拜に 基づく 個人的 傾向 を强く あら はして ゐ る 所に- 

この種の 小說 として 進歩した 一 つの 様式 を 示して ゐ るので ある。 

曾 我 兄弟 は 十八 年の 問、 具 さに 辛酸 を 甞 めて、 渐く復 饕 の 本望 を 達した もの/'、 將軍 幕下 幾： r:2 

の 舆士を 殺傷して 花々 しい 最後 を 遂げる のであって、 その 境涯 は 雄々 しく、 而も 亦 はかなく あは 

れ である。 敵役が 將难賴 朝 を 笠に 着て、 權 勢に Si れるェ 藤祐經 である だけに、 孤 貧^ 中に^ 忍脔 

IS する 主人公 兄弟の 境地 は、 一 曆悲壯 であり、 孝子と して 勇士と しての 面目が いよく ^揮 せら 

れ、 世人から 所謂！^ 我^ 魔と して、 in 熱 的の 渴仰讃 歎と 同情と を 以て 迎 へられる ので ある。 

物^の 主人公 はいふまで もな く 十郞だ 郎の 兄弟で あるが、 この 兄^ をめ ぐる 女性と して、 ^弟 

の 母、 大 磯の 虎， 五郎に 馴染み を 重ねた 遊君 等が その 重な ものと して 擧げる ことが 出來 る。 卽ち 

物語 は、 孤獨 貧困の 中に 脔鬪 する 兄弟 を 廻って、 敵 味方 幾多の 將士 主從、 老若男女が とりぐ に 

活躍して ゐ るが、 その 中に、 恩愛と 篛理 とにから まる 母親 や、 純情と 意氣 とに 燃 ゆる 遊女な ど を 

巧みに 取り合せ て、 頗る 配合 調和の 妙 を 得、， 劇的 興趣 を 一 段と 深く して ゐる。 
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兄弟の 母 は、 或る 意味に 於て、 封建時代に 於け る 女性的 這 命 を 最もよ く 代^し 

兄弟の 母 

てるる や ラに思 はれる が、 その子 等と 共に 最も 痛ましい 悲劇的な 運命に 虐げら 

れた 人物 だけに、 烈婦 的 女丈夫と いふより は、 むしろ 悲運に 泣く 弱々 しい 女と して 描かれ て^る。 

時には 泣ける， たけ 泣いて 自ら 慰めて るる 事 もあった が、 理智 よりも 感情が 勝った、 平安朝 式の 分 

¥ を 多分に 持った 情の 女であった やうに 思 はれる。 しかし、 母性愛が 極めて 强く、 一面に 於て は 

時代思潮の 影 ® を 受けて、 可な り理智 的な 態度 を 示し、 兄弟へ も 義理 を說 いて 庭訓 を 垂れ、 また 

五 郞ニ勘 當を屮 しっけな どして ゐる點 は、 やはり 時代の 女性であった こと を 頷かせる。 

河^: 二 郎祐康 が 討 たれた 時 * 兄 一 萬 は 五 歳. 弟 箱 王 は 三 歳の 幼少であった。 母 は あまりの 事に 

二人の 子 を 左右の 膝に かき 抱き、 髮 かき 撫でて、 

「腹の 中の 子 だに も 母の いふ 事 は^き 知る もの を、 まして 汝等は 五つ や 三つになる ぞ かし。 十五 十三に 

も 成らば、 親の 敵 を 討ち ズ 妾に 見せよ。」 

と、 泣く く說 いたが、 弟 は^も 分らす、 手 なぐさみして 遊んで ゐ るば かりで ある。 兄 は 死んだ 

父の 顔 を つくづくと 眺めて るた が、 やがて わつ と 泣き出して、  • 

「いっか 大人しくな. 5 て、 父の 敵の 首と つて、 人々 に 見せ ま. Q らせん o」 
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とい ふけ なげな 姿 も いぢら しく、 並みる る 人 は 淚を誘 はれ、 袖 を 絞らぬ 者はなかった。 名殘 惜し 

さは 盡 きぬながら、 一度 去って は 再び 歸らぬ 死 出の 旅路で ある。 泣く 泣く 野邊 の^り を濟 ませ、 

夕の 煙と 泣き別れた。 その 時 母 も 一 つ 煙に と 悲しんだ か、 

「ぬ 愛の 別 夫妻の 歎、 いづれ か 劣るべき に は あらね ども、 薆き 世の 習 力 及ばす 候。 親に おくれ 夫妻に 別 

る /- ごとに 命 を 失 ふ ものなら ば、 生 老病 死 も あるべ からす。 別 は人每 のこと なれ ど、 思 ひす ぐれば 自ら 

忘る /- 心の ある ぞ とよ、 と遨 きに つけても 身 を 全くして、 後世 菩提 を 弔 ひ 給へ OJ 

と^ 父祐 親に 慰められて は、 誠に 道理 は 道理 なれ ども、 さし 當 つての 悲し さ を 思 ひ 諦める こと も 

なら や、 悶え 焦れて！ Q た。  • 

「夫の 別 は 昔 も 今 も 多き 所な り。 別の 涙袂に 留まりて 乾く 間 もな し。 あと 先 を も 知らぬ 幼き もの どもに 

うち 添へ て、 身 さへ た V- なら や * 樣を かへんと 思へ ども • 尼の 身に ズ過 ぐさん ところの 體も 見^ i し。 ま 

た瀕 河へ 沈まん と 思 ふに も、 この 身に てあして は粱深 かるべし、 と 間けば、 とにもかくにも、 女の 身 ほ 

ど 心う きも Q はなし o 一 

と、 明けても |* れて も淚の 乾く ひま もな く、  一  H 片時 も 悲しみが 忘れられす * 出家遁世の 心 を 思 

ひ 立った が、 父 入^に 諫止され * その上 嚴 重に 監視され て は、 尼になる べき 隙 もな く、 子^ を^ 
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四 一 〇 

に 預けて 宵て るかの 言葉に、 遂に 意 を 決し、 桕模 の國曾 我の 太郞と 中す 入道 所緣の 者の 後妻と な 

つた。 唯、 子 佻の 將來 とい ふ 事の 爲に、 自己 を 犠牲に したと いふ 點は、 義 朝の 妾 常 磐の それに 玖 

て ゐる。 

兄 一 萬が 十一 歲、 弟 箱 王が 九 歳の 時、 梶原源 太 景季の 進言に よって、 二 入 は 鎌 倉 由 井 濱邊に 召 

し 出され、 あは や 臂の花 は 打 挫かれん とした 時. 出發に 際しての 母の 態度 は、 「情の 人」 「情の a>- 

としての 面 R を 遺憾な く^して るる。 

「二人の 幼き 者 ども を まもらせ よとの 御 使に、 梶原 殿の 來れ. 90」 とい ひければ、 母は閗 きも あへ す、 「、、.- 

1* や、 是は 何とな り 行く 世の中 ぞゃ o 夢と も 現と も资 えす。 實に 夢なら ば资 むる 現 も ありな まし。 S き 

身の上の 悲しき も、 彼等 二人 を 持ちて こそ、 萬の 憂 も 慰み つれ o 身の 衰 ふる をば 知らで、 & 時か^ V  ) 

ヾ 大人しく もな. 5 なん o と 力 日の 如く 賴 もしく、 後の世 かけて 思 ひしに、 漸られ ま ゐら せて 其 後、 憂き 

身 は 何とながら へん。 た V- 諸共に 具足して、 とにもかくにも なし 給へ o」 と 泣き 悲しむ その 聲は、 《J の^ 

まで 間え け. 5。 實 にや 園 生に 植ゑ しおの、 焦る、 色の あら はれて、 他所に 見えし ぞ哀 なる。 絶えぬ 思の 

餘 にや、 母 は 子ども を 左右の 膝に 据ゑ おき、 髮かき 撫で/ -ロ說 きけ る は、 「g が 伊藤 殿、 君に 情なく あた 

りし 故に、 その 孫と ズ汝等 を 召さる、 ぞゃ。 如何なる^の 報に て、 人 こそ 多 けれ、 御 我と はなり ぬ 
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らん 心逛 さよ。 さ. 5 ながら 汝 等が 先祖、 當^ に 於て 誰に か は 劣るべき。 知らぬ 人 あるべ から や。 君の 御 

前な. 5 とも、 恐る /- 事な く、 最後の 所に てい ひが ひなく して 叶 ふま じ。 さし も穷 みし 殺龃 父の 世に あ. O 

い S けな 

し 故に こそ、 御 配と もな. 9 給 ひし か. - 幼く とも 思 ひ 切りて、 脇す る 色 あるべ からす。 健氣 に」 と 申せ ど 

も、 涙に こそ 咽び けれ。 「宵に や 叶 はぬ 事 なれ ども、 汝筝を 留めお き、 その 代に 妾出で /-、 いかにもな 

.9 なば、 心安 かりなん o」 と 泣きければ、 二人の 子ども は 聞き わけた る 事 はな けれども、 唯 泣く より 外の 

事ぞ なき。 卑しき 娆に 至る まで、 泣き 悲ひ こと、 叫喚 太 叫喚の 悲も、 これに は 過ぎ じと ぞ资 えし。 ゆ 移 

.5 ければ 景季、 使 を 以て 母の 方へ 申しけ る は、 「御名 殘理と 存じ 候へ ども、 御 思 は^くべき にあら す。 疾 

く疾 く」 と荧 めければ、 祐信 「承り 候 ふ」 とて、 嬉しから * さる 出立 を 急ぎけ る。 母 も 今 を 限りの 事 なれ 

ば、 介錯す るぞ哀 なる。 一 萬が 装束に は、 M 好の 大口 顯紋 紗の芘 垂をぞ 著せたり ける。 かやう に 介錯 せん 

こと も、 今 を 限. 5 にても や、 と 後に 廻り 前に 立ち、 つく， とこれ を 見る に、 1 萬が 著た る 小袖の 紋こ 

、ろえぬ もの かな o さても あだなる 朝顔の、 花の 上 露 時の 問 も、 殘る ためし はなき もの を、 さて 箱 王が 

小袖の 紋 * 滞れて や 鹿の^り 啼 くらん も、 憂き身の 上の 心地して、 いよく 袖 こそ 潇れ まされ。 古 はな 

にと も 見 ざ. 5 し 衣裳の 紋、 今 は 眼に 立ちて、 思 ひのこせ る 事 もな し。 やがて 歸 るべき 途だ にも、 さし あ 

た， 9 たる 別 は 悲しき に、 歸 らんこと は 不定な hxo 見えん こと も 今ば か. O ぞ、 と 思へば、 氣も魂 も 身に そ 

はや r ー芘 おとなし やかに 「あまり 御 歎き 候 ひそ。 御 思 を 見た てま つれば、 冥途 やす かるべし とも ゆ：； え 
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t  ^し 斬られ まゐら せば、 前世の 事と 思し 召せ o」 とい ひければ、 箱 王 「兄の 仰せら る、 如く、 御 歎き 

ひそ、 我々 手^ 出して 御 敵つ かまつ る 身に もな し。 その上い まだ 幼く 候へば、 御 許 もや 候 ふべき" 佛 

にも 御 申し 候へ。」 と 誠にげ に？ ^しく 申す につけ ズも、 いよ）/ \ 名殘ぞ 昔し かりけ る。 さりと もとは 思 

へど、 正しき 御 敵な. o、 歸 らん 事 は 不定な り。 留りゐ て 物 思 はんこと も 悲しければ、 一 所に て 如何にも 

ならん、 と 出で たちけ るぞ 哀れなる。 母は梶 ぬが 見る を も 憚らす、 事の 斜の 時に こそ、 恥 も 人目 も 包る 

れ、 誠の 別にな り ぬれば、 徒步 跣に て 乳母と もろ 共に、 庭 上に 迷 ひ 出で、 「暫く や 殿 一 萬、 止まれ や 箱 

王、 戏が身 は 何となる べき OJ と 聲を惜 まや 泣き 悲 みければ、 上下 男女 もろ 共に、 今 暫くと 泣き 悲しむ^ 

樣、 臂 ふべき 方 もな し。 或はお の 口に 取. o つき、 或は 直 垂の袖 を ひかへ ければ、 景季 も猛 き武. ^と は 申 

せど も、 淚 にせき あへ す 「よしなき 御 使 を 承って、 か 、 る哀を 見る ことの 悲し さよ。」 とて 直 衣の 袖 を 親 

に 押し あて、 泣きけ り o 母 はな ほ 留ま. o かねて、 W: の 外まで 惑 ひ 出で て、 彼等が 後 姿 を 見送り、 泣く よ 

.9 外の 事ぞ なき。 子供 も 後の み 見返りし かば、 駒 を も 急がす、 後に 心は留 hN け hso 互の 思 さ こそと 推し 

測られて 哀 なれ。 母 は 子どもの 後 も 見えす、 遠ざか. 5 行きければ、 即ち 倒れ伏し にけ. 00 女房た ち^ ぎ 

引き立て、 やう^ \ 介錯し ズ、 泣く）/ \ 內にぞ 入りに ける。 

子 を 思 ふ あまり、 情に 亂れ た點 もないで はない が、 その 熱烈 至純な 母性愛 は、 鬼神 を も 泣かしむ 

る ものが ある。 
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次に 武士の 妻と しての 兄弟の 母の 面影 を 見る に、 彼女が 五郞 を勘當 した 時の 言葉と 意氣と は、 

鎌 愈 女性と しての 面目 をよ く あら はして るる。 五郎が 寺 を 出て 元服した の を 見て、 

「これは^ かや 現 かや、 心 @ や、 今よ. 5 後、 子と も 思 ふべ から や、 見 もせす ^にも 間 かざらん 方へ も 迷 

ひゆけ o」 

と 言 ひ 放った こと、 又 仇 討に 出發 する 暇 乞、 重ねて 勘 常 を ゆるされよう、 且は 小袖の 一 つ を 形見 

にもと、 十郞 と共に 母 を；^ うた 時の 一一 一一" 葉- 

「誰ぞ や、 來りて 小袖 一 つと いふべき 子 こそ 持た ね。 十郎は 只今 取. 9 ズ出 でぬ。 京の 小 次郞は 奉公の 者 

fo  ニ宫の 女房 は 又 かやう にい ふべ からす。 禪師 法師と て 乳の 中より 捨てし 子 は、 叔父 卷育 して 越後 

にあり。 又 箱 王と て惡 者の ありし は、 勘 常して 行方 知らす。 是 はた ゾ、 武 蔵相 模の 若殿お の、 贫なる 妾 

を 笑 はんとて かく 宜 ふと 资 えた. 5。 然も 留守^の 體 見苦し。 早 門の 外べ 出で 候へ。」 

と、 現在い としの 五 郞を据 ゑて、 逢 はう ともしない 處に 意地が ある。 義理が ある。 

「その 箱 王が 参りて 候 0」 

と H 郎が いへば、 

「それ は 誰が 許しお きたる ぞ。 女親と て 卑しみ 候 か。 左^に は 候 ふま じ。 と^も 斯 校に 侮らる、 身、 七 
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代まで 不孝す るぞ。 對面思 ひも よら や o」 

と 言 ひ 放った 態度 * これ は 平安朝 時代の 女性に は 見る ことの 出來 ない 毅然た る 態度で ある。 

要するに 兄弟の 母 は、 運命に 泣く 平安朝 式の 情の 女で、 理智 にたけ た 女性ではなかった が、 後 

の 夫 骨 我に 對 して 義理 を 重んじ、 兄弟に 對 して 熱烈なる 愛情 を 示し、 而も その 中に 篛理 を說 いて 

敎を たれる 等、 新時代の 女性の 面影 も 充分に 見る 事が^ 來る C 

「曾 我物 語」 中、 意氣と 張と に 萬 丈の 氣を 吐き * よく 鎌 倉 女性の 代表と 目され 

ャ fx  P 宅 

るの は 大磷の 遊君 虎で ある。 彼女 は 一 面權 威に 屈せす、 利害に 捉 はれざる 氣慨 

を 有しながら、 而も 十郞 との 間に 結ばれた 純情に 生き、 十郞の 死後 は 出家して その後 世 を 弔 ひ、 

專念 修行して 世 を 終り、 ^くまで も 新時代の 代表的 女性の 面目 を發 揮して るる。 その 十 郞に對 す 

る闢係 は、 恰も 靜の： S 經に對 する それに 酷似し、 その 境遇と いひ 心情と いひ * 正に 一 脈 相 通卞る 

ものが ある 0  •  - 

虎は大 磯の 長者の 女で、 人 を 魅す る^、 情 こもった ^等 • その 玉れ 顔 は 恰も 楊贵妃 を繪に 書い 

たやうな 美女であった。 祐成は 一 日 一 日と 通 ふうち、 定めた 妻と いふではなかった が、 その 熱い 

情に ひかれ、 互に 志 も 深くな り、 千代 萬 代と 契 を 重ねた。 虎の 父 は、 一年 束に 流された 伏 見大訥 
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宵賁^ 卿で ある。 虎の 心 様の 素直 さも、 和歌の 道に 秀でて るる こと も、 故ない ことではなかった。 

二人の 交情 は餘 所の 見る 眼 もいた，/ \- しい^であった， 祐 成が 虎 を 二な き 者に 思へば、 虎も祐 

成 を かへ がたい 命と たのみ、 祐 成の 姿の 見えぬ 曰が 績 けば、 定めぬ 世の中の 移り 變りも 怨めしく、 

頼み 少ぃ 人心と、 怨み 泣きに 淚に 咽ぶ 夕 もあった。 

富 土の 裾野の 卷 狩に、 諸國 より 集 ふ 武士の 美々 しいよ そ ほひ を 見て， 

「まこと や 孔子の 言に、 耳の 樂 しむ 時には 慽 むべ し。 心の 驕る 時には 恣に すべから ざれと は 中せ ども、 

あはれ、 げに、 この 殿原の 馬、 鞍、 鏺、 腹卷を 妾に くれよ かし OJ  / 

ト獨首 する。 朋^ 達が 「あはぬ 願 物、 なにの 御用に や」 とい ふのに 答へ て 「祐 成に參 らせ、 思 ふ 

こと を」 といって 淚を 浮べた の は、 祐 成の 意趣 を それとなく 察して るた のであった。 

和田篛 盛が 一 門 百 八十 騎を打 つれて 下野へ 歸る 途中、 大 磯の 虎 を 招い V, 遊ばう と 酒宴 を 張った。 

折から 祐 成の 席に 侍って るた 虎 は、 その 宴席へ は 出ない とい ふ。 ^盛 は 「御 心に 背く こと あらば 

罷り 立ちて 重ねて 參 るべ し。」 といき まく。 母 は 仲に はいつ て 困惑、 「嫌な 客 を 相手に する の も 遊び 

女の なら ひ、 母の これほどの 頼み も 聞かれないならば、 七生までの 勘當」 と 叱れば、 虎 は 浪に咽 

びながら、 

B 1 W 
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「流 を 立つ る 身 ほど 悲しき こと はなし。 夫の 心 を 思 ひ 知れば 母の 命に 背き、 又 母に 從 へば、 時の 綺羅に 

めづ るに 似た hNOJ 

と、 彼女 はたと ひ 遊君と しても、 自分 を 曲げて 權 勢の 前に 屈する の は、 意 氣に對 してす まない。 

況して 十郞 のる る 身と して、 他人の 宴席に 氣嫌氣 づまを とらぬ とい ふ。 母 は 困って、 曾 我 十郞が 

るるた めに 出かね るで あらう と ロをヒ らした が 事の 起り、 「心得ぬ 十郞が 振舞 かな。 流の 遊君 を 塞 

ぐべき か。 朝比奈 はなき か、 迎に參 れ。」 と 義 盛が 怒る。 祐成は 手に とる 様に 聞え る 暴言に、 意地 

とあって は 刀に かけても と 迄覺悟 をした が、 場面 は轉囘 して、 朝 比奈が 取な し、 身 を 屈しての 依 

頼に よって 阆滿に 解決し、 十郞と 虎と 一緒に 宴席に 出て 酒 をく みか はすこと になった" 義盛は 虎 

をつ く  <\ と 見て、 

r 閒 きし は 物の 數 ならす、 か /- る 者 も あ .9 ける よ。 十耶が 心 を かねて 出で ざる さへ ほしく 资 ゆるに や、 

それく。」 

とほめ た、 へ、 盃 を先づ 彼女の 前にお く。 義盛盃 をう けて 呑み、 之 を十郞 に、 さて その 次 は 朝 比 

奈^ 秀 以下 順次に 盃 はめぐ つて 虎の 前に を さまる。 虎に 一 杯う けさせて、 

「如何に 御前、 その 盃 何方へ も 思し 召さん 方へ 思. さしし 給へ。 これ ぞ 誠の 心ならん o」 
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と義锗 の^ 葉、 七 分に うけた 盃、 さて 何とした もの， 義盛 にさせば 時の！ 2:^、 皆の 異議 もなから 

うが、 それで は祐成 にす まない。 たと へこの 身 は 流れの 遊び女に もせよ、 言 ひ. 乂 した 人 を さし 措 

いて、 他人の.； §: 敷へ 出る のさへ 本心で ない のに I まして この 盃を 篛 盛に さしたら、 ^盛に 心 ある 

と 思 はれる の も 口惜しい 。といって；! i 成に させば、 一 悶^ 起る は 必定。 こんな ことになると 知つ 

たなら、 初めから この 座敷へ も 出なかった もの をと、 心 を 千々 に 苦しめて るた。 ぇゝ ま、 よ、 こ 

れも 前の世からの 約束 ごと、 若し 事件が 起ったなら. 和 田の 刀を楚 つて 一 剌彼を さし、 反す 刀に 

身 も 死ぬなら 本望と、 ， 

「許させ 給へ、 然. 9 とて は 思 ひの 方 を、」 

と 打 笑 ひ 乍ち 十郞 にさす。 おで も出來 ない この 放れ 業， 鎌 倉 女子の 意 氣は資 に 虎に 現れて. Q る。 

此 事あって 後、 祐成は 虎 を 伴って 曾 我に 歸 つた。 仇 討の こと は 母に も 虎に も 知らす まいと、 髮 

をす かせながら、 よそながらの 暇 乞、 

「龃父 は 斬られ、 本領 は 手に入らす、 亡父 供養の 經卷 書寫 のこと もせす、 面目 もない 我 身の上、 この 港 

狩が すめば その ま 出家し ようと 思 ふ、 飽かぬ 別の つらく して  」 

とい ふ 十 郞の霄 ^に、 
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「怨めし や、 問 はすば 知らせ じと 思 食す かや、 まこと わら は、 大 磯の 遊君、 あさましき 者の 子 なれば、 

^の 道 を も 思 食 さじな れ ども、 女の 身の はかな さ、 身に か へても こそと 思 ひ 泰れ、 見え 初めし よ. 5 何と 

かね 2£ 

やらん、 思の 色の 深 草よ、 忍の 袖の 摺衣、 忘れ 奉る 便 もな し。 御 志 は 知らね ども、 御豫言 の 違 ふ をば、 

豚に 又なる らん、 と 心 を 盡し待 たれし に、 さやう に 思 ひ 立ち 給 はゾ、 妾 も 同じく 髮 剃りお ろし、 墨の 衣 

に 身 を やつし、 一 つ 庵に あらば こそ、 外に 庵室 引き 結び、 衣 を 濯ぎて 參 らせん。 香 を 供へ 給 は •> '花 を 摘 

み、 薪 を 拾 ひ 袷 はば 閼 枷の 水 を 掬 ひ、 一 つ 蓮の 緣をも 願 はん o その 睦をも 否と 宣は V -、 山々 寺々 を 修業 

して、 他所ながら 旯 ^らん。 それも^ り 思し 召さば、 聞き 袷へ、 免 を 投げ 一 日 片時 もなかるべし OJ 

と、 その 赤心の 深さ も 言葉の 上に あふれて ゐる。 彼女に はかう した 意氣と W 操と があった。 

虎 は 十郞の 死を閱 いて、 身を佛 門に 入れて 亡き人の 後世 を 弔った。 建 久四年 九月， の 上旬、 一人 

g が、 ^き 墨染の 衣に 同じ 色の 袈裟 かけて、 蘆 毛の 馬に 貝 鞍お いて 曾 我の 家に 來た • 

「此 人々 (兄弟) の百菡 日の 孝養、 大磯 にても 形の 如く 铎 むべ けれども、 箱 根の 御山に て 有るべし と 承 

り 候へば、 此の 御 佛事を も «8 問し、 我 身の 瞽みを も その 序にして、 一 つ 諷誦 を も 捧げば やと 思 ひ^.^ ズ 

候。. 一 

と 使に 首 はせ たの は、 大^の 虎の 變れる 姿であった。 その 蘆 毛の 馬 こそ、 嘗て 十郞が 形見と 殘し 
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た 愛馬であった。 かくして 箱 根の 山に 兄弟の 母と 共に 供養 をし、 百ケ 日の 怫事を 勤めて、 ^々山 

々の 順^ を 終へ て 後は大 磷に歸 つて、 一 向 專修の 行 を つんで 往生した とい ふので ある。 

以上の やうに、 虎 は 一 婦人の 身で ありながら * 心は鐡 石に 似て、 威武 も 富贵も その.^ を棼 ふこ 

とが 出來 なかった。 「吾妻 鏡」 に 「見聞せ る 緇素- 悲淚を 拭 はない もの はない。」 と 書いて あるが、 

な はネ しき 乎 弱 女に して、 節操 を 二三に せざる は、 紘 に 感歎に 値する 者で ある。 男子 は氣 節を尙 

び、 ^怯 未練 を此上 もない 恥辱と し、 名 譽の爲 に は 生命 を も 犠牲に した 鎌倉時代に、 靜と いひ 虎 

とい ひ、 いづれ も 時代思潮の 影響 をう けた 武士 的 女性と いふべ きで ある。 

第 六 章 謠 曲に 現れた る 女性 

讅曲は 能 樂の詞 曲で ある。 古來 神前で 演じた 滑糟 な猿樂 が、 鎌倉時代に 盛に なった E 樂の 趣向 

を 取 入れ、 その他 當 時の 歌舞の 類 を 巧に 包含して、 遂に 猿樂の 能卽ち 今の 能樂に 大成した ので あ 

る。 その 文章 は 概ね 前代 文學 の美辭 麗句 を 補綴し； i ものであるが、 莊 重な 漢文 調と 典雅な 國 文調 

とが 巧に 調和され、 よく 絢爛 優雅な 趣 致が 釀し 出されて るる。 作者 も 作られた 時代 も 分明に は霄 

四 一 九 


n.k る た 見て し 通 を ゆ 文 町^ 


はれない が、 室町 時代から 近世の 初め 頃までに 多くの 人の 手に なった もので あらう。 中に も觀阿 

铋， ^阿 彌 父子の 手に なった もの、 或は その 手 を 加へ たもの がかな り 多い やうで ある。 

？ @ 曲の 作られた 數は. 觀阿彌 以來今 日 迄の もの を 含める と、 實に 多數に 上る の 

謠 曲の 種類 

であるが、 現在 俥って ゐる もの は 八百餘 で、 その 中 今日、 觀世、 寶生、 今春、 

金剛、 軎 多の 五 流で 黄 際 演じて るる もの は、 二百 五十 番 である。 これ 程多數 であるから、 その 內 

容客色 も 亦 種々 樣々 であるが、 これ を その 內容の 種類に よって、 脇能、 二番目、 三番 目、 四 番目、 

化 能 s 五つに 分け、 その 五つ を 一 組と して 演 やる やうに なって ゐ る。 

脇能 は その 日の 最初に 演 する もので、 目出度い 祝言の 意 を あら はし、 「髙 砂」 (老松」 の やうに、 

神様が あら はれて、 神 舞な ど を 舞 はれ、 國家を 祝福す る やうな 仕組に なって るる。 

二番目 は 一名 を 修羅 物と いって、 戰 ゆに 討死した 武士 は * 修羅道に 墮 ちて 苦しむ ものと 考へ、 

旅 佾の囘 向 を 受けて、 修羅の巷での 苦しみ を 免れたい ために、 その 亡者が 現れ、 旅僧に 戰爭の 有 

様 を 語る とい ふ 筋の ものである，. その 村 料 は 「平家物語」 「保 元 物語」 「平 治 物語」 などの 軍記物語 

からと つて、 その 主人公が、 舞 臺でカ ケリ、 勸 など、 いふ 戰の 凄じい 模樣を あら はした 舞 を 舞 ふ： 

「田 村」 「八. お」 などが その^で ある。 
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！ 二番目 は鳘 物と いって 女性 を 主人公と して ゐ る。 こ、 に 出て 來る 女性 は、 いづれ も 平安時^、 

或は 平安朝 風の 優雅な 人達で * 「伊勢 物語」 や 「源氏 物 一語」 から 材料 をと つて、 その 主人公に、 序 

の 舞、 中の 舞な ど 優美な 舞 を 舞 はせ る。 「井筒」、 「夕顔」、 「松風」 などが その 例で ある。 

四 番目 は 現在 物と いって、 その 主人公 は 故人の 亡鹱 でな く、 現在 生きて るる 人物で- ^通の 劇 

と 同じ 形で ある。 そして これに は 時代物と 世話物の 二種が あって、 時代物で は、 「鉢の 木」 「安宅」 

などの やうに、 源平 時代の 武士 を 主人公と してよ く 男 舞な ど を 舞 はせ る。 世話物 は當 時の 世の中 

の 出来事 を 材料と した もので、 その 多く は、 子供が 人 買に かど はかされて 行方不明 になった の を、 

遙に 尋ねて 行く 母 を 描いた 哀れな 物^で ある。 これ は 狂女 物と いって. 物 狂 を 演じる。 「三 井寺」 

「隅 田 川」 などが それで ある。 

五番 目 は 鬼畜 物と いって、 この 能の 主人公になる 鬼畜に は、 性質の 善良な ものと、 兇惡な もの 

と • 善惡 二種 類 ある。 そして その 鬼畜が 兇惡な ものであると 勇士に 退治せられ、 結局 目出度い^ 

果 となる。 「紅 薬 狩」 は、 兇惡 な戶隱 山の 鬼女 を、 平 惟 盛が 八幡 大 菩薩から 授かった 神刽を 以て 切 

伏せる 物語。 「鞍馬 fK 狗」 は、 牛 若に 兵法 を 授けて 將來 を祝驕 する 意味で 目出度く 終って るる。 

以上の 順序で 演ぜられ るが、 神 男女 狂 鬼、 これ を 能の 五 種別と も稱 する。 先づ 一 番目に は 率^ 

四 二 1 
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に 祝-.; 一：： の 心 持 を 述べ、 二番目 はや、 細かな 演出 を 加へ、 三番 目に は 最も 優婉な 趣 を 見せ > 

に は 刺 的な 面白い 場面 を 演じ、 最後に 急迫した 演出に 終る ので ある。 

謠 曲の 髙唱 してる る 重な 思想に ついて、 佐 成 謙 太 郞氏は ( 一 ) 尊王 愛國， (二) 忠 

謠 曲の 思想 

S; 友愛、 (三) 親子 愛、 (^； 戀愛 否定、 (五) 技藝 尊重、 (六〕 宗敎 思想 等 を 擧げて 

居られる が、 中に も 親子 愛に ついては" 束 西 古今の 文藝を 通じて、 謠曲 ほどこれ を 讃美して るる 

もの は あるまい と 言つ て 居られる。 

親が 子 を 思 ふとい ふ 情 は， 子が 親 を 思 ふとい ふ 情と 共に、 人間の 本質的なる もの、 一 つで あつ 

て、 古 來我國 の 文 學には 強く 表現せられ てゐ ろ。 然し 古代に 於て は、 何とい つて 異性 間の 情愛が 

文學の 中心 をな して ゐ たから、 親子の 情愛 も 文學の 素材と して それに 對立 する 程の 領域 を 持って 

ゐ なかった。 それが 時代の 遷 るに 從 つて、 社會 生活が 複雜 になり、 家族制度が 緊密に なり、 道德 

的 要求が 人 問 生活 を 規正して、 親子の 情愛 及び 道と いふ ものが、 文學の 世界に もく つき. りと 一 つ 

の 領域 を 作って 來た。 その 歷 史的 段階に 一 つの 時代 を 割す る ものが、 謠 曲に 於け る 親子 關係 であ 

る。 「記紀」 にも 親子の 愛情 を 描いて るる。 -萬葉 集」 にも 親 を 慕 ひ 子 を 愛する 歌が 少 くない。 しか 

し 室町 文^、 殊に 謠 曲 は 特に 親子 愛 を 強調 讃美して るる。 

ntKBSESEBdllKlEhbillEELHmhlBILBKKIKiKE&KBRBnl^. 
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今 この 例 を^ 曲に 求む るに、 母子の 別れ を 惜しむ ものに 「小袖 曾 我」 「大沛 供養」 が あ. 9、 ハ乂子 

將 に^れん とする 悲しみ を 描いた ものに、 「唐 船」 「鶴 若！ が あり、 永く 相^れ てるた ものが、 大琪 

起って その 情の 俄に 切なる ものに 「熊 野」 が ある。 

、水い ii 行方 を 尋ねて、 漸くに 再會し 得た 喜び を 描く 趣向 は、 親子 物の 大部分 を 占めて るるが、 

その 中子が 親 を 尋ねる ものに、 「景 淸」 「木賊」 「藍染 川」 「歌 占」 「土 車」 「刈 萱」 等が あり、 父が 子 を尋 

ねる ものに 「花 月」， 雲笹 山」 「弱 法師」，^ 舟」 などが あり、 母が 子 を 尋ねる ものに、 「三 井寺」 「柏 

崎」 「樱 川」 「百 萬」 「敷地 物 狂」 「隅 田 川」 等が ある。 

親が わが 子の こと を 思 ふ 如/、、 子 はまた 親.〕 爲に身 を 顧みない のが 孝行の 道で ある。 宇治橋の 

合戰に 敗れて 誅 せられよ うとした 父に 代って、 わが 命を棄 てた のが 「靭」 の 正 氏で あ. o、 病 母 を 

養ふ爲 に、 舂日禁 獵の魚 を 捕って 死刑に 處 せられた のが 「佐 保 川」 の 女で あり、 萬 葉 巣 撰 桀の勅 

命 を 蒙って ゐ るので、 妻の 危^の 病 を 顧みる ことの 出来ない の を 見て、 母の 命を轉 じて 身 を 殺し 

たのが 「家 持」 の姬 である。 

かやう に 親子の 愛 を强調 讃^: して- Q る謠 曲の 作者 は、 その 反動と して 男女の 戀愛を 極めて 排斥 

して ゐ る。 本 居 宣長は 「人の i£ を感 やる こと 戀に まさる ものな し。 されば もの /- あはれ の^く、 
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忍びが たきす ぢは 殊に 錢 に 多くして、 神代 r5 り 代々 の 歌に も、 そのす ぢを よめる ぞ 殊にお ほくし 

て、 心 ふかく すぐれたる も、 戀の 歌に ぞ多 かりけ る。」 (玉の 小櫛卷 二) と 言って るるが、 凡そ 文藝 

作品と いへば、 朿西 古今 を 間 はす、 最も 多く 戀愛を 主題と してる るので あるが、 謠 曲 は 却って こ 

れを 斥けて ゐる。 曲 作者の 見解に 從 へば、 女 は 何の 用に も 立たない。 (景淸 ) 心の はかない (女 

S 花) 思 ひの 深い (梅 枝) 愚痴つ ぼい (鞠) 五 障 三從の 罪業 深い (佛 原、 夕 M、 誓願 寺 等) もの 

である。 嫉妬の 一 念に は 丑の刻 詣り をして 「戀の 身の 浮ぶ 事な き賀茂 川に. 沈みし は 水の^き 鬼、 

我は贲 船の 川瀨の 螢火、 頭に 戴く 鐡 輪の 足の、 炎の 赤き 鬼と なって、 ふした る 男の 枕に より」 

つて 行く のが、. (鐵 輪) あさましい 女の 業因で ある。 謠曲 三番 目 奮 物に 描く 所 は 多く は 「よしなき 

戀路に 侵されて、 長く 悪 趣に 堕し」 た樣 である。 例へば、 九州 芦屋 何某の 妻 は、 京に 上った 夫の 

歸りを 待ち 荥 ねて、 恨み 死 をした が 故に， 

さ hs ながら 我 は 邪淫の 業 深き、 思 ひの 煙の 立 も 居 だに、 安から ざり し 報の 菲の、 亂る /- 心の こと^めて 

獄卒 阿防羅 剎の標 の、 数の ひま もな く、 打て やくと 報の 堪、 恨めし か. 9 ける 因果の 妄執、 因 菜の 妄執 

の 思 ひの 滾、 0? にか/ -れ ば、 淚は 却って 火炤 となって、 胸の 焰 にむ せべば、 叫べ ど聲が 出でば こそ、 《 

も 音な く 松風 も 聞え す、 呵 荧の聲 のみ 恐し や パ^〕 
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と、 この やうな 黄め 苦 を 受ける ので ある。 

かやう に謊 曲の 作者 は. 大體佛 說に從 つて， 女性 を 五 障 三從の 罪深い ものと 見て ゐる やうで あ 

るが、 それ は戀 愛の 妄執 を 戒める 詞 として 用 ひて るるので あって、 女性 そのもの を 卑しんで るる 

ので はない。 否， 他の 文藝に 殆んど 例の ない ほど、 女性の 純潔 を尙ん でる るので ある。 「戀 重荷」 

「絞^」 の 女御 は、 身命 を拋 つて 思 ひ を 寄せた 男の 戀を 斥けて ゐる。 「羽衣」 の 天女 は、 同型の 他の 

文 藝傳說 が、 いづれ も 一度 地上の 人となり 夫婦の 契 を 結ぶ ものと して ゐ るのに 反し * 謠 曲で は设 

雅な 歌舞 を 奏して * その ま 、天上界に 歸り 去る とい ふやうな、 最も 淸 純な 趣に 脚色して るるので 

ある o 

今謠 曲に 現れた 女性に ついて みるに、 前述の 如く 謠曲五 種別 神、 0. 女、 狂、 

1 鬼のう ち、 神、 男 は 序、 女、 狂 は 破、 鬼 は 急で、 三 段の 能の 根本的 發展 型式で 

あるが、 女の 仕手の 能 は、 序なる 神， 男に はなく、 破と 急に のみ 見出される。 

； 二番目 「JW 物」 は 舞の 美 を 中心とす るので あるが、 その 舞の 基になる 文學、 殊に 詩歌に 依據す 

る ものが 多く、 女流作家の 榮 えた 平安朝の 歌人 等 は、 頗る 好材料と なって 扱 はれて るる (- そして 

その 女 主人公 は、 ヮキ 旅僧の！ に應 じて、 昔の 技 藝譚戀 愛譚を 物語り、 それに 聯關 して-序 舞」 

四 二 五 
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四 二 六 

「中 舞」 などの 舞踊 を 演じ、 結局 佾の 供養に よって 成佛 するとい ふので ある。 

「^願 寺」 「朿 北」 の 和^ 式部 は、 前者で は 歌舞の 菩薩と しての 式部の 靈が、 天智 1K 皇 S 御 願の、 

この 寺に 詣 でる 一遍 上人に 現れて， 六 字 名 號の額 を揭げ させ、 法樂の 美に 舞 ひ、 「東北」 でも、 式 

部の 愛撫した 軒 場の 梅に 現れ、 「門の 外 か 法の 車のお ときけば 我 も 火^ を 出に ける 哉」 の 名歌 を 基 

に、 法 三昧^ 通して 梅花の 美 を 描き出し てるる。 

小 野 小町 は俅奇 的な 女性で あるから、 謠曲" 中に も數番 作られて るる こと は、 旣に 歌人と して 

の 小町の 條に 述べ た 所で あるが、 それ も 波 を た晚 年の ものが 多い。 

紫 式部 を 主題と しに ものに 「源氏 供養」 が ある」 「源氏物語 表白」 の 著者 安居院 法 印が 石山 詣の 

折、 式部の 蹈が 現れて、 現世に 物語 を 書いて 狂言 綺語 の戒を 破った 爲， 苦 患 を 受けた が、 安養 淨 

土に 救 ひ 袷へ と 囘向を 受ける とい ふ 筋で ある。 

「源氏物語」 の 女性の 葛藤 は四番 物に 多い が、 三赉 物の 中に も、 「半 都ち 夕 額」 「野 富」 「住 吉詣」 

等が あり、 四 希 物と して、 「葵の 上」 「玉 葛」 「浮 舟」 等が ある。 

他い 敬 人で は、 式子內 親王の 靈 が 「定 家】 に 現れる。 定家は 式 子. 闩 親王と 情交 あり、 饺定^ の 

執心 葛と なり、 內轵 王の 石塔に は ひまつ はる。 よって 內 親王の 亡 S が 現れて、 旅 僭の 囘向を 受け 
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4 とい ふので ある。 檢 垣の 姬は 「檜 垣」 • で 、「年 經 なば わが 黑髮も 白 川の みづ はぐむまで 老いに け 

るかな」 の 歌に * 老女と して 現されて ゐる。 「井筒」 は、 業 平が 有 常の 女と 契り、 後 又、 河 內の a 

の髙 安の 女に 通った ことな ど、 「伊勢 物語」 の 說話を 骨子と して、 筒井筒の 歌と、 風 吹けば の 歌と 

を 組合せ， 可憐に 純 美に 描き出した ものである。 

平家の 一 族 及び これに 關係 ある 人々 を 主人公と した 讅曲 は、 現在 刊行 せられて <Q る もの 三十せ 

S あるが、 女性 を 主人公と した ものに、 「妓 王」 「佛 原： 「熊 野 1 「小 督」 「千 手」 「大原 御幸，： 錄が ある。 

中で も 「熊 野」 は 最も 著名で ある。 

遠 江の 國池 田の 宿の 長 熊 野 は平宗 盛の 愛妾で あつたが、 國の 老母が 病氣 なので、 S 々歧を 乞う 

たが 許されない。 今度 は又國 から 朝顔が 老母の 文 を 持って 來て暇 を 願った が、 やはり 許さないで 

そ のま、 淸 水へ 花見に 連れ出した。 やがて 滔实が 開かれる。 熊 野が 舞 を 舞って るると 村雨が 降つ 

て來 た。 ^き 亂れた 花が ハラく と 散る。 熊 野 は それ を 見ながら、 「いかにせ む 都の 春 も 惜し けれ 

ど 馴れし 束の 花や 散 るら む」 と 母 を 懐 ふ 歌 を 詠んだ。 さすが 宗盛も その 心根 を憐ん で、 暇 を與へ 

て歸 へらしめ たとい ふ 趣で ある。 そして これ は 偏に 觀昔の 御利益なる 意 を 含め、 叙す るに 都の 舂 

f. 老母 を 懐 ふ 情と、 信仰の 念と を 以てし、 文章の 優麗 なる は謠曲 中の 白 屑で ある C 
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四 二八 

三番 目に 謁する 戀慕 物と して 「松風」 「釆 女」 を 擧げる ことが 出來 る。 「松風」 は 「源氏物語」 須 

磨の 卷に、 在 原 行 平の 佗住居の こと を 記して るるのに 基いて、 新に^ 風. - 村雨の 二 女を假 作した 

ものである。 諸國 一 見の 僧が、 西國 行脚の 途次、 攝 津國須 磨に まち 寄り、 松風 村雨の 禱跡を 弔 つ 

て、 海士の 驟屋 に 一夜の 宿 を 求めた ところ、 宿の 主 は 松風 村雨の 亡靈 で、 行 平が こ、 に 流されて 

ゐた 三年の 間、 その 寵を 受けた 姉妹の 海女であった。 二人 は 行 平の 都に 歸 つた 後の 戀 しさ を 語つ 

たが、 そのうちに 松風 は 心 も 狂 ほしくな り、 舞 を 舞って 行 平の 幻影 を 追 ふ、 と 見る うちに 僧の 夢 

は覺 めて、 あた. 5 に はた ヾ 松風が 吹く ばかりで あつたと いふ 曲で ある。 

「釆 女」 は 同じく 諸國 一見の 僧が 奈良春 日の 社に 參詣 すると、 折柄來 合せた 里 女が 舂日 明祌の 

あめ 

緣起を 語って 聞かせた 後、 佾 を猿澤 池に 導き、 昔 天の 帝の 御 時、 釆 女が 御 寵の亵 へた こと を 歎い 

て、 この 池に 身を投じ たこと を 話し、 私 は その 釆 女の 幽靈で すと、 囘向を 乞うて 池に 入る。 それ 

で^が 怫事 をして ゐ ると、 釆 女の 8T か 現れ、 葛 城 王の 心 を 和げ た釆 女の 昔 物語 をして 舞 を 舞 ひ、 

なほ も 囘向を 乞うて 又 池の 底に 入る とい ふので ある 。「大和 物語 ；に據 つたこと はいふまで もない。 

靜 御前に 取 村した ものに 「吉 野靜」 「二人 靜」 が ある。 「吉 野靜」 は、 義經を 遠く 落ち 延ばし めん 

と. 佐 藤 忠信と 共に 吉 野に 居残って、 衆人 を 牽制す る 爲に舞 を 舞 ひ、 「二人 靜」 は 亡靈が ニ體 とな 
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つて、 昔語り をして 舞 を 舞 ふとい ふ 趣で ある。 

なほ、 三 保の 松原に 殘る fK 入 俥說を 取扱った 「羽衣」 は、 舞の 美し さ を 以て 知られて. Q る。 

狂女 物 女性の 物 狂 を 主題と した 狂女 物の 中、 子の 行方が 分らなくて 心の 亂れ たものに、 

「三 井寺」 「百 萬」 「櫻 川」 「柏 崎」 -隅田 川」 が あり、 夫^ 慕って 心の 亂れ たものに、 

「花 筐」 「班 女」 「水無月 祓」 「賀茂 物 狂」 が あ. 5、 身の 不幸から 狂亂 した ものに 「蟬 丸」 パぁ り、 狂 

亂ゃ裝 ふ ものに r 笳 太鼓」 が あるし 

三 *r 寺 一人の 女性が 京都 淸水觀 音に 參. 5、 「憐み 給へ 思 ひ 子の、 行末 何とな りぬ らん。 

枯れた る 木に だに も、 花^くべく はおの づか ら、 いまだお 木の みどり 子に、 S 

びな どか 逢 は ざらん o」 と 我が 子の 行方 を敎 へさせ 給へ と 祈って まどろむ と、 「わが 子に 逢 はんと 思 

は V- 三 井寺へ 參 れ。」 との 靈夢を 蒙った ので、 喜んで 三 井寺の 方へ 出て 行く。 三 井寺で ま、 住 佾； 

稚兒を 伴って 庭に 出で、 八月 十五夜の 月 を 眺めて るる。 そこへ 心の 亂. d た 彼女が、 

「かやう に 心 あ. 5 顔 なれ ども、 我 は 物に 狂 ふよな ふ o いや 我ながら 理. 9 な. 50 あの 鳥頮ゃ 畜類 だに も、 

親子の あはれ は 知る ぞ かし。 まして や 人の^と して、 いと ほし 悲しと 育てつ る 子の 行方 を も 白糸の、 ^ 

れ心ゃ 狂 ふらん。」  . 
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と、 迪 りつき、 月に 興じて 寺の 鐘 をつ く。 僧が 叱る と、 狂女 は 月夜に 鐘 をつ いて 詩 狂と 答へ た 故 

事な ど を擧げ て、 なほもう ち 興す る。 稚兒は その 狂女が わが 母で ある ことに 氣が ついた。 母 も、 

a '「あら 不 M】^l や. 今の 物 仰せられ つる は、 正しく 我 子の 千滿殿 ござ めれ。 あら 珍し や 候。」 

き 「しばらく、  & なる 狂女 は鹿忽 なる 事 を 申す 者 かな。 されば こそ 物 狂に て 候 c」 

母 「なう 是は 物に は 狂 はぬ もの を" 物に 狂 ふ も 別れ 故、 逢 ふ 時 は 何し に 狂 ひ 候 ふべき。 是は 正しき 我が 子 

にて 候。」 

倌 -. されば こそ 我が 子と 申す か、 條 なき 事 を 申し 候。 急いで 退き 候へ OJ 

子 「あら 悲し や、 さの みな 御 打ち 候 ひそ OJ 

佾 「言語 道哳 はや 色に 出で 給 ひて 候 o 此上 はまつ すぐに 御名の. 9 侬へ o」 

子 「今 は 何 を か 包 ひべき、 我 は 眩 河國、 淸見 が關の 者な. 9 しが、 人 商人の 手に 渡り、 今此 寺に 在りながら、 

母上 我を^ね 袷 ひて、 かやう に 狂 ひ 出で 給 ふと は、 夢にも 我 は 知らぬな り。」 

母 「又 妾 も 物に 狂 ふ 事、 あの 兒に 別れし 故 なれば、 たまく 逢 ひ 見る 嬉し さの ま 、、 やがて 母よ と 名のる 

事 我が 子の 面 伏 ひれ ど、 子 故に 迷 ふ 親の 身 は、 恥 も 人目 も 思 はれ や OJ  も 

と、 母子 は 不思議の： 冉含を 喜び、 うち 連れて 故 鄉に歸 り、 やがて 富贵の 家に なった。 
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0  I  ^^方の 人 商人 は 日向で ^ チ と、^：  A-st- . 

てまつ こ o そ f ひとり、 その 文と 身代と 

てす 去った 。櫻 子 は 貧困な 母の  お t け 

たので ある。 それ を 知って 我 子の しほら しい 心に 泣い "は. みつ カズ 買の 手に ぎ ゆだね 

fa, 明し 暮 してず 時 も、 子 を 見れ ざ」、 

華 期 耶姬の 御 氏なる もの を、 褪子 留めて： ぜミ 1れ{ 」そ£ むに さりと て は 我が 賴む、 神 も 木 

C.  づ《 ^ズ ナ^ 袷へ さなき だ：、 iy みう、 ヒ K. 

慕 を、 ^へて おひ V きき： 22，  もみう 力れ たる 故铋 の、 今 は 何： い 3 

i ハ - { む へき 身なら ねば、 我 子のお くへ 零 ねん O  一  メ  f-! 力 明 

^ 泣く くも 故 鄕を迷 ひ 出た。 そして 三年 ま 過ぎた。 111^ 

た稚子 I れヌ ^へ f こ_?  常 i 靈 寺の 住僧 は、 自分 を賴 つて 來 

里人 達 は、 見ん 力け た そこへ？ を 尋ね あぶで f ずた S が 現れる。 

「花 は 今^に て， ？  Asn き 事の 候。 女物 狂 §:、 ，お 

すく  S が 、けしから やぼう 狂 ひ？ 」： . 美しき 抄ひ網 持ら て、 樓 川に 流 ef 

つ $ ひ 候。 これ に^く ム c、 り 」 

と、 我：^ 奢 こ、.， ま , .  i あ挂^ ひて、 幼き 人に も 見せ ま 

ま 力 肩し 力 /- はりの、 よ、 £^  ， 、 .ー，，  Hf.w あへ 」 

事 や ii、  IH^Hhni  ff 

花^れる 水の まに まに とめ くれば、 山に も 春 はなくな りに 
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けり、 聞く 時 は、 少しな りと も 休ら は^、 花に や 疎く 雪の 色、 襖 花、 櫻 花 散りに し 風の 名殘に は、 水な 

き 空に 波ぞ 立つ。 f 深き 花の 雪、 散る は 涙の 川 やらん。 是に 出で たる 物 狂の、 故 都 は筑紫 日向の 者、 

さも 思 子 を 失 \ ひて、 思ひ亂 ミ心筑 紫の、 海山 m えて 箱 崎の 波 f 出で、、 須 磨の 浦、 又は 猜の嚣 

ぎて、 S とか やまで 下り 來ぬ 。實 にや 親子の 道なら すば、 退けき 旅 を 如何に せん。 ミに又 名に 流れ 

たる 鸱 川と ズ、 さも 面白き 圃所 あり。 別れし 子の 名 も 櫻 子 なれば、 形見と いひ、 折 柄と いひ、 名 もな つ 

， ンき 》 川に、 散り 浮く 花の 雪 を 汲みて、 自ら 花 衣の、 春の 形見 殘 さん。 花鳥の 立ち 別れつ、 親と 子の、 

立ち 別れで 親と 子の、 面忘れせば 如何な らん。 うたて や？ そ、 ？ もりし i えす とも、 今 は 春べ 

なる もの を、 我 子の 花 はな ど 咲かぬ。 我 子の 花 はな ど 咲かぬ G」 

と、 けこ 流れる 花 を 網に 掬って はなつ かしみ、 木の 花の 散る を 見て は、 面白う 狂 ふ。 その 仔細 あ 

りげ な樣 子に 寺佾は 狂女の 身の上 を 尋ねる と、 伴って るた 櫻 子の 母なる ことが 分り、 たえて タ〜 

い 親子の 邂返 となる。 

rfs. を か 今 は 包むべき、 親子の 契 朽ち もせぬ、 花^ 子ぞ御 免ぜよ o」 

「& 子と、 模 子と、 聞け ぼ 夢 かと 0- も 分か 中、 いづ" 我 子なる らん 」 

S 年の B 教程 ふりて、 別れし 遠き 親と 子の、 もとの 姿 は 甕れ ども、 さすが 見馴れし 面 だて を、 よくく 
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見れば、 櫻 子の 顔ば せの、 こ は 子な. 5 けり 燎の、 逢 ふ 時 も 鳴く 音 こそ、 嬉しき 涙な hs けれ o 

かくて 母子 はこ、 に 再會を 得て、 故鄕に 歸り怫 道に 入った。 まことに 「二世 安樂の 緣 深き、 チ 

の道ぞ ありがたき。」 ことで ある。 

rail 武藏國 隅 田 川の 畔で、 今日 この 在所で 大念怫 が あると いふので、 人を桀 めて る 

る， そこに 旅人が 來て渡 舟に 乘る。 その後から 都の 狂女が 謠ひ 乍ら 現れる。 

n& にや 人の 親の 心は閬 にあら ね ども、 子 を 思 ふ 道に 迷 ふと は、 今 こそ 思 ひ 白雪の 、道行 乂に 言傳て /-、 

行方 を 何と 尊ぬ らん。 聞く や 如何に 上の空なる 風 だに も、 松に 音す る 習 あり o  &葛 が^の 露の &:、 身 

を 恨みて や 明け暮れん 。是は 都 北 白 河に 年經て 住める 女なる が、 思 はざる 外に 獨子 を、 人 商人 こ 誘 まれ 

て、 行方 を 聞けば 逢坂の、 關の 東の 圃 遠き、 東と かやに 下. 9 ぬと、 聞く より 心亂 れつ、、 そなたと ^か 

.5 思 ひ 子の、 鉢 を 尋ねて 迷子な り。 千里 を 行く も 親心、 子 を 忘れぬ と 聞く もの を、 もとより 契 S なる 一 

つ 世の、 契假 なる 1 つ 世の、 其 中 を だに 添 ひもせ で、 こ 、 やかし こに 親と 子の、 四 鳥の 別れ是 な A や。 

藜ぬ る 心の 果 やらん。 武蔵國 下總の 中に ある 隅 田 川に も 著き にけ り OI 

そして 船頭 等にから か はれ 乍ら 舟に 乘. o 込む。， 舟の 中で 渡 守 は、 旅人の 辱ね るが ま、 に、 今日の 

大念佛 の 謂れ を 語る。 
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「さ ズも 去年 三月 十五 日、 しかも 今日に 相當 りて 候。 人 商人の 都より、 年の 程 十二 三ば かりなる 幼き 者 を 

U ひとつ ズ奧へ 下り 候が、 此 幼き 者、 いまだ 習 はぬ 旅の 疲れに や、 以ズの 外に 違例し、 今 は 一足 も 引か 

れす とて、 此 河岸に ひれふし 候 を、 なんぼう 世に は 情なき 者の 候ぞ、 此 幼き 者 をば その ま/ -跻. ^に 捨ズ 

、、 商人 は奧へ 下って 候。 さる 間 此邊の 人々、 此 幼き 者の 姿 を 見 候に、 よし 有げ に 見え 候 程に、 さま ざ 

まに 痛 はり 候へ ども、 前世の 事 にても is ひけん、 た^ 弱 に 弱. 9、 旣に 末期と 見えし 時、 おこと はい 

づく 如何なる 人ぞ と、 父の 名字 を も II をし 尋ねて 候へば、 我 は 都 北 白 河に、 吉 田の 何某と 申し /- 人の 唯 

ひとり 子に て 候が、 父に は 後れ 母ば かりに 添ひ參 らせ候 ひし を、 人 商人に かど はされ ズ、 かやう にな. 9 

行き 候。 都の 人の 足手釤 もな つかしう 候へば、 此 道の 逢に 築き 龍め ズ、 しるしに 柳を桢 ゑて 耠 はれと、 

おとなし やかに 申し、 念佛四 五返唱 へ 裟に事 終って 候。」 

今日は その 一 周忌で 囘 向す ろの だと 語る。 狂女が その子の 名 を 尋ねる と、 京都 北 白 河吉田 何某の 

子 梅お 丸で、 年 は 十二と 答へ る。 狂女 は それ こそ わが 尋ねる 子よ といって 泣く。 

「なう 親類 とても 轵 とても、 尋ねぬ こそ 理 なれ、 其 幼き 者 こそ、 此物 狂が 尋 ぬる 子に て は 候 物 かな。 なう 

是は夢 かや あら あさまし や 候〕」 

渡 守は畤 き憐ん で、 狂女 を その 墓所に 連れて行 くと、 その 塚に は 丁度 梅と 柳が 吹き、 里人が 供養 
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の大 念^ をと なへ て, Q た。 

「今まで はさ とも 逢 はん を賴 みに こそ、 知らぬ 東に 下. 5 たるに、 今は此 世に なき 跡の、 しるしば かり を 

旯る 事よ。 さても 無慙ゃ 死の 緣 とて、 生 所 を 去つ ズ 東の はての、 道の 邊の 土と な. 5 て、 狰の 草の み 生 ひ 

茂りた る、 此 f にこ そ 有 るら め や o- 

と 打ち i き、 餘. 9 の 悲し さに 念怫を さへ. e. さす 泣く のであった。 が、 渡 守に す、 めら^る ま、 に 

夜念怫 をと なへ ると 、きその 子の 面影が 幻に 現れ、 夜の 白む と共に はかなく 消え失せ， 後に はた ゾ 

^の 上に 草が 茫々 と 生えて. Q るば かりであった。 

班  女 美 濃阈野 上宿の 遊女 花 子 は. この 春 、都から 東へ 下る 途次 立 寄った 吉 田の 少將 

と 深い 契 を 結んだ。 そして、 刖れに 臨んで 互に 扇 を 取替へ たが、 花 子 は明暮 そ 

の 扇 を 眺めて は少將 を戀ひ 慕って、 他の 客に 出ない ので、 宿の 長 は 怒って 花 子 を 追 ひ 出して しま 

つた。 花 子 は、  • 

つけに や もとより 定めな き 世と いひながら、 うき ふしし げき 河 竹の、 流の 身 こそ 悲し けれ。 分け 迷 ふ、 行 

くへ も 知らで 濡衣、 野 上の 里 を 立ち 出で て、 近江路 なれ ど^き 人に、 わかれし よりい 袖の露、 その ま、 

消えぬ 身ぞ つらき OJ 

四 三 五 
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と、 ^將を 慕って さまよ ひ 出た。 少將は 秋に もな つたので 都に 歸 らうと、 野 上に 立 寄った が、 も 

はや 花 子 は 居ない ので、 その ま、 都に 歸り、 賀 茂の 社に 参詣した。 そこへ 狂亂 した 花 子が、 

「春 日 野の 雪 間 を わけて 生 ひ 出で くる、 草の はっかに 見えし 君 かも。 よしなき 人に 馴 衣の、 日 を 常； ね 月 は 

ゆけ ども、 世 を 秋風の たよりなら では、 ゆかり を 知らす る 人 もな し。 夕暮の 雲の 旗手に 物 を 思 ひ、 うは 

の 空に あく がれ 出で ズ、 身 を 徒に なすこと を 神 や 佛も憐 みズ、 思 ふこと を かなへ 給へ。 それ 足 柄 箱 根 玉 

津！： ：！、  a 船 や 三輪の 明 神 は、 夫婦 男女の かたら ひ を、 守らん と 誓 ひお はします。 此神々 に 祈誓せば、 な 

どか 糠の なかるべき。」 

と 狂 ひ 出て、 少將と 取 交した 扇から 班 女の 故事 を 思 ひ 起し、 曲舞 を演 する。 

- さる にても 我 夫の 、秋よ. 5 前に 必ゃ と、 夕の 数 は 重なれ ど、 あだし 言葉の 人心、 賴めズ 來ぬ夜 は 積れ ど 

も、 « 干に 立ちつ くして、 そなたの 空よ となが むれば、 夕暮の 秋風 嵐 山^ 野 分 も、 あの 松 を こそ は音づ 

るれ。 我 待つ 人よりの、 音づれ をい つ， かまし。 せめ ズ もの、 形見の 扇 手に ふれて、 風の たよ b と 思へ 

ども、 S もはや 松の 窓の、 秋風 冷 かに 吹き 落ちて、 國 雪 の 扇 も 雪 なれば、 名 を 聞く もす さま じくて、 秋 

風怨 あ. 50 よく 思へば & もげに、 逢 ふ は 別れなる べし o 其 報 なれば 今 さら、 世 を も 人 を も 恨む まじ。 た 

V- おも はれぬ 身の程 を、 思 ひつ V- けて 痛 おの、 班 女が 閨ぞ さみしき。」 
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ところが 少將は その 扇 を 見て、 その 狂女が 花 子で ある こと を 確め、 こ、 に 二人 は樂 しい 契に 歸る 

ことが 出来た。 

九州 松 浦の 何某 は、 召使 關淸 次が、 他 鄕の者 を 討った ので、 入牢 させて 遛 いた 

% 太鼓 

ところ、 牢を 破って 逃げて しまったので、 その 妻 を 召 捕って 夫の 在所 を 礼した 

力 

「是は 仰せと も^えぬ もの かな、 たと ひ 夫の 有 所 を 知. 9 たれば とて、 あら はし 夫 を 失 ふべき か。 その上 夫 

の 在所 を、 夢現に も 知らぬ もの を、」 

と、 頑として 口 を 開かない ので、 牢に 入れ、 從 者に 命じ、 一時 毎に 鼓 を 打って 嚴 重に 番をさせた。 

ところが 妻 は夫戀 しさの 餘り、 

「傲老 31 穴と、 契りし 夫の ゆく へ も 知らで、 のこる 身まで も 道せば き、 なほ 安から" 籙 の內、 思の 閣 のせ 

ん かたな さに、 物に 狂 ふ は 僻事 か OJ 

と、 遂に 心 も 狂うて しまった。 しかし これ は、 夫 を 救 はんが 爲、 狂氣を 装う 狂言であって、 

「あら 懋 しわが 夫の、 面釤に 立ちた. 90 うれし やせめ てげ に、 身 か は. 5 に 立ち V- こそ は、 二世の かひ も あ 

るべ けれ、 此餽 いづる 事 あら じ、 なつかしの 此籠 や、 あらな つかしの この 籠 や OJ 

四 三 七 
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と牢の 中で 佯狂 をつ V けて ゐる。 松 浦 も その 心淸 を憐ん で、 夫婦と もに 助けて やらう とい ふ 。妻 

は その II を 聞いて 喜び、 始めて 夫の 在所 を 明かし、 すぐさま 夫 を 尋ねて、 もとの 住家に 歸る こと 

以上 は 「狂女 物」 として、 子の 行方 を 尋ね、 夫の 後 を 慕うて、 心 も 狂うた 女の 眞心 を寫 した も 

ので あるが、 その他 「藤 戶」 「鳥 追 船」 「接待」 「小袖 曾 我」 「笛 之卷」 「昭 君」 「松 山 鏡」 「谷 行」 「藍染 川」 

「海人」 等に も 濃厚な 母性愛が 現れて るる。 中で も 最も 氣の 毒な の は、 「藍染 川」 の 中に 出て 來る 

梅 千代の 母で ある。 

： UC 京都 一 條今出 川の 女 梅 壺侍從 は、 一 子 梅 千代 を 連れて、 在京の 節 契 を 結んだ 太 

. 宰府の 神主 を 尋ねて 行く。 そして 宿主 左 近 尉に 神主へ 文 を 屈け させた ところ、 

析^し く 神主 は 留守で、 後妻が その 文 を 見て 嫉妬 を 起し、 京女 を 離別す る僞 手紙 を 作って 宿主に 

はし- 且つ 宿から 主に 追 ひ 出せと 命じた。 その 偽 手紙に、 

「御 下. 5 珍ら しく 候へ ども、 男の 身な. O とも、 遙々 遠國に 一 人 は 下. O 難し、 いかさまめ づ らしき 人に 誘 は 

れて^ 下. 9 かと 思 ひ 候へば、 對面 申す 事 は ある まじく 候。 是は梅 千代が 方へ 申し 候 o 本よ. O この 身は不 

竹 なれば、 親 ありと も 思 ふべ からす、 はやく 都へ 歸 り 給へ OJ 
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とあった。 母 はこれ を 見て 歎き 悲しみ、 

「筑紫 人、 虚言す ると 聞きつ るに、 賴 みける こそ 中々 に、 はかな か. 9 ける 心 かな。 かき くらす、 、いの^の 

ひたすらに、 ^^なき 道の ベの、 便と 賴む 水隊 さへ、 今 は 亡き 身と なるべし と、 &ふ につけ て^子 を、 

殘 し^くべ き 悲し さよ。」 

と 悲歎の 餘、 蓝染 川に 身 を 投げて しまった。 神主 は 宅に 歸る 途中. 女の 死骸 を 見て 大いに 驚き、 

その 遣 害 を 讀んで 深く 悲しみ、 祌 前に 跪いて 女の 蘇生 を 祈った。 すると- 灭滿 天神が 现れ て、 女 

を 蘇生 せしめ 給 ふとい ふ 戯曲 的 構成で ある。 

「海 士」 に 現れる 海人 は、 賤の女ながら 我が 子 を 藤 原不比 等の 世嗣 としたい ばか. O に、 「わが 子 

のた め 捨てん 命、 露程 も 惜しから じと、 千尋の 繩を 腰に つけ」 て、 龍宮に 寳珠を 取って 献す るの 

であるが、 その 行爲 は悲壯 とい ふよ. O 外 はない。 

その外、 「笛 之卷」 に 於け る 常 盤の 敎訓 にも、 「昭 君」 に 於け る 老父 母の 追憶に も、 「谷 行」 に 於け 

る 母の 慟哭に も、 「藤戶 に 於け る 母の 悲歎に も、 「竹の 雪」 「鳥 追 舟」 「接待」 等に 於け る 母の 苦衷に 

も、 皆 永遠に 變ら ない 崇高な 母性愛が 強く 現れて るる。 なほ 「竹 雪」 は 糠 母に 虐待され る 少年が、 

雪の 中に 幾れ るの を、 實 母カ來 合せて 悲歎し、 「雲雀 山) は、 少女 時代に 櫞 母に 雲雀 山に 捨てられ 

四 三 九 
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た 中將姬 を、 侍從の 乳母が 小屋 を 作って、 花 を 取って 町に 寶り つ、 育て、、 遂に 父親の 許に 歸參 

をさせる とい ふので あるが * 何れも 哀切 極り なく、 觀 客の 淚を しぼらざる はない。 

「狂女 物」 以外に 夫婦の 愛 を 描いて 著名な ものに 「砧」 「錦 織」 「芦刈」 「錦 戶」 等が ある。 

「砧」 は 凄い 靜 けさ を 持った 哀 曲で、 都からの 夫の 歸り を、 砧 打ちつ、 待ち 佗びて 死ん： U 妻の 

亡 艇が、 夫に 現れて 歎き 悲しみ 弔 はれる とい ふ 筋で ある。 

又 「錦 戶」 に 出て 來る泉 三 郞の妻 は、 錦 戶泰衡 が 泉の 城へ 押 寄せる と、 彼女 は， 

「3D; にく 敵 は 寄せ 來る。 いかに 心は猛 くと も、 女の 身に て 候へば、 思 ひ 切らせ 袷 ひたる。 御身の 障りと 

なるべきな り。 ま づく妾 は ともかくも、. 0 おに 及び 候べ し o 御 心安く 御 党 じ 置きて、 討死め され 候へ o」 

と、 夫に 先立って 自害して るる。 

なほ、 かやうな 武士 的 女性と して は、 「富士 太鼓」 「望月」 「安 犬」 の 妻 を 舉げる ことが 出來 る。 こ 

れらは いづれ も 我が 子と 協力して 夫の 敵 を 討って ゐ るので ある。 - 

五番 目 は 鬼^ 物で あるが、 女性 を 主人公と した 所謂 鬼女 物に は、 「安達原」 「紅葉 狩」 「山姥」 「鐵 輪」 

「道 成 寺」 等が ある。 その 中 「安達原」 「紅葉 狩」， 山姥」 に は眞の 鬼女が 現れ、 「鐵 輪」 道 成 寺」 等 

は、 初 は 普通の 女人であった ものが、 嫉妬の 餘り鬼 形と 化する ので ある。 


第 メ^ お 戶文學 を 通して 見た る 女性 
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第一章 江戸時代の 槪觀 

我が 文學 おの 中で、 最も 光彩 絢爛たる 隆盛 を 極めた の は、 平安時代と 江戸時代で、 この 兩 時代 

は * その 中 に 鎌 ^室町の 四百 年間の 溪谷を 隔て、 桕對 してる る 高山の やうな 觀を呈 してる る。 

鎌 食 室町 時代 は、 戰亂が 綾いて 人の 心が 落 付かす、 文學は 一般に 袞微 し. 又 そこに 生れた 文學 

も、 怫敎 思想 を极柢 とした 暗い 感じの する もので あつたが、 德川 幕府が 成立して から 明治に 至る 

迄の 二百 五六 十 年間 は、 吹く 風 も梂を 鳴らさぬ 太平の 日が 打績 いて、 人心 も 安定し、 文運 は 益々 

焚^し • 幾多の 新鮮な 文學 作品が 生れ 出る やうに なった。 

文 學の花 は 常に 平和の 園で なければ 開かない。 戰國 時代 は文學 の喑黑 期であった。 社會 が混亂 

と 動榷と 不安に 戰 いてる る 時 は、 文 學の花 は 凋んで しま ふ。 それ は 人々 がさう した 餘裕を 持た な 

いからで ある。 ところが， 戰ゅ がすんで 平和が 來 ると、 文學の 花が 柔ぃ舂 の 風と 共に、 その 華 か 

な 姿 を ほ、 ゑみ かける。 久しく 不安と 動搖 とのうちに ゐた國 民 は： 江戶 時代に は 入って、 はじめ 

て 平和の 空氣の 中に、 その 生活 を樂 しむ ことが 出來る やうに なった そして その 平和 は、 我が 國 
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史の 上に 於て、 { や： 前と いふべき 程 長い間 糗 いた。 その 多年の 平和の 風に 育まれて、 文學は あら ゆ 

る 方面に 絢爛たる 色彩 を 現した ので ある。 

江戸 文攀の 三つの 流 

家^ は 海內を 一統す る や、 武力 を 以て 天下 を 平定す る も、 武力 を 以て 天下 を 治 

儒  攀 

むべ からざる を 知り、 國 K 生活 安定 策と して、 學問を 盛に 獎勵 して， 文化 1* 業に 

力 を 注いだ。 それに は 儒敎が 最も 健全な 思想と 考へ、 それ を 根柢と した 道德主 篛 を 以て 國^ 思想 

の 中心とした。 それ 故. この 時代に 於け る 著しい 思想界の 特色 は、 儒教が 怫敎に 代って 新に その 

勢力 を 占めた ことで ある。 現世 を 否定して、 來 世の 淨 土を欣 求した 薄暗い 近古の 世 は、 現 黉を謳 

歌し、 泰平に 陶醉 する 華 かに も 亦 明るい 世界と 變 つた。 それ 故、 藤 原 惺窩が 家 腹に 拔擢 され、 次 

いで その 弟子 林道 春が 登用され るに 及んで、 儒 學は德 川 氏の 官學 となり、 人倫 道德は 一 に 儒敎の 

敎に從 ふやう になり、 代々 の 將軍ゃ 補佐の 人々 も、 概ね 家康の 意を體 して 學問 を獎 励し、 漢學 者、 

漢文 學 はこの 時代 を 通じて 尊敬の 中心と なった。 綱吉、 光园、 家宣、 定信等 いづれ も 學問を 好み、 

^學を 保護し、 懦學 の敎を 以て 政治の 中心と 考 へたので、 漢學 者の 數も 極めて 多く、 惺窩， 道せ 
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四 四 四 

以外に、 木 下 順 庵、 山 崎 闇齋、 新 井 白 石、 窒 鳩巢、 中 江 藤樹、 熊澤蕃 山、 伊藤 仁齋、 荻 生 徂徠等 

の 有名な 人々 が 現れ、 その 興隆に 努めた ので、 懦敎の 精神で ある 修身 齊 家の 上の 道德 的敎訓 は、 

上下の 間に 遍く 行き わたった。 

ところが、 かう して 漢文 學が 隆盛 を 極めた その 反動と して、 玆に 勃然として 國 

國  學 

學が 復興し、 古代 文學の 研究から 得た 純粹な 日本 精神の 發揚を 叫び、 又 國文學 

に對 する 新しい 研究の 數々 を發 表した。 僧 契 沖 を はじめと して、 荷 田 春滿、 北 村 季呤、 賀茂眞 淵、 

本居宣 長、 平 田 篤 胤 >  橘 千 蔭、 村田舂 海、 小澤 蘆， 庵、 墒保 己一 とい ふやうな 人達が それで、 これ 

等の 人 * は、 「古事記」 「萬 葉 集」 「源氏物語」 「枕 草子」 「徒然 草」 等の 古典に 關 する 註 釋ゃ 評論 をな し、 

或は 國 語の 濫れ てるる の を 正し、 或は 日本の 古道、 皇道、 神ながら の 道を發 揮宣傳 しょうと し、 

或は 又 古風な 優美な 欹ゃ 文章 を 次々 に發 表した。 そして、 漢學 者が 支那 的儒學 的の 敎訓と 智識と 

を 世に 庾 めようと したのに 對 して、 純 日本的な 精神と 知識と 趣味と を、 人々 の 心に 甦らせようと 

努めた ので ある。 

以上の 漢文 學と 國學、 この 二つ は. 江戸時代の 文學の 中に、 重要な 地：^ を 占めて 

俗  文  『-f 

ゐるニ 大潮 流で あるが、 これらの もの は 多く 上流の 人々、 卽も 貴族 階級の 人々 
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の 間に 作られ、 乂 それらの 人々 の 問に もてはやされた、 所謂 貴族 文學 であった。 ところが、 この 

貴族 文學 に相對 して、 一般お 衆の 乎に 作られ、 一般 民衆の 間に 喜ばれた 平民 文學 のあった こと を 

忘れて はならない。 否 この 平民 文學 こそ、 江戶 時代の 特色 を 最もよ く あら はす 代表的 文學 とい は 

なければ ならない。 

f 安 朝 文學は 公卿 生活 を 取扱 ひ、 鎌 倉 室町 文學は 武士 生活 を 主題と し 、その 作者 も 多く は 公卿、 

武士、 僧侶と いふ やうな 特殊な 階級に 獨 占され、 大多数の 民衆 は 之に 與ら なかった ので あるが、 

江戶 時代に 入って から は、 平民の 手に よって、 平民の 爲に、 平民の 感情、 生活 を描寫 した 文學が 

綠出 する やうに なった。 

この 平民 文學を 種類の 上から 大^す ると、 三つに 分ける ことが 出來 る。 

その 一 は 連歌、 俳句、 俳文、 川柳 等 を 含む 俳諧 系の 文學 であって、 その 代表的 作家 は、 松永貞 

德、 西山宗 因、 松 尾 芭蕉、 谷 口 蕪 村、 小 林 一 茶 等で ある。 

その ニは淨 瑠璃 及 脚本 系の 文學 であって、 代表作 家と して、 淨 瑠璃で は 近 松 門お 衞門、 紀海 昔、 

竹 田 出 雲、 近 松 半 二等 を あげる ことが 出來 るし、 脚本で は 並木 五瓶、 鶴屋 南北、 河 竹 默阿彌 等が 

著名で ある。 

glra! 五 
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その 三 は小說 系の 文學 であって、 假名 草紙、 浮世 草紙、 八文字 屋本、 草雙 紙、 洒落 本、 滑糟 本、 

人情本、 讃本等 を 含み、 この 時代の 文學の 中で 最も 分量の 豐 富な ものである。 作家と して、 ^井 

了 意、 井原西鶴、 戀川春 町、 柳亭 種彥、 山 束 京傳、 十返舍 一九、 式亭三 馬、 爲永春 水、 曲 亭馬琴 

等 を數 へる ことが 出來 る。  . 

前後 三百 年の 文學を 時間 的に lei! 分す る 時、 前に 元祿 時代が あり、 後に 文化 文政 

時代が あって、 互に 特色 を もって 相對 立して ゐる。 

元祿 時代 は、 國學 漢學ょ b 小說 戯曲に 至る 迄、 總て 呰 京阪 地方 を 中心に して 榮 えた 時代、 文化 文 

政 時 t は、 屮 心が 江戸に 移り、 あらゆる 文學が こ、 に 華 かさ を 競った 時代で ある。 つまり 江戶時 

代の 文學 は、 元祿を 中心とする 前後 百 五十 年間の 上方 時代と、 文化 文政 を 中心とする 約 百年の 江 

戶 時代との 二つに 分ける ことが 出來 る。 前期 中の 初期 は、 古書の 刊行 や 古典の 註釋が 出て、 世人 

の 目が 次第に 讀 害に 向 ひ、 歷史物 や 敎訓の 假名 草紙が 漸く 現れて、 次で 来るべき 純 文學の 豫備と 

なり、 それから 浮世 バ， 絨、 淨 瑠璃、 俳諧の 全盛時代と なって、 西 鶴、 近 松、 芭蕉 等の 文豪が 轡を 

並べて 現れ、 所謂 元 祿文學 に 燦然た る 光彩、 爛漫たる 美 觀を呈 した。 その 末期 は、 西 鶴の 風を受 

けた 八文字 屋、 近 松の 後 糠 者、 芭蕉の 鬥人 等が 權 承して、 創始者の 意 氣精祌 が 漸く 衰へ、 潑淛た 


る 活氣は 遛ら ぎ、 文藝の 中心 も 漸く 京阪から 江戸に 移らう とした 時代で ある。 概してい へば、 前 

期の 文學 は、 粗大で 荒削りで は あるが、 創意に 富み、 生 氣に滿 ち、 自由 奔放の 快味に 溢れて ゐ る。 

後期 は 文學が 江戸に 榮 えた 時代で ある。 その 初 は 田 沼 意次の 悪政で、 一般に 風俗 は^ 廢し、 入 

心 は 弛緩し、 世の中 を 面白 を かしく 茶化して^ さう とい ふ 風 は、 川柳、 狂歌、 狂詩の 流行と なり、 

更に 人生に 對 する 遊戯的 頹廢 的氣分 は、 黄表紙、 洒落 本と なって 現れて 來た。 松 平定 信が 幕府の 

耍 職に 就く と、 この 柔弱な 風俗 ゲ嚴 しく 取締り、 文武 獎勵の 結果、 文化 文政の 盛運 を もたらし、 

學 II 藝術は 上下 一般に 普及す ると 共に、 一方に は國學 漢學の 大家 綾いて 現れ、 一方に は 江 戶小說 

の 全盛 を 見る に 至った。 京傳、 馬 琴、 一九、 三 馬、 種彥、 春 水な どが この 期に 活躍した 人々 であ 

る。 然るに！ 時 隆盛 を 極めた 江戸 期の 文學 も、 その 末期に 至って、 外國 船が 頻りに 日本に 訪れて 

海防 問題が 起り、 外交 上の 困難 も 生じて.、 世の中が 次第に 不安な 氣に 包まれ、 幕府の 勢も衰 へる 

な に 及んで • 文學も 亦 以前の やうに 鑑賞され もてはやされ なくなって、 衰微に 赴く ことにな つた。 

歌  第二 章 女流 歌人 

人 
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近世の 和歌 は、 和歌 史の 上で は 萬 葉 時代 や 新 古今 時代に 比して、 多少 獨刽 的な 點は 乏しい にし 

て も、 なほ 萬 葉 派 や 古今 派 や 新 古今 派の 歌人が 入り 亂れ て、 夫々 作歌に 歌論に 活躍した 時期で あ 

つて、 極めて 注目すべき 時代で ある。 女流 歌壇 も 亦 これに 俘うて 潑潮 たる 活動ぶ り を 示し、 幾多 

の 優れた 歌人が 現れて、 近世 歌壇 錦上 尙花を 添 ふるの 觀 があった。 勿論 近世の 女性 は、 社會 制度の 

關係 上、 上古 中古の 女性の 如き 生活と は、 全く 異 つた 生活様式 を もった 爲に、 自然 その 歌の 材料 も 

局限され、 千篇一律の 感が ない とはいへ ないし、 その 歌 も 男性の 歌と 同様 類型的た る を 免れな か 

つたが、 齊膀 安政 兩 歌境の 女流 歌人の 如き は、 そのめ ざまし い 活躍に 於て、 遙に 上古 中古の 女流 

耿人 にも 比肩すべき ものが あつたと いはねば ならない。 今 その 盛衰 消長の 跡を迹 つてみ るに、 大 

體^ 性の それと 平行して るた やうで ある。 

近世 初期の 歌 は 細 川 幽^に よって 辛うじて その 傳統を 保って ゐた。 幽齋は 一 一條 家の 正系 を承繼 

ぎ、 これ を 堂上 家 や 武士の 間に 傳 へたが、 また その 門下で ある 松 永貞德 によって 地下に も傳 はつ 

た。 しかし 當 時の 歌風 は 大體に 於て 傢統 の權 承で あり、 た V- 耩に木 下 長 嘯 子の 歌に 傳統を 破らう 

とする 呀 光が ほの 見えた に 過ぎなかった。 從っ て 女流 歌人と しても 殆んど 擧 ぐべ き 人がない。 

元祿 時代に 入る と、 時代の 趨勢に 促されて 革新 運動が 起され、 歌壇 も 面目 を 一 新す るに 至った 


が、 その 某， 調 をな してる るの は、 和歌の 自由 撿 討と 民衆化と であった。 そして この 潮流に 棹 さし 

た 歌人 は、 下 河邊^ 流. 僧 契 沖 • 戶 田茂陲 等で ある。 しかし これらの 人々 は 結局 歌論 家であって、 

露に 新しい 歌 を 作った 歌人と いふ こと は出來 なかった。 この 時代の 女流 歌人 中に も あまり 俊れ た 

人 は 出て るない。 

然るに、 民衆化して 自由 撿 討の 域に 入った 歌壇 は、 寶曆 天明 期に 至る や、 あたかも 國學が 勃興 

し、 復古 思想が 盛に なった 機運に 際會 したので、 活氣が 横溢し、 歌人が 雲の 如くに 眾 出して、 多 

くの 分流 を 生じ、 それぐ 特色 ある 歌 を 詠んだ。 そのうち 主な もの は、 雄渾 蒼 古な 風 調を皴 吹す 

る 加 茂 M 淵 . 楫 取魚彥 . 田 安宗武 等の 萬 葉 派、 「古人 マ」 「新 古今」 を 折衷して 穏健 淸雅な 風 調 を 持す 

る 加 藤 千 蔭 • 村 田舂海 等の 江戸 派、 洗煉の 極致 を 理想と する 荷 田在滿 • 本 居宣長 等の 新 古今 派、 

^情 を 率 芭に歌 ふこと を 旨と し、 技巧 を 極力 排 した 小澤蓖 庵の 一派な どで ある。 この 風 調に 刺戟 

女 され、 又 これらの 人 * の黧陶 愛育に よって、 女流 歌 檀も亦 頗る 活氣 を呈 し、 その 數と 質と に 於て 

流 男性 歌人と 拮抗し 得る 程度の 進出 を 見せた。 

欲 井上 通 女 は 女流 歌壇 全盛の 前驅 をな す ものであるが、 綠亂目 を 奪 ふば かりの 全盛 振り を發 SS し 

人 たの は縣 門の 人. *c であった。 淵が 縣門 三百と いふ 多数の 門人 を 擁して るた の は、 國學界 空前の 

•  四 四 九 
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レ コ ー ド であった が、 門人 錄に 記されて ゐた 人々 だけで、 四十 名の 女流 歌人が るた とい ふこと も、 

從來 その 比 を 見ざる 壯 観であった。 就中 縣門 三才 女、 油 谷 倭 文 子 • 土 岐筑波 子 • 鹈殿餘 野 子の 歌 

才は、 今日 迄 永く 謳 はれて るる。 國學の 祖荷田 春滿の 一派に は、 その 母 貝 子、 その 姪 蒼生 子、 蒼 

生 子の 門人 菱田鏠 子等が あつたが、 就中 蒼生 子 は、 女性に は 珍しい 聰明と 博識と 女丈夫 的 意氣と 

を 以て、 荷 田 派の 學問 勃興の 爲に萬 丈の 氣を 吐いた。  . 

かくて 歌壇に は、 以上の 諸 歌人に 繽 いて^: 川 景樹が 現れた。 景樹は 蘆 庵の 說を 祖述して、 眞情 

を 率^に 歌 ふべき こと を^へ ると 共に、 更に 歌 意と 聲 調と を 合致せ しむべき こと を强 調し、 桂 園 

淤を 起して 歌壞 を風糜 し、 その 門下から 熊 谷 直 好 • 木 下 幸 文 • 八 田知紀 等の 名手 を 出した。 なほ 

この 外、 越後の 僧 良寬、 幅 井の 橘 曙 備 中の 平賀元 義、 輻 岡の 大隈言 道 等、 獨自の 歌風 を 以て 

一 家 をな してる た。 この 期に 於け る 女流 歌人と して は、 良寬の 許に るた w 心 尼、 桂 園の 流 を 汲む 

柳 原 安子、 千 種 有功 卿の 門人 稅所敦 子、 言 道の 門下 野 村望柬 尼、 蘆 庵に 私淑した 太 田 垣 蓮月尼 等 

が あり、 いづれ も 蘇 末から 明治へ かけて 活躍した 人々 である。 中で も 野 村 望 東 尼 は、 松 尾 多勢 子 

と共に * 森 末！ 8 家 多事の 際に、^ 國 の情禁 する こと 能 はす、 自ら 起って 勤王の 志士と 交り、 或は 之 

が 保護者と な b 後投 者と なって、 その 憂阈愤 世の 至情 は 凝って 熱烈なる 三十 一 文字と なり、 千古 


の 下人々 をして 感銘せ しむる 名歌の 數々 を殘 してる る。 

7 ま 通 女 は 京 極の 家臣 井上 篏 右衛門 元 固の 娘で、 萬 治 三年 六月 讚 岐丸龜 に 生れた。 

, 父 儀 右衛門 は 若い 時 京に 上って 經書. 易を學 び、 歸國後 は nn 付、 町奉行 を 勤め 

たが、 通 女 は 早くから 父に 就いて 架 賢の 書を學 び、 十六 歳の 時には、 「處 女賦」 「深 闔銘」 を 作って 

素志 を 述べて ゐる。 それ は儒敎 的な 女德を 述べた ものに 過ぎない が、 なほ 天 禀のネ 華の 大いに 見 

る ベ きものが ある。 

かくて 通 女の 文名 は 藩 中に 髙く、 遂に 江戶の 藩主の 知る ところと なり、 高豐 公の 母堂 養 性院は 

通 女 を 江戸に 召し寄せ るに 至った。 それ は 通 女の 一 一十一 一歳の 時で ある or 天の や はらぐ 始 のとし、 

弒を ふみて、 かたき 氷に いたる 比 ほひ なれば、 年 ふる 丸龜を 舟よ そ ひして、 あづまの 方に おもむ 

く」 云々 と 書いて るる 「東海 紀行」 は、 この 旅行に 際して 出來 上った 名文で ある。 胃 頭の、 

女  しるべせ よ 浪間を わけて ゆく 舟の 心 しられぬ 八重の 潮風 

流 は浪の 立騷ぐ 日、 始めて 船に 乘 つた 時の 心細 さ を 詠んだ もので あらう。 又 十六夜の 月が 浪に映 じ 

馱 て碎 ける の を 見て は、 

ゾ  風 吹けば H にみ がける 白玉 も碎 けて 波の 立つ にぞ ありけ る 
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四 五 二 

と 歌 ひ、 逢坂の 關ゃ 雪の 鈴 鹿 越で、 

へだて こし 古 鄕人を こふる 夜の 夢路 は 許せ 逢坂の 關 

あらし 吹く 谷の 岩間に むせび つ 、音 も 鈴 鹿の 山川の 水 

と 詠んで ゐる。 

江戸に ある こと 九 年、 その 問 主家の 家事 を 司って 大いに 信用 を 博した が、 文人と して、 ^人と 

して、 はた 詩人と して 優れた 彼女 は、 文化 燦然た る 元祿の 世に 逢って、 幾多 その 方面の 盟友 を 得 

た。 卽ち藤 堂 家の 儒臣 雨森徂 陽、 林大學 頭、 或は 水戶の 懦臣等 は、 いづれ も 詩歌 文章に 於け る 通 

女の 友人であった。 窒鳩巢 は 彼女に ついて 次の やうに 云って るる。 

^上 氏 紀行 一 一一 兌 申 候處、 偖々 珍 敷 事に 奉レ存 候、 才女 共 申して 铨 ほど 見識 も 有 レ之事 驚 入 申 候、 先日 新 

井 氏な ど參^ の砌咄 候而、 其の 時に 承 及 候、 且右 紀行 は 江 戶にズ 方々 傳へ申 候 由に て 御座 候、 其 外 不レ存 

もの 無レ之 候、 是 S の 才識に ズは名 もせ g き 答に 御座 候、 檨山重 蔵と 申 尾 州の 儒者、 只今 常の 侍に ズ相 動め 

申饯、 此の 人の 母 尼 了 然と 中 候、 今 は 最早 相枭申 候、 此尼 は江戶 にても 噂 申 候て、 豁達 才辯、 天然の 禪 

機 を 樽 申 候、 美 尼に て 色々 かよ ひ 申 心出來 候と て、 額に 燒 かね 三つ あて 申 ものに て 候、 其 時 詩 も 有 之 候。 

此丫然 と 右 井上 氏と 共^ 候ズ、 儒佛 の會議 いたし、 即時に 井上 氏よ み 申 候、 


常に 行 道な くば こそ 世 をう みの あまの 流せる 船 もた のまめ 

此 歌人の 口に 膾炙いた し 候 由、 始而承 申 候、 男子に 候 はば 英雄に 可 二相 成 一と をし きこと に 候。 

併し 通 女の 江戶 逗留 は、 養 性院の 他界と 共に 終 を 告げねば ならなかった。 元 祿ニ年 二月 養 性院が 

殁 したので、 公侯の 母堂 や 夫人の 中に 彼女 を 招く もの もあった が これ を辭 退し、 その 六月 故山 丸 

龜へ歸 臥す るに 至った。 時に 通 女 年 三十、 此の 時の 紀行文 はこれ 又 名文と して I, 東海 紀行」 と 並 

び稱 せられる r 歸家 日記」 である。 出發に 際し、 故主の 御靈を 祀れる 墓に 詣で、 永生の 別 を吿げ 

た。 その 時の 感想 を、 

钕 君の 御 はかに 參. 9 ズ、 是 やかぎ りと 御い とま 申す 程の いと 悲し さ、 物に も 似す o この 御國 にだに 侍ら 

まし かば、 かく かひな き 御 跡に もた えす 詣で まる. 9 てな ほその かみ 御前に 侍 ひし 心地の し 侍る ベ きを、 

女に ズ さへ あれば、 一 つ 心に まかせぬ ぞか なしき。 

女 とい ふ詞 書を附 けて、 

流  泡 雪の きえに し 君が あと を だに 來っ 、見む と は 思 ひかけ き や 

欺  苔の 下に あはれ とや 見る 今 はとて かけはなれ 行く 袖の しづく を 

人 の 二 首と、 
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Ers 四 

隳 魂何處 去遊衍 仰 見， I 蒼穹 1 俯 見, 泉 今^ ,1高 墳ー歸 ，i 舊里 >  ^留 ニ涕淚 一 石碑 前 

とい ふ 詩 を陚 して ゐ るが、 その 何れに も、 通 女の 肺腑よ，^ 迸. り 出 づる堪 へがた き 悲歎の 情が 深く 

織り込まれ てるる。 

歸鄉後 は 同藩の 三 田 宗籙に 嫁し、 三男 二 女を擧 げた。 家が 貧しかった ので、 紡鑌 裁縫に 暇な く、 

孜々 として 勵ん だが、 夫に 死別 後 は 家事 を 長子に 任せ、 己 は 閑 をぬ すんで 和歌 を 詠み、 典籍に 親 

しむの を樂 しみと した。 中風 症が 重って、 元 文 三年 六月 二十 三日 七十 九 歳で 歿した。 辭世 は、 

われ も 亦 正しき を 得て 斃れ なば 是 のみな. o と 思 ふば かり ぞ 

一 氣終時 萬 事 休 樂 ぃ天 委, 命 又 何 憂 子孫 有 レ孝能 思, 我 勤 向-聖賢 書 裏 一 求 

とい ふので ある。 以て その 氣慨 をし のぶ 事が 出來 る。 彼女に は 前記 「東海 紀行」 「歸家 日記」 の 外 

に 「江戶 日記」 及び 多くの 詩集、 文集、 歌集が ある。 

さて 次に 通 女が 生存して るた 頃の 歌 擅の 狀況 を考へ て兑 るに、 彼女が 盛名 を揸 にして 江 戶を去 

つた 元 祿ニ年 は、 契冲の 「代 匠 記」 渐く 成り、 北 村 季呤が 幕府に 召された 年で、 荷田舂 滿、 賀茂 

«; 淵の 時代 は 未だ 來ら 中、 況ゃ 名歌 人の 出た 時代 は遙に 後の 事で あるから、 男性 歌人の 中に も、 

通 女の 在世 當時 彼女 程の 歌才を 持って るる ものはなかった。 K 淵が 江戸に 来って 帷を 垂れた の は 


元 文 二 年、 卽ち通 女の 歿する 前年であった。 それ 故 通 女 はやが て來 るべき $g 亂 たろ 縣 門 女流 歌人 

輩出 時代の 前驅 をな したので ある。 

元 文 二 年濱松 在より 江戸に 出た 賀茂眞 淵 は、 帷を 下して 阈 學を敎 へたが、 時 あ 

縣門  一二 才女 

たか も 好 學の將 軍 吉宗の 治世に あたり、 かつ 國學 勃興の 氣 運に會 したので、 彼 

自身の 書簡に よると、 その 縣 居の 門下 は 千 人に 餘 つた。 (淸 水濱臣 の縣門 略傳に 姓名の 舉げて ある 

の は 二百 數十 名で ある) 彼 以前の 契冲 にも， その 師舂滿 にも もとよ.^ 門下 はあった が、 かく 多く 

はない。 それ は 一は 上述した 時勢に もよ るが、. 一は 彼 自身の 熱誠なる 指導に よった ので ある。 

縣 門に は 女 弟子 も少 くなかった。 ^淵が 自筆で 「當時 所有 門人 也」 と 記した 縣居 門人 錄に は、 

牧野 駿河守 隱居明 仙 院路子 を はじめと して 、 四十 人の 名が 見え てるる。 

抑々 眞. 淵 は 極端なる 尙 古主 雜者、 I； 粹 保存 者であった。 從 つて、 儒佛の 如き 外來 思想 を斷 乎と 

女 . して 斥けた。 佛敎 殊に 儒教に 對 する 眞 淵の 攻擊論 は 「男女 有刖」 となす 懦 敎に對 し、 「男女 無 別」 

流 に 迄說き 及んで、 

欲  「こ、 に皇 朝の 古への、 女の手 振 をい はむ、 かけ まく も畏 き、 伊邪那美の 大御祌 は、 男の 御 神と 並びて 

、 s: つち^の 物 を 造り 始め 給 ひ、 後に 事 あるに 及びて は …： •」 〔に ひまな び) 
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「^朝の 古へ に 母 を 本と して 貴め. 5、 兒を ひたす より 飴め て、 其 功 父に まされば なり。 から 圔も 上つ 

世 はこ こに 均し か. 5 し を 周と いふ 代よ. 5 萬 を强ひ 改めて 父 を 尊し とす。 こ は 人の 现と いふ ものに て 天地 

の 心に あらや o 故 は 理は理 の 如くし ズ 世の 治らざる な. hNO」 (に ひまな び〕 

「しか ありて、 平け き 時には、 にきびて 事 をと るを茑 とすべく、 天地の 父母の、 なしの まに まに、 女 は 

姿の あらび ぬ ものに あれば、 いひ 出づる 言葉 も 和び たる 事、 など かなから む、 さは あれ ど、 後の世に は 

すべてぬ え 草の しなび うらぶ る を、 わざの ごとく 思 ひ 誤. 9、 それが 上 も、 所せ くなら はする ま 、に、 は 

^はくね くねし くさへ 成 ゆきぬ る は、 本の 大和魂 を 我 も 忘れ ゆきし な. 90JC に ひまな び) 

とい ふ 堂々 たる 女性 支持 論 を發 表して るるので ある。 か 、る 莨 淵の 門下に 女性の 數多 きも 亦當然 

のこと であらう。 それら 多くの 女 弟子の 中で、 特に その 名の 聞え たの は、 縣門 諸家 を傳 ふること 

S だな み  ゆや しづ |J  と- to つくば こ  うどの よ 

に ！y も 力の あった 濱臣 が、 その 隨筆 「泊泪 筆 話」 にしる した、 油 屋倭文 子、 土 岐筑波 子、 鵜殿餘 

野 子の 三人、 所謂 縣 門の 三才 女で ある。 

今 この 三才 女の 評傳と 作風と を說 かう とする が、 その 前に 眞 淵が 女 弟子に 敎 へた 作歌の 態度に 

ついて 述べる。 

淵が 女 弟子に 敎へ るの は、 男性の 門人に 敎へ ると は 趣 を 異にして ゐた。 卽ち、 


「女の 欲 はし も、 古へ はよ ろ づの事 丈夫に なら は ひし かば、 萬 葉の 女砍 は、 男 欲に いと も 異ならす、 そ 

が 中に よく 唱 へ^れば、 おの づ から や はらび たる 事 ある は、 もとよ. 5 しか あるべきな. 50 男 は 荒 魂 女 は 

和 魂 を 得ズ生 るれば な. 5。 しか は あれ ど 此國の 女め、 他國に 異なれば、 其 高く 直き 心 を 萬 葉に 得て、 K 

へ る 姿 を 古今 集の 如くよ む 時 は、 まことに 女の よろしき 歌と すべ し OJ (に ひまな び) 

「古今 集の 中に よみ 人 しらす ズふ耿 こそ、 葆葉 につ V- きたる、 奈 良人よ. 5、 今の 京の 始めまでの あ.？： 

…なだらか にに ほや かなれば、 まことに 女の 歌と すべ し OJ ハ歉意 考) 

と敎 へて るる。 要するに、 萬 葉の 精神と、、 古今の 形式と を 兼ね 備 へた ものが、 女性の 詠むべき 歌 

の檩 準で あると 主張して ゐ るので ある。 

r  ^£  ucc づ： C- 俊 文 子 は 京 橋 弓 町 御用達 伊勢屋の 主人 油 谷 平 右衛門の 女で ある。 父 平 右衛門 は 

町人 乍ら も 歌 文に 舆味を 持って ゐた 人な ので あらう。 彼女が まだ 幼少の 頃から 

女 歌 文 を 習 はしめ た。 又 倭 文 子 も 幼い 頃から いたく 歌 文 を 好み、 旣に 共の 當 時より 天才 的 閃光 を 放 

梳 つてる たもの、 如く 思 はれる。 倭 文の 名も眞 淵が 改めさせ たもので、 姓 を も 弓屋と 書かせな どし 

湫 た。 延享四 年 十五 歳に は 某 侯 夫人の 侍女と なった が、 寬延 三年 (十八 歳) に は 家に 歸. り、 母と 共 

人 に 伊香保に 遊んだ。 その 時の 紀行 を 「伊香保の 道行きぶ り」 とい ふので あるが、 
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うら/ \ と 明くる あしたよ， 5 しも、 方の け は ひ あらたまりて、 大路 も はるかに かすむ ものから、 き 

よう 見渡さる/' に、 ふ. 9 はへ つ、 行き かふめ る袂 どもの、 とり-. 4\ に なまめかしう 毚 ぇズ、 先づ こそ 野 

邊の遊 は ゆかし けれ。 

と喾 きお こして、 流麗な 文章の 間に、 十數 宵の 歌 を 挾んで 居る。 殊に、 

露 深き ささ 野のお くに わけ 入りて 今日はた 袖 をぬ らしつ る茕 

なと は 優れてる る。 又 彼女の 母 も、 

春の 夜の 花に 映へ る 月 かげの 妙なる ひか， o 今 こそ は 見れ 

よそに のみ 見て やすぎな むつく ばねの 神の 御前に たよる 白雲 

とい ふやうな 歌 を 詠んで ゐ るが、 これによ つても、 母 も 亦文學 のた しなみ のあった ことが 知られ 

る0 

右の 紀行文 はたし かに 名文で あるが、 . 濱臣も 【道行きぶ りな ど はお ほく 翁の 筆く は へられし も 

のな り。」 (泊 泊 筆 話) と 云つ て^る 通. 9、 師眞 淵が 大分 加筆した もので あらう。 しかし 若くて あれ 

だけの もの を まとめた こと は、 並々 の才 ではなかった こ> が 額け る。 上田 秋 成 は ！只 うち いづる 

ごとに 文に も 歌に も、 いと あやしき までみ やび かなる をなん、 言靈 のさち 入と，、.. ふ は、 この をと 


めが うへ なりけ る。 あはれ 人のお ほせ： 百 をし.^ 賜 はらば、 野べ 這 ふ 紫の すさみ 草い そぢ四 卷の跡 

なし 言 を も、 やす/ \- とまな び 出で まし もの を、」 等と 賞 讚して るる。 

彼女の 歌 は、 歌集 「文 布」 の 中の 「散の こり の 中に 牧 めら れてー Q る 九十 餘 首に 過ぎない が、 

それ もこれ を 編^した 橘 常 樹が. 「若く まだし き ほどの わざと はい へ ど、 心 はいたり ぬる もまた あ 

れば、 あしび きの 山ぐ ちしる か. o ける をと、 あが 賀 茂のう しの 悔い 惜しま るれば、 おのれ ぁづか 

りて 拾 ひたるな り。 いで や ことなる 色な りし も あ. 9 つらむ を、 いづち いた. 9 けむ、 嵐の 後の さ 枝 

にの これる ことの 葉ぞ これ。」 と 書いて ゐる 通. 5、 才氣 はみ えながら、 習作 程度の 作 も 多い ので あ 

る。 期待 さるべき 才を もちながら、 餘り にも 若く して 逝つ たがために、 十分な 特色 を發撺 する に 

は 至らなかった であらう。 しかし、 若さと 才氣 とがと ゾ こ ほらない 淸 純な 氣 をた^ よはせ て ゐる。 

今 「散の こり」 の 中から 抄出す るに、 

女  年の 初めに 縫 ひて 神に 奉る つ /- みに ぬひた る 

流  さほ 姬の諼 の衣卷 をへ てた ちぬ ふわ ざ も あえ まさらな ひ 

畎  萩 

ことさらに 衣 はすら じ 廣 获原 分け 行く からにに ほ へる もの を 

TO: 五 九 
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秋のう た とて  - 

秋の 野 は あはれ なりけ り 夕風に 尾花 亂れて 散れる しらつゆ 

月見れば おふけな くし もなら ぬな h\ 知らぬ 千里 も 思 ひ やられて  . 

ももの 夜に よめる 

おもな くも てらせる 月の 光 かな 中なる 人 やい か y 毘 るら む 

或. g" よめる 

袖の 上に おぼえす お つ る淚 にもす すろ に 月 はや どり ぬる かな 

かりがね  *  < 

岡の 邊の 松風 寒き 夕暮 をす ぐ さで 落つ る 初 雁の 聲 

ある 秋に 

かた 山の 蕩 はふ 小道 を 分け 来れば いはほ も 秋に なりに ける かな 

など はす ぐれた 作で あるが、 師が 追悼の 文に、 

「を みな子 ある、 名 を しづ子と いふ。 しづ子 は、 古の しづに あらす して、 心の 雅び、 古へ にも.、. - づけ. 50 

しづ子 は、 古の しづに あらす しズ、 容 のまぐ はし さ、 今にす ぐれた. 00 そのた V に、 心の 雅び のみなる 


にあら す、 文に も、 欲に も、 古へ な. 90 その 容 のまぐ はしかる のみに あらす、 親しき にも、 凍 さに も、 

にきびた bo  | 

とた、 へたの も、 うべ なりと いふべき よみ 口で ある o 

かやう に 倭 文 子 は將來 を瞩目 さるべき 才能 を 持って るた が、 天 この 才女に 齡を かさや、 佳人^ 

命の たと へに 洩れ や、 寶曆ニ 年 七月、 病の ために 早 逝した。 歳ゎづ かに 廿 歳であった。 辉 淵 は 愛 

する 若き 才女 を 先 だてた かなしみに、 切々 の 情 を 吐露して るる。 

もちの みの 父に も あらや は /- そ はの 母なら なくに なく 子な す われ をした ひて 、つくし.^ 

おも ひつる 兒は 初秋の 露に 匂へ る 萩原 ころもす ると や まねくなる 募 花と ふと や しし じ 

もの ひとり いでたち うら ぶれて 野べ にいに きと ききし より B にけ に まて ど うつ. たへ に こ 

ともき こえす ちちなら ぬ われと やと はぬ ははなら ぬ 身と ズ やうと き こ ひしき もり を 

女 霄々 句々 肺腑より 迸り 出て、 眞情が 躍動して るる。 遣 稿 を 「文 布」 とい ふ。 そ は 倭 文 子の 名に 因 

流 んだ 命名で ある。 

^ ゼ^お!^  ^ 筑波子 はもとの 名 を 茂 子と いった。 師ぽ： 淵 は 古 を 好む 心から 「つくば 山 は 山し 

げ山 " の 古歌に よってつ くば 子と 名 づけ、 又 しげい 子と に 呼ばせた。 進^ 正轮 

四 六 一 
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四 六 二 

の^女で、 柳^の 臣土岐 新 左 衞門賴 意の 妻と なった。 家集 一 卷は縣 門 遣 稿の 中に 收 めて ある。 「泊 

汩擎 話」 に、 

欧 は よの子に も 立ち-まさるば か な. O き o 

春の はじめの 欲 

かぎりなく 來れ ども； E じ 春 なれば あかぬ 心 も か はら ざ. 9 けり 

この 欧縣： ^翁の 評に、 天 暦の 頃の 女房の 口つ きな. 9 と 評せられき。 また、 

鲁 

11ー つ にな. 5 ける 幼子の なくなれる をり 

いはけ なくい かなる さまに たど. O て か 死 出の 山路 を 猫. 5 こ ゆらむ 

ただごとながら、 心の ほど 思 ひ やられて、 この 歌 みるたびに、 おぼえす 溟ぐ まる になむ 。又、 

商人 を 

わたら ひの 心 ぼ そ さも しられけ. O 糸うる 賤の たえす くるに は 

女の 欲、 まことに さ こそお y< ゆれ o 

と 評して るる。 なほ 集中から 數首 を拔抄 すると、 

梅 を 見て 

^たちて に ほ へ る 花の 顔 見. e ば 我 さへ 共に ほ 、 ゑ まれけ. o 


天の河 わたり わたらす 夜もすがらお ぼっかな くぞ ながめられ ける 

秋  風 

吾 背 子：^ き 洗 ひぎぬ もぬ はなく に 萩の 葉 そよ ぎ 秋風の 吹く 

など、 いづれ も その 師の 評の ごとく 「天曆 の 女房の 口つ き」 である。 總 じて 彼女の 歌 は、 深みと 

か强 さと かいふ もの は 求められな いが、 平明な 表現の 中に、 女らしい 感情が 流^に 歌 はれて るる。 

よの子の 獨 身であった のに 對し、 筑波 子に は 夫が あり、 子が あり、 女と して 課せられた 一 通り 

の 經験は 持って るた。 そして 恐らく 妻と しても 典型的の 型であった であらう 。「吾が 背 子が」 の歃 

こそ は， 彼女の 家庭生活から 生れた のこ もった 聲 である。 かやう に 夫に 對し、 又 その子に 對 

して 人一倍 S 愛 を 注いだ ことで あらう。 しかし、 彼女の 家庭生活に は 幸輻 ばかりが 待って はるな 

かった。 いとけ ない 子 を 先 だて、 夫に も刖れ ねばならない まがつ 曰が めぐって 來 たので ある。 

いとけ なき 子のう せし 時 

結びつと みそむ る 程 も あらな くに はかなく 消えし 草の 上の 露 

なき 魂の ある を戀 しと 思 ひせば 夢^, にだに も 立ち 歸ら なむ 

TO; 六 三 
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をと こに おくれぬ る喊 

歎く とも 戀ふ とも 知らで いかなら む 方に のどけ く 君 は 住 むらむ 

みし 夢の さめぬ 程に し 消え もせば 今のう つ  > に 物 は 思 はじ 

かくい ふ稃 に、 ^のうち 散れば 

見る 程 も あらやな りぬ る 雪なら で 消え 殘る とも 思 ひける かな I 

とい ふやうな 悲しみ をうた つてる る。 かく 人生の 悲哀 を 嘗め 盡 した 筑波子 は、 

, む し 

秋の 夜 はねられ ざり けり あはれ. ともう しと も 虫の 聲を 聞き つ 、 

いかなる 時に か あ. 5 けん、 月 を 見^ 

とも すれば 月見る 空の 暴 りつ、 おぼつかな くもぬ る、 袖 かな 

雁 

ながめつ K ろに 物 を 思 ふかな 雁な きわたる 夕 ぐれの 空 

とい ふやうな ながめが もな 淋しい 後半生 を这 つた やうで ある。 


n  «  , 餘野子 は 服 部 南郭の 門人 狨殿孟 一の 妹で あるつ 屁 淵 は 南郭と 親しく 交った ので、 

M 殿 餘野子 

その 關 係から よの子 は縣 門に 入った ので あらう。 彼女 はまた 漢 學の才 ふかく、 

漢文 を も 漢詩 を もよ くした。 紀州 家に 仕へ て 年寄と なり、 瀨 川と よばれた ので、 露 淵 はきよ い 子 

とい ふ 名を與 へた。 後剃髮 して 凉月 尼と 號 した。 その 歌 文集 を 「佐 保 川」 とい ふの は、 

水上 秋 月 て ふこと を 

故 鄕の佐 保の 河水な がれての 世に も かく こそ 月 はすみ けれ 

と、 奈 良の 故鄕を しのんだ 歌が 卷 頭に 揭げて あるので、 集の 名に 負 はせ たので ある。 

「佐 保 川」 は 上 卷と下 卷とは 甚だ 格調 を 異にして ゐ るが、 前者 は大體 三代 集 調で あり、 後者 は 

著しく 萬 葉風が 加味され てるる。 

わが 心筌 にあり て や ほととぎす 君に もお なじ 初音 吿げ けむ 

女  物の 昔 もな がる 、 水に 聲 すみて 夏の ほか 行く 船のう ちかな 

流 等 は 前者の 三代 集 調で あるが、 餘野 子の 特色 は その 下卷の 方に 著しい と 思 ふ。 上卷に は領呼 法 や 

^ 字 餘りを 見せ、 自由な 表現 を 求めて るる 意向 は仄 見える が、 なほ 型に はまった ところが ある。 同 

人 じ 上卷の 中で も、 先師の 一 周忌 を 詠んだ 次の 歌の 如き は、 純然たる 萬 葉 調と 云っても よい。 

四 六 五 
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おきつ 波き よる あり そのこな たなる 山の 岩根し まける 君 かも  ， 

あら 磯に 寄す る 白波し く/^ にかけ て 思 ほ ゆ 君が おもかげ 

その 際 詠んだ^ 歌 も、 女流の 作と して は 注目すべき 秀逸で ある。 下卷の 大半 は、 一. 萬 葉 集」 に 見え 

る 相 聞 風の 歌で、 同壤の 影響が II 著で ある。 

門ち かきい さ、 むら 竹な 刈り そね せこが たなれ の 駒な づく がに 

等 は 線が 太く 格調が 高い。 

乂、 彼女に は 贈答の 歌 等に 人愦 味の 豊かな 作が あり、 追弔の 歌 等の 多い ことが 一 特色 をな して 

ゐ る- 叉 親 や 兄^へ の 愛 をうた つてる る 歌に も 珍重す ベ きものが ある。 

父の 八十の 贺し 侍る に、 枝に 結びつけて たび まつる 

千代の 坂 越えむ ためにと きる 仗 はっき もっか や も 君が まに まに 

母のお も ひに 恃り ける^ 

ありし 世 も 逢 ふこと 難き は  >  き 木の はて は 行方 も 知ら や 惑 へ る 

こ は、 さとに おり 侍る 4 のい とた まさかな りし を、 常に 想 ひきこえ 給へ. o し 事 を、 思 ひいでて いへ 

るな bo おなじ.：^、 かの 住み 給へ りし 方の 前なる 花 ども 折り ズ おこせた るに、 


\ 


ふるさとの 花に 昔の事と へ ど 答へ ぬ 色 はか ひなかり けり 

とて 山吹に 結びつけつ o  、 

又のと し、 春 かしこなる 梅の 花 を 見 侍りて 

梅の 花 はる や 昔の 袖の 香 も 誰し のべ とて 植ゑ おきに けむ 

ちむ の 思 ひに て 侍る 年、 やよひば かりに 

くさ <(\ 'の 花 は 吹け ども か ぞいろ のな きょの fl は 寂し か. 5 けり 

九十 近くて うせ 給へ る を、 あえものな ど 人々 聞 ゆるよ し、 あか や 悲しう のみお も ほえつ 

千世 ませと 思 ひし 君 は kn 年に あまた 足らで も 別れぬ るかな 

た , S 縣 門の 女流 歌人 達と 時 を 同じう して 江戶 歌壇に 活躍し、 殊に 諸侯の 夫人 子弟に 

荷 田 S 生 子 

歌 文を敎 へた 才姣に 荷 田 蒼生 子が あった。 蒼生 子 は 荷 田 在滿の 妹で、 早く 在滿 

女 に從 つて 江 戶に來 り、 後 某氏の 茇 となった が、 ^もな く 夫の 死に あ ひ、 爾來 兄の 家に 在って^ 嫁 

流 しなかった。 在滿に 和歌、 歌 學を學 び、 (伯父 舂滿 にも 學ん だで あらう) 後紀州 公の 女 公子に 仕へ 

馱 たが、 四十 九歲の 時、 仕を辭 して 淺 草に 住んだ。 その 舉才 を稱 せられ、 土 佐 侯 • 姬路悮 • 岡 侯 そ 

人 の 他 諸侯の 夫人 女 公子に 招れ て敎 へた。 蒼生 子 は 性質 明るく、 俊敛 で、 女丈夫の 意氣 があった。 

四 六 七 
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神官の 家に 生れて 終生 神 を 信じ、 端 嚴身を 持した が、 女性に は 珍しい 聰明と 博識と、 女丈夫 的 意 

铽 と を-以て、 荷 田 派の 學 問の 勃興の 爲に氣 を 吐いた。 歌人と してよりも、 諸侯の 子女の 敎育 とい 

ふ 方面に、 より 多くの 功 を 認めるべき である。 

歌 文集に 「松の しづ枝」 が ある。 

あけぬ とて 名のる 烏の 聲の 中に 山際 かすみ 春は來 にけ り 

ふり さけて 見る もの どけし 筑波山 は 山 しげ 山 かすみ わたる も  ， 

G 歌に は、 自由な 句法の 驅 使の 中に 一 味簡 勁の 趣が 飽 つてる る。 次の 如き は、 いかにも 女性ら し 

い 哀感の 流露 を 見る 歌で ある。 

みだれつ、 物 © ふ 頃 は つ ねよ. 9 もうち まもらる  > 靑 柳の 絲 

兑し 世に は 似る ベ くも あらぬ 舂な がら 月の あはれ ぞ變ら ざ， 9 ける 

^末に 楚 出した 女流 歌人の 中で、 多くの 人に 最も 親しみの 深いの は、 恐らく 太 

太田桓 蓮月尼 

田 垣 蓮月尼で あらう。 その 數奇を 極めた 一 生と、 玉の 如き 人格と、 風雅に して 

つ 、 まし やかな 生活と から 生れた 淸ら かな 歌と は、 今な ほ 人々 の 胸に 欽慕の 情 を 以て 迎 へ られて 

ゐる o 


バ 尼の 前半生 はまこと に 悲慘な ものであった。 尼 自筆の 履歷 に、 

ち、 はいな ばの 圃の 人、 太 田 垣 光 古と いへ .9、 ゆへ ありて、 みやこ 東 山に すむ、 そのころ 文政 三年 出 

e お 

生、 名 誠と よぶ。 は /- は 早うな くな. 9 て、 ち /- に はぐくまれて 人と なる。 三十 あまりにて つま も 子 もな 

くな りて、 

つねなら ぬ 世 をう きものと 三つぐ. 9 の ひとり 殘. 5 て 物 を こそお も へ 

やがて、 も の もとに ありて、 四十 あまりの 時、 父に おくれて、 

たらち ねのお やの こ ひしき あまりに は 墓に ね をのみ なきくらしつ > 

このち かきと ころに をら ば やとお もへ ど、 山の 上に て 人の すむべき ところに も あらね ズ、 な <  /(^Js, 

ぐら 岡 ざき にう つ. C ぬ o もとより まづ しき 身に て、 せんかた なく、  土 もて、 きびしよ、 とい ふ 物つ くる o 

いと ズづ 、にて かた も ふつ、 かな hNO ゑ. o たる 歌 も、 た V- すきに てよ むと はすれ ど、 むかしより、 いと 

まなく いやしき 身に ズ、 よき 大人に よりて まなぶ こと をせ ざ. 9 ければ、 人の 口 まねに て かたこと のみな 

り o 

てす さびの はかなき もの を もちいで Z- うるまの いちにた っぞ わびしき 

と窨 いて ある。 これ は 蓮月尼が その 晚年 * 其邊 にあ b 合せた 反 の 裏に 書きと めて 置いた 自筆の 

W 六 九 
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s: 七 〇 

股^ 喾 とい はれる 物の 文で あるが、 此の 粗笨な 記事の 中から、 蓮月尼の 波瀾に 富んだ 痛ましい 前 

半生の 輪廓が かなり 鮮明に 汲み とれる と 思 ふ。 然るに 村 上 素 道 氏の 「蓮月尼 全集： 中の 傳記 によ 

ると、 更に もっと 陰慘な 彼女の 前半生 をう か V- ふ 事が 出來 るので ある。 卽ち 蓮月尼 は 太 田 埒光古 

の赏 子ではなくて、 藤 堂 某と いふ さる 名門の^ 胤で、 母 は當時 京都 三本 木邊に 住んで ゐ た 町藝妓 

であった らしく、 蓮 月、 卽ち誠 は寬政 三年 正月 八日、 生れ 落ちる と 間もなく 藁の 上から 貰 はれ. て 

太 田 坷 光 古の 養女と なった ものであると いふ。 蓮 月 はこの 間の 消息に ついて 全く 何も 知らな かつ 

たで あらう か。 或は 自分の 素性に 潜んで. Q る 秘鎗は 充分 知り 乍ら、 それ を 明かに する 事 を 殊更 さ 

けて ゐ たので あらう か。 若し 果して 自分の 身の上にから まる j 切 を 知り 乍ら、 之 を 口外す る こと 

を 避けて、 生涯 胸底 深く 秘めて 置いた とするならば、 それ は莲 月に とって は堪へ 難い 苦惱 であつ 

たに 違 ひない。 兎に角、 蓮月尼に は 生れ 落ちる 時から かう した 宿命的な 陰^が あった。 

よし ひさ 

彼女が 十三 歲の 時、 太 田 垣 家の 一 人 息子 賢 古が 死んだ ので、 自然 その 家の 世镟 となった が、 養 

母 も その 年に 死に、 父 一 人 娘 一 人の 境涯と なった。 だが 蓮月尼の 一 生 中 最も 悲慘を 極めた もの は、 

彼女の 結婚 生活であった らしい。 十 A 歲の 時に 迎 へた 養子 は 無 賴漢に 近い 遊蕩 兒で、 その 爲に家 

庭 內には 常に 波^の 絶え かがなかった。 蓮 n は 同棲 八 年の 後、 遂に 菸 父の 意見に 從ひ、 止むな く 


夫 を離緣 しなければ なら なくなった。 それば かりで なく 二人の 間に 儲けた 三人の 愛兒 さへ、 みん 

な^ 五歲 迄に 亡くして るる。 彼女 は その 當 時の 悲しみ を、 五六 十 年 を 隔てた 後 瑞玉尼 母に 迖 つた 

の 中で 、 

「 …… 世の中の なら ひながら、 子の 先 だち しほ どかな しさ 事 はたと へんかた もな く、 わたくし も 女 二人 

男 r 人み なく 先 だた し 候へ ども、 七^ 歲ま. でに ズ わかれ 申 候、 いま はやう 子に 相 ぞくいた し： ^候、 い 

かば か. 9 なげき 候ても か へらぬ こと はし. 5 ながら、 今にお き 思 ひいだ しズ はなみ だ をな がしお hs 中 候、 

ぜひな き 事と はよ く 》, /\ 'しりながら、 まことに かなしき ことに 御座 院  J 

一 

といって、 愛 兒に對 する 悲しい 思 ひ 出に 泣き濡れ てるる。 夫の 放蕩， 無賴、 それから 起った さま ざ 

まの 家庭 悲劇、 三人の 愛兒の 死、 夫の 離鎵 I かう した 人間 悲釗 中の 最大 悲釗 を、 十八 歲から 二 

十五 歳 迄の 最も 樂し かるべき 時代に 演じつ ゾ けて 来た 彼女の 運命 は、 最も 悲慘を 極めた ものと い 

女 ふべき であらう。 

流 寡婦 生活 五 年の 後、 再び 溫 良な 養子 を迎 へたが、 一子 を擧 げた 後、 これ 乂 不幸に も 五 年後に 病 

砍 死して 了つ. 仁。 悲慘褰 义悲慘 事、 運命の 惡戯は 何と 彼女に 執拗に つきまとつ てるた ことで あらう。 

人 その 俗 生活 は餘 りに もみじめ な ものであった。 彼女 は旣に 先の 夫 を離鎵 した 時から 覺 悟して るた 
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事で はあった らしい が、 夫の 病が 革る に 及んで、 愈 々俗世界に 對 する 望 を斷 ち、 遂に 丈な す黑髮 

を 剃り 落した。 

常なら ぬ 世 はう きものと みつ 栗の 獨り殘 りて 物 を こそ 思 へ 

これが 當 時の 彼女の 感想であった。 

夫 を 葬って 後 間もなく、 彼女 は 年老いた 父と 共に 智恩院 の 大僧正に 就いて 得度の 式 を 受けて ゐ 

るが、 七十に 近い 老 武士た る 父、 その 養女た る 三十 歲を 越えた ばかりの 美しい 寡婦と が、 俗世に 

對 する 絶^から 得度の 式を擧 げた 光景 は、 淚 なしに は 想像す る 事 は出來 ない。 父 は 西 心、 娘 は 蓮 

月、 この 二人の 今道心 は、 その 頃五歲 であった 女兒を 連れて 智恩 院内の 眞葛 庵に 住んだ が、 三年 

目に、 女兒は 七歲を 一期と して 世 を 去った。 浮世の 絆 を斷ち 切った 蓮月尼と はいへ、 最後の 愛兒 

の 死が 與 へた 悲痛 はいかば かりであった らう。 

^ 总庵十 年の 生活 は、 蓮 月に とって は 養父への 孝養 時代と もい ふべき で、 或は 父 を 慰める 爲に 

圍^; をしたり、 信仰に ついて 互に 語り合った b したら しい。 しかし 父 西 心 も； か 四十 一 一才の 天 保 

三年 八 H に、 七十 八歲を 一期と して 亡くなった。 蓮 月の 歩み 績 けて 来た 悲慘な 運命の 路は、 こ、 

に 至って 極 點に逹 したので ある。 


父の 死後、 尼 はいよ く うるさい 世間 を 相 乎に 獨 立して 行かなくて はなら なくなった。 それば 

かり か、 父 を 失うた こレ- は、 同時に 庵 を も 失うた ことであった 。「この も かきと ころに あらば やとお 

もへ ども、 山の 上に て 人の 住むべき ところに も あらねば、 なく/ \- かぐら 岡 ざき にう つりぬ o」 と 

自ら 記し て^る やうに、 その美し い 尼僧 姿 を 生活の ために 市井の 問に さらさねば ならなかった。 

しかし 尼の 得意な 碁の 師匠になる こと も、 和歌の 師匠になる 事 も、 性 を 相手に しなければ なら 

ない ので 斷 念して、 最後に 陶器 を 造り、 それ を 市井に ひさぐ ことによって、 細々 ながら 暮 して 行 

かう と 決心した。 

やう やく 四十 を 出た ばかりの 尼僧 姿の 世に も 美しい 孤獨の 女性が、 手づ から 維 趣 ある 陶器 を 造 

つて^; り、 しかも その 陶器に は.、 氣品 ある 美しい文 字で， 才氣豐 かな 和歌が 書かれたり 彩られた 

りして ある。 かう した 事が 何で 世人の 心を惹 かやに 居らう。 蓮 月の 歌、 蓮 月の 誊、 蓮 月 燒の名 は 

女 忽ち 高くな つた。 しかし その反面に は、 尼傦 姿の 美しい ひとり 身の 蓮 パ に對 する、 世上 浮 雜な男 

流 性の 好奇心が うるさく 注がれて るた 事 も 想像が 出 來る。 

^ 蓮 月が 非常に 美しかった と 云 ふこと は、 當時 よく 知られた 事實 である。 それにつ けても 蓮 月が 

人 或る 男の 執拗な 求愛 を 避ける ために、 自分の 齒を 折り、 その美し い 顔 を 傷け たとい ふ 逸話 は 人口に 
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四 七 

臉 炙され てるる が、 それに 對 して 栢馬 御風 氏 は、 蓮月尼 は その 天成の 美容 を 傷け なければ、 難 

なお 性の 誘^から 逃れる ことの 出來な い 様な 女性で はない 害で ある。 灭 與の美 を 保ちつ、 自ら は 

それ を 超越し、 ひたすら 心の 力に よって 淸き 生活 を 生き 了せ 得た であらう、 と說 いて 居られる が、 

誠に 遝月 をよ く 知る 卓見で あると 思 ふ。 尙 この 話が 信じ 難い こと は 次の やうな 記錄 でも 分る。 

老年に 達して からの 蓮月尼に 逢った 近 藤 芳樹が 、 その 折の 印象 をし るした 霄 葉に . 

「今 はむかし おのれ みやこに て あ ひし こん は、 ^染 のころ もも あら 、 かなる すがたながら、 猶 まゆの あ 

た. C うちけぶ. 9 て、 いか なれば か、 る さまに かへ てむ と、 そき すてけ む その かみの、 いぶかしき まで^ 

しき 颜な. 5 し を  」 

とい ひ、 义野 村望柬 尼が 蓮 w 尼 を 訪れた 時の^ 況を、 京都から 弟子の 筑紫 いそ子に 送った 手羝の 

J 一 一  )  > 

4 にも 

「この 日 蓮月尼 をと ひ 侍り。 たに ざく 三 葉ば かり もら ひ歸. 9 しか ど. 歌 思 ひ 出です。 こ 、 に^-ければ 省 

いっけ 侍らす。 いと 面白-? 欽な り。 早よ は ひ 七十 五なる よしながら、 いま， た 五 十ば か h- と 見え 侍る。 い 

と./ \ うつくしき：： ヒぞ かし。 昔 はいかに 花 さきし 人なら むと 思 ひ やられ 侍る o」 

と 害いて ある e 


しかし 蓮 e: は その美 貌の爲 に 兎角 世上の 風評に 上り、 いろくの ゎづら はし さ を 感じた こと は 

事赏ら しい ノ そのため 「屋 越の 蓮 月 一 と 綽名 をつ けられる 迄にし ばく 轉 居した とい ふ。 轉 居の 

最も 火き な 理由 は、 所謂 俗^の 襲來を さける 爲 であった とい はれる が、 多い 時には 一 年に 十三 度 

も宿替 へした ことがある とも 云 はれ、 一生涯の 中に 數十度 も 引越した らしい。 尼 は 自ら 「宿替 と 

いふ こと を あまたた び 致す と C 人の 笑 ひければ」 と詞 書して、 

浮 雷の こ 、にかし こに たヾ よふ も 消えせ ぬ 程の す さびな りけ り 

とうた ひ、 ^越屋 を 以て S 任して ゐた 様で ある。 

尼と なつてから の 蓮 月の 生活 は、 一 衣 一 鉢の 雲水 生活の それの 如く、 至極 簡素な ものであった 

らしい。 その 陶器に よる 物^的 收人 はかなり あったら しいが、 蓮 月 は それらの 一 切 を 喜捨した。 

贫 しき 人々 の爲 に、 又は 公共の 事^の 爲に、 凡て を 投げ出して 顧みなかった。 尼が 富 岡 鐵齋に 送 

女 つた 手紙の 巾に も、 

流  「 …… けっかう 成 大御代に ズ、 實 にさし あたり いらぬ 物た く はへ 候 事、 むだに て 邪魔に なり 申 候。 もの 

酞  事う つり 镊る 世の なら ひ 面白き 事に て 候 0」 

人 といって るが、 尼の ゆかしい 處生觀 がう か ヾ はれる と 思 ふ。 
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莲 月が 幾多 浮世の 辛酸 を經 て、 漸く 生活に 徹底し 環境に 安住し 得た 頃 は、 社 會は歷 史的 大變 革の 

時代で あり、 彼女の 住む 京都 は 勤王 佐幕の 大 旋風の 眞只 中に 在った。 尼は當 時の 實感を 詠んで、 

世の中 騷 しか. 5 ける 頃 

夢の 世と 思 ひす つれ ど 胸に 手 を おきてね し 夜の 心地 こそ すれ . 

戍艮の はじめ 事 あ し 折 

あ， 5  -. ^方 璲 つも 負く るも哀 なり 同じ 御國の 人と おも へ ば 

うつ 人もう たる 、 人 も 心せよ 同じみ 國の御 民なら す や 

伏 見よ. 9 あなたに ^人 あまたう たれたり と 人の 語る を 聞きて 

聞く ま に 袖 こそぬ るれ 道の 逢に さらす かばね は 誰が 子な るら む 

と 歌って 一つる。 又黑 船來 るの e- に當 時の 民心が 妄想 狂的に 怯えて ゐた頃 詠んだ とい ふ、 

ふり 來 とも 春の あめ. 9 か 閑 かにて 世のう る ほひに ならむ とすら む 

の * は、 蓮 月が 後年の 文明開化 を豫 想して るる わけで、 時代に 對 する 見識の 高さ を 窺 ふ 事が 出来 

る。 又 その 同胞愛の 博？ は、 當 時として は 全く 驚歎に 値する ものである。 

かやう に 蓮 月 は、 變^ ^ りない 一 生 を^った ので あるが、 その 晚 年の 十 餘年 は、 西賀 茂の 祌光 


院境內 の 茶所に、 靜 かな 平和な 餘 生を这 つた。 神 光院に 於け る 尼の 生活 は、 

あけたてば 坡 もてす さび 暮れ行けば 怫 をろ がみ 思 ふこと なし 

の やうな、 全く 清らかな 念佛 三昧の 生活に 浸りき つてる た。 かくて 明治 八 年 十二月 十日の 暮方， 

遂に 八十 艽歲を 一 期と して 同じ 茶所で 歿した C 

願 はく は 後の 蓮の 花の 上に 曇らぬ 月 を 見る よし もがな 

がその 辭 世であった.、 

蓮 月の 歌 は、 その 陶器の 如く 人格の 自然の 發 露され たもので、 歌と しての 技巧よりも、 その 自 

然な點 に 心 を 引かれる。 香 川 景樹の 門下ではなかった が、 京都に 住した 爲 もあって、 枕閼 派の 影 饗 

をう け、 流麗な 撒 風で あり、 優美な 叙景 敬が 多い。 それ 故 調子 は 極めてよ く 調って るるとい へよ 

うが、 反面に は餘 りに 平淡に 流れ 過ぎた とい ふ 謗 はまぬ かれない。 そして、 中には 多分に 才氣 を 

女 弄び、 頭の 先で 持へ 上げた やうな 概念的な 歌も少 くない。 

流  はらく と 落つ る 木の葉に 交り 來て 栗の 實 ひとり 土に 聲ぁ. 9 

欲  山&; は 松の 聲の みき /- なれて 風 吹かぬ 月 はさび しかりけ り 

人  かば か. 9 の 浮世な b けり 木 枯に落 栗 拾 ひ 今日 もく らし つ 
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さしながら ひる はくら しつ 柴の戶 を あけて わが 待つ 月の 影 かな 

等の 歌に は、 美しく 澄みき つた、 自然の 奥底 深く 浸りき つてる る 蓮 月の 姿 をし のぶ 事が 出來 る。 

^澄な 自然 觀 照の 見られる 歌で ある。 

宿 かさぬ 人の つら さ をな さけに てお ぼろ 月夜の 花の 下ぶ し 

は、 最も 世に 知られて るる 歌で あるが、 尼の 風流な 性格の 反映 を 見る 事が 出來 る。 しかし、 

かりのよ を 思 ひつら ねて なが むれば あまのはら はらち るな みだ 哉 

きぬた うつ 音 はから ころから ころも ころも ふけ ゆく 遠の 山 ざと 

たづね 來し櫻 は 雪と ふる 鄉の 志賀山 でら の はるの 夕 ぐれ 

等の 歌 は、 才氣の あふれた 歌で は あるが、 多分ぶ 才氣を 弄んで ゐる 機智 的 技巧の 歌と いふべき で 

ある。 一 ^ 蓮 月 は 誠に 多藝 才能の 人であった。 歌に 秀で、 書に もす ぐれ、 繪も ょく窨 き， 碁 も 名 

手であった。 しかし その 歌に 於て は、 その 才能が 災 して 概念的な 低調な ものに 終って るる 歌が 少 

くない。  • 

しかしと かくの 批難 はあって も、 蓮 月 は 歌人と してよ い 本質 を 持って ゐ たと 思 ふ。 感受性の つ 

よさ、 きめの 細 さ、 想の ゆたか さ 等、 彼女 はや はトノ 江戸時代 女流 歌人の 第 一 人 者で ある。 更に そ 


の 入と しての 偉 さに 至って は、 稀に 見る 偉大な 存在であった。 石山 但信 氏が、 

「彼女が 若く しズ 遭遇した 血の 滲 ひ 様な 慘！？ から 逃れて、 まことに 髙く淸 い 宗教の 世界に つ 、ましく 身 

を かくしながら、 而も そこから 無言の 中に 現赏 の^ 會に カ强く 働き かけた 點に、 蓮 月の 偉大 さが あると 

いへ よう。」 

といって 居られる が、 誠に 同感で ある。 

J  k  $  C 教子は 仁 孝 天皇の 文政 八 年、 京都の 林 氏の 女と して 生れた。 幼時より 歌 を 好み、 

稅所敦 子 

十一 歳の 時 嵯峨の 虛签藏 尊に 參 溢して 名 乎た らんこと を 祈った。 千 種 有功 はこ 

れを 聞いて 侍女と したと 傳 へられて ゐる。 二十歳に して 薩 摩の 藩士 稅所篤 之に 嫁した。 その 當時 

の 様子 を 「今古 歌 話」 に は 次の やうに 記して ある。 

和躭を 能くし、 资婦の 名 1 世に 髙か hs ける 故 敦子刀 a、 妙齢に して 稅所 家に 嫁し、 能く 夫 を 抉け、 ^姑 

女  に 事へ、 內政を さく 怠. 9 なかり しが、 其 姑 殊の外 心. あさましく、 僻事の みか まへ て、 何が な 刀. 0 を 苦 

流  めんと せ. 50 され ど 刀 C1 は、 或はす かしつ、 或は 慰めつ、 ロハ 管 其 心 を 失 は ざらん こと を 力め 居け り。 或 

欲  B 姑 は 刀 G に 向 ひ、 「お前 は读て 聞く 歌の 名人お やさうな が、 私の 此の 下の句に 上 をつ けて 見なさい o」 と 

V  ^口吟める、 
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鬼婆な. 5 と 人の いふら む 

も 亦 刀.：： をく るし むる 1 策な hN けり、 刀自 は r 畏 りました o」 と^、 早速、 

弗に も 勝る 、い を 知らす して 

とつけ ける に、 それより 姑打铤 りて 柔和なる 人と な. o. ける とぞ。 

然るに 夫 ^之 は 不幸に して 肺 患に 褪り、 敦 子が 懸命なる 看護 も その 効な く、 當時 二十 八 歲の敦 子 

を殘 して 世 を 去った。 夫の 歿後 は薩 摩に 赴き、 專ら 姑に 仕へ、 沐浴 着衣の 事 迄 萬 事 ひとりで 世話 

をし、 あらん 限. o の 孝養 を盡 した。 藩主 島 津齊彬 はこれ を 賞し、 召して 世子 (哲 丸) の 傅と した。 

然るに 世子 は 幾 くもなく 夭死した ので、 敦子は 悲痛の 極 殉死しょう としたが、 姑に 留められて 辛 

うじて 止った。 

ねぎ かけし 神て ふ 神の 力 もて この 君 を だに と V- めかね つや 

の 歌 はこの 時の 詠で ある o 

その後 文久 三年 藩主 久 光の 養女 香 蘭院が 近衞忠 房に 嫁す るに 當 つて、 これが 老女と なった。 明 

治 A 年、 髙崎 正風の 推舉 によ.^、 權典 侍と なって、 皇后、 皇太后に 仕へ、 文學 和歌の 諸 務を掌 り、 

更に 箪侍に 進み、 楓の內 侍と 稱 した。 晚华 腸 を 病み、 明治 三十 三年 二月 四日 七十 六歲で 歿し、 そ 


の 日 正 五位 を 授けられ li。 

敦子は 歌 文 をよ くした が、 特に 歌に 秀で、 明治 初期 末から 中期に かけて、 所謂 宮內ぉ 派と して、 

髙崎 正風 • 小出粲 等と 共に、 その 頃の 代表的 歌人であった。 その 人と 爲 りに ついては 八 田知紀 が、 

「立 居 ふるま ひよ. o 物う ちい ふまで、 すべてな よ 竹の なよ やかなる 中に た わまぬ 操備 は. o て、 ようい 深 

きこと は 古の 紫 式部の ながれ なるべし。 されば 若き ほどよ. o 今の 齢に いたる まで、 露ば か. o も あだなる 

名う きたる 聞え なく、 世に めづ らしき 婦德を そな へられた るが うへ に、 ざえ のき ははた 男 はづ かしき ま 

でに なんあり ける o おのれ この 刀自と はやくよ. 5 歌の 上の むつび あさから や、 二な き 友と たのみし も、 

まこと は 君 を 思 ひ 阈を思 ふ 1 すぢの 3* 心のう ち あべ るに より V- な け. 90  I 

と 述べて ゐ るが、 その 歌風 は 高い 婦德と 宮廷 生活から 來る 優雅 貞淑の 趣 を 具へ て、 靜 かに 襟 を 正 

して 讀 ひべき 作が 多い C 怫敎に 思 を 潜めた ので、 それに 關 する 歌 も少 くない。 總 じて その 歌風 は 

女 香 川景樹 のよ き 所 を 承け ついで、 その 派の-歌 を 玉 成した ものと も 云へ る。 

流  大君の 大御硯 になる 見れば 玉に もま さる 石 はありけ り 

砍  雨 晴れて 虹た ちわた る _N 山の 靑 葉が 上に なく ほと 、ざす 

人  有 明の 月 しづかなる 窓 を あけて 萩の 上 葉の 露 を 見る かな 
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四 八 二 

幕末 勧 王女 流 敬 入 

明治維新 王政復古の 大業 は、 我が 皇國 史上 未曾有の 大變 革であって、 二 千 五 百 

明 冶 維新と 女性 

年の 國史 の淸算 とも 云 ふべき である。 この 時に あたって、 忠勇 一 i 烈な 我が 國ぉ 

性の 精髓を 代表すべき、 幾多 勤王の 志士が 滎 出した こと は、 世人の よく 知る 所で あるが、 これら 

義士と 立 交り、 或は その 蔭と なって、 か弱き 婦人の 身ながら 困苦に 堪へ、 缺乏を 忍び、 繊手 能 

く 王事 ^^に 盡レた 女性の あった こと を 忘れて はならない。 維新の 大業 は、 勤王 志士の 功に 歸す 

べき こと は 勿論で あるが、 その 隠れた 半面に は、 女性の 力が 加って ゐ る こと を 見逃す こと は 出 

来ない。 

信濃國 伊那 谷の 松 尾 多勢 子、 若 狹小濱 の 矢 部 登 美 子 は 何れも 尊续 派の 密偵と なり、 沈着な 行動と 

燃 ゆるが 如き 熱情と を 以て 志士の ために 働いた。 近衛 家の 老女 村 岡 局、 筑前福 岡の 野 村 望柬尼 は、 

尊王 淤の爲 めの 連絡 係と なり、 志士の 保護者と なり 隱廣 者と なって、 大業の 完成に 盡す處 極めて 

甚大であっ^。 矢 部 登 美 子の 如く、 志士^の 軍装 や 炊事 を受 持ったり、 京都 三本 木の 藝妓幾 松、 

後の 木戶孝 允夫 人 松 子の 如く、 又 松^ 多勢 子の 如く、 資金の 調達に 男子 も 及ばぬ 苦心 をした 婦人 


が あり、 時には 坂 本 龍馬 夫人 龍 子の 如く、  ^^彈 雨の 亂鬪の 中に 立って 雄々 しく も 健闘した 男 ま 

さりの 女丈夬 もあった。 又 琵琶 湖畔 足 花 川の 近くに 住んだ 川瀬 幸 子の 如く、 幕吏の 乎に か、 らぬ 

先に 自 匁して、 累を 他に 及ぼさぬ こと を 謀った 沈 剪 深慮の 女丈夫 も ある。 

然し 乍ら、 かやう に 社僉の 表面に 立って 雄々 しい 働き振り を 見せた 婦人の 外に、 勤王 志士の 蔭 

になり 力と なって、 或は 之 を 鼓舞 激勵 し、 或は 後顧の 憂な からしめ て、 大業の 完成 を 全から しめ 

た 女性の 力の あった こと を 忘れて はならない。 世に 「文明の 製造者 は 女な hN」 の 霄 葉が ある。 こ 

れは 偉人の 背後、 大藜 業の 蔭に は必ゃ 良妻が あり、 贤 母が あり、 まご、 ろの 女性の 存在す る 所以 

を 述べ たもので あらう が、 維新 志士 貢 獻の半 は、 彼等の 母 や 妻の もので あつたと いふと も 過， で 

は あるまい。 まことに、 女性の 眞心 こそ 男性に とっての 救で あ. 9、 力で あ.^、 慰めで あり、 活力 

の源焱 である。 .  • 

女  子 を 思 ふこ 、 ろ は 春の 謾に てた えす 棚引く 遠近の そら 

流 右の 歌 は 藤 S 東 湖の 母堂 梅 子が、 幽閉 三年 遂に 對 面の 機 # の 無かった 我 子の 身上 を 思うて、 春谡 

歉 によ そへ て その 無限に 深き 親心 を 申^った ものである。 まことに^^ にもよ そ へらるべき 限りな 

ノ き 母の愛 こそ、 子に とって は 何物に も か へ 難き 刺戟 劑 であり、 興脔劑 であり、 身 も 心 も 包んで 餘り 
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ある 慰安の 良劑 である。 告 田 松 陰の 母 杉 瀧 子 は、 野 山 獄中 涣惱の 結 栗、 餓死 を 企てた 我 子 松 陰 を 

戒めて 一書 を迗 つたし その 中に 「たと へ 野 山 やしきに お出^ v も、 御 無事に さへ これ 有 候へば 

せいに なり 力に なり 屮候。 た V- たんりょ 御 やめ、 御ながら への ほどい の， 9 參候。 此品 わざ/^ と 

とのへ さし 送 候 間、 ははに たいし 御た へ 賴み參 候。 いくへ もく 御 心 御 入れ かへ、 かへ すく も 

いのり 參候」 と 云 ひ^った。 この 愛 籠め たる 訓誡の 貢 葉に、 松 陰も當 初の 決心 を 放^して、 食 

を 採り 危機 を乘 h 越えて、 彼の 天職 を果 すべく 苦 鬪を繼 綾して 行った。 まことに 松 陰の 偉大 さは 

同時に 母の 偉大 さで もあった。 又、 大橋正 順 0 妻卷 子、 兒島强 介の 妻 操 子の それぞれ 夫に 對 する 

慰安の 一 EST 坂 本 龍馬の 姉 とめ子の 弟に 對 する 鼓舞の 辭 など、 何れも 皆^から ぬ 刺戟と なり 鼓舞 

となって、 ^々の 中に 彼等の 活動に 影響した と 思 はれる。 

望 朿尼は 初の 名 を もとと いひ、 黑 田家の 世 臣浦野 重石 衞門勝 幸の 三女と して、 

野 村 S 東 尼  <MC 

文化 三^ 福 岡 城 內の厩 後に 生れた。 時 宛 も 露 人が しきりに 樺 太 を 襲 ひ、 近 藤 重 

蘇が 利 尼 島 を 視察した 年で ある。 勝 幸 は 三百 石 を 食み、 目 付 役、 詮議 奉行 等 を 勤めて 令名 あり、 

又： 山 流 生花に も 長 じて ゐた 風雅な 武士であった。 もと女 は 長す るに 隨 つて 容姿 美しく、 歌 を 好 

み、 害 道、 裁鏠、 刺 糠 等 女の 道に は 何 一 つ. 暗い ことはなかった。 處 女の 鑑 として 一 藩の 若侍 達の 


像 木 尼 柬望藏 家 山 陶苻宰 太 


懇望の 的で あつたが、 二十 四 歳の 年に、 同藩の 野 村 新 三郞^ 霣の 人物 を 見込んで、 自ら 父に 乞う 

て その 妻に なった。 天 保 三年、 京都で は 勤王の 志士 頼 山陽が 血 を はいて 死んだ 年で ある。 

^赏の もとに 嫁いで 後 は、 よく その 家 を 治め、 先妻の 子 をお ほした て、 妻たり 母た る務 をも充 

分に 盡 した。 しかも その 間に かねて 好める 和歌の 道に いそしんで、 二十 七 歳の 時 夫貞莨 と共に！ i 

岡の 歌人 大^ 首 近の 門に 入った。 

夫^ 赏 はかね て 勤王の 志 厚く、 同志 相 集って 「太平 記」 の輪讀 など を 行 ひ、 王政の まことなる 

を 論じ、 武家 專 横の 道ならぬ を說 きな どした が、 もとより 風流の 士の 事と て、 自ら 起って 積極的 

に 動く とい ふ 性質で なく、 又 時期 尙早を さとって、 玆に世 を 遁れて 風流 三昧に 過さん との 望 を 起 

し、 .1 岡の 郊外なる 平 尾 山に 別 莊を購 ひ、 家 は 長子^ 則に 讓り、 夫妻 共に 閑居す る ことにな つた。 

もとより 同氣相 求めし 夫妻の ことで あるから、 或は 月 花に 情 をのべ て 呤懷を 試み、 或は 史籍 を涉 

女 つて 國體の 尊^な どの 淸 話に、 夜の 更ける を 忘れる 事 も 多かった らうが、 その 山莊に 風月 を樂ん 

流 だ 折 A の 歌 は、 いかにも 情 懐の 懷 しく 思 はれる ものの みで ある。 一二 を擧げ ると、 

酞 葺き かふる ものと も 知らで わが 庵の 屋根のう ね おふる 姬松 

I  雨 晴れて 月見る 夜半 はや. 9 水の 音 も ほどよくな がれぬ るかな 
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W 八 六 

山莊に 共に 住む こと 十五 年、 安政 六 年 七月 二十 八日、 五十 四 歳の 時 夫 は 逝った。 その 時の 歌に、 

初秋の 風に 吹かる 、 ともし 火の かげ もこ、 ろ も 細る 夜半 かな 

とい ふの が ある。 彼女 は 直ちに 剃髮 して 佛 門に 入り、 その 名の もと を さながら とって 望柬 尼と 號 

した。 東 を 望む と は、 明け暮 京都の こと を 忘れぬ とい ふ 心からで ある。 

^束 尼 は 夫と 共に かねて 勤王の 志に 燃えて るた ので あるが、 夫が 亡った 頃から 國事は 益々 繁く 

なって、 彼女の 心 を 刺戟す る ものが 多かった。 卽ち 閑居に 堪へ す、 文久 元年 十 一 月に は 和 宫御降 

嫁の ことがあ つたのに 際して 京都に 上り、 皇居 を拜 み、 神武 天皇 陵を拜 して 皇祖の 偉業 をし のん 

だり した。 また 湊 川で 楠 公の 墓に 詣 でて は、 

かしこし とぬ かづく うち も 我が 袖の みなと 川み づ せき ぞ かねつる 

と 詠んだ。 

京阪の 旅行に 於て、 ^束 尼 は 佾月照 を 始め 諸國の 勤王の 志士た ちと 交 を 結ぶ ことが 出来た. か、 

この 旅行に 於て 見聞 迺 遇した 幾多の 剌 戟經驗 によって、 彼女の 勤王の 精神 は 益々 燃 立った。 

紅の 大和 錦 も いろいろの 絲 まじへ ねば 綾 は 織られす 

の 歌 もこの 旅行 中に 詠まれた ものであるが、 私情 を棄 て/ -たズ 尊王攘夷の 大目 旳に盡 くさう とす 


人 歌 流 女 


る 心が、 優しい 三十 一 文字と なって 現れた ので ある。 

翌年 四月 彼女 は 再び 故 鄕に歸 つたが、 その 頃江戶 幕府の 勢 は 日に日に 衰へ、 圃內は 尊王と いひ 

攘爽と 叫んで 煮返る やうに 騷 しくな つてる た。 當 時の 幅 岡 藩 も 亦 勤王、 佐幕の 兩 派に 別れて 互に 

鎬を 削って るた。 今や 望 東 尼の 平 尾 山の 山莊 は、 決して 風流の ー隱 宅ではなかった。 彼女 は 盛」 

當 時の 志 土と 交際し、 彼等 を激勵 し、 彼等の ために 山莊を 貸して、 或は 密議 所と なし、 宿泊所と 

なして、 隱然 勤王の 士の 保護者と なった。 風流の 友 を 集めた 山莊は 今や 風雲 急に して、 勤王 黨の 

密^: 所と なり、 潜伏^と 變 つたので ある。 

佾 月 照が 薩 靡へ 下る 途次に もこの 山莊に 宿った。 殊に 平野 國臣と は 交 深く、 度々； s はれて は 多 

くの^ 答 をな した。 一夜！： 臣を 宿して 旅立た せた 時の 作に、 國臣 が、 

^び つ 、 旅立ち そむる 今宵と て 山 かげ ふかき やど， o をぞ する 

と 歌った のに 和して、 

ひとす ぢ にあ かき道 ゆくな かや どに かして うれしき 山の あれ 庵 

をし からぬ 命な がかれ さくらばな 雲居に^ かむ 舂を 見る ベ く 

などと 詠んで 贈った。 
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四 八 八 

月 照と 共に その 山莊の 客であった 高 杉晋 作の 如き は 殊に 親しかった。 晋作は 吉田松 陰門 下で、 

久坂 玄瑜と 並び 稱 せられた 麒麟 兒 であった。 長 州の 藩 論 も 一 進 一 退で、 俗論 黨が勢 を 得、 文久ニ 

がお 杉 も 博 多に 逃げ出した。 尼の 愛弟子 中 村圓太 等が 馬關 から 船に のせて 連れて 來 たが、 髙杉は 

舟 中で 「風 帆 滿腹似 多 翔 疾走 直將 至福 岡 玄海 大洋 行 欲 半 波浪 高 處見蠻 檣」 と 嘯いて ゐ た。 

晋作は 常時 二十 四歲の 若^であった。 やがて 最も 安全と 思 はれる 平 尾 山莊に 移り、 望 東 尼の 世話 

になって. q たが、 この 時給 仕して るた のが、 淸子 (後の 山路 淸子) とい ふ 少女で r 我 もまた 同じ 

み！； に 生れ 來て 大和心 を しら * さらめ や は」 とい ふ 歌で 高 杉 を 驚した 人で ある。 尼 も 亦、 

谷 深き S$ のうちなる 梅の 花埋れ ながら も 香 や はかくる、 

山 口の 花ち りぬ とも 谷の 梅の ひらく 春邊 をた へ てまた なむ 

の やうな 歌 を^って 髙杉 を激勵 した。 長 州の 風雲 急に なって いよく 發っ 時、 尼は淸 子と 鏠 つた 

羽 綠襦絆 を 着せて やった。 そして、 

まご /- ろ をつ くしの きぬ は 國の爲 立 か へるべき ころもで にせよ 

の 歌 を 添へ た。 髙杉は 感謝の 意に たへ なかった とみえ 「01 愧知君 容我狂 山莊 留我更 多情 浮沈 

十 年 祀凝志 不若閑 雲 野 鶴 情」 の 詩 を 尼に 这 つてる る。 


^應 元年^ 七月、 平 尾 村の 松林に 嗚く蟬 の聲を 驚かして、 一隊の 兵士 は蝗の やう に^の 庵 を 取 

圍ん だ。 それ は晋作 始め 數 多の 志士た ちに 助力した からで あつたが、 差當 つて は 太宰府に 流され 

てゐる 三條公 その他の 公卿た ちに 密かに 拜 謁した からであった。 三條. 壬 生 .澤*四條-朿久世 

• 三條 西. 錦 小路の 七 人の 公卿 は、 勤王攘夷 わ唱 へた 爲に 幕府に 嫌 はれ、 都に 住みかね て 長 州へ 

落ち、 そこで 隱ま はれて るた。 これが 歷史に 名高い 七 卿 落で ある。 然し その 長 州 も 一 時 俗論 黨の 

天下に なった 爲、 あはれ にも 賴む 木蔭に 雨洩る 心地で、 病死した 錦 小路、 他國へ 走った 澤 卿の 外 五 

人 は、 囚人と して 菅 公の 昔と 同じ 太宰府に 流された。 太宰^ は 福 岡から は 同じ 國の內 のこと、 て 

さう 遠くはなかった。 勤王の 志の 厚い 望 東 尼 は、 そのこと を 聞い て 庵に 落着いて もられなかった。 

彼女 は 姿を變 へて 厘々 太宰府へ 行って、 密かに 右の 公卿 達に 拜 謁して お慰め 申し上げた。 それが 

端な くも^れ 聞え たので、； i 岡 藩の 兵士に 襲 はれた のであった。 望 東 尼 はもう 言譯 をし なかった。 

女  浮 雲の か 、 る もよ しゃ 武夫の 大和心の かやに 入りな ば 

流 とば かり 口吟んで、 從容 として 縛に， 就いた。 尼の 駕籠 は 搖られ て海邊 まで 擄 かれ、 そこから 小舟 

漱 に乘 せられて、 玄海潞 の 孤島 姬 島に 棄 てられた。 同時に 月形 洗藏 始め 二十 餘 人の 同志 は無慚 にも 

人 斬られて しまった。 尼 は 我が身の こと は 忘れて、 これ 等の 人 .„< の 死 を 悲しんだ。 そして 指の 血で 
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供莶 の爲に 般若 心經を 書寫 した。 

おく れゐて 書く も かひな し 法の 文よ みが へ り來 むって ならな くに 

と、 和歌 を 認めて 密かに その 遣 族に 賜って 慰めた。 

姬 ^は 陸路 を 去る 五 里の 沖 中になる 小島で ある。 吹く 風と 磯 打つ 浪の 外なら では、 筢 えて 訪ふも 

のはなかった。 牢獄 は 四^の 荒 板 敷で、 ま はりに は 松の 桉木を 組み、 荒 格子 を 構へ て、 海の 見える 

南の 方に のみ 小さな 窓が 明けて あるの みで ある。 圍 らしい 圍 のない 孤島の 牢屋に は、 風 も 雪も浪 

のしぶ きも、 洩 るが 儘に 身を濡 して、 肉 も 骨 も 凍り はてる かと 思 はれた。 然し 尼 は 毫も 節 を 屈し 

なかった。 雨に つけ 思 ふの はた V- 大君の ことば かりであった。 そして その 心の 跡 は 和歌に なり 文 

になって、 やがて 三卷の 「姬島 日記」 になった。 ，  . 

住み そむる ひとやの 枕う ちつけ にさけ ぶば かりの 波の 昔 かな 

朝な朝なむ かふ もやさし か y み 山 あらぬ 姿に 身 はやつ れ來て 

流れ こしう き 身 忘れて むか へ てむ いづこ も 御代の 舂ぞと 思へば 

乂こ /- に 住みな む 人よ たへ 雉く うしと 思 ふ は 一 一十 日ば かり ぞ (牢の 柱に かきつく) 

一方、 お 杉^ 作 はお 州に 歸 つて 俗論 黨をー 蹴し、 幕府 再度の 征長軍 を も 破った が、 罪 無くして 囹圄 


の 月に 泣く 恩人 老 尼を考 へて は、 我が身 を 切られる 思 ひがした。 そして どうかして 之 を 救 ひ 出さ 

うと、 部下の 士六 人に 命じて、 慶應ニ 年 九月 十六 日、 朝廷より 特赦 ありたり との 計 を 以て、 見事に 

尼 を姬^ の獄舍 よ， 9 奪 ひ 出す ことが 出來 た。 晋作は 先 づ下關 の 邸に 尼 を 入れて、 母の やうに 大事 

にか しづいて ゐ たが、 そこ は筑 前に 近いので、 更に 周 防の 三 田 尻に 移して 一 曆 丁寧に もてなした。. 

しかし 晋作 その 人 は 間もなく 病 を 得、 馬關 の客舍 に 大志 を 抱いて 二十 九 歳 9 若さ を 以て 歿した。 

望 東 尼 は 日夜 看病に 努め、 痛惜 を も つ て この 同志の 親友と 永訣した。 

その後 彼女 は 山 口に 移って 同志の 問に 尊敬せられ、 比較的 安璲の 生涯に 入り、 薩長の 聯合 軍が 

討幕に 上る めでたい 門出 を 祝った。 それから 間もなく 病 を 得て 病床に 横た はった。 4i 州 侯から は 

懇に 取扱 はれ、 同志の 士 から は 熱心に 看護せられ たが、 終に 起た す、 六十 ニ歲を 一期と して 靜 か 

に 瞑目した。 時に 慶應 三年 十 一 月 六日、 維新の 大業の まさに 成らう とする 時で ある。 

女  花 浦の 松の 葉し ろくお く 霜の き ゆる も あはれ ひとさかり かな 

流 これが 辭 世であった。 

畎 以上 は 勤王家と しての 望 柬 尼の 一 生 を 略述した ので あるが、 次に 歌人と しての 望 東 尼に ついて 

人 述べよう。 
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望柬 尼が 夫と 共に 大隈言 道" 門に 入った こと は 前に 述べ たが、 言 道 は當時 その 名 こそ 多く 知ら 

れ てるなかった が、 その 歌才に 於て 近世 第一流の うちに 數 へらるべき 歌人で、 その 歌風 は 輕妙奇 

拔、 一 種の 新しみ が ある ものであった。 「我 は 天 保の 民 なれば 天 保の 歌 あるべ く」 「我 は 市井の 商人 

なれば 商人の 歌 を 詠まむ。」 とい ふの が 言 道の 主張で、 形式お 排 して 自由に、 空想で なく 現 實を詠 

むこと を 心掛け、 淸新 自由な 獨自の 歌風 を 開拓した。 望 東 尼が この 師 についた のはノ 彼女の ため 

に はまこと に 喜ぶべき ことで、 彼女 は 充分に 師の 歌風の 妙味 を學び 得て、 師も亦 深く 許した。 言 道 

が 尼の 歌桀 「向 陵 集」 に 書いた 序文に 「おのれ 敎子 あまた なれ どまた 類 ひ ある ことなし。」 とほめ 

て&る ところから 見れば、 尼 は 一一 C 道 門下 第一 であった らしい。 かやう に 彼女 は その 歌才に 於て 惠 

まれて ゐ たが、 しかし 尼 を 不滅の 火 歌人たら しめたの は、 單に歌 才の發 露 のみでな く、 燃 ゆるが 如 

き 勤王の 至誠 を藏 して をった 爲 である。 それ 故 その 歌 は、 女丈夫と しての 性格と 欹才 とが 相 俊つ 

て、 女性ら しい 細緻な 表現の 中に 熱烈なる 勤王 精神が あら はれて るる。 

武夫の 重荷の 罪 を 身 一 つに おひて 輕 くもなる 命 かな 

國 の ためこ/ -ろづ くしの 武士の 命に か はる 我 身と もがな 

武夫の やまと 心 をより 合せ 末 ひとす ぢの大 維に せよ 


これら こま、 、ブ li  J, 

J  {f  t つれも^々 たる 勤 ffJSH:.^:  4,- き し 

to しかし 鍵- iyii 贅ま面 f よく 現して る I で 

ひとりる て つくづく 聞けば 聲 

stt'z^,  、  B 虫 ひ 音 も あまた ありけ り 

：!  ml いひて 月の #仰に§ に ふ 4雨 さ 

•  -^2^ に 流 I の 流れ 紫き ひ爭 ひて ゆく 家鴨 かな 

、 。如き 優れた 叙 14 してる る。 この 點が、 欲 人と きり！ 

である。  ^力 港ノ としての^ 東 尼の 聲 m を、 ー厣大 にす る 所 I 

耍 する は、 ，としても lli£„  . 

A-E おひ^  j  ^に 位する もので あつ こ。 

. 松 尾 多 S 子 f 王女 流 歌人と して、 野 村 蒙， 並び 稱 せられる もの こ 松5ま-  . 

欲抵 lilhn^  If  f 伍して、 

人 多 SI 曹 伊那 郡の 片田舎に 住め If 毐 き 。 

ミ a ー虔 正義の 何物た るか を 知る こ 及バ、 ^c-  E  . 

(^ro  iLV^ を薆 へて は， な 


«? 一一 


1i 女る た H てし 通 をが 文戶江 


四 九 四 

も 世 も あらぬ ばか. o に 思 ひつめ、 深く 勤王の 志士と 交り、 婦人の 身の 却って 人の 油斷も あらう と 

S ^江戸に 出で、 窃に 幕府の 機密 を 探って るた。 しかし 多勢 子が 度々 の、 江戶 出府 は 遂に 幕吏の 疑 

ふところと なり、 一 日そ^. 在京の 時、 打 手 は 早く も 向 はんとした。 それ を 聞いた 多勢 子 は 少しも 

驚かす、 自若と して 鏡に 向って 髮 を 解し 初めた。 一 味の 人々 は 一刻も早く 立 退き を 促した が、 多 

勢子 はいつ かな 聞か や、 もはや 事玆に 至って は 詮方ない、 追手の 來着を 待って 潔よ く 自殺す る ま 

での 事、 た ズ取亂 して は 一 期の 恥辱と、 更に 着物 を 着かへ ようとした。 そこへ 駔 けつけ た 品 川彌次 

郞、 渡邊玄 包の 二人が 無理やりに 連れ出し、 長 州 邸に かくま ひ、 漸く 事な きを 得た。 毛 利 敬 親 公 

は 深く 多势 子の 健 氣な志 をめ で、 櫻 花 をち りば めた 短刀 を 賜った とい ふ。 

文 久ニ年 八月 五十 H 歳の 多勢 子 は、 單身信 州 を 出、 風雲^なる 京に 上った。 

旅 衣 ふり か へれ ども 秋 霧の 立ちへ だてた るふる さとの 空 

上洛 後 は 平田撝 胤の 門下と 交誼 を： Sg び、 大原、 白 川、 裏 辻の 諸 卿 邸へ 出入した。 

千 重に おきし 雜だ にい まだ 白菊の なほな が 月の 色ぞ ひさしき 

の 歌 を.，： II 川 鄉に獻 じて、 おほめに 預 つたこと も ある。 歌 や 國學に 通じてる るの をロ實 にして 公卿 等 

に 見え、 以て 志士の 意見 を 傅へ、 又 朝廷の 御意 向 を 漏れ聞い たので ある。 かやう に 公卿， 志士^ 


の 連絡 をと る 事に 努めた ので あるが、 これ は 京都 所 司 代、 京都 町窄 行、 京都 守護 職の 跋 重なる 黎 

戒網 をく ^り- 身命 を 賭して 尊い 使命 を朵 したので ある。 

文久 三年 二月、 三輪 田 綱 一 郎等の 京都 等 持 院足利 三代の 木像 梟首 事件が 起った。 多勢 子 はるれ 

に 坐し 幕吏の 追求 を 受けた が、 長 州 藩邸に 逃れて 事な きを 得た。 長 州 藩邸で は 多く 時 山 直 <: の 長 

屋に扼 介に なって ゐた が、 品 川彌次 郞ゃ久 坂玄瑞 等の 士も 訪ねて 來て、 懇に 慰め て^れた。 然し 

世 は卷の 盛で あると いふのに、 また 淸明な 義心 を 抱き 乍ら も， 身 を 忍ばせて るなければ ならない 

こと を^ に.^ 思った。 朝 ま， たき 空の けしきの ほの ぐと 霞 漂 ふ を 見て、 

大空 ははれ わたす とも 晴れ やらぬ 世の， つき 雲 をい かにして まし 

-は 山の 樱花も 盛 過ぎた と 聞いて、 

夜半に 吹く 嵐に 花 はちり ぬと もや まと 樱 のね はかれめ や も 

女 ^愤の 情 を 三十 一 文字に 洩 して 自ら 慰めて るた。 ところが 三月 十 一 日、 攘夷 御 祈願の ため、 孝 明 

流 天皇が 加 茂 上下 兩 社に 行幸し 耠ひ、 將軍家 茂 も諸 大名 を從 へて 供奉した。 この 事 を 傅へ 聞いて 多 

歌 勢子 は、 かねて 志願の 一 端が 寳 現した こと を歡ん で、 

I  ^と 臣 のみち をた V. すの 祌垣 にいで ましの 世と なる ぞ かしこき 
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と 詠 じて、 蔭ながら 有難し と 額き 拜ん だ。 

かくて 三月 一 一十 九日に は 都 を 後に して 歸國 した。 

古里に か へ る も をし き 旅 衣 大內山 を あとに 殘 して 

元 治 元年に は筑波 山の 擧 起り、 十 一 月 西 上 軍の 伊那 を 過ぎる や、 武田耕 雲齋、 藤 田 信 等に 種々 

便宜 を與 へた。 

明治 元年 正月 形勢 急迫の 報 至る や、 兒孫を 率ゐて 上京し、 有志の 間に 往來 して 國事に 勤め、 二 

年； 一； 月^ 終る を 以て 歸鄕し 家事に 從 つた。 晚年居 を 東京に 移し、 明治 二十 七 年 六月 十日 八十 四歲 

で殁 した。 同 三十 六 年に は 正 a 位 を 追贈 せられた。 

詠歌のう ち 代表的な】 一三 を擧げ てみ ると、 

身に つもる 愛さ はわ すれて 君が代に 浪 立たぬ 日 を 祈り暮 しつ  . 

もの、 ふの 赤き 心 を かたりつ 、 明くる や 惜しき 舂の 夜の あめ 

など は、 王事に 盡瘁 して ゐ た 頃の 多勢 子の 心事 をい ひ あら はして あます 所がない。 然るにい よい 

よ 明治維新 となって 京に 上る 時、 道す がら 銃 山 を 過ぎて、 

銃 山 心の くま も 晴れに け h- たち か へ る 世の 面影 を 見て 


と 新政 を 喜んで 一 つる。 志士の 辛苦 は 報いられて、 輝かしい 王政復古 を迎へ 得た ので ある。 

第三 章 女流 俳人 

昔 も+も 和歌に は 女流作家が おびた マし く、 その 世に 傑出した 歌も少 くない。 しかし 乍ら、 俳 

句界を 昆 渡す と、 闥秀 俳人の 稀なる こと 實に曉 の 星の 如き 有樣 である。 近世 平民 文 學の粹 たる 俳 

壇に は 女流 俳人 は あま. 9 に少 い。 しかし 此は 恐らく 俳句 そのもの 、 性質から 來 たこと であらう。 

卽ち 俳句 は！！ 謔、 枯淡、 閑寂と いふ やうな 方面の 味 を 本領と して 來た。 それ はいふまで もな く 

男子、 尙 いへば 概して 中年 以上の 男子が 好み、 且 持つ ところの 領域で は あるまい か C 從 つて、 こ 

れら 枯淡、 閑寂 を 生命と する 俳句の 世^に は、 女性の 感情 は 入り 難い こと は 明かな ことで ある。 

女 又 一 面から 見れば、 俳句 は 一 種の 桀團的 社交 詩で ある。 江戸時代の 女性の 生活が、 集圑的 社交的 

流 生活から 餘り にかけ 離れて るた こと も、 女流 俳句 界 不振の 原因の 一 つに 數 へられる ので ある。 更 

俳 に文學 上の 性質から 考 へる 時、 俳句 は 自然 觀 照 を 主と したる 客觀的 叙^詩で ある。 それに 反し、 

ノ 和歌 は 自己の 感情 を 吐露 マる こと を 主と したる 主観的 抒情詩で ある。 而 して、 女性が 前者に 不適 
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にして 後者に^ 意なる は、 その 特性より 見て 亦 明かな ことで ある。 

以上の 諸點 より 考 ふる 時、 女性に 俳人の 少 いこと も、 自ら 理解す る ことが 出来る。 しかしな が 

ら、 俥 へられて るる 數少ぃ 女流 俳人の 名 は、 我々 の 耳に ゆかしく ひゾ き、 多くの 逸話 を 生み、 さ 

すがに 女らしい 感情 を帶 びた 柔ぃ句 を 示して ゐる。 

荻 原 井 水 氏 は、 嘗っ て 女流 俳人に つ いて 次の やうに 赁 つて. Q る。 

「女流の 俳人 を 一 作家と して 見る と、 さして 秀でた 人 はない やうで あるが、 女 は 女 だけに 感情 

い-調子が 柔 くて 潤が ある。 それが 枯木に 時雨の 昔 を 聞く やうな 閑寂な 趣味 を 貴んだ 昔の 俳句の 中 

にあって、 殊更 珍ら しく 装 椿の  一 二輪 を 見る やうな 氣 がする。」 と。 尙 氏の 考 によれば、 女流 俳人 

に は 二つの タ- イブが ある。 一 つ は 弱々 しく デリ ケ ー トで、 若く して 佳い 句を殘 して 死んで 行く 人 

である。 千 子 も 三十に ならす して 死んだら しく、 文政 年間の 花 讃女も 二十 三で 死んだ。 他の 一 つ 

は、 夫に 別れてから 孤 獨の心 を 俳句で 慰めて、 隱遁 的に 安住したり、 又は 髮を 落して 尼に なった 

りして、 心 持 も 男性に 近く 變 つて 来る 人で ある。 この タイプの 人 は 皆 長生 をして るる。 捨女、 園 

女、 智 尼、 千代女 は いづれ も 六十 歲を 越え、 多 代 女の 如き は 九十 歲の 高齢に 達して るる。 

さて これから、 我.^ が 忘れて はならない 女流 俳人の、 幾人 かの 小傳 とその 業蹟 とを撿 討して み 


よう o 

先 づ元祿 時代に その 特色 ある 作風 を 示した 作家に 捨女、 園 女、 羽 紅 尼、 千 子、 紫 白 女、 智 月 尼、 

秋色 女、. 千代女な どが ある。 その後に 綾いて 田 女が あり、 江戸 末期の 俳壇に 最後の 光 を 放った も 

のに 多 代 女が ある。 

^  捨女は 寬永十 一 年 丹 波 國氷上 郡 柏 原に 生れた。 幼時より 聰敏 であった が、 六该 

捨  女 

の 時、 

雪の 朝 二の 字 二の 字の 下駄の あと 

の 句 を 詠ん たと 傳 へられて るる。 この 句 はもと より さした る價 直の ある ものと も^へ ない が、 い 

かに も 少女ら しい 繊細な 感じと、 優婉な 趣と が あるので、 捨 女の 少女 時代の 才華を 想 はせ る 句と 

して-入々 の！：： に 上った ものと 思 はれる。 長 じて 國學. 者で あ， T 歌人で ある 北 村 季呤の 門に 入って、 

女 敷^の 道 を學ん だ が、 やがて 轉 じて 宮川松 堅に 俳諧 を 學んだ 。 

流 ある 年の こと、 某 大守は 江 戶に參 勤 交代の 道す がら、 柏 原の 里に 彼女 を訪 うて、 その 才藻 を 莨 

俳 し、 

人  柏ぬ に 惜し ゃ捨 おく 露の 玉 , 

四 九九 
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I の 一句 を 賜った とい ふ。 

^ . 年 十八 歲 となる に 及んで、 繼 母の 連子で ある 季 成と 結婚した。 季成も 亦 文雅の 嗜 みがあって， 

^  ^拾 女と 同じく 季吟、 松 堅の 門に 入って 歌 俳 を學ん だ。 捨 女が 永く 風雅の 道に いそしみ 得た の は、 

し この 夫の 完全なる 理解が あつたから であらう。 かくて 同棲 二十 年、 五男 一女 を 儲けた が、 延寶ニ 

^ 年の 秋、 夫季成 は病殁 した。 捨女は 年と 共に 寂寥 の感を 深く したと 見え、 數 年の 後 終に 剃髮 して 

^ 様を變 へ、 妙融 尼と 號 した。 初め 京都 千 本に 庵 を 結んで 淨土 律を修 したが、 後 掭磨龍 門 寺の 高僧 

接珪 S 師に 就いて 參禪 し、 名 を W 閑と 改め 深く その 道の 修業 者と なった。 彼女の 句に 人世 を 歌 ひ、 

悟道^-暗示 する もの、 詠まれた の はこの 頃からで あらう。 後 龍 門 寺の 傍に 不徹 庵と いふ 草庵 を 結 

び、 餘生を 俳^ 三昧に 这. 9、 元祿 十一 年 六十 五歲を 以て 歿したり 

捨女は 俳 道に 於て は^ 門 女 六 俳 仙の 隨】 とされ、 叉 園 女. 智月 尼. 秋色 女と 共に、 元 祿の四 俳 

女と もされて るる。 彼女が 生れながら にして 文學 方面の 才能 を もってる たこと は 勿論で あるが、 

その 瑷境 はよ くその 天資の 發 展に惠 まれて、 すくく と 仲び て 行った ものと 思 はれる。 殊に その 

夫に 風雅の 唷 みが あ. 9- 一族に 文雅の 趣 を 理解す る ものが 多かった の は、 彼女の 俳諧の ために 喜 

ぶ ベ きこと でめった 0 


人 俳 流 女 


彼女の 俳.？ は 如何にも 女性ら しい デリカ シィに 富んで みる 。そして 民衆に 容易く 理解され 易い。 

謂 は V- 平 俗な 感情と、 緣語 ゃ懸詞 など 巧に 用 ひた 洗：！ された 修辭 と、 悟の 道に 人 を 誘 ふやうな 宗 

敎 的のに ほひと が、 彼女の 句々 を 光 ある ものにして ゐる， - 

うきこと に 馴れて 雪 間の 嫁茱 かな 

雪の 間に 生 ひ 出た 若々 しい 嫁茱、 それに 柔ぃ 同情の 眼 をむ けて ゐる 所に、 すでに 女性ら しい 保し 

さを覺 える が、 そこに 若々 しい 嫁の 姿 を 思 ひ 合せて、 知らない 家の人々 の 間に 交って、 心づ かひ 

をし つ、 日 を 過して ゆく 女性の 樣を 描いて ゐ る 等、 その 才 華の 非凡で ある ことが 認られ る。 

粟の 穗ゃ みは 數 ならぬ 女郎花 

曰ぐ らしゃ 拾て 、置いても 暮る 、日 を 

山の あらし いかばかり ぞゃ花 いかだ 

雜煮々 や 千代の かすかく 花が つ を 

花よりも 氣に當 りぬ る 嵐 かな 

雲路 にもち かみち ある や 夏の 月 

等 は、 いづれ も 彼女の 作風 を 代表す る ものである 0 
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き II 

ひ 妻 籽玄、 5|#9 饔 S5M 翁 妻 ゆ 暴 第、 ぬ、 

そ ゅ爨も參\  M 麵に農 t& 誊 食に 晟ぶ や， UI? 恭气 

B  食 纖玄 に？！^ 班 0 壽 毒籌 ifQt で、 禰 魏ゅ 磐籌 撕^  一  f  ま 一 

有％爨谈 で、 W* 二 年壤 Q  rf  H 一  な fv^ 攔で あ， で r±IK な ね てる f さ 

m^^s^ St. ま 妻 一騎で あつ <0 舊 U 籍 尊て 霸 # レ おゆ 说 ¥f 尋 

0^  SBSMS^fMlw て <B へ 擎 Mlf で奏 if ミヤか^ も A こも ttp  - >  0 て ぁ鑤 憲舊 

導 雷 囊^ 鲼 つ で句气 

« まて *u 涛霸て 二  ,  ノ"  あ 


のうらんの 奥 もの ゆかし 北の 梅 

の 句も賓 つた。 暖簾の 奥の 梅が もの ゆかしい とい ふ 挨拶の 句で ある。 こ /- で 園 女 は^ 門 俳人と し 

ての スタ I ト をき つたので ある o 

山 田 時代に 於け る 国 女が 一 生の 思 ひ 出 は、 夫と 一 一人して 春の 大和 路を 旅した ことで あらう。 

つば くらにし ばし あっかる やどり 费  一  有 

ちぎ. o 置 つばめと あそべ， 庭の 猫  園 か、 

は 出發に 際しての 吟だ つた。 當麻寺 • 香具 山 • 奈 良 • 法險 寺と、 うら /- かな 春光 を あびて、 二人 

は樂 しい 旅 を 88 けた。 けれども 山 田での 生活 は • あまりお もしろ くもなかったら しい。 元 綠 五 年 

八月に は大 R へ 移住して ゐ る。 

* 波 女に 何から と はむ 事 はじめ 

女 は あけの 年の 歳旦 吟 である 0  • 

法 一有 はこの 頃渭 川と 改 K してる た。 $ の 霄 者の 傍 • 闳女 と共に 前 句 附の點 者な どもして るた a 

0 夫錄 件の よかった こと は、 いつの 時い つの 場所に も かなら や 二人 速れ で， その 唱和した 81 句など 

人 は as に 見出す ことが 出来る。 
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^紙の 問に しほる、 すみれ かな 

とい ふ 有名な 句 も、 吉 野への 水 いら やの 旅での 途上 吟 だった。 

teg とも 交が あった C 

濱疢 ゃ當風 こもる 女文字 

これば 西 鶴が 園 女の 筆蹟 をた、 へ て、 序と 共に 寄せた 句で ある。 

元 祿七年 秋 九月、 芭蕪は 遠く 長 崎への 行脚 を 心 ひそかに 喜びながら、 奈 良よ， 9 難 波 を 訪れ、 園. 

女亭の 招实に のぞんだ。 そして 園 女の 貞淑に 感じて、 

白菊の 目に 立て、 見る^ もな し 

の 句 を 詠んだ。 圃 女の、 

紅葉に 水 をな がす 朝 月 

の 脇：？ をう けて、 夫の 渭川 始め 諷竹 • 支考 . 惟然 • 酒 堂 • 舍羅 • 何 中なん どの 連署に よつ て 一 卷 

は卷 かれた。 ところが 芭蕉 はこの 時、 園 女亭で 饗應を 受けた 膳の 中の 菌に あたって、 大阪 に來て 

から 發病 し、 遂に 世 を 去った ので ある。 

寒さうな 笠 さ へ みれば なみだ 哉 


師を思 ふこと に 厚かった 園 女の 悲歎と 悔恨と は どんなであった であらう。 

夫の 渭 川が 病殁 したの は. それから 程た、 ぬ ことで ある。 愛し 愛された 夫に 別れた 園 女 は、 幾 

多 悲劇の 舞臺 だった 大阪 に留る こと は出來 なかった。 そしてた V- 一  人 さみしく 江戸 さして 上って 

行った。 寶 永の 初年の こと、 傳 へられる。 

江戶 では 深 川に 住った。 そして 夫の 業であった 眼科 醫を營 むと 共に 俳諧の 點者 などして ゐた。 

江戶へ 出た その 年 か 翌年 かに 前から 撰に 從 つてる た 俳諧 集 「菊の 塵」 を 出した。 江戶 では 俳諧 は 

其 角の 指導 を 仰いだ。 享保 三年 病 勝ちに もな つたので、 剃髪して 智鏡 尼と 號 したが、 頭上に わざ 

と 十本 許りの 髮の 毛を殘 して 遛 いた。 こんな 所から 見る：、 晚 年に は餘程 逸脱して 女ば なれが し 

てし まった やうで ある。 享保十 一 年 六十 四 歳で 殁 した。 

その 辭 世の 歌 は、 

女 伙の n^: の^ 見し 筌は夢 か 現 か 南無 阿 彌陀佛 

1 と 傅 へられて るる。 

俳 阑女は 趣味 性に 富ん でるたと 見えて、 唐 風の 雄 健な 書に 巧みであった 外、 和歌 を もよ くし 詩作 

メ を もした。 M 蒸の 句な どから おへる と、 人妻と して裒 淑 であった ことが 知られる が、 夫の 死後 は 

五 〇 五 
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よくれ 投， TV り、 俳人の 集 ひに も絕 えて 男と 同席した ことがなかった と傳 へられて ゐ る。 しかし 

一 -€> 珍しい 奇行 家であった やうで ある。 俳友 生 玉 琴 風が 園 女 を 評した 中に 「この 女 昔より 世事 

に 疎く、 袖 下の 紅耦を 切って 下駄の 鼻緖を 調へ、 文庫の 蓋 を 以て 厨の 水な がしに 用 ひる。」 等の霄 

葉が ある。 ^彼女の 手になる 「雲居 和 尙に答 ふるの 書」 などに もよ くその 面目 を 窺 ふこと が出來 

る 0 

來^ の 趣^ a 申 候。 不 求心 不求忘 は 大道の 根元、 誰も 存する 所な. 50 踩 ながら 珍しから す。 二 心 源 頭に 

上 b ズの 所作、 柳 は綠、 花 はお、 唯 その 儘に て 常に 句 をい び 歌を鎵 りて 遊 申 候 ことに 候 o 無^の 口 業な 

らば 1 切經も 無益の 口 業に 候。 法 臭き 事 は 嫌 ひに て、 我が 平日の 行 は 念佛と 句と 歌と 也 o 極樂へ 行く は 

よし、 地獄へ^ つる は 目出度し。 

和- 1 玉 瓶 I 

a 已念其 不レ $1^ 心  涛 澄已耀 一 燈心 

市中 點々 有： 一明 铙 - 全讖 人間 淸淨心 

^女 c,w について は、 凉 袋が 「長 春隨 筆」 の 中に 「風流の 鐵腸、 男女の 情 を 忘る。 園 女が 風流 

の 至れる 感 やる にたへ たり、 大丈夫 も 及ぶ まじ。」 といって るるが、 彼女の 作全體 から 観て、 蕉門 


の 男性の 俳哲 に比べ て は 到底 追隨し 難い こと を 感ぜし める けれども、 女 俳人に 通有な 理智 に墮す 

る 傾 も 比較的 強くな く、 觀照も 女に は 稀な 程度に 進んで るる。 繊細で あるが 繊弱に 陷るこ &が稀 

で、 技巧 も 洗煉され て 居り、 女 俳人で は 確に 優位 を 占める 特色 ある 作^で ある。 

小 はらめ や 野 分に むか ふか、 へ帶 

お ほた 子に 髮な ぶら る、 暑さ 哉  • 

手 をのべ て 折り ゆく 春の 草木 哉 

大根に 資の入 旅の 裟 さかな 

荒馬の 師走の 牧の 寒さ かな 

駒鳥の 聲 ころびけ， 9 岩の 上 

など は いづれ も 佳作で あるが、 

女  癡 どころ へ 扇に すゑし 埜 かな 

流  ^さいた 口 も わする Z- しみ づかな 

俳 は 如何にも 女らしい 甸 である。 

人 以ト； の 二人と 共に 述べるべき 人に 羽 紅 尼と 千 子が ある。 二人共に 句 數は少 いが、 以上の 二人 

お 〇 七 ， 


と 
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共に 考へ られ なければ ならない 人達で ある。 

は 凡 兆の 妻で 名 をと めと いひ、 俳 集に はとめ、 羽 紅 どちらで も 現れて ゐる。 I® 

羽&尼 

へられる 句^の 少な いのは、 夫 凡 兆の 悪運に 連關 する 所 も あらう と 思 はれる。 

夫の 生前から 剃髮 して 羽 紅 尼と 稱 した。 芭蕉が 嵯 峨に滯 在して ゐた 頃、 夫婦 相携 へて 来訪した こ 

とな どが 日記」 に 見える。 事に 連って 凡 兆が 獄に槃 る /- や、 忍 辱して 苦節に 堪へ、 寃の雪 

がれる を 待って、 大阪に 移って 隱れ 住んだ とい はれる。 

霜 やけの 手 を ふいて やる 雪 まろげ 

錢物ゃ 着 もせで よごす 五月雨 

など を 見る と、 誠に 良^賢母であった らしい。 その 傳る 所の 少ぃ 句の 中で も.、 一 

春 11 の あがる や 軒に なく 雀 

入相の ひ V- きの 中 や ほと、 ぎす 

だまされし 星の 光 や 小夜 時雨 

など は 優れた 作で ある。 殊に 第二 句 は 出色の もので あらう。 


千 子 は 去來、 魯 町の 妹で、 淸水 氏に 嫁して 一 女を舉 げたが、 おくして 殁 したの 

千  子  、 

と、 蕉風の 俳 集の まだ 多く 出ない 元祿 元年に 歿して しまったとの 爲 でも あらう 

その 句 は 多く 傳 つてるな い。 貞享 三年の 秋 兄 去 來が千 子 を 伴って 伊勢 參宮 した 時の 「伊勢 紀行」 

の 中に 十 一 句 あるの が、 殆んど 唯 一 の 纏った ものである。 しかも それらの 句 は、 殆ど 凡てと 云つ 

てよ い 程 蕉風の 筠諦 を^て ゐる。 女の やさし さは あるが 繊弱に 陷ら や、 觀 察が 行き き^ 巧に 落 

もてるな い。 

小 ^ さへ 渡らぬ ほどの 深山 かな (鈴 鹿 山) 

获す、 き 山路 を 出る 笠お もし (同  ) 

泊. 9  く稻 する 唄 も か はりけ り (鈴 鹿の 關泊) 

見る くも 帆數そ ひけり 霧の 海 (二 見) 

女 などの 句 は、 特に 澄みき つた 彼女の 句 境 を 想 はせ る： S 句で ある。 

流  花に あかぬ^ 世 男の 憎き 哉 

0  大內 のか ざり 拜 まん 星 まつり 

人 など は 入口に^ 炙して るるが、 それだけ や、 通俗的で ある。 それよりも 辭 世の 句の、、 

五 〇 九 
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もえ やすく 叉 消え やすき 整 哉 

は 如何にも 女らしい 辭世 句と して 慣 値が 拂へ ると 思 ふ。 

おとくに 

智月尼 は 江 州大津 の傳馬 役 佐 右衛門の 妻で、 乙 州の 母で ある。 生國は 山城 宇佐 

智  月 

とい ひ、 若年の 頃 何れ かの 御所 か 御 局 かに 宫 仕して 歌 路 といった ともい ふが、 

明かで ない。 夫に は sf. く 死別した が、 何時の 頃 か 年次 は詳 でない。 

子の 乙 州と 共に 芭蕉の 門に 學ん だので あるが、 大阪で 歿した 芭蕉の 遺骸が、 川 船で 大津の 乙 州の 

家に 届けられた 時に、 法衣 (芭蕉の 好みと あって 特に 茶色の 布 を 選んだ) を 縫うた のが 智月 尼で 

あった。 かって 智月尼 は 芭蕉 を 訪れて 靜 かに 物語 をした 後に、 記念の 句 を 求めた。 その 時に 芭蕉 は， 

「六十に 近き 人に 形見 を 乞 はれて いと 力なし。 我先に 死ぬ とい ふこと にや。」 と 戯れながら 書いて 

g ハへ たこと があった。 しかるに、 智 月 尼が 亡き 師 芭蕉の 爲に、 茶色の 法衣 を鏠 はねば ならな くな つ 

たの は その 翌^であった。 まさか 智月尼 は 芭蕉の 死を豫 期した わけで はなから うが、 不思 IS な 因 

緣 である。 ^^の 歿した 後 は、 尼 は 常に 義仲 寺に 詣 でて 追善供^? 營み、 絶えす^ 華 を 手 向けた 

とい ふこと である o 

^永 五 年に 七十 餘^ を もって 歿した が、 女流ながら も 近； d 蕉門中 重き を^ かれる 人で、 一家 皆 


やに 遊び、 家 4 かな 方で、 怖然 •§ の 如き t 扶助したら しく、 性 質も 霊に 富む 人で あつ 

たらしい o 

作風に ついては、 許 六 は 「f は  一 a 乙 州より 遙に 勝れたり。 然れ ども、 仕 習の 朝 

より 終焉の 哓 までの 誹諧、 五色のう ち 只 一 色 を染出 だせり。 これ は 女の 風雅な れズ なり。 かれ パ 

蠢の 管い は >、蠢 の 句、 ひたす 4 月と い^の 句に して、 mti 

問答) と 云って るるが、 ほ县れ る 評と 云って よく、 な I 智に 落ちる 傾が あると 云へ よう。 

孫 を 愛して 

麥 藁の 家して やら A 雨蛙 

- 初雪の^ T さはり ゃ梭 櫚 箒 

^に 手 もと 休めむ ながしもと 

女  さぞ 小町 我 も 因果な 姥樱 

流 など、 何れ を 見ても 許 六の いは ゆる 「ひたすら 智月 とい ふ^ 0 句に して、 女の 形 を 能く 顯ょ」 し 

俳 たので ある。 しかし、 

山樱 散る， や 小川の 水 率 

五 1 1 
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五 一 二 

廣 庭に ゆたかに ひらく 牡丹 かな 

なぐられて こぼる、 g$ 粟 や 日のう つ， 9  / 

など は、 ^しい 紛を 見ろ 趣で ある C なほ、 

我が 年の よると も 知らす 花盛り 

我がな. O も あはれ に 見 ゆる 枯野 かな 

年 よれば 聲も かる ゝ ぞきり ぎ， o す 

など は、 美しく 哚く 花に 對 して、 おとろ へ 行く 我が身の あはれ さ を 思 ひ、 年の 潮に 老の わびし さ 

を感 やるな ど、 女性なら では 詠み 得ない 境地で ある。 

秋色 は 江戸 小 網 町 (一 に 堀江 町と も) の 菓子屋の 娘で、 大目 寒 玉 (其 角の 門) 

秋  色 

に 嫁し、 初、 古 著 屋 であった が、 後窬麥 屋に轉 業した。 十三 歳の 時、 上野の 花 

見に、 ^水 堂の 後の 井戸端の 大 般若と いふ 樱を 見て、 

井戶 端の 樱 あぶなし 酒の 醉 

と吟 じて、 宽永 寺の 宮の 感^に 預り、 秋色 G- 號を つけられ、 その後 件の 櫻 を 誰い ふとな， 秋色 櫻 

と 呼んで 來 たとい ふが、 柳 亭種彥 は、 「恐らく 後人 この 句 をつ くりて 附會說 を まう けしなる べし)」 


(遛魂 紙 料) と 否定して るる。 しかし 秋色 櫻の 名 は 「富士 拾遺 -寶曆 四 年刊 ：} にも 見えて る る 故、 

尙 一 考 すべ きで あらう。 

秋色 も 其 角の 愛^子で、 その 歿した 時 は、 

日々 に 諸手 合せて 百合の 花 

と 詠んで 悲しんで るるが、 其 角の 遣 稿 「類柑 子」 の跋 にも 名を述 ね、 再度に I つて 追善 集 を も 出 

した。 「近世 奇跡 考」 所 引の 秋色 追善 集 「兩 三聲」 によれば、 多くの 子女が あって、 長男 は 俳號を 

林 CT 次男 は 紫 萬、 孫 女 を 富と いったと ある。 何れも 母の 趣味 を受 機いだ ものら しい。 

彼女に は 逸話が 中々 多い。 ある 時 某 侯の 山莊に 招かれた が、 彼女の 父が その 庭園 を 見たい とて、 

從 僕に 扮 して 連立った ところ、 折惡 しく 雨が 降 出した 故、 娘 は 駕籠で 送られる こと、 なった が、 

駕餽舁 を だまして、 巧に 父と 人れ か はった とい ふ 話 も ある。 また ある 時、. さる 武家へ 召され、 

女 興の たは むれ を 怒って、 

流  武士の 紅葉に こりす 女と は 

俳 の 句い 詠んだ とい ふこと など も傳 へ られ てるる。 

人 享保十 年 五十 七歲を 以て 歿した が、 その 辭 世の 句 は、 

五 1 三 
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五 1 四 

見し 夢の さめても 色の 杜若 

である。 その外、 

雉子の 尾の やさしく さはる 堇 かな 

底 白に ベ に はき 殘 すつ 、じかな 

すヾし さや 日の 落ち か、 る 海の 上 

簾 下げて 誰が 妻なら ん凉舟 

交り を 紫蘇の そめた る 小 梅 かな 

などが 知られて ゐる ものであるが、 これらの 句で も 分る やうに、 秋色の 句 は、 おとなしい が、 一 

體に平 弱で、 物の 見方 も 淺ぃ。 

紫 白 は 肥 前 基 肄郡田 代の 寺 崎 一 波の 妻で ある。 日 田の 坂 本 朱 拙に 俳諧 を學 び、 

紫  白 

朱 拙の 助力に よって 俳諧 集 「菊の 道」 を 撰して 元祿 十三 年に 出した。 これが 女 

俳人の 手に 成る 俳 粜の嚆 矢で、 この 事責 によって 特に 注意され てゐる 人で あるが、 この 集に は、 

赏 時の 全^ 各地の 知名なる 蕪 門 俳人 を 殆ど 網羅し、 邊陬の 地に あって 成された ものと して は、 驚 

異に^す ると いは. d て ゐる。 


俳句 も かなりの 數を 遺して るる。 

七夕 や 娘が せ、 る 雪踏 資 

降 出し をつ くる 柳の 朝き げん 

冬 枯の 中い そがし や 梅の 花  ， 

等 は、 女流 一般に 見られる やうな 句で あるが、 

燕 や 小袖 を 洗 ふ 橋の 下 

, 若 竹の 頭に 近し くもの みね 

白雨 やわ づ かに 降て 田の 黑み 

等の 如き、 率直に 詠みと つた 句 も ある。 

. 千代女 は元祿 十六 年 二月、 加 贺阈松 住 町の 輻增屋 六兵衞 とい ふ 表具 帥の 娘と し 

千  f  .3 

女  て 生れた。 家 は どちら かとい ふと 貧しい 方であった。 さう した 貧しい 町人の 家 

流 に 生れながら も、 千代女 は 幼い 頃から 妙に 文事が 好きで あつたと 俥 へられて るるが、 それに は 彼 

0 女の 家の 業が 少 からす 影響 を與 へた ものと 想像され る 。表具師の 子と して 生れた 彼女に とって ま、 

人 額 や 掛物ゃ I ^風に 貼られた 書螯に 親しむ 機會が 多かった 。その 事が 敏感に 生れつ いた 彼女の 心に、 

.3 1 五 
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何等か の 感化 を與 へ すに は 措かな か つ たで あらう。 

千代女が 七 歳の 時に、 

初 雁 やなら ベ て 聞く は 惜しい こと 

とい ふ 句 を 口 やさん だの を 父の 六 兵衞が 聞いて、 驚きと 悅 びの あま. 5、 それ を聖興 寺の 往 持のと 

ころへ 行って 話し、 それによ つて 初めて 千代女の 天才が 認められ たとい ふやうな 事 も 語り 傳 へら 

れてゐ る。 これは^して 事赏 であるか、 それとも 後人の 附會 であるか 分らぬ が、 彼女が 幼少の 頃 

からさう した 方面の 天才 を 示した こと，； i け は、 兎に角 事實ー じあった らしい。 なほ 「繽 近世 畸人 傳」 

に戟 せられて るる 次の 話 は、 千代に 關 する 物語 中 最も 著名なる ものに なって るる。 

美港の 俳人 盧元坊 が 行脚して 來た 時、 千代 はこれ を 訪ねて 弟子になる 事 を 乞うた。 元坊は 「時 

鳥」 の 題を與 へて 詠ませた が、 千代の 示した 句 は 皆氣に 入らなかった。 併し 彼女 は 少しも 失望せ 

す、 熱心に 句 案す る 中 夜 も 更けた ので、 師の坊 は 眠って しまった。 その 間 も 句 を 案じ づべ けた 彼女 

は、 夜 明に なって 坊が 眼を覺 した 時、 「ほと、 ぎす ほと、 ぎす とて 明けに けり」 と 詠んで 示した。 

盧元坊 はこれ を 見て 「是 なり 是 なり」 と 激賞した。 それから 千代の 名が 頓に 高くな つたと いふの 

である。 しかし この 話 もや は. 0ー  つの 俥說 に過ぎないので、 すでに これより 以前の 「伊達 衣」 に 


「ほと、 ぎす ほと、 ぎす とて 寢入 りけ. o」 とい ふ 句 も あるので、 この 句に よって 後人が 千代の 作 

と 誤り 俥へ たもので あらう し、 盧元坊 が 始めて 此 地に 俳 杖 を曳 いたの は、 彼の 北國 行脚の 紀行， 桃 

の や：：： 途」 によると、 享保 十二 年、 千代 二十 五 歳の 年に 當 るので、 益々 この 逸話の 確實 性が 疑 はれ 

て來る わけで ある。 しかし この 傳へ によっても、 亦 彼女が 幼少の 頃から 句 を 詠む 才の あった ^は 

想像され る。 

千代女 は 十 1 1 歳の 頃から 行儀 見習の ため 他{¥ で數 年を暮 したので ある。 初め 加 贺本吉 の 北 潟^ 

大陲の 許に 居り、 後、 金 澤堤町 坂 尻 屋珈凉 の 生家に 仕へ たと も傳 へられる つ そして その 仕へ た 家 

の 主が、 みな 俳諧 を 解す る 人であった 爲に、 彼女の 俳句に 於け る 才能 はいよ く 磨かれて いった 

ので ある。 

また、 女性の 生涯に 於て 最も 重要な 結婚に ついても、 千代女の 場合 は餘り 明かで なく、 近く は 

千代女 未婚 說も 現れて ゐる 位で ある。 通說 によれば、 十八 歳の 時、 金澤の 福岡彌 八と いふ 足輕に 

嫁ぎ、 次の 年 一 子 を あげ、 1 1 十四 歳の 時 夫に 死別し、 その 翌年 また この 一 人 子 を 失った ので、 夫 

の 家 を 去って 松 任の 贲 家に 歸 つたと いふので ある" 併し 文獻 的に はこれ を設 すべ き 何等の 资料も 

なく、 かの、  - 
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潞か ろか 知らね ど 柿の 初ち ぎり 

起きて 見つ 寢て毘 つ 蚊帳の 廣 さかな 

嵴蛉釣 今 ぼ は どこまで 行った やら 

破る 子の なくて 障子の 寒さ かな 

等の 呤も、 彼女の 作 だとい ふ 確證を 得難い のみなら す、 「起きて 見つ」 の 如き は、 全く 他人の 作た 

る ことが 明かに された。 しかし 彼女が 結婚した か 否か は、 尙 これから 後に 出る であらう 證據 によ 

つて 確定せられ るで あらう が、 結婚 生活に 關 する 以上の 俳句 も傳 つてる るので あるから、 或る 短 

い 期^ さう した 生活が あった ものと 見て よから うと 思 ふ。 

彼女の 句の 初めても のに 見える の は、 左の 支考の 書簡で ある。 享保六 年の 夏 秋の 際、 支 考* 露 

川が 相 前後して 北 越に 行脚した 折、 二人 は 共に 千代に 會 して その 奇才に 驚き、 支考は 特に 書 を 裁 

して、 これ を鄉 友に 報じた ので ある。 

珍 ¥ 

金^より 三 里 南に 松 任と 申す 所 表具屋の 狼に、 千代と 申して 美婦 生年 十七 歳、 去年 歳暮より ふと 發句を 

始め、 あたまから ふしぎの 名人、 三 » の間是 沙汰に て 御座 候。 先月 通が けに 寄 申候處 頃日 鱧に 人 越 候。 


附合 一 折 懸御目 候。 此比 題發句 入用 候 事 候 間、 稻妻、 杜 若と 申 S 二つ 遣 候處、 

行 春の 尾 や 其 ま/" にかき つばた 

稻^ の 裾 を ぬらす や 水の 上 

此ニ 句に て 外 は 御 察 可 被 成 候 (F 略)  見 龍  • 

大亳樣 

見 龍 は支考 の別猇 である。 これで 見る と- 千代女 は 十六 歳 頃から 發句 をよ み はじめて 居た ので あ 

つて、 支考に 見出された 譯 である。 

俳壞隨 一 の 宣傳屋 支考に 見出された 事 は、 千代 をして 天 下に 名 を 成さし める 上に は、 此上 もな 

い 好運 事であった。 もしも これが 支考 でな くして、 他の 地味な そして 宣傳 など、 いふ 事の 嫌 ひで、 

下手な 入を師 としたならば、 加賀の 千代の 名 は 或は あの やうに 高く はならなかった かも 知れない。 

女 しかし 一歩 進んで 考 へて 見る と、 支考を 師匠と した こと は、 千代 を 有名なら しめる に は 大いによ 

疣 かった けれども、 第 一 義 的な 句作の 上に、 その 事 は 千代の 爲に 幸福であった か 否か は 疑問で ある。 

俳 昝て荻 原 井^水 氏 も. 「千代お は支考 から も 乙. H から も敎 へられた が、 その 先生が 惡ぃ爲 であらう、 

人 作品 全體 として は 決して 佳い と は 云へ ない つ」 といって 居られる が、 千代女が 初め 所^ 美 濃 派の^ 

五 一 九 
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祖支考 に 師事し、 その後 櫞 者であった 盧元坊 に 近づき、 更に 轉 じて 所謂 伊勢 派の 麥林舍 乙 由 を 飾 

としたと いふ こと は、 俳人と しての 系統の 上から は 、あまりい /- 歩み方 をした とはいへ ない。 俳諧 

道の 修業に 於て は、 直接 芭蕉の 廪陶 をう け、 最後まで ひたすら 芭蕉の 示した 一 路を 精進した 智月 

尼の 方が、 同じ 女流 俳人で も、 千代な どより 遙 かにい、 歩み方 を惠 まれて るた。 此の 點は 千代の 

爲 誠に 惜しまざる を 得ない。 

とにかく、 千代女 は 二十 一 一三 歳の 頃から 盛名い よく 高く、 多くの 俳人 達と 交遊した が、 中に も 

支考 • ^ 林. 希 因. 盧元坊 • 也 有 等の 如き 當 時の 大家が 少 くなかった こと は、 いかに 彼女が 世に 

認められて ゐ たかを 證 する もので あらう C 彼女 は 後代に 於て 騷 がれた ばか， o でな く、 在世中 動か 

すべから： さる 地位と 人氣 を持铵 してる たこと は、 彼女の 六十 歲當 時、 麥水 がその 著 「鶉 だち」 の 

序 を 乞 ひ、 伊勢 派に I® する 見 風の 記念.^ 集 「霞 形」 にも 彼女が 序文 を 書いて るる。 又 七十 二 歳の 

年、 蕪 村に 圃女. 秋色 • 智 月 等 女流の 句を輯 めて、 「玉藻 集」 を 出版した が、 その 序文 を 彼女に 求 

めて るる ことによ つても 知られる。 殊に 彼女の 生存 中に 刊行され た畛 波の 「皋 月の 雨」 の 左の 一 

© の 如き は、 彼女の 素晴らしい 人 氣を雉 辯に 物語る もので あらう。 

今の 俳人き の ふ 俳 誰 をき /- け ふ は 人 も ゆるさぬ 上手と はなれ. 90 人の 句 をき /- 能き は眷 す、 あしき を 見 


出して は； i 凉の歸 る さの 道草に 人 を 謗る あり。 これ 大に 俳諧の 病な. 9。 人. の喀 むべき 事な. 9。 素 阒の句 

とさ へ い へば 考 へ すし ズ 甘心す。 過し ころ 我 句 を 尼の 句に して、 

男に は 末つ ますべし 紅 畑 

尼が 消^の 端に 害付獰 した. 5 と咄 せば、 人人 手 を打ズ 感心す。 更に 擬 作な. 5 とい ひがたく ズ其席 を 去り 

ぬ。 われ 名を售 に は あらす、 素 園 尼の 聲慣 の售れ たるなる べし。 

かくて 千代女 は、 

髮を 結ぶ 手の 隙 明けて 炬燧 かな  、 

の 詠と 共に 落^して 素 園と 號し、 晚 年に 至る まで 風雅の 名 を 擅に し、 

月 も 見て 我 はこの 世 を かしく かな 

の 一 句 を名殘 として、 七十 三年の 生涯 を 安らかに 終った ので ある。 

C いま 千代女の 遣した 作品 を靜 かに 味って 見る と、 その 盛名に 比して 餘り にも 寂 莫の感 を S うす 

るので ある。 その 名聲 のみから いへば、 千代女 は 恐らく 芭蕉と 比肩すべき 地位に 居る であらう。 

^ 而も その 實は、 彼女の 名に 比して 餘 りに 虚しい と 云 はねば ならぬ。 しかし 彼女に 芭蕉の 深さ を 求 

A め、 蕪 村の 風韻 を 尋ねる の は 甚だ 無理な 注文と いはねば なるまい。 千代が かほ どまでに 名 を 知ら 


往 女る た 見 *c し^を 承 文戶江 


五 ニニ 

れ たに ついては、 女性で あると いふ 特殊の ハ ン， ティ キャップ や、 支考 等の 宣傳も 大いに その 因 を 

なした であらう が、 しかし 又 彼女の 作品に 見るべき 所が あつたに 相違ない。 千代女の 俳句の 特色 

は、 その 繊細 優雅な 女らし さと、 輕快 ^潮た る才氣 と、 巧妙 圆 滑な 措辭 とで あると 思 ふ。 

蝶々 や 何 を 夢見て 羽づ かひ 

たんぼ や 折々 さます 蝶の 夢 

山吹 や 柳に 水の よどむ ころ 

ともしびの 用意 や 雛の 躉所 

ゆ ふが ほや 物の かくれて うつくしき 

月の 夜 や 石に 出て.^  くきり ぎ. 5 す 

昔 添うて 雨 に しづ まる 碯 かな 

これらの 句に は、 いづれ にも 一貫して 女性 獨特 の， 情緒の やさし さ、 溫 かさ、 こまやか さが 流れて 

わる 0 

窗士 はま だ 水に 明るし 初 かすみ 

朝夕の^の ふとる 木の芽 かな 


人 讲流女 


梅が 杳ゃ鳥 は寢さ せ て 夜もすがら 

見る うちに 月の 影 減る 落 薬 かな 

等 は、 何れも 才氣の 侮りが たい ものが ある。 

かやう に 拾 ひ 集めて みると、 少 からぬ 佳句が 千代の 作 中に も あるので あるが、 それにしても 大 

體に 於て 俳人と しての 千代 は、 世俗に 傳 へられて ゐる ほど 秀でた 俳人と は 認められない。 彼女の 

句の 大半 は どもら かとい ふと、 才氣が 露出し 過ぎて ゐる。 深さがない。 「細み」 もない。 「寂び」 に 

至って は 甚だ 乏しい 。これ は 前に 述べた 如く、 一つ は 師匠の 惡 かった 爲 でも あらう が、 一 つ は 彼 

女の 天分の 然ら しむる ところであった らうと 思 ふ。 

千代女 は叉綠 にも かなりす ぐれた 才能 を 示して るる。 書に 於ても すぐれて るた。 要するに 彼女 

は、 稀に みるす ぐれた 才女であった。 そ， のす ぐれた 才女であった 點に 於て， 千代女 は その かみの 淸 

小 ノ納言 あたりと 比較 されても い 、 かも 知れぬ。 

田 女 は 江戸の 人 谷 ロ摟 F の 妻で^ る。 當時 江戸に 於け る江戶 座の 女點 者と して 

田  女 

名 聲を馳 せて るた。 子がなかった の を 却って 幸福 だと 云って、 愛して ゐる种 に 

よって 子の 情 は 知られるな ど、 云って るる やうな、 女と して は 聊か 變 つた 所 も あるが、 それでも 

五 二三 


性 女 る た ^て し 通 を 舉文戶 江 


五 二 四 

養子と した 雞 口と は園滿 であった らしく、 雞ロは 田 女 を 悼んで 終焉 記 を も 書き、 その 慈 恩 を 記念 

して 句 文集 「俳諧 海山」 を も 編んで ゐ る。 

田 女 は 女と して は 素養 も あり、 擬古文 もなかく 巧で あるが、 その 作 句 も 可な， 9 多い と共に、 

作 § ^健で、 千代な どに 比べて 品位が ある。 そして 千代と は 違って 古典 故事 を 使 ふ 傾向が 著し 

く、 そこに 品位の 出て 來る 理由 も あると 共に、 實感を 離れて 行く 弊 も 生じて 來 るので ある。 

紅梅 や 酒に 何 焚く みやつ こら 

よし野た つ 田お とらや 紅葉く 哉 

肌隱す 女の 罪の あっさ 哉 

老僧の 靳 かしまし かんこ 鳥 

木が らしゃ 三千 坊の^: のおと 

花 讃女は 姓 は 古川、 名を险 といった C 幼時より 風流の 志が 深くて、 十七 八歲の 

花 女 

頃から 採 茶 庵 萬 里に 隨 つて 俳諧 を學ん だ。 後 橫山萬 奮に 嫁して から も、 つとめ 

て 俳^の 逍に 精進した が、 文政 十三 年 三 子を殘 して、 年 僅かに 二十 三で 铰し たこと は、 惜しい こ 

とであった。 その 句集 を 「萩 陀羅尼； といって 文政 十三 年に^: 行した。 歿後 夫 萬舊の 手に よって 


編まれた もので、 諸家の 追悼 句 も 共に 載せて ある。 

手 折た る 草に も 蝶の たはれ けり 

叱られた 昔な つかし 雛の 彝 

稻 妻に 叉 見 かへ る や 子の 寢額 

义 A の 月 心で あるく あすこ ここ  - 

江戶 末期、 文政 天 保 俳 擅 の 横綱と して 、有髯 男子 に 拮抗し て 劣らな か つ た 女流 俳 

多 代 女 

人に 多 代 女が ある。 多 代 女 は 姓 は 市 原 氏、 岩 代 國須賀 川の 人で ある。 富 商の 家 

に 生れ、 夫を迎 へて！ 二人の 子女 を擧 げたが、 三十 一歳の 時 夫に 死別し、 その^し み を まざらす た 

め、 舍兄 峯忸亭 のす、 める ま、 に、 雨考の 紹介で 道彥の 門に 入り、 後、 乙 二に 學ん だ。 晚 年に は 江 

戶に 出て 諾俳 家と 交った。 慶應 元年に 九十 歳の 高齢で 歿した が、 嘉永六 年に は 自ら 「晴霞 句集」 

お を 編んで 刊行して るる。 

流  空に みち 筌 にき こ ゆる 御 忌の 鐘 

俳  根に 霉 の はきた めて ある 椿 かな 

人  行く もく る もみな 春風の 堤 かな 

五 二 五 
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五 二 六 

ありあけの 野 やゑに 白し 卷の水 

など は 注目す ベ き 句で あるが、 彼女の.？ は 一 體に^ 観 的で 引し まつ てるて、 少しも 危げ がない。 こ 

れほ どしつ かりした 句 を 作った 人 は、 女流に は 誠にめ づ らしい。 しかし 一 方から 云へば、 それ だ 

け 女らしい 點が缺 けて ゐ ると もい へ る」 

生きす ぎ て 我も竊 ぃぞ 冬の 蠅 

これが 彼女の 辭 世の 句で ある。 

第 四 章 女流 歷 史家 

近世 女流 文學史 は、 韻文に 於て は ともかく 相當の 盛況 を呈 したが、 散文に 至って は 全く 不振で あ 

つた。 それでも 紀 (；；：、 隨筆 はま だ 幾分 か 見るべき ものが あつたが、 創作に 至って は 全く 萎微 沈滞 

したと 云 はざる を 得ない。 然るに こ に、 近世 文學 史上 唯一 の 天才 的 女流作家 として、 歷史 物語 

に ？< の氣を 吐いて るる 者が ある。 それ は 「池の 藻屑」 「月の 行方」 を 以て 知られて ゐる 荒木 田麗 

女で ある" 


麗女 は從來 史論^と して 知られて ゐ るが、 しかし 彼女 は 決して 單 なる 史論 家で 

荒木 田 頌 女 

• はない 。寳 にす ぐれた 文學 者に して、 同時に 創作家 を 兼ねた 人であった。 この 意 

味に 於て、 近世 女流 文學に 於け る 彼女の 位置 はかなり 高い ものである。 而も 彼女の 著作 目 錄を調 

ベて 見る と、 歷史物 三種 七十 ニ卷、 物語 類 五十 種 二百 五十 三卷、 紀行 歌 文數十 種の 多き に 達して 

居り、 その 遺稿の 現存す る ものの みで も、 歷史物 二種 十七 卷、 物語 類 十八 種 七十 餘卷 程あって、 

優に 「源氏物語」 の數 倍に 及んで るる。 かくの 如き 偉大な 精力と 深き 學才を 有して ゐた麗 女 は、 

如何なる 女性で あったら うか。 

照 女 は享保 十七 年 伊勢 國に 生れた。 父 は 大神宮の 祠官で 釜 谷權之 進と いった。 澀女は 後に 伯父 

荒木 田武 遇の 養女と なった ので ある。 幼時から 讀書を 好んだ が、 父が 女子に 學問は 必要ない と 制 

してきかなかった。 そこで 兄武 世が 「大 學」 を讀 むの を 傍に 居って 聞き 乍ら、 これ を 暗誦して 兄 

女 を 驚かせた とい ふ。 兄は遝 女の 才を賞 讃 する 餘り、 「古今 集 序」 「伊勢 物語」 など 讀 ませた が、 悉く 

流 讚 破し、 隨か ん歲 から 九 歳 迄に いろはの 手 習 を もして、 「論語」 「孟子」 等の 漢籍 迄 習った。 

歷 

史 かくの 如く荧 屮の錐 は 旣に其 鋭鋒 を あら はし、 兄 も 亦 その 才能 を發 揮させる 事に 努めた にも 拘 

r らす、 無理解な 父母 は 女子の 勉學は 無用なる 由を說 いて 麗 女が 修學を 制し、 十二 歲ょり 裁 缝を習 

五二七 


性 女る た旯 てし 通 を や 文戶江 


五 二八 

はせ たりして、 可惜 不 出世の 天才 も 十分 その 光を發 揮 する 事が 出来なかった。 しかし 十三 歳の 時 

伯父の 養女と なつてから は、 幸に して 伯父 は學問 好きであった ので、 專ら麗 女の 養育に あたり、 

十四 歲 から 詩文 を敎 へた。 殊に 武遇は 和歌 を 好んだ ので、 麗女も 亦 和歌の 師 について 歌道に 精進 

した。 叉 速 歌 は 兄の 勸め によって 十六 歳から 習 ひ 始めた が、 十七 歳の 時 大阪の 西山昌 林の 門に 入 

つた。 かう して 伯父の 理解 ある 指導に よって、 彼女の 學才は 益々 磨かれて 行った が、 彼女が 著述 

に從 ふやう になった の は、 慶德如 松レ」 結婚して から 後の ことで ある。 しかも 四十 歳に 近い 年頃 か 

ら であった。 これらに ついて 彼女 自身 次の やうに 言って ゐる。 

明 和 五 年 SI 良人 攝 律の 國に 遊行の あと、 ことに 徒然 なれば、 宇津 保 物語 取 出で、 再遢讀 したる に、 や 

うく 心惜る やうな hso 誤字と 見 ゆる 處多 く、  一  二の 順 建へ る やう なれば、 見る に 從ひズ 押して  一 二の 

顺 を 改め 見る に、 いとよく 分. 9 行く やうな. 5。 良人 家に 歸られ て 後、 かくと いへば 喜びて、 やが ズ 朱し 

て 改めら る。 夜な-^ 校合 を もして、 誤字 を も 改め、 目 铋系圆 を も 書きた. 9。 (中略) それよ.. 9 日本 紀を 

始め、 我が 朝の 國 史額筘 家の 記 等、 又 公事の 害 有職の 害の 類 を 見る に、 殊に 面白く 心 止む る やうな りし 

^ば、 又 良人 さらに 假字 史に 似た らんこと を も 書き出で よと 望まる /- により、 池の 藩 屑 を 書きたり o 

こ. e によって 昆れ ば、 彼女の 夫 は 彼女の 創作の 動機に もな り. 指導者と もな つた やうで ある。 女 


家 史歷流 女 


子に 積極的の 活動 を 許さなかった 當時 にあって、 妻 を かくまで 指^し 勉强 させた 彼女の 夫 は、 又 新 

しい 思想 を^して るた 人に 違ない。 とにかく この 夫妻 共力して 精進した 事 は、 資に ゆかしい 限りで 

ある。 かくて 彼女 は 温い 夫の 理解に めぐまれて、 一 方に は 夫の 病氣の 看護と、 洗 ふが 如き 赤 贫と戰 

ひながら 筆 を 運んだ が、 彼女の 代表作 「池の 藻屑」 「月の 行方」 が 成った の は 明 和 八 年 四十 歲の時 

かさ やど 9 

で、 引繽き 物語 一山の 井」 二十 卷、 歷史 「笠の 舍」 五十 五卷を 書いた。 これらの 著述 は 彼女の 名 

聲を 頓に髙 めた。 彥 根の 龍 草 蘆、 野 村東皋 その他 諸家と 交り、 安永 六 年に は、 彥极、 京都- 難 波 

播磨、 紀伊、 大和の 各地 を遊歷 した。 これらの こと は 「初 午 日記」 に 詳しく 記して ある。 この頃 

は 彼女の 锊意 時代で、 その 五十の 賀には 諸國の 名家から 多くの 詩歌 を 贈られた。 小說 「野中の 淸 

水」 の 文章 假名 造に ついて、 本居宣 長に 難 ぜられ たが、 これ を 反駁して 從 はなかった こと も ある。 

彼女 は 多くの 漢學 者、 詩人、 ，：：问 僧、 俳人と 親しくし たが、 何故か 宣長、 久老 の國學 者に は 近づか 

なかった。 天明 二 年 五十一 歳の 年、 再び 京都、 播磨を 遊歷し * 「後 午の 日記」 を 書いて るる。 かく 

て 晚年は 連歌に 精進し、 平和な 餘生を 送って 文化 三年 七十 五 歳の 高齢で 世 を 去った。 

消 ゆる 身 や 言の葉の 露 野 邊の雪 

が そ の辭 世で ある。 

五 二 九 
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K 女の 著作 は 前述の 如く 極めて 多く、 歷史類 * 物語 類、 紀行、 雜錄を 通じて ほ V- 四百 卷に逑 す 

る。 その 大部分 は 物語で あるが、 麗 女の 名聲は 歷史 物語の 「池の 藻屑」 「月の 行方」 にある ので、 

純 物語の 釗 作家と してよ. 5 は、 寧ろお 實 の描寫 に豐麗 なる 才筆 を ふるって 詩趣 を 横溢せ しめた 點 

に、 彼女の 特色が あり、 不朽の 價 値が あるので ある。 兩書は 三 鏡の 闕を 補った もので、 「今 鏡」 が 

高 食 • 安 德兩代 を闕き 「增 鏡」 が 後醍醐 天皇で 止んで るるの を、 補ひ且 書きつ いだ ものである。 

その他 小說 * 連歌、 俳句、 漢詩. 和歌に 見るべき ものが 多く、 書に もす ぐれ、 畫も亦 巧みで あつ 

た。 平安朝の 如く 才嫒の 輩出した 女流 文 學獎勵 時代で なく、 いは ^女子 抑爾 時代に 生れて、 これ 

程の 才能 を發 揮した の は實に 珍しい 天才と いふべき であり、 且 女性に して 歷史に ©. を 染めた の 

は * 前後に その 比がない こと も 一 異色で ある。 

第五 章 近 松の 作品に 描かれた る 女性 

近 松 門 左 銜門は 名 は 信 盛. 通 稱を平 馬と 呼び、 巢林 子、 平安 堂、 不移 山人と 號 

した。 その 遠祖 は； 一 一條 三位 中將實 次より 出で， 代 々武を 以て 立った が、 彼り 父 


ft 女る たれ か 描に 品 作の 松 近 


信義 は 分れ 一 家 をな し • 後 浪人して 京都に 生 を 終った。 その 長子 智^ は 織 m 倌長に 仕へ、 卅七^ 

ごれ つね 

で 江 戶に殁 し、 三男 伊 恒は醫 術 を 修め、 岡 本 百 竹 ( 一 抱) と稱 した。 二 男 は 門 左衞 門であって、 

嘗て 一 條禪閤 惠觀に 仕へ、 この間に 古典の 素養 を 得た やうで ある。 後、 職を辭 して 近 江の お 

(唐津 の 近 松 寺と もい ふ) にて 佛學を 修めた と 推定され る。 

その， 文學 生活 は古淨 瑠璃に 始り、 後 京の 名優 坂 田 藤 十 郞の爲 に 歌舞伎の 脚本に 筆 を 執り、 一 方 

大阪の 竹 本 &1 の 義太夫  >- 協力し、 淨瑨璃 の 面目 を 一新して、 所謂 時代物の 諸 作 を 創り、 元祿 十六 

年、 割 期 的 作品で ある 「酋根 崎 心中」 を 成し、 世話物の 端 絡 を 開き、 以後 夥しい 時代物 世話物 を 

生み出して、 近世 文學 史上、 最高 蜂の 一 として 重 ぜられ る 功鑌を 擧げる ことが 出來 た- 

近 松の 作品 は 時代物と 世話物との 二つに 分れる。 

は 昔の 歷史 傳說を 取扱った もので、 材料 を歷 史上の 事件 人物に とり、 それに 奔 

時^1 物 

放なる 想像^ 加へ たもので ある。 時 代物 九十 餘篇 について、 その 取扱 はれて. Q 

る 題材 を 見る に、 古く は 素盞嗚 尊の 大蛇 退治の やうな 神代 を 世界と したの を 初と して 「日本 武尊 

吾妻 接」 から 「天智 天皇」 「大織 冠」 とい ふ 風に 奈良時代 迄の ものが 約 八篇、 接いて 平安時代の も 

のが 約 十三 篇. 次に 源平 武將 時代から 鎌倉時代 迄の もの は 最も 多く. 時代物 總數の 約 半數を 占め 
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てるる。 次に 太平 記 種が 六篇、 窒町 時代が 約 十二 篇、 それから 外國 種と して 「k 姓 爺 合戰」 「釋迦 

如來 誕生 會」 等が 見られる。 

又國 文學の 古典に 負 ふ 處も實 に 多く、 「伊勢 物語」 「源氏物語」 「徒然 草」 「方丈 記」 等 を 始めと し、 

「平家物語」 「源平 盛袞 I」 「太平 記」 等の 軍記 物から 謠曲は 勿論、 お伽草子、 古淨 瑠璃から 下って 

歌舞伎 芝居と いふ やうに、 當 時として は 手の 屈く 限り、 殆んど あらゆる 方面から 材料 を 捕へ 來っ 

てゐ る。 しかも、 それら 古典 を その ま、 そっくり 取 入れる とい ふ 事は尠 く、 一度 自己の 詩 囊に貯 

へ、 .0 己の 主 觀を瀘 過した 上で、 作品 中に 適宜 按配 するとい ふ 行き方で ある。 「國姓 爺 合戰」 「曾 我 

會稗 山」 「出世 景淸」 等 は 時代物の 最もす ぐれた ものである C 

は 時代物と 違って、 當 時の 社 會に實 際に 起った 事件 を 材料と した もので、 一種 

世話物 

の 社會剌 である。 世話物 は元祿 十六 年 彼が 五十 一 歳の 時に 最初の 作 「酋根 崎 心 

中」 を 作って から， 七十 歲の享 保 七 年の 作 「心中 宵 庚申」 に 至る 迄の 二十 年間に、 二十 四篇 作って 

ゐる。 量に 於て は 時代物に 比して 極めて 尠 いので あるが、 この 世話物が 近 松の 藝術的 生涯 を 不朽 

ならしめ てゐる o 

さて この 二十 四篇の 世話 淨 瑠璃 は、 その 取扱 はれて るる 事件の 內容 は、 すべて 今日の 新聞の 一二 
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..n^ お^の ものである。 この 中の 「槍權 三重 帷子」 と 「堀川 波の 鼓」 と を 除いて は、. すべて 町人 

社^の 出 來事を 脚色した もので、 殊に 大阪の 町人 間に 起った ものが 多い ので ある。 そして 女主 入 

公 又は 副 主人公 格の 重い 人物と して 遊女の 出る ものが 十三 篇に 及び、 又 結果が 心中に 終る もの、 

所謂 心中 物が 十一 篇 あって、 この 中 遊女との 心中が 六篇 (會根 崎 心中、 心中 重 井筒、 心中 ニ枚綠 

やひば こ つ いたお 

草紙、 心 中^は 氷の 朔 日， 心中 天 の 網 島) ある。 又 心中 はしない が、 その 作 中の 主人公が 遊女に 

め. 5-2 ひ ォ やく 

溺れて 悲釗に 終る ものに は、 爲替 金の 封印 を 切って 私 消した 爲に 刑罰に 處 せられる 「冥途 s 飛脚」 

はかた こじ M らうな み くら 

が あり、 海賊の 群に 投じて 悲惨な 最後 を 遂げる 「博 多 小 女郞浪 枕」 が あり、 大切な 刀の 中身 をす 

りかへ た爲に 叔母に 自害 をさせる 「長 町 女腹 切」 が あ. 5、 勘當 されて 借金の 返 濟に窮 した 揚句、 

金 を 貸さない といって 貞實な 人妻 を 虐殺す る 「女 殺 油 地獄」 が ある。 又 悲劇的の 結 架に は 至らな 

いが、 遊女に 關 係して 波！！ 葛藤 を 生む もの 中には、 千 三百 石 取の 侍が 馬方と 迄 成 下る 「丹 波與 

よど 0 こ ひし d つせ C た , 

作」 が あ. 5、 大 富豪が 闕 所になる 「淀 鯉 出世 瀧德」 が あり、 大 富豪の 息子が 勘當 されて 落魄す る 

「夕霧 阿波 鳴門」 などが ある" その他 姦通 悲劇に 「堀川 波鈹」 「大 經師 昔曆」 の n 一曲が あり、 姑 や 

C をと  いろあげ  . r  } 

權 母との 折 合が 惡 くて 女 夫 心中す る ものに、 「卯月の 紅葉」 「卯月の 潤色」 「心中 宵 庚申」 なと か ある 

これら 世話物に 出て 來る 人物 は、 時代物に 見る やうな、 歷 史的に 著名な 英雄 豪傑 忠臣 烈婦で はな 
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くて、 觀 客と 同じ 時代の、 極めて 平凡な 弱い 缺陷の 多い 人々 である。 それが 金と 酒と 色と に 溺れ 易 

い 時代に、、 その 誘惑に か、. o 易い 境遇に 置かれ、 その 誘惑に か、， 5、 その 風潮に 推 流されて 本能 

の 慾 求 を 遂げよう とする。 人情 を 徹底 させよう とする U しかし そこに は 世間の 義理と いふ 柵が あ 

り， 又 彼等 を陷れ ようとす る 惡人も ある。 こ /- に 事件 は複雜 となり、 波瀾 は 多くなる。 か， つした 

當 時の 世相 を 如賁に 描き、 義理と 人情との 葛藤に 苦しむ 當 時の 人々 の 姿 を、 さながらに 寫 したの 

が 近 松の 世話 淨 瑠璃で ある。 

近 松 は 徹底的に 義理と 人情と に 生きた 藝術 家で あると いはれ る。 

赘理と 人情 

1 體 近世 生活 はな かく 複雜な ものであるが、 これ を 概括 的に 見る と、 義理 

と 人情の 生活であった といへ る。 義理と いふの は、 その 字おから すれば、 人の 行 ふべき 正しき 道 

である。 その 時代の 社會が 認めた 正しい 道で ある。 義理 を 重ん すると は、 畢竟 社會 に對 する 道德 

習惯 を^ 茧 するとい ふこと に 他なら ない。 

元來 義理と いふ 觀念 は、 戰國 時代に 於け る 主從^ ゆ 情誼に 發し たもので あって、 戰 場に 於て 苦 

桀？ 共に する^に 主 は從を 保護し、 從は 主の 知遇に 感激し、 身命 を鴻 毛の 輕 きに 置かう とする 所 

に 生れた ものである。 然るに 泰平が 打 絞いて 武士と 町人と が接觸 し. 武士 風の 感化が 町人の 上に 


及ぶ に從 つて. 義理の 觀念も 一 般に擴 つて 行った。 利愁 一遍であった 町人 も敎養 を^むに つれて、 

武士道に 對 して 商人 道と もい ふべき もの を 立て、 世間に 對 して 恥 を 思 ひ、 面目 を 重ん する M も武 

士に 劣らない やうに なつに。 近 松 は 世話物に 於て 町人の 篛 理を 描いて るるが、 親子で ありながら 

親子の 名 乘りを あげない とい ふ 話で も， 思 ふ 男 を 互に 讓り合 ふとい ふ 話で も、 皆^ 世の 義理 を考 

へろ からで ある。 町人の 一分 を 立てる 爲に は、 戀 しい 女も斷 念し， 欲しい 金 も斷ら なければ なら 

ぬ。 世間 を 憚り 外聞 を 思 ふの は、 社會 的な 規範に 追隨 する ことで ぁづ て、 武士 的な 道義が 町人の 

問に 扶殖 された 結采 であるに 相 遠ない。 

然るに 抽象化 された 義理の 觀念 は、 往々 にして 人 清の 自然と 背反す る 結^ を 示す に 至る。 生活 

I が 義理 を 中心として 形式 化する に從 つて、 生活の 內 面に 起って 來る のが、 義理と 人情の 葛藤で あ 

^ る。 社 會の是 とし 規範と する 所に 從 つて 生きよう とすれば * 自己 を滿 足させる ことが 出来す、 自 

0 己を滿 足させよう とすれば、 社會に 背かねば ならない。 社會の 規範と、 自己の 本能 欲求 及び 人情 

れ との 間に、 矛盾が 生じ >  葛藤が 生じ * 衝突と なるや、 そこに 義理と 人情との お 藤が 生じ、 それが 

る 色々 な 悲劇の 原因と なる ので ある。 

性 近 松の 生存して るた 元祿 時代 は、 我が 國 近代の 文化史 上、 さまぐ の點 で、 最も 華 かな、 最も 生 

> に；  五 三 五 


ft. 女 る た ^て し'; i や ，义 )^ K 


曙 六 

氣 ある、 硗 も潑剁 たる 解放の 時代であった。 昇 平の 樂 しみに 醉 ひしれ て、 滿ち 足りた 生活の 悅に 

我 を 忘れ、 この 世 を 我が 世と 觀じ、 思 ふま、 に 望む ま、 に 生きた のが 元祿の 世の 人々 であった。 

かう した 奔放なる 情意の 世界 は、 必然的に 社會の 規範と 衝突す る ものが 多かった。 そこに 幾多の 

厂メぉ * ひ I こ o 

1^ 虑カ 41ォ す 

常時の 小說、 歌舞伎、 淨 瑠璃 等 は、 いづれ もこの 義理と 人情の 葛藤から 生じた 悲劇的 事件 を 取 

扱って ゐ るが、 近 松 も 亦 これ を主题 として、 元 祿世枏 を遣憾 なく 描破した。 しかしながら、 同じ 

く^ 理と 人情の 葛藤 を 描きながら も、 時代物と 世話物と では、 その 取扱に 大きな 相違が ある。 描 

かれて るる 人物 を 比較して 見れば、 兩者を 通じて 本質的に は 類型的で あり、 共通 性 を 有する 者が 

多い のであって、 何れも 義理と 體 面と を 重んじて るる。 しかし これが 人情との 葛藤 を來 した 場合 

になる と、 時代物の 武士 及び それ をめ ぐる 女性の 多く は、 人情 を 殺して 節義 を 生して るる。 卽も 

節義の ために は、 肉 身の 者 迄 も犧牲 にして 身 を 捧げる ので ある。 時代物の 中には、 義 のために 恩 

愛を扮 て、 生命 を も 拾て /-、 主君 や 夫の 爲に殉 じょうと する 可憐な 男女が 屢々 現れて 來る。 所が 

世話物、 特に 心中 物に 現れた 人物の 取る 道 は、 その 反對 である。 卽ち 義理 を 人情の 犠牲に してる 

る。 ^理は 大切で ある。 しかし 人情 は 時としてより 尊く、 よ b 深く 人 問の 本質に 基づき、 より 苷 遍 
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的、 水久 的で ある。 この 人情と いふ もの を、 義理との 葛藤に よって、 一 暦 印象 を 深く させる やうに 

描^した のが、 近 松 世話物の 眞髓 であって、 こ、 に 近 松の 藝 術の 永久性が あると いはれ てるる。 

時代物に 描かれた 女性と して 注意す ベ きもの は少 くないが、 その 代表的の もの 

時代物 の 女 性 

,  として、 「國姓 爺 合戰」 に 描かれた 女性に ついて、 義理と 人情に 苦しむ 姿 を 考察 

して みょう" 

「國姓 爺 合戰」 は 近 松 時代物の 代表作の 一 つで、 正 德五年 彼が 六十 三 歳の 時、 竹 本 座で 上演し 

たもので ある。 右將 軍李韜 灭 が 韃靼に 通じて 明 帝を滅 したので、 大司馬 將軍吳 三 桂 は 王 を 抱いて 

九 仙 山に 隱れ、 皇 妹栴欖 皇女 は 日本に 漂着す る。 そこで 明の 逐臣鄭 芝 龍が 長 崎で 擧 げた 一 子 和^ 

內 及び 其 母 日本人 を 伴 ひて 本國に 赴き、 前 妻の 女婿 甘 輝 を かたら ひ、 韃靼王 を 破って 明朝 を 再^ 

するとい ふの がその 荒 筋で ある。 この 作 は 量が 多い のみなら す、 場面の 變化は 自由自在で、 人物 

の 配合 もよ く、 三年 越し 十七 ヶ月 興行と いふ レコ ー ド破 りの 好評 を 得た 作で ある。 この 作 中で 最 

もよ く 描かれて るるの は、 和 廣內の 母と、 錦祥 女の 二人の 女性で， 夫への つとめ、 父への 愛情 * 

權 母への *S 理 * 異母 弟への 親しみ、 それらの 錯綜した 錦祥 女の 心 持 は、 賁に 心憎い までに 描きつ 

くされて- Q る。 
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淨 瑠^と して 设も すぐれた 場面 は、 三段目 獅子 城の 場で あるが、 金平 張の 和藤內 とせ 輝の 武士 

氣赏、 錦 舴女對 母親の 義理の 愁歎 等の 戯曲 的 錯棕が 如何にも 巧に 描かれ、 舞 臺裝^ の， 名案と 相俟 

つて、 非常な 成功 を收 めた ので ある。 

千里が 竹で 武男を あら はした 和藤內 親子 は、 無事に 相會 して、 女婿 甘 輝の 力 を 借りようと、 せ 輝が 折 ふし 

瞇靼 王に 召されて 留守の g へ 訪ねつ ける。 甘 鰥の蒌 錦鮮女 は騷ぐ 士卒 を 制して、 樓 門に 上 b 鄭 芝龍老 1 

官に 向って、 父と はなつ かしい、 され ど 證據を 見せて 货 ひたいと いふ。 父 は 一とせ 叨を 去る 時、 わが 形 

を^に して 乳母の：^ に殘 して S いたが といへば、 その 詞が はや 證摅 と、 肌に つけて るた 紡 を 取 * し、 月 

に 映ら ふ 父. の 顔 を 柄つ きの 錢に うつして それ を旯 分け、 樓 上で 镲し 泣き をす る。 こ、 が 樓 s: の 場で 、情景 

^ね^る 處。 夫の 留守に 男 は 入れられぬ とあって、 母 は. 0 ら 進んで 總に 就き、 錦祥 女が いひ わけの 途を 

立て、 城に 入る。 まもなく 甘 輝は歸 つて 珍しい 親子の 對面、 母は辭 を^して 賴み、 甘 輝 は 力 を 貸す にし 

て も、 荬を剌 殺し V- 女の 緣に 引かれざる を 示さう とし、 母 は 之 を かば ひ、 互に 義理の 立て あ ひがあって 

結局 相談が 出來 す、 さらば 舡を 流さう と錦鮮 女が 化粧室に 入ろ。 母が 城に 入る 時、 事が 出 來れば 白粉 を 

といて 流し、 被れ /- ばお を 解いて 流す と 約束 をして 來 たので ある。 城外の 和 藤內は 岸の Is に 立って.^ 白 

何れが 流れ 來 るかと 待つ？ ！4 に、 舡の 流れ 來るを 見て、 怒つ ズ I： 內に躍 入り、 せ 輝に 向って 稱 みか /- る。 
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此時銶 祥女は 胸 を 開いて 舡の 水上 を 示し、 母 も その 九寸五分 は 四百 餘州を 治む る 基、 此上 自分が 存らへ 

て は 初の 詞 がう そになる とて、 それ を拔 いて わが 咽喉に つき 立て、 和^ 內が甘 輝に 擁護せられ、 延 王 

圃 性爺鄭 成功と 改名して 大將 軍と なった 姿 を 見上げ ズ、 母と 錦鮮 女と は 息 を 引きと る。 

これが 第三 段の 概要で あるが、 名文と してよ く 引用され る、 樓 門に 於け る錦祥 女の 霄葉は * 

「さて は 誠の 父上 か、 なう 懐し ゃ戀 しゃ、 母 は 冥途の 苔の 下、 日本と やらん に 父上 あるとば かりに ズ、 

便を閗 かんしる ベ もな く、  ^の 菜と 聞く からに、 明れば 朝日 を 父 ぞと拜 み、 暮れば 世界 の^を 開き、 是 

は 麼土是 は 日本、 父 はこ /- に まします よ、 と撙阖 では 近い 樣 なれ ど、」 ニ千餘 里の 彼方と や、 この 世の 對 

面 思ひ斷 へ、 若し や 冥途で 逢 ふこと もと、 死なぬ 先から 来世 を 待ち、 歎き暮 し 泣 明し、 甘 年の 夜 w は、 

我が身 さへ 辛 かりし、 よう 生きて るて 下さつ ズ、 父 を拜む 有難 や。」 

箕に 情理 を盡 した 金玉の 文字で ある。 

又 甘 輝が、 義理にから まれて いとしの 妻 を 殺さう とする 時 * 錦 祥女は 喜んで 匁に 倒れよう とす 

るの を • 和 藤內の 母が とめる 言葉 も、 

「なう^し い 事い ふ 人 や、 殊に 御身 は 娑婆と 冥途に 親 三人、 殘り 二人の 父母 は產 落した 大恩 あ. 9、 屮に 

1 人 G: 此母 は、 みかけす 恩 もな く、 うたて ゃ艇 母の 名は别 つても 削られす、 今爱で 死なせて は、 H: 本 
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の攆 母が、 ：ー： 千里 隔てた る 唐土の II 子 を 惡んで 見殺しに 殺せし と、 我が身の 恥ば か. 9 か は、 普く  口々 に 

U2 本人 は 邪慳な りと 國の名 を 引出す は、 我が 日本の 恥ぞ かし。」 

とい ふので あり、 その後 自ら 胸 を 刺した 錦祥 女が 苦しい 森の 下からの 言葉 は、 

「母上 は 日本の 國の恥 を 思 召し、 殺すまい とな さるれ ど、 我が 命 を 惜しみ ズ 親兄弟 を 貢が やば、 唐土の 

^の 恥と、 かうな る 上 は 女に 心 ひか さる /-、 人の 誹 はよ も ある まじ、 なう 甘 輝 殿、 親兄弟の 味方して、 

力 ともなって 給べ o」 

とい ふ。 いづれ も寳に 立派な、 貴く も 美しい 心 持の 溢れ出た ものである。 而し てこの 二人の 女性 

の 自害 は、 唯 親戚 關係 とか 夫婦 關係 とかの 「私」 の 義理の ためば かりで なく、 「日本の 恥」 「唐土の 

恥」 を も 思 ふ 愛！； の 衷情 を 含んで ゐ るので あって、 今日 もな ほ 我々 の 胸 を 打つ ものが ある。 殊に 

母親 は、 ^母の日 本人が 馏 娘の 支那 人 を^んで 見殺しに したと いはれ る 事 は、 單に 自己の みなら 

す、 日本 國 としての 恥辱と なし、 男性的な 體 面から 襤 娘の 後 を 追って 自殺す るので ある。 當 時の 

母性と して、 國^ 的の 意義から 死 を 選ばせた 事 は、 母性の 位置の 擴大 であり、 武家の 妻と して、 

IS 際 的 意義 を 理解しての 結果で ある。 

その他 時代物に 於て は * 母性が 義理 人 清の 葛藤に 喘ぎ、 進退 共に 谷った 場合に は、 多く 母 は 9 
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窖ォる ことによって 行詰り を 打開す る。 「信 州 川 中. & 合戰」 の 勘 介の 母 は、 嫁のお 勝と 娘の 啻 衣と 

が ^合 ふ 白 匁 二 筋に 我が身 を 貫き、 勘 介に 對 する 母性愛、 謙 信 や 婿の 山城 守への 现の 二者 を 全 

うする ので ある。 

世 ，ま勿 の 女. S 世話物の 女性と して 「國姓 爺 合戰」 の錦祥 女の 母に 類似した ものに、 「丹 波與作 

待 夜小窒 節」 の 重の 井が ある。 馬子の 三吉 は、 由留木 家の# しらべ 姬の乳 人 

重の 井の 黉 子で、 嘗て 千 三百 石 取であった 伊達 與 作の 枠であった。 重の 井 は 我が 子と 知らす 殿中 

で この 馬子に 會ひ、 n 一吉に 母と 鎚られ た 時、 彼女の 心中に は 人情と 體 面との 大きな 葛藤が あった。 

3 れば 見る ほど 我が 子の 與之 助、 守 袋も^ え あ. o、 飛びつ いて 抱き 入れた く氣 はせ けど も、 あつ あ 大事 

の御牽 公、 養 ひ 君の 御名の 疵、 詐 つて 叱らう か、 いや 可愛げ にさう もなる まい。 まあ もよ つと 抱きたい。 

あ /"どうしょうと、 百 千 色の 憂き 溟、 双つ の 眼に は 保 も かね、 咽び 沈んで るた しが、 いやく 我が 子 

た-力ら もさ かしい もの、 詐 つて 誠と せす、 母 を 心の 穢 いものと さげすまる、 も 情なし、 ^を 語って 合點 

させ、 恥^しめ て 返さん ものと、 涙 拭うて 氣を靜 め 「こ、 へ 来い。 與之 助」 と 引き寄せて 兩手 をと り、 

今の 場合 母と 呼ばせる ことが 出來 ない 理由 を 語って 得心 させようと、 與 作に 封す る 夫婦の 愛情 も、 

三吉 への 母性愛 を も 犠牲に し、 主君への 義理の ため、 飽かぬ^ をした こと を淚 と共に 語った。 
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子 は 生れつき 铰 くて、 聞き分け ある ほどな ほ 泣き 入. 5、 「悲しい 咄 をき、 ました。 さりながら 常に 姥が申 

した は、 姬君樣 と 私と は 乳兄弟の ことなれば、 母樣 にさへ 逢うたら ば、 父檬も 出世 をな さる、 由、 御訴 

訟 なされ 下され かし o」 といへば、 もやつ と 口お さへ 「あ/ -勿體 ない、 その 乳兄弟 はい はぬ こと、 姬君檬 

は 束へ 茭子 嫁御に お下り、 髙 いも 低い も姬 御前 は 大事の もの、 先 は 他人の 世間 體、 三亩 とい ふ 馬追^ 

乳兄弟に あるな ど、、 どう 妨げに ならう やら、 蟻の 穴から 堤 も 崩れる。 輕 いやう で 重い こと、 ひそ，/^ 

いう てんも^く、 先 づ早ぅ 出て くれ。」 と 泣く くいへば 「あ/ -母樣 あんま 遠 膝す ぎました。 先づ 言う 

^^て 下され OJ- まだい ひ 居る か、 開 分けない。 夫の こと、 我が 子の こと、 母に 如才が ある もの か、 合點 

の わるい 閗 分けない。」 と 制する うちに 奥よ. 9 も、 「お 乳の 人 どこに ぞ、 御前から 召します OJ と 呼ば はれば 

「あ. き や、 人が 來る、 出て たも、」 と 手 を 取って 引き出す。 

不便 ゃ三吉 し^^ \^ 頰 冠して 目 を 接し、 沓見 まつべ て 腰に つけ、 旯す ぼら しげな 後釤、 「こり や、 ま 

一度 こちら 向き や、 山川で 怪我し やん な、 雨風、 雪 降、 夜道に は、 腹が 痛い と 作病 起し、 ！； 日 も 三日 も 

休んで 烦 はぬ やうに しズ たも や、 滞な もの 喰 はすに、 腹 や 痳疹の 用心し や 3 可愛の な.^ や、 いたいたし 

や、 千 三百 石の 代 取が 何の 菲ぞ、 昔 ぞ J と 式 代の^ 箱に 投 伏せて 歎きし が、 懷 中の 有 合 一 步 十三 服 妙に 

包み 「これた しなみ に 持って 居 や」 と^ながら に 渡さる、、 三吉 見返- 5 恨めしげ に 「母で もない、 子で 

もないならば、 病まう と 死なう といらぬ おかま ひ、 その 1 歩 も いらぬ、 馬方 こそ すれ、 伊-： おの 與 作が^ 
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頒ぢ や、 母樣 でもない 他人に 金茛 はう 答がない、 え /- 胴慾な 母樣、 覺ぇて 居さつ しゃれ o」 とわつ と 泣き 

出す その 有様 * 母 は 魂消え 入りて、 「蓥ひ 君お 家の 御 恩 思 はすば、 さズ 一人子 を 手放して 何の 逭ら ぅぞ、 

舉 公の 身の 浼ま しゃ OJ と 悶え 焦れて 奴き ける。 

ト 熱湯 を 呑む 思 ひに 悶え こがれた。 しかし 結局 * 「養 ひ 君お 家の 御 恩 を 思うて」 奉公の 身の あさま 

しさ を かこちながら も、 義理の 道を逍 つて 行く ので ある。 武士 的敎養 s 下に 育った m の 井 は、 人 

情 を 殺して^ 理 にっかなければ ならなかった。 そこにい たましい 悲劇が あった。 

しかし. 「女 殺 油 地獄」 に 描かれた 與兵衞 の 母お 澤は、 情に もろい 典型的の 町家の 母であった。 

不良 靑年 として 人 も 世 も指彈 する 子に、 夫 や 世^に 氣粲 しつ 、も、 母と しての 慈愛の 限り をつ く 

して ゐる。 入夫で、 與兵 衞の欉 父の 德兵衞 に は. 妻と しての 義理 づ くから 與兵衞 を 勘 常した が、 

夫の 眼 をぬ すんで 時々 金品 を惠ん でるた。 

或る 夜 —— 德兵衞 は 以前の 主人の 子で、 今 はなさぬ 仲の 與兵 衞に對 する 義理から して、 女房お 

澤に 隱れて 同職なる！ ：3|岛 屋の 主婦お 吉を 訪ねて、 勘當 した 與兵衞 に 小 遣錢を 渡して くれと § す 

る。 すると そこへ 女房お 澤も、 夫德兵 衞に對 する 義理から、 與兵衞 に淼む 金品の 依 ffi に、 これ 义 

內密に 訪ねて 來 たが、 はから や も 夫と パ ッ タリ 顔 を 合せて しま ふ。 

五 四 三 


性 女る た 見^し 通^^ 文戶江 


五 四 四 

0 「む /- 乂し弋 も 與兵衞 めが ことく やみに か、 いかに ま 、 しい 子 なれば とて、 餘 りに 義理す ぎた。 眞赏 

の 母が 追 出す から は 此方の 名の 立つ こと はない。 この 三百の 錢 のらめ にやる のか、 つねぐ 身 を ひづめ 

始末して、 あいつに やる は 淵へ 棄 てるも^ 然、 その 甘やかしが 皆 襟 飼、 この 母 はさう ではない。 さあ 勘 

當と 一 言 口を出る がそれ 限り、 紙 衣 着て 河へ はまらう が、 油 塗って 火に くばらう が、 うぬが 三昧、 葸人 

めに 氣を奪 はれ、 女房 や 娘 は 何に なれ、 サァく 先へ 往なし やれ。」 と 引 立つ る 袖 を^ 放し 「え、 女房む 

ごい ぞゃ、 さう でない。 生れ 立ちから 親 はない。 子が 年寄って 親と なる。 親の 始は皆 人の子、 子 は 親の 

^悲で 立ち、 親 は 我が 子の 孝で 立つ、 この 铠兵衞 は 枭報少 く、 今生で 人 は 使 はすと も、 いつでも 相枭ズ 

し 時の 葬逋に は、 他人の 野 送 b 百 人よ. 5、 兄弟の 男子に 先 舆後舆 か Z- れて、 あつ ばれ 死 光 h> やらう と 思 

うたに、 子 はありながら その かひな く、 無緣の 手に か、 らうより、 いっそ 行创れ の釋迦 荷な ひがまし で 

おじ やる ね0」 と 又む せかへ るぞ あはれ なる 。「ァ 與兵衞 めば かりが 子で はない o 兄 太 兵衛、 娘 なれ どもお 

かち は 此方の 子で ないか。 サ アサ ァ 早う お 先へ、」 と 押出す or ハテ往 ぬるなら 連れ立た う。 そなた もお じ 

や OJ と 引 立つ る^の 铪の馕 よ. 5、* 間へ ぐ わら. 5 と 藩ち たは 何ぞ。 粽 一 束に 錢五百 「なう 情な や 恥 かし o」 

と 我が身？ 蔽 ひれ 瞎し、 聲を 上げ、 「德^ 衞^、 眞平 許して 下され。 これ は 內の掛 の 寄. 5、 與兵^ めに や 

.5 たいば かり、 私が 五 百 みんだ。 二十 年 連 添 ふうち、 隔心 隔ての ある やうに 情ない。 たと へ あの Is 人め 

が、 む^^に 趑 くやうな 妹 利槃特 の 阿房で も、 太子の 鬼子で も、 母の 身で 何の^から う。 いかなる 
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恧^ 惡緣 が、 眙內に 宿って あの 通りと 思へば ふびん さ、 可愛 さは、 父親の 一 倍 なれ ども、 母が 可 ゆ； いお 

して は、 隔てた 心に、 あんまり 母が あいだて ない o 强 ばかり 强ぅ て、 いよく 心が 直らぬ と、 さぞ 憎ま 

る、 は必 おと、 わ. さと 佾ぃ 顔して、 打つ /- た /- いつ 追 出す の勘當 のと、 むごう つらう 赏. 5 し は、 繼 父の 

& 方に 可愛がって もら ひたさ 。是も 女の 廻り 皆觳、 許して 下され 德兵衞 殿、 私に かくして あの^ を やつ 

て 下さる 志、 繭で はけん けんと 樫 貧い うたれ ど * 心で 三度 戴きし、 何 を かくさう、 あいつ は 立派 やき も 

する やつ、 取 分け 蹒月リ 鬚 附元結 をと /- のへ 人交り もした からう o 生れて 此の方 節句 節句、 視铱缺 かぬ 

に A ゾ 月ば 力り、 身 祝 もして や. O たさ、 見苦しい 此 恥辱 を さらす も、 ぉ吉 様^んで； けん^、 まごこの 

上に 根性の なほる 薬に は、 母が 生 肝 煎じ ズ飮 ませい とい ふ^ 者 あらば、 身 を八ッ 裂き も^^ね ども、 ！ 

生 夫の 錢金、 1 文 半鉍^ へぬ 身が、 子 故の 閽に迷 はされ 盜 して 顯 はれた、 恥 かしう ござる OJ 

とば かり わつ と 泣き伏す のであった。 何たる 深刻な 首 槧 であらう 。「盜 みする 子 は 憎からで 繩 かく 

る 人が 怨めしい。」 の 親心より 一 人 深まって, Q る 0 

次に、 母が 幼少の 子 を 愛撫す る樣 も、 作 中に 屡 * 描かれて 一 0 る。 與兵衞 に 殺害され ろ豐 岛證の 

女房お 吉が、 三人の 娘 を 愛撫す る 様、 特に 與兵衞 の 兇^に 油お 2： 場で 阁れる 時 こ、、 

「今 死んで は 年 はもい かぬ 三人の 子が 铳湏 する o それが 可愛い、、 死にと もない o 金 もい る 程 持って ご 
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江  ざれ、 助けて 下され 輿 兵衞 樣、」 

^ と 歎願す る樣 もいた ましい。 

ほ 又 老年の 母が 子の 愛に あらゆる 恥辱 を 忍ぶ 様 は 「山 崎 與次兵 衞壽の 門松」 に 描かれて ゐる。 顔 

通 

れ 城 吾妻 を 見 染めた 難 波 屋與平 は、 零落した 身で 如何と も爲し 難く 懊悩 憔悸 する。 これ £薪、 ねた 

^ 七十 何歳 かの 母親 は、 與平を 伴つ て 吾妻に 龠ひ * 我が家の 由緖 から 枠與 平の 懊惱を 語り、 情 を 商寶 

fr- にす る 吾妻から、 盃 一 ついた^ かせて、 それで 思 ひ 切らせた いと 懇願す る。 若し a- の 一 きが 一 ま 

性 

の 傾城 代になる ならば、 直ぐに 死んでも 見せる と 叫ぶ の は 「女 殺 油 地獄」 の 根 生の 直る 藥に 母の 

生 肝が 必耍 ならば、 身 を 八つ 裂に されても： g はぬ、 とのお 澤の 心と 同一であって、 母性愛の 極致 

であらう。 

以ト： か 近 松に よって 描かれた 母親の 代表的の ものであるが、 次に 妻に ついて 考察して 見よう。 

一 體 夫婦の 愛 は、 近 松の 世話物で は. 妻の 側 を 主と する ものが 多い。 「心中 重 井筒」 のおた つ、 「心 

中 <K の 網 島」 のおさん 「籙の 門松」 のお 菊な ど は その 代表的な もので >  いづれ にも 妻の 夫に 對す 

る、 献な 的な 人格 的な 愛が よく^され てゐ る。 卽ち、 不行跡の ある 夫、 自分 を 裏切った 夫に 對し 

て、 遝 身の 愛 を 捧げ 得る の は、 夫の 人格 をよ く 信じて ろる もので なければ 出 來難ハ ことで、 深く 
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夫 を 信じ、 夫 を 愛する ものが あれば こそ、 始めて かう した 献身的な Ji; 心が 湧いた ので、 尊ハ、 矣 

しい、 氣高 いもの を 感ぜし める。 例へば 「熏 井筒」 のおた つが、 夫 德兵衞 が、 遊女お 房に 迷うて、 

不都合に も 自分の 印を盜 用して 銀 を 借り、 明かに 自分 を 裏切って るるに も拘ら す、 あくまでも 養 

父の 前で 夫 を 庇護し、 然も 夫が お 房と 情死しょう として 家出した 時 は、 終夜 探し 求めて、 遂に 見 

出し 得ないで、 失望し 歎じた 霄 薬に、 

「疾 くに 命 はもうな い 人、 淺ま しゃ、 悲し やな、 女房 子の ない 人なら ば 殺すまい。 死ぬまい と 嘸 や 最後 

の 悔み 言。 お 房が 恨み も 思 ひやる o 思へば 妾が ある 故に、 人 二人^すな よ o」 

と 悲しみ 悔ん でる るが、 此は 義理 一遍の もので なく、 夫 を 信じ 愛して るる 心より 出て, 9 る もので 

ある o 

しかし 妻の^ 心の 最も 强く 出て ゐ るの は 「天の 網 島」 のおさん である。 

「天の 網&」 は、 近 松の 六十 八 歳と いふ 生活の 圆熟 期に 生れた 作で、 近 松の 世話物 中^ 愛の みで 

なく、 親子、 兄弟 • 夫婦の 愛 を 交へ、 更に 女 同志の 義理 を 加へ て 人情の 諸相 を寫 し、 義理と 人情 

との fa? 藤の 複雜な 經路を 語った 悲劇で、 彼の 作風の 極致 を 示した ものである。 この 作 は 羝屋治 兵 

銜と 遊女 小^との 相思の 仲が 人の 世の 義理に 妨げられて、 遂に 二人の 死に 悲劇の 幕 を閉づ る經過 

五 TO: 七 
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五 四 八 

を W 細に うつし 出し、 人情と 義理の 相釗 する 悲しい 人生の 一面 を 描いた ものであるが、 中で も 治 

兵衞の 愛人 小春と、 その 妻お さんの 二人の 女性 を點 出して， 女性^ やさしい 胸に やどる やるせな 

さ を 如 |sC に 俥へ， かすかに ゆれる 女性 心理の 微妙な 動き をし み < (^と 味 はせ る ものである。 

〔天の 網 島 粳概〕 

上の 卷は 河庄 の^で ある。 酋根^ 新地 紀の國 厘の 抱へ 小眷 は、 三年 越の 深 問、 紙羼 治兵衞 との 仲を堰 か 

れて、 铤れ *气 た 姿で 今宵 は恃の 客に 河庄へ 呼ばれる。 治 兵 衞に锒 .5 合 ふ 太兵衞 が、 友達 連れで、 なまい 

, た 坊主に 治 兵 銜の惡 口 を 叩かせながら 入. 5 込んだ が、 小春に 撥ねられた 上、 ST  口に 現れた 侍 客 を 治 兵衛と 

f, 道々 の體で 逃げ出す。 小春 は 客に 問 はれて、 一 旦は治 兵衛と 最後の 約束 をした が、 是非 死 を 逃れた 

いから、 それ^の 客に なって くれと 頼む。 その 時の 小春 は、 一 方に は 治兵銜 との 死を瞀 ひ、 同時に 治兵衛 

の 妻お さんから、 內密に 治 丘 ハ衛 との 手を切って くれと いふ 義理の 賴みを 受けて ゐ たので ある。 この 時 治 兵 

術 は、 逢 ふ淞 を^ 後の B とする 約束から、 今宵 も 格子 先に 來か /- つたが、 偶々 この 言 菜 を 耳に する や、 怒 

つて 障子 鹪 しに 小春 を剌 したが、 座が 遠かった ので、 侍の ために 兩手 をく、 られ てし まった。 これ を 面 萬 

した ぞ めき^. 5 の 太 兵 術 を逐ひ 遣った 侍 は、 始めて 頭巾 を 脫ぐ。 は 治 兵 衛の兄 粉屋の 孫 右衛門が やつし 

た^ マ丄： 'た" せ h 、一、 に-孫 右衛 は、 宋を 外への 治兵衛 から、 どうかして 小# を 引き^さう として、 深 55 
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笠の 武士 客に 化け ズ來 たので める。 小# の 袋 心 を 愤る弟 をた しなめ て、 互の 起請 を 返さして 述れ K る。 小 

卷 から 孫 右 衛？： の 受取った 起請の 屮に は、 外に 女の 文が あった。 冶 兵^ 女房から 小# に 宛てた もので あつ 

中の 卷は治 兵衛の 家の 揚 である。 炬燧 に^ 入って 物 思 ひに 耽って るる 治 兵衛の やつれた^ を a ズ、 女； W 

おさんが 「まだ^ 根畸を 忘れ やか。」 と輕ぃ 恪氣を 起す。 兄 孫 右衛門の 盡 力で 1 度 家に 納 つた 治 兵 術に 對し 

て、 いろくと おさんが かき ロ說 くので ある o「 引 起し 引 立 ズ炬燧 の やぐらに つきす ゑ、 顔つ くぐと 打な が 

め， あんまり じ や 治兵衛 殿、」 以下の 悲痛な 詞に はおさん の 貞^; が 遣^な く寫し 出されて るる or なかし やん 

せく その 涙が 蜆 川へ 流れて、 小 移の くんでの みやらう ぞ OJ に 至って 最^ 調に 達する。 治 兵衛 はもう 小狰 

に 未練の ない こと を 告白す る。 けれども 戀 敵の 太兵衛 奴に 小脊が 請け出される のが 口惜しい、 男が 立たぬ 

と 失^す る。 それ を閗 いたお さんの 態度 は 念に ー變 する。 おさんの 眼の 前に は獨り 死 を 決して ゐる 小存の 

姿が はっきりと 映った ので ある o「 小春 は 死に やる ぞゃ OJ のおさん Q 言葉に、 治 兵衛は 怪訝な 顔 をす るので 

「小春 どのに 無心 中 芥子 程 もな けれども、 二人の 手を切らせし は此 さんが からく  …… 」 と、 おさん は 事の 

次第 をば 夫 治 兵 術の 前に 恥を忍んで 打ち明ける。 そし ズ 小春 を 殺して は 女 S 士の 義理が 立たぬ から、 身^ 

をし ズ やって くれと 治兵衛 に^りつ く o そこで 有 金の 外に 衣類 を雜 めて 質に 渡さう と 企てた。 そこへ 來合 

せた のが S 五左衛門で、 始^ を 見ズ とり、 娘お さん を 添 はせ て^け やと、 墓 ふ 子供 を拂 ひのけ ズ、 おさん 

r  PL ナ 
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を述 れ^ 去った o 

下の 经 は 大和 厘の 場から 遒行、 大長 寺の 心中と なる。 おさんに 出^ 行かれた 治 兵衛、 小春の 箕絜 心 を 知 

つた 治 兵 © の 行 手に は、 た V- 一筋道 —— 死が あるの みで ある。 小 眷と諜 し 合せた 治兵銜 は、 商用の ためと 

稱 して、 夜^けて！ S り歸 つて 行った。 その 跡へ、 孫 右衛門が 甥の 勘 大郞を 丁稚に 負 はせ て、 弟の 安否 を氣 

遺って 尊ね て來 た。 すごく 歸る 兄の 姿 を 物 蔭から 殍んだ 治 兵 術 は、 やが ズ 小春 を 誘 ひ 出して 足 を かぎり 

に 走る。 そして 網 島の 大長 寺で， 晨 朝の 鐘の音に 最後 を逑 げた。 おさんに 義理 を 立て、 二人 は 黑髮を 切つ 

< —— o 

以上が 「天 の 網 島」 の 梗概で ある。 この 作品 は  一 口に 小 舂 治兵衞 とい ふが、 寧ろお さんとの 三 

人の 三角 關 係と も稱 すべ きものであって、 おさん あるが ために 他の 二人 も 引 立って くるので ある。 

おさん は 堅い 義理と 溫ぃ 人情に 生きた 最もよ き 妻と して、 女性の 摸範 として 寫 されて るる。 夫 治 

兵衛 の內ケ 外への 小卷通 ひをぢ つと 默認 してる たおさん の 心情 は 察する に餘り あるが、 一 家の 財 

政 も 傾き、 小春と 心中す るら しい 氣 振り を 見て とって は， 遂に 戀 敵の 小春に 對 して 治 兵 衞と手 を 

切って くれと 籾み 入る ので ある。 おさん は 妻と して 深く 夫 を 信じ 愛して るた 上に， 夫の 放埒な 生 

活を 4- めなければ ならない 妻と しての 義理に 立って ゐた。 それ 故 恥 ケ- 忍んで 小春に 治 兵 衞と緣 を 
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切って くれる 樣 に頓ん だので ある、 - 自分の 夫を筷 取りされ た 者に 對 して 頭 を 下げて 頓み 入る と は， 

よくく 恥を忍んでの 上の ことで なければ ならぬ。 小春 はおさん のこの 態度に 感じ入つ たので あ 

る。 そして 治 兵 衞と緣 切る こと を 誓った ので ある。 治 兵衞と 手を切る こと は 小春に とって は 死の 

宣齿 にも 等しい ので あるが、 それ を 決行 せんと 誓った ので ある。 言 ふよで もな くこれ はおさん に 

對 する 義理の ためで ある。 それ 故 小舂は 上の 卷の河 住の 場の 孫 右衛門 立 合の 上で、 命に も かへ 難 

い. 治 兵衞を 欺き、 いとしい 戀 人の 口から 畜生と 罵られ * 足蹴にまで されながら、 一言 も その 理由 

を辯鮮 せす、 唯お さんの 切なる 頼み を 容れ、 自分の^ 理を果 さう とした。 しかし 恬然と して 太 兵 

衡に身 請され る こと は、 義理堅い 彼女の 甘んじ 得る ことで ない。 そこで 美しい 戀に殉 やる 女と な 

る 爲に殘 された 道 は、 死よ. 9 外にない のであった から、 單身 死なう とさへ 決心した ので ある。 こ 

こに 義理 を 守る 立派な 女と しての 小春の 面影が うつされ てるる。 それと 同様に、 おさん も 亦、 屮 

G 卷紙 治の 家の 場で、 夫 治 兵 銜の言 紫から ふと 小春の 死 を豫覺 して は、 遂に 斷 じて 言 ふまい ト^ 

心して ゐ たこと、 卽ち おさんに 頓み 入った 自分のから くり を、 治 兵衞の 前に 恥を忍， c: で吿 白して 

しま ふので ある C 「それ なれば この 小春 死ぬ るぞ、 ああ 悲し や、 この 人 を 殺して は 女 どし の 義理 立 

たぬ 。まづ こなさん 早う いて、 どうぞ 殺して 下さるな。」 かう 治 兵 衞に すがりついて、 おさん は 太 
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五 五 二 

に： ^にお 出さる、 前に 小春 を 救って くれと 歎願す るので あるが、 是 いふまで もな くお さんの 小^ 

に對 する 義理で ある。 しかし 運命 は小舂 治兵銜 を驅 つて 心中せ しめる ので あるが >  小春 は 最後 迄 

おさんに^ 现立 をして ゐる。 

「私が 道々 思 ふに も、 二人が 死顏 並べ ズ、 小^と 治 兵衛と 心中と 沙汰 あらば、 おさん さまより 頼みに て 

殺して くれるな 殺すまい、 あいさつ 切る と 取替せ しその 文 を 反古に し、 大事の 男を暧 しての 心中 は、 流 

石 一座 流れの 勤めの 者、 義理 知らす^! り 者と、 世の 人 千 人 萬 人よ. 9、 おさん さま 一 人の さげし み、 恨み 

そね み も さぞと 思 ひやり、 * 來の^ ひ は是ー つ …… 」 

とおさん に對 して 義理立てして ゐ る。 

かやう に 「天の 網 島」 はおさん と 小春との 間の 女 同志の 義理の 立て あ ひ を 根柢に して、 その 間 

に 叔母 や 兄の 愛の 細やか さと 妻の まめ やか さと、 叉 局面 轉換の 具に 供した 妻の 父の 冷酷 さとが 巧 

妙 至極に 描 さ 出されて、 その 進行の 自然な こと は 露に 傑作と いふに 恥ぢ ない ので あるが、 殊にお 

さん 小存 二人の やさしい 胸に やどる やるせな さ、 IS 理 人情^ 柵 に 泣く いたましい 姿 は、 千古の 

後讀 ^の淚 をし ぼる ものが ある。 
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次に 近 松の 作品に 描かれた 戀愛 について 述べて みょう。 一 言に して 首へば 沂- 

P  愛 

松 世話物の 男女 主人公の 戀愛は M に庹摯 熱烈な ものであった。 その 完全な 赏現 

のために は、 自己 存在の 一 切 を 舉げて も 惜しまないと いふ ほど 强く 烈しい ものであった。 例へば 

「五十 年 § 念佛」 のお 夏 は 「親より 子より 我 身より いとし 殿御の いと ほし や。」 と 淸十郞 に對す 

る 熱愛の 情 を 示し、 「今宮 心中」 のおき さは 「私 や 其 心に 打 込んで 親兄弟 も 捨てた ぞゃ、 在所 は 生 

れ故鄉 なり- 兩 親の 傍に ゐる ものが、 柱き ともない 害 はない。 何の ゆかりに 大阪に 執心 はな けれ 

ども、 此方と いふ 人に 離れる のが 悲し さに、 お 主 を 欺し 親に 背き 身 を 狂 はす 心 を、 可愛 やと もい 

はすに 面白さう に拗霄 、 これ 死んで 見せう か 死粲ね はし ませぬ。」 と 一 1 郞兵衞 に 迫り、 「心中 匁 は 氷 

の w-n  I の 小かん は 「親の こと を 思 ふやら、 こなさん のこと を 思 ふやら、 心を淮 して 下さん せ… 

…これで はす はとい ふ 時に、 國へ 心が 引かされて、 未練の 出來 ない もので もな し. こなさ まに 逢 

ひ 次^ 死んでの けうと 覺悟 をす へ、 髮剃は 身 を 離さぬ、 これ 見さん せ。」 と • 母親 を粲 て、 も 男に 

つく 決心 を 表して るる 、い 「卯月の 紅葉」 のお 龜の 夫に 對 する や、 「男 故なら 命 も 身代 も 取って 行け。」 

とい ふ 深い 愛 を 持って ゐる。 「曾 根 崎 心中」 のお 初 は、 「逢 ふに 逢 はれぬ その 時 は、 この 世ば かりの 

約束 か、 さう した 例の ないで はなし。 死ぬ る をた かの 死 出の 山。」 というて ゐる。 「長 町 女腹 切」 の 

五 五三 
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. 五 五 四 

お 花 は、 半 七と 手を切れと いふ 養父の 前に 斷 然として これ を 担 絶し、 「思 ふ 男に 添 はれぬ から は 殺 

しゃく」 と 身を投 出して * 棄て 鉢になる ほど その 情に は 熱が 籠って るる。 「夕霧 阿波 鳴門」 の 夕 

霧 は 伊 左衞 1： に 逢へ なくなって、 思 ひ 迫って 九死の 床に 就く に 至った 女で ある。 いづれ を 見ても、 

全身 を燃燒 させねば 已 まぬ やうな 熱烈な 愛情 を 見せて るる。 心と 心 を 許し 合った 女の 爲に は、 誠 

心 を 捧げた 男の 爲に は、 時に 親 も 子 も 浮世の 義现も >  命 さへ も 捨て、 厭はなかった 情熱の 人 * こ 

れが 元祿 町人の 典 の 面影で ある。 然し 乍ら 浮世の 生活に 於て は、 この 奔放不羈の 感情の 生活が、 

どうして その ま、 に 許されよう。 現實の 生活 は 複雜な もので、 唯 戀愛的 熱情、 盲目的 情熱の み を 

もって は 生きて 行けない。 金と いひ、 義理と いひ， そこに は 種々 の 現實的 障害が 橫 たはって ゐ る。 

從っ て 燃え 上る 情熱の 趣く ま /- に 何物 をも考 へない 人^の 世界 は、 義理の 世界に 於て は 到底 許さ 

れ^ない。 こ、 に 義理と 人情との 衝突が 生れる。 この 義理と 人情と が 衝 突し 矛盾す る 時、 義理に 

つくべき か、 人情に 走るべき か、 その 選 擇に迷 ひ、 遂に 死 を 以て 凡て を 解決しょう とする やうな 

g 刻な 苦悶、 沈痛な 悲劇が 生れる。 この 悲劇 を傳 へ、 哀話 を 語った のが 近 松の 世話 淨 瑠璃で ある 

とい ふ ことが 出 來る。 


ft 女る た わう' 描に 品 作の^ tS 


第 六 章 西 鶴の 作品に 描かれた る 女性 

西 鵜の 作品 は、 世に 知られ、 义信 ぜら る、 ものに ついて 分類 すれば、 大體に 於て 好色 物、 町人 

物、 武家物の n; 種に 分つ ことが 出来る。 好色 物は當 時の 町人 生活の 中、 性慾の 基礎と なった 享樂 

生活の 一面 をう つし、 町人物 は勤儉 貯蓄 唯一 生 は 富の 蓄積に 在. 5 とし、 營々 として 働く 町人の 姿 

を 描き、 武家物 は 主として 當 時の 武士の 武勇 や 節義 を寫し 乍ら、 その 間に 意志と 感情との 葛藤 を 

描き、 或は 人情の 機微 を 穿って るる。 

今 これらの 作品 を 通して、 作 中に 描かれた 女性の 姿 を 見ようと する ので あるが、 西 鶴の 作品 中 

女性 そのもの を 主人公と してる る 作品 は、 比較的 少ぃ。 「五 人 女」 と 「一代 女」 の 二つ £ 出す の 

みで ある。 無論 この 二 作が 彼の 女性 描寫の 全部 を盡 して ゐ る もので はない。 「好色 一代 男」 以下の 

好色本の 數々 と、 其 他の 多くの 浮世 萆羝 にも、 鋭い 女性 觀 察の 幾 斷面か は 認められる。 殊に 「一 

代 男」 以下の 男性 を 主人公と した 好色本に 於て は、 「五 人 女」 や 「一 代 女」 に は 認め難い 程の 女性 

々格の 多様が 描かれて. Q るが、 それら は 姑く 措いて、 彼が 描いた 女が、 菜して どんな もので あつ 

. ,  五 五 五 


^女る た^ 弋し通 を^: 戶江 


五 五六 

たかを 端的に 知る に は、 やはり 女 其 物 を 主人公と した、 前記 二 作に よった 方が 便宜が 多い。 

は、 淪 落の 女の 爲ら ざる 憐悔錄 である。 堂上 家の 末流に 生まれた 美貌の 息女が、 

好色 一代 女 

初戀に 懊悩して 以來 * 六十^ 歲の老 を 見る 迄に、 愛 愁の惱 みと 生活苦の 爲に、 

i 歩 一 歩と 底知れぬ 墮 落の 淵に 落ちて 行った 陰慘 な， 好色 生活 を寫 した ものである。 

京都の 贫乏 公獅の 家に 生れた 容顏荧 しき 彼女 は、 宮 仕の 中に】 靑 年と 戀 して 露 はれ、 不義 は 御 家の 御 法 

度、 とい ふ 制裁の 下に あは や 手 討に もなら うとした の を、 奧 方の 御 情に 命 を 助かって 追 ひ 出された。 これ 

がその 十三 a の 時であった o 初戀に 被れ ズ、 彼女の 心！ g が^ をう けズ から >  彼女 は 先 づ^ 人の 仲間 入 をし 

て、 こ /- に^^^ 淪の 門 は^かれた。 十^ 钱の時 某 1： 主の S3 妾と なった が 間もなく 御暧 とない、 十六 铙の 

時偶々 父の 債務の 爲に身 を 花柳 畀に 沈む る こと、 なつ ズ、 1 時 は 全盛の 太夫と なった が、 富家に 生まれ、 

类猊を 有した ところから 心 £1^ に 流れて 次第に 全盛 は袞 へ、 天神に 下され、 空しく 太夫 全盛の 時 を 追懐し 

つ 、不快に 日 を-送る 內、 病に か つて 容顏袞 へ、 裟に又 1 等 を 下され 鹿戀 とな， 9、 失望より ais 落とな り 

いっか 年明けても 堅氣 にか へら や、 私始の 校な こと をな し、 次第に 糊口の 煙 を 立て かねる やうに なって、 

益々 Is 落して 人 を 欺く こと や- 垅ぇ るに 至った。 時堅氣 となった が、 習憒 性と なって しまって ゐ るので、 

夂悄の 趣く ま 、に 5? に S づき、 人 をない ヾは、 生活の 銪き煙 を 立て /-、 次第に 葸辣な 手^ を弈 する 事を赘 


1 や. 女る たれ か 描に 品 作 レリ Wffi 


え、 遂に^ 嫁にまで 下つ ズ、 路^の 人 Q 袖 引く  .£ 食の 如き 身と な. 9、 後、 羅^^ を 見て 人生の 無常 を效 じ、 

六十 五錢 になつ ズ逑 にこの 道 を 思 ひ 立つ ズ 菩提 を 頤 ふ 身と なった。 I とい ふの が、 「1 代 女」 の ごく 荒 筋 

である o 

かやう に 「 一 代 女」 は 標題の 示す やうに、 女 一 代の 閲歷に は 遠 ひない が、 痛ましい 淪 落の 女の 

俅悔錄 の 風格が 强く、 境遇と いふ 外的 生活と、 性と いふ 內部 衝動と が經緯 して、 知らす く 人生 

のどん 底へ 落ちて 行く 簿 命の 女性の 哀史で ある。 彼女 は 人生の 第一 歩に 於て 踏 迷った 人^で あつ 

た。 浮華な 周圍 の^ 氣は その 春の 目覺を 早から しめた。 持って 生れた 淫蕩の 性格 は 事毎に 刺戟せ 

られ て、 果敢ない 初戀の 面影 も 忘れ 架て、 花に 戯る 狂 蝶の 痴態 を敢 へて した。 もし 遊里の 情趣 

に 浸^す る 事がなかったならば、 あれ 程までに 肉の 歡樂 に沈湎 はしなかった であらう が、 一度 染 

んだ瑯 の 氣分は 容易に 拔 けられなかった。 彼女が その後、 幾度 か 手に 觸れた 幸福の 鍵 を 取り^し 

たの も、 この！！ 廢的 性情の 投影に 外なら なかった。 そこに 人間の 弱味が あり、 性の 悲哀が ある。 

以上の やうに 「 一 代 女」 の 一 生 は、 「 一 代 男」 の それの 如く 性慾の 滿足を 求む る 心が 基礎と なつ 

てるる ので は あるが、 「一代 男」 が現貲 生活の 情趣 を 求む る 事に 狂奔す る 代. o に、 二 代 女」 に は 生 

活の 苦痛 悲哀が ある。 強烈な 媚樂の 香と 糜爛した 官能の 匂と に 生 を 託した この 媚^の 人に も、 「 一 
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五 五八 

代 男」 に 見える やうな 洒脫な 遊戯的な 分子 は少 く、 時には 懊惱の 炎に 身悶えす る 自己 觐 照の 暗愁 

さ へ 汲み とられる ので ある。 

X 1 面から^ ると、 「 一 代 女」 は、 女性の 淪落 生活の 一 代の 描寫 であるが、 宫仕、 藝 人の 生活、 

華 かな 廊の 生活、 質 黄な 主婦の 生活、 ぉ針師 とい ふやう に、 當 時の 女性 生活の 殆んど あらゆる 方 

面 を 送る 間に つらぬく 性慾 生活が 描かれて ゐ るので ある。 厳密な 意味で いへば、 本書 は 無論 一 人 

の 特に 選ばれた 女 を 描いた もので はない。 #: 遍 的な 女と いふ もの、 諸體容 を、 一人の 女の 生涯ら 

しい 排列に 於て 描いた もので， ある。 女性 I 特に 遊女 氣 質の あらゆる 斷面を 「女」 とい ふ 一 つの 

概念の 中に、 綜合 的に 描き 上げた ものと いふ ことが 出来る。 而し てこの 女性 性格の 备斷 面に、 常 

に 絡みつ いて 離れない のが 性慾であった。 從 つて 本書に は、 女性の 情 生活の あらゆる 隅々 の 陰 翁 

までが、 微妙に 描き出されて ゐる とい ふこと が出來 るので ある。 

は、 西 鶴の 好色 物の 傑作と 稱 せられる ものであるが、 此の 作は當 時^ 傳 せら れ 

好色 五 人 女 

た 巷談 街說の 中で、 若く 美しい 女性の 悲戀， 卽 ちお 夏 淸 十郞、 樽屋 おせん、 お 

さ， <茂 右衛門、 ベ 百：^ お 七、 おまん 源平 衞の 五つの 戀愛 事件 を 主題と した ものである。 

五 人の 中、 お iBr お 七、 おまん の 三人 は 未婚の 女で あり、 おせん、 おさんの 二人 は 旣婚の 女で 
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あるが、 そこに 描かれた 情 生活 は、 「一代 女」 「一代 男」 の それと 比較して 見る 時、 かなり 趣の 遠 ふ 

點が 見受けられる、 後者 は 主として 遊里 を 中心に し、 假設 的な 人物 を 配置した ものであるが、 前 

者 は 市井の 男女 を 取扱 ひ、 且 悉く 事 實に據 つた ものである。 隨 つて 情 生活の 現れに も兩 者の 間に 

異同が 見られる ので ある。 先づ 出て 來る 人物の 性格が 「五 人 女』 では、 いづれ も 柔和な 物堅い 生 

一本な 性質 を備 へて るる。 淸十郞 も 茂 右衛門 も 吉三郞 も $1 資直 な溫 和な 男であった。 お 夏 もお せ 

んも おさん もお 七 も 共に 物^い 素直な うぶな 女であった。 かやうな 男女の 關 係が r 一  代 男」 や 「一 

代 女」 に 現れた やうに 赤裸々 で放縱 である 笞が ない。 思 ひ を 打ち明ける にも 世と 人 を 憚る やうな 

いぢら しさが ある。 然し その 戀 愛に 對 する 熱烈 さに 於て は 彼等 も 亦 やはり 元 祿の人 々であった。 

その 性格に ついて 片岡良 1 氏 は 次の やうに 一 W つてる る。 

この 作に 描かれた 五 人の 女 は、 それ.^ に菓敢 な强ぃ 性格 を 持って るる 。といって、 それ は 無論 所謂 男 

^的な 强 さと^ 親 さるべき もので はない o 所謂 ヒ 口 イズムの 埒內に 入れら るべき もので もない o た v-a ろ 

しく 燃え 易い 愦熱を 有つ ズゐ て、 然も その 燃え 《| い 情熱 を、 直ちに 赏行に 移し 得る 强 さが 添って ゐ るので 

ある。 だから 一 面 非常に 弱い ことに もなる o 勧 かされ^い 點で —— 自已 をし つかり 把握して ゐ きれない «1 

で 弱い とも 云へ るの だ。 たく、 動かされた 後で は、 挺で も 動かぬ 强さを 見せる の だ。 意地 だ。 意氣地 だ。 

五 五 九 
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五六 〇 

向 ふ 見やの 意地っ張り だ。 —— かう いふ 强 さは 1 面元祿 とい ふ 時代の 反映で も ある。 燃え 上る 生の 力に 驩 

.9 立^られ 义、 何谆迄 も 進める だけ 進んだ のが 一が 祿の 時代で あ. 9、 その 時代の 人々 の 相であった。 彼等 はた 

V- 張りと 总地 とに 彼等の 全 存在 を かけ ズ、 一. 往 直前、 些も他 を IS る 底の 反省がなかった。 さう いふ 時代の 

相が、 两^ 作 中の 女性の 性格に も 反映して るるので ある o  .0 ら 彼等 は 戀 にも 果敢であった。 無反笤 であつ 

た。 瀲 しい 情熱に 任せ ズ、 たヾ 1 向きに 突 莨した のだった。 だから 彼女 等の 生活に は 理性がなかった。 思 

考 がなかった。 彼女 等の 論理 はた V- 只管 感情の 論理であった I o 

と、 いみ じく も 穿って るるが、 おせんの 戀の 動機に しても、 お 七の 放火の 動機に しても、 そこに 

は 只焰の やうに 渦卷く 情熱と、 その 情熱に よって 怪しく も 生み出された 出鳕 目の 理窟と が あるば 

かりで ある。 彼女 等 は、 云はゾ 奔騰す る 情熱に よっての み 一切の こと を處理 したので ある。 

」 i  好色 物に 於て、 多くの 遊女と 戀を追 ふに 急な 女と を 描いた 西 鶴 は、 武家物に 於 

て は， 多くの 家庭的な 女性 を 描いた。 そこに は 醜き が 故に 修養 を 積んで、 夫の 戰 

略 武藜 の 修^ を 助ける^ まさりの 女 もあった。 身分 ある 人の 孫と して， 遊女と なることの 口惜し 

く、 自ら 食 を斷 つて 死んだ 潸 純な 乙女 もあった。 艱苦のう ちに 子供 を 育て 、敵 討 を させた 意志の 

女 もあった。 總 じて 古来の 貞女 型に 1» する 女性が 多い ので あるが、 その 代表的の もの を 「武道 傳 
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來記」 の屮 より 引いて 見よう。 

手 塚 林 4、 衞と いふ 武士が、 誤解からで あつたが、 篠 原文 助と いふ 者に 討 たれた ので、 林 兵衞の 

妻が、 未だ^ 飮 子の 一 子 林 太郞を 養育して 敵 を 討つ とい ふ 話で ある。 

身の 悲し さに つけて、 つれ あ ひ 抹兵衞 の 面影 を、 現に も 忘れ はやらす、 悪 や 其 文 助め を、 林太邠 成人し 

て 討た せ 給へ と、 諸 神に 大願 を かけて 心の 劍 をけ づ. 5、 利 道の 一念 骨に 通りて、 此勢 ひ、 千 尺の 岩 尾に 

籠り、 七重の 娥門 を^へ たりと も 安穏に は IM かじと、 備後を 忍び 出で、 林 太 郎を抱 守りて、 夜^ 汐風を 

いと はや、 磯 づたひ 行く に o- 

先づ かう いふ 強い心 を 持った 烈女、 女丈夫が 描かれて るる。 敵篠 原文 助 も 心 ある 者であった ので、 

大いに 自分の 罪 を 後悔し、 林 太郞が 十四 歳に なつ、 た 時， 進んで その 刀に 討 たれた。 處が文 助の 妻 

は 良人の 心 を 知らす、 一途に 林太郞 母子 を 恨んで、 早速 その 假 宿に 切り込んで 行った。 その 時の 

林 太郞の ^ 親の 態度 は賁に 立派な ものであった。 卽ち 互に 女 同志の 滕負 であるから と、 手助け を 

しょうと する 林 太郞を 制して 置いて、 見事に 文 助の 女房 を 引き 伏せて 後、 女 を 論して、 

「いかに 女 なれば とて 道理 を 聞き分け 給へ 。夬討 たれての 恨 をい は マ、 自ら こそ 此方へ 申す ベ けれ、 も 

と 林 兵 銜殿を 文 助 討って 退き 給 ふ を、 林 太郞が 親の 敵 討 \s はと ズ、 我等 を 其 忮は不 « な. 9。 文 幼 殿 もや 
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五六 二 

まり 袷 ふ 心 ざし あら はれ、 このたび 討 たれ 給 ふ 首尾、 流石^ 士の 正道な. 9、 討つ も 討た る Z- も 前生より 

sra: 菜、 今もって 何 か 互に 恨 はなし、 かく 手に 人れ たれば 御 命 取る 事 やす けれども、 さ. 9 と はく 我 は 

格別の 心中、 自ら を 殺し 給 ふが 本 念なら ば、 思 ひの ま /- にし 給へ o」 と、 心の 劍を 桧ズ、 至極 を 段々 いひ 

給へば、 

と 云って るる。 かくの 如く、 此の 母 は 唯に 烈女で あるば かりで なく、 理非 分別の 明かな 賢 婦人で 

あつたの である。 

併し 元來 極めて 現實 的であった 西 鶴 は、 かう した 理想的 道德 的な 人物 を 描く に は 適して るな か 

つた やうで ある。 従って 此の 種類の 諸 作 は、 お ほむね 不自然と 不統一 を 伴 ひ、 その 描寫は 抽象的 

概念的な ものが 多い。 

第 七 章 川柳に 現れた る 女性 

川柳 は 俳 諮の 前 句 付から 出た もので、 皮肉 諷刺 を 主と し、 滑稽 洒脫の 想 を 以て 卑俗の 世相 を寫 

した ものである. C 近世の 初から 行 はれて. Q たが、 明 和の 頃 柄 井川 柳が 附句だ けで 意味の 獨立 する 
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もの を i: めて 「柳 埒」 を 世に出し てから 盛に なった。 その 形式 は 俳句と 同じく 十七 字で ある けれ 

ども、 俗語 を 用 ひ、 卑近な 材料 を捉 へて 人情の 弱點を 突き、 鋭敏な 觀 察と 奇螫な m 詰と は、 寸 n 

よく 人 を 殺す の概が ある。 其の 滑糟可 笑のと ころ、 諷刺の あると ころ は、 江戶 人の 機智 頓才 と、 

樂天 洒落の 性質と を 反映した ものである。 時には 輕薄鄙 II の 調がないで はない が、 之に よって、 

德川 時代の 制度、 風習、 宵 語、 迷信、 その他 隱れ たる 社會 の事實 など を 見出し 得る 點に 於て、 得 

難い 资料 であると いふ 事が 出来る。 しかし、 川柳に 現れた 處を 以て、 直に 江戸時代の 一般の 世相 

なりと 斷 ^する の は 稍 snf. 計で ある。 何故ならば、 川柳の 發 生した 場所 は、 江戸 も 町人 階釵の 一 

部で、 武士 も 之に 加る 事 はあって も、 それ は 稀で、 表面上で は 武士 は 「下々 の 弄ぶ 雜俳」 とい ふ 

やうな 感じ を 以て 見て るた からで ある。 それ 故  一 口に 民衆 文 學とは 申せ、 江戸の 一部の 通が つて 

るる 連中 がら 生れた 快い 人情 詩であって、 その 見聞 は 主として 敎 養の 乏しい 町人の 頭 を 通し、 眼 

を 通して 眺めた 世相で あると いふ 事が 出来る 。從 つて これから 述べ る 川柳 子の 見た 江戸の 女性 も、 

さう した 町人の 眼に 映 じた 女性で あり、 町家の 女が 大部分で ある こと はいふまで もない。 

先 づ生ひ 立ちから 述べて 行かう。 男女に 共通した 子供の 句 は、 實に數 十 首を以 

お 女 時^ v 

て數へ る 程澤山 あるが、 その 明かに 女の子 を 詠んだ もの は 極めて 少ぃ。 
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,  五六 四 

雛の 洒 みんな 飮 まれて 泣いて るる 

虱と ろ 傍で 裸で 鞠 をつ き 

ま 、ごとの 世 帶くづ しが 甘 へ て來 

ぼんのくぼ 結 ふ M 似 をして 泣き やませ 

かけて 來た 程に 娘の 用 はなし 

など は 極めて 幼い 女兒 である。 

ところ 力 

似合った とい はれて 娘 子 をす てる (人形) 

むすめ  - 

蚊帳に 蚊 を 入れる 娘の 髮が 出來 

など は 多少 舂の めざめに 近づいた こと を 示して ゐ る。 

この頃の 女性の 修養 を 推測す るに 足る やうな 句 は あま. 9 見當ら ない。 

伊勢 物 gi^ 體な いと 親父 (大神宮と 間違へ て ゐ る) 

の やうな 父母に 育てられた^ 通 町家の 女性が、 多く は 無筆 同様であった らう こと は、 推測に 雞く 


It 女る たれ 理に柳 川 


よめぬ 宇 は 聞きた し 文 は 見せられす 

旣に 春の 目 ざめ が 起る と、 

春 なれ や 娘 何 か は 知れす ぢれ 

こわい もの 見た し 娘 は 封 を 切り 

わが 好かぬ 男の 文 は 母へ 見せ 

とい ふやうな^ も あれば、 

ロ說 かれて 娘 圑扇を 廻して る 

ロ說 かれて 娘 は 猫に 物 をい ひ 

か、 樣が 叱る と 娘 初手 はい ひ 

抱いた 子に 叩かせて 見る 惚れた 人 

ロ說 かれて あたり を 見る は 承知な り 

とい ふやうな 事 も ある。 中には 親の 目 をぬ すんで 凝 をす る o 

箱 入に すれば 內 にて 蟲 がっき 

何やらの 仕業 か 娘 かぶり ふり 

五六 五 


性 女る た^てし 通^ や 文; 


五六 六 

やがて 親に 感づかれて は、 

根 を 押して 聞けば 娘 は 泣く ばか. 5 

白 狀を娘 はう ば に し て 貰 ひ 

伯母が 來て 娘の なぞ を やっと 說き 

叱られて 娘 は 櫛の 齒を數 へ 

など も 出来れば， 

I お袋に 知れて 娘 は 太くな り 

出來 たこと 仕方がな いと 娘つ ン 

叱られて 娘 その 夜は番 がっき 

の やうな の も 出來る 始末で ある。 

b3  ； しかし こんな 自 .5 戀愛 をし ない もの は、 見合 又は 許婚な どの 形式に よって 結婚 

結  婚 

に 到達す る。 贫 富の 差に よって 遲速 はあった が、 男 は 二十歳より 二十 五歲、 女 

は 十六 七 歳から 二十 歲 位までに 結婚す るの が 普通であった。 一般に 仲人が その 間の 媒酌 をし、 男 

は 色々 な 手段 を 用 ひて その 女 を 見、 或は 物見遊山、 神 佛參詣 等に 託して # 見した のは^と 餘. リ變 
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りがない。 

見に くる も 知れぬ と 顏へ剝 る 程 

下女 を さし 置いて 娘に 茶 を 出させ 

娘に 庹 白く 顔の 造作 を させて、 茶の 給仕 をさせる など 仲々 洒落れ た 母親で ある。 

隣へ は 先づ觀 音と いってお き 

まさか 見合に 行つ て參 ります ともい へまい。 

す. 5 ちが ふやう に 仲人 工夫 をし 

うつむいて 茶を樊 すの は 其 一 一 人 

かう してお 互に 見たり 見られたり して、 

花 を 見に 出た あくる 日に 仲人 來る 

： ^'人 はまこと そらごと 吹き まくる。 

四百 づ、 兩 方へ 寶る伸 人口  (嘘八百) 

仲人 は 七 百 五十ぐ らいまで 

仲人の 無い とい ふの が 中 あばた (あると いったら 大ぁ ばた) 

五六 七 


性 女る た 比 ズし通 を^ 义戶江 


五 六 八 

嫁の 年 拾 鐘 ほど は うそをつき (拾錡 は 三つ) 

こ、 で 姑、 小站が 問題になる。 

仲人に 閗 けば 姑 は皆佛 

姑 はおき 死ぬ やうに 仲人い ひ 

ふけば 飛ぶ やうな 姿ァと 仲人い ひ 

仲人 は 鬼 千疋を 殺すな. o  (小姑 を隱 す) 

世に 仲人口と いふ 言葉 さへ ある 程で、 兎角 彼方に もよ いやう に、 此方に もよ いやう に、 嘘八百 を 

等分に 使 ひ 分ける。 しかし 時には、 

倉 も 隣の だと 仲人 しめられる 

内 々探って 見れば、 先方の 身代な ども、 仲人の 話と は大違 ひの 貧乏暮し、 分限者 は そのお 隣で、 

倉. ら あらう が 夫 もお 隣ので ござらう がのと、 散々 油を絞られて 汗 だく/^ のこと も あらう が、 

花の 根 を 仲人 は 度々 ま はしに 來 

急いて は專を 仕 損する。 短 兵お に引拔 かう としても 功 をな さぬ。 遠 廻 しに 根の 周圍を 掘り、 少し 

づ 、播り 動かして 最後に す ぼつと 根 こぎに し、 目出度く 花 を 引拔 いて 行，、 のが 熟練した ゆ 人の や 
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り 方で ある。 

かう して 緣談 がまと まっていよ， ヽ 結納と な る 0 

仲人- s 眼鏡 取 出す 段と なり 

仲人の 酒の 肴になる 曆 

こ、 まで 漕 ざつければ 大丈夫と、 前 祝の 酒の. 滑に 暦 を 繰り ひろげて 日 取の 撰お、 

嬉しい 日 母は櫸 でかし こまり 

母の 姿が 眼に 浮ぶ やう だ。 

さていよ// \- 黄道. fl  口 日 を 選んで 輿 入の 當日 となれば、 

1 生の 極彩色 は 嫁入の 日 

1 生に 一 度 我 顔 見 違へ る 

富士額 雪で うづ もる はづ かし さ 

仲 をよ くしゃれ と駕龅 へ 母の 聲 

箱 入 娘の 富士額に 白妙の 霉 に まが ふ 丸 綿 を かぶせて 駕籠に 乘せ、 愈々 擄ぎ 出す 間際まで 傍に 闲ぃ 

て、 奥 姑の 御機^ を 損ねるな よ、 夫と は睦 じく 暮らせよ、 とい ひ 聞かせて ゐ るの は 母で ある。 

. 五六 九 
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五 七 〇 

蝶 二つ 雪と 霰の 中 を 舞 ひ 

被 小紋の 麻^ を 着た 花^と、 雪の やうな 綿帽子 を 被った 花嫁との 間に、 雄 蝶 雌 蝶のお 铫 子が 飛 交 

うて 三々 九 度の 盃が 濟ん で、 幾千 代の 契が 結ばれる。 かう して うれし 恥し い 花嫁 時代が 來 るので 

ある o 

花嫁 は微 をかぞ へ る やうに 食 ひ 

細長く 嫁の 湯漬の 音が する 

糸を卷 くやう に 花嫁 餅 を 食 ひ 

花嫁た る もの、 氣荥 苦勞 も亦大 なりと いふべき である。 

花嫁 は 口 を 蕾に して 笑 ひ 

笑 ふたび 嫁 手の甲 を 口に あて 

みんな 顔 かくすが 嫁のお ほ 笑 

嫁と 姑の 問 は 犬と 猿に饕 へられる ほど 仲の 惡 いものと して、 昔から 傳 へ られて 

嫁と 姑 

ゐ る。 その 曲直 は 孰れに あるか は 一概に はいへ ないだら うが、 川柳で は 悉く 嫁 

に 肩を持って ゐる。 これ は 例の 弱き を 助け 强 きを 拌 く江戶 っ子氣 性の 發露 であらう。 
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幼く して 父母に、 嫁して 夫に、 老いて 子に 從ふ、 所謂 三 從の敎 は、 家 を 中心とした 封建時代の 

女性に 止む を^ざる 强耍 であったら うが、 これ を 婦人の 立場から 見る と、 夫に 從 ふの はま， たし も、 

舆 姑の 專制 治下に 扠隸 となる こと は 逃れ 難い 苦痛であった らう。 隨 つて 當 時の 家庭に 起る 悲^ は、 

夫婦^の 愛の 問題よりも、 姑對 嫁の 階級 鬪爭が 多かった。 

いびられに 行く が 女の さかりな り 

末永くい びる 盃姑 さし 

親子 盃に幾 末長くい びる 爲の盃 を さ S れて は、 嫁た る もの 堪っ たもので はない が、 いびられ るの 

を 承知しながら も、 せめて 將 來を樂 しみに して、 目をつぶって 嫁いで ゆく のが 當 時の 嫁の 遝命だ 

つたので ある。 

姪 だのに 貰うて 見れば にくい なり  . . 

ひったくる やうに 嫁菜 を 姑つ み 

嫁と 名が つ けば 嫁茱ま で 憎い と は、 

颇 ばかり 柔 いのに 嫁 こまり (その他 は 皆 強い) 

あげ 足 をと らう/^ と： S ば. ゝ 

五 七 1 


忤 女る た^てし 通 を 學夂戶 な 


五 七 二 

嫁の 顔 見い く 薪 を 一 本 減し 

母 を 殺す か 嫁 出す かと 息子せ め 

氣に 入れば 氣に 入った とて 氣に 入らす 

家の 中でば かりなら まだし も、 

嫁の g. を 朝顔の 垣根 ごし  • 

嫁の こと 姑 身 振 をして はなし 

朝顔の la を 隔て、 隣 同士の 姑が、 朝から 身搌 までして、 内の 嫁の 讒訴 話、 

後^ね がふ 餘 力に 嫁 をい びるな り 

お 持佛を いぢり しま ふと 嫁に なり 

看經 がすむ と 居住 ひ 嫁 直し 

百 八の 中 五六 十 嫁の こと 

珠數の 珠の百 八 焴惱の 中、 半分 以上 は 嫁 をい びりたい と は 呆れた ことながら、 その 鬼の 念 沸の 間 

こそ 嫁の 極樂 である。 

.m.0 嫁に もさせ る 寺參り 
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寺参り 嬉淚を 嫁 こぼし 

まして や、 

姑の 湯治 は 嫁に 相^し 

二 週 か 三 週の^ 焱行 きな ど は、 姑 自身の 効 架より は、 何十 借 嫁の 保養になる か 分らぬ。 しかし そ 

の^ 守に は 鬼千疋 の 小姑が るる。 

ぺ姑 も 見やう 見 まねに いびるな り 

姑の 發句 小姑 脇 をつ け 

小姑 女 母が か へ ると そば へ より 

嫂の 行動 を 最大 漏 さや 主 觀を加 へ て報吿 する。 しかし この 千 匹 は 何とい つ て も 年が 若いだ けに 剁 

し^い。 やはり、  . , 

千 匹よ. o も 一 匹に 嫁 困り 

であらう 0 

嫁 ある 夜 姑の 死んだ 夢を見る 

こと もあった かもしれ ない。 姑の 方 は、 

五 七三 
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五 七 四 

やがて 死にます と 姑 しれた 事 

と 口に はいふが、 心の中で は、 

願 はくば 嫁の 死 水と る氣 な- 9 

御迎 は先づ 嫁から と 願つ とき 

である。 たま/^ 忠ひ でもす ると、 

嫁がの ろ ひ 殺します と 姑 病み 

，フは $in は ひき も きらす に 嫁の こ. t 

死相 を 免り も， つ 嫁 さから はす 

に $1 ると、 意地悪く も、 

姑 婆 死に さ， 「にして よしに する 

そうう まく い かぬ と 姑快氣 な. o 

の やうな ことになる ことが 多い。 さう かと 思 ふ.. v/* 

あつら へた やうに 姑 頓死す る 

こと も ある。 かうな つたら 嫁の 天 下 だ。 
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姑の 寂滅 嫁の 爲樂 なり 

白無垢に 素顔で 嫁 は うれしがり 

送り火 をお もしろ さう に, は 焚き 

は 少し 势ち 過ぎて るる。 

しかし かう した 險惡な 問 柄で も、 町 愛い 孫が 出來 ると 姑の 角 も 折れる ことになる。 

^力 出來 たら 食 ひさうな 婆あ 也 

であっても、 

恋れ たら 抱き あしない と 姑 婆 々 

と 口癖の やうに いふ 黑 塚の 婆に も增 した 邪見な 姑で も、 

初孫：： 力 姑の 角 を 折 り 

姑の 角に ぎくで お ひ ぺ しょり 

孫が でき 姑 はじめて 嫁 を ほめ 

憎い 嫁 可愛い 、 孫お やたら 產み 

とい ふや. つになる ので ある。 しかし これ 迄呈る 嫁 I 勞も 並大抵で はない。 これ も 皆、 

^七 五 


性 女る た^てし 通を學 文戶れ 


五 七 六  一 

うつむいて 勘忍 袋 嫁 は鏠ひ 

三 匹の 猿お 心に 嫁 は 飼 ひ 

我が 胸 を さする の も 嫁 孝のう ち 

親 風 を 柳に 受ける 嫁の 孝 

と、 *g の 努力が 赏を 結んだ ので ある。 

しかし、 かう した 邪兒な 姑ば か hs が 世間の 全部で はない。 如何に 缺點を 穿ち、 人事の 隱 微を發 

く を 旨と した 當 時の 川柳に も、 百に 一 っは怫 性の 姑 や、 仲の よい 嫁 姑 を 詠み 出した ものがないで 

もない。 

い、 姑 嫁の 下げ足ば かりと b 

い、 姑 嫁と 砧の 合せ もの 

こぼれさう 水 も 汲ませぬ い /- 姑 

とい ふ 姑も少 くなかった。 しかし これ も 亦 嫁の 方から、 

仲の よい 嫁 はお 經を よみなら ひ 

式に ぬかりな く 仕へ るからで あって、 これ も铐、 
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嫁の^ 慧 姑の 角 を かくさせる 

のであって、 

今 身より 怫 身に 至る 迄 嫁い び.^ 

する の も、 一概に 姑の 罪にば かり 歸 せられな いのは 勿論で ある。 

母  锞 

嫁と しての 苦難 時代 を經 ていよく 母親と なる。 

うた 、 ねの 薄着へ 母の あつい 恩 

物差で 螯寢の 蠅を逐 つて やり 

針： をして ゐ る 母親の 樣 子が 見える やうで ある。 

よく 寢れ ば寢 ると ての ぞく 枕紋帳 

うた、 ね もい つか 着て ゐ る 母の 慈悲 

井戸端へ 子の 行く 夢に 母 は 汗 

た 、かれす 赤子の 顔の 蚊の 憎さ 

添 乳して つい 洗濯が 夢に なり 

寢て ゐ ても團 扇の 動く 親心 

^七 七 
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五 七 八 

我が 子 を あ ふぐ 圑扇 がう つ、 に 動いて ゐ るので ある。 

ゆきた けの あはぬ を 母 は うれしがり 

我が 子の 成 S を 喜ぶ 母親の である。  • 

二三 年 縫 ひこんで おく 母の 慾 

いうした 温い 手に 育てられた 森 子 も、 いよく 一  人前に なると、 仲々 母親の 思 ひ 通， 9 に は ゆかな 

い。 これ も、 

すい 息子 辛い 親父に 甘い 母 

母親が 飴り 甘く 育てる からで ある。 

棒 ほどの こと 針 ほどに 母 かば ひ  ， 

母親 は 息子の 嘑 をた してや. 5  . 

盗人 を 捕へ て 母 は聲を さげ 

死なば 死に やと こ はぐ 母 はい ひ 

母親 は 叱. 5 すごして 我 も 泣き 

有難い 親心で は あるが、 かう した 甘 さはと もす ると、 子俱の 將來を 誤る。 
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とうやら かう やら どら 者に 母ます る 

ので ある。 はて は 母の 意見 は 馬耳東風、 

の 耳 蛙の つらに 母 こまり 

今- 更 愚痴 をい つても も ラ^、。 

^親 は 勿 澄ぶ 、 •：：  / 

タ鬚なな 力 だましよ 、 

のう も はま だよ いとして、 

とう 見ても 锐 まど 5^ 

- す〜/ tfii£ 崩な もの ま、 よ レ 

に 至って は、 ^：: も 奉 こ 3>  . 

も 〜も 棒に も 力、 らぬ 始末で ある 

下 


女 uuu^  f 露の 焦 f なって き 下女に つい ユ 

得ないで あまが、 f  f  しま rrr た f あつて はま 

まう。 .  1 r> また 自然の 滑稽に 叶うて f からで 

管 ヌ 叱られて 下女 鐯 立の 賑 かさ .VP. 

. 艽七 九、 
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五八 9 

山出しの 下女 割箸 を 一 一 ぜんつ け 

山出し は 笑って やる が 指南な- 9 

萬 歳 を 下女 ありったけ 笑 ふな h-  . 

下女の 面よ く/^ 見れば 鼻 も あり 

下女の^ 無分別なる おきどころ 

白粉で 下女 七難 をぬ りかくし f 


第七篇 明治 文學を 通して 見 仁る * 


性 女る た^てし IS を學 文治 明 


五八 二 

第 一 章 明治時代の 槪觀 

德川 三百 年 泰平の 夢 は 外 船の 渡來 によって さまされ、 やがて 國 民の 自覺を 促し、 遂に 明治維新 

とな. つた。 德川 幕府が 學問 を獎勵 した 結 架、 大義名分の 論が 次第に 喧しくな り、 そこへ 黑 船の 騷 

ぎが 始 つて 尊王 論が 愈々 盛に なり、 さし も 堅牢に 組織され た德川 幕府 も、 一 朝に して 瓦解す る こと 

になった。 正面から 幕府 を攻擎 したの は、 儒者 ゃ國學 者の 忠孝 論、 國體 論で あり、 €： 部から 旗本 

の 性棵を 腐らせた の は、 洒脫本 や 人情本 等が 與 つて 力が あった。 してみ ると、 德川 幕府 は 文學を 

以て 興り、 文學を 以て 滅びた とい ふこと が出來 る？ 

さて 明治維新 はまこと に 文字通り 我 か國未 曾お の大變 革であった。 頼 朝が 銶倉 に菘府 を 開いて 

から 七 百年の 武^政治と いはす、 なほ 遡って、 藤 原 氏が 政治 上の 實權を 握る やうに なつてから 一 

千年の 歷史 は、 こ /- に 全く 破られて、 王政 は 再び 十 3 に復 つた。 封建制度 は 根柢から 崩 壌し、 海外 

G 文化 は 潮の 如くに 流れ こみ、 過去の 文化が 破 壌され ると 共に、 新しい 文化が 績々 と 建設され、 

夂學も 亦 一 新した。 この間 盲目的な 模擬 追 隨も行 はれた けれども、 大局に 於て は、 欝 勃た る创造 
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的 精神の もとに、 採 ^ 袖 短が 見事に 成就され たのであって、 旺盛な 發展カ を 有する 我が 國家國 民 

の 特徴 を 十分に 示して るる。 

新しい 時代 は 新しい 文化 を 生み、 新しい 文化 は 亦 常に 新しい 文學を 生む。 明治 

ML ク ^ 色 

維新 は賁に 日本 文化史 上に 於け る 甦生の 春の 訪れであった。 卽ち舊 幕 時代の 餱 

しい 階級 制度が 廢 されて 四民 平等と なった 結果 は、 あらゆる 方面から 多數の 作家 を 出す ことにな 

り、 また 外 Si 文學に 刺戟され その 影響 を 受ける ところから、 文學の 內容も 著しく 深化し、 その 形 

式 も 多種多様と なった。 卽ち 形式に 於て は、 自由 明快な 一 W 文 一 致體 I 口 ^體 —— が小說 評論」 

用 ひられ、 後に は 詩歌の 如き 韻文 迄 口語 體 による やうに なった ので ある。 

次に 文學の 展開 を考 へる に、 明治 初年より 十九 年頃 迄 は、 この 時代と しての 啓蒙の 一時期で あ 

り、 それから 日露 戰せの 頃 迄が 浪漫主義の 一 時期で、 一 時歐米 文化に 眩惑した 阈民 が渐く 自己の 

實カを 自覺 し、 日本的な 文化 を创 造しょう とする 意氣を 示した 時期で ある。 それ 以後 明治 末年 頃 

迄 は、 徒な 空想 や 愦憬を 拾て、、 人生の 現 實の姿 を ありの ま に 見る とい ふ 餘裕を 生じて 來て、 

特に 人生の 醜い 半面 を も 描き出さう とする 傾向 を 取って来た、 所謂 自然主義の 一時期で ある。 し 

かしこの 自然 主叆が 漸次 固定し、 機械化して、 人生に 於け る 理想 を 認め 得なかった 爲に、 新に 新 
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浪溲 主義、 新 理想主義の 遝 動が 生じて、 一 は 消極的に 感覺 的な 享樂の 世界に 安住し、 他 は 心的、 

磁 的な 信念の 世界に 進んだ ので あるが、 大正 期に 入る と 新現實 主義が， 唱 へられて、 自然主義が 築 

いた 基礎の 上に 立って、 新に 現黉を 見直さう と 努力す るに 至った。 世界 大戰 から 大正 十二 年の 震 

災頃 迄を轉 機と して、 ほ 本文 學は 極めて 複雜 な發展 をして 令 日に 及んで iQ るので ある。 

第二 章 女流 文學の 展開 

明治時代に 於け る 女流 文 學界を 見る に、 一般の 文 藝界及 思想界の 活動 發展に 伴うて、 女流 文學 

も 亦 著し い 發展 ぶり を 見せ るに 至った。 

ー體 女流 文學の 盛衰 は、 その 時代の 時代精神と 關係 すると ころが 頗る 多い。 平安時代に 於て 女 

流 文學が 花と 哚 いたの は、 優 荧華耀 を 尊び、 文藝を 偏重す る當 時の 風潮と、 藤 原 氏のと つた 宮廷 

政策に もとづく 才媛 尊重の 時代精神 によると ころが 多い。 近世の 女子が、 專ら 家庭の 中に 於ての 

み 活動の 天地 を與 へられ、 外に 义學的 活動の 自由 を與 へられなかった の も、 いふまで もな く il 敎 

を 中、 レ とした 近世の 時代 啧 神の. 影響に よるので ある。 


明治維新 z- 後 潮の 如く 寄せ 來 つた 外國の 思想が、 我が 國の 精神 文化の 向上に カを與 へた こと は 

いふ 迄 もない ことで あるが、 女流 文學の 興隆 も 亦、 この 自由 を 叫び 解放 を 高調す る外來 思想に 負 

ふ 所が 極めて 多い ので ある。 

最初に 我が 國の 女性に 味方した の は、 主として ジ ヨン. スチ ユア ー ト. ミル 一 派の 唱へ た、 女 

性の自由 平等と 獨 立の 論であった。 ミル は 主として 女性の 政治 上の 權利を 主張し、 完全なる 男女 

M 權の 基礎の 上に 社會 制度 を 樹立し なければ、 人類 全體ヒ しての 幸福 も 進歩 も 見られない。 人類 

の半數 なる 女性の 能力が 抑 制限され てるる ために、 人類の 全能力の 半ばが 塊め られ てるる こと 

は、 文化の 發達 のために 悲しむべき 損失で あると 論じた。 

これら 新 思想の 影響に よって、 德川 時代に は、 家の 中に とぢ こもって、 そこに 使命と 生きる こ 

との 意^と を 持たせられ、 屈從と 束縛と を强 ひられて 來た 女性 は、 今や 新しい 自由 思想の 惠 みに 

浴して、 解放され る 時が 來た。 女性 は その 獨 立と 自由への 道程に 上る ことが 出來 た。 かくて 明治 

S 代 は、 久遠に 輝く 女性の 運. 命が、 漸く 開かれん とする 黎明期で あると いふ ことが 出來 るので あ 

るが、 かくの 如く 女性が 儒敎 精神に 本づ いた 束縛から 解放され て、 人と しての 活動の 自. e を取戾 

マ ことが 出來 たこと が、 明治 女性 文 學發展 の 一 つの 大きな 理由で ある。 ラ 
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次に 歐米 文化の 盛な 輸入に 俘って、 女子 敎宵 とい ふこと が、 識者 間に 着目せられ るに 至った こ 

とも、 女流 文 學發展 の 上に 者へ なければ ならない ことの 一 つで ある。 勿論 女子の 敎育 とい ふこと 

は、 德川 時代に も 行 はれて るた が、 從來の 女子 敎育 といへば" 女性 を 男性に 隸屬 せしめ、 家の 扠 

棘たら しめんが ための 敎育 以外の ものでなかった が、 新 敎育は 之と 異り、 少く とも 女性 自身の 個 

性 を 仲して、 新時代に 處 せしめん とする 傾向 を 多分に 含んだ ものであった。 盲 從 をのみ 强 ひられ 

に 女性に、 自ら 見、 自ら 考 へる 力 を與 へんと すろ ものである。 か、 る 社 會の狀 勢 は、 自らに して 

女性の 文學的 進出 を 促す に 至った ので ある。 

明治の 初期に、 最初に 女流 文學 史上、 小說の 上で トツプ を 切った 女性 は、 中島 俊 子、 文名 湘烟 

女史で ある。 その 作 「善悪の 岐」 は、 明治 二十 年 八月から 「女 學雜誌 一 にの つて、 秋 出版され た。 

「江戸 末期 文 學の亞 流で しかない 作 だ。」 と 後日の 批評家 はけな した けれども、 女流 文藝 作家と し 

て、 明治時代が 最初に これ を 持った とい ふ 事 は、 消し 去り 難い 事寶 である。 湘烟は 十八 歲で 文事 

御用と して 宫屮に 奉仕した とい ふ ほどの、 當 時の 女學 者で あつたし、 又 意力 的な 性格であった。 

「牡丹 見て 芍藥 を兑て われ は 逝く」 とい ふ辭 世の 句 を 残して 三十 九 歲で世 を 去った が、 その 一 生 

は、 ^學 と、 文擎」 、 政治 運動と に 捧げつ くされた 志士 的 女性の 一 人であった やうで ある 。「善 惡 
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の岐」 が 女流お 式の 生硬な 作品で あつたに ひき かへ、 その 翌年、 明治 二十 一年 七月、 坪內逍 

遙の 推薦 文附で 上梓され た、 三 宅 花圃の 「藪の 篛」 とい ふ小說 は、 國文學 の 優 突 さと 女らし さ を 

以て、 湘烟の 作よりも 好評 を 博した。 

明治 二十 二 年に なって、 第三 人目と して 現れた のが、 その 文名 曙、 本名 木村榮 子であった 。「婦 

女鑑」 とい ふの が碟资 新聞に 發 表された。 この 作 こそ、 明治 女流 文 學の新 スタイル を 持つ に 至つ 

た 作で ある。 その 梗概 は、 秀 子と いふ 若い 女性が アメリカに 渡り、 そこで 工場 を 見習 ひ、 歸 朝し 

て 築地に 工場 を 設け、 工人 二十 人、 下職に は 貧婦を やと ひ、 食事 は 賄って 悅 ばせ、 傍に 廣 やかな 

幼稚^ を 設け、 貧 兒の三 歳から 十 歳になる まで を 導き 敎へ、 母親の ない もの は預 つて、 一 藜 を投 

ける とい ふ 內容の 作品で、 理想 小說 であると 同時に、 現赏の 人々 の 生活苦 を 救 はう とする 社會 小 

說 でもあった。 

以上の 三人が、 明治時代 初期の 意味 深き 存在で ある。 なほ 當時、 小金 井 喜 美 子、 竹 柏^、 秋 月- 

幽芳、 花 H、 葭江 などと いふ 女 作家が あ b.、 飜譯 では、 若松 賤 子の 「小 公子」 が 多くの 人に 讀ま 

れてゐ た。 

明治 二十 七^ 十 巧、 文藝^ 樂 部が 「女流作家 號」 を 編んだ。 この 作^ 猇に名 を 並べた 女流作家 
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中 有名な の は、 樋 口 一  葉、 北 m 薄 水、 田澤稻 舟、 大 塚楠緖 子の 四 人で ある。 中に も 一 葉 女史 は特 

にす ぐれて、 女人 中の 白眉であった ばかりでなく、 男性 作家に 伍しても、 その 天才 的 特質 を發撝 

した。 一葉の 文壇に 出た の は、 尾 崎 紅葉、 幸 田 露 伴の 全盛期が や、 過ぎて、 反省 期に 入った 頃で 

あり、 觀念 小說の 勃興 せんとす る 時、 二十 五 歳に して 忽ち 逝った。 卽ち 一葉 は 紅葉、 露 俘 時代 か 

ら、 柳浪、 鍺花 時代に 移らう とする 過渡期に 出た ことが、 特に 文壇に 注意され たので も あ b、 殊 

に 女性 作家と いふ こと も、 多少^ 時の 批評家に 推賞せ しむる 所以 ともなった であらう が、 しかし 

一葉の 「にごりえ」 から 「たけくらべ」 「わかれみち」 に 至る 後期の 作品 を 吟味 すれば、 一 葉の す 

ぐれた 作家で ある こと は 充分に みとめられる。 

明治 三十 六、 七、 八、 九 年、 この 四 五 年 問 は、 日露 戰爭 とい ふこと によって、 日本 全國が 興奮 

し 切った 年代で ある。 戰前 にも、 戰後 にも、 ある 大きい 力が 社會を ゆりうごかし、 文 藝界も 亦 そ 

の 時代の 波に のって、 大いに 活 氣を呈 した。 女流作家 として は、 野 上彌生 子、 長 谷川 時雨、 岡 田 

八千代、 小 寺 菊 子、 水 野 仙 子、 田 村 俊 子、 素 木 しづ子 等の 才嫒が 次 * と 現れた。 野 上 彌生子 は、 

「ホ ト、 ギス」 一 派の 寫生 文の 運動の 中より 中央 文壇に 登 龍し、 長 谷川 時雨、 岡 田^ 千代 は 劇作 

* として 立ち、 小 寺 菊 子、 水 野 仙 子 は 自然主義の 作家と して、 前者 は德田 秋聲に 親しみ、 後者 は 
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田 山 花 袋の 弟子であった。 田 忖俊子 は 露^: に 師事し、 素 木 しづ子 は 森 m 草 平の 敎を うけ、 弱々 し 

いし かし 人の 心 を ひく 女らしい 小 說を殘 した。 

次に 和歌の 方 を 見る に、 明治 初期に 於け る 稅所敦 子の 如き は、 桂 園 派の 流れ をく む 女流 歌人と 

して 最も 注目すべき であり、 新派 和歌の 勃興に 際して 起った 與謝野 晶子の 歌 は、 明治 和歌 史 のま 

耍な 流れ をな してる る。 落 合 直 文の 流れから 出た 中で、 浪漫主義 的な 短歌と して、 最も 華 かな 存 

在で あつたの は、 與 謝野鐵 幹、 晶子 兩氏を 中心とする 明星 派の 短歌であった こと はいふまで もな 

いが、 明星 派に 晶子がなかったならば、 明星 派の 勢力 は必 やし も 華 かなものではなかった かもし 

れ ない。 あの 奔放な 情熱と 表現と を もつ 晶子の 歌 は、 明治時代の みならす、 和歌 史上の 大きな 存 

在と なって ゐ るので ある。 

. 以上 を 以て 明治時代の 文學 史上の 女性の 重な 動向に ついて 述べ たので あるが、 幾多の 女性 作家 

の ある 中に、 一葉、 晶子 を 出した ことによって、 明治 文學 は、 女性 作家 史の 上に 輝かしき 光 をな 

げて -Q るので ある * 
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第三 章 樋 ロー  葉 

樋 口  - ^ は、 明治 中葉 浪漫主義 運動に 於け る 女性 尊重の 若き 時代 的雰 圍氣の 中から 生れ 出た 天 

ネ 作お である。 その 生涯 は、 僅に 廿^と いふ 短い もので あ. 9、 その 文壇 的 活動 も 亦、 明治 廿四年 

「祜： ^花」 を ものして から、 廿九 年に 世 を 終る 迄、 僅に 六 年、 その 作品 また 僅々 廿五篇 に 過ぎな 

いので あるが、 その 傑作 「ゆく 雲」 「にごりえ」 「十三夜」 「たけくらべ」 等 は、 內容 外形 共に 相俟っ 

た 渾然たる 蕤術 品であって、 その 文學的 生命 は文學 史上^ 遠に 記憶 さるべ き 輝し き 存在で ある。 

今 一 葉の 出現せ る 時代 的 環境 を 見る に、 我が 國 開闢 以来の 大戰日 淸戰爭 は 、大勝 利 を 得る ことに 

よって、 大いに 阈民的 自覺を 促し、 延 いて 個人の 自覺を 促した。 そして この 時代相 を 代表して 立 

つたの が 高山 榨 牛で、 日本 主義の 提唱と なり、 或は-一 ィ チェの 個人主義に 結びついて、 美的生活 

の» 美と なった。 この 賴向は 硯友社 一派 其の 他の 文壇に も 影 饗し、 深く 人間の 心理 を 描かん とす 

る やうに なり、 川上 眉 山、 泉 鏡 花の 觀念 小說 となり、 更に この 傾向 を 深めた 廣津柳 浪の悲 慘小說 

となった。 同じく この 人生い 喑ぃ 方面 を 眺め、 しかも 深い 内省と 巧妙な 描寫 とに よって、 作者の 


個性お 明確に 發 揮した ！ 巾幗 作家が、 卽ち この 樋 口 一  葉で ある。 

. 一葉、 名 は 夏 子， 父 は則義 とい ひ、 甲斐 國東山 梨 郡の 人で ある。 ；葉は 流石に 

閱  歷 

幼より 世の常の 婦女子と 異 つたと ころがあった らしく、 その 明治 廿六年 七月 稿 

の 日記 「塵の 中」 によると、 七つの 時 草雙紙 や-好み、 手 まりや やり 羽 子 を なげうって 謌み 耽り、 

そ こに 描かれた 英雄 豪傑の 傳ゃ、 任俠 義人の 行爲 などの、 すべて 勇ましく 華 かなのに、 殊更 與を 

覺 えたと いふ ことで あり、 九つば かりの 時から は、 「我 身 一 生の 世の常に て 終らむ ことなげ か はし 

く、 あはれ くれ 竹の 1 ふしぬ け 出で しがな とぞ あけくれに」 願って るた とい ふこと である。 それ 

. ほ. どであった が、 家が 貧しく、 小學 校す ら完 うする ことが 出來 す、 家事の 手傳ひ をしながら、 偺 

あがりの 手 習 師匠に ついて、 何 くれと 學ん だに 過 ざなかった。 しかし 父の 則 篛 は、 一 葉の 天分 を 

夙く から 認めて るたら しく、  a 家事の 乎傳 をしながら 「猶 夜ごとく 文 机に むか ふ 事 をす て や」 

0 とい ふ 彼女の 熱心 さに 動かされ、 「終に 萬 障 を 捨て、 更に 學 にっかし めん」 として、 和歌の 集な ど 

a をい ろくと 買 ひ與 へ、 a 知人 を 介して、 彼女 を 歌人 中島 歌 子の 門に 入らし めた。 彼女 時に 十五 o 

一 歌 子 は號を 萩之舍 とい ひ、 景樹 派の 人。 その 頃髙崎 正風 等と 並び 稱 せられた 女流 歌人の 第一 人で 

葉 あった。 一 葉が 景樹 派の 和歌 をよ くした の はこの ためで ある。 

五 九 一 


性 女 る た 見て し 通 を举 文治 明 


五 九 二 

そのうちに 一葉 は、 明治 廿ニ 年、 大藏^ ？の 小官 吏であった 父 を 失った ので、 さらで も 貧しい 生活 

ま 一 厣贫 しくな. o、 彼女 は 母 や 妹 を 養 はなければ ならない 立場に なった。 親子 三人、 それ も 女ば 

か. o の 三人に なった 一家 は、 その後 三人が 三人と も 賃仕事 をして 細々 と暮 して ゐた。 その 頃の 生 

活 について、 一 槳の 生前の 親友であった 馬場 孤蝶 氏 は 次の 如く 述べ て ゐる。 「 一 葉 君 自身 も 針仕事 

を 引受けた。 しかし 負けぬ 氣の氣 品の 高かった 一葉 君 は、 事 問で 身 を 立てたい と は 常に 思って ゐ 

たらしい。 それで、 同門の 花圃^ 邊龍子 君 II 今の 三 宅 雪嶺 氏 夫人 I が 既に 文名が あつたの な 

ど を 見て、 小說を 書いて 見たら とい ふ考が 浮んで 來 たらしい。 邦 子 君 II 一  葉の 妹 II が 洋服 裁 

據 に i つた 先で 友人に なった 人に、 野々 宮菊子 君と いふの があった が、 この 人が 半 井 桃 水 君の 令 

妹 孝子 君と 友人であった ので、 一葉 君 は その 人に 賴んで 半 井 君に 紹介して もらって、 二十 四 年 四 

月 十五 日に 桃 水 君の 芝 佐 久^ 町の 居ケ訪 うた。」 これから 一 葉の 作家 生活が 始 つたので あるが、 こ 

の 時 彼女 は 年 二十であった。 

1 M は 苦しい 生活の 中に 文筆 を 執り、 翌ニ 十五 年 二月に 始めて 「闇 櫻」 の 一 篇を桃 水 主宰の 雜 

誌 一武 蔵 野」 の 创刊躭 に 紹介され、 績 いて その 暮には 「うもれ 木」 翌ニ 十六 年の 春に は 「曉 月夜」 

が雜誌 「都の 花」 に 出て、 その 頃から 渐く 女流作家 としての 文名が 擧 つて 来た。 そして、 同じく 


その 頃から、 ^時の 新進た る 「文 學界」 の 連中 I 馬場 孤蝶、 島 崎 藤 村、 平 田 禿 木、 戶川秋 骨の 

諸氏 — と 相 知る やうに なり、 その 才筆 を 「文 學界」 紙上に 揮 ひ、 二十 八 年に は 一 代の 名 乍 「た 

け くらべ」 を發 表し、 同年に は 又 「文 藝俱樂 部」 に 「にごりえ」 「十三夜」 等 を糗々 發 表して、 そ 

の 文名 は 尾 崎 紅葉 を壓 ずる 概 があった。 しかも 一 葉 は 文筆 を 執る 傍 家庭の 雜務 にもい そしんだ も 

ので、 二十 六 年 七月に、 今までる た 本鄕菊 坂の 家 を引拂 つて、 下 谷 龍 泉 寺 町 大昔 寺 前に 移り、 荒 

物 や 駄菓子の 小 商 を 始める やうに なつてから は、 その 商品の 仕 入に は、 商品の 箱 を 背 iflf つて 自ら 

出かけた ものであると いふ。 一世の 天才 一葉 女史が、 箱 を 背負って 駄菓子の 仕 入に 行く 情景 は、 

まことに 淚ぐ ましい もので あったらう。 

• 一葉が 「たけくらべ」 を 書いた の は、 明治 二十 七 年から 二十 八 年に かけて V -、 時に 二十 三 I 

- 一十 四歲 であった こと を 思 ふ 時、 吾々 は その 天 分の 豐 かさに 驚歎せ すに はるら れな いので あるが、 

0 惜しむべし、 二十 九 年 十一月 二十 三日、 二十 五歲の 若さ を もって、 本鄕丸 山輻山 町の 自邸に 逝い 

U た。 高山 榨牛は その 死 を 惜しんで、 「その 來る こと 何ぞ遲 かりし、 その 去る こと 何ぞ早 かりし， と 

いって. Q るが、 まことに 一葉の 一生 は、 突如と して 現れ、 突如と して 消えた 彗星の 如き 旣 が ある 

ので ある。 しかも その 短い 問に 明治 文學 史上^- 滅の 足跡 を殘 して. Q る。 

五 九 一一： 


性 女る た えて し 通を舉 文治 叫 


五 九 四 

1 葉の 作風 を 知る 前に、 その 性格 や 風貌 を 知って 置く の も 無意味で はなから う。 

風 

そこで、 叉 馬場 氏の 文 を 借. 5 る ことにする。 

「一葉 君 は强 度の 近視であった。 母君な どに 隊れ て、 蔵に 入って、 金網の 窓から 入る 僅かの 光で、 假名ば 

か. o の萆 双紙 を讀ん だので、 眼が 近くな つたと は 一葉 君 自身の 話で あつたが、 遣傳 だか 何だか 知らぬ けれ 

ども、 元來 視力の 弱い 人であった のかと 思れ る こと もないでも ない。 それ はとに かく 眼鏡 はかけ てゐ なか 

つた。 身 «a はま づ 日本の 婦人と して は 中 ぐらる の 大きさであった。 ^は 棰 めて 薄かった。 罎儀 正しい 人で 

あつたから でも あらう が、 身 を こ > めズ 坐って ゐる のが 常で、 退屈す ると、 @の 毛  一 二 本 ほ つれたの をい 

じり、 それ を 見つめな. がら 話 をす る ことがあった。 けれども 話が はづ んで來 ると、 W を搖 つて 少し 反身に 

なって 笑 ふこと など もあった。 話 は 確に 上手であった。 創作の 中に 散見す る 冷嘲の やうな 調子が 口にの ぼ 

る 時が 殊に 面白かった。 なまめかし いとい ふ 感じ を與 へる 婦人ではなかった。 艷 はない、 いかにもく すん 

だ 所の ある 人であった。 娘と いふより 奥さんと いひたい やうな 人であった。 當 時の 簦通 1 般の女 を 離れて 

i 力 性の 方に 1 歩 i! 化し かけた やうに 感ぜられる 錄 人であっ^。  ^作 はいかに も 上品であった。 どこに も 女 

らしくない 所 は舉げ 得られな いに 拘ら す、 どことなく 女 HI れ がして るる やうに 私に は 疮 ぜられ た。 多分 は 

1 葉 君の 氣 «f の 人 を 齄 する 所があった からで あらう OJ 


この 首 葉の 中には、 一^の 性格 風貌が かなり はっきり 現れて るるが、 一葉の 性格に はかな b 负け 

す 嫌 ひの 所があった。 そして 常時と して は、 珍しく 個性が はっき. o と 目 * さめて ゐ る 婦人で あつ-こ。 

それ 故 その 藝術 上に 於け る 態度 も、 終始 一 貫して た V- 一  つであった。 卽 ちた とひ 視野 は 狭く とも、 

自己の 環境 を 凝視して、 悲哀 感を じっと 心の底に 湛へ たま、、 根氣 よく 世相の 一面 を 掘り下げて 

行って、 そこに 生の 一 面を活 きくと 努緊 させた ので ある。 そして その 背景に は、 いつも 彼女の 

痛切な 體驗 がっき まとって るた。 「意地 惡の 世」 がいつ も 背景であった。 がー 葉 は、 この 世 をい か 

に 意地 惡に 感じても、 決して 厭世に 陷る やうな ことはなかった。 そこに はた マ 淋しい あきらめが 

あるば かりであった。 勝氣な 彼女が、 強い 運命の 力の 前に 立って は、 た V- 淋しい あきらめに 逃れ 

るより 他に 道はなかった であらう。 そして その あきらめが 作品の 上に 現れて, Q るので ある。 勿論 

若く して 逆境に 育った 彼女に は、 世に すね 俗に そむく とい ふやうな 反抗的な 氣分 があった。 しか 

0 しどう もがいても 運命の 前に 忍從 する より 外 はない と 悟った 時、 彼女 は j 種の 諦めに 到達した。 

P けれども や、 も すれば 頭 を 擡げて くる 反抗的 氣分を どうす る こと も出來 なかった。 これ を 抑へ て 

1 おっと 人生 を 見つめる 時、 いつしか 彼女 の^に は 女らしい 諦めの 淚が 光った。 この 胸に せまる 苦 

葉 痛と 悲しみと を さながらに 打 出した のが 彼女の 小說 である。 

五 九 五 . 


ft- 女る た a て し^を や 女 治 明 


五 九 六 

1 槳の 文皋は 大きい 文學、 高い 文學、 華 かな 文學 とい ふこと は 出来ない。 雄大、 豪壯、 嵩高と 

か、 枯淡と か は 申せない が、 流麗な 中に 暗愁を 含んだ 可憐な 味 は、 他に 見られない 獨特の 味 は ひ 

である。 彼女の 描いた 世の中 は、 意志の 世界で もなければ 理智の 世界で もない。 それ は 唯 感情の 

世界で ある。 殊に その 感情の 世界 は、 柔 みのある 優し さと、 愁 はしげ な 悲し さの 世界であった。 

優し さと 悲し さ、 そこに は 大きい とか 強いと かいふ もの はない が、 おっとり した、 しんみりした 

しほら しい 感が 漂って ゐ る。 島 村 抱 月が 「作の 筋 は 忘れても 風情 だけ は 心に 殘る 作」 といった の 

は、 よく 一 葉の 作風 を盡 した霄 葉で ある。 

一葉の 作品 は 前後 二期に 分ける 事が 出来る。 前期の 作品 は、 「闇 櫻」 「うもれ 木」 

作  品 

「玉 櫸」 「五月雨」 などで、 概して 空想的 類型的で 技巧の 跡が 露骨であった。 文 

窣 も 西鹤の 皮枳を 摸した ところが 見える。 けれども その 中に 一 點 sa 實の 火が 明かに 燃え あがって 

ゐて、 少しも 輕 浮な ところ はなく、 作品 を 一貫す る もの は、 あく 迄も眞 面目な ものであった。 

後期の 作品 は、 「にごりえ」 「たけくらべ」 「十三夜」 「われから」 などで、 この 四篇 は、 永久に 彼女 

の 作風 を 代表して 不朽の 生命 を 持つ ものである。 これらの 諸 作に は、 初期に 於け る筌想 的 類型的 

なと ころが 次第に 羝れ て、 彼女の 個性が はっきりと 現れて るる。 西 鶴の 皮相から 離れて 两 鶴の 真 


雠を搁 まへ、 自己の 環境 を 凝視して、 澄み切った 心に 映った 姿 を その 儘渾 然とした 有機 體の やう 

に 描き出し てるる。 

中で も 「たけくらべ」 は 最も 傑作と 稱 せらる もので、 廓 近くに 成^して、 比較的 早熟な 少年少女 

の 微妙な 心理の 描寫を 行った ものである。 遊女 を 姉に 持つ みどりと いふお 轉 婆の 少女が、 次第に 

性に 目覺 め、 戀愛を 意識す る 心理 を 描き、 他に 正太郞 とい ふ 家 も 性格 も舉冏 もす ぐれた 少年、 長 

吉と いふ 家 も 貧しく 智慧 もない 亂 暴な 少年、 龍 華 寺の 信 如と いふ 一 ^冷い 消極的で は あるが、 犯 

しがたい 所の ある 少年 を 配して、 全篇 渾然たる 場景を 描いて るる。 

「にごりえ」 は、 ある 場末の 銘酒屋の 女のお 力と いふ 女性の 淪 落の 生涯 を 描く と共に、 このお 

力の ために 產を なくし、 妻 を も 去る に 至った 源 七との 悲劇的な 家庭 を 描き、 最後に お 力と 源 七と 

の 無理心中 によって、 兩者を 結びつけて るるので ある。 

0 「十三夜」 は、 身分の 相違す る 家に 嫁いだ ぉ關 とい ふ 女性が、 夫の 愛の ない のに 堪へ P ねて、 

口 離緣 して 歸ら うとして、 父母に 論され て 力なく 家に 歸る 途中、 乘 つた 人力車の 車夫 は、 己が 以前 

の戀 人で ある 事 を 知って、 儘ならぬ 世 を かこちながら 別れて 行く とい ふ 構想で ある。 

, 1 葉の 作品 は、 一 面に 於て、 思想 的 內容が 乏しく、 素材と すると ころも 偏狹 であると か、 その 

五 九 七 


性 女る た n'c し^を ゆ 文治 明 


五 九 八 

人生 觀の內 容に聊 も 近代的 分子 を 交へ や、 人生に 對 して は 消極的な 古典 文學の 影響の みが 顯 著で 

あると かと、 色々 な 缺點を あげる こと も出來 るが、 ともかく ある 完成 を 持った。 —— 深みが 足り 

ない とか、 小さく 纏り 過ぎて ゐ ると かいふ 望蜀の 念 も 起る けれども —— 獨自な 藝術境 をし つかり 

握って ゐる點 に 於て、 數 多い 明治 文 學の諸 星に 伍し、 靜 かな 美しい その 光 を、 永遠に 放つ ものと 

して 糟讚 する ことが 出來 る。 

一 槊は 女性 描寫に 特異の 才筆 を ふるった 作家で ある。 彼女の 描いた 作 中の 人物 

作 中の 女性 

C 大半 は 女性で ある。 從 つて その 作 中の 主人公 は殆ん どす ベ て 女性が その 地位 

を 占めて るて、 ！R 性 は 皆 その 添 物、 道具た る. に過ぎない ともい ふ 事が 出來 る。 而も それらの 女性 

は、 皆 一葉 その 人 自身の 現れであって、 少く とも その 片影が 何處 かに 必す 潜んで ゐ るので ある。 

それにつ いて 湯 池 孝 氏 は 次の 如く 述べ て 居られる。 

一葉 は a 己に 忠實な 作家で、 .0 身の 锊驗 を土臺 として 寓货 的に 描いた。 從 つて その 取扱った 人生 は狹 い。 

，倖な 若い 女の 哀愁の 世界、 無 Q 覺な ffi に舊 習に 捲き 込まれて ゆく 明治 型の 女性の 暗涙 を 含んだ 成 行に 限 

られズ るる？ 又 その 思想 も «1套 的な あきらめの 境地 を 出て るない。 併し その^ 園內に 於て は 深く 見、 細か 

く 描い ズゐ る。 可 « な 女性の 姿 を M 情の ある、 如何にも 女らしい 行屆 いた 筆で、 心理的に 描き、 その^い 


成 行 を 巧みに 暗示して ゐ る邊、 女性 描寫 にす ぐれて るた と共に、 作 中の 女性 は いづれ も 作者 Q 身の 化身で • 

ある。 云々、 と o 

そして そこに 描かれて るる 女性 は、 前期の 作品に 於て は、 初心な 娘が 大部分 を 占めて るるが、 

後期の 作品と なると、 人妻の やうな、 旣に男 を 知って ゐる 女性が 大部分 現れて 來てゐ る。 しかし 

何れにせよ、 是 等の 女性 は、 大體に 於て 若い 可憐な 女性の みで ある。 そして それら 女性の 特長に つ 

いて は 湯 池 氏 も すでにい はれて. Q る やうに、 所謂 明治 型の 女性であって、 別に 學問が あると いふ 

でな し、 考 がしつ かりして ゐ ると いふので もな く、 概して 平凡な、 內氣 な、 舊式な 思想に 育まれ 

た 消極的な 女性で、 殆んど 活動的な 生々 とした 處 がない。 いは V- 無力の 女性と もい ふべき もので、 

その 無力の 女性が、 社 會の强 い 力の ために 泣く くその 環境の 中に 生活し、 遂に 悲しむべき 結朵 

に 達する か、 然ら すん ば 辛うじて ある 種の 消極的な あきらめの 中に 生活す る こと を餘 儀な くされ 

0 るので ある。 「玉 褪」 の 糸 子、 「わかれ 霜」 のお 力、 「うもれ 木」 のお 蝶、 「にごりえ」 のお 力， 「うつ 

口 せみ」 の 雪 子、 「われから」 のお 町 等 は 前者の 例で あ. 9、 「五月雨」 の 優 子、 お八 重、 「經づ く ゑ」 の 

1 おその、 「哓 M 夜」 の 一重、 「雪の 日」 の珠 子、 「花 ごもり」 のお 新、 「ゆく 雲」 のお 縫 * 「十三夜」 のお 

菜 關等は 後者の 例で ある。 
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そして これらの 女性のう ち、 全然 戀 愛に 關 係の な いのは r 大 つも ごり」 のお 峯 位の もので、 他 

t う 

は 殆んど 全部 戀を もってる る 女性で ある。 作者 は 「たま 櫸」 の 中で 「實 直なる 人 ほど 戀は 苦し」 

と 云って るるが、 一葉の 作 中の 人物 は、 何れも 眞摯 なる が 故に >  純情なる が 故に、 戀の 苦し さ を 

身にしみて 感 やる 人々 である。 或は 義理の 柵に ほ だされ、 人情の 絆に しばられ、 その 殆ん どす ベ 

てが 戀を完 うし 得すに 悶え 苦しんで ゐる。 作 中の 女性 は 皆戀愛 至上 主義た らんと して 成らす、 常 

に 世間に 負けて ゐ るので ある。 「曉 月夜」 の 女 主人公 は 「戀 は淺 ましき もの、 果敢なき もの、 憎き 

もの、 我が 生涯の この やうに 悲しく、 人に 言 はれぬ 物 を 思 ふ も、 淺 ましき 戀 ゅゑぞ かし。」 といつ 

てゐ るが、 さう いふ^き 戀心、 淺 ましき 戀心 は、 一 葉 作 中の 殆ん どす ベての 女性に 共通した 悲し 

き 心境で ある。 

第 四 章 與謝野 晶子 

晶子 女史 は 哲 姓 を 鳳と いひ、 明治 十 一 年 十二月、 和 泉の 堺 市に 生れ、 堺 市立 女 

閱  歷 

學校を 卒業した 外 別に 學歷 はない。 然し 十一 一歳の 頃から 國 史ゃ國 文に 關 する 書 
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を 耽！ g し、 十五 六 歳の 頃から 歌 を 詠み はじめた とい ふ。 明治 三十 三年 雜誌 「明星」 の發行 される. 

や、 これ を 主宰す る與 謝野寬 氏の 大阪 遊歷 中に 相 知り、 翌三 十四 年 夏 上京し、 同年 八月 新 詩 社 か 

ら第 一 歌锒 「みだれ 髮」 を 刊行し、 俄然 一世の 歌人と して 天下に 名 を 成す に 至った。 その 秋寬氏 

と 結婚して、 明治 末期に 至る 迄 * その 情熱の 奔放した やうな 絢爛 を 極めた 歌 を 以て 欹埂の 中心 勢 

力 をな し、 小說 家の 一葉と 共に、 明治の 二 才媛と して その 名 を 唄 はれた。 大正 元年、 フランス 留 

學 中の 宽 氏の 許に 行き、 歐洲を 漫遊して 歸朝 後、 小 說に筆 を 染めた が 思 はしから や、 今 は 女流 敎 

育^と して 文化 舉院 の學監 として 若い 女性の 敎 育に つとめて 居られる。 

三十 四 年 八月 出版され た 第一 歌集 「みだれ 髮」 は、 女史の 歌風 を說 明す る妤偶 

卞  風 

の 標本で ある。 「みだれ 髮」 は 一 言に して 盡 せば、 極端なる 浪漫主義で あるが、 

これ は 近代 短歌に 於け る 浪漫主義の 出發點 であると もい へる し、 又考へ 方に よって は、 その 最高 

潮に 逑し たもので あると もい へ るで あらう。 この 書 は 鳳 晶子の 名 を 以て 出版され たので あるが、 

かの 高山^ 牛の 「美的生活 論」 が發 表された のが、 あたかも この 年 この 月であった こと は、 文學 

史的に 與^ ある 率赏 である。 

今 「みだれ 突」 出現 前後の 歌壇の 大勢 を 見る に、 明治 二十 六 年に 落 合 直 文の 淺香 社が 創設 せら 
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れ、 二十 九 年に は與謝 野鐡斡 氏の 第一 歌集 「柬 西南 北」 が 出版せられ、 三十 二 年に 佐々 木 信 綱 氏の 

「心の 花」 が發刊 せられ、 三十 二 年に 正 岡 子規の 根 岸 短歌 會が 初めて 開かれ、 三十 ：ー： 年に 鐡斡氏 

を 中心として 東京 新 詩 社が 組織せられ、 その 機 關雜誌 「明星」 が 發^: せられた。 三十 四 年に は 一 

月に 金子^ 園 氏の 「片 われ 月」 二月に 佐々 木 信 綱 編 「竹 柏 園 集」 第 一 編、 三月に 鐵榦 氏の 「鐵榦 

子」 四月に 同じく 鐡幹 氏の 「紫」 七月 ！4 服部躬 治の 「迦 具士」 とい ふやう に 次々 に 歌集が 出版 さ 

れてゐ る。 その後 をう けて 八月に 「みだれ 髮」 が 公に せられた ので ある。 

r 片 われ 月」 は 溫雅淸 新なる 叙景の 世界であって、 明星 派の 歌風に むしろ 對立 すると ころの も 

の、 憨闳氏 は鐡幹 氏と 同じく 淺香 社の 出身で は ある けれども、 尾 上 紫 舟 氏と 提携して 翌三 十五 年 

1 月 「叙景 詩」 によって 明星 派に 對抗 する の 態度 を 明示した。 「竹 柏 園 狻」 は 新味 を 願 ひながら、 

革新的 色彩. ひド洋 s で、 まだ 幾分 か舊派 的 性質 を 持って るた。 子規 一 派 は 萬 槳復歸 とい ひ、 寫生 

といって 明お 派と は 明かに 異 つた 道 を 進んで ゐた。 

かう した 狀 態の 中に 「みだれ 髮」 は あら はれた ので ある。 「みだれ 髮」 は 全篇 悉く これ 靑 春の 情 

熱から 出た 感激と 詠歎と で滿 されて ゐる。 そこに 歌 はれた 戀心 は、 凡て を燒 きつく さねば やまな 

い 熱情の 奔騰で ある。 近代的 祌經 の^さと、 旣成道 德に對 する， 反逆 的 情感の 激し さとが、 その 間 
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に 閃いて るる。 この 大 贈な 態度 は、 や、 も すれば 作 をして 官能的 妖 惑たら しめ、 戀愛 至上の 思想 

を 見せた ので ある。 それ 故 * 「みだれ 髮ー 出版の 當時、 佐々 醒雪 はこれ を 評して 「肉の 聲」 である 

と：， ひ、 「心の 花」 は、 「一言 以て 之を掩 へば 悉く 皆是舂 畫」 と 篤 倒した とい ふこと である。 しかし 

ながら 一 方靑年 士女の 中には 大いに 共鳴者 を 得、 「美的生活 論」 の唱 へられた 當 時の 時代思潮に 觸 

れる ところがあった から、 やがて 非常な 勢で 晶子の 名 は 歌壇に 喧傳 せられる やうに なった。 

や は 肌の あっき 血汐に ふれ もせで さびしから. ^や 道 を 說く君 

逍を云 はや 後 を 思 はす 名 を 問 はすこ /- に 戀ひ戀 ふ 君と 我 を 見る 

など は戀愛 歌の 代表的な ものであるが、 あく 迄 も 本能 的、 刹那的、 戀愛 至上 的 傾向 を 示して る 

る 0  - 

「みだれ 髮」 の 後、 『戀 ごろ も」 「舞 姬」 等 十 數册の 歌集 を 公に したが、 そこに は 一段の 進境が 見 

られ る。 卽ち 漸く 圆 熟 を 加へ、 純 主観的 傾向 を 離れ、 著しく 容觀的 事象の 吟詠 を增 し、 ^然 たる 

參 

物 人 融合の 境地にまで 達して るるので ある。 さはいへ、 やはり その 基調 を 貫く もの は， 女史 獨自 

の 情熱で ある。 燃えつ くす こと を 知らぬ 情焰 である。 た V- それが^ ことなく 沈潜され て、 上す ベ 

りした 調子が すてられ、 どこ 迄 も 高雅な 韻律 を 保って 行く 點に、 その 歌境の 進歩が 看取され るの 
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淸 水へ 祇^ をよ ぎる 樱 月夜 こよ ひ 逢 ふ 人み な 美しき 

ほと、 ぎす 蜣峨へ は 一 里 京へ 三 里 水の 淸瀧 夜の 明け やすき 

人 か へ さす 暮れむ の 春の 宵 ごこち 小琴に もた す亂れ 亂れ髮 
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大正よ. o 昭和へ かけての 現代の 文學 は、 あらゆる 分野に わたって 新しい 活動が 試みられて. Q る。 

小說界 は、 ほ マ 純 粹藝術 派と 無產 派と 大衆 文學淤 とに 分裂し、 その 各々 がまた 幾つかに 小さく 分 

裂して ゐる。 この 中蓊術 的に 最も 高く 評價 さるべ き は、 いふ 迄 もな く 純 粹藝術 派の 文攀 であるが、 

大が /- りな 規模と 複雜な 機構と に 興味の 中心 を 置いて るる 大衆 文學 は、 時代物に、 現代 物に、 諧 

鱸 小説に、 それぐ 優秀な. 作家が 輩出す るに 及んで. その 勢力 は 殆んど 全小說 界を壓 し、 その 藝 

術 性に 於ても、 現在で は 純 粹文學 派に 肉薄す る もの も少 からす 現れる やうに なった。 

かう した 文 壞の愦 勢の 中に あって、 女流作家に あっても • 小說 に、 戯曲に、 和歌に、 男性 作家 

に 伍して その 頭角 を 現して ゐる 者も少 くない。 一 體 女性に して 男性と 肩 を 並べ て、 作家と して 立つ 

て 行く こと は、 容易な ことで はない。 映晝 女優 や 流行歌な どの 歌手， たと、 女で も 年少に して 有名 

になれ る こと も あるが、 作家の 仕事 はな かくさう は ゆかない。 創作 は頭腦 の仕毐 である。 赏カ 

の 仕事で ある。 その上 不斷の 勉強、 不斷の 精進が 必要で ある。 從來の 日本の 社會 は、 その 制度 や 

生活の 條 件に 於て、 女性が 作家と して 仕事 をして 行く 上に、 甚だしく 無理と 用 難と に滿 ちて^た。 

その 悪條 件に 堪へ、 克^し、 男性 作家と 肩 を 並べて、 頭腦 的に も 困難な 創作の 仕事 を績 けて ゐる 

者に 對 して は、 先づ 多大の 尊敬 を拂 はねば ならぬ。 


明治 末期の 女流作家 として、 野 上彌生 子、 長 谷川 時雨、 岡 田 八千代、 田 村忮チ 

小說家 

水 野 仙 子、 素 木 しづ子 等の 諸氏 を擧 げたが、 水 野 仙 子、 素 木 しづ子の 二 氏 は、 

大正の 初に、 ごく 僅かな 間 文壇 生活 をして、 早く この 世 を 去った。 仙 子 は 病弱、 しづ子 は 松葉杖 

をつ かねば ならぬ 女性で、 さう した 身體の 薄倖 はこの 二人の 作品に 反映して、 傷心と か、 淋し さ 

とか、 慈しむ 人生と いった 情感が 流れて をり、 仙 子 はかなり 平面 的で あつたが、 しづ子に は 心理 

的 描お の 新し さが ゆった。 

長 谷川 時雨、 野 上彌生 子、 岡 田 八千代の 諸氏 は、 その 活動が 今日に 迄 及んで ゐる。 長 谷川 氏 は 

一時 創作 活動 を 休止した かに 見えて るた が、 「女人 藝術」 發刊 以來、 更に 捲土重来の 意氣を 示して 

るる。 「美人 傅」 や 「^帶 記」 など を讀ん でみ ると、 さすがに その 文才と 蘊蓄の 程が うな づける。 

女史 は 下町に 育ち、 且國 文學の 古典的な 敎養を 受けた 爲に、 その 作品に は 純 日本的な 情操が 美し 

く 盛られて ゐる。 衷に 情熱 を湛 へた 女性 を 描いて、 その 心情 を 細やかに 寫す ところ は、 女史の 得 

意と する 所で ある。 「女人 藝術」 は 昭和 八 年に 休刊され たが、 その 間に 幾多の 新進作家 を 養成した。 

野 上 氏 は、 我が 國の 女性 作家と して、 最も 長く 文壇の 生命 を 綾け てゐる 作家で あり、 明治時代 

から 數 へるなら、 た V- 1 人 残された 精力 的な 作家で ある。 女史 は 極めて 寡作 主義の 作家で は ある 
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が、 その 創作 態度 はあく 迄愼 重で、 しかも 丹念で ある。 女史 は その 作家 生活 を寫生 文から 出發さ 

れた爲 か、 その 作品に は いづれ も デッサンの 確 さが ある。 靜 かに 澄んだ 眼が どこに でも は 人り こ 

んでゐ る。 その 精緻な 觀察 が、 どこか イギリス 風の 健全な 道德觀 や、 時々 ブッキッシュになる 人 

生 解 釋をも 適度に 肉 づけし、 また 襄 づけて ゐる。 「海神 丸 i や 「大石 良 雄」 に 於て、 十分 幅と 厚み 

と を 示した 女史 は、 最近の 長篇 「腐 知 子」 に 於て は、 2取 も 新しい 女性の 一 タイプ I 革命的 思想 

の 影饗の 下に、 自分の 生れ、 そして 育った 世界、 ブル ジョァ 世界に 反逆す る 一女 性 を、 的確に 精 

緻に 描いて ゐる。 

兩 氏の 外に、 現代の 女流作家 として あぐべき ものに、 岡 本 かの子、 吉屋信 子、 宇 野 千代、 林芙 

美 子、 中條 百合 子、 平 林たい 子、 窪川稻 子、 中 本た か 子等の 諸氏 を數 へる ことが 出來 る。 

岡 本 氏 は、 短歌 や 女流 批評家と して 出發 したが、 一 兩年は 次.^ と 創作 を發 表して るた。 「鶴 は 病 

みき」 「母子 抒情」 等 を 見る と. その 情感の 豊か さと、 その 粘りつ こさ は、 女流作家 中 優に 一 方， の 

特色 をな す 人と して 注目され てゐ たが、 昭和 十四 年 二月、 溘焉 として 逝かれた の はまこと に 痛惜 

に堪 へない。 

吉屋信 子 氏 は、 4- 日の 女流作家 中 最も 大衆 的 人氣を 持す る 作家と いふべき であらう。 その 作る 


ところ は、 多く は聖 純な 通俗^ 庭小說 であり. 內容も 人物 も 割合に 單調 であり、 狹^ でも あるが、 

そ S- 構成の 間に 醸される 雰團氣 に、 女性ら しい 情熱と 純情と が 濃厚で ある。 それ は 女史の キリス 

ト敎的 信仰が 全體を 明るく する 爲 であらう が， この 魅力が 婦人 雜 誌の 有力な 女流作家 として、 女 

史に 動かない 地位 を 占めさせ てるる。 * 

宇 野 千代 氏 は、 大正 十 年 時事 新報に 短篇 小說 「脂粉の 顔」 が當 選して 以來、 家庭生活の 瑣事 を 

扱った 小說を 多く 書いて ゐる。 林芙美 子 氏 は 「放浪 記」 によって 出發 したが、 樣々 な 經歷を もつ 

た 作家で ある。 しかし その 變化を 極めた 半生に も拘ら や、 その 情感 は 生々 しく， 作品に 現れた 詩 

情の 淸純 さは 美しい ものである。 

中條、 窪 川、 中 本、 平 林の 諸氏 は 左翼 作家と して 一 時 活躍した が、 最近 は餘り 作品 を發 表され 

ない。 しかし、 中條、 平 林の 兩氏 は、 その 創作の 才能 豊かな 點に 於て、 女流 作お 中 冇數の 地位 を 

占むべき もので あらう。 この 外 現 文壇の 女流作家 として 數氏を あげる ことが 出來 るが、 これらの 

小 人々 について は 次の 機 畲 に 譲る ことにする。 

^ なほ 昭和 七 年に 歿した 三 宅 やす子 女史 も 注意す ベ き 作家で ある。 「奔流」 「金」 「第 一 一の 反， 抗」 等 は 

家 苦心の 努作 として 文壇の 注意 を惹 いた 作で ある。 
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次に 釗 作家と して は、 前記 岡 田 八千代 女史の 外、 大村喜 代 子、 木 村 富 子、 弘津 

劇作家 

千代、 岡田禎 子等の 諸氏 を 擧げる ことが 出来る。 長 谷川 時雨 女史 も 亦 戯曲に 箏 

を そめて ゐる 0 

岡 3 八千代 女史 は 小山 內薰 氏の 令妹で あるが、 文壇に 現れた の は、 令兄 薰 氏に 先んじた 位で， 

その 作品 も 夥しい。 「黄楊の 櫛」 は その 代表作で あらう が、 これ は 家族制度の 桎梏の 中に 呻吟して 

ゐる 日本 女性の 呪 咀の聲 を 描いた もので、 古い 江戶愦 絡の 雰圍氣 の 中に、 近代的な 社會 間^が 巧 

に 取扱 はれて ゐる。 總 じて 女史の 作品 は、 その 深き 敎 養と 理智 的な 性格に よって、 從來の 女流 作 

まの、 所謂 センチ メンタ リズムから 救 はれて、 思想 的 主題 を 取扱っても、 破綻 を 見せて るない。 

而も 描お の才. v 女性的な iiE 緖に惠 まれて、 夙に 一 家の 風 をな して ゐる。 

大村嘉 代 子 氏 は 岡 本綺堂 氏に 師事し、 その 薰陶を 受けた。 「たそがれ 集」 「水 調 集. 等の 著 誓が あ 

る。 その 代衮作 「みだれ 金 春」 は、 藝の 尊厳と 遊女の 誠 を 絢 ひ まぜた もので、 どの 一 場 を 取って 

み. て も、 立 娘に 芝居に なって ゐる あたり、 歌舞伎の 傳 統を活 した 作者の 戯曲 的 手腕 の^さ を 示し 

て&る G 

木 村 富 子 氏 は 松 居 松 翁 氏に 師事し、 大正 十四 年 二； 》:、 處女作 「玉 菊」 を 早 稻田文 學に發 表した。 


雨來 多くの 釗 作を發 表して るるが、 いづれ も， 舞 蓬の 美し さ、 臺 詞 の 洗煉と いふ：^ 的 方面に す 

. ぐれお 手腕が うか V- はれる。 その 狙 ふ 所 は 思想 的 方面と いふより は、 美しい 人情の 世界が 多い の 

で、 その 作品 は 屡 々脚光 を 浴びて るるので ある。 

最後に 女流 歌境の 大勢に ついて 一 瞥を與 へて この 項 を 終らう。 

先に 明治 末期に 於て、 與謝野 晶子 夫人の 華 かな 活動に ついて 述べた が、 誠に 女 

史の 活動 はめ ざまし く、 カ强 いものであって、 その 點、 明治 文壇 歜擅を 通じて 

の 驚異であった ばかりでなく、 王朝 時代の 紫 淸兩女 を 凌ぐ 概 があった。 鐵 幹の 「明星」 とはい ふ 

もの、， 齊際は 女史が 女王と して 君臨して ゐ たので ある。 「明星」 は 幾多の 華 かな 功績 を歌塽 に殘 

して、 明治 四十 一年 一度 廢刊 された が、 この 初期に あって、 三 閨秀 歌人と して 晶子 女史と 共に^ 

はれた 人に、 山川 登 美 子、 茅野雅 子の 二 女史が ある。 兩 氏の 活動 は 到底 晶子 女史に 比すべく もな 

かった が、 登 美 子 氏 は、 その 優婉 • 溫雅， 淸楚 にして 悵々 なる 袞韻を 持った 歌 調 は、 晶子 女史の 

瞅 

情熱、 奔放 * 華耀 とよき 對照 をな してる た。 しかし 淸麗 白百合の 如き 歌 を 多く 殘 して 早世され た 

こと は 哀惜に 堪 へない。 雅子氏 は 前 二者に 比すれば * 晶子 氏 程の 華麗な く、 登 美 子 氏 程の 哀敏な 

人 く、 いは V- 平 調 溫雅な 歌風であった。 「明星」 は 大正 十 年 再刊され たが、 後期に あって は、 原 田 琴 
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子、 岡 本 かの子、 原 阿佐 緖、 中原 綾子の 諸氏が 歌壇に 盛名 を はせ た。 

「明星」 に對 して、 佐 * 木 信 綱 博士の 竹 柏 園淤も 多く 女流 歌人 を 養成した。 その 中、 にあって、 

最も 社 含 的に 有名な の は 柳 原 白蓮、 九條武 子の 雨女 史 である。 雨 氏の 歌が あれ 程 世間に 喧傳 され 

たの は、 その 歌の 本質より 來 たとい ふよりも、 その 人の 社會的 地位、 數奇な 運命に 對 する 大衆の 

好奇心と いふ ものに 因す る ことが 多いで あらう。 しかし 又 「文 は 人な り」 の 一 百 葉 通り、 その 人と 

なり を 反映し， 哀嗟 沈痛 而も 宗教 味の 豊かな 所に 一 般の 共鳴 を 得た ので あらう。 一 體 特殊な 境遇 

は、 しばく すぐれた 歌人 を 作る ものである。 萬 葉 時代の 狹野茅 上 娘 子 * 平家 時代の 建禮 門院 右 

京大 夫 等が それで あるが、 白蓮 女史、 武子 夫人の 場合 も、 數奇な 悲劇的 運命が、 その 天賦の 歌才 

を 一 庥 朥 いたと いふ ことが 出來 よう。 武子 夫人が 孤 棲 十 年、 やる 方な き 思慕の 思 ひ を 遠つ 人に 馳 

せられた 作に は、 沈痛 極まな き 離愁の 思 ひ^ある。 大正 九 年に 發刊 された 「金 鈴」 は その 間の 

消息 をよ く 物語る ものである。 しかし、 かう した 迷 ひ、 疑 ひ、 惱 みの 十 年の 歳月の 後、 夫人の 心 

境 は 遂に あきらめの 淸ぃ寂 光の 都に 到達した。 「無 憂 華」 は その 夫人の 最後の 心境 を 述べ たもので 

あるひ 

以上 ニ淤の 外に 「潮音」 の 四 K 光子， 「創作」 の 若 山 喜 志 子、 「ァラ 、ギ」 の 今 井 邦 子 (最近 は 


ぽ^し〕 來' はと^^のお 過 


「明日 香」 を 主宰)、 久保田 不二 子、 「短歌 至上 主義」 の 杉沛窣 子 「遠つ 人」 の 水 町 京 子等の 諸氏 

が 華々 しく 各 流派 を 立 /- てるる が、 これらの 人々 の 功 綾 を 論 中る に 未だ 相當の 歳月 を 借らな けれ 

ばなら ない。  . 

なほ 女流 詩人、 俳人に 至って は 誠に 蓼々 たる ものが あるが、 中に あって 詩人の 深 尾 須鱭子 氏、 

俳人の 長 谷川 かな女 氏 等 はよ く 男性 作家に 伍して 健鬪を 綾け て 居られる。 

結語 I. 過 まの 業 綺と將 来の 發展 

上 を 以て、 上下 三千 載に 亙る 國文學 の 上に 働け る 女流作家、 及び 國文學 の 上に 描かれた る 女 

性の 姿に ついて、 その 大略 を 述べた ので あるが、 一言に して 之を霄 へば、 國文學 に 於け る 女性の 

龙繽 は、 決して BR 性の それに 劣る もので ない とい ふ 事が 出來 ようと 思 ふ。 勿論 作家の 上から 見る 

時， その 數に 於て 男性 作家の 多い こと は 貢 ふまで もない。 殊に 中世 近世に かけて は、 女性 作家 は 

極めて 少 かった。 しかし 中古に 於て は、 むしろ 女性 作. M が 中心 をな してる たと 言 ひ 得る ので あ. 5、 

上代 や：^ 近世に 於. て も 女性 作お は^ 常に 出て ゐる。 殊に： 形と しての 和歌の 如き は、 何れの 時 
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0 代に も、 相當に 多くの 女性 作家が 楚 出して ゐ るので ある。 もとより これらの 女性 作家 も、 中古 を 

除いて は. 文學の 主流に 立つ とい ふより は、 傍流で ある こと を 免れなかった が、 なほ その 單 純で 

I は あるが、 純 粹な荧 地 は、 文學の 展開の 上に、 何物 かを與 へて るる こと は事實 である C 

が 

之 を 要するに、 か弱い と考 へられ、 又 扱 はれて るた 日本 女性の 文學 上に 於け る業鑌 は、 決して 

W 性に 劣らぬ のみなら す、 物語 や 日記 ゃ隨筆 等に 至って は、 平安時代 だけにしても、 かの 「源氏 

物語」 「濱松 中納首 物語」 「蟒蛉 日記」 「和 泉 式部 日記」 「紫 式部 日記」 「成 尋阿闍 梨 母 集」 「更科 日記」 「枕 

^子」 等 を 始め、 幾多の 傑作が、 皆 女流の 手に よって 成って ゐ るので ある。 若し 國文 學界 から、 

かへ 性の 作品 を 悉く 取り 棄て、 しまったな らば、 紅葉の 落ち 去った 冬枯の 木立の 様に、 誠に 淋しい 

世界が 殘る であらう。 

许 つて K 十 嵐 力 博士 は、 國文學 に 於け る 女性の 地位 を 次の 如くに 述べられた ことがある。 

「フラ ンスぃ 名高い 批評家 ジ ュ ー ル • ルメ ー トルが 現代 作家 論の 中に 次の 如く 言って ゐる。 

r これ はほんとの 假說 だが、 かりに フラ ン ス の 文學史 から 女性の 作品 を 取り除いた としても、 

これが ために 我が 文 學の齄 史的 聯絡 は 少しも 斷ち 切れぬ であらう。 乂 何等 目立つ ほどの 空隙 

を も 生ぜぬ であらう。 從 つて、 かう いふ 事 をい ふの が、 女性に 對 して、 禮を 失する 事に は少 


展發の 來將- と^!^ 人 過 


しもなら ぬで あらう o』 

と、 これ は 支那の 文 學に對 しても、 英吉利、 獨 逸の 文 學に對 しても、 恐らく 同様に； n はれる こ 

とで あらう。 が、 我が 日本の 文學 は、 すっかり これと 事情 を 異にして るる。 若し 誰か ゾ * 日本 

文學 について 同じ 樣な事 を 言った としたら、 それ は 大變な 認識不足の， 事 實を誣 ひた ものと い 

ふべき であらう。 女性の 作家 を 除く ことによって、 我が 文 學史は 聯絡 を斷 たれ、 大穴 を 明けら 

れ るので ある。 從 つて それ は 大いに 日本 女性 を 侮辱す る ことになる。 何と なれば、 日本 は 偉大 

なる 女性 作家 群 を 持って 居. 9、 彼等の 作品 を 除外して は、 國文學 展開の 跡 を 速 絡 的に 迪る こと 

が出來 ないから である。」 

まことに 博士の 御說の やうに、 「源氏物語」 は 我が 國空 前絕 後の 大小 說 であり、 「枕 草子」 も 同じく 

{ゃ： 前 絶後の 名隨 箄 である。 我々 は 「源氏物語」 を 除外して. 我が 小 說文學 を 系統的に 説明す る こ 

と は 出来ない。 「枕 草子」 なしに、 我が 隨筆 文學の 起源 發達 を說 明す る こと は出來 ない。 又 「蜻蛉 

日記」 「和 泉 式部 日記」 「§ 部 日記」 「更級 日記」 等な しに、 我が 日記 文 學の發 達 を 合理的に 系統 づ 

ける こと は出來 ない。 かやう に 偉大な 女性 作家 を 持って るる こと、 その 作品 を 除外 すれば. 文^. 

史の 系統が 崩れる やうな 女性 作家 を 持って るる こと は、 我が 國の 婦人に とって は、 誠に 限りなき 
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喜びと 誇で なければ な i ない。 宜しく 將來の 婦人 は、 かう した 過去 先輩の 輝し き 業績-について 充 

分の 認識 を 持ち、 世界の どの 國の 婦人 達よりも、 眼 を 輝し 大手 を 振って、 祖國 文學の 研究 讀 破に、 

更に 新しき 文學 の 创作 に 迄邁往 精進す べきで ある。 
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